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デザイン・配線工法を一新、価格は据置き. ゲ

一一一一クマリフト な ら で は の 量 産 体 制 が 、 そ れ を 可 能 に し ま し た

. 三 方 枠 と 膳 板 が 、優 美 で 舗 や 腐 蝕 の な い ア ルミ

形 材 製 品 に ー

ク マ リ フ ト ( 小 型 舛l海 機 ) の 楠 下 ろ し 口 の 枠 及 び 膳

板 に ア ル ミ成 形 材 ( 枠 見 込 1 0Qnm : 膳板巾 1 6 0 . 1 8 0 ・

2 1伽 mの 3 極 ) を 規 絡 品 と し て 制 定 し 、 全機 種 に 採

用 し ま し た 。 扉 は メ ラ ミ ン 附 脂 焼 付 仕 上 げ の ボ ン

デ 鋼 板 製で す 。

ご 希 望 に よ り 、 持 殊 寸 法 の 鋼 板 ・ ス テ ン レ ス の も

の も 製 作 し ま す 。

. 工 場 生 産 さ れ る シ ン プ ル な 配 線 工 事

工 場 生 産 に よ る 4虫 特 の 短 時 間 に 巧 拙 の な い 確 実 な

配 線 工 事 を 得 ら れ る プ ラ グ イ ン 配 線 方 式 を 採 用 し

ま し た 。

. 他 に 別 価 格 で カ ゴ 到 着 と 同 時 に 扉 が 開 〈 自 動 戸

開 き 装 置 も 用 意

カ ゴの 到 着 が ひ と 目 で わ か り 、 手 数 が 省 け る の で

き わ め て 能 率的 で す。 ( 用済み 後 は 手 て‘ 閉 め てく

ださ L 、。 実 用 新 案 1"1"，願中 )
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・ 本 社 大 阪 市 憤 淀 川 区 東 淡 路 町 2 T 日 43 番 地

T E し: 0 6  ( 3 2 2 )  5 1 2 5 代 表

・ 東 京 事 務所 東 京 都 台 東 区 東 上 野6- 1 イ ワ ツ キ . ビ ル

T E L :  0 6  ( 8 4 4 )  3 0 3 0  

札 幌 ・仙 台 ・新 潟 ・長 野 ・東 京 ・静 岡

名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・大 阪 ー 土界 ・広 島

出 雲 ・高 松 ・福 岡 ・鹿 児 島 ー那 覇

- 用途 に 応 じ た 量豊富 な 機 種 を 用 意 し ま し た

:竺 類 小 物 用 、 料 理 用 、 小 荷 物 用 、 般 舶 用 そ の 他 防

水 ・ 防 爆 型 な ど 特 殊 工 場 用 な ど。

し - 5 ・E ・E ・10kg積

j  - 3 0 ・ー・・ 30kg 積

M - 5 0 ・.... 50kg 積

1¥11 - 1 0 0 ・・・ ・・・ 100kg 積

M - 2 0 0 ・.. . . 200kg 積

M - 3 0 0 ・・・ .  .300kg干責

巴M - 50 0 ・・・ ーもOOkg積

S  - 1 5 0 ・・・ ・・ ・150kg積

S  - 3 0 0 ・・・ .. 300kg積

図 M - H  ・・・・・・ 80kg積

{高 速 型 )

そ の 他 人 荷 用 エ レ ベ ー タ一 、 荷 物 用 エ レ ベ ー タ ー

病 院 用 エ レ ベ ー タ 一 、 自 動 車 用 エ レ ベ ー タ ー も ご

注 文 に 応 じて 裂 泣 い た し ま す。

*  

守マ・ ＧＧＧＧｾ
. カ世ログご希望の方はハガキで大阪本社宛ご請求下さい

、

J  



祝 6 0 0号 建 築 と 社 会 7 9 1 7 - - - 7 9 7 2

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 役 員 ・ 名 誉 正 会 員

J  

名誉 会 長 竹 腰 健 造 | 理 事 竹 中 錬 一 | 名誉正会員 亀 井 幸 次 郎

名誉 会 長 東 畑 謙 三 I 11 宮 武 伊三 郎 I 1/ 河 合 貞 一 郎

会 長 塚 本 猛 次

副 会 長 松 村 雄 吉

副 会 長 横 尾 義 貫

副 会 長 福 田 朝 生

理 事 井 上 混

岩 下 久 哉

岡 橋 作 太 郎

11 

奥 島 正

北 垣 智 造

ィ 、 林 : 清

佐 野 正

谷 口 尚 武

寺 田 徳 重

鳥 田 家 弘

西 嶋 徳 太 郎

西 田 康 治

堀 内 三 郎

宮 脇 和 正

11 
今 元 康 彦

小 林 四 郎

山 本 憲 一

尾 亀 清 四 郎

清 水 愛 明

知 見 義 夫

井 上 浄 夫

田 中 政 一

安 田 誠

佐 藤 四 郎

山 田 勝 成

H  

11 

"  

11 

11 

"  

11 

11 

11 

"  

監 事 神 谷 新

監 事 小 西 岬

兵庫支部長 宮 飼 克 一

京都支部長 井 手 正 雄

和歌山支部長 栗 林 一 馬

中 国 支 部 長 青 盛 繁 男

11 佐 藤 四 郎

早 良 俊 夫

作 間 日 出 生

設 楽 貞 一

篠 原 太 郎

島 田 良 馨

鈴 木 末 尾

滝 沢 真 弓

竹 腰 健 造

中 津 誠一 郎

坂 静 雄

伴 秀 雄

伴 野 貞 一

松 本 儀 八

宮 飼 克 一

村 野 藤 吾
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東海支部長 固 イ 変 良日
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渡 部 圭 吾

評議員会議長 小 川 正

評議員会副議長 星 広 文

常務理 事 福 中 定三 郎



祝 6 0 0号 建 築 と 社 会 1 9 1 7 - 1 9 7 2

五 日 会

t  

F  

圃 青 木 建 設

⑬ 浅 沼 組

GQ新 ァ工 務 所

《 》 安 藤 建 設

@ 大 林 組

。 大 本 組

。 奥 村 組

闇 鹿 島 建 設

々 参 神 崎 組

⑨ 熊 谷 組

eb 鴻 池 組

趨 佐 藤 工 業

⑮ 島 樹 君 紅 業

⑧ 清 水 建 設

。砂イゑえ建設

。 銭 高 組

。 大 永 定 説

db 大 成 建 設

⑧ 大 鍛 工 業

⑧ 大 日 本 土 木

a

p

，
v
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祝 6 0 0号 建 築 と 社 会 1 9 1 7 - 1 9 7 2

五 日 会

③ 竹 中 工 務 底

⑧ 鉄 建 建 設

⑮ 東 漆 興 業

曾 東 急 建 設

@ 戸 田 建 設

@ 飛 島 建 設

@ 西 松 建 設

⑥ 日 産 建 設

@ 問 組

④ 不 動 建 設

③ 藤 木 工 務 庖

dB ァ マ 少 工 業

⑧ 前 田j建設工業

。 真 柄 建 設

。 松 井 建 設

。 松 村 組

⑥ 三 井 建 設

。 森 組

⑩ 森 本 組



祝 6 0 0号 建 築 と 社 会 7 9 1 7 - - 1 9 7 2

十

。。あめりか屋

。 砂 井 上 組

③ 今 西 組

。 岩 出 建 設

⑩ 鳳 建 設

図 岡 本 組

怠 長 村 組

令 金 山 工 務 唐

霊 岐 建 木 村

⑮ 木 村Z 務 所

今 共 立 建 設

① 近 畿 建 設

⑧ 栗 本 建 設 工 業

日
芝 込

ヨミ

。 公 成 建

ゐ

⑥ 小 坂 井

⑮ 中 西 建

⑩ 金 剛

① 才 門 建

⑧ 版 ロ 建

。 氏 不 Z

機 第 一 建 設z

i倍 高 藤 建

⑮ 辰 村

e 田 中 建

@ 中 央 土 建

r  

， 
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祝 6 0 0号 建 築 と 社 会 1 9 1 7 - - 1 9:7 2

十

⑨ 東 洋 土

(J;) 東 和

J 袋 、 中 井 線

⑪ 中 道

⑪ 西 国 エ

得〉西田工務

φ 西 本

場 訪 日 東 建

③ 日 本 土

。 長 谷 川 工 努

。 阪 神

自 福 川 建

@ 冨 士

日
L >.  

3 三

@ 藤 本 組

奇 妙 豊 園 建 設

ｾ水野建設

@ 水 間 組

⑮ 村 本 建 設

⑮ 望 月 建 設

① 盛 工 務 産

③ 森 田 組

@ 矢 島 建 設

⑦ 矢 作 建 設 ヱ 議

⑦ 薮 内 工 務 庖

§ 山 田 組

舎 音 村 組
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近電エはあすを考えています

総 合 設 備 産 業 の パ イ オ ニ ア

〈近 電 工〉 は 新 し い 時 代 の 展 開 と と も に 成 長 を つ づ け ま す 。

電 気 工 事 は も と よ リ 計 装 ・ 空 調 ・ 土 木 工 事 ま で 、 そ の 総 合 力 を

広 範 な 分 野 て 発 揮 レ 、 国 際 的 レ ベ ル の 技 術 ・ 技 能 を ほ こ る 精 鋭

近畿電急エ季妹夫合家主

大 森

.f 

企業として、 70年 代 の エ ネ ル ギ ー を 先 導 し ま す d

司

彦

久

康

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

6  
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省力化時代の建築用合成樹指塗料です 。制 毛 き ぱ

きなどの作業性が優秀で、仕上 がりも抜群、ひと

塗りで、その 良 さがわかります 。

HtE.R.shJdZ 
Hi - C Rデラ ックスは、 ワ ンコー卜仕上 げを 目標に

開発された合成樹脂塗料です 。

かぶりが良〈、刷毛ぎれ、刷毛さばきが楽で、少

々厚〈塗っても夕、レがなく、乾燥不良になる心配

はありません 。

刷 毛 目がたたず、すっきり した仕上 がりが得られ

長期間光沢を保持 します 。

Ht'C.R. 民主JC

Hi 一 C R スペシャルは、 Hi- C R デラ ックスの姉妹

品 ・普及 品 として開発された新しいタイプの合成

樹脂塗料です 。

刷毛さばきがなめらかで、すっきりした仕上 がり

が得られ、作業性、経済性とも優れています 。

1 示玩き〉

のJ I S K ・5516

7  
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山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 工 唱 究 阻 府 間 海 市 烹 別 府 3 6 官 ( 06) 381 - 9131 - 5  

東 京 世 揖 所 東 京 都 千 代 田 区 聞 町 3 6  ( 腸 井 開 2 ビ ル ) t:t ( 03)  265 - 8888 - 9  

名 古 島 嘗 揖 所 名 古 置 市 中 区 常 3 2  3  I  4  ( 山 市 ビ ル ) 宮 ( 052) 262 6774 5  

福 岡 世 蝿 崩 福 岡 市 博 多 駅 前 4 3  I  4  ( 菅 庸 ピ ル ) 官 ( 092) 43 - 6  9  4  0  

広 島 嘗 揖 嗣 広 島 市 中 広 町 2 2  0  9  ( み の る ビ ル ) t:t ( 0822) 91 6  2  0  0  

仙 台 出 槽 所 仙 台 市 よ 杉 2 4  4  6  ( 轟 林 金 問 ヒ ル } 雪 印 222) 22 I  2  5  9  

8  



日 本 建 築 也 会 会 告 一 一 一 一

4 泉北三原台パイロットハウスフェアのご案内

-、‘

大阪府企業局宅地開発部の企画のもとに ，昭1"1. 146年 9 月から泉北C 住

区において ， Ｙ 建設業者が日頃の技を競いそれぞ Ｂｾｌ 特徴のある住宅 Ｙ Ｓ 戸

を設計施工し ，工事中慎重テストや審査の結果来る 3 月 1 日を以て入選

発表が行われ完成式が挙行されます。これらの (t 宅は翌日 3 月 2 日より

向う 15日間一般に公開展示し，金融公庫の融資付で入居希望者を募集さ

れます。ついては ，その期間中 ζ 都千Tをつけて自由にど見学されますよ

うζ 案内申しあげます。

L 建 設 場 所 堺 市 三 原 台 ( 泉 北 C 住区)

〔多考] 南海電lli 難波発，体昆で泉北高速鉄道泉ケ丘行! 士 1時間: こ 2 本運行されています。午

後の樋合 12.40健波発高聖子議泉ケ丘行i草i急! こ; l 1ulI. i主通約30分で終点の「泉ケ丘」下

車駅前から会場まで南海パスの使があＺ ， ｜ます。ＨＧｾＡ事賃「鯵波 →泉ケ丘」片道 ＱＵＰ 円Ｉ

2. 施 主大阪府泉北開発センタ ー

3. 企画 ・監理 大阪府企業局宅地開発部

4.  設計 ・施工 永大ハウス ・大林組 ・久保田ハウス ・清水建設 ・積水

ハウス ・大和ハウス ・竹中工務庖 ・ナショナルハウス

・ミサワホーム 以上 9 社

5. 建 設 建 物 戸 建- 11戸 ・連続建- 2棟 10戸 ・関連中庖 - H 束72戸

計93戸

6. 建 設 期 間 昭 和46年 9 月→昭如47年 2 月

7.  一般展示 ・募集期間 昭和47年 3 月 2 日→16日 ・15日間

8. 開 場 時 間 毎 日 午 前 ? 時30分→午後 5 時 ( 予定)

4 実務に直結した建築工事別説明会 (第 2

回) I建築鉄骨の現場溶接」

( 共 催 日本建築 協会 ・ 大 阪 府 建築士 会 ・ 日 本 建築 学 会 近畿

支部)

わが国で‘ は; 既に超高層時代が出現し ，東京をはじめ大阪においても続

々と建築されつつあります。超高値ビルでは低岡部は鉄骨，鉄筋 コンク

リー卜 造であり ，r自i厨部( ま怪呈である鉄骨造が常識であります。

さて，超高周 ヒリレをはじめ一般に鉄骨造がますます多くなるに従い溶

接技術は長足の進歩をきたし，現在の鉄骨構造はほとんど全溶接とな

り，条件の惑い現場においても，ジョイント{ ま銭鋲やハイ テンション ボ

ルト締めが溶接rc変りました。

ついては建築鉄骨を担当する現場マンはもとより ，建築技術者は完

な溶接技術を身につける必要があると患いますので，今回は大阪大学名

誉教授鷲尾先生のど指導を仰ぎ，本説明会を開催することになりまし

た。会員各位にはせいぜいお繰り合せ多数ご出席されますようご案内申

しあげます。乙の説明会の後，日を改めて大阪市内の超高官! ピノレ鉄骨工

事の現場を見学する予定です。

日 時 3月 8 Ei (7J<.) 13. 30→ 17. ∞ 

4

2

 

場 大阪市西区靭 1- 118

大阪科学技術センタ - 4 階， 401 号室 ( T E L  06- 443- 5321)  

員 2∞名

費 3∞円 ( テキスト代他)

テキス卜は当日会場受付で会費と引替えにお渡しします。

込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限りとし ，氏名

・勤務先名および所丘地 ・役職 ・連絡屯話番号・返信用宛名 ・

郵便番号を記入のr . 2 月25日( 金) までに! 事業課へ。ただし定

員を超過したときは袖せんにて決定し，ご通知いたします。

定

A .  

=  

申

プログラ ム

O開会の挨拶社団法人日本建築協会事業副委員長 三 品 哲 夫 氏

。説明題名 ・説明者

L は じ め に 大 阪 大 学 名 誉 教 授 工 学 博 よ 鷲 尾 健 三 氏

2. 建築鉄骨の現場溶接施工

川崎重工業株式会社鉄停車事業本部

技 術 課 長 工 学 博 士 須 清 修 造 氏

3. 建築現場における自動溶接装置

( 附神戸製鋼所溶接俸事業部技術本部

開 発 部 次 長 大 石 実氏

。閉会の挨拶社団法人 日本建築協会事業委員会幹事国中 隆氏

〔附記〕当 日溶接その他のカタログ( 神戸弘潮. J i l tai 工) を受付でお浸しする予定です。鵠

師lの説明はテキストのほかスライドによ ゆ，またあとで質疑応答をも行います。

4 大阪で施工中の超高層ビル見学会シリー

ズ( 第 2 回〉

大阪国際ビルディング新築工事の見学会

( 共 催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学会近畿

支部)

日 時 昭和47年 3月10日( 金) 15. ∞ ( 集合) →17. ∞( 解散)

集合場所 大阪市東区本町 2 丁目 36番の 1 ，工事場西側，竹中工務庖事

務所前 ・目標会旗

( 連絡電話番号 ・竹中工務J占作業所 261- 8423)

定 員 50名( 本会割当20名〕

申 込 往復! 立がきに限ります。はがきは l 枚 lζ 1 名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 2 月26日( 土) までに事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せんlこて決定し ，乙・通知いた しま す。

工事概要

建 築 地 大阪市東区本町 2 i 目32醤の I

建 築 主 ユニチカビルディング株式会社

股針 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 エ 65庖

敷 地 面 積 6. 023.61m' 

建 築 面 積 5. 094. 72m'  

延 床 面 積 65. 029.29m'  

階 数 地下 3 F ・地上 32F ・宅医 1 F  

高 さ 地上 G L  +  125. 110m・地下 G L - 14. 0ωm

摘 造 地下 3 F - 地上 2 F  S  R C造一部 R C造 ・地上 3 階以上 S 造

高層部外壁 アルミカーテンウ 2 ール

見学時の状況 鉄骨20F 建方中 ・下郎鉄骨耐火設夜中 ・12F まで床コンクリ ート打終了

工 期 着 工 昭 和45年12月 続 工 予 定 昭 和48年 4 月

用 途 3  F - 32F 事務室 ・レストラン . 地下 3 F - 2 F 銀行 . : / ' ョウルーム ・

庖鵠 ・駐車場 086台収容)

4 京阪くずは体育文化センター並びにくず

はモール街新築工事の見学会

京阪沿線でのゴノレフ場として知られている防薬駅が，今や開発中の大

規模な「くずはローズタウン」をパックに立派な駅となり，新築の駅ピ

J レ!c は「京阪くずは体育文化センター」が既に開設されています。また

駅前広場を隔てて了くずはモーJ レ街J が新築中で，その規模と構成から

本格的な広域型ショッピンクセンターといえます。周辺! とは銀行が新築

関庖されており . 1 フロア - 5 2レー ンのボ ー リング場も新築中で，モ-

J レ街とともに来る 4 月 1 日を以てオープンされます。新築なった様葉駅

を玄関 lζ ，一大田園都市として地域の開発が着々と進み，今や面白を一

新しつつあります。会員各位 l ζl まよい機会ですから見学されますようお

申込をお待ちいたします。
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一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

日 時 3月17日( 金) 13. 30 ( 集合) →16.∞ ( 解散〉

集合場所 京阪電車「樟葉」駅改札口前広場 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 交通費は各自負担，淀屋橋→椋葉往復 2ω 円)

12. 49 京阪淀屋橋発急行乗車，32分で経葉着下車

Ｈ連絡電話 ・竹 中工務庖作業所 ＰＷＲＰＭＵＷＭＴＲＹＸ ｾＹ Ｉ

見 学 13. 30→14. 20 京阪くずは体育文化センター

14. 30→16. 00 くずはモーj レ街およびボウリング場新築工事

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1: 名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 3 月4 日〈土) までに事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せん! とて決定し，ど通知いたします。

1. 京阪くずは体育文化センタ ー建築概要( 京阪包車くずは駅ヒツレ〉

所 在 地 大阪府枚方市楠葉2784 施 主 京阪電気鉄道株式会社

役計 ・施工 株 式 会 社 大 林 組 敷 地 面 積 12.447. 50m'

建 築 面 積 4. 114. 430{ 床 延 面 積 7.877. 250{ 

構造・規犠 R C造 . . . . .B 1 ・F 3 ・R l 軒 高 17. 6m

外 部 仕 上 コンクリート 打放し ・エ ポタイル吹付

工 期 昭和45年12月15日→昭和46年 9 月30日( 一部 6 月19日〉

用 途 事務所 ・体育室 ・教室

2. くずはモーノレ街新築工事概要( ボウリング場共〉

所 在 地 大阪府紋方市楠葉2920 施 主 京阪電気鉄道株式会社

段計 ・施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底 建 築 面 積 12. 365m'  

床 延 面 積 20. 8280{ ( 別 IC ボウリ ング111…・ ・7.314m')

構造・規模 R C造一部 S 造 F  2  ( ボウリング場ー・ P C造)

軒 高 8. 450m

外 部 仕 上 コンクリ ー ト打放し ・リシン吹付 ・屋根 5 瓦l !

工 期 昭和45年12月25 日→昭和47年 4 )3 1 日

見学時状況 大半完成

4 大阪で施工中の超高層ビル見学会シリー

ズ( 第 3 回〉

大阪ロイヤルホテル新館新築工事の見学会

( 共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学会近畿

支部)

日 時 昭和47年 3月24日( 金) 15. ∞ ( 集合〉→17. ∞( 解散)

集合場所 大阪市北区玉江町 1 - ]， 現在のロイヤルホテル東側

工事場，北側出入口受付前 ・目標会旗

( 連絡電話番号 ・竹中工務庖作業所 443- 2846)

定 員 50名( 本会割当 20名)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 枚に 1名限りとし ，氏名

工事概要

・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 3月11 日( 土〉まで1亡事業課へ。

ただし定員を超過したときは抽せんにて決定し ，ど通知いた

します。

建 築 地 大 阪 市 北 区 玉 江 町 1 - 1

建 築 主 株式会社新大阪ホテル ・株式会社ロイヤルタワーホテル

段 計 吉 田五十八研究室 ・株式会社竹中工 fli 庖

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 敷 地 面 積 14. 115目 39m'

建 築 面 積 6. 822. 30m' 延 床 面 積 72. 633. 40m'  

階 数 地 下 2 F ・地上30 F ・塔屋 2 F 軒 高 GL  +  102.  300m 

矯 進 S R C進・ S 造 外 壁 P C版

見学時の状況 鉄骨建方 7 F まで終了 ・下部鉄筋コンクリート施工中

地下7 イランド工法残存部分見学

ヱ 期 昭和46年 3 月24 日→48年 9 月30日

用 途 ホ テ ル

客 室 数 726室( 本館 845室，合計1 . 571室〉

駐 車 台 数 500台

10 

4 創立記念日の集い

一記念講話・映画と祝賀パーティー

来る 3 月30日( 木〉は本会の第55回創立記念日 IC当りますので記念行

事を盛大に行いたいと恩います。

さて，昨年 8 月15日のドルショックにより日本は為替の変動制を採用

して以来一応落ちついて参りましたが，昨年末12月18日ワシン トンの 10

カ国蔵相会議で多国間通貨調整がまとまり ，日本は予想を上廻る 円の切

り上げを実施するとととなり ，わが国経済 IC直接，間接大きい影響をう

けて今日1 c 到りました。

乙のときに当り ，経済の専門家である前住友銀行調査部長，現在同行

取締役の今井勇氏にお願いして「今後の経済の見通し と問題」につい

て，また建設産業の動向についても有益なと講話を拝聴するととにしま

し7こ。

またど講話の前 [ζ ，日 本経済をささえ目ぎましく開発された産業技術

を広範囲に描いた映画をも観賞する乙と! としました。

時宜を得た講話であり，映画でありますので会員各位にはお繰り合せ

多数ど出席さ れますようど案内申しあげます。

日 時 3月30日( 木) 14 ∞→16.30 

会 場 東区備後町 3 - 8 綿業会館( 電話 23ト3051)

会場は新館 7 階( 新館玄関よりエレベーターで 7 階へ ・クロ

ーク は旧館 1 階西玄関内〉

行 事 1 . 記念講話と映画

0 映画上映 ( 14. 00→14. 35)

「日本の産業技術J 16ミリカラ ー34分

O講 話 ( 14.40→ 15. 20)

「今後の経済の見通しと問題」

住 友 銀 行 取 締 役

住友ビジネスコンサ J レテイング株式会社

社 長 今 井 勇氏

以上パーテ ィ1 c 出席されない方でもど来会を歓迎 します。

2. 祝賀パーティ (15. 30→16. 3め

パーティ会費 2，∞0円 ( 当日会場受付でいただきます〕

定 員 1∞名

申 込 はがきに限ります。パーティはもちろん，講話と映画会にど

出席の方も ，氏名 ・勤務先 ・連絡包話番号を記入の上〈速記

でも可) 3 月25日( 土) までに事業課へ。パーティ のお申込

の方で欠席されても会費のど負担を願います。

4 第 7 回若い会員の集い 『船をみる会』

日 時 3月25日( 土) 集会 ・午後 1 f待~解散( 神戸) 5 時30分

集合場所 大阪 ・中之島中央公会堂西哀 ・大阪観光パス 目標 ・会族

会 費 3∞ 円 ( 貸切パス ・遊覧船代の一部〉

見 学 先 ・ 川崎重工神戸工場( 造船状況見学〉

・神戸港内を遊覧船で巡航

- 外国の豪華客船( 見学予定)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1:名限りとし. (往〉

には 「船をみる会」と氏名，勤務先名 ・所在地 ・電話番号を

明記 し， ( 復) には宛名 ・郵便番号を記入 して。3月15日ま

で‘ 1r . 事業課へ願います。定員50名を超過した際は拍せんで参

加者を決めてお知らせします。
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超高層ホヲレに生きる. ノ

現代の建物に要求されるもの 一一 〈不燃性・耐震性・遮音性・施工

合理化・経済性・部材の軽量性・現場管理容易 } - ー を満たす工法. ノ

主ヨ］ー ⑧ コ疋竺罰ｾｴ］ パーティション・システム ( 軽鉄間仕切壁工法)

f京王プラザホテル・帝国ホテル新本館・ホテ} l - - i  

いf シフィック東京 ・霞が関ビル・世界貿易 センl

l ターピル・神 戸商工貿易センタービル等に採用リ

¥1 … マ凶手凶製造販売責任施工

本 社 ( 〒 542) 大 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 3- 2 電 話 (06) 632一 1151代

東 京 支 庖 ( 干 136) 東 京 都 江 東 区 亀 戸 2- 3- 1 7 電 話 (03) 682- 3241代

名 古 屋 出 張 所 ( 干454) 名 古 屋 市 中 川 区 百 船 町 1 - 3 - 4 電 話 ( 052) 353- 3177代

福 岡 出 張 所 ( 干812) 福 岡 市 博 多 駅 東 1 - 1 2 - 2 6 岩 瀬 ビ ル 電 話 ¥u92) 43- 4356代

札 幌 出 張 所 ( 〒060) 札 幌 市 北 三 条 東 5 - 5 岩 佐 ビ ル 電 話 ( (1 1) 261- 3181代

専用遮音ボード

⑮書L!!I Jt j . 遮音311」ド

*  
氏名 ーご

報次

所住 第

動 カ

務 タ

先を ロ

必 グ

ら 進

ず 呈
司，

』

記明

下

さ

。
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〉

に

|

|
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ボ
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燃

建

材

・
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材
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抜
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耐

久

・

耐
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性

・

変

色

し

な

い

豊

富

な

色

・

落

着

い

た

〈

ゆ

づ

肌

仕

上

げ

〉

新 発

ｑｩｬｩｑｉＮ ーマｾ［

士

宛

高級特殊樹脂焼付塗装

〈ゆづ肌仕上げ 〉

. レ デ ィ メ ー ド 品 ーー ー12色

. オ ー ダ ー メ イ ド品 ー .12色

殊 ス ラ プ を ベ ー ス に 、 さ ら に 当 社 独 得 の 特 殊

合 成 樹 脂 焼 付塗 装 を 施 し た き め こ ま 力 、 な 勺φ

づ 肌 仕 上 げ " で す 。

巨豆E 抜耕群

の欠 ｆ陥危 ｆ除余去Ｏ 庁Ｏ すぐれた而耐 ｦ 候性 Ｎ ｾＯ

永 久 的 な 美 し さ //

ク ボ タ ・ノ": - 7 トン は

、 燃 え な い 美 し い 街 づ く り 砂 を 目指 す 久 保 田

建 材 工 業 が 、 世 界 第 ー の 総 合 建 材 メ ー カ ー

<J. M 社 / 米 国 〉 の 技 術 指 導 に よ η 、 国 産 化

し た 完 全 不 燃 の 高 級 装 飾 塗 装 の 石 綿 セ メ ン ト

板 で す 。 ク ボ タ 独 得 の オ ー トク レ ー ブ し た 特

• 

ク ポ タ パー 7 トン F (基材 ・フレキシブルボード) 規 格寸 法

厚 み ( - )  I  巾 ( 叩 ) I  長 さ ( - )  

3 . '  I 9 1 0  I  1 ， 8 2 0  

4  I 9 1 0  I  2 ， 4 2 0  

5  I 1 ， 0 0 0  I  2 ， 0 0 0  

6 .
3  

1 1 ， 2 1 0  1 2 ， 4 2 0  

ク ボ タ パ ー 7 トン S( 基 材 ・大 平 板 ) 規 格 寸 法

l車み ( - )  I  巾 ( - )  I  長 さ ( - )  

9 1  0  I  1 ， 8  2  0  

9 1 0  1 2 ， 4 2 0  

1 ， 0 0 0  I  2 ， 0 0 0  

1 ， 2 1 0  I  2 ， 4 2 0  

〈

燃

え

な

い

美

し

い

街

づ

く

り

〉

ゴ

絞

諸

説

れ

手

5  

6 .
3  

守=060

ヰ=980

干 450

干 8 1 0

- E  ・ＺＱ ＮＱ祖 Ｇ‘，Ｚｩｾｾ岨 ｴ｟｟ｬｩ ｢ ＩｊｩＧ .. ｾｐ 唖 Ｎ Ｎ ＲＧＭＮＮＱＱ・ ｬｴｾ ｩｉｉ匝Ｍ司匡云ｾＮＢｩｲ唖 ｡ ・ｩｅ ｩＢ ＮＱ 哩恒Ｇ同盟・・ ｰ ・・， Ｎ ｟ＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭ

札 幌 市 北 三 長 西 3 - I ー 制 T Eし( 281 ) 2481 

仙 台 市 本 包 丁 2 ー 15 ー II T E L ( ( 25 ) 8 151 

名 古 摩 市 中 村 区 米 屋 町 2 - 6 7  T E L ( 563 )  1511 

悟 岡 市 天 神 1 ー 10 ー 17 T E L  ( 7 8 ) 5181 

札 幌 営 構 所

仙 台 営 醒 所

名 古 屋 営 揖 所

福 岡 営 指 所

久 保 田 建 材 工 業 株 式 会 社

図
“テ クニカ J レ・ シリーズ" をお送り します。

クボタコロ二アJ レ等を使った優れた子' ザインの建築例を取材し クボタカラ

ーベスト テクニ力 Jレシリーズを発行しています.

口A4 "1 カラー〈プラン 。エレベ ション ディテー Jレを掲載〉

口ご希望の庁たは本社 P A係まで 。

そ の 他 の 新製 品 紹 介

新 発 売圃 クボ タエ ー ス / f甲山成形 の ア ス ベ ス トセ メント ・屋 恨 材

カラ ーベ ス ト / コ ロ ニ ア ル ・f 卜壁用カラーベスト / シ ン グJ レ・ カ

ラー シ ート ・不燃サ イ デ ィ ン グ・ 内 外 壁 材 K C パ ネル ・ カ ラ ー ト

ッ プ・ わ ら で で き た 万 能 ボ ー ド / ス トラミ ッ ト

12  
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日本建築協会法規委員会

令 コ ー ナ

質疑などの投稿をお待ちしております.

建築協定

建築基都法的中にホ建築協定命という制度がある.

強築協定的法的な取っ決的や特長などについて. 若干; 足明

させて いただきたいと 思う.

(1 ) 建築協定が注 目される 社会的背景

建築協定を一言 でいえば、 「ある特定区域内の住

民同士が、相互の生活環境を守る目的のために、

建築物または敷地に関する制限を自主的に取り

決めることを認める法律上の制度J ということ

になる 。 なぜこのような制度が急に見直される

ことになったのだろうか。 ご承知のように、こ

こ数年来、土地政策の貧困が人口のドーナツ現

象を生み、大都市周辺には異常' なまでの土地開

発がなされ、スプロー l レ現象をますますエスカ

レートさせている 。 そしてそこには様 荷な環境

破壊が行なわれ住民とのトラブルは絶えまなく

起っている 。たとえば、高層マ ンシ ョン、ポー

リング場、ホテルまたはモーテルの類が住宅地

に接近して建築されることによって、日照、騒

音、風紀上の問題などを引きおこし住民の攻撃

の的となる 。 そして最近のように、住民の自治

意識や生活環境に対する意識の向上にともない、

署名運動や所定官公庁への陳f青など建設反対運

動へと発展してゆくことになる。 これら の トラ

ブルの多くは、法律で建設を認めていることに

対して、それを阻止しようとするところから出

発している 。 したがって、これは法律の定め方

の問題なのかも知れないが、近年の ように複雑、

かつ、急速に変動する社会に対応する法律を準

備することは技術的に非常に困難なことだとい

える 。

結局は、生活環境の保全を担保するためには、

法律で大枠を定め、詳細な点に ついては住民の

合意による取りきめによ らざるを得ないと考え

られる。 このあたりに建築協定が見直される原

因があるように思う 。

(2)建築協定の法規上の説明

きて建築協定は、建築基準法の第69条から第77

条までに規定されている のだが、その椛成内容

を簡単に説明するとつぎの とおりである 。

第69条 協定的目的および協定の締結は市町村条例

にむとづいて行なわれることの規定。

第7，O条l 協定的締結、変更および廃止の手続き 規定

第 76条j 並びに効力についての規定.

第 77条 協定における建築物円借主的地位について

の>>1.定.

ここで、建築協定が市町村条例を定めたうえで

ないと行なうことができないという。規定は、特

定区域内の住民、もしくは個人のエゴイズムが

協定に持ち込まれるのを防ぐためや、建築基準

法の枠を越えた内容が協定に盛り込まれること

を防ぐためであると思われる 。

つ ぎに、建築協定が締結されるまでの手続きに

つい て説明すると つ ぎの図のとおりである。

まず、協定 をし ようとする者の代表者が市町村

にその笑を徒出する 。市町村は、それを公告す

るとともに、 20日以上の相当 の期間をもって関

係人の縦覧に供する 。 この場合の関係人とは、

一般に協定予定区域に隣接する住民をさす。縦

覧期聞が満了すると公聴会を開催し、建築主事

を置かない市町村の場合には、その記録と市町

村の意見を添えて都道府県知事に協定書案を送

付する 。特定行政庁は、市町村の意見および公聴

会の記録を参考にしてこ の案を認可することに

なる 。 さらにそ の旨を公告するとともに、建築

主事を置かない市町村に係るも のについては、

協定舎の写し一通を当該市町村に送付しなけれ

ばならない。市町村は、そ の協定書を一般の縦

覧に供することになる 。

以上が、協定の締結に要する法的な手続きであ

るが、協定を変更する場合には、全員の合意、

また廃止する場合には過半数の合意のもとに、

同様な法的手続きを経て認可されることになる。

また、協定区域内における建築物の借主の地位

は、 f昔主の権限に属するも のが協定事項に係る

場合には、土地所有権者と同等とみなされる 。た

とえば、看板に関する協定事項がある場合には、

借主の所有である看板は、協定による制約を受

けることとなる 。

(3)建築協定の利点

つぎに建築協定の利点を述べてみることにする。

まず、法律や条例の適用範囲が全域的であるの

に対して、建築協定は限定された範囲に適用さ

れるので、その地域の特性に応じたきめ細かい

ルー l レを定めることができ、問題発生を住民監

視のもとで未然に防止することが可能である 。

そのほか、建築協定には、土地および建物の所

有者と並んで賃借権者にも参加資格があり、さ

らに所有権の移転に伴って所有物に係る建築協

定の効力が継承されるため、協定期間内は協定

事項が担保されることである。

(4)建築協定の問題点

以上 の よ う な手 ｉ ｊＮｾ ， をもって建築協定が活用され

る一方、 2 - 3 の問題点も見い出せる 。

その一 つは、協定が予定区域内の全所有権者等

の合意がなければ締結しえない点である 。 これ

は民主的である反商、既成市街地における協定

の推進に大きな隊警となっている。 たとえば、

静かな住宅街に突如として日照障害となる高層

? ンシヨ ンが着工され、その時点で附近住民が

建築協定を結ぶことによってこれを阻止しよう

としても、「予定区域内の土地所有者」である当

該マンシヨンの建築主からは合意が得られない。

そんな矛盾が生じるわけである。今まで試み、

結局締結まで至らなかったものには、折角多く

の合意を得ているにもかかわらずわずかの反対

者 のために締結しえなかった例が数多くある 。

この問題を解決するには、既成市街地となる前

に、つまり宅地開発時に協定を結ぶのも 一 つの

方法だが、全員合意とまではいかなくとも圧倒

的多数の合意があれば締結できるよう法律の改

正が望まれる。

つぎに、特定行政庁は認可権は有するが、協定

違反者に対する行政処分の権限を有しない点で

ある 。法律には「協定違反者ーがあった場合の措

置を定めて協定苦笑を提出する」とあっ、自治

のたてまえから違反処分も協定締結者間l で解決

することになっている 。 そして、最終的には裁

判による解決も可能になっているものの、その

手問、費用の問題およひ協定内容が都市計画的

な要素を含むこと等を考慮に入れると、行政庁

の介入を認めることもまんざら理〈つの通らな

い話同て・はないように思える。

(5)建築協定の実施例

建築協定の笑施例は、現在全国で14件あり、そ

のうちのほとんどは横浜市にある 。 また、全国

て吸籾に結ばれた例は検浜市の「福富町通り建

築協定書」 で、昭和32年に認可されている 。 こ

れは商庖街の利便の増進をはかる目的のもので、

この穏のものとしては唯一 の例である 。住宅地

における例は、岡市の「上飯田モデル住宅地建

築協定ill j が有名である 。 これは横浜市建築助

成公社が開発した分譲地で、購入者に対して協

定に合意することを条件として分譲を行なった

ものである 。協定内容には、専用住宅以外の禁

止、住宅の階数、高さの限度、隣地境界から の

あき、建ペ イ率が定められている 。 そのほか 、

工業団地で結ばれたものもあるが内容的には住

宅地における例と差異はないので省略する 。

きて、大阪府においては、実際に協定が結ばれ

た例はまだ一件もなく、準備中のものが 1 - 2  

件あるに過ぎない。 ただ市町村条例は摂津市と

高槻市にあり、またその他の市町村においても

条例制定の検討が進められている 。

いろいろ述べてきたが、最終的にいえることは、

生活環境の保全は官民一体となってはじめて担

保されるも ので、その手法のひとつがこ の建築協

定 である。 そのためには、行政庁は一般 への P R

と指導に努めることはいうまでもない。そして、

宅地開発の主役を果している民間デベロ ッパー

の方々にはアフターケアーを念頭にいれての開

発を行なっていただきたいと思うし、建築設計

者には、附近の環境を考慮にいれた設計をして

環境破壊から町を守 っていただきたいと切にお

願いしたい。 ( 大阪府建築部建築指導課菱田公造)

13 



年 限 保 証

の

E

h

U

V

 

-

E

E

・

E.
，

-

M

F

 • 国 シ グ マ ー ト による ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

・ 特殊 絶縁 防 水工法( 持許出願 中 )

. メ ル タ ン 防 水工 法

完 全 責 任 施 工

年 の 実 績 が 生 ん だ 防 水

凋

ヨ

，
札，，

d

司

.

聞，，

• 
-
h
u
v
 

r

』
「・

h

U

V-E-

由

H

，

p

 

s

 

電言⑮

シ，ｾ・トＮ
宮古

- 全 国 に 配 置 さ れ た 組合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完 全 な 施 工 工 事 を お 受 け い た し ま す

コロE

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

三 官 建 材 工 業 株 式 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社

三 井 工 業 株 式 会 社

宮 崎 逮 材 株 式 会 社

ヰ土地 区 別

東

海

E舌電

キL

キL

名ヰ土

. .0. .  

コ回E
地 区 別

道

区

一

北

区

」
「

母

一

北

地

一

一
東

地

大

岡

広

広

宇

i也

i也

中

園

地

区

区

畿

区

近関

1世

東

4  

高 松 51 - 68 11 代

高 知 83ー 7328- 9

徳 島 54- 4 161代

今 治 2 - 5000代

松 山 31 - 6261 代

福 岡 28- 5207- 9

鹿 児 島 23- 9395- 6

北 九 州 38- 1468- 9

宮 崎 24ー 1625

福 岡 74- 6665代

延 岡 3 - 2455- 9

大 三 工 業 株 式 会 社

大 三 工 業 ( 株 ) 高 知 支 庖

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 マ J レ マ ス 河 野 商 庖

株 式 会 社 山 本 商 会

四

園

地

区

安 穏 工 事 株 式 会 社

株 式 会 社 北 原 注 材 商 会

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

臼 謹 工 材 株 式 会 社

日 新 興 業 株 式 会 社

電

清 水 45- 2221 代

鐙 僑 45- 8211 代

名 古 屋 76 1- 61 8 1代

名 古 屋 411 - 662 1

名 古 屋571- 5541 - 4  

静 岡 8 5 - 91 5 1- 3

名 古 屋 33 1- 153 1代

大 阪 372- 0250- 3

京 都 361 - 9 17 1

神 戸 2 2 - 9 182代

神 戸 34- 5884

阪 54 1- 3785- 6

和 歌 山 22- 3922 

阪 385- 278 1代

阪 303- 024 1代

阪 458- 4841 - 3

阪 541 - 1607- 8

阪 329ー 1023代

竹 2- 5155代

山 23- 118 1代

島 6 1- 6 3 7 1- 3  

島 7 1- 4687

部 2 1- 0 7 6 0

幌 23 1ー 75 11 代

幌 22 1- 50 15

仙 台 23- 1735

仙 台 25- 543 1代

東 京 842- 143 1代

東 京 802- 387 1代

東 京 363- 4341 代

東 京 634- 082 1代

東 京 433- 196 1

東 京 883- 3 131 代

東 京 803- 2411 代

東 京 403- 017 1代

東 京 444- 3531 代

東 京 263- 486 1代

東 京 94 1- 0 271

東 京 634- 0 16 1代

東 京 362- 5697代

東 京 551 - 2676

東 京 842- 63 11代

東 京 802- 475 1代

東 京 861- 2706- 8

宇 都 宮 22- 9737 

高 崎 22- 330 1- 3

埼 玉 31 ー 1225- 7

宇 都 宮 33ー 7697

新 潟 45- 2 251 代

水 戸 41 - 5 141 代

福 井

高 岡

高 岡

金 沢

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 建 工 ( 株 ) 札 幌 出 張 所

信 栄 工 事 ( 株 ) 仙 台 出 張 所

日 新 建 工 ( 株 ) 仙 台 支 后

伊 藤 建 材 株 式 会 社

春 日 工 業 株 式 会 社

金 問 工 業 株 式 会 社

木 下 工 業 株 式 会 社

協 立 工 業 株 式 会 社

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 建 工 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

野 口 エ 材 株 式 会 社

織 田 工 業 株 式 会 社

藤 井 工 業 株 式 会 社

富 士 エ 材 株 式 会 社

藤 涯 青 興 業 株 式 会 社

北 条 i歴 晋 工 業 株 式 会 社

マ サ ル i歴 背 工 業 株 式 会 社

大 和 工 業 株 式 会 社

涯 青 建 材 株 式 会 社

渥 青 建 材 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 大 宮 支 庖

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所

同 和 建 築 株 式 会 社

株 式 会 社 奈 良 屋 高 庖

石 橋 建 材 株 式 会 社

有 限 会 社 折 橋 政 次 郎 商 庖

有 限 会 社 小 島 エ 換 所

島 屋 建 設 株 式 会 社

九

州

地

区

23- 0775  

22 - 0999 

23- 0391 

42- 5 151 

区

北

陸

地

区

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東 京 都 足 立 区 千 往 来 2 - 21- 28 日 新工 業 株 式 会 社 内 地 ，1& ( 882)  2424  ( 代)

関 東 支 部 東 京 郎 足 立 区 千f主京 2- 21- 28 日 新 工 業 株 式 会 社 内 司Wi (882)  2424  ( 代)

関西支・部 大阪市東淀川区端光通り 4・30-2 n  tH工業株式会社太阪支山内 '11l，!8( 329)  7737(太代)

九 州 支 部 福 岡 市 大 手 門 1 - 6 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 出 吸 所 内 電，1& (74)  3 4  6  1  

- 建設省東計第 240 号認可
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口建築金物界に58年

安 田 誠 一

ニクソンショックに鑑み

昭 和 5 年 1 月 日 本 が 金 解 禁 を 実 施 し た 当 時 と 、

今 固 め 米 国 が 金 不 換 に し た こ と と は 、 同 が 上 る

と い う 点 で は 全 く 同 じ だ と 思 い ま す 。 昭 和 5 年

の 日 本 の 経 済 力 と 、 現 在 の 日 本 の 経 済 力 と は 全

く 相 違 し て お り ま す の で 、 今 回 の 円 切 上 げ な ど

は な ん と し て も 、 乗 り 切 ら ね ば な ら な い 、 ま た

乗 り 切 る こ と が で き る と 信 じ て い ま す 。

今 回 は 政 府 も 不 況 対 策 と し て 国 債 の 発 行 、 公 共

事 業 の 遂 行 な ど 積 極 政 策 を と ら れ る こ と で す か

ら 、 日 本 国 民 と し て 大 い に 頑 張 る 必 要 が あ り ま

す。

世 界 第 1 次 大戦

大 正 3 年 7 月 世 界 第 l 次大戦始まる。

日本は全〈漁夫の利というか輸出崇気に! g . まれ

ました。私の記憶では当時のドノレで36億ドノレの

外 貨 保 有 国 と な り ま し た。 実 に た い へ ん な 好 崇

気でした。

大 正 7 年 11月大戦終わる。

一 変 に 大 不 況 に な り ま し た 。 鉄 鋼 初 め 、 国 際 商

品 の 大 暴 落 、 倒 産 も あ れ ば 、 工 場 閉 鎖 な ど 、 工

場 敷 地 に ペ ン ベ ン 草 が 生 え る と い う よ う な 状 況

でした。

大 正 臼 年 9 月経済恐慌がありました。

関 東 大 震 災

大 正12年 9 月 東 京 、 横 浜 は 焼 野 原 と な る 。

復 興 は ま ず 建 築 か ら 、 復 興 院 総 裁 後 藤 新 平 の お

か げ で 昭 和 通 り も で き ま し た 。 当 時 は 都 市 計 図

中 の こ と と て 、 ま ず 仮 建 築 で し た 。 東 京 の 建 築

界 は た い へ ん だ っ た と 思 い ま す 。 大 阪 か ら fまや

ま 主 具 を 救 援 物 資 と し て 送 り ま し た が 京 間 と 江 戸

間のj J l いで使いものにならず、困った事でした。

産 業 都 市 大 阪 は 救 援 物 資 、 復 興 物 資 と 2 、 3 年

は恵まれました。

昭 和 初 期 の 不 況

昭 和 の 初 め 頃 よ り 、 全 世 界 の 箪 縮 と 緊 縮 政 策 の

影 響 で 不 況 は い よ い よ 深 刻 と な り ま し た 。

昭 和 2 年 日 本 に 金 融 大 恐 慌 が 起 り ま し た 。

私 が 独 立 開 業 し ま し た の が 昭 和 3 年 で す 。 日 本

も 浜 口 内 閣 の 緊 縮 政 策 で 、 世 界 的 な 不 況 の 中 に

あ り ま し た 。 独 立 早 々 で 資 金 も 少 な く 、 在 庫 ら

し い 在 庫 も で き ま せ ん 。 す ぐ 売 り 尽 し 、 売 り 越

し ま す 。 自 然 先 売 り 、 後 買 い に な り ま す 。 相 場

は 毎 日 の よ う に 下 が り ま す 。 不 況 の と き 品 物 は

すぐ間にあいます。 5 %の 利 益 が10%にもなり

ま す 。 値 下 げ 時 は 、先売り、後買いに限ると，恩

いました。

ど ん な 不 況 時 で も 世 の 中 は 生 き て い る 、 と い う

ことです。 100の 消 費 が80になるか90になるかわ

か り ま せ ん が 、 ゼ ロ に は な り ま せ ん 。 そ の 差 は

新製昂とか、新販路とか、努力でおぎないます。

読者の頁

「商売にヒマはない」

私 が 金 言 と し て き ま し た 父 の 言 葉 で す 。

不安気になればよけいに忙しいということです。

昭 和 4 年 、 米 国 に も 経 済 恐 慌 が あ り ま し た 。

日 本 の 金 解 禁

昭 和 5 年 1 月 金 解 禁 が 実 施 さ れ 1 ドル対 2 同 に

な り ま し た 。 私 が 製 造 販 売 し て い ま し た 戸 車 用

レ ー ル は 国 内 向 き の 商 品 で す か ら 直 接 の 影 響 は

あ り ま せ ん で し た が 、 た い へ ん な 不 況 で 、 売 上

げ は た ち ま ち 低 下 し ま し た 。 今 ま で は 人 手 も な

く 、 大 阪 市 内 の 問 屋 だ け を お 得 意 と し て お り ま

し た が 、 こ の 機 会 に 、 東 京 、 名 古 屋 へ と 新 版 絡

を 拡 張 し ま し た 。 不 況 下 で は あ り ま し た が 、 一

挙 に 売 上 げ が 倍 増 し ま し た 。 お か げ で 昭 和 5 年

の 金 解 禁 の 不 況 時 も 乗 り 切 れ ま し た 。

好 況 と 不 況

い つ の 時 代 に も 仮 需 要 、 買 控 の 波 は あ り ま す 。

私 の 経 験 で は 大 体 2 、 3 ヶ 月 仮 需 要 が 起 き ま す

と、後は 6 ヶ月ぐらい売れ行きカ吋.5 ; 下します。

低 調 が 6 ヶ 月 も 続 き ま す と 、 好 転 の き ざ し が 見

え て も 永 い 不 況 に こ り て 、 な か な か 買 気 が わ か

な い も の で す 。 ま た 売 値 の 値 上 げ に も フ ン ギ リ

が つ か な い 、 こ れ で は い け ま せ ん 。 ニ う い う と

き 、 私 は 指 折 り 数 え て 、 も う 6 ヶ 月 も 低 調 でh あ

っ た の だ か ら 、 と 頭 の 切 替 え を 速 か に す る こ と

に努力しました。

ま た 、 仮 需 要 が 起 き て 、 毎 日 毎 日 値 上 り す る と

き 、 私 は 3 ヶ 月 以 上 続 く こ と は ま ず な い と 、 原

則 的 に 考 え て お り ま し た 。 尼 崎 伸 銅 所 の 阿 部 社

長 か ら 、 あ な た は 人 の 反 対 ば か り し て 金 儲 け を

す る ん で す な 、 と い わ れ た こ と が あ り ま す 。 尼

イ 申 は 古 河 沼 工 の 子 会 社 で 、 現 在 は 古 河 電 工 の 大

阪 伸 鋼 所 に な っ て い ま す が 、 当 時 の 営 業 部 長 水

谷 九 二 吉 氏 は 現 在 も ご 健 康 で 文 通 も さ せ て い た

だいております。

頭 の 切 替 を 速 か に

今 申 し ま し た の は 平 常 時 の 話 て ¥ イ ン フ レ ー シ

ョ ン の と き な ど は 、 通 貨 の 根 本 が 変 る の で す か

ら、そういうときはキ自主義にイすく こ と で す 。 た だ

し 、 頭 の 切 替 え る と き を 誤 ら な い よ う に 心 掛 け

る こ と が 大 切 で す 。 こ こ 数 年 来 、 第 一 線 は 退 い

て お り ま す が 、 何 だ か 近 ご ろ は 十 数 ヶ 月 良 い と

か 、 十 数 ヶ 月 惑 い と か 、 よ く 聞 き ま す 。 日 本 が

成長につぐ成長で、経済が大きくなったためか、

流 通 機 構 が 変 っ た た め か 、手 形 支 払 が 多 く な っ

た た め か と も 思 い ま す が 、 い ず れ に し て も 、 頭

の 切 替 え の と き を 誤 ら な い よ う に さ え 心 得 て お

れ ば よ い と 思 い ま す 。 お 得 意 先 へ は 値 下 げ も 値

上 げ も 速 か に 報 告 し ま す の で 、 た い へ ん 信 頼 さ

れました。

海 外 情 報 に は 常 に 注 意 を し て お り ま し た 。 し か

し 、 決 し て 相 場 開 的 に 空 売 り を し た り 、 思 惑 買

い を し た り し た こ と は 一 度 も あ り ま せ ん 。

名 実 共 に 、 実 業 で な く て は な り ま せ ん 。

結び

建 築 金 物 業 界 に は い っ て 58年 、 ニ ク ソ ン シ ョ ッ

ク に か ん が み 、 金 解 禁 の 前 後 の こ と を 申 し 述 べ

ま し た 。 終 戦 後20数 年 、 日 本 人 は 第 ー の 試 練 を

立 派 に 乗 切 り ま し た 。 日 本 は 世 界 の 1 等 国 並 に

大 成 長 い た し ま し た 。 今 度 は 正 に 第 二 の 試 練 の

と き で あ る と 思 い ま す 。 日 本 人 の 其 価 を 発 揮 し

ていただきたいと念原点いたします。

筆 者 安田株式会社会長

. 建築評論

発 行 所 ・建 築 評 論 社

年 4 四季干IJ ￥3 0 0 ー

- 超高層住宅のシステム化に成功

K K竹 中 工 務 庖 で は 、 超 高 層 住 宅 の シ ス テ ム 開

発 を 推 進 さ れ て き た が 、 こ の ほ ど 統 合 化 工 法 に

よる良品質で、生産性、経済性の ｴｾ い 超 高 層 住

宅 の 標 準 化 ( 竹 中I CS -HR-R) に成功。

こ の 超 高 層 住 宅 の 開 発 に よ り 、 一 昨 年 に 打 ち 出

し た 「 些 か な 住 み よ い 住 宅 」 を 大 量 生 産 で 、 安

〈 供 給 す る 、 竹 中I CS ー住宅シリーズ" は、 l

戸 建 て の 個 人 住 宅 か ら 27階 の 超 高 層 住 宅 ま で ー

速 の シ リ ー ズ が 完 成 し た こ と に な る 。

I CS -HR-R の主な特徴は次のとおり。

偶 数 階 と 奇 数 階 の 基 本 箆 ( 間 取 り 壁 ) を 交 互 に 変

え る と い う 、 超 高 層 ア パ ー ト 用 の 架 橋 方 式 を 新

開 発 し 、 耐 震 、 ね じ れ な ど の 構 造 上 の 諸 問 題 を

解決した。

専 門 工 場 に お い て PCa板 、 設 備 ユ ニ y トなどを

生 産 す る た め 、 性 能 品 質 の 総 合 管 理 が 可 能 。

ヒートポンプ方式によるセントラノレ冷暖房を完

備 。 各 戸 か ら 安 全 に 避 難 で き る 2 方 向 の 避 難 経

路を設置。

ロ ビ ー 、 ラ ウ ン ジ 、 集 会 室 等 を 設 け 、 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 場 と し て の パ ブ リ ッ ク ス ペ ー ス を 確 保 。

1 階 で 来 訪 者 の 管 理 を 行 な う ク ロードシステム。

工 期 短 縮 、 労 働 力 の 削 減 な ど 生 産 性 の 向 上 に よ

り、コストダウンが図れる。

11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川
11 l  

正 誤 表

都 市 再 開 発 と 地 下 街 問 題 < 1 月 号 レ ポ ー ト 〉

P55 右段12行目 付和番同的→付和雷同的

20行自 10年→10月

2針子目 迷! 主に→i車JIXは

42 l T 目特徴→特徴

47行 自 徹 底 → 徹 底

P56 ・左段 l 行目 不熱化→不燃化

4 行目少なす〈→少な〈て

45行自 報行→執行

4併T 目 外郭体→外郭団体

51行自 手続きに→手続きは

" 右段17行 自 演 牲 → 犠 牲

37行 自 今 年 →46年

50行目状適性→快適性孝慮→考慮、

57行自 再 i刻発榊恕→再開発情惣

58 f T 白人口→人口

P57 左段 5行 自 担 保 → 把 爆

P58 ・友段27行日 連続性に→速続性は

P58 ・左段33fT目 4 日→ 4 月

H  図 - 3 0 駐車品ト→②駐車場

P  59 左段 6行自 換骨精胎→換骨奪胎

2m目 Ｗ イートパック→ Ｗ イードパｾ '1 

21行自 市民のもとと→市民のものと

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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レ ポ ー ト

西 日 本 総 合 開 発 の 基 本 構 想

関 西 経 済 連 合 会

は じ め に一 一70年 代 の 地 域 開 発 の 意 義 と 目 標一 一

(1)  日 本 経 済 は 、 こ れ ま で 民 間 設 備 投 資 、 輸 出 伸 被 を 軸 と し て 高 度 成 長

を と げ て き た 。 し か し な が ら 成 長 が 極 め て 念 激 で あ っ た た め 、 同 問 題 に

見 受 け られ る 内 外 不 均 衡 や 公害 、交通禍、過密・過疎、環境破壊等の諮問

題 が 発 生 す る に 至 っ た。 こ の ま ま で は 、 日 本 経 済 の 発 展 自 体 が 阻 害 さ れ

る お そ れ が 多 分 に あ る 。

今 後 の わが国の発展は財政主導型による社会資本の充実を取l J として、. 新

しい社会と 、経 済 の 建 設 に 向 っ て 進 ま な け れ ば な ら な い。 そ の さ い 、 地

域 開 発 は 新 し い 任 務 を 負 う こ と と な る が 在 来 の地 域 開 発 方 式 で は そ の期

待 に 十 分 こ た え ら れ な い 。 したがって、 70年 代 の 地 域 開 発 は 、 新 た な 発

想 の 下 に 展 開 き れ な け れ ば な ら な い 。

幸 い 、 西 日 本 各 地 域 は 開 発 の 大 い な る 可 能 性 を 秘 め て い る 。 この 潜 在 的

可 能 性 を 新 し い 開 発 パ タ ー ン の 下 に 笑 現 し 、 西 日 本 全 域 に わ た り 福 祉 笠

か な 地 域 社 会 を 創 造 す る 。 こ こ に 、 西 日 本 総 合 開 発 の 今 目 的 意 義 が あ る。

(2)  60年 代の地 域 開 発 は 地 域 聞 の 所 得 格 差 の 是 正 、 一 人当り の 所 得 水 準

の 平 準 化 に 重 点 が 置 か れ て き た 。 そ の た め に 、 在 来 の 開 発 計 画 は 府 県 別

あ る い は ブ ロ ッ ク 別 に 工 業 開 発 、 と り わ け で 霊 化 学 工 業 の 推 進 を 中 心 と

す る 自 己 完 結 的 、 相 似 的 な 生 産 力 地 大 計 画 に な り が ち で あ っ た 。 これは

地 方 行 財 政 制 度 、 と り わ け で 在 来 の 行 政 区 域 へ の 固 執 が 最 も 重 要 な 原 因

となっている 。 そ の 打 破 な く し て は 地 域 開 発 計 画 は 有 効 に 推 進 さ れ 符 な

いであろう 。

地 域 開 発 の 最 終 目 標 は あ く ま で も 生 活 水 準 の 向 上 す な わ ち 私 的 消 費 と 社

会 的 消 費 と を 結 合 し た 生 活 水 準 を 総 体 的 に 高 め る こ と に あ る 。 そ の ため

に は 環 境 保 全 や 人 間 生 活 の 快 適 性 を 十 分 に 配 慮 し た 、 い わ ば 経 済 と 生 活

の 翻 和 め と れ た 開 発 が 指 向 さ れ ね ば な ら な い。

I  基 本 的 考 え 方

1 . 西 日 本 の 範 囲 と 特 性

(1)  わ が 国 は 、 来 日 本 と 西 日 本 と に 大 き く わ か れ 、 そ れ ぞ れ に ひ と つ の

まとま っ た 経 済 圏 、 文 化 闘 を 形 成 し て い る 。

こ の う ち 西 日 本 は 、 経 済 ・文 化 の 両 面 に お い て 古 く か ら の 伝 統 と 大 き な

集 績 を も っ 京 阪 神 地 域 を 中 心 に 、 各 地 域 が 人 的 、 物 的 の 交 流 を 一 体 的 に

行 な っ ている 。

西 日 本 を 構 成 す る の は 、 北 陸 、 東 海 地 方 か ら 、 近 畿 、 中 園 、 四 国 を 経 て

九 州 地 方 に 至 る ま で 、 日 本 列 島 の な か で も 自 然 的 条 件 に 恵 ま れ 、 廃 史 的

にも古くから開けた先進性の強し、地域である 。

( 姓 l i'I' 織は別途検討 を裂すると考え、以下 「西日本 J という場合には含まれな

い もめと する 。

(2)  西 日 本 は 、 瀬 戸 内 海 、 日 本 海 、 太 平 洋 、来 ン ナ 海 と い っ た 四 つ の海

域に閉まれているが、なかでも天然、 の運 河 と も い う べ き 瀬 戸 内 海 の存 在

は 西 日 本 の 発 展 を 特 徴 づ け て い る 。

瀬 戸 内 海 沿 岸 は 、 そ の 両 端 に 阪 神 諸 都 市 と 北 九 州 各 市 が 位 置 し 、 そ の 附1

に多く の者11市 が 数 珠 状 に 連 な っ て い る。

さ ら に 京 阪 神 は 名 古 屋 と 結 ぴ 東 海 道 メ ガ ロ ポ リ ス の 重 要 な 一 環 を 成 し て

いる 。 そ し て こ れ ら が 一 体化 し て 、 西 日 本 全 体 が一 つ の 広 域 経 済 社 会 閤

を 形 成 し て 発 展 し て き た 。 こ の こ と は 来 日 本 が 先 進 性 の 強 い 首 都 圏 と 発

展 の 遮 れ て い る 東 北 ゃ 北 海 道 に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と に 比 べ 西 日 本

の 特 性 と な っ ている 。

(3)  ま た 酋 日 本 は 京 都 、 奈 良 に 代 表 さ れ る 歴 史 的 ・ 文 化 的 な 遺 産 、 瀬 戸

内 海 の 多 品 荻 観 を 始 め と し て ほ と ん ど 西 日 本 全体 に 広 が る 観 光 資 源 、 さ
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ら に は 東 シ ナ 海 や 日 本 海 に お け る 大 陸 棚 資 源 、 海 洋 資 源 な ど 様 々 の 笠 宮

な資源にI ! J ，まれている 。

こ の よ う に 、 西 日 本 は そ の 自 然 的 、 地 理 的 条 件 に お い て 優 れ た 特 性 を も

ち 、 潜 在 的 な 発 展 カ を 秘 め て い る 。

2  広 域 的 シ ス テ ム 的 開 発

(1)  新 全 国 総 合 開 発 計 画 が 昭 和44年 4・月 に 策 定 さ れ て 以 来 、 西 日 本 の 各

地 に お い て も 国 土 開 発へ の 関 心 が 高 ま り を み せ て い る 。

現 在 、 西 日 本 の 各 府 県 で は そ の ほ と ん ど が 長 期 の 総 合 開 発 計 画 を 策 定 し

て お り 、 最 近p 特 に 、 新 会 総 計 画 に 合 わ せ て 昭 和60年 を 目 標 年 次 と す る

計 画 や 桃 恕 に 改 訂 す る 動 き が 活 発 で あ る 。

ま た 、 中 部 、 近 畿 、 中 国 、 四 圏 、 九 州|とい っ たプロ y ? 別 に も 大 都 市 圏

援 備 計 画 や 、 地 方 開 発 促 進 計 画 が 策 定 さ れ て い る 。

(2)  し か し 、 こ れ ら 府 県 単 位 あ る い は プ ロ ック 単 位 の 開 発 計 画 は 、 例 え

ば 産 業 櫛 成 に み られ る よ う に そ れ ぞ れ の 対 象 地 域 内 で の 自 己 完 結 型 プ ロ

グ ラ ム で あ る こ と カぜ多い 。

広 い 視 野 に 立 っ て 国 土 の 総 合 的 な 開 発 の 基 本 的 方 向 を 示 す も の と さ れ た

新 会 総 計 画 も 給 来 的 に は プ ロ ック 別 の 13日発梢想を是正本として具体化され

て い る 現 状 で あ り 、 し た が っ て 個 却 の 計 画 は ブ ロ ッ ク 内 で の 自 己 完 結 的

な 性 格 を も っ て い る 。

(3)  自 然 的 、 地 型 的 条 件 に お い て す ぐれ た 特 性 を も ち 、 し た が っ て ま た

潜 在 的 な 発 展 力 を 秘 め た 西 日 本 の 開 発 の あ り 方 は 、 こ れ を 府 県 あ る い は

プロ ック 単 位 に 細 か く 分 け 、 そ の 中 に お い て 完 結 し た シ ス テ ム を 作 り あ

げ る の で は 適 切 で は な い 。 現 在 の府 県 、 さ ら に は 在 来 の プ ロ ックを越え、

西 日 本 と い う 広 域 的 な ili 包 囲 て ¥ そ れ ぞ れ の 地 域 が そ の 特 性 を 活 か し て 望

ま し い 機 能 を 分 担 し 、相 互の有 機 的 述 |品l を保つように構想、きれなければ

な らない。

3  四 面 開 発

(1)  西 日 本 は 、 瀬 戸 内 海 、 日 本 海 、 太 平 洋 、 東 シ ナ 海 と い う 四 つ の 海 域

に 面 し て い る 。

現 在 、 瀬 戸 内 海 に 面 し た 地 域 が、 そ の す ぐ れ た 特 性 を 活 か し て 高 度 に 開

発 さ れ て い る の に 対 し、 日 本 海 に 面 し た 山 陰 や 太 平 洋 に 商 し た 南 四 国 ・

南 九 州 な ど は 厳 し い 自 然 条 件 や 遠 隔 性 の た め に 開 発 が 遅 れ て い る こ と は

否 め な い 事実 である 。

(言) し か し 、 瀬 戸 内 海 地 域 は 、 沿 岸 の工 業 地 帯 や 都 市 か ら発 生 す る 公 害

に よ る 環 境 汚 染 、 特 に 海 水 汚 濁 の深 刻 化 に 象 徴 さ れ る ご と く 多 く の 意 味

で 開 発 の 限 界 に 透 し て い る 。

し た が っ て 、 こ れ か らの 西 日 本 の 発 展 は 、 瀬 戸 内 か ら 外 洋 地 域へ の 面 的

な 広 が り を も っ た 開 発 に そ の可 能 性 を 求 め ね ば な ら な い で あ ろ う 。

ゆ え に 西 日 本 総 合 開 発 は ま さ に 四 つ の 海 に 萌 し た 各 地 域 を 有 機 的 に 述 関

づ け た 開 発 、 い わ ば 四 面 開 発 と して 進 め られ な け れ ば な らない 。

こ こ で 四 商 開 発 と は 、 四 つ の 梅 に 萌 し た 地 域 を そ れ ぞ れ 完 結 し た 一 個 の

シ ス テ ム と し て と らえる の で は な く、 相 互 に 区 域 を オ ー バ ー ラ ップ さ せ

な が ら そ の 特 性 を 相 互 に 活 か し 、 西 日 本 全 域 の 中 で 総 合 的 に 処 理 す る こ

と を 意 味 す る 。

(3)  今 後 の 地 域 開 発 に お い て は 、 従 来 の よ う に 点 と 線 の 開 発 で な く 、 上

述 の よ うに 、 商 と し て の広 が り を も っ た広域的な開発を考え、 全体 と し

て、 一 つ の まとま っ た 開 発 を 図 る 必 要 が あ る 。 この よ う な 考 え 方 は 、 ひ

とり西日本にと ど ま らず 、 来 日 本 、 ひ い て は わ が 国 全 体 の 日日発を進める

場 合 に 霊 安 で あ る と考 え る 。
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1 . リ ン ク シ テ ィ ( 広 域 集 合 都 市 圏 ) の 形 成

(1) 主 要 課 題 の 第 l は 、 人 口 、 産 業 の 大 都 市 へ の 過 度 集 中 を 是 正 し 、 巨

大 都 市 、 地 方 中 核 都 市 、 地 方 都 市 に そ れ ぞ れ の 特 性 を 活 か し た 独 自 の 機

能 を 発 揮 さ せ る こ と に よ り 西 日 本 全 体 と し て 都 市 機 能 の 適 切 な 配 置 を 実

現することであろう。そのためには、 一 都 市 が あ ら ゆ る 都 市 機 能 を 兵 備

す る と い う の で は な く 、 復 数 の 都 市 が 述 結 す る こ と に よ っ て 総 合 的 な 都 "..4 

市 機 能 を 形 成 す る 必 要 が あ る 。 す な わ ち 工 業 機 能 を 分 担 す る 都 市 、 商 業

・流 通 機 能 を 分 担 す る 都 市 、 あ る い は 学 術 ・研 究 機 能 や 観 光 ・ レ ク リ ェ

ー シ ョ ン 機 能 、 ま た ベ ッ ド タ ウ ン と し て の 機 能 を 分 担 す る 諸 都 市 が 、 そ

の地 域 の 中 級 都 市 ( 中 枢 管 理 機 能 都 市) を 中 心 に 、 高 速 鉄 道 な ど 優 れ た

交通手段によって結ばれ、一つの都市闘を形成する。 このよう な 都 市 圏

を 仮 り に 狭 義 の リ ン ク シ テ ィ ( 広 域 集 合 都 市 圏 ) と 呼 ぶ 。 こ の 場 合 、 中

核 都 市 は 必 ず し も ー っ と は 般 ら な い 。 そ し て 、 こ れ ら リ ン ク シ テ ィ は そ

の地 理 的 、 歴 史 的 な 特 性 や 、 経 済 的 、 社 会 的 な 条 件 に よ っ て 、 独 自の機

能 を 発 揮 す る こ と に な る 。

さ らに 、 そ れ ぞ れ の リ ン ク シ テ ィ は 府 県 境 、 あ る い は 地 域 プ ロ y ク を越

えて他のリンクシティと述結し 、 よ り 広 域 的 に 相互 の 機 能 を 補 完 し ( 広 義

のリン クシティ ) 、そしてこれらリンクシティがそれぞれの特色を発獅する

こ と に よ り 西 日 本 全 体 と し て一 つのいわばリンクシテ ィ網 が 形 成 さ れ る 。

(2) 西 日 本 全 体 と し て 有 機 的 な 都 市 機 能 を 発 擬 す る リ ン ク シ テ ィ の 配 置

を例示すれば、次のような姿も考えられよう。

的 北 京 九 州 連 担 都 市 圏( 北 九 州 、 福 岡 、 佐 賀 、 熊 本 、 大 分 な ど )

。尚頼戸 内 循 環 都 市 圏( 松 江 、 広 島 、 松 山 、 高 知 、 高 松 、 岡 山 、 鳥 取 な ど)

的 大 阪 湾 循 環 都 市 圏( 京 都 、 大 阪 、 神 戸 、 徳 島 、 和 歌 山 な ど )

Ｈｾ 予勢湾循環都市圏 Ｈ 名古屋、岐阜、四日市、津、伊勢など Ｉ

制 北 陸 述 担 都 市 圏( 富 山 、 高 岡 、 金 沢 、 福 井 な ど )

( 姓) ここで循環都市圏とは、い〈つかの中絞都市が海をはさんで環状に結ばれる

型をいい、述f且都市圏とは中核都市が連続的に集まり述燐する 型をいう.

2  広 域 大 規 模 工 業 基 地 の 建 設

(1) 主 要 課 題 の 第 2 は 、 自 然 と 生 活 環 境 の 保 全 を 図 り つ つ 、 工 業 ・エネ

II 総 合 開 発 の 主 要 課 題

ルギー産業の立地を再編成することである。

60年 代 が 内 海 沿 岸 を 基 地 と す る コ ン ビ ナ ー ト の 時 代 と す れ ば 、 70年 代 は

こ の 結 果 と し て 生 じ た 弊 害 ( 環 境 破 壊 ) を 除 去 し つ つ 、 既 成 工 業 地 域 の

分 散 立 地 を 進 め る と 共 に 、 外 洋 に 面 し た 遠 隔 の 適 地 に 新 し い 立 地パ ター

ンを形成する時代となろう 。 このための一 つ の方向として、

( イ) いわゆる臨海性装置型工業は未開発の適地( 外 洋の 遠 隔 地) に 大 規 模

なものを建設する 。 但 し 、 全 部 門 を 包 含 す る 必 要 は な く 、 複 数 の 地 点 に

環 境 保 全 を 考 慮 し な が ら 、 機 能 の 呉 な る 基 地 を 建 設 し 、 こ れ を 広 域 的 に

機 能 速 結 さ せ る こ と に よ っ て 、 大 規 模 工 業 基 地 と し て の 総 合 的 な 機 能 を

発 郷 す る ( 広 域 大 規 模 工 業 基 地)。

( ロ) その他工業については、紫材 ( 臨 海)→ 加 工 ・組 立 ( 内 陸) → 流 通 ( 内

陸) →消費 地 と い う 形 で 、 そ れ ぞ れの適地に 小 規 模 な いし中規模の個別基

地 を 形 成 す る ( 個 別 工 業 基 地)。

(2) 広 域 大 規 模 工 業 基 地 に お い て は 、 鉄 鋼 、 石 油 、 電 力 な ど 臨 海 性 装 置

型 工 業 と そ れ に 関 連 す る 産 業 、 あ る い は 原 料 ・エ ネ ル ギ ー 資 源 の 貯 蔵 基

地などが、それぞれの立地要因に応じて計画的に配置され、 一 つめシス

テ ム と し て 成 り 立 つ 。 こ れ に よ り 、 他 の 地 域 に お け る 高 度 加 工 ・ 組 立 型

産 業 、 あ る い は 知 識 集 約 型 産 業 へ の 特 化 が 容 易 に な り 、 機 能 分 担 に 基 づ

く産業の再配 置 が 実 現 す る こ と に な る 。 も ち ろ ん 、 新 規 産 業 立 地 に 当 つ

て は 、 自 然 の 保 護 と 生 活 環 境 の 艶1nii に 万 全 の 対 策 を 用 意 し な け れ ば な ら

ない。

、

(3) 大 規 模 工 業 基 地 を 建 設 す る た め に は 、 巨 大 な 工 業 用 地 と 大 型 港 湾 の

確 保 が 必 要 条 件 と な る が 、 既 成 工 業 地 帯 と の 連 携 あ る い は 海 外 資 源 の 確

保 な ど を 考 慮 す れ ば 、 西 日 本 に お け る 大 規 模 工 業 基 地 の 適 地 と し て は 、

次 の 地 域 が一 笑 と し て 考 え ら れ る。 す な わ ち 、 周 防 灘 か ら 笠 予 海 峡 を 経

て 宿 毛 湾 、 志 布 志 湾 に 至 る 海 域 、 い わ ば 瀬 戸 内 海 域 の 西 端 と 、 太 平 洋 海

域 に 商 し た 九 州 、 四 国 の一 部 を 結 ぶ 地 域 で あ る 。

周 防 灘 沿 岸 地 域 は 、 瀬 戸 内 海 の 西 端 に 位 置 し 、 山 口 側 お よ び 大 分 側 の 沿

岸 に 既 に あ る 程 度 の 集 積 を 有 し 、 さ ら に 沿 岸 の 埋 立 に よ り 広 大 な 用 地 を

硲 保 し 得 る と い う 利 点 を 有 す る。 し か し 反 面 、 海 水 汚 濁 や 用 水 不 足 と い

った 制 約 条 件 も か か え て い る 。 し た が っ て こ の 地 域 だ け で 大 規 模 工 業 基

地に発展することは無理Eだ と し て も 広 域 大 規 模 工 業 基 地 の 重 要 な一 環と

なり f尋る 。

盟予海峡をはさむ大分地区新居間目市と愛媛県西岸 の 工 業 地 帯 は 、 主 と し

て 中 規 模 の 石 油 精 製 工 業 基 地 と し て 、 ま た 宿 毛 湾 と 志 布 志 湾 沿 岸 地 域 は

その優れた港湾条件を活かし、原料資源、の貯蔵基地として、相互に機能
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を 分 担 す る 。 そ し て こ れ ら が 日 向 灘 沿 岸 地 域 の 工 業 集 積 と も 連 携 し 、 西

南 地 域 全 体 がJ つ の 有 機 的 な 広 域 大 規 模 工 業 基 地 を 形 成 す る 。

3 . 流 通 鎚 点 差 湾 の 盛 備

(1) 主 要 議 唱 の 第 3 は 、 四 つ の 海 を 活 用 す る こ と 、 す な わ ち 海 上 交 通 ネ

ッ トワ- " 7 の拠点となる港湾の箆備である 。

港 湾 は 陸 海 交 通 の 結 節 点 と し て 、 対 内 的 に も 対 外 的 に も 、 人 的 、 物 的 輸

送 に 重 要 な 役 割l を 果 た し て き た が 、 特 に わ が 国 経 済 社 会 の 本 格 的 な 開 放

体 制 へ の 移 行 に 伴 い 、 今 後 予 想 さ れ る 物 的 流 通 の 飛 蹴 的 増 大 に 対 処 す る

た め に は 、 拠 点 と し て の 港 湾 を 重 点 的 に 整 備 す る 必 要 が あ る 。

(2) 流通拠点港湾の怒備の方向としては、

( イ) 海陸一 J ' t 輸送、船舶の大型化、専用船化など物的流通合理化の基書簡に

応ずるため、近代的ふ頭を強制ii して、ターミナノレ機能の質的改普をはかる

とともに、背後の幹線道路や幹線鉄道との連絡を十分考慮して艶備する 。

(ロ) 特 に 、 大 都 市 圏 を 控 え た 港 湾 に お い て は 、 都 市 化 の 進 展 に と も な い 都

市 活 動 を 支 え る た め の物 資 流 通 が ま す ま す 増 加 す る の で 湾 全 域 の 臨 海 部

と 物 資 流 通 に 関 す る 背 後 の 都 市 機 能 施 設 と を一 体 的 に と ら え た 、 い わ ゆ

る 広 域 港 湾 と し て 盤 備 す る。
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(3) 広 域 港 湾 と し て 笠 備 す る の は 、 西 日 本 に お い て は 伊 勢 湾 、 大 阪 湾 ・

車己イ努7J<. i董およびf射門1也区とし、うことになろう。

こ の ほ か 、 流 通 拠 点 港 湾 と し て 護 保i す る と こ ろ と し て は 、 次 の よ う な 港

湾 が 例 示 で き る 。 す な わ ち 、 富 山 新 港 、 福 井 新 港 、 敦 賀 、 境 港 、 岡 山 、

広島、高松、松山、高知、博多、大分、長崎、八代、鹿児島、綱島など。

4  大 規 模 畜 産 基 地 の 建 設

(1) 主 要 課 題 の 第 4 は、西日本各地の中音11高 原 地 帯 に 賦 存 す る 笠 宮 な 草

地資源、を活用し、 国 際 競 争力 を 持 っ た 生 産 性 め 高 い 大 規 模 畜 産 基地の主主

設を進めることである。

大 規 模 畜 産 基 地 に は 、 搾 乳 や 月 巴 育 の た め の 牧 場 と 、 近 代 的 な 設 備 を 装 備

し た 育 成 セ ン タ 一 、 配 合 飼 料 工 場 、 集 出 荷 施 設 、 品 質 管 理 施 設 等 の 付 属

施設を配置する。

大 規 模 畜 産 基 地 の 建 設 は 、 畜 産 の 振 興 だ け で は な く 、 緑 地 空 間 を 中 心 と

する健全な自然環境の創造に役立つ。

(2)  山 間 部 の 低 利 用 地 に 広 大 な 草 地 造 成 を 進 め る こ と に よ り 、 大 規 模 畜

産 基 地 の 建 設 を 図 る 適 地 と し て は 、 中 園 地 方 、 四 国 地 方 、 九 州 地 方 の そ

れぞれ中部山岳地帯干を挙げることができる。

歴 史 的 に は 、 四 国 地 方 と 中 国 地 方 と の 聞 に 沓a 産 に お け る 連 携 が 見 ら れ た

が 、 各 基 地 は 大 規 鋭 化 か つ 内 部 シ ス テ ム 化 す る こ と に よ っ て 基 地 聞 の 連

携 は 必 ず し も 必 要 で は な く 、 む し ろ 消 費 地 へ 至 る 流 通 に お い て シ ス テ ム

を硲立する必要がある。

5  広 域 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 地 帯 の 開 発

(1) 主 要 課 題 の 第 5 は 、 西 日 本 各 地 に 点 在 す る 数 々 の す ぐ れ た 観 光 資 源

を保説、保存し、さらに自然、との調和を図りつつ開発することによって、

笠 か な レ ク リ ェ ー シ ョ ン の 場 を 盤 備 す る こ と で あ る 。

急 テ ン ポ に 進 展 す る 高 密 度 社 会 の 中 に あ っ て 、 人 間 の 精 神 活 動 は 加 重 化

さ れ る 一 方 、 余 暇H寺 聞 は 増 大 し 、 消 費 水 準 は 向 上 し 、 そ の 結 果 、 人 間 性

を 回 復 し 、 明 日 の 勤 労 へ の 鋭 気 を 養 う た め の レ ク リ ェ ー シ ョ ン に 対 す る

国 民 の 欲 求 は ま す ま す 強 ま る 。 し か も 、 今 後 の レ ク リ ェ ー シ ョ ン は 、 従

来 の 物 見 遊 山 的 な も の を 中 心 と す る 形 か ら 、 世 代 別 ・ 男 女 別 に 色 々 な 人

唱 の 多 面 的 な レ ジ ャ ー 欲 求 を 満 た す べ 〈 多 様 化 し 、 交 通 手 段 の 発 達 に よ

っ て 広 域化 す る と 息 わ れ る の で 、 相 互 に 速 な る 広 域 観 光ノレートとして盤

備 す る 必 要 が あ る 。

(2 ) 広域レクリェーション地帯においては、特に自然、を保護・保 存 す べ き

地 域 、 自 然 と の 調 和 を は か り つ つ 開 発 す べ き 地 域 、 自 然 を 改 良 ・改 造 す

べ き 地 域 等 の ゾ ー ニ ン グ を 広 域 的 配 慮 に 基 い て 行 な い 、 こ れ ら を 総 合 的

計 画 的 に 開 発 繋 備 す る 。 自 然 保 存 地 域 に お い て は 、 車 の 釆 入 禁 止 や 、 場

合 に よ っ て は 人 間 も 立 入 ら せ な い 等 の 措 置 を と る 。 自 然 調 和 地 域 で は 、

自 然 に 図 ま れ た 環 境 の 中 で 保 養 ・休 養 を 目 的 と し た レ ク リ ェ ー シ ョ ン を

中 心 に 施 設 盤 備 を 行 な う 。 自 然 改 造地 域 で は 、 人 口 のビーチを作ったり、

そ れ に 付 属 す る 駐 車 場 や 水 の 浄 化 施 設 も 完 備 す る 。 広 域 レ ク リ ェ ー シ ョ

ン 地 帯 の 開 発 、 整 備 に お い て は 、 交 通 機 関 の 強 制IJ が 重 要 と な る 。 し た が

っ て 、 マ イ カ 一 時 代 に 対 応 し た 高 速 道 路 や 大 量 輸 送 に 適 す る 高 速 鉄 道 の

建 設 を 進 め る と と も に 、 遠 隔 地 に お い て は 空 必 の 整 備 を 図 ら な け れ ば な

ら な い 。 同 時 に 、 レ ク リ ェ ー シ ョ ン を 快 適 な ら し め る た め に も 、 交 通 市1I

御 の問 題 を あ わ せ て 考 え る 必 要 が あ る 。

(3) 広 域 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 地 帯 と し て は 、 海 域 に 視 点 を お く と 帝 状 に 3

本 の 臨 海 性 レ ク リ ェ ー シ ョ ン ・ ラ イ ン を 設 定 す る こ と が で き る 。 す な わ

ち 、 能 登 を 含 め て 北 陸 か ら 若 狭 湾 を 経 て 山 陰 地 方 へ 至 る 日 本 海 ラ イ ン 、

南 紀 か ら 南 四 国 、 南 九 州 、 他 経 て 南 西 諸 島 へ 至 る 太 平 洋 ラ イ ン 、 お よ び 瀬

戸 内 か ら 九 州 の 中 部 高 原 地 帯 を 経 て 天 草 ・ 五 島 列 島 へ 至 る 瀬 戸 内 ・東 シ

ナ 海 ラ イ ン で あ る 。 も ち ろ ん 西 日 本 に は 内 陸 部 に 自 然 森 林 帯 、 高 原 、 山

岳 、 河 川 主 ど レ ク リ ェ ー シ ョ ン に 適 し た と こ ろ が 各 地 に 存 花 す る 。 これ

らについても広域的、計画的にＡＡｾイ ｩ ｩｈしなければならなし、

6  高 速 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成

( 1)  以上の主要課題を笑現するため欠くことのできない基本的な課題は、

各 地 域 聞 の H寺 間 的 距 離 を 短 縮 す る 高 速 交 通 ネ ッ トワークの形成である 。

高 速 自 動 車 道 や 新 幹 線 鉄 道 、 さ ら に は 大 型 盗 泌 を も 含 め た 高 速 交 通 ネ ッ

ト ワ ー ク を 西 日 本 全 体 に 網 状 に は り め ぐ ら す こ と に よ っ て 大 都 市 圏 に 過

度 に 集 中 し つ つ あ る 人 口 と 産 業 の 適 正 な 地 方 分 散 が 促 進 さ れ る と と も に 、

新 し い 都 市 づ く り 、 産 業 づ く り が 谷 易 に 主 る 。

(2)  ヰ y ト ワ ー ク の 形 成 に 際 し て 特 に 留 意 す べ き は 、 東 西 の 交 通 体 系 の

佐官 ｭ と並行して、南北の交通休系にも力を入れＨｊ ｬ 力 Ｇｴ ｾ ｬ 方式 Ｉ 、外洋に面し

た 地 域 の 遠 隔 性 を 解 消 す る こ と で あ ろ う 。 し た が っ て 、本匹l連 絡 梨 怖 に

加えて、将来は、伊勢湾当思怖や ＱＲ 予海 ｉｾ 央の当日析をも考泌すべきである 。

な お 、 関 西 新 国 際 空 港 は 西 日 本 の 国 際 的 機 能 を 高 め る う え に 特 に ill 喜さで

あると J忍われるので、その早期建設が望まれる。
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あとがき 開 発 体 制 の 整 備一 一

( 1)  地域開発体時I j の現状

地域 Ｑｾ ｦＮｊ発は、主として匡Ａと広域地方公共団体たる都道府県によ って分 利

し て 行 な わ れ る 。 す な わ ち 国 は 全 国 的 な 税 野 か ら 国 土 日日 発 の 基 本 計 四 を

策定し、他方都道府県は地域の実的に即応、した実施計闘を策定すること

を ｪ 点目 Ｑ ｉ とする。もちろん地域 ｉ ｾ Ｚ日 発においては、地域住民のニーズをでき

る だ け 正 確 に 行 政 商 に 反 映 さ せ る こ と が と く に 安A 翁されるので、 11</ より

も む し ろ 地 方 公 共 団 体 が 主 要 な 役 割 り を 来 た す べ き こ と は い う ま で も r. ・

い。また、総合的に行なわれるべき地域開発の要前にこたえるためには、

都道府りよなどの広域地方公共団体の来たすべき役古1I が 期 待 さ れ る 。

し か し な が ら 、 社 会 経 済 の 発 展 と 高 密 度 化 に 伴 な い 、 現 行 の 府 県 区 域 を

主j j . 体にして分割することが不可能な行政がとりわけて開発行政の而に著

し く 明 加 し て い る 。 例 え ば 、 う え で み た 西 日 本 総 合 開 発 に お け る 主 要 課

題の包括する範囲は、 I明 ら か に 府 県 の 区 域 を 越 え る も の で あ ろ う 。

も し 府 県 聞 のthl ，力組織が十分に強引i H されておれば、このようないわゆる

広 域 行 政 に あ る 恕 日 工 対 処 で き る で あ ろ う が 、 現 在 の と こ ろ 有 効 な 協 力 を

期 待 し う る だ け の 制 度 的 条 件 は 経 って いなし 、

そ の 結 来 、 本 来 地 域 の 問 題 と み な さ れ る 側 発 行 政 に ま で 国 が 責 任 を 負 う

場 合 が し ば し ば 生 じ て く る 。 こ の こ と は 地 域 開 発 に 国 の 行 政 組 織 の 宿 命

的 な 欠 陥 と も い う べ き 縦 割 行 政 の 弊 を 持 込 む 原 因 に な る と 同H寺に、地域

住 民 の ニ ー ズ が 府 県 の 計 画 に よ っ て は 十 分 に 充 足 さ れ 待 な い こ と を も 意

味 す る で あ ろ う 。 こ こ に 現 在 の 開 発 休11i I J が桜本的に改革されるべき理由

ヵeある a

(2) 広 域 行 政 へ の 要請

うえで見たように地域開発の体 ＱＱＱｉｊｾｾ 怖を図るためには府以行政区域の拡

大 が 不 可 欠 の 条 件 で あ る 。 け れ ど も 広 域 化 の 要 諦 は 、 社 会 的 、 自 然 的 、

経 済 的 見 地 よ り 地 域 の 一 体 性 が ほ と ん ど 見 ら れ な い 区 域 に ま で 認 め ら れ

るべきではない。広域化の手段には、府県の自主的な令併にまつ「何 ｾＱＱｾ ｩｽ

1} 下 方 式 と 全 図 的 に 府 県 を 再 編 成 す る 道 州 制 方 式 が あ る 。 合併 方 式 は 手 続

的 に は 好 ま し い と し て も 、 府 県 自 体 が 極 め て 消 極 的 で あ る と い う 困 嫌 が

ある。他方道州i / i ll 方 式 に よ れ ば 、 現 在 国 が 府 県 の 行 政 を 宇ili う た め に 行 な

っ て い る 仕 事 は 地 方 に 委 殺 さ れ る こ と に な ろ う 。 例 え ば 、 国 の 出 先 機 関

が 行 な っ て い る 行 政 の 多 く は 新 し い 地 方 政 府 に l吸収される。

以 上 の よ う な 見地から開発体制の主主イ' i i l iに は 全 図 的 に 府 県 を 再 編 成 す る こ

と が 必 要 で あ る と い う こ と が で き る 。 も ち ろ ん 新 し い 地 方 政 府 が ど の めi

皮 の 規 模 で あ る べ き か は 先 に 述 べ た よ う に 以 重 に 検 討 す る 必 要 が あ ろ う

が 、 そ の 'A( 例えば、国の機関である近後閤主主1i1i! 本 部 の 規 伎 や 新 全 総 計 画

のとったブロソク単体が霊聖書な主主識となろう。

ま た 、 府 県 の 広 域 化 に 対 し て 、 現 在 府 県 が 行 な っ て い る 仕 事 は で き る だ

け 市 町 村 が 行 な い 得 る よ う に 市 町 村 の 行 財 政 能 力 の 充 笑 強 化 を 図 リ 、 こ

れ を 監 理 す る 必 姿 が あ る 。 ま た j設 近 の 住 民 の 生 活 行ill 'JJ 様 式 の 変 化 に 対 応

す る 行 政 広 域 化 の 必 要 性 は 市 町 村 行 政 の 函 で も 生 じ て い る の で 、 市 町 村

規 模 の 適 性 化 を 図 る 必 要 が あ ろ う 。

(3) 財 源 の 確 保 と 土 地 取 得

府 県1I i1J) .支 の 再 編 成 は 、 開 発 行 政 の 計 画 実 行 に お い て 規 絞 め 経 済 性 が 活 か

さ れ る と 問 H時 に 、 そ の 総 合 性 に よ っ て 開 発 の 究)J 架 が 発 揮 さ れ る よ う に 配

.1]置 されなくてはならなし、。

し か し 、 今 日 立 返 れ が 著 し い 社 会 資 本 を 整 備 し 物 心 と も に 泣 か な 社 会 を

築 く た め に は さ ら に 膨 大 主 財 源 が 必 要 で あ る 。 こ の た め に は 、 公 共 資 金

の 政 府 間 配 分 を 合 理 化 す る と と も に 、 公 共 苦I1門 に 民 |閉 め 資 金 お よ び 活 動

力 を 椴 緩 的 に 導 入 し う 昌 よ う な 制 度 を 検 討 す る 必 要 が あ ろ う 。

ま た 、 近 年 の 土 地 価 格 の 高 騰 に よ っ て 公 共 用 地 の 取 得 が 極 め て 困 嫌 に な

っ て お り 、 地 域 開 発 計 画 の 見 通 し が 、 こ の 前 か ら く ず れ さ る こ と が 多 い 。

し た が っ て 土 地 利 用 の 適 正 化 を 図 り 、 地 域開 発 の あ い 路 を 打 開 す る 必 要

がある 。
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3  . 建築骨奇剖芯力解析 ( B L  0 )  

デ ー タ 通 信 用 に Ht : 々公社が1) 日 発 し た 科学 技 術 J十

幻4 シ ス テ ム ( D E M O S ) の 中 に あ る ラ イ ブ ラ

リ ・プ ロ グ ラ ム で 、 桝 造 物の 応 力 解 析 用 の プ ロ

グ ラ ム を F R A P と11乎」ξ 。 F R A P は 任 意 形 状

1'1 組 応 力 解 析 ( 以 下 G E N と11乎ぷ ) と 建 築fi 剥l

応 力 解 析 ( 以下、 B L D と 呼 ぶ) と の 2 つ の 部

分 か ら な る 。 今 回 は B L D に つ い て 説 明 す る 。

3 . 1  B L Dの機能

B L D は 柱、 は り 、 お よ び 、 プ レ ー ス で 格 子 状

に 構 成 さ れ た 平 面 フ レ ー ム を 弾 性 域 で 応 力 解 析

す る プ ロ グ ラ ム で あ る 。 柱 、 は り 、 プ レ ー ス 等

の苦11材 が 途 中 で 抜 け る こ と も 可 能 で あ る が 、 手 キ

府ごとに、その l荷 の 節 点 は 同一 水 平 変 位 を す る と

仮 定 し て い る の で 、 い わ ゆ る 段 違 い ラ ー メ ン が

水 平 力 を 受 け る よ う な 場 介 は 取 り 扱 え な い 。 し

か し j白 泊 の 建 物 め よ う に 、 問IJ 床 に よ る I司ー 水 平

変 伎 の 仮 定 が 成 り 立 つ L の に つ い て は 、 G E N

よ り も 入 力 泣 が 少 な く 、 老 子 易 に 結 果 ; がf! J ら れ る

特 徴 を 持 っ て い る 。

解析手法は精$ ' ) : 法と近似法 (  i te r a  ti on法 ) の

2 通 り が 用 泣 き れ て お り 、 近 似 法 を 繰 返 せ ば;1'，';

rl 法 と 同 じ 結 果 が 得 ら れ る が 、 指 定 誤 差 を あ ら

〈す れ ば 計 算 時 II¥J の 節 約 と な り 、 略 設 計 の l時に

は Ｑ￯ｾＱｊ である 。

図・ 1 精算法と近似法

1 I  I  1 "  I  I  I  I  

1 I  I 1 、 ， I I  C><J 

fフレーム3 ) ， 

( 7 < - - [ . 2 )  ｾ 一一 ↓一一戸与三↓7 レーは} ふー一一- 4一一一一←ーーー→

間'It宝 0 (7) 1: 1)  

( フレーム 1) ι

If ' 2 ゆ @ | I  I  I  I  I  I  I  
( フレーム1 t フレーム31志向ー)

| I  I  I  I  I  [>く|
平面J';ll

。 ω O ) '.  
句、 晶、 ① ⑥

」一 一 一-
X 2  X l  

( 近 似 法 :  1つのフレームと h
f
，) ' す)

図・ 2 縮 小 フ レ ー ム の 例

|  I  I  I  I  I  I  !  I  I  I  ( 叫もとの

|I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  

3  3¥8 3  3 ! 3 S 1 8 8 「i

表・ 1 B L Dの 概 要

干商 事革 法 近 似 ; 圭

骨 1ft '彊 JA
後訟の平調フレ ーム

一つの平面 フレーム

の 形

ｦ 士ロＢネ ｊｾＮ ｐｩ Ａｊｾ 主 f士口" ニネ J レ. ｾＧｉ ｉ 立 同 ｾ J虫

| I  I  I  

| I  I  I  

φ ゆ 中 。

③ Y 7  

( i 主) 図 で 示 す

( b) 縮小フレーム

部材と節点の筏合 柱. は η 剛田平副 H (  ｾ 司 左Ｉ

よU ピン (回転方向

のみ )

支 点 4主制土下および回転 性脳1 上下および回

に半函定が可能 転に半国定が可能

ム : 方 向7y
各 府 水平方向に半国

定が可自U( ; t )

荷 量 外カ，モーメント 部材および節点に作用 ( 同左)

その他

支出，移動' 最下層同性

脚上下方向 ( 同左)

温 度 応 力

拍方向 ( 悶左)

変 形 曲 げ ただし、純方向は無

せん断 マ見できる

計 算
応 * 1十況用

剛性マトリクス

求まる 蔵様求 ま勺ない

間有周則

事' 1; 世間数

求まる 求まら ない

表・ 2 B L Dの使用上の制限

1li 目 利 司民 法 近 似 法

フ レ ー ム 世 70  

節 点 数 (佳 1)
1000 (フ ν ーム 当 t ) 10OO  

λ バ y 世 61 ( 荏 2 )  

98 

居 数 50 50 

部材断面形D 樋 類 150 150 

パネル寸法0 稲 鎖 150 _______ 1  

剛峨寸法目組煩 150 150 

往は t <1. l 半剛係畝

。秘類

150 15 0  

剛性 マト' ) ク λ

制限なし 500 

D 秘書1 (法 3)

荷 量 条 件 歓 10  10 

( 注 1 ) 節 点 数 = ( ス パ ン 数 + 1  )  ・ ( I <回数十 1 )  

( 注 2 ) 1宵 数 と 荷 盟 条 件 数 、 お よ び パ ヰ ノ レ を 考 慮 す る か ど う か で 多 少 終 な り ま す。

( 注 3 ) 位 、 は り お よ び プ レ ー ス に つ い て 、 同ー の部材l * J i而 形 、 部 材 長 お よ び 端 部 状 態 ( イ 土 口 パ ネ J レ、

剛 域 お よ ひ 守 安 合 状 態 ) を も っ 部 材 は 同ー の l剛 性 7 ト リ ク ス に な り ま す。



緩衝の目立

' 1' ペ

ー 画 、

・・ ‘  

NE W SERI 尽HI T A C 8 4 5 0・8 3 5 05.-Aデム

プライス・ノミフォーマンスに

HI T ACニューシリースは 、中形機にも

かかわらず、従来は大形機種だけに提

供されていた 、 さまざまな技術や機能

を備えています。たとえば、高性能処

理能力 、大容量の内部記憶装置 、豊 富

な入出力装置 、各種利用形態にマ ッチ

した端末装置群、多重プログラミング

カずできるオペ レーテインク・システム

20 

新時代を開く

目立のコンビュータ

- データベース・システムへの接近

・オンライン ・システムの実現

・リモー卜・パッチ・システムの実現

・操作性の向上

などがそれです 。 こうしたプライス ・

パフォーマンスの高いハードウエアと

ソフトウエアによ って、4 つの方向カf

可 能 にな ったのです 。

問題を解決する頭脳集団/ ｈｉｔａｃ ［ ＺｾＡ エ ｦｚＵｴｚ ミ ＵＵｦｚ Ｉ 。

• 

.， 
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一o
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3  ( 2 fj() 

0  

0  

0 1' 1 0  

01'  1 0  

0 1' I  0  

01'  I  0  

01'  I  0  

0 ・ O

0 1' I  0  

01' 1  0  

01'  I  0  

01' I  0  

0 1' 1  0  

01'  I  0  

0 1' I  0  

0 1' I  0  

01' 10 

0 1' 1  0  

0 1' 1 0  

0 1' 1 0  

Op l O 

o p l O 

利の: 法と近似法では 1ht dl の 級 ぃ 万 が)'4 なる 。 村I
表 . 3  入 力 の 一覧 表

のＺ法は水平万 ｉ ￍｬ ｊ に剛ｾ床により ｩｩｬｩ 結された絞数

"  ｾ＠ 肉 ' " "ft 
髭.， ｾｵ［ｾ ， ｵ＠ n ，踊 酌

の 平 而 フ レ ー ム を 波 数 の ま ま 取 り 倣 う の に 対 し

， i  • ... TTI.I 略体‘ 1 1 ' " . . . . . 。 。
M&M2 依 願 調

て 、 近 似 法 で は 、 こ れ ら を 剛 比 = 0 の仮定l の は
プ，.，. .....1 1m 

1I 1. I) X  プ '.，. . . . "IJHヂー :1 X- I ... t，占‘ 2"' i!I但
。 。 />I EM3 プ v - 且輔副

CON I  f 体 ヨ - .個ー t
。 。 ｍ ｴ［ ｾＴ＠ 向 上

"  

敏

りで直列に i虫結された 1 枚 のエfZTiii フ レ ー ム と し
t: ON2 

'"百‘

。 。 MEN5 は，. ，ぜん断賓M

CON3 lt ，量 OP 。 MCM6 住@ぜん断定l I <

て取り扱う必姿がある。伊| を図 1 に 示 す 。 表

CON4 7 100'-'" 旬 ヨ V トー - t

0 1 0 ・ :'U!M7 n ' Dピy 、半開

l にB L  D の 償 要 を 示 す 。
00;015 且ｾＨ : ; 蝿

。 。 NEN8 位@ピ- . 辛剛

CON6 ， v ーム@怖;0 0'  
。 。

J OI  I  仕ロバョト t

。而f以l ! . t : はプレ ー ス 材に白換するか、 1111 げ 、 せ ん 00N7 1I 割鼠韓捕定
0'  

J OJ  2  

' "峻

ヨ - ，・ - t CON8  個匝. . 位。塩崎 。， 。 .. 点 J OJ 3 位同土下半刷定

断および阿IJ 域 を 持 つt主 に ほ 換 す る こ と が で き る
CON9 位。情事 { 7 v - J . O省 略 }

0'  
。 J Ol 4 祉関白伝串固定

。- 8 ， ，，1(.- ト :1 7  i . . . . へ@出力団定 0'  
。 。 J Ol 5 Ir'lAc lf'苧闘定

位 、 ま た は は り 、 と 節 点 ( 問IJ 域 ま た は 化 ロ パ ネ

0- 82 唱 S且，...，，. 1"""、白幽1J11i!: ( 観点】 0 1' 。 。
JI. I) I  ' "平向車

出力掴定

。p 。 。 . . 点 荷 量 J  L02 .....街R

ル) との彼令官11は、 111] げ IJ l i i J の み 下 附 と ピ ン が
0- 83 向 上 〈畠材 }

0- 84 岡 上 (111f.)
。p 。 。

J  1.03 ま品抑制.  
"[古Eである 。

SsCI  任 意e 断薗.. 
0'  0 1 0  

ML I) I  t;1; :油需@値制碑 lt

SEC2 摘Ii ! D断面... 0.  。 。 MI. 02 
"  岡土

プ レ ー ス は JJ;UIIJ として幅11' 1' 心 総の交点( 筒i 点 ) に
SEC3 仕ロ"';f."" 01' 。 MLD3 は!I : fe . a l ) 箇材荷風

揖 卸 陣 lt

s  ｾＺ｣Ｂ＠ 廟 減
υp 。 。 MI.D4 院 : 向上

取り付くが、 11: ロ パ ネ ル が あ る 場 合 l立、その附 SEC5 . . 欄盛合間 01' 。 。 MI. D5 H ) : 副1[応力

ML06 民: 同土

角古11に取りイ・l け る こ と も で き る 。 せ ん 断 変 Jf3 t  

(t t )  or Ｚ ｾＮｉｴ応 ιτａｮ ｬＮＮ Ｇす Ｎ

必 裂 に 応 じ て 巧 l伝できる 。 また、近似法では、

必 嬰 に 応 じ て 性 軸 )J 向 変 形 を 無 視 し た り 、 同一

の 邸付・J-i: lミと材長を持つ プ レ ー ス の な い ス パ ン

図 . 3  

材の妃号

が 述 絞 し て い る 場 介 、 そ の 日11分 を 縮 小 し て フ レ 「- t一寸

ー ム を モ デ ル 化 す る こ と も で き る よ う に な っ て

"， 卜" / 寸¥パ 「 スパン世: m - l  

いる 。 こ れ ら に よ っ て 川 口(11年IHJ を大 111 に生ぜ品iii す

る こ と が で き る。 例 を図 ・2 に 示 す 表 2 に

1+ 1  

使 用 上 の 制 限 を 示 す 。

その他、下問' J t l 支点、会10の 水 千 万 li'J の 1土岡IJ 、 支

寸」点移動、 ｩｾｩｊ 支応力、等身もみＡ｜ｒすることができ

る。また Mrl : 法 で は i l ' i EJ I ' : I ' ) : の途中で、応答解

1- 1  

十斤用の剛1 ' t' ? トリクスがボまる 。 こ の 剛11:'? ト

，L  レ Ｏ｜ レＯ ｾ J  リクス (I Jl l げ せ ん 断 明 ) は 、 フ ァ イ ル に も 出 力

J - l  1+ 1  

可 能 で 、 後 に D E M O S ' 1' 1組 振 動 解 析 プ ロ グ ラ

ム ( D Y N  ａ Ｉ て ｉＨｾ 桜このファイルから入力

し て 応 答 計 算 を 行 な う こ と も で き る 。 ま た 、 同

図 . 4  例題

l時 に 、 悶 有 周 JtlJ 、 刺 激I品l 数 も 求 ま る 。 この剛1' ' 1:

① 郡材断面

マトリクスを ｈｾ 力しておくファイルをスチフネ

断面1I' i 号 B X D  E  

ス ・ファイ J レと日手Jζ 。

10  3 0 X 6 0  2 1 0  

1 9  ｾ ｏｘＱＰＰ＠ 2 10  

2 0  5 0 X 5 0  21 0  

3 0  3 0 x 3 0  2 1 0  

② 街 並

3 ・2 入 力
街並条件 I 水平街並

2. 3 Jlo 1 0 0 1  

入 力 デ ー タ の 一 覧 表 を 表 3 に 示 す 。

4  li:l 6 0 1  

5 服 10 1  

入 力 デ ー タ は 一 般 に 4 種 類 に 介 け ら れ る 。 解 析
〈

，̂ 、"

伺重条件 2 鉛 iu柑'Ill( Ｈ毎分布 ｲ ・ｾＮｬｬＡＩ
上 の 条 件 に 関 す る デ ー 夕 、 部 材 に 関 す る デー 夕、

I  6∞ ↓ 6∞↓ 600 

1  - 3 1S 11パJ

v  
4. 5 府 0.1 l / m

2  

節 点 に 関 す る デ ー 夕 、 荷 重 に 関 す る デ ー タ の 4
7 V ー払番号

平面図
tE. はDの白兎は無視しt すv  

つ で あ る 。 こ の 4 秘対i の デ ー タ が 満 足 さ れ れ ば

よい。 G E Nの 入 力 方 法 と 災 な り 、 ゾ ー ン 指 定

と い う 考 え 方 を 取 り 入 れ て い る た め 、 苦11材 と 節

点に| 掬するデータ入力が非常に簡易化されてい

る。 G E Nの 場 合 に は 、 節 点 の1M根 11庄が 先 づ 決

め ら れ て お り 、 こ の 節 点 と 節 点 を 結 ぶ こ と に よ

っ て 部 材 を 設 定 し た 。 し か し 、 B L D では、も

と も と 信 組 が 格 チ 状 に 榊 成 さ れ て い る の で 柱 制i

£ 4  l  ｾ＠ 4  

庖番号 r
1

4  

l ! J i ! はあくまで妥T在方 I"J に一 直 線 で あ り 、 は り 和h フν ーム 1 ( 2 枚) フレーム 2 ( 1 枚)

地盤号

線 も 同 一 層 上 に あ る も の は 水 平 方 向 に 一 直 線 を
立 薗 凶

な し て い る 。 したがって、住間隔、且/l ち 、 ス パ



3人寄れば効率のはなし。

新鋭大型コンヒトタ〈発売〉

激 動 の 経 済 環 境 を の り き る た め に 、

コ ン ビ ュー タ の 果 す 役 割 は 重 要 で

す 。そ の な か に あ っ て 、 企 業 の コ ン

ビ ュ ー タ 利 用 も 、 い か に 効率 よく、

より 高 度 な 使 い 方 を す る か が 、 大 き

な 課 題 と な っ て い ま す 。 日 本 電 気

が こ の た び 開 発 し た NE A C - シリーズ

2 2 0 0 モ デ ル 5 7 5 ・ モ デ ル 3 7 5

は 、 こ れ ら の 市 場 動 向 に 応 え て 登 場

22  

し た 、 高 性 能 で 経 済 的 な 今 日 の

大 型 コ ン ビ ュ ー タ で す。 こ れ に よ

り N E A C- シ リ ー ズ 2 2 0 0 は さ ら に

強 化 さ れ 、 今 後 、 成長 ・発 展 す る

オ ン ラ イ ン / リ ア ル タ イ ム ・シ ス

テ ム、タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・システム、

デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム な ど の 、

高 度 な ア プ リ ケー シ ョ ン を 可能 に

し ま し た 。

NEs[  
日 本 電 気

情 報 処 理 営 業 管 理 部

T E  L  ( 03)  452 - 1111 



ンl Aと、 l百!日l隔、 nnち、 |指 向 の 2 つ の11立によっ ..1 .' 表・ 4 入 力 例

て 、 肢 は り の 交 点 、 即 ち 、 節 点 が 設 定 さ れ る 。 I B A T  R. 

宇土利i斜l に 左 か ら 布 へ番号をイサけ、はり制I，t j ! に下

か ら 上 へ 番 号 を 付 け る 。 柱 剥u*阜の方を紬 i凪りと

呼 ぴ 、 は り 刺Ik; ) j l の方を層と H手"，i.: とすれば、 「j

制1Mりから ( j  +  1  ) 軸 巡 り 、 か つ い - 1 )  

/l ' 1から i 附 ま で」 と い う 表現 て¥ あ る ゾ ー ン を

指 定 す る こ と が で き る 。 ( 図 ・3 参 照 ) し た が

って、 部 材 に l刻 す る デ ー タ は 全 て 、 こ の ゾ ー ン

指 定 に よ っ て 入 力 す る 。 ま た G E Nの よ う な 館i

点に| 刻するデータ ( 座標値 な ど ) は必裂でなく

なる。 B L D における節点に| 刻するデータとは

11: ロパネル、 l町IJ 城 、 半 剛害事を考慮する場千干のも

の で 、 ゾーン 指 定 に よ っ て 入 力 す る 。

図 . 4 の よ う な 構 造 物 の 入 力 例 を 表 ・4 に 示 す

3  • 3 出力

計 算 結 果 と し て つ ぎ の も の が 求 ま る 。

勺仙i節 点 荷 重

図 応符: l 1.rr } f J スチフネスマトリクス

Ｈ村 ｴ ｾＺ 法 のみＩ

固悶イI 周 期 ・刺 激 関 数 ( 梢t ) : ｾＱｾ のみＩ

節 点 の 変 位 と 回 転

i1i I Urt.力

固 支ＯＺｾ反力

フ レ ー ム の j冒 せ ん 断 力

包 括E物 全 体 の 水 平 力 分 担 率

不 平 衡 カ お よ び そ の 総 指 表 。

a  ｉ Ｎｾ 鮮に ｭ いる単位は ｇｅｎ と鈴なり、れ レコー

ド で 定 ま っ て い る 。 入 力 は ton .  cm ( 但し、 一 部

ton .  m) 、 出 力 の う ち 、 力 は t on 、モーメントは

ton ' m、変位' ; l : cmお よ び ラ ジ ア ン で あ る 。表 5 に

例 題 ( 図. 4) の出力のー苦1I ( 部材応力と水平分

担 率 ) を 示 す 。

古IIU応 力 の Y Uは 図 ・3 の i に、また Y 0' が ー1

X L は 1 、 X R は j + 1 に 各 4 対応しており、

C  ( i ， j ) 、 B 1  ( i ， j ) 、 B 2  (  i ， j )  

G  ( i ， j ) に| 刻する応力が表わされている。

( 図 3 参 照 )

(も りやかずひこ 日本 ｩ ｲｌ Ｑ､Ｑ Ｈ￮話公社主ｬＡ ｭｽｾｪＩ

デ ー タ タ イ V テ タ グ サ イ
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-
-

軽 量

比 i f(O. 5

断 熱

而す*.

法定 ｬＨｪｪ ， ｊ 火 村 ｾｱ

。

I!J 

⑨ P O R Eぎ〉

設 計 シ ポ レ ツ ク ス 販 売 株 式 会 社

施 工 シ ポ レ ツ ク ス 販 売 株 式 会社

使 用 場 所 ヤヰ・ユカ・カベ・マジキリ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 白

1  工ｊＡ［ｊ ｊｾＧｈｬ［ＧＱ を要するすべぐの他物

2  宅 制 を 要 す る T J必 ・ 合hF ・j ' ; - 務所住毛 等

3  鉄 付 ノc 0長「品j の T _J :必 ・ 休 ずJri I¥等

4  ＧＱ 浮世化 を要する Ｑ ・， ｾＧｪ ｗ ｩ 建 築 物・軟弱 ｊ 也燃 の 組物

5  i 火'， 'J- ffJj.J" 火 付j 迂i の必見勿

［ｳＮＮＮポレ ＱｉＯＧＷｾ 販売株式会社
本ヰ土 ・東 京 支 1吉 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平沼ビノレ )

電 話 東 京 (256 ) 代 表 3 4 5 I  

大 阪 支 I苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 I - 90 ( 第 三 宮 士 ピ J レ)

電 話 大 阪 (538 ) 代 表 0 5 2 I  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 高 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  



首V

ロ:Ej 点と慨裂をどしどしお送り〈ださい.

J l 例 a  所イEJ 也 b. ill 築J 而fl' 1 C . 誕 1(1Ifi1 d  附造組Ix e  工 WJ 
E  . .  圏

730.  大 阪 大 学 蛋 白 質 研 究 所 I 731 .  伊 丹 シ ョ ッ ピ ン グ デ パ ー 卜 I 732 .  南 京 都 信 用 金 庫 本 庖

設計. 大 阪 大 学 施 設 部

施工 鹿 島 建 設 K K

a 湖 州 制 阻 上 大 阪 大J均四回納

b .  1，478 m'  

c.  8 ，326 .67 m'  

d.  S  R  C; 章、 9 F  

e .  II{J，和45年 l l } i - 昭和46年 12月

設計 ・K K 吉 田 建 築 事 務 所

地エ : K K 浜 田 組

a 伊 丹 市 若 松 町 4 0  1  

b.  1，883 .7  m'  

C  • 16，052. 5 m'  

d.  S  R  C 造、 8 F 、B 1 、P H 2

e  昭和45年 4 月~昭和46年 4 月

設計・ K K 田中・小西建築事務所

施工. 大 成 建 設 K K 大 阪 支 唐

a  京都市宇治市宇治手攻浮2番j 也

b .  886. 14 m'  

c.  5，503. 64 m'  

d .  S  R  C 造、 7 F 、B 1.  P  H  1  

e  昭和45年 6 月~昭和46年 8 月

733 .  大 供 ビ ル デ ィ ン グ I 734.  東 邦 生 命 保 険 ( 棺) 十 三 ビ ル I 735 .  高 松 市 農 協 会 館

設計 阪 神 土 木 工 業 K K

施工 ・阪 神 土 木 工 業 K K

a  岡山市大供田T 1丁目 2 番 2 号

b .  281. 25 m'  

c .  3，059 .45  m'  

d .  S  R  C ;立、 9 F 、B 2.  P  1  

e  . '  1昭和4511' 11月~昭和46
i
s l 0月

設計 東 久 世 建 築 設 計 事 務 所

施工 大 成 遺 設 K K 大 阪 支 底

a  大阪市東淀川区十三酉の町1- 1

b.  251. 97  m'  

c.  1，627 .05 m'  

d.  R  C 造、 6 F 、 B 1 、 P 1

e  昭和45年 12月~昭和46年 9 月

設計 K K石本建築事務所大阪支所

地工 K K穴 吹 工 務 庖

a  高 松 市 駈 上 町 3 - 2  - 1  

b.  360. 850 m'  

c.  2，357. 229 m'  

d.  R  C; 丘、 6 F 、B 1  

e  . 昭和45年 9 月一日自利46年 5 月

736 .  大 阪 府 立 大 学 工 学 部 7 号 館 I 737 .  鳥 羽 シ ー サ イ ド ホ テ ル I 738.  近 江 八 幡 市 斤 舎

設計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 課

久 米 建 築 事 務 所

地工 大日本土木 K K 大阪支盾

a. 堺 市 百 舌 烏 傍 町 4 T  

b.  1，14 1. 25 m'  

c.  4，612 .61 m'  

d.  R  C 造、 4 F 、 B 1.  ，p  H  2  

e  1昭和45i s l O月- 1砲手口 46i !， 9 月

設計 ・K K 宮 家 建 築 事 務 所

施工 大日本土木 K K 大阪支庖

a  鳥羽市安楽砧町字安久宏、1084

b.  2，287 .71 m'  

c .  7，360 . 29 m'  

d.  R  C 造、 5 F 、 B 1 、 P 2

e .  IIs和45年 10月~昭和46年 7 月

設計 K K 回中・ 小西建築事務所

脇工. 清 水 建 設 K K 大 阪 支 庖

a 近 江 八 幡 市 桜 町 町

b  本館1，343. 72mてその他427.25m'

C  本館4，728. 98mてその他490. 25m'  

d .  R  C造、 4 F 、 P 2

e  昭和45年 11月- 1111-1046年 11月



なめらかな肌ざわり、美しい 7 色のカラ

T O T Oのホーローパス lζ は、ピンヲ ・ブルー ・グリーン ・イエロー・アイボリー ・ベージュ ・I'j 憾の 7色のカラーと白 色がありま す。

T OT O鋳鎖市一日- I i ヌ

FB 70 
￥48，000 

(排水金具付)

和 洋 折 中 形 エ プロンなしパス

1，210X720X555 

容量 2502

専用フロフタ Y 9152 #l QI #20)  

￥2， 750 

このほかにも、たくさんのホーロー

パ ス があります。 右 記 ま で ζ ."Ii ，'j 求ド

さL、。カタログを ;f:: し/ '. げます。
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(旧社名 東洋陶Ｖｴｾ株式会社 Ｉ

小:t/

〒802 北九州 rlJ 小会/x: 篠崎J 11J 458

TEL  (093) - 93- 5151  

大阪営業所
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クラスメート

81 ( 旧西里子園 職 工 学校 昭 和 16年 3 月卒〕

母 校 を 巣 立 っ て よ り 30年 、 そ の 昔 の 美 少 年 迷 ? も と う が 立 って 、 自 援

の 目 立 つ 中 年 男 と な り 果 て た 。 し か し 皆 年 相 応 の 立 場 に い て 、 毎 日 忙

し く 飛 び 廻 っ て い る よ う

1 月15 日 の 成 人 の 日 に 南 窓 会 を す る と き め て も う 何 年 に な る か 、 昭 和

32年 く ら い か ら 毎 年 欠 か さ ず や っ て い る の で 、 同 級 会 と し て は 成 品 質 抜

群 ? で は な い か と 思 っ て い る 。 工 業 学 校 の 卒 業 生 は 、 や は り 皆 学 校 で

学 ん だ 学 科 に 関 連 の あ る 職 業 に つ い て い る の で 、 お 互 い に 顔 を 合 せ て

も 話 題 に バ ラ エ テ ィ が な く て 単 測 に な り が ち な の は 少 こ し 残 念 だ が 、

毎 年 1 回 東 海地 方 か ら 四 固 ま で の 面 々 が 旧 交 を 温 め あ う の は 、 来 い 冬

の l 自 の 楽 し い 集 い で あ る 。

今 日 集 っ た の を 、 学 校 時 代 の 出 席 簿 の 順 に 紹 介 さ せ て い た だ く と 次 の

よ う に な る 。

東 親 か ら う け つ い だ 家 業 を さ ら に 発 展 さ せ 八 面 六 管の 活 躍 中 の 白 光 建

設 主。 復 原 大 林 組 め ベ テ ラ ン 現 業 マ ン 、 目 下 東 海 の 地 に て ト ヨ タ 自 動

車の工場建設に従事 。 大堀 お ｾｊ 水建設に永〈、目下は大阪支庖の見積昔日

に席 を置いて、厳しい受注競争の前線にいる。 勝 浦 永 ら く 村 角 建 設 に

いて lli き を な し て い た が 、 最 近 共 同 建 設 に 移 つ っ て 再 度 活 路 中。 杉 本

岡崎 に 居 と 業 を 構 え て 、 い そ が し く 、 本 日 は 欠 席。 そ の 昔 の モ ダ ン ボ

ーイ 。 田 畑 堅 実 に 家 業 の 建 築 業 を 伸 ば し つ つ あ る。 い つ ま で も 若 い マ

ジメ人問。 東里子 横 河 建 築 設 計 事 務 所 に 席 を 置 い て 、 人 間 は も ち ろ ん 、

設 計 す る 建 物 も ガ y チリ堅い建築家。 中 村 四 国 高 松 に 設 計 事 務 所 を 椛

之 、 四 国 は も と よ り 、大 阪 ま で の し て き て い る 活 動 家。 林 た だ 1 人 建

築 を 業 と し な い 男 、 事 務 機 ・文 具 の 販 売 を 古 く か ら 自 営 し て い る 大 人。

fjI j '91JJ ，から 大掘宮司 東野茂 矢 LI 伊 二 自11先 生 届 口 甚 古 先 生 . (，色ヂI' i't - 先生 渡辺J草

後S; IJ t . から 東正治 勝浦孝蔵 林芳政 中 村 利 行 田 畑 久 雄 毛 利 誠 桝 本 宗 三 郎

森本治 復原恒 三 ・山国政之祐

大 阪 梅 田 多 幸 悔 に て 昭 和47年 l 月15 日

桝 本 大 未 プ レ ハ プ に 新 天 地 を 見 出 し 、 版 途 の 拡 大 に 東 奔 西 走 、 意 気 軒

昂の営業マン。 毛 利 大 林 組 工 務 苦I1の 重 鎮 、 仮 設 計 画 、 指 導 に 忙 しくか

けめぐっている。森 本 消 水 建 設 は 水 島 の 建 築 関 係 の ポ ス と し て 、 目 下

は倉敷地方にも進出中。 山 田 わ が 南 窓 会 唯 一 の お 役 人 、 大 阪 府 の 建 築

昔111主 総 工 事 課 に 席 を 置 く 紳 士。渡 辺 鹿 島 建 設 の 念敷 で 指 導 的地 位 に あ

り 、 森 本 と 仕 事 を と り あ い し て い る 。 美 し い l町倉 敷 に 根 を お ろ し た ら

しし、。

つ い で に 「 南 窓 会 」 の し 、 わ れ を の べ さ せ て も ら う と 、 今 は も う 改 築さ

れ て な く な っ た が 、 母 校 西 野 田 職 校 の 5 年 生 の 製 図 教 室 の 南 の 窓 を と

っ た も の で あ る 。 週 の う ち ほ と ん ど の 時 間 を こ の 教 室 で す ご し 、 特 に

製 図 の H寺問l な ど は 先 生 が 指 示 を 与 え て 去 ら れ る や 否 や 、 冬 の 日 だ ま り

を 求 め て 南 の 窓 に 集 り 、 学 期 末 に 苦 し ま ね ば な ら な い こ と を 知 り つ つ 、

腕 白 坊 主 ど も が ワ イ ワ イ と 騒 き' な が ら す ご し た も の で あ る 。 特 に 僕 達

の ｈ 寺は Ｑ 年先Ｇｨｾが採り上げ卒業で Ｓ 学期を待たずに卒業していったた

め、抜高学年を 2 年 経 験 し た の で 、 こ の 部 屋 を 一 番 永 〈 使 っ た 組 である。

今 日 見 え ら れ た 先 生 は も と よ り 、 今 は 亡 き 大 石 先 生 、 名 古 屋 に お ら れ

る 坂 本 先 生 、 奈 良 に お ら れ る 田 中先 生 に よ く し か ら れ た 思 い 出 の 多 い

教 室 の 南 の 窓 だ っ た 。 そ の H寺の 22人 の 坊 主 ど も も 、 卒 業 後 間 も な く 天

津で若い命を散らせた「徳田」をはじめ、戦争に命を断った、「 池 条 j r 奥

田 j r 蔵 田 j r 宮 本 j r 山 地」や 、 そ の 後 病 で 亡 く な っ た 、「大野 j r 小 林」を欠

き 、 今 は 14 名 と な った。 亡 き 前 記 の 友 の 冥 福 を 祈 る 。 お わ り に 、 僕 達

の 私 事 の よ う な こ の 文 に 自 を 通 し て く だ さ っ た 読 者 と 、 こ の 誌 面 を 与 え

て く だ さ っ た 編 集 者 に お 礼 を 申 し あ げ て 拙 文 を 終 り た い 。 ( 大 堀 記 )



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，¥0ーヲイトコ= - タリート (…び|幼7く 也

来事11パ ー ラ イ ト コ ン ク リ ー ト P C - D工 法 採 用 の 京 都 工 芸 繊 維 大 学

( 設計 教 育 縮 政 研 究 所 、 地 工 K K大 林 組 )

P C - D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. II: IJ 7k ' 習のれ11 え に 使 用 し 仕 上 モ l レタノレの嬰らない金ゴテー

パ ッ 仕 上 工 法

・ デ y キ プ レ ー ト の 軽 量 化 や 露 出 防 水 下 地 、 ま た は H占物下

地にナラシモノレタノレの主要らない金ゴテー パ ツ 仕 上 工 法

畳下地の省力化と塩ビ系タ イル下地の防湿 、防 jft 、軽量化、断熱 (結露防止 ) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

w : 邦パーライトモルタル P Mー C( 普 通 タ タ ミ 下 地) 採 用

的 住 友 電 工 酉 1:.¥社主主 ( 股計施 工 ｋｋ 竹中工務 ｊｾｮ

P M- C工法
- タ タ ミ 下 地 の l未 納 ( 大 工 仕 事 ) が 全 〈 姿 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

. ，来持l し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 l耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料 の た め l成品、j ! J ! ;

音 ｬ こ ｦｾ れている

・ 独 立気 泡の 来宇I1ノマーラ イト と防 水i夜 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル であるため、 jit 気 を 全 〈 透 さ な い

比 重 ・ 断 熱 共 木 材並 1 3  

( 比ill O. 85kg / t 、 熱 伝 滋 率 O. 14kcal / mhc)

遂 に 出 た・・ベニヤ仮枠コンク リー 卜 下 地 の か ベ 、 天 井 の ー パ ツ 吹 付 仕上 工 法

本オIf-'... .xキS4

化 粧、吸音、防 ｹｾ Ｇｫ 、断熱Ｈ結露防止Ｉと多目的用に

- ベ ニ ヤ 似 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 びか べ ) に 也 被 吹

イサーして ｻ ｾｉｪ自 ｬ ｴＮ の 心、画 ￨ カ ぜない

・ か ベ 面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 栄 治112 タイフ' の 表 面 強 度 の あ

るソフトで与テ' ラックスなムードである( ネオノマーノレスキ

ンの特他生)

・ー 工 桜 てe 仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 くなる

. -1'  Ｎｴ也はボ ード ｴｦｩ 、宝止 ｴ 反主 ｮ 、 ｾｩ 料 ｉｾ 反、モ ノレタノレなど 何んで

も よ い
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ネ オ パ ー ル ス キ ン を ベ ニ ヤ 仮 粋 コ ン ク 'J ー ト 下 地 町 天 井

( 吹放し) 的( 金ゴテ抑え仕上) 線用のi ! ! i u トラピスト修道院

• 



，. 

4  

建 築 の 眼

山 本 純

安 井建 築 設 計事 務 所 神戸 事 務 所長

紙 野 桂

大 阪 大 学 工 学 部 助 教授

士 山

元米 t ヨ「

近 級1也 建 営繕 設 計官

玉m:

E ヨ

乾 亮

大阪府立西野田工業高等学校定時制主事

口 専 門 知 識 と 隣 接 知 識

70年 代 は 、 た と え ば ア ポ ロ 計 画 の よ う に 、 こ れ ま で に 開 発 さ れ た 多 種 多 様 な 個 別 技 術 を シ ス テ ム 的 に 集 積 し て

新 し い 飛 躍 を 遂 げ る l時 代 と い わ れ る 。 ま た 一 方 で は 、 こ れ ま で の 技 術 中 心 、 生 産 第 一 主 義 に 代 っ て 、 社 会 的 、

人 ! 日 ] 的 、 精 神 的 な 面 に 重 点 を 置 い て 新 し い 文 明 の 開 発 を 進 め て ゆ く 時 代 と も い わ れ て い る 。

わ れ わ れ の 建 築 界 に お い て も 設 近 は 建 築 単 体 を 計 画 す る 場 合 で も 都 市 あ る い は 地 域 社 会 と い う 枠 の 中 て ¥ 日

照 、 騒 音 、 大 気 汚 染 な ど の 環 境 問 題 、 交 通 、 廃 棄 物 処 理 な ど 、 そ の 建 物 が 建 設 さ れ る こ と に よ っ て 引 起 き れ

る 複 雑 多 岐 な 現 象 を あ ら ゆ る 角 度 か ら と ら え た 上 で ' 慎 重 に 意 志 決 定 を 行 な う 必 要 に 迫 ら れ て い る 。

こ の よ う な 状 況 の も と で 新 し い 社 会 が 要 梢 し て い る 建 築 を 創 ってゆくには、 建 築 家 を 中 心 と し て 各 分 野 の 専

門 家 が 持 っ て い る 知 識 の 集 積 が 是 非 と も 必 要 で あ る が 、 専 門 家 の チ ー ム ワ ー ク に よ る 開 発 手 法 は 現 実 に は ま

だ 軌 道 に の っ て い な い よ う で あ る 。 こ れ に は い ろ ん な 理 由 が 考 え ら れ る が 、 最 大 の 問 題 は 専 門 家 同 士 の 境 界

に お こ る 「 谷 聞 の 存 在 」 で あ る と い う 。 建 築 と 土 木 、 工 学 と 社 会 学 、 行 政 と 経 済 と い っ た よ う な 専 門 領 域 の

交 叉 す る 地 点 に 空 白 が で き て 、 ひ と つ の 課 題 を シ ス テ ム 的 に 検 討 し て ゆ く こ と が で き な い の で あ る 。

この 問 題 を 解 決 す る た め に は 境 界 領 域 の 専 門 家 を 育 成 す る こ と が 必 要 で あ る が 、 そ れ と と も に そ れ ぞ れ の 分

野 の 王 手 門 家 が 各 自 の 専 門 領 域 に 関 連 の 深 い 隣 接 領 域 ま で 専 門 知 識 を 拡 大 し て 「 谷 間 」 を 埋 め て ゆ く こ と も 非

常 に 大 切 な こ と で あ ろ う 。 特 に 次 代 を 担 う 若 い 建 築 家 は 未 来 の 笠 か な 社 会 を 築 い て ゆ く た め に 柔 軟 な 頭 脳 を

駆 使 し て 、 専 門 分 野 に 精 通 す る だ け で は な く 幅 広 く 深 い 隣 接 知 識 を 身 に つ け る よ う に 努 力 す べ き で あ る 。 ( Y )

口 身 の ま わ り の 空 間

以 前 、 冬 の 居 間 の 座 に つ い た と き 、 そ の座 の ま わ り は 、 い ろ い ろ の 土 地 柄 の 逸 話 に 包 ま れ て い た と 思 い 起 き

れ る 。 少 年 の う ろ お ぽ え に す ぎ な い け れ ど も 、 信 楽 焼 σi 火 鉢 、 姫 路 で 買 っ て き た 火 箸 、 南 部 り 鉄 瓶 、 大 和 の

欠 餅 、 和 泉 の 蜜 柑 、 な ど 、 た ち ま ち 数 え あ げ ら れ る ぐ ら い で あ る 。 し た が っ て ま た 。 そ の 座 は 、 そ れ ら の 風

土にまつわる ｾｷ な自然と生産と人 ｉｍｬｬ 其 ｪ 係の脈絡を綴る話題を、いつも潜在させていた のであって 、そこか

らは 絶 え ず 、 ひ と つ ひ と つ の 地 域 独 自 の な り わ い を 通 じ て の 社 会 的 役 割 や 、 ま た そ の 役 割 の わ れ わ れ 自 身 の

生 活 空 間 に お け る 意 味 と が 流 れ で て き て 、 日 常 の 会 話 の な か に 組 み 入 れ ら れ て い た は ず で あ っ た 。 か く し て 、

い ろ い ろ の 地 域 社 会 、あ る い は 地 域 的 自 然 が 、 強 い 独 自 性 を も っ て 互 い に 結 び つ け ら れ た な か に 、 わ れ わ れ 自

身 が そ の と き い る と こ ろ の 町 や 地 域 社 会 の 像 も ま た 形 造 ら れ 、 位 置 づ け られ て い た の で あ る 。 風 土 的 伝 統 に

根 ざ し た コ ミ ュ ニ テ イ の 文 化 は 、 こ れ らの逸 話 を 媒 体 と し て 堅 聞 な 実 体 を そ な え る に 至 っ たといえるであろう 。

い ま 私 の 居 間 で は 、 x x 社 製 の 石 油 ス ト ー ブ の 中 で 、 ど こ の 固 か ら き た か 知 れ な い 灯 油 が 炎 を あ げ て い る だ

け で あ る 。

( K )  

口 大 阪 の 水

多 分 、 テ レ ビ で 見 た よ う に 思 う 、 コ ー ち ゃ ん H こ と 越 路 吹 雪 さ ん が 舟 に 釆 り 11昌 い な が ら 大 阪 の 川 を 下 る と い

う 趣 向 の も の だ っ た 。 銀 橋 を く ぐ り 、 中 の 島 公 園 の 傍 を 流 れ 、 ピ ノ レ 街 の 中 を 抜 け 海 に 出 る 、 そ ん な 風 の も の

だった。水 の 上 か ら 見 る 大 阪 の 都 心 の 美 し さ 、 シ ャ ン ソ ン 風 の 歌 に つ れ て 水 の上 に 彬 を 落 し 流 れ 移 る 大 阪 の 街

と人、 川 と 大 阪 、 堀 割 り と 大 阪 、 水 の ほ と り で 生 き 続 け て き た こ の 街 の 息 吹 き が 身 に し み る 想 い が し た 。 も

う10年 程 に な る 。 今 、 大 阪 の 水 は 死 ん で し ま っ た 。 高速 道 路 て.'7k簡 は か く れ 堀 は 埋 め ら れ 市 民 は 水 を 捨 て て

し ま っ た 。 大 阪 に は 緑 が な い 、 広 場 も な い 、 公 園 も 篤 〈 程 少 な い 。 軒 を 並 べ て 商 い を し て き た こ の 街 の 住 人

に と っ て そ れ ら の も の は な く て も 良 か っ た も の だ っ た か も 知 れ ぬ 。 し か し 大 阪 に は 水 が あ っ た 。 狭 い 街 路 を

抜 け る と 水 面 が あ り 風 が 吹 き 通 り 緑 も あ っ た 。 水 面 は 物 資 の 通 う 路 で あ り 、 広 場 で あ り 公 園 で も あ っ た 。

水 の 上 の 祭 り を 創 っ た 市 民 、 舟 て つj、 屋 入 り す る 役 者 を 械 の 上 で 迎 え た 市 民 、 言艇の 内 か ら水 面 に 通 ず る 階 段 を

作 っ た 市 民 、 そ の 市 民 が 今 で は 水 を 追 い や っ て し ま っ た 。 そ し て 人 工 の 川 を 見 る た め に 地 下 に 入 る 。 彼 ら は

自 分 遥 が 捨 て た も の が ど ん な に 大 き く 、 と り 返 し の つ か ぬ も の で あ っ た か に ま だ 気 が つ か ぬ よ う に 思 え る 。

そ れ に し て も 地 下 街 の 床 を 流 れ る 水 に 見 入 る 彼 ら の ま な ざ し の 精 さ 。 ( M )

口 建 設 関 係 の 諸 学 科

「 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 」 に 記 載 さ れ て い る 工 業 関 係 学 科 の う ち 、 建 設 関 係 に は 建 築 科 と 土 木 科 お よ び 工 芸 科

( 産 業 工 芸 ・ 室 内 装 備 ) の ほ か に 参 考 例 学 科 と し て の 設 備 工 業 科 が あ り 、 毎 年 建 設 界 に 就 職 し て い る 多 数 の 若

人 は こ れ ら 諸 学 科 の 出 身 者 で あ る と 恩 わ れ る 。 と こ ろ が 、 昨 秋 改 訂 さ れ た 指 導 要 領 ( 48年 度 か ら 実 施 ) で は 、

建 築 科 ・設 備 工 業 科 ・土 木 科 ・地 質 工 学 科 ・環 境 工 学 科 ・イ ン テ リ ヤ 科 な ど と な り 、 か な り 充 実 さ れ て き た。

地 質 工 学 科 と は 、 現 在 の 採 鉱 科 を 改 編 し て 建 造 物 の 基 礎 主4: J'; の た め の 諸 技 術 も 含 め 、 環 境 工 学 科 は 都 市 上 下

水 道 や 公 害 防 除 な ど の 技 術 を 内 容 と し 、 イ ン テ リ ヤ 科 は 室 内 空 間 の 設 計 ・施 工 、 家 具 製 造 関 係 の ー 領 域 を 確

立 す る た め 工 芸 科 の 体 質 を 積 磁 的 に 改 善 し た も の で あ る 。

一 方 、 高 校 進 学 率 は 急 速 に 伸 び、 48年 度 に は 8 8 %に な る と い わ れ て い る が 、 最 近 の 職 業 科 軽 視 の 風 潮 の た め

工 業 高 校 へ の 志 願 者 数 の 減 少 は 悦 性 化 し 、 私 達 工 業 教 育 関 係 者 の 頭 痛 の 種 と な っ て い る 。

きて 、新 指 導 要 領 に よ っ て 教 育 さ れ た 最 初 の 卒 業 生 が 建 設 界 の 戦 列 に 加 わ る の は 51年 の 春 で あ る が 、 地 盤 沈

下 し つ つ あ る 工 業 高 校 に 果 し て 新 学 科 が 殻 誼 さ れ る よ う に な る で あ ろ う か。 工 業 高校 の 振 興 策 に つ い て 業 界

の ご 意 見 も 伺 い た い 次 第 で あ る 。 ( 1  )  
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既刊

. 股悌妓術者 Z書 紺 爪 知 識

のための 民正 ;;i!<:! V J  ムH 白 臥

・B 5事IJ 9  P活字一段隣組400頁 ( 折込図面50欽)

. 定価 2，300円 会員特価 2，ωo円 活 科 250円

. 発事IJ 44年 9 月

・ 鉄 骨 の デ ザ イ ン ・実例と考え方

・B5 判 8 P活字一段航続 4∞頁( E : r 図面 88校)

Ｎ 定価 Ｒ ， Ｕ ∞円 会 員 特価 Ｒ ， ＲＰＰｾ 送時 Ｒ Ｕ Ｐ 円

. 発刊 45年 2 月
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園 建 築 の 風 力 係 数

執 筆者 工学博士 石崎滋雄( 京都大学教授〕

. A5 判 9 P活字一段横組 100頁

・定価 350円 会員特価 300阿 送 料 55円

. 発刊 42年10月

近刊

・ 建 物 お よ び 設 備 の 保 全

・編集: 清水寿栄次

最新刊

・ 建 築 基 礎 工 法 と 実 例

園 B5 判( l 82x 257mm) 9 ポイント 活字一 段 繍 組 約500頁，

本 文 特 別 上 質 紙，浪紙 特ク ロース上型，特製函入

. 定価 3，5∞ 円 送 料 250円

. 発事j 昭和47年 1月末

. 編集 安員長山府邦男 . 幹事 宮 川 逮郎・山口 安男 ・多々見市i l





大阪の近代建築

600号記念

大正 6 年 ~昭和 16年

建築と社会第 1集 ~第24集

本 号 の 作 品 作 風 欄 は 、 と く に 「 建 築 と 社

会 J 600号 に ち な み 、 創 刊 号 よ り 第24集ま

で の 大 正 6 年 一 昭 和 16年 に 竣 工 し た 大 阪

のさE代 建 築 約 50点 を 拾 っ て 集 録 し た も の

である。

作 品 は 大 阪 市 内 ( 一 部 府 下 を 含 む ) に 限

った。写: 其は「大阪中央郵便局 J 1 点 を

の ぞ い て 、 す べ て 「 建 築 と 社 会 」 誌 よ り

複 写 し た も の で あ る 。 こ の な か に は 、 「 朝

日 会 館 」 な ど の よ う に 再 開 発 で 現 存 し て

いないものや、 「堂島ピノレ」などのよう

に 、 外 観 が す っ か り 変 っ て し ま っ て い る

も の も あ る 。 い ず れ に せ よ 、 当 時 の 商 彩

を 示 す も の と し て 、 そ の ま 、 年 代}I頃に掲

載 し た。 建 物 名 は 写 真 番 号 で 後 の リ ス ト

を 参 照 の こ と 。 設 計 者 ・施 工 者 名 は 当 時

の 呼 称 に 従 い 、 竣 工 年 、 掲 載 号 も 付 記 し

e 、

~。

こ こ に 集 録 以 外 に 、 も れ て い る 大 阪 の 名

建 築 も か な り あ ろ う か と 恩 わ れ る が 、 そ

れ は ご 答 恕 ね が い た し 、 。 大 阪 に お け る 近

代 建 築 の 歩 み を 知 る 一 助 に な れ l; f 幸いで

ある。









。 大阪 市 中 央 公 会 堂 大阪市北区中之島

設計岡田信一郎 コンベ当選案) 総工清水組

長野片岡建築笹務所

竣 工 大 正 7 年 掲 暖 号 大 正 7年 2 月号

@ 三越 大 阪 支l吉 {λ ケッチ三色刷) 大阪市東区高胞情

& 計 横 河 工 護 所 箱 工 竹 中 工務庖

t茸工函館大正 6 年・東館大正 9年 J曲線号大正 6 年 2 月号

@ 大 阪 市 庁 舎 大阪市北区中之島

$ 計大阪市庁舎趨時建築部 施工銭高組、鴻池組

綾 工 大 正 10年 掲 級 号 大 正 10年 5 月号

。 大 阪 堂 島 ビ ル デ ィ ン グ 大阪市北区堂島

sGJ十竹中工蕩庖 範 工 竹中工務庖

竣 工 大 正 12年 掲 寂 号 大 正 12年 7 月号

@ 大 阪 ビ ル デ ィ ン グ 大阪市北区宗赴町

r3. 1十 渡 辺 筋 範 工 大 林 組

竣工大正 Ｑｾ 掲 ｦｴ 号大正 ＱＴ 年 ＱＱ 月号

。 野 村Z正 券 縁 式 会 社 大阪市東区瓦町

設計安井弐重量 絡工大林組

波 工 大 正 14年 掲 綬 号 大 正 15年 4 月号

@ 大 阪 電 気 軌 道 上 本 町 本 館 大阪市東区上本町

会計大紋工蕩16. 対 岨 地 工 大榊 E

綾 工 大 正日年 掲 綬 号 大 正 15年 10月号

。 大 阪 府 庁 舎 大阪市東区大手前

大林組、清水組

竣 工 大 正 15年掲. I l 号大正時年12月号

。 朝 日 会 館 大阪市北区中之

設計竹中工務16 総工竹中工fl l6

竣 工 大 正 15年 崎 原 号 大 正 15月11月号

@ 第 一銀 行 大 阪 支 庖 大阪市東区高鹿矯

設 計 西 村 好 時 範 工 ;

竣 工 大 正 15年- ! t ll 号 昭 和 2 年 5 月号

@ 江商 ビ ル デ ィ ン グ

設計設楽建f要 事 務 所 総 工

竣 工 大 正 15年 処 置 号 大 正 15年 9 月号

@ 大 阪 市経 営 r九銭共同宿泊所」 大阪市港区境川町

設 計 不 詳

竣 工 大 正 15年t J $ft 号 大 正 15年 7 月号

@ 大 阪 中 央電 信 局 大阪市北区堂島

設 計 逓 信 省 施 工 大 が

竣 工 昭 和 2 年 縄 積 号 昭 和 2 年 9 月号

@ 高 麗 橋 野 村 ビ ル デ ィ ン グ 大阪市東区高礎矯

設 計 安 井 武 雄 鎗 工 大

竣 工 昭 和 2 年 処置E号 昭 和 3 年 3 月号

@ 大 阪鉄 道 局 庁 舎 大阪市北区

設計鉄道省工お局 抱工清水組大阪支16

竣工昭和 Ｓ 年 ｾｦｴ 号昭初 Ｓ 年 Ｖ 月号

@ 大阪 噴 泉 浴 港 大阪市浪速区

設計阿部顕J l IJ 施工安藤組

竣 工 昭 年 2年 掲 . 号 昭 和 3年 11月号

@ 集 英小 学 校 大阪市東区今縫

設 計 宗 兵 蔵 総 工 大 抹 組

竣 工 昭 和 2年 縄 . 号 昭 和 3年 1 月号

@ 日 本赤 十 字 社 大 阪 支 部 病 院 大阪市天王寺区準ヶ崎

設計阿国 jif 一郎、 木子七郎施工大倉土木株式会社

竣工昭和 Ｔ 年 ｾｦｴ 号昭和 Ｔ 年 Ｖ 月号

@ 阪急 ビ ル デ ィ ン グ 大阪市北区篠田

設計竹中工f 6 . r ; 5 I f 尾九郎 施工竹中工務庖

ホール天井c . ! 画 t 伊東忠太)

竣 工 昭 和 4 年 掲 緩 号 昭 和 4 年 6 月号

@ 心 斎橋 森 永 キ ャ ン デ ー ス ト ア 大阪市南区心臓

設 計 阿 部 建 築 事 務 所 施 工 大東建設工務庖

竣 工 昭 和 4 年 掲根 号 昭 和 4 年 5 月号

@ 曽 根 崎 警 察 署 大阪市北区白線崎

設 計 大 阪 府 営 絡 謀 総 工 大林組

竣 工 昭 和 4 年 ぬ厳 号 昭 和 4 年 7 月号

@ 文楽 座 大阪市南区鰻谷

設計八木 建築 Ｇ ｊｾ 務所施工大阪締本組

竣 工 昭 和 4 年 偽級 号 昭 和 5 年 2 月号

@ 生駒 時 計 底 本l吉 大阪市東区平野町

設 計 宗 建築 事 務 所 施 工 大 林 組

竣 工 昭 和 5年 掲 総 号 昭 和 5年 11月号

@ 住 友 ビ ル デ ィ ン グ 大阪市東区北浜

設計住友会資工作部 施工大林組

( 長谷部鋭音、竹腰健造)

竣 工 昭 和 5年 偽 総 号 昭 和 5年12月号



• 

向

。

@ 中 央 電 気 倶 楽 部 大阪市北区堂島

設 計 高 野 建 築 事 務 所 施 工 大 林 組

竣 工 昭 和 5 年 鍋 級 号 昭 和 5 年 12月号

@ 朝 日 ビ ル デ ィ ン グ 大阪市北区中之島

設計竹中工務広 範工竹中工務底

竣 工 昭 和 6 年 拘 級 号 昭 和 7 年 2 月号

@ 大 阪 市 中 央 卸 売 市 場 大阪市此花区

設 計 大 阪 市 産 業 部 施 工 銭 高 組

竣 工 昭 和 6 年 掲 載 号 昭 和 6 年 1 月号

@ 日 本 綿 業 会 館 大阪市東区備後町

設 計 渡 辺 節 施 工 消 水 組 大 阪 支m

竣 工 昭 和 6 年 綿 織 号 昭和 7年 7 月号

@ 日 本 倶 楽 部 大阪市浪花区霞町

設計倦石建築 Ｇ ｉｾ 務 所施工大林組

竣 工 昭 和 7$f. 1品級号昭和 7年 3 月号

@ キ ネ マ ・ パ レ ス 大阪市浪速区大園町

設 計 池 田 建 築 事 務 所 施 工 不 詳

竣 工 昭 和 7 年 拘 載 号 昭 和 7年 4 月号

@ 大 阪 歌 舞 伎 座 大阪市南区錐波新地

設 計 大 林 組 施 工 大 林 組

竣 工 昭 和 7年 掲 載 号 昭 和 7年 II 月号

@ 南 海 ビ ル デ ィ ン グ 大阪市南区難波新地

設 計 久 野 建 築 事 務 所 施 工 大 林 組

竣 工 昭 和 7 年 ぬ 餓 号 昭和 7年 II 月号

@ 淀 屋 橋 ビ ル デ ィ ン グ 大阪市北区中之島

訟計竹中工務底( 早良俊夫) 施工竹中工務庖

竣 工 昭 和 7 年 掲 載 号 昭 和 8年 1 月号

@ 大 阪 瓦 英 語 ビ ル デ イ ン グ 大阪市東区平野町

設 計 安 井 建 築 事 務 所 施 工 大 林 組

竣 工 昭 和 7 年 掲 載 号 昭 和 8 年 7 月号

@ 大 阪 パ ン シ オ ン 大阪市西成区玉出町

設 計 村 野 藤 吾 施 工 藤 木 工 務 后

竣 工 昭 和 7 年 掲 載 号 昭 和 8 年 7 月号

@ 伊 藤 高 商l吉 大阪市東区本町

設 計 小 笠 原 建 築 事 務 所 施 工 大 林 組

竣 工 昭 和 8 年 掲 載 号 昭 和 8 年 7 月号

@ 大 阪 府 立 今 宮 中 学 校 大阪市浪速区富津町

設計大阪府営繕ｾＱＡ施工大林組

峻 工 昭 和 8 年 掲 載 号 昭 和 9 年 2 月号

@ 大 丸 大 阪 底 大阪市南区心斎橋

E主計ヴォーリス建築事務所施工竹中工務庖

竣 工 昭 和 9年 掲 載 号 昭 和 9年 7 月号

@ 大 阪 市 立 刀 根 山 病 院 大阪府12中市

設 計 大 阪 市 土 木 部 建 築 課 施 工 池 田 勘 蔵

竣 工 昭 和 9 年 掲 載 号 昭 和 10年 2 月号

@ 新 大 阪 ホ テ ル 大阪市北区中之島

設計大阪市臨時ホテル建設事務所 古車工消水組、大林組

竣 工 昭 和 9年 掲 載 号 昭 和 10年 3 月号

@ そ ご う 百 貨 底 大阪市南区心斎橋

設 計 村 野 建 築 事 務 所 施 工 大 倉 土 木 株 式 会 社

竣 工 昭 和 10年 掲 総 号 昭 和 10年 II 月号

@ 大 阪 株 式 取 引 所 大阪市東区北浜

設計長谷部竹腰建築事務所施工大林組

竣 工 昭 和 10年 掲 載 号 昭 和 10年 6 月号

@ 帝 塚 山 学 院 大阪市住吉区帝塚山

設 計 阿 部 建 築 本 務 所 施 工 藤 木 工 務 庖

竣 工 昭 和 10年 掲 載 号 昭 和 10年 12月号

@ 大 阪 市 立 商 科 大 学 学 部 大阪市住吉区

設 計 大 阪 市 建 築 課 施 工 鹿 島 組

竣 工 昭 和 II 年 掲 敏 号 昭 和 II 年 3 月号

@ 大 阪 放 送 会 館 ( 設 計 競 技 図 案 ) 大阪市東区馬場町

設 計 渡 辺 仁 施 工 消 水 組

竣工昭和 II 年掲載号昭和8年2月号( 妓技設計上昭和 II 年7 月号

@ 大 阪 市 美 術 館 大阪市天王寺区茶臼山

設 計 大 阪 市 建 築 謀 総 工 大 林 組

竣 工 昭 和 II 年 掲 載 号 昭 和 II 年 6 月号

@ 大 阪 中 央 郵 便 局 大阪市北区侮回

設計郵政省建築諜( 吉国鉄自[1) 施工げf水車且

竣 工 昭 和14年

@ 石 原 産 業 海 運 株 式 会 社 大阪市西区肥後橋

設 計 村 野 建 築 事 務 所 施 工 消 水 組

竣 工 昭 和 16年 掲 裁 号 昭 和 16年 6 月号

掲載号とあるのは r建築と社会」誌
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喧00号記念号編集

特別委員会委員

〈順序不同)

岡 田 孝 男

坂本勝比古

滝 沢 真 弓

小林 清

岡橋作太郎

佐 野 正 一

白 石 博 三

鳥 国 家 弘

垂 水 英 司

三輪 嘉男

松尾 純

安田 孝

竹嶋 祥 夫

安 田 丑 作

永 谷 二郎

池 田 恵次

松 井 昭 光

特集: 600 号 記 念 号

「建築と社会J 600 号発行を記念して

日本建築協会会長 塚 本 猛 次

本会誌「建築と社会」は本号をもって ，ちょうど 600 号を数えるにいたりました。

かえりみますれば，大正 6 年 ，本会が関西建築協会として ，大阪に弧々の声をあげて以来，

その会誌として ，当初は「関西建築協会雑誌」と称し ，翌年に「日本建築協会雑誌、J ，つづい

て大正 9 年 1 月号より， i建築と社会」と改題 して発行してきたのでありますが，五十数年の

幾星霜をのり ζ え，会とともに歩みつづけてきた ，わが国有数の建築雑誌として ，その存在は

っとに知られるととろであります。

本誌は ，創刊号の「発刊の辞」にありますように ， i 比の進展期 lζ 際し ，社会を指導する大

抱負の下 lζ ，我が国建築界の堅実なる発展を期し ，科学的に組織ある文明的都市の建設を計る

べき急要の時期なるを覚悟し ，以て将 lζl 鳴らんとする暁鐘第一の金鋼杵たらんと欲す」 という

精神のもとに創刊されたものであります。 大正 9 年 lζ 「建築と社会」と改題されたときにも

「一層，社会的触接を期するの名実相充当せむ乙とを築うと共に ，駿乎たる躍進的機速に先む

ぜん ζ とを欲す ，維れ，愛』ζ ，我誌名を復び更改する所以也」とうたっております。

半世紀以上にわたって ，歴代の会長 ，理事 ，編集委員長 ，編集委員 ，会員諸君の不断の努力

によって ，大正から昭和へと ，その時代時代の都市 ，住宅 ，防災， 技術 ， 設計， 施工 ， 新建

築 ，設備 ，材料など ，建築のあらゆる分野にわたる諸問題をとりあげて ，その普及と啓蒙に つ

とめ，その記録を後世 lと伝えてきた乙とは大きな歴史的功績であり，かつ社会的貢献で‘ あると

いわねばなりません。

とくに ，関西における建築界の歴史的なできどとは ，いまや ， 600 号におよぶ本誌をひも と

くことなくしては語れないといってよいほどであると思います。乙乙 1<:: ，あらため て，乙んに

ちまでつづけて乙られた会員諸君の不断の努力とど協力に対して ，感謝の念と敬意を払うもの

であります。

先達たちの発刊の意図を汚すととなく ，さらに一層の努力とど協力を本誌によせられんと と

を願って ， 600 号発行を記念するあいさつといたします。

600号記念号編集特別委員長 岡 田 孝 男

建築協会50周年記念特集号は ， 昭和42年 lζ 出ました。雑誌「建築と社会」は ， そのときに

印 O号になっていたはずですが，戦中戦後休刊した乙とがあるので ，今年ようやく 6∞号に達し

記念号を特集する乙とになりました。

協会の何周年記念号ではなくて ，雑誌の 600 号記念ですから ，あまり正面きって固くならな

いように ，ま たつい 5 年前 lζ 出た50周年記念号の記事と重複しな いよう に，軽い読み物 lとする

方針で ，大正の創刊期から昭和の初期 (10年頃) までに焦点を合わせ ，創刊号の復刻，興味の

ある論文の再録，小住宅 コンペ のブーム，都市問題などを取りあげ，インタ ーヴュ ーなど ，委

員がおのおの手分けして当り ，本記念号の編集を了しました。

乙乙 lζ 委員一同の名を列ねて ，報告申し上げます。
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大正・昭和前期の都市問題

一 輪 嘉 男

「建築 と社会」草創期の社会的背景

「建築と社会」の創刊号が発行されたのは，大正6 年の乙とである 。

乙の初期の「建築と社会」には，とくに都市問題に関する論文や論評が

多い。乙れは片岡安初代会長の特色であり ，当時の社会的背景のしから

しめるととろであった。すなわち大正 3 年に始まった第 l 次大戦の 4 年

閣を通じて，連合軍の兵結部を担当したわが国の産業は，飛躍的発展を

遂げ，多くの部門が世界第 l 位の生産高をあげるに至った。したがって

全国各都市の発展はめざましく . 明治41年61市を数え，都市人口の全国

総人口1 1 : 対する割合は15% に過ぎなかったが，第 l 次大戦後には急激に

増加し ，第 1 回の国勢調査が実施された大正 9 年には83市となり . 18 %

にのぼり ，大正14年には 101:市となり ，都市人口の比率は22労lζ 達する

に至った。

乙の時期には郊外電車が発達し ，郊外地が開発され，都市化が進むとと

もに，大正 7 年の米騒動，大正 9 年にはわが国最初のメ ーデーが行われ，

大正10年は神戸の三菱造船所についで川崎造船所の大ストライ キが勃発

して 1 カ月半におよぶ未曽有の労働攻勢が起乙った。とれと相前後して

大正 8年IC都市計画法と市街地建築物法が成立し ，内務省に都市計画課，

府県ICは都市計画地方委員会や建築課が設置され，大正? 年1 1 : 内務省，府

県lζ 社会局，社会課がおかれ，大正ゆ年に住宅対策として住宅組合法が制

定された。また大正11年! c は内務省の市町村課から都市課が分離した。

市政近代化の夜明け

大正初期のわが国の市政運営の実情は，ただ開明期であり ，東京市が

市役所の編制でいちお う近代行政の色彩をおびるようになったのは，後

藤新平が市長になった大正 9 年以後の乙とであり ，大阪市も大正 3年東

京高商教授であった関ーが招かれて池上市長の高級助役に就任してから

次第に面目を改めたのであった。第 1次大戦後数年にして東京，大阪の

ような大都市だけでも，いちおう近代都市行政の形態をとるにいたった

乙とは一大進歩であったが，その他の多くの都市は旧態依然たるものが

あり ，六大都市とその他の都市との聞に，人口でも大きな開きがあるよ

うに，その他多くの 乙とにみられる共通の現象であっ た。

都 市調査研究機 関の誕生

大正 6 年l C は全国市長会の前身，全国各市区連合協議会では，帝国大

学 IC都市研究科の講座の新設をその筋に建議する乙とという一項があっ

て，都市問題が次第に重要視される気速に向かいつつあった乙とを証明

しているが，同じく大正 6 年 3月11: . 関西建築協会が片岡安を会長とし

て創立され，関西建築協会雑誌( のち「建築と社会」と改題) の創刊号が 9

月IC発行された。大正 7 年には協会の第 l 回通俗講演会が開かれ，都市

住宅問題( 関ー) . 大阪市区改正について( 片岡安) . デモクラシ ーと

建築( 佐野利器) . 大阪港の将来( 直木倫太郎) の講演があった。乙の大

正 6 年には内務省IC内務大臣後藤新平を会長として都市研究会が設立さ

れ，その機関誌 「都市公論」が大正 7 年4 月に創刊された。また大正10

年 . 11年. 13年の 3 回にわた って都市計画講習会が，都市研究会の主催

で関かれ，講習録を出版している。大正11年11月には都市研究会，建築

学会， 土木学会の主催で， 全国都市計画協議会が初めて開催された。

( 乙れが終戦後も，都市計画協会として都市研究会をひきついだ形で継
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続 し. i都市公論」かる「新都市」へ機関誌を改題している。〉

大正 8 年 2 月ICは大原社会問題研究所が開設され，その姉妹機関であ

る労働科学研究所が大正10年 7月に設けられた倉敷労働科学研究所を母

体として生まれた。

大正11年 2 月には東京市政調査会が， 後藤新平を会長として設立さ

れ，その機関誌である「都市問題」は大正同年 5 月IC創刊された。大阪

では，大正14年10月に関ーを会長として大阪都市協会が設立され，その

機関誌「大大阪」が大正14年12月1 1 : 創刊された。( 戦後，大阪都市協会

の機関誌は「大阪人」となって P R的色彩が強くなり「大大阪」はその

編集内容からみて大阪市都市問題研究会の機関誌 「都市問題研究」がひ

きついだとみてよかろう〉都市学会は，昭和 3 年の日本社会学会大会が

「都市」を研究テ ーマにえらんだのを契機として東京帝国大学内に発足

し，史学，経済学，法律学，医学，建築学などの学生，研究者も加え，

西洋史の今井登志喜教授を会長 として，定期的に研究会を開催 していた

が，のち再編成があって地理学の木内信蔵氏 らが中心となり ，四谷の細

長街の調査を行なった。

乙のように相ついで各種の調査研究機関が生まれたのは，第 1次大戦

後の経済界の飛躍的発展による ととろも多いのであろうが，同時に科学

的な調査研究によらなければ，解決する乙とのできない難問題が相つい

で起乙った乙とが，大きな動機となっているととは否定しがたい。

全国都市問題会議 の 開 催

昭和 2 年5 月19日から 3 日間，第 1 回全国都市問題会議が大阪市で関

かれた。関一大阪市長の発案で大阪市の外廓団体である大阪都市協会の

主催によった。 当時地方l C は市長会もしくは協議会の名のもとに地方都

市の協議機関が作られたり ，また大都市の聞には事務協議会，議長会，

統計協議会，社会事業協議会，中央卸売市場協議会などがあり ，また教

育，衛生，水道などの各種事業についての全国的協議機関も存在した。

しかし乙れらはいずれも第 l 次世界大戦後の都市の拡大発展によって.

市政の上に各種の共通の問題が発生し，しかも単独の市町村では解決で

きない広域的なものもあったので，相互の連携あるいは情報交換のため

に設置の必要が痛感された結果であった。第 I 回の主報告は片岡安の

「防火と建築J . 小浜浄鉱の「不良住宅改善J . 直木倫太郎の「土地区

画整理J . 打下吉延 ・関ーの 「自由空地並IC公園」であった。

第 2 回全国都市問題会議は東京市政調査会の主催によって，その前年

新設された日比谷公会堂ならびに市政講堂を会場として，昭和 5 年10月

6 日から 3 日聞にわたって開催された，その主報告は池田宏の「都市の

郊外地統制J . 内山新之助 ・古川静夫の「街路交通の統制J . 河北一郎 ・

堀切善次郎の「受益者負担金」で，それぞれ慎重な実証的研究討議が行

なわれた。また ，乙の会議を恒久的かっ独立的な組織のものにしようと

する提案があり，昭和 6 年4 月 1 日をも って恒久的組織が確立した。第

3 回からは会議自体を独立させ，東京市政調査会が事務局となっておお

むね隔年に開催された。( 戦後は東京市政調査会が事務局を担当した日

本都市連盟主催のもとに昭和23年以来毎年関かれてきた。日本都市連盟

が全国市長会に合体した昭和27年以降は，全国市長会および東京市政調

査会の共同主催によって，また昭和34年以降は開催市との三者共同主催

で同じく毎年開催されてきた。〉



.. 

建 築 物 法 成 立 へ 関 西 建 築 協 会 の 活 躍

復刻版と して掲載した片岡安会長の論文「我園都市改良計画の将来，

( 上) . (下)J は， 関一助役を委員長とし，片岡会長や京大教授( 土木)

大藤高彦ら 9 名を委員とした大阪市都市改良計画調査委員会での片岡委

員の意見と思われる。 35周年記念座談会の今林氏の言を借りると. I 乙

の頃片岡さんが中心で建築物法ができた。最初の博覧会にいたるまで.

協会で骨を折ったのは建築物法で，各国の建築条例や論文を翻訳しろ ，

というわけで割り当てられてやった。最初の雑誌から見ると各号ともの

っている。そのうちに建築物法と都市計画法ができた。協会はその間貢

献したわけだ。 J r建築と社会」昭和28年12月号 P. 9  

さらに 15周年記念座談会での片岡会長自身の言を引用すればつぎのと

おりである。

「建築物法，建築条例の制定を急がねばならぬ。乙れは建築学会も過去20年努力して案を作

ったけれども，そのまま東京市長の引出しに入ったままだ。それでは仕様がないというので建

築学会では建築条例実行促進安員会ができたが，一回も開かずそのままになっているという乙

とを知っていたので. 1 : . れは関西の団体が中心となって後藤新平さんが内務大臣だから. 1: . れ

を動かす IC限ると思って，関西建築協会で徹底的に了解を得ベ〈努力したい E とを賂った。そ

して建築学会，都市協会. ｾ建築士会に働きかけＮ 1: . の四つの団体がー絡にやろうという乙と

で，ζ の原案は己つちから書いていった通りにして，後藤さんと会い建磁案を説明した。所が

後藤さんは，それは技術家鎗で世の中の事は復維なものでそう簡単なものじゃないよと一蹴す

る。惇々 と説いて E れは寄生輸でも技術家愉でもない。世界各国の都市とも建築物法のない所

はない. 建築物は現代文化の中心をなすものだから，貴下のような事を言っては困る。内務省

に最近都市計画謀という ものが出来たが，乙の骨は市区改正であるが，同時 ICパラレル IC行く

ものは建築で，都市計画際を内務省 IC作勺た位なら，どうしても乙ういうものは当っておく必

要があると雪って怠は直ぐ大阪へ帰った。後藤内相も直ぐ水野錬太郎次官， 池田宏都市計画課

長IC I : . の案を見せた。そうすると水野氏も乙れは内務行政の中枢をなすべき問題であって，内

務行政はこれから E の方 IC向って行かねばならぬと怠勺ている。それを建築の方面の人がそう

いう事を言ってきたのは渡りに舟で大いに尽力してもらはねばならぬというので，後藤さんは

ひ・っく りして直ぐ会いたいといってきた。そ ζ で2 月6 日( 大正 7 年) IC会った。そうすると

もうすっかり箆が変っていて内務省は大賛成だ，大いに尽力してくれ，至急爾査会の予算をと

るから… -という E とで，寮員となるべき各方面の会長な り代表者，衛生学の柴恩博士，土木

の連中，建築では佐野君と僕と塚本君が4 団体の代表者というので呼ばれた。建築と都市の問

題とをー絡にして都市計画課を作るようになったから鰭君ど尽力願いたいというので・・6月

IC雲員会ができ，大正 7 年夏から 12月まで l 過1 回づっ僕はその餐員会IC行った。建築の方で

は佐野君，内田君，笠原君も出た。大正 8 年の春 ICそれが通過してしま勺た.

そういう関係で ζ っちの協会では，都市計画関係の問題は非常に研究をした釈だ。

cr 建築と社会」昭和 7 年10月号 P . 42- 44)  

都 市 計画 法 の 矛 盾

都市と建築iζ 関する最初の統一的な法規として，都市計画法と建築物

法は，統制法としての性格は一貫していたが，より積極的に健全な都市

と建築を誘導しようとする規定はなしイギリスなどのように健康な住

宅の供給という建設的な事業も伴なっていなかった。乙のととは大正期

のデモクラシーのように，きわめて観念的な社会的関心と ，現実の社会

的立場によったものといえよう。

「建築と社会」の誌上においても，大正14年lζ 都市計画地方委員会の

職員と ，市の都市計画部の職員との間で前後 5 固にわたって，都市計画

についての質疑がかわされているのも ，都市計画法自身がもっ矛盾の故

と，思われる。

すなわち「所有権に大なる制限を加える地域制が，それに対して保護

を与うべき何等の施設をも計画さ れないで，単独に施行される乙とは喜

ぶよりむしろ憂ふべき乙とではある まいか。地域の決定を喜ぶIC止まら

れず，更に工業地域IC在りでは，運河，港湾，鉄道等の工業繁栄誘致策

の要があり，住居及商業地域IC在りでは土地の宅地としての利用を増進

せしむる土地区画整理の如き施設が肝要であるというようなととを市民

に吹き込み，其の自覚を促し ，理解を求められたかったのである。」と

の意見が出ているが，都市計画委員会は，審議機関に止まり ，地方公共

団体は，決定事項の実施機関にすぎない。ビーアドが指摘したように，

「都市計画法は権限と責任を分割している。しかも委員会は執行機関で

はないのである。ナポレオンがかつて言ったように， " 参謀会議が戦争

をしたためしはない。" J  

.  r市民の理解を基調とする都市計画」伊東俊雄 建築と社会開大正14年6 月号

・「吾人IC家無し安ぞ観国あらむ一都市計図IC就いて」白井和夫 建笑と社会大正14年8 月号

・「誤解される都市計画と理解されざる其の法制」 問中清志 建築と社会 大正14年9 月号

• r都市計画11: 対する市民の理解11: 就いて問中氏に答ふ」伊東俊雄建築と社会大正14年10月号

・「続鋲解されたる都市計厨」 田中清志建築と社会大正14年11月号

.  r東京の行政と政治J C. A. ピーアド 昭和39年 P. 45 

大阪の煤煙防止運動

第 1 次大戦とともに大阪はますます「煤煙の都市」となり ，住友伸銅

所の煤煙や，春日出発電所の降灰などを始めとし，煤煙lζ 苦しむ市民の

苦情はいよいよ基しくなった。乙の煤煙問題を解決しようとして，大阪

都市協会の一つの事業として 「大阪煤煙防止調査委員会j が昭和 2 年! と

生れた。従来は工場の工場監督の所管上，大阪府で煤煙防止について関

与していたが，今回は大阪市が中心となって，煤煙の被害調査，燃料燃

焼装置の改善指導，煤煙防止の取締について三つの小委員会に分れて研

究活動し，宣伝普及の目的をもって，わが国 IC初めての全市における大

空中浄化運動を昭和 3年 9 月に開催し，百貨庖で「空気と衛生」という

展覧会を開いたり，講演会，懇談会などを行なった。ついで昭和 6 年10

月に第 2 回目の空中浄化運動を行ない，内務大臣と大阪府知事に本会長

の名をもって煤煙防止取締規則を発布して頂きたいという建議蓄を提出

した。その結果，昭和 7年 6 月 lζ 全国で初めての煤煙防止取締規則が発

布され，煤煙防止問題の エポックを形成するに至った。

「煤煙防止運動の沿革」 安逮将総俄料協会u ; 昭和 8 年12月号

関 市 長 の 田 園 郊 外 論

明治末年から大正年代にかけて，大都市圏では郊外電車の開発にした

がって，郊外地が急速に開発され，工業化の進展にともなう都市化も加

わって，大都市周辺には中小都市の発展が目立ち ，速坦都市化の方向が

強くなってきた。乙乙で集中主義と分散主義の都市計画が展開する。さ

らに両者をまとめた第三の考え方として関市長の田園郊外論がある。

「我国では田園都市と田園郊外との差別さへ無視する田園都市賛成論者

があるには驚く外ない。

英国の田園都市論者は田園都市と回国郊外とは根本的に区別すべきも

のであって田園都市は純粋の英国流の思想であり，田園郊外は独逸流で

あると言うている。私は乙の点において田園都市が一つの空想でt ある乙

とを恩はざるをえない。田園都市は一つの帰農運動である。大都市は一

つの脅威なりと言う考から出発している大都市撲滅論である。

乙の論は現今の大都市市民の心理状態を無視したものであって，淘 lζ

結構な議論であるが，其の実現は近き将来ICはむつかしいものである。

少くとも現時の住宅政策には余り役に立たない。そ乙で私の主張は回国

郊外の発達である。大都市を組織する周囲の住宅区域は小中心点を囲綾

する田園郊外である。」 関 ー 「住宅問題と都市計画」 大正12年 P . 109- 110 

関 一 「田園都市」建築と社会大正11年11月. 12月号

都 市 計 画 か ら 地 方 計 画 ヘ

関市長の田園郊外論は，都市計画から展開してきた地方計画論とも考

えられる。昭和 8 年には都市計画法の改正によって，市制をと るととろ

は指定をまたずすべて都市計画法の適用を受け，さらに主務大臣が指定

する町村も適用を受ける乙とになっ た。との改正によって地方計画が問

題となってきたのである。昭和11年の第 3 回全国都市計画協議会におけ

る中沢誠一郎課長の近畿地方計画についての発表によれば，近畿 2 府 5

県をその区域とし ，市街地計画と非市街地計画の区分を考え，非市街地計

画を緑地計画と呼び，公開地と生産地を含めて市街化を誘導するような

事業や計画を禁止し， さらに建築制限を加える乙とを提案している。ま

た都市計画愛知地方委員会の中村綱技師は，地方計画夜明け前 として，

その制度化へ 3 つの方法をあげている 。第 1 は現在の都市計画法を廃止

し，他K 強力な地方計画法をつく る。第 2 は現在の都市計画法をそのま

まとし，その他の諸法令を統制し綜合計画を確立するために地方計画法

を制定する。第 3 は別に地方計画法は設けず，都市計画法を改正して都

市以外の部分にも法の運用ができるようにする。乙れらの案はいずれも

地方計画を実際化しようとする都市計画委員会職員の具体的運動であっ

たが，さらに広く町村をも包含し ，国土全般にわたって総合計画を樹立

しようとする国土計画に関する制度要綱も提出された。しかし地方計画

の制度化については，戦争の進展とともに国防的な国土計画に肩代りさ

れて消えてい ったのである。

中沢披一郎「近畿地方針画について」都市公論 昭和11年8 月号

中沢骸一郎「都市計画より地方計画へ」 主主祭と社会 昭和11年8 月号

中村 綱「地方針画夜明け前」 建築と社会昭和11年8 月号

( みわよしお大阪市立大学講師〉
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欧

米

申

制

市

は

最

近

に

主

h

，

彼

等

回

大

殿

江

ゐ

改

良

軒

壷

-
b

漸

衣

行

針

。

て

な

り

つ

〉

め

る

や

に

思

は

れ

・

1

凶

ご

よ

り

郎

市

に

よ

9

そ

れ

件

、

，

m情

を

異

に

す

る

の

で

め

る

か

ら

一

般

に

之

を

鈴

子

る

こ

と

は

山

車

江

ヤ

げ

れ

r
s
u

.
融

米

申

大

都

市

に

於

吋

ゐ

自

民

漣

り

劃

き

人

口

の

持

し

き

集

中

は

そ

れ

ご

相

比

例

し

て

交

通

院

の

数

精

乞

茶

花

し

、

従

車

副

滑

に

其

流

通

信

な

し

つ

〉

め

っ

た

街

路

a

b

漸

衣

浪

飢

競

符

を

樋

U

る

申

有

依

E

な

っ

て

車

た

か

ら

‘

己

u

t
畑

押

す

地

下

盛

遺

骨

建

設

す

る

や

ら

、

住

宅

地

甑

を

外

相

に

求

む

る

や

ら

、

或

は

郊

外

住

宅

セ

提

胸

す

る

な

ぜ

め

ら

0

・
匂

手

段

セ

講

じ

っ

、

泊

め

る

ピ

宮

ふ

始

末

で

め

る

@

乍

併

話

人

は

之

金

以

τ
都

市

内

部

交

通

り

徹

底

的

解

決

u

t

n
品

ゐ

却

に

申

か

な

い

の

で

め

る

J

倫

軟

に

て

は

市

の

中

極

限

域

に

は

路

面

税

滋

申

敷

設

佐

世

需

じ

τ
め

る

り

仇

ぜ

‘

‘

変

通

砿

織

り

お

め

に

晦

年

五

百

人

以

上

申

死

筑

を

生

じ

、

漸

次

其

劃

障

を

摘

し

つ

〉

あ

る

E
官

ム

ニ

ど

で

め

る

、

叉

純

一

一

H

に

て

は

今

や

第

五

桁

申

安

過

は

行

開

り

の

瓜

態

ピ

で

色

台

ふ

ぺ

〈

、

最

短

純

背

銀

賞

骨

訟

が

世

行

ぞ

る

「

タ

1

ピ

ぷ

」

誌

仁

依

れ

ば

.

同

市

第

五

桁

(

中

央

大

縦

賀

市

刊

路

)

申

四

十

二

T

n

i

b
三

十

四

T

目

じ

返

す

る

じ

は

‘

誕

距

雌

領

か

に

年

町

な

る

に

拘

ら

子

、

れ

働

引

に

て

こ

十

五

六

分

間

を

要

ぜ

る

こ

ど

珍

し

か

ら

令

、

歩

行

者

町

方

却

τ
之

を

迫

。

扱

〈

の

滑

首

相

セ

械

や

る

場

合

多

し

ご

合

ム

‘

相

刊

行

の

如

〈

人

口

二

十

入

時

じ

一

畿

の

自

働

市中

b

z

所

荊

す

る

世

間

に

て

は

‘

臼

働

車

申

H

品

集

は

遂

に

斯

h

r

る

剖

出

飢

を

弾

犯

す

白

己

U

u

z

拘

ざ

る

じ

立

運

る

N

M

敢

て

住

U

よ

ゴ

h
z

暫

せ

S

H

Z

品

、

文

明

申

刊

詳

b

川

ゆ

る

に

山

な

5

に

立

出

品

ι

L

U
る

は

又

一

方

街

路

系

統

や

英

昭

μ
u
r

4  

山

代

的

混

誹

に

巡

礼

つ

〉

め

る

士

涯

馴

す

る

も

の

ご

立

は

ね

ば

な

ら

向

。

交

通

ょ

の

陣

符

は

A

Y

や

散

水

大

都

市

の

何

札

a

u

v
痛

切

に

咋

め

つ
、

s
m
M岨

に

し

て

、

今

後

真

に

滋

府

ぜ

ん

さ

せ

る

其

交

通

散

を

担

何

に

鼻

理

ぜ

ん

ご

す

る

や

は

.

敏

岨

唱

の

A

Y

後

申

改

良

計

置

に

判

明

は

る

、

f

u

E

で

め

ろ

ふ

。

之

乞

貌

嗣

占

現

時

に

考

ふ

る

も

英

同

向

は

漸

次

郎

著

と

な

0

.

東

京

、

大

阪

‘

掠

制

等

の

榔

加

申

大

通

。

M

A

Y

や

巳

じ

官

官

通

必

雑

啓

ぞ

草

花

し

つ

〉

め

る

筒

所

少

か

ら

白

申

で

め

っ

T

、

其

軌

議

撒

段

E

其

湛

帽

も

行

肺

仰

り

居

る

よ

3

q

H

品

態

で

串

る

ω

若

し

今

後

の

膨

阪

と

聾

展

ぞ

推

一

A

す

る

時

は

併

路

系

統

ピ

誕

似

品

の

改

正

は

一

剣

・
・

早

f

某

研

究

金

遂

げ

τ
氷

.

波

町

針

壷

を

岨

開

立

せ

ね

ば

な

ら

白

よ

さ

を

依

ぜ

し

む

る

申

T

串

ゐ

。

都

市

膨

阪

の

則

世

代

の

傾

向

は

殆

ん

ざ

之

乞

防

止

す

る

に

山

な

、

nu--申

ご

す

れ

ば

、

其

λ

口

四

集

中

よ

b

生

A

Y

る

衛

生

上

の

危

険

は

変

通

陣

容

以

上

に

深

さ

注

意

セ

榔

ム

ベ

き

問

魁

で

な

」

て

は

な

ら

晶

、

急

性

り

倒

象

病

伐

る

成

疫

、

申

一

扶

斯

、

亦

鋼

、

べ

-

A

ト

等

は

も

と

よ

り

、

慢

性

情

換

荊

た

る

笹

崎

申

紡

桜

病

辱

は

主

芭

L

T
初

骨

の

密

集

地

を

袋

ム

島

町

で

め

る

か

ら

、

其

防

備

却

ち

衛

生

設

備

町

完

全

な

る

施

訟

を

以

T

其

危

険

セ

肪

「

こ

と

ほ

、

文

明

都

市

の

一

大

議

事

に

し

て

.

叉

何

時

に

其

鈴

ど

す

べ

き

慮

で

め

る

。

般

近

二

十

年

間

に

厭

米

申

都

市

が

諜

衛

生

紙

態

b

z

改

善

し

其

住

民

申

健

取

を

m
謹

L

t
る

よ

と

は

、

近

代

仁

特

複

す

〈

号

車

買

に

し

τ
、

人

口

集

中

よ

り

生

千

る

衛

生

紋

態

町

低

下

t
防

止

せ

る

ピ

問

障

に

、

積

梶

的

に

之

セ

向

上

L

n

る

某

弔

績

は

、

金

〈

衛

生

生

理

隼

町

蓮

華

さ

衛

生

工

事

。

酷

温

ピ

に

飾

す

べ

主

で

串

ゐ

.

世

界

最

大

申

都

市

た

る

倫

教

が

A

Y

は

世

界

に

於

吋

ゐ

最

良

健

康

地

申

一

ぎ

な

っ

た

な

ぜ

は

、

全

〈

其

徹

底

サ

る

衛

生

4

E

備

申

胞

で

め

る

ピ

官

ふ

ニ

ご

が

出

来

る

。

我

嗣

申

都

市

は

近

時

非

常

に

其

衛

生

獄

態

化

向

上

L

n

り

札

f

弘

、

貨

は

欧

米

補

市

の

を

札

に

及

は

百

ゐ

ニ

芭

燈

寺

島

の

が

ゐ

る

申

み

な

ら

千

.

混同

人

を

し

2  

て

官

は

し

U

九

ば

、

そ

れ

ど

τ
も

最

早

此

慌

に

行

刑

削

除

叩

航

路

正

信

り

つ

、

あ

る

の

で

め

る

。

何

セ

以

τ
然

か

官

ふ

か

正

行

ム

に

、

相

官

叩

術

ぺ

奴

絡

山

総

説

記

る

下

水

詫

備

り

不

完

全

と

‘

紡

紘

煉

碇

所

の

幼

稚

な

る

こ

芭

.

食

級

品

償

費

、

山

悼

集

行

政

の

不

備

等

は

凡

τ
之

抗

都

市

街

崎

町

向

上

を

脱

帽

に

助

り

る

所

以

で

は

な

い

・

寝

闘

都

市

申

都

市

Z

L

τ

町

議

官

却

は

此

肪

に

於

て

特

に

高

L

〈

怯

げ

て

目

前

る

の

で

め

る

。

+

日

欧

武

の

郡

市

に

τ

は

花

ピ

ヘ

入

口

一

真

に

先

日

E

る

小

川

口

さ

T

品

、

下

水

股

備

管

備

へ

吉

る

は

よ

〈

、

文

時

叫

築

行

枚

目

施

行

S

れ

F

ゐ

慮

は

h
u

い

の

で

ゐ

る

。

抗

他

現

代

的

文

明

同

制

市

ご

し

て

は

常

然

な

さ

ね

ば

な

句

品

川

柄

に

し

て

現

闘

抑

t

m

M

未

だ

手

セ

抑

制

"

さ

る

品

目

糾

だ

事

い

二

ど

は

‘

万

人

町

市

に

泡

憾

ピ

マ

る

正

こ

ろ

で

晶

る

、

耐

し

て

部

柚

泣

申

方

法

M

r

回

塙

叩

聞

に

俄

b

攻

究

さ

れ

さ

る

か

一

知

，

。

停

に

、

百

人

は

税

同

り

A

，

後

の

提

出

県

上

判

ご

叫

し

一

日

刊

の

淋

し

き

金

峰

せ

，

S

ゐ

金

持

な

い

申

で

串

ゐ

。

百

λ

u

v

数

年

前

4

0

9

説

同

市

市

町

改

良

計

塗

が

緊

急

な

ゐ

'r

m

へ

に

る

は

、

必

令

L

t
欧

米

各

踊

白

文

λ

叩
附
直
面

中L

等

の

高

明

ぜ

L

箱

市

高

観

的

保

存

・

会

内

山

菅

せ

る

b

の

で

は

な

t

、

丑

〈

現

代

的

文

明

凶

ご

し

τ
常

然

平

市

す

べ

。

。

角

1

0

5

抑

市

の

完

A

K

な

る

及

協

叩

ら

変

通

町

安

全

ご

衛

生

施

占

的

完

備

を

期

待

す

る

か

ら

で

め

る

.

而

し

て

謀

計

壷

を

ま

つ

ゐ

に

は

必

ホ

財

政

の

輔

副

榔

を

探

求

す

る

を

妥

r

る

の

で

今

る

、

ボ

し

財

加

分

得

る

に

山

h

仙

寺

計

壷

な

ら

ば

宰

偲

議

論

と

し

て

立

前

へ

正

な

る

の

で

め

る

か

ら

、

寝

際

問

題

日

ゐ

揃

市

改

良

川

貨

ι
は

必

中

其

に

嶋

市

桝

た

る

財

政

を

願

慮

し

て

、

其

掴

市

川

貰

地

L

得

た

る

よ

う

な

段

計

を

立

て

ね

ば

f

e

ら

ぬ

り

で

め

る

。

唯

徒

ら

に

活

大

な

る

理

想

来

信

針

査

す

る

は

却

て

柿

市

改

良

の

機

法

令

償

折

せ

し

め

る

の

隣

め

ゐ

り

h

H

r

b

.

叉

除

り

に

現

在

的

財

政

状

態

に

申

み

拘

泥

し

て

饗

縮

せ

も

姑

且

集

者

金

占

す

る

は

策

的

得

た

る

も

の

で

は

な

い

.

ー

し

(

賂

採

り

脅

展

を

見

起

し

、

そ

れ

r

h

相

膳

せ

る

肝

査

乞

立

て

附

政

上

合

理

的

町

方

策

b

攻

究

す

べ

き

で

串

る

。

ニ

貫

通

政

僚

と

の

糊

係

制

中

山

刷

費

M

m

u

内

外

両

院

の

方

面

的

制

面

軍

及

光

賞

針

盤

に

山

m

-

b

s

o

の

で

ゐ

乙

ニ

ピ

は

、

現

代

的

大

都

市

町

現

獄

-
h

凡

て

之

智

将

明

し

つ

、

泊

め

る

正

官

。

朝

刊

る

@

殊

-

L

近

時

益

h

H

其

傾

向

を

清

し

〈

し

っ

、

益

事

る

大

資

本

主

義

は

凡

τ
の

物

資

町

都

市

集

中

金

敢

闘

し

、

大

部

市

を

し

τ
益

々

大

な

ら

し

め

.

英

訳

h

a

m

L
、

部

人

生

増

し

、

其

内

容

世

盆

々

山

叫

雑

な

b

L

め

口

ば

己

ま

の

の

で

め

ゐ

。

其

結

集

は

都

市

計

置

の

緊

念

な

る

を

叫

ば

し

め

る

白

で

め

ゐ

炉

、

主

同

時

に

都

市

計

量

的

通

常

な

る

鑑

梅

が

其

都

市

申

畳

展

膨

阪

乞

遁

め

る

申

で

め

る

・

其

叫

臥

曲

障

は

原

闘

が

結

刷

棋

を

生

み

結

果

U

F

凶

作

閥

佐

助

長

す

る

ζ

ご

恰

・

。

走

馬

燈

申

如

、

ae--の

が

め

る

ど

官

ふ

も

港

支

が

な

い

、

若

し

沼

市

白

血

玖

展

h

T

恐

れ

其

膨

似

を

刷

九

ふ

は

ら

ば

英

紙

岡

信

る

べ

き

内

外

両

方

衡

の

充

賞

計

量

化

球

界

に

し

、

務

め

て

其

賞

施

主

怠

る

を

以

て

特

集

正

す

る

の

で

め

る

が

、

現

代

的

圃

家

主

義

は

決

L

T
也

市

か

る

滋

担

主

義

'r
許

き

自

の

で

め

る

。

初

出

町

外

括

的

計

壷

叩

最

大

な

る

a

b

の

b

z

空

通

政

策

ど

す

ゐ

、

外

都

ご

の

由

A

晶

印

刷

使

大

な

る

に

従

川

町

其

都

市

町

襲

M

m

h

z

急

措

な

ら

し

め

る

二

ど

品

、

現

代

の

純

情

組

構

上

必

然

の

紡

呆

で

め

っ

τ
敢

て

英

理

↑
尚

h

z

敷

桁

す

る

由

要

叫

な

い

、

而

L

T
其

外

的

安

4

組

中

海

面

ご

昭

雄

節

が

触

も

薫

大

な

る

裏

紫

を

な

す

申

で

ゐ

っ

て

陸

上

の

大

漣

絡

級

官

相

伴

っ

て

其

都

市

由

経

梼

能

力

令

高

め

る

町

て

の

ゐ

。

咽

判

関

め

都

市

口

め

h

て

も

大

阪

‘

神

戸

、

名

古

田

問

、

情

放

浪

曲

尻

京

は

何

れ

‘

其

海

面

に

於

付

る

濯

絡

じ

み

，

其

H

R

櫨

胴

上

の

蜜

展

を

駒

り

ら

れ

τ
戎

花

・

』

ぜ

は

多

大

申

も

の

で

串

Z

炉

、

き

て

現

時

的

奴

盤

以

之

分

以

τ
車

る

べ

き

今

後

由

経

済

活

動

に

勝

へ

得

る

も

り

ピ

官

。

得

る

や

否

や

H

H

、

歌

T

識

者

t
待

つ

ま

で

も

な

い

訓

判

明

白

な

こ

芭

で

め

る

。

東

京

市

に

於

付

る

築

糟

問

胞

は

十

厳

年

前

一

昨

暁

L

〈

汁

ぬ

き

れ

日

リ

札

r

b
臼

や

厩

や

申

聞

に

採

ら

仇

τ
、

情

品

.， 



家

は

挺

聾

き

へ

る

聞

こ

へ

な

い

、

大

阪

は

明

泊

三

十

年

以

諌

二

千

高

附

を

役

じ

τ

J

1

年

聞

に

作

曲

集

稽

申

舛

腕

に

け

t

仕

よ

げ

肉

付

札

古

品

、

最

低

ま

で

は

未

完

成

の

悔

で

県

利

川

さ

へ

山

躍

な

か

っ

た

の

み

与

も

宇

一

時

築

港

耶

業

中

止

面

決

心

し

伐

位

で

め

っ

t

.

遊

離

漸

〈

誕

岨

開

運

佐

川

叫

へ

て

謀

計

壷

完

成

に

着

手

し

伐

の

は

誕

両

な

が

ら

其

舞

踊

佐

高

ば

ざ

る

を

符

な

い

.

肺

戸

の

策

樽

は

闘

銭

的

事

業

ご

し

て

十

年

以

車

肴

々

迦

行

中

な

れ

ば

諜

完

成

も

涯

き

ょ

と

で

串

A

ふ

、

主

惜

慣

演

U

其

策

港

完

成

以

躍

己

に

二

十

地

周

年

ぜ

純

f

m

的

ゐ

が

A

Y

や

其

却

艇

の

小

な

る

ら

乞

ほ

じ

っ

、

a

め

る

よ

コ

な

始

末

で

め

る

。

名

古

島

町

憎

策

色

返

端

山

来

上

b

t

る

b

目

、

通

其

川

明

間

憎

の

小

与

る

正

隙

上

ど

白

川

通

H

肺

訴

し

き

は

快

駄

で

ゐ

る

.

一

般

に

現

闘

の

軍

事

穂

町

舷

備

に

於

T

且

る

軒

L

寺

川

駅

制

品

川
片

品

開

上

ピ

の

雄

踏

抱

L

R

こ

と

で

め

っ

て

折

角

の

良

博

色

其

由

主

姐

利

便

昭

一

牢

セ

火

ひ

っ

、

め

る

官

官

ふ

も

治

官

で

は

な

い

。

之

智

欧

米

の

餓

抑

市

内

築

得

役

備

に

且

る

に

貌

嗣

都

市

が

如

何

に

も

納

品

な

る

を

威

ぜ

す

に

は

府

ら

札

品

の

で

み

る

・

綱

泡

の

洩

鑑

は

品

戸

〈

河

口

よ

b

六

十

町

以

上

智

治

り

日

る

河

抽

出

で

今

る

に

b

拘

'

b

千

世

相

針

A

m

a

m

-
-

申

立

ら

し

め

ん

ピ

じ

て

、

誕

祭

糟

肝

壷

に

二

位

高

剛

金

担

L

t

z

宵

ふ

こ

と

で

み

り

る

、

文

共

有

刺

り

'

・

ρ

7

1

戸

市

は

誕

祭

熔

に

問

健

高

岡

h

z

投

じ

‘

マ

Y

チ

エ

A

タ

l

及

品

ユ

1

9

フ

A

Y

は

各

一

億

七

千

寓

国

以

上

・

ぜ

其

糟

園

周

修

鍛

に

長

L

花

田

で

あ

る

、

殊

に

マ

ン

チ

エ

ぷ

タ

l

市

が

A

Y

よ

b

二

十

同

年

酬

に

己

じ

海

洋

よ

り

=

一

十

五

眼

年

の

大

連

川

伝

聞

起

し

τ

海

高

ピ

の

直

後

安

雄

セ

品

川

っ

た

の

は

大

臓

な

る

m

樋

政

策

ピ

し

て

大

r

h

m

賛

さ

れ

九

の

で

串

る

・

而

し

て

此

係

り

誠

市

町

藩

し

き

膏

展

は

災

海

闘

交

通

政

策

に

負

ふ

さ

こ

ゐ

大

な

る

は

首

ふ

ま

で

も

拡

い

自

で

め

る

・

A

Y

紋

み

に

咽

刊

闘

の

著

名

な

る

滞

u

v

a

置

し

恨

る

悼

集

費

t

且

も

に

友

の

如

し

・

大

阪

築

港

工

車

賓

《

大

正

閥

E
鳩山尚

の

t

一

千

二

町

八

十

八

夜

刷

外

に

附

相

車

業

費

(

公

債

の

刺

干

支

出

は

除

〈

)

跡

戸

第

糟

工

事

費

外

に

甫

肪

桂

川

蝉

工

費

出

慣

旗

築

滞

工

m

費

外

に

防

撞

凶

弾

修

築

費

保

年

港

内

波

探

畳

名

古

屋

築

糟

エ

m

費

内
大

事

A

L

Z

畠

の

き

外

に

中

阿

運

河

の

震

計

(

未

完

内

分

〉

第

一

広

節

ニ

医

第

三

廃

刊

U

市

築

博

工

事

費

{

施

工

中

の

凡

打

)

義

隆

築

博

工

郁

費

(

既

出

の

升

】

打

拘

集

樽

工

耶

貴

内

向

)

市

首

銀

遺

留置

R

m《

喧

》

二

五

0

.

三

九

簡

・

一
引

い

四

十

五

高

刷

一

千

七

百

七

十

五

寓

圃

二

百

高

岡

一

千

O

四

十

入

高

岡

山
自

前

関

十

高

岡

武

百

九

十

四

車

郎

王

百

二

十

五

高

閲

一ニ

h

O

三

十

高

岡

=

一

白

九

十

部

国

三

百

四

十

入

高

岡

九

百

富

岡

町

四

百

七

十

三

官

同

国

人

n

1

a

a
什

'

m

飲

布

市

首

幽

空

中
h
明

a

H刊

今

哩

鼠

側
・
開

n
p

ニ

・

-

二

日

九
.
阿

三

て

O

ニ

lII i・

"  11 

t

m

餓

官

五

-

h

闘

.

問

。

、

ハ
七

昼
間

鴻

二

回

四

.

八

て

九

0

.
凧

怠

戸

五

で

也

、

-

九

大

。

阪

大

『

同

開

ニ

双

術

開

八

・

丸、

三

日

《布

'
a本

陶

=

宥

『

・

w
及

電

線

鰻

温

』

A

広

州

各

稲

山

剛

院

肘

'

W

Z

別

L

C

衣

に

鑓

滋

帽

悼

の

計

華

、

英

組

聞

の

普

且

及

蓮

側

系

統

傍

即

も

段

上

変

地

樋

闘

の

設

備

佐

考

ム

ゐ

に

・

其

利

便

が

郁

市

晋

混

じ

大

凶

係

を

有

す

る

に

敢

T

梅

商

法

絡

に

は

穣

b

g

る

も

申

が

め

る

。

濁

逸

に

於

τ

早

t

a
e

鰻

越

閥

抗

h
z

断

行

し

其

統

-

ぜ

る

蓬

部

組

織

佐

立

て

、

大

相

市

聞

の

念

法

且

つ

大

A

M

議

開

町

計

貨

を

官

施

し

江

田

は

有

名

な

る

耶

貨

に

し

て

、

調

想

都

市

が

最

近

四

十

年

間

に

惟

芥

に

比

狐

な

き

判

判

長

足

の

賢

展

を

な

せ

し

‘

、

一

は

其

鰻

抵

政

援

四

月

め

で

あ

る

ピ

官

は

れ

て

居

る

の

で

品

ゐ

。

即

ち

・

ヂ

ユ

フ

セ

F

ト

y

y

市

七

O

、

0

0

0

人

{

-

K
七

}

年

〉

一

ニ

五

六

、

0

0

0

λ

(一

九

一

二

年

)

7

9

ン

ク

y

y

ト

、

ァ

ペ

守

イ

y

入

O

、

C

O

O

入

(

て

ハ

七

-

4

)

四

-
一

、

O

O

O

人

ご

丸

一

O

年

〉

ク

u

n

y

-

四

回

、

λ

0

0

人

(

一

λ

λ

O

年

)

五

一

一、

O

四

二

入

(一

九

一

O

年

)

ド

ν

ス

グ

ン

。二

ニ

o

、

λ

0

0

人

ご

λ

λ

O

年

}

五

四

六

、

入

λ

ニ

λ

ご

九

一

O

年

}

の

如

き

は

誕

官

例

で

め

っ

て

、

同

時

に

彼

等

が

其

蜜

展

に

慮

?

る

斜

め

仁

市

外

郊

地

を

印

刷

布

し

、

岨

閉

幕

申

窃

市

計

世

宜

摘

を

指

定

L

t

m

賞

ど

相

待

っ

て

、

之

を

一

貫

せ

る

賢

明

な

る

膚

震

で

め

っ

花

ピ

官

ふ

こ

Z

が

山

由

ゆ

る

、

感

に

フ

ク

Y

A

Y

7

F

ト

、

ア

ム

、

マ

イ

y

の

如

き

は

英

人

口

二

十

両

に

充

伐

ぎ

る

時

仁

、

誕

娘

道

停

車

織

に

二

千

高

田

信

投

じ

て

其

概

膏

セ

な

し

、

都

市

脅

展

に

伴

ム

.へ

き

工

場

地

や

住

宅

地

を

捉

郊

外

地

に

強

定

し

北

町

で

め

る

。

之

を

現

時

申

戎

三

・

七

宍

x

.エ
ニ

来

.

。

九

三・

九

-

三

・
五

-

岡

崎

市

の

主

厳

薩

援

な

る

制

市

銀

事

γ

訟

に

比

す

る

に

買

に

訴

慌

の

裂

を

見

出

F

h

γ

る

b

z

抑

日

ぃ

。

織

量

幹

線

が

其

都

市

に

姥

鯛

す

る

停

車

山

崎

は

其

都

市

町

大

本

闘

に

L

t

、

交

通

別

便

の

第

プ

置

E

め

る

か

ら

其

配

健

民

陵

情

及

に

進

ん

で

英

連

輸

貫

カ

u

v

抱

何

に

其

都

市

の

聾

展

じ

彰

響

す

る

や

は

輩

に

輸

限

す

る

ま

で

も

な

い

問

題

で

ゐ

ゐ

炉

、

不

寧

仁

L

て

我

闘

の

都

市

を

続

摂

す

る

色

の

は

未

に

詐

τ

此

m

M

聞

に

枕

て

深

き

研

究

h

z

u

し

花

色

り

は

な

い

、

従

つ

T

未

r

現

紋

改

普

の

者

輩

を

畳

表

し

た

も

の

を

且

出

き

俗

的

で

ゐ

る

。

稽

岨

冊

修

築

や

織

活

停

車

場

の

問

題

は

所

町

闘

世

略

的

交

通

政

魚

よ

h

m

援

す

べ

き

も

申

に

し

て

、

一

簡

一

簡

の

郡

市

日

後

円

品

輸

帽

帽

す

吋

き

で

は

な

い

γ

ピ

宮

ム

見

方

も

串

る

か

も

知

れ

向

。

乍

併

を

は

像

。

に

岡

家

と

嗣

民

£

を

牢

健

し

担

考

で

め

る

、

図

。

車

の

施

震

は

局

部

日

阿

部

自

聖

誕

h

z

考

へ

守

し

て

は

所

検

完

全

な

る

謹

肘

乞

な

す

べ

旨

も

申

で

は

な

いγ

岡

山

陣

町

遺

蓮

は

説

る

特

揖

の

鵡

骨

骨

除

c

の

外

は

各

地

方

蘇

仁

大

都

市

的

軍

肢

の

的

算

で

め

る

申

で

‘

各

都

市

u

r

其

駐

川

崎

町

世

帯

L

き

・
・

の

め

る

時

に

誕

闘

は

集

申

る

り

で

ゐ

る

。

若

l

其

鯛

申

調

布

が

何

等

鞭

展

の

都

績

を

島

げ

さ

る

も

の

今

ら

ば

其

聞

は

貧

弱

な

る

劣

等

闘

Z

な

b

っ

、

め

る

も

申

芭

且

ね

ば

な

b

白

。

此

意

味

に

於

て

傾

欲

的

安

唖

政

策

z

m

布

量

産

の

順

序

さ

は

、

H

M

4

S

深

色

刷

係

め

る

も

申

ピ

断

定

ぜ

E

る

を

待

日

ぃ

。

苦

人

を

し

て

忌

怖

日

〈

古

は

し

め

ば

、

我

嗣

都

市

n
u

従

来

町

施

段

は

阿

集

り

交

通

政

策

に

何

等

申

要

求

を

し

た

こ

τ

が

な

い

、

叉

鼠

家

の

交

通

政

策

色

、

都

市

勝

来

の

殺

展

に

付

き

深

き

波

窓

b

t

幽

酔

っ

た

E

も

思

へ

由

。

東

京

国

南

築

地

の

劃

き

、

大

阪

臨

港

恒

誼

由

釦

5

.

各

大

都

市

の

停

郡

山

輔

の

釦

5

.

絡

に

緊

胡

な

る

都

布

施

霞

T

事

る

に

も

拘

ら

す

嗣

家

は

需

に

之

t

時

前

に

取

銭

。

、

都

市

官

局

者

b

散

て

之

に

品

引

き

探

〈

研

究

・

ぜ

な

き

な

か

っ

記

の

で

め

る

。

脊

λ

は

税

闘

都

市

計

費

申

緊

急

な

ゐ

を

考

ふ

る

旬

に

、

さ

し

訴

。

第

一

清

に

控

訴

す

べ

き

舞

踊

を

交

通

政

策

Z

の

刷

係

に

、
品

る

を

思

ふ

且
・

の

で

あ

・

心

、

喰

徒

ら

に

市

内

の

街

路

系

統

に

渡

開

削

し

た

h

y

、

官

叩

申
m
明

白

m

z

か

.

弘

首

凶

遊

園

申

投

備

ι

膚

心

す

る

は

其

繰

本

ぞ

考

へ

F

る

の

叫

し

き

も

申

で

め

る

、

而

し

て

之

士

事

質

問

題

Z

し

て

取

揖

ム

場

合

に

、

否

人

は

節

-

殺

に

東

京

ス

タ

l

MV

'

y

の

政

策

、

大

阪

停

車

場

.

H
戸

停

車

場

の

位

世

岨

用

車

相

時

中

々

亜

大

h

ゆ

る

問

題

じ

網

れ

ね

ば

な

ら

自

由

で

あ

・
ゐ

‘

若

し

そ

れ

京

阪

、

-
M
甑

剛

申

建

値

幅

改

善

載

は

東

京

紳

戸

間

申

念

注

町

通

軸

等

o

m

刷

闘

に

車

、

T

U

‘

純

障

な

る

盟

越

市

岡

引

で

め

る

担

〈

見

ゆ

れ

r

b

、

矢

弾

"

誕

膨

嵐

官

は

ん

t

大

都

市

畳

展

に

聞

係

ぞ

硝

す

る

り

で

め

る
。

三

市

内

覧

遁

幅

四

輔

の

積

極

計

貧

州

市

U

V

脅

堰

す

る

じ

従

O

市

内

の

安

温

曜

劇

四

度

b

z

m

T

ζ

芭

馨

し

き

a

e

m

め

る

は

、

現

代

都

市

り

柿

棋

の

一

で

め

る

世

界

に

於

り

る

最

大

梅

市

た

る

倫

敦

に

於

り

る

市

内

安

過

激

増

の

統

計

セ

且

ゐ

に

‘

一

九

o

=

一

年

A

b

一

九

二

年

ま

で

申

聞

に

英

人

口

の

精

加

U

H

a

官

町

九

に

過

ぎ

F

る

に

、

其

交

通

量

的

精

卵

は

地

下

銀

鑑

量

軍

事

は

五

割

以

上

、

助

町

商

職

惑

の

を

れ

は

十

例

以

上

、

集

合

刷

由

を

れ

は

丸

制

以

上

T

ゐ

つ

τ

、

幹

線

鋼

遺

骨

組

問

降

客

を

加

へ

5

・0

色

、

倫

敦

全

体

町

交

通

帯

は

約

六

淵

入

A

T

t

m

L

H

り

で

め

る

。

而

し

て

大

都

市

町

究

遁

放

散

府

は

婦

、

信

教

に

止

ま

ら

宇

掲

泡

、

品

酢

剛

菌

、

検

旬

剛

、

豆

米

A

V

朱

燭

等

町

大

布

市

に

於

て

も

之

Z

同

じ

き

m

叫

象

t

E

宮

口

品

ず

る

白

で

あ

る

・

知

山

川

市

内

交

通

縄

開

乗

客

鷲

λ

良

の

劃

き

は

、

一

λ

七

二

年

じ

は

-

一

位

三

千

入

百

棋

人

に

し

て

大

正

三

年

町

大

阪

市

包

母

港

搬

し

た

ゐ

延

人

E

H

Z

大

業

な

き

色

町

な

ち

し

に

‘

一

八

八

二

年

に

は

約

怖

鼠

申

二

億

五

千

高

入

ご

な

b

、

一

九

O

式

年

に

は

八

億

三

千

六

百

高

官

官

ム

一

二

倍

以

上

司

鍛

字

を

示

L

・

主

の

十

年

H

な

る

}

九

一

六

年

に

は

誕

叉

主

制

m

U

4

十

二

億

高

人

と

な

っ

比

申

で

8

6

.

而

L

T

純

宵

荷

役

所

申

張

此

す

る

正

ζ

ゐ

に

よ

れ

ば

-

丸

一

一

年

度

に

於

12 

り

.

る

世

界

大

S

W
申

市

内

交

措

置

側

聞

申

運

搬

し

比

る

耳

白

人

U

H

U

。

倫

数

十

六

億

五

千

九

百

高

人

級

官

N

十

二

世

五

千

湾

入

綾

部

入

健

入

千

六

百

猟

人

伯

林

七

協

六

千

蔵

人

U

思

七

億

}

千

五

百

寓

入

市

俄

古

。

六

億

荒

千

九

百

高

人

質

府

四

億

六

千

七

百

高

λ

串

h
，

Z

の

事

で

め

る

。

而

し

て

そ

の

後

A

Y

H

ま

で

五

年

間

に

夏

に

激

市

t

注

し

た

り

で

串

る

炉

、

此

女

大

戦

動

的

混

め

に

歳

は

世

帯

L

f

減

少

を

な

し

托

郷

市

め

る

や

h

計

ら

れ

目

。

之

h

z

都

布

円

λ

u

に

側

首

τ

、
ヨ

且

ゐ

時

ば

何

れ

も

其

都

市

申

入

口

-

λ

に

劃

L

一

グ

年

一

ニ

一

n
闘

内

外

の

乗

車

を

な

す

こ

と

を

知

ゐ

の

で

め

る

。

乍

併

を

れ

Z

し

て

も

交

通

縄

問

の

掻

謹

じ

作

。

真

に

互

に

増

加

す

べ

き

運

命

に

串

る

‘

仰

と

見

ね

ば

な

・

ら

白

.

咽

叫

凶

の

都

市

一

か

拠

唯

一

交

通

機

閣

内

凶

る

路

面

帆

建

じ

て

謹

鍍

し

つ

〉

め

る

量

刑

容

は

大

且

三

年

度

に

於

て

班

京

は

二

億

T

1
p

千

七

京

高

‘

大

阪

は

-

億

一

千

高

、

京

舗

は

二

千

二

両

前

向

に

過

ぎ

F

μ

r

b

、

本

年

申

如

き

は

脊

都

市

何

れ

も

少

〈

芝

‘

其

徴

酬

を

珊

加

し

つ

3

め

る

よ

今

で

め

る

。

之

セ

我

郷

市

町

膨

版

ピ

及

安

迫

雄

担

加

市

旭

町

大

勢

よ

b

巧

ふ

る

仁

、

近

、

さ

滞

家

に

は

英

市

民

一

入

に

品

刑

事

一

タ

均

三

百

回

察

官

鼎

ピ

官

ふ

様

粥

に

泊

す

る

こ

芭

必

令

し

‘

袋

却

で

は

め

る

ま

い

、

し

て

且

る

Z

、

東

京

白

人

口

ニ

白

五

十

高

‘

大

底

的

λ

H

二

両

宮

内

に

謹

L

R

る

十

年

後

の

紋

態

は

知

13 

10 

何

ピ

百

ふ

に

。

東

京

七

位

五

千

寓

人

大

阪

大

健

高

入

の

延

人

口

H

-

e

蓮

慣

す

べ

き

市

内

変

通

機

闘

を

裏

す

戸

却

で

串

・

0

.

乍

俳

山

間

か

、
，

る

大

故

田

混

績

は

唯

一

回

路

面

軌

忍

に

て

ほ

到

底

不

可

能

の

・

=

-
で

め

る

か

ら

、

地

下

鐙

盟

民

高

保

組

絡

を

担

立

し

て

共

同

情

飽

金

量

持

す

る

よ

り

外

に

越

は

な

い

!

の

で

ゐ

る

・

上

速

の

如

〈

現

闘

の

都

市

の

市

内

交

通

指

附

は

到

底

抗

時

的

慢

で

は

都

市

暗

展

の

航

路

b

z

助

り

る

E

切

と

は

山

草

作

ゆ

い

の

み

な

ら

千

、

自

燃

の

準

時

を

肪

害

す

る

の

虞

め

る

私

自

で

は

な

か

か

ど

忠

は

仇

る

、

市

内

高

速

交

油

機

耐

の

厳

設

は

品

検

陥

金

助

り

る

瓜

め

の

み

で

は

な

{

、

冊

市

町

而

摘

出
閣

技

会

る

、

，

に

従

U

事

件

泊

四

泊

め

に

買

す

時

間

金

減

縮

す

る

怠

味

に

絞

て

も

亦

緊

念

の

問

題

ど

な

る

町

で

ゐ

る

.

一史

じ

冊

市

が

其

郊

外

町

住

宅

地

断

念

衛

生

上

申

安

全

掃

と

す

る

庇

代

の

岡

向

は

、

市

内

念

語

交

通

繍

刷

申

重

也

市

t

盆

h

q

切

M

ら

し

め

る

の

で

め

る

、

現

東

京

市

や

大

阪

市

は

巳

に

共

必

民

金

書

少

威

じ

て

掠

伐

由

は

m

貨

で

め

る

、

郊

外

の

電

磁

の

軒

併

漸

衣

賢

脱

す

る

に

従

U

、

市

内

受

通

機

附

の

積

極

的

社

査

は

A

Y

や

混

同

大

都

市

町

必

然

の

貰

g

t

な

っ

て

療

は

ご

宮

ふ

・

"

と

が

山

由

市

ゐ
。

四

街

路

茶

飯

の

改

正

絹

員

と

路

面

冊

市

計

量

の

根

本

義

た

る

其

内

外

の

空

通

情

闘

と

共

に

諜

骨

粗

・
ぞ

ほ

す

べ

き

街

路

の

肝

壷

は

、

都

市

と

し

て

申

最

後

的

運

命

乞

決

定

す

べ

き

責

任

め

る

も

の

で

め

る

・

街

路

町

系

統

主

皿

金

に

し

曜

市

な

る

縞

μ

セ

決

定

す

る

ζ

と

以

14  

11 

買

際

問

魁

ご

し

τ

u

非

常

に

悶

錐

担

る

よ

亡

で

め

っ

τ
、

晴

之

伝

腕

土

に

附

記

す

る

h

剛

、

口

説

純

な

る

都

柄

で

は

な

い

殊

に

中

古

以

来

慢

然

E

し

て

存

証

す

る

寅

市

怖

を

鍵

棟

無

盛

に

故

治

す

る

如

、

容

は

除

れ

的

信

念

正

光

升

の

財

鯨

h

z

持

柁

ね

ば

出

車

内

二

ど

で

串

ゐ

。

若

し

新

開

地

‘
に

某

計

牽

金

立

つ

る

な

ら

ば

、

品

計

蜜

に

は

十

分

な

る

現

想

t

昔

現

出

来

ゐ

り

れ

ず

色

、

賞

際

現

存

叩

郷

市

策

泡

物

t

間

処

し

て

新

た

な

る

線

路

h

z

遺

骨

出

す

叫

川

護

に

は

鮮

か

ら

自

制

限

セ

受

〈

る

の

は

官

然

で

め

る

、

況

L

τ

財

甑

を

遣

。

出

す

こ

と

申

正

に

悶

働

昨

年

ゐ

部

情

串

る

じ

於

T

は

.

災

緩

解

申

方

粍

式

t

・
。

首

は

す

し

て

別

で

め

る

。

世

界

各

凶

由

都

市

が

曲

何

な

る

街

路

系

統

を

有

す

る

や

ご

官

ム

に

其

大

勢

よ

り

n

T

鋲

す

る

障

は

ご

)

持

盤

粘

干

式

会

-

)

欣

射

式

(

又

は

蜘

鯨

綱

式

ヤ

(

一

ニ

)

必

鍵

格

子

訴

角

線

入

り

、

申

三

恨

み

る

ピ

官

。

符

札

ぜ

も

、

中

古

以

来

時

勢

の

鰻

涯

に

よ

b

揃

究

に

聾

展

L

H

ゐ

都

市

に

於

T

は

以

上

の

形

式

を

荷

。々

混

川

し

て

昂

る

の

で

事

る

、

五

地

形

よ

そ

れ

等

申

形

式

に

金

〈

舛

づ

れ

伐

る

色

町

、

ゐ

る

の

は

常

然

の

結

果

で

め

る

。

而

し

て

古

来

都

市

町

建

段

ポ

M

V

劃

何

な

e
o

打

算

伝

な

し

て

其

柄

跨

系

統

h

z

研

究

L

H

h

F

の

苦

心

に

就

て

は

、

何

匁

文

献

に

散

す

吋

き

も

の

な

〈

、

従

つ

τ

諜

想

画

的

立

績

を

時

味

す

る

坪

に

ゆ

か

な

い

り

札

古

色

、

古

代

希

血

や

四

草

川

町

都

市

の

地

図

・

ぞ

緒

き

又

は

中

古

唱

歌

漏

巴

梅

市

町

配

置

b

a

且

或

は

我

掴

維

新

，

M

町

各

務

揖

下

の

市

析

を

見

れ

は

、

来

建

立

に

は

そ

札

介

、

、

甚

深

〈

註

怠

・
乞

梯

つ

柁

二

ど

は

十

分

に

観

察

さ

札

る

り

で

め

る

。

奇

人

は

+

訟

に

そ

九

惇

的

感

泣

常

時

の

苦

心

経

答

申

跡

令

官

時

白

る

8

4

岬

m

t

有

せ

叫

の

で

み

る

が

、

英

研

究

の

紡

来

は

恐

ら

{

現

代

の

都

市

計

去

の

糊

岬

ど

-

致

す

る

も

の

を

量

比

す

る

と

ピ

必

然

で

め

る

ま

忠

ふ

り

で

め

る

。

苔

λ

は

A

ザ

慈

に

険

制

郷

市

阿

波

中

山

以

来

的

街

路

系

靴

乞

抑

制

に

し

て

改

お

し

っ

、

米

b

し

か

の

線

終

段

セ

一

々

15 

恥

巳h



取

調

ぺ

る

除

裕

を

持

た

白

げ

H

r

-

-

-

彼

俸

が

十

九

世

紀

の

下

半

期

日

λ

b

.

産

業

銀

慌

の

組

純

一

回

世

ど

共

に

疋

官

す

れ

ば

其

統

一

せ

る

交

通

政

策

強

立

以

燕

拠

都

市

町

改

選

に

着

手

せ

し

趨

勢

は

見

活

す

跨

に

明

か

な

い

。

而

し

て

県

都

市

膨

脹

の

現

貨

の

現

象

は

益

々

英

政

治

針

盤

白

緊

急

な

る

を

威

品

亡

し

め

朝

野

-

虜

に

其

賀

行

田

機

運

を

曾

制

L

た

の

で

あ

る

、

獅

泡

申

書

都

市

は

一

般

に

誕

の

計

査

を

徹

底

的

に

賞

行

し

た

の

で

晶

る

が

、

保

舗

面

白

巴

息

境

旬

闘

の

維

那

等

‘

亦

大

腐

な

る

改

指

針

輩

を

寅

行

し

た

質

例

で

め

る

・

漏

り

英

首

利

の

都

市

は

倫

故

金

始

め

何

れ

も

誕

改

組

の

機

遂

を

傑

る

こ

芭

温

か

ち

し

は

彼

凶

綿

来

町

錦

肱

切

に

大

に

惜

し

む

べ

き

棋

で

ゐ

る

・

鎗

故

田

符

時

系

統

は

世

界

故

大

の

都

市

な

ら

十

ピ

a

o

誌

に

不

秩

一

作

不

鞍

頼

回

b

由

t

L

T

批

幽

閉

す

べ

き

a

b

申

で

争

ゐ

が

、

現

時

申

如

〈

人

口

八

百

二

十

五

高

h

z

算

L

、

世

界

散

大

田

町

吉

武

力

u

z

訂

し

又

世

評

無

比

四

交

通

頻

繁

年

る

初

市

ピ

し

て

は

到

底

之

を

批

鰭

せ

宇

に

は

庇

ら

れ

自

の

で

め

る

、

如

何

に

御

凶

h

H

世

主

凶

山

車

常

置

の

英

凶

入

品

近

世

部

大

に

其

非

t

自

錯

し

花

田

は

w

叩

貨

に

し

τ

、

戦

前

に

市

町

四

時

部

活

は

打

揃

ふ

て

大

山

町

郷

市

申

改

良

肝

査

の

観

察

に

出

怒

り

花

田

は

正

さ

に

尖

鋭

雌

由

貿

股

で

め

る

。

之

に

民

し

巴

虫

は

白

+

約

五

十

年

前

時

四

市

長

オ

1

A

マ

Y

却

博

由

大

改

定

肝

世

置

を

承

隠

し

若

々

英

賞

施

を

お

-

b

宇

逮

に

一

回

刊

の

巴

単

式

此

射

綿

街

路

系

統

音

築

き

上

げ

険

制

に

於

げ

る

最

誕

赦

普

の

都

市

M
Z
現

出

し

t

り

で

晶

ゐ
、

人

若

し

英

改

良

品

川

盆

以

前

に

巴

単

地

闘

を

比

る

な

ら

ば

却

何

に

色

狭

〈

る

し

き

中

古

式

飢

雑

申

都

市

で

め

っ

花

か

士

成

予

る

で

あ

ろ

ふ

。

吾

人

は

巴

誕

の

街

掛

系

統

主

連

制

的

の

‘

の

ピ

忠

ふ

も

り

で

同

な

い

吋

れ

r

b

、

中

古

以

来

@

稽

都

市

を

修

正

改

遣

し

T

仕

上

げ

一一

π
市

桁

ど

し

τ

は

貨

に

飽

〈

英

系

統

的

閉

山

相

・

街

路

幅

μ
の

盛

山

怖

、

る

凶

、

遊

刷

及

会

館

町

配

低

等

じ

成

効

L

t

b

の

さ

思

ふ

申

で

晶

る

@

巴

且

の

改

正

プ

P

ν

Z

相

待

っ

て

都

市

白

街

路

系

統

と

し

τ

世

ω

町

田

双

盛

正

せ

ら

る

弘

北

米

A

V

余

凶

首

都

y

H

y

y

a

r

u

J

の

布

街

は

金

〈

新

し

事

計

量

で

め

っ

H

仙

の

で

‘

喰

ポ

ト

マ

ッ

ク

澗

流

ピ

英

附

涯

の

地

形

に

適

合

す

る

渇

砂

に

多

‘
少

の

制

限

b

z

有

し

花

の

み

で

あ

O

花

、

一

七

九

一

年

(
自

今

百

二

十

六

年

前

)

働

λ

タ

ν

y

ア

y

氏

は

第

一

世

大

統

制

問

ヲ

U

V

H

J

L

r

y

申

聴

に

庖

じ

て

業

計

隻

に

若

手

L

-

m

り

斜

崩

入

格

子

形

由

プ

ク

ν

を

作

成

し

花

@

で

串

ゐ

、

爾

来

誕

プ

9

u

J

M

忠

貨

に

質

量

周

さ

れ

て

現

時

の

釦

量

桜

範

的

都

市

骨

形

遣

つ

持

田

で

め

る

。

然

る

じ

此

£

相

副

後

し

て

誕

街

路

系

統

乞

企

τ

花

紐

背

布

は

拠

地

形

申

剛

係

も

串

つ

柁

で

今

吊

ふ

が

金

f

庇

品

川

式

の

縦

賞

横

断

の

街

路

系

統

セ

叫

m

L

柱

、

岡

市

は

人

口

未

だ

寸

高

に

古

A

t

g

る

時

一

入

一

O

年

(

4

T

よ

り

約

百

年

前

)

其

時

の

関

査

委

μ
申

報

告

に

悲

語

、

人

口

二

十

五

高

智

標

摺

ピ

し

て

、

現

在

の

如

き

系

統

の

色

白

を

貰

施

す

る

に

定

め

花

田

で

め

る

。

拠

縦

貫

道

蹄

は

悩

μ
百

択

に

し

τ

間

隔

は

百

聞

万

歪

百

五

十

附

に

砲

偲

さ

れ

、

横

断

街

路

は

約

七

十

間

特

に

十

問

幅

四

る

の

を

泊

つ

花

の

で

め

る

が

、

英

膨

脹

は

誕

原

地

ピ

ゼ

し

二

十

五

両

白

人

口

は

忽

L

に

超

過

し

て

A

T

は

英

二

十

倍

な

る

五

百

両

以

上

を

も

算

す

る

よ

う

に

成

b

、

利

益

々

脳

眼

的

趨

勢

を

高

め

つ

泊

め

る

の

で

め

ゐ

。

散

に

+

日

級

官

市

民

が

現

時

@

'

街

路

系

統

及

配

置

申

震

め

に

苦

し

み

つ

〉

め

る

の

は

蛍

然

で

め

っ

て

敢

τ

慢

し

む

る

妥

は

な

h

v

a

現

時

総

背

市

仁

於

て

は

英

中

梅

民

世

帯

R

る

?

y

同

ア

タ

y

医

的

街

路

改

活

針

査

は

緊

念

の

加

申

に

属

す

る

申

で

@

る

が
、

奈

何

に

ぜ

ん

諜

・

地

所

の

債

格

僻

。

に

荷

量

ピ

、

叉

誕

建

築

物

が

所

副

高

厳

的

大

建

築

e

r

以

て

先

托

さ

れ

、

到

底

之

セ

繍

築

す

る

こ

正

吐

出

来

な

い

の

で

め

る

。

我

嗣

由

都

市

は

今

や

中

古

昭

封

絶

昨

代

町

都

市

よ

り

一

蹴

し

主

現

代

文

明

に

沿

ム

ベ

器

質

射

を

』

備

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

時

期

じ

越

し

た

の

で

品

る

が

、

純

有

田

賀

酬

は

以

て

般

鐙

ピ

臼

す

べ

き

で

は

な

い

か

d

c

瓜

は

れ

る

、

本

に

し

て

我

闘

の

都

市

は

東

京

を

始

め

誕

他

由

大

都

市

何

れ

る

地

慣

末

に

比

般

的

低

鹿

に

し

T

、

叉

大

し

た

る

前

億

円

建

築

物

b

出

来

て

居

な

い

百

で

め

る

か

ら

‘

街

路

系

統

の

改

正

正

訓

聾

現

は

A

y

h

z

措

て

は

僻

続

決

L

τ

訴

時

期

は

車

な

い

か

色

知

れ

自

の

で

め

る

J

北

滅

的

締

路

系

統

の

擁

立

は

貨

に

知

加

申

急

官

官

は

ね

ば

な

ら

目
。

東

京

の

市

区

改

正

委

員

曾

M

Y

+

日

ま

で

段

位

拠

出

判

山

附

系

統

の

骸

恕

を

な

し

来

b

し

は

、

上

諮

り

怠

妹

に

於

t

拡

だ

賢

明

め

る

手

段

ご

宮

ふ

べ

き

で

め

っ

た

り

れ

ぜ

る

、

不

幸

に

も

帝

都

世世

M

棋

の

跡

事

を

遺

恨

せ

g

る

針

賓

の

下

じ

拠

賀

行

を

な

し

た

の

は

寄

λ

申

甚

花

遺

憾

に

ほ

守

る

ど

こ

ゐ

で

串

る

。

乍

併

戎

東

京

市

は

紐

百

市

の

如

〈

永

久

的

民

闘

の

高

唐

山

叫

策

的

未

に

出

痩

せ

す

、

地

倒

印

刷

山

絡

も

彼

自

十

分

自

一

に

色

充

柁

-
q

現

紋

申

聞

に

第

二

申

永

越

的

斜

路

系

統

の

艶

理

集

会

擁

立

し

て

誕

断

行

を

企

益

す

る

を

日

下

の

A

E

務

ピ

す

る

。

而

し

て

班

-

M

t

m

以

外

申

大

都

市

就

中

大

阪

、

京

都

、

名

古

口

出

等

申

郷

市

b

A

守

や

東

京

ど

M

慌

の

市

民

改

正

使

例

を

布

か

る

3

こ

E

、

な

っ

た

の

で

あ

る

か

ら

・

各

λ

は

一

一割

も

早

〈

此

等

の

都

市

が

お

街

路

系

統

的

永

泣

的

針

聾

h

z

積

先

し

て

、

E

S

じ

球

ら

ん

ど

す

る

誕

膨

脈

経

燥

に

備

へ

ね

ば

な

ら

品

-

』

さ

u

z

紺

田

姐

皿

せ

在

る

を

叫

な

い

。

笛

都

市

の

街

路

系

統

t

M

置

が

且

改

む

す

る

こ

ピ

の

附

維

は

己

に

遁

べ

花

道

h

，

で

ホ

り

る

が

、

再

入

は

穂

波

京

及

品

他

の

大

都

市

町

賞

僚

問

題

と

し

て

之

を

取

鋭

ふ

際

に

拠

針

貨

を

立

つ

る

泊

め

に

は

非

常

に

事

{

の

紛

糾

せ

る

根

羽

h

z

一

一

冊

格

等

に

観

察

せ

ね

ば

な

ら

目

こ

田

正

問

維

を

痛

切

に

政

手

る

申

で

晶

，

句

、

サ

山

中

に

就

て

放

色

煎

一

書

な

る

頃

日

ピ

H品

-
b

与

、

」

b

m

ニ

=

一

を

畢

r

れ

は

。

一

糟

園

町

縫

械

と

幹

細

桁

町

申

泌

紺

-

厳

建

終

結

四

時

ピ

市

中

心

地

慌

の

連

絡

』

商

業

中

心

地

鼠

ピ

幹

線

街

路

の

捌

係

日

行

政

益

館

の

配

的

一

盛

岡

地

、

n

世

間

諜

他

的

銀

副

間

協

芭

幹

線

街

路

白

迩

締

】

表

通

量

町

セ

Y

7

Z

E

挑

府

知

町

噛

崎

市

A

-

幹

線

変

瓦

由

連

節

ど

市

内

詳

述

機

附

の

胤

係

絡

に

し

て

、

英

何

れ

も

が

そ

れ

ん

九

現

在

の

筑

凶

の

郡

市

に

て

は

十

升

即

位

備

佐

治

し

て

居

な

い

の

で

串

る

か

品

浪

速

締

伐

る

べ

・
き

街

路

系

統

の

蜂

視

の

み

を

以

T

企

斑

を

立

つ

る

停

に

は

明

か

な

い

、

視

し

τ

現

在

無

駈

若

に

ア

テ

3

2

チ

フ

に

散

在

す

る

遊

間

地

ゃ

、

行

政

恐

怖

又

は

其

他

の

大

建

築

を

結

び

付

吋

h

H

b

、

識

は

鰍

謡

曲師

勤

騨

的

不

別

な

る

位

地

を

生

か

さ

ね

ば

な

ら

な

か

っ

に

h

z

す

る

こ

芭

即

事

情

め

る

に

於

て

を

や

、

叉

官
民

に

現

在

の

商

業

般

盛

田

地

]
百

酬

を

切

h

q

取

り

県

建

物

セ

取

刷

用

す

よ

う

な

涜

綴

治

主

成

る

ぺ

{

経

微

な

ら

し

め

ん

こ

ど

由

工

夫

が

賓

際

上

田

緊

急

な

唱

要

求

で

串

る

口

於

τ

を

や

。

街

路

系

統

骨

量

浬

申

髭

軒

は

新

記

江

る

地

区

に

都

市

を

計

貧

す

る

よ

b

-
s

齢

程

困

難

で

事

る

こ

E

U

、

賞

際

的

に

市

街

改

越

の

軒

叢

巳

緩

網

す

る

も

り

、

外

は

、

併

b

引

具

相

h

z

知

ら

自

由

で

め

る

が

、

引

困

鍵

の

強

制

は

幹

線

民

中

心

拍

岨

の

規

定

に

し

τ

誕

最

後

は

財

政

問

削

で

め

る

こ

z

t

知

ら

ね

ば

な

ら

目

、

都

市

財

政

町

貨

際

問

題

は

凡

τ

此

停

の

嘗

釜

に

衝

す

る

最

大

な

る

且

官

官

植

を

訂

す

る

の

で

晶

っ

て

、

我

園

都

市

改

良

の

賀

行

力

の

少

き

は

ま

t

L

τ

諜

掻

官

若

母

ピ

キ

ト

ー

に

よ

石

田

で

事

る

、

若

人

は

後

訟

に

於

て

少

し

〈

誕

問

題

を

遁

べ

τ

見

托

い

。

符

路

系

統

回

研

覧

ピ

共

に

紫

色

放

火

な

る

項

目

は

来

初

勝

申

幅

員

で

晶

る

、

従

事

現

闘

に

て

は

締

路

幅

必

申

大

な

島

智

一

稽

の

費

時

E

忠

つ

花

時

代

b

b

つ

先

日

れ

ざ

も

‘

近

時

交

通

量

申

増

大

な

る

に

従

O

念

英

縞

U

A

の

議

官

申

・
お

"" 
。、
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}

M

Y

街

絡

の

生

命

を

め

る

こ

z

t

威

令

る

に

豆

つ

棺

の

で

串

る

@

+

前

み

に

大

都

市

の

幹

線

折

山

町

帳

H

H

申

越

官

な

る

司

副

大

さ

を

制

算

す

る

に

。

品

Y

骨

門

接

近

二

十

一

尺

究

点

泣

七

十

尺

品

叶

線

街

路

の

必

要

な

る

料

H

H

白

A

m

小

限

は

十

八

間

七

分

と

年

る

筑

し

炭

氾

的

如

、

食

味

に

て

出

世

仰

を

な

し

純

歩

道

h

z

取

る

場

合

に

は

一此

に

耐

側

叉

は

歩

遊

山

一

方

じ

凶

荒

間

の

制

A

F去

す

る

の

で

ゐ

る

、

欧

米

各

闘

円

相

前

に

て

は

其

会

館

地

域

又

は

る

同

旭

川

諮

り

辿

給

幹

線

に

は

路

而

の

軌

道

少

撤

段

せ

し

め

ホ

し

て

且

つ

遊

歩

道

繁

瓜

担

金

並

朋

す

る

よ

う

で

め

る

が

、

そ

れ

停

は

支

通

白

刺

値

以

外

に

山

氏

の

行

出

裂

を

助

M

り

る

怠

旅

で

め

っ

て

叉

向

山

町

に

都

市

中

必

地

の

先

般

を

m

T

こ

ピ

t

H

的

ど

す

る

白

で

め

ゐ

。

巴

川

且

申

ν

也

v

y

、

ゼ

仙

g

u

t

-

間

間

近

.

品

岡

林

白

山

ソ

y

p

y

、

デ

d

，

、

p

y

ヂ

y

山

判

維

那

の

y

y

r

m

ト

-
一

フ

ツ

セ

1
、

決

拠

地

目

3

1

ベ

Y

、

.

ρ

l

y

旬

牙

別

申

ア

γ

ド

3

v

l

何

、

山

明

胤

叫

凱

の

ペ

Y

M

V

Y

ペ

ユ

て

ア

ベ

ニ

ュ

ー

、

倫

故

由

ゲ

キ

タ

1

9

ャ

、

z

y

バ

ン

ク

メ

ν

ト

、

Z

4

7

y

j

F

Y

前

回

y

p

シ

セ

三

明

容

は

何

れ

も

都

純

な

る

交

泊

白

幹

鰍

街

肺

ピ

見

倣

す

べ

告

も

の

で

は

江

{

、

む

し

ろ

県

都

市

の

晴

れ

の

描

所

Z

L

τ

挑

文

化

の

税

皮

を

示

し

又

誕

市川

取

を

跨

る

一

の

表

者

版

g

n

品

ね

ば

担

ら

向

。

幹

腕

街

路

町

必

要

な

る

鯨

具

申

股

小

除

は

十

入

間

七

升

芭

す

る

む

、

官

民

に

県

都

市

且

官

民

の

勝

来

に

m

ι

仰

る

震

に

は

‘

成

脱

皮

町

鈴

都

信

考

へ

置

か

h

H

ば

な

ら

白

の

で

め

る

。

級

官

H

市

の

縦

覧

特

20 

線

街

路

は

百

吹

田

偏

此

を

有

L

蹄

面

軌

道

也

敷

設

な

き

ゐ

+

は

其

狭

隆

江

る

斜

め

仁

訓

町

じ

苦

痛

を

威

じ

T

M

-

a

，

v

r

や

倫

故

市

町

街

路

が

一

般

に

狭

陰

に

し

T

讐

官

四

品

開

制

揮

に

よ

b

漸

〈

県

安

通

の

数

理

を

江

し

つ

治

め

る

型

紙

等

「

h

考

へ

註

ふ

昨

は

、

演

憾

の

大

都

市

は

唯

現

在

目

安

通

量

申

み

に

拘

混

ぜ

守

、

曲

川

車

の

激

増

せ

ん

ど

す

る

交

姐

企

を

T

1

7

に

推

測

し

て

、

締

山

町

却

制

い

μ

h

g

定

め

ね

ば

な

ら

白

現

時

白

我

東

京

の

銀

座

"

本

栂

通

b

を

始

め

、

市

民

町

中

心

艦

艇

の

場

所

に

於

り

る

街

路

は

英

系

統

四

一

貫

せ

百

る

ご

誌

に

其

諜

錨

品

目

技

隆

な

る

こ

ど

は

講

し

告

訴

貨

で

ゐ

る

。

2

・

裂

は

a

v
イ

h

F

e

l札

p

a

り

H

U

n

ニ

十

吹

町

閥

十

五

吹

の

鉱

員

ぬ

れ

z
e
-
-

美

大

建

江

z
e
ν
r
d
，
‘

P

衡

が

a

置

か

じ

八

十

互

扶

ヒ

カ

ヂ

'
t衡

が

七

十

五

回

R

7

・

v

λ

7

a

m

l

u

r

-

"

が

戸

十

凶

w

m

乙

h

v

u

い

の

で

め

る

.

安

東

京

じ

て

M

M

丸

の

内

の

大

湿

り

K

W

u

-

-

十

択

じ

乙

て

緑

樹

街

路

£

L

て

必

削
m
wゆ

る

儒

民

金

析

す

る

‘

ぉ

浪

路

幽

柄

小

h

ゐ

凶

作

線

金

援

り

れ

る

街

路

は

L

t

十

由

民

内

外

じ

誠

少

さ

れ

府

る

の

で

の

8

・

災

決

議

a

a

m
υ

盛

大

U

る

u

a

樋

揺

り

民

兵

錨

A

H

U

丸

十

個

R

ι

温

a

s

w

怖

い

の

で

わ

る

大

島

眠

捕

の

規

則

の

街

路

鰻

此

ド

ト

遣

っ

て

u

-

も

家

例

-

w
れ

&

安

絡

を

持

っ

て

M

U

い

の

で

ち

る

》

市

刊

掛

面

の

築

指

は

域

同

都

市

に

於

て

色

近

時

漸

ぐ

種

岩

田

批

蝶

が

起

っ

て

来

花

の

で

ゐ

る

、

従

来

、

草

魁

や

下

駄

に

τ

経

つ

f

b

Z

練

b

誹

い

白

時

代

に

て

は

、

現

時

申

如

f

土

砂

又

は

砂

利

金

路

み

閉

め

た

路

面

に

τ

る

差

支

が

な

か

っ

詑

の

で

め

る

が

、

今

や

交

通

公

白

激

精

に

加

へ

て

λ

力

車

、

荷

車

、

自

働

単

等

軍

放

の

大

な

る

も

申

〉

誕

鍍

一

か

生

じ

.

し

か

も

其

念

遮

ピ

利

艇

の

大

な

る

を

要

す

る

こ

ど

の

切

な

る

時

代

に

な

っ

た

申

で

め

る

、

然

る

に

掛

面

は

依

然

ど

し

て

土

砂

防

み

悶

め

白

式

に

鍵

b

つ

〉

め

る

か

b

雨

天

仁

は

其

混

滞

靴

佐

渡

千

る

こ

ど

珍

し

か

ら

守

到

底

火

刑

判

帯

申

符

路

ご

忠

は

れ

品

科

惨

じ

め

な

志

白

で

止

る

・

路

面

修

策

申

聾

は

今

や

穐

館

山

問

題

で

は

な

，

¥

賀

行

四

時

代

吉

な

っ

τ

茶

花

田

で

め

る

が

‘

さ

τ

如

何

に

し

て

某

賀

行

を

期

す

る

や

さ

宮

ふ

に

之

も

矢

股

b

其

財

制

仰

の

渇

め

に

駒

市

ず

る

の

で

め

る

。

現

代

町

科

叫

芝

山

賓

験

u

r

歎

ふ

る

雌

に

よ

M

H

ば

、

市

符

地

の

街

路

路

面

の

築

遣

は

ヨ

y

h

y

s

l

L
F
土

豪

の

よ

に

T

17 
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4
A

7

ア

U

F

O
ト

h

z

敷

t

か

.

9

1

V

プ

w

y

タ

を

取

〈

h

r

X

は

マ

タ

ダ

ム

敗

ピ

な

す

か

を

姫

島

正

せ

る

の

で

め

る

。

p

b

t

u

岩

道

な

ら

ば

ヨ

ン

タ

3

i

ト

、

プ

w

y

タ

を

激

S

並

7

0

・
s

良

し

い

町

で

あ

る

。

此

等

は

獣

来

的

各

園

都

市

の

己

・
に

宵

廿

皿

金

但

し

つ

、

ヨ

ゐ

る

ど

こ

ろ

で

b

っ

て

、

殺

闘

に

於

て

一

止

に

貰

磁

を

な

し

τ

且

る

の

裂

は

江

い

よ

う

な

‘

の

で

あ

る

が

、

東

京

や

大

阪

に

て

は

そ

れ

ム

¥

成

る

街

路

に

品

部

分

的

鼠

段

を

施

し

誕

結

刷

用

者

研

究

中

で

晶

る

。

英

成

績

に

胤

し

τ

は

多

少

の

批

婦

を

凶

〈

M

り

れ

r

色

主

ご

し

て

施

工

の

不

完

全

か

ら

生

じ

た

結

則前

正

し

か

比

る

跨

に

明

か

年

h
w

du

今

般

h
y
に

ア

ユ

ア

ア

戸

ト

搬

の

路

面

築

訟

を

一

般

に

採

川

す

る

-

s

申

正

し

て

品

工

費

乞

引

算

す

る

時

は

、

我

官

F

4

M

ゃ

大

医

M

V

現

在

の

主

長

街

路

に

申

み

之

h
g

遁

川

す

る

と

し

て

も

.

何

れ

も

二

千

荷

捌

以

上

の

エ

喪

主

要

す

る

申

で

あ

っ

て

、

然

h
r

・
-

民

総

持

桶

除

等

申

費

用

亦

毎

年

有

高

刷

以

止

を

針

上

ぜ

ね

ば

な

ら

白

-

』

ピ

を

知

る

聞

は

、

之

れ

又

吋

u

h

難

刷

用

問

問

題

で

ぬ

る

。

冗

官

館

町

配

置

は

街

路

系

統

の

陪

定

に

は

貨

安

は

る

刷

係

め

る

は

3

ふ

ま

守

色

な

き

ニ

古

に

し

て

.

最

近

貨

準

し

つ

つ

あ

る

斑

北

利

加

都

市

は

妹

に

此

的

問

組

u

z

軍

姿

雌

L

Z

R

拍

る

よ

・

3

で

ゐ

る

。

幽

背

後

山

叩

笠

.

闘

務

省

.

市

岡

掴

A

f

.

寺

院

.

大

劇

場

符

は

則

も

其

中

心

麟

干

芯

な

る

〈

き

性

質

り

n

官

舶

に

し

て

‘

出

開

場

仰

中

心

と

か

其

正

耐

の

'
街

き

常

b

出

場

所

ピ

か

占

憶

す

べ

き

符

の

も

の

で

ゐ

る

、

主

此

等

の

各

簡

が

彼

此

制

針

精

し

τ

街

路

系

統

山

中

の

兎

棺

酬

を

な

L

環

治

的

繍

利

ピ

其

時

阪

を

聾

仙

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

現

帝

都

た

る

車

京

市

町

会

館

は

日

比

谷

田

三

会

館

が

後

ク

刷

に

向

!
っ

T

S

M

州

せ

る

以

外

に

挑

配

流

を

深

〈

考

究

し

た

吉

見

る

ぺ

き

色

m
H
は

一

つ

も

な

い

の

で

め

る

、

此

回

総

集

会

れ

ん

Z

寸
d

る

嗣

晶

口

議

事

堂

申

位

地

の

如

5

・

・

.

雌

築

地

形

の

優

勝

な

る

と

市

中

心

地

に

近

-

r

"

で

め

っ

て

‘

帝

郷

町

街

路

系

統

ピ

換

し

τ

泌

お

な

る

泌

節

畑

別

世

保

も

得

る

や

否

や

苔

r

H

M

聞

で

め

る

‘

誕

他

大

由

同

省

始

め

凶

務

省

に

し

て

A

A

，

18 
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品
置

置

期

箆

す

て

き

も

の

、

般

向

ほ

多

い

の

で

む

る

か

、

b

.

此

等

的

建

物

の

ん

て

申

配

置

を

一

劉

色

早

〈

破

定

し

位

き

τ

時

前

車

其

全

部

扱

此

の

際

に

品

川

H

り

る

環

境

目

開

和

世

考

へ

ね

ば

な

ら

向

。

続

務

室

の

配

世

も

そ

れ

二

回

芭

し

て

町

通

嘗

・

な

配

世

i

b

E

に

-

9
を

地

め

τ

帝

溜

の

中

指

様

子

花

る

遁

富

田

位

地

正

配

位

を

考

ふ

へ

き

で

は

な

h

v

か

E

M

却
は

れ

名

。

健

溢

停

車

場

も

交

通

注

絡

町

中

心

地

芭

L

T

白

件

に

益

館

と

し

て

重

大

な

る

位

置

を

占

む

る

色

の

で

晶

る

‘

博

物

館

、

提

栴

館

.

副

書

館

、

都

世

時

間

帯

‘

其

他

各

所

の

仔

政

刷

会

館

は

何

れ

も

街

路

系

統

的

重

要

分

子

世

江

す

b

の

で

S

切

る

か

ら

、

其

配

慌

此

計

量

は

決

し

て

筒

々

別

に

考

ふ

ぺ

き

も

り

で

な

い

、

然

る

に

説

幽

大

都

市

町

現

紋

に

於

τ

は

犬

体

に

以

理

解

を

な

し

は

も

り

は

甚

だ

少

h

v

申

で

め

る

。

唯

事

な

る

こ

ピ

は

此

符

従

来

的

恐

知

る

ま

Z

L

τ

時

代

@

要

求

に

後

れ

花

る

間

に

合

ぜ

色

の

が

多

い

の

で

あ

る

か

ら

、

今

後

一
具

に

持

家

永

温

の

建

築

を

な

す

際

蘇

に

此

白

泣

球

児

於

T

注

意

を

榔

ふ

べ

き

で

め

ち

。

高

判

時

系

統

音

新

記

に

立

つ

る

場

合

に

放

射

線

臨

品

目

組

槽

を

取

る

べ

き

や

或

は

恭

盤

栴

子

形

式

を

得

策

芭

す

る

や

は

金

ぎ

し

て

誕

地

勢

よ

り

打

算

せ

幻

ば

な

ら

白

か

ら

‘

一

慨

に

之

を

箇

宇

る

却

に

は

ゆ

か

な

い

。

し

か

し

人

口

五

十

首

円

以

上

続

は

一

止

に

漸

抗

措

哨

加

せ

ん

芭

す

る

大

都

市

に

め

っ

τ

は

-

悩

の

市

中

心

ょ

。

四

方

に

放

射

す

る

が

訓

告

桜

娼

な

Z

蜘

妹

斜

式

の

色

の

は

賞

際

上

甚

だ

不

便

に

L

τ

‘

到

底

通

営

な

る

草

子

迫

系

統

花

る

こ

と

は

山

離

な

い

、

之

れ

ま

Z

L

T

大

面

積

由

各

地

跡

が

拠

位

地

主

刷

示

す

る

に

は

P
。

E

Z

E

O

喧

告

ヨ

よ

り

外

に

簡

単

切

阪

な

る

方

法

は

な

い

か

ら

で

ゐ

る

、

而

し

て

司

。

-

耳

印

v

a

n

n

s

北

る

筑

射

線

式

表

示

は

其

位

地

指

定

品

開

b

に

U

o

z

g

k

で

品

る

か

ら

成

る

串

都

市

主

は

小

直

誠

に

T

は

大

L

t

不

便

な

b

Z

す

る

品

、

朝

相

大

き

な

都

市

に

て

は

ず

う

し

1

・

s

不

便

が

多

い

自

で

あ

る

叉

地

旗

刺

川

し

怠

味

に

於

τ

放

射

線

式

の

街

蹄

は

一

般

に

不

利

盆

が

多

い

こ

ど

も

噌

貨

で

め

る

か

ら

、

街

路

草

川

19 
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統

音

樹

立

す

る

に

は

大

体

市

川

知

式

ー

は

そ

札

を

基

礎

ご

し

た

る

縦

世

間

的

酬

を

m

o、

地

形

に

庖

じ

て

誌

は

M

R

品

川

線

を

入

れ

或

は

大

山

周

辺

を

配

慌

し

、

混

同

地

む

を

其

問

に

捕

持

す

る

を

世

間

L

E
す

る

。

部

同

世

相

酬

の

プ

ク

ン

は

正

さ

に

此

祖

母

恕

に

近

、

さ

色

申

で

ゐ

る

が

、

否

人

炉

A

Y

後

我

刷

都

市

申

新

開

地

の

計

査

に

彼

自

形

式

聖

誕

憾

に

刺

川

し

得

る

場

合

は

少

い

か

弘

知

れ

向

。

要

す

る

に

抗

都

市

の

外

部

に

揖

脱

す

る

地

域

の

桁

路

系

統

整

理

は

震

回

都

市

m

R

M

・
-

紫

怠

ご

す

る

E

こ

ろ

で

め

る

が

、

来

現

質

的

問

題

に

就

τ
は

朱

に

能

れ

一

入

研

郊

を

鞍

波

L

t
入

の

な

い

申

は

甚

だ

心

細

き

次

第

で

あ

る

英

官

利

に

於

て

は

一

九

O

九

年

住

居

絵

芝

共

に

都

市

肝

笹

口

は

法

休

ど

な

b

て

蜜

布

さ

れ

、

ま

ご

し

て

新

附

の

市

街

に

向

っ

て

諜

街

路

盤

浬

を

命

令

し

問

昨

じ

叉

同

法

り

保

必

セ

奥

へ

て

居

る

の

で

ゐ

る

。

苔

人

は

政

京

市

院

改

正

使

例

の

剖

告

主

振

な

怯

休

を

有

す

る

白

で

め

る

か

ら

、

此

佳

作

に

刑

織

し

τ
賀

市

山

刊

の

街

時

系

統

大

改

正

ピ

共

に

郊

外

新

聞

地

域

の

出

判

断

系

統

帥

町

一

止

の

貨

行

世

相

捌

き

ね

ば

は

-
b

泊
、

そ

れ

に

し

τ
も

謀

計

袋

町

隅

査

が
ρ

少

し

も

山

諌

て

島

な

い

よ

う

な

貌

帥

町

獄

抱

u
、

吾

λ

は

m

世

代

白

文

明

部

山

氏

ど

L

r
甚

だ

恥

か

し

〈

成

宇

る

ピ

ニ

ゐ

で

晶

る

工

品

不

完

V

ロ

ユ

l

ト

ビ

ヤ

ロ

一

註

開

平

K

m

t

A

代

鑓

飴

ゆ

合

大

曾

の

唆

鍵

舎

の

省

夜

・

次

の

傾

向

地

面

白

川

!

日

企

d
u

ら

れ

れ

・

一

『

忍

は

三

十

相

D

五

十

年

制

町

の

米

織

の

-
p

h

z

A

急

ι
仁

・

民

時

分

い

は

東

窓

M
m

で

"

は

羽

市

刊

誌

ド

h
a

・E

R

ゐ

夕

、

も

劣

る

ま

じ

さ

市

民

ぞ

緩

舎

一

時

m
s

，
.
胃

H

H

は

岡

尻

市

A

V

慣

慨

さ

れ

仁

信

じ

場

圃

り

奮

闘

川

町

務

主

入

金

-

-

づ

き

漉

す

舗

立

入

越

で

は

く

・

山

繰

る

丈

市

長

島

琴

稲

修

乙

市

一

台

鴎

瓜

"

は

市

の

唆

g

'
舗
の

T

め

p

h

u

m

a

的

努

力

を

す

る

人

治

で

ゐ

M

V

・

又

市

の

各

方

耐

の

刷

開始

官

隊

縁

日

毎

市

計

画

μ

暢

興

F

る

路

徳

一

q

m

u

-

-

〈

-

R

a

m

上

。
聞

皿

金

も

了

解

L

て

漏

ら

れ

賀

行

ド

ド

可

総

花

る

針

盤

金

立

て

ら

れ

る

ι
・

w

畑
氏

‘

亦

品

川

ご

寝

家

の

銀

m
h
z
w
ゐ

9

3

一

に

市

の

匁

の

円

h

u

m

f

然

‘

は

《

A

z

e

凶

嵐

山

す

る

の

み

な

ら

ず

比

の

鍋

ι
民

自

分

U

歳

例

の

賛

金

を

管

機

乙

れ

此

の

A
m

闘
「
い

は

臼

分

代

一

a

d

N

酎
闘
を

徐

C

ず

さ

い

ふ

混

じ

w

e

-

x

f

る

人

旭

t

h

リ

ま

す

か

ら

・

具

時

分

の

宙
思

疎

は

よ

-r
利

令

'

L

て

羽

風

袋

々

れ

ゐ

-

仰

械

の

凶

慢

で

ゐ

一

リ

ま

す

・

訟

は

こ

の

芭

の

見

仁

「

a

1

ト
U

5

?

」

が

鑑

き

絢

a
m
v
h

必

ず

0

・

具

挽

包

色

れ

る

ニ

z

-

協

じ

て

必

叫

7

a

f

」

一

-

少

の

忽

個

R

W

地
-
a

，
仇W

M

M

.

含

味

す

れ

町

怠

-

R

鯛

ゐ

海

軍

・

Z

T

曾・

m

m

m

の

名

均

水

氏

も

及

ぼ

ざ

ゐ

も

の
が

ゐ
&
・

一

我

図

都

市

改

良

計

査

の

将

来

(

Z

H  

同

安

1't 

五

建

築

制

限

と

縫

満

問

題

制

市

内

改

良

剖

貸

白

核

干

は

抗

女

姐

問

題

で

め

る

げ

れ

ぜ

も

、

県

都

市

町

民

岬

日

伝

形

成

す

る

も

の

は

北

街

路

に

珂

す

る

時

曲

第

で

串

る

か

ら

、

如

何

じ

都

市

全

体

の

桁

時

系

統

一

か

改

良

さ

れ

て

・

0

淡

路

築

が

現

代

D

文

明

セ

搭

ゐ

〉

ょ

・

3

な

も

の

に

改

良

さ

れ

白

以

上

訓

都

市

の

賞

貿

は

m
貨

に

於

τ
改

良

さ

れ

品

。

で

め

る

。

依

に

欧

米

各

凶

に

T

は

抑

市

の

建

築

主

改

凪

せ

ん

苅

め

に

は

色

h

q

m

手

段

h

z

取

っ

τ
居

る

申

で

め

る

。

建

築

怯

艇

は

即

ち

部

大

師

酬

を

示

す

も

閉

で

晶

つ

T

、

市

民

的

自

覚

ど

相

待

も

其

柿

市

総

鎮

の

政

相

廿

泡

沙

智

従

現

し

つ

〉

め

る

こ

ゼ

は

詩

人

目

大

に

注

意

す

べ

主

点

で

め

る

。

之

h

z

戎

凶

問

申

現

献

に

n

A

ょ

、

都

官

制

強

枕

揮

ご

し

て

謀

議

務

佐

躍

し

つ

〉

め

る

b

の

換

し

て

抽

出

何

め

h
v

や

、

阪

ね

中

古

式

其

値

目

水

池

脆

崩

申

訓

科

準

的

構

法

物

に

し

て

、

二

相

自

火

災

に

島

市

に

仰

す

る

も

の

漏

々

仔

然

ら

ざ

る

は

な

い

申

で

め

る

、

少

し

f

強

寺

田

間

風

向

襲

来

せ

ん

か

、

被

告

制

朗

々

ピ

L
τ

修

理

智

加

へ

ぎ

れ

ば

梁

務

に

も

託

支

を

生

宇

品

場

合

少

し

Z

せ

令

、

川

包

括

さ

密

策

ω
不

安

よ

り

良

い

τ
一

般

純

櫨

慣

の

不

安

定

ビ

も

な

h

、

岡

市

部

に

到

す

る

不

刺

盆

は

山静

口

調

な

富

田

も

の

が

あ

る

に

も

拘

ら

子

、

-

般

枇

脅

か

ら

は

左

岡

村

昭

二

E

〉

色

削
船

は

れ

τ
応

ヰ

h

v

よ

主

で

あ

る

。

我

困

岡

氏

自

白

凪到

す

べ

き

こ

ど

多

々

め

る

年

ら

ん

が

、

都

市

建

築

大

恨

む

の

念

喪

主

党

る

こ

と

は

、

最

も

緊

急

な

る

こ

E

の

-

E

つ

で

な

〈

て

は

な

ら

向

。

欧

必

汗

各

附

申

榔

市

が

刊

現

時

賞

施

し

つ

〉

め

る

述

策

法

令

は

寝

凶

の

郷

市

じ

は

抗

ち

に

港

湾

ど

す

る

こ

さ

叫

不

可

抽

加

で

め

る

、

何

芭

な

れ

ば

彼

に

ゐ

b

て

は

十

人

世

紀

の

始

め

よ

b

一

般

民

間

申

姶

物

吉

雄

も

大

体

煉

兎

不

叫

鴨

池

申

氷

久

的

の

b

の

Z

な

っ

允

申

で

ゐ

る

か

ら

、

注

策

法

令

に

よ

b

T

拠

柿

耳

目

部

分

骨

漸

次

に

改

良

せ

し

除

り

る

こ

ど

に

依

っ

て

都

市

改

務

の

目

的

を

治

せ

ら

る

〉

の

で

め

る

炉

、

民

に

串

b

て

は

建

築

構

池

の

松

氏

よ

り

改

曜

日

す

る

の

裂

が

め

る

か

ら

、

彼

の

取

締

秘

的

'
訓

告

手

級

、

さ

手

段

に

て

は

討

し

そ

れ

を

質

施

す

る

と

し

て

も

h

年

二

百

年

の

年

間

を

裂

し

て

拘

ほ

徹

底

的

申

統

一

は

党

来

な

い

も

り

吉

山

は

ね

ば

な

ら

向

。

即

ち

我

州

都

市

的

総

銭

信

如

何

に

L

T
政

指

い

す

る

や

は

約

ま

句

我

嗣

縄

特

白

方

怯

を

政

先

せ

ね

ば

な

-

b

拍

仰

な

白

で

め

る

。

吸

困

岡

田

都

市

中

世

仰

に

帝

初

や

其

他

甲

骨

皿

要

都

市

は

今

や

一

一

副

島

早

{

誕

述

築

制

限

の

困

怯

摂

布

を

欲

す

る

申

で

争

z
、

若

し

苔

人

は

め

ら

ゆ

る

犠

牲

を

掛

っ

て

桁

路

系

統

の

改

正

を

附

行

す

る

も

其

改

正

さ

れ

た

る

幹

線

街

路

に

前

ふ

て

苫

へ

矢

荻

b

非

文

明

非

科

事

的

自

建

物

世

誕

べ

ら

れ

τ
は

、

明

組

り

み

由

改

良

に

越

き

宇

し

τ
呉

氏

貨

は

少

し

も

改

普

さ

れ

同

こ

ピ

仁

な

る

申

で

め

る

。

税

同

現

時

の

枇

合

が

一

般

に

科

曲

作

幅

細

川

申

獄

宴

な

る

に

気

付

か

F

a

o
趨

沙

門

h

考

ふ

る

昨

は

、

よ

し

都

市

街

路

の

永

温

的

別

設

が

賀

行

さ

れ

て

も

、

県

姶

築

を

科

山

中

的

且

料

桝

的

A

W

迎

の

柿

地

物

民

政

普

す

る

こ

E

は

頗

る

蛇

京

江

いV

Z

H

A

ね

ば

h
u

ら

向

、

放

に

此

際

否

入

は

一

刻

も

早

〈

少

{

芭

も

亜

泌

都

市

r
Mり
円
い

寅

施

せ

し

む

へ

5

始

築

改

也

り

H

M

作

右

側

先

し

、

-

般

市

民

を

し

て

抗

措

阿

る

世

聞

を

知

ら

し

む

る

の

念

袈

江

る

を

成

予

る

も

の

で

め

る

。

聡

築

の

構

造

に

一

応

の

制

限

t
位

〈

る

こ

正

は

、

都

市

改

良

計

量

の

主

主

な

る

部

分

で

本

り

る

以

上

、

従

雄

東

京

市

に

管

施

せ

ら

れ

花

る

市

以

改

正

問

酬

が

約

三

十

年

前

か

ら

A

V

浬

的

自

も

の

と

総

め

ら

れ

な

が

ら

、

抗

建

築

制

限

が

凶

怯

上

緊

要

り

こ

ど

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

な

か

っ

た

の

は

、

甚

だ

不

可

思

践

的

E

さ

宮

は

ね

ば

叫

ら

品

。

之

れ

}

に

措

置

置

技

術

掠

が

批

骨

折

携

の

任

官

自

民

M

L

件

h

ゆ

か

っ

た

泊

め

で

あ

っ

τ
、

文

他

山

反

而

に

は

我

凶

由

沿

渡

附

代

申

文

明

が

ん

て

に

上

、

乙

べ

り

を

日

し

つ

〉

米

托

か

ら

、

島

久

保

積

の

山

相

応

た

る

本

式

の

住

築

な

ず

は

金

〈

埠

へ

及

げ

な

か

っ

花

か

ら

で

め

る

。

む

λ

は

栽

回

申

抑

市

建

築

制

限

り

方

法

即

ち

英

文

綱

と

刺

闘

志

に

百

一

る

問

山

聞

に

就

τ
相

常

り

窓

H

A

h

T

荷

し

、

之

を

枇

官

一

般

に

政

析

す

る

由

設

誌

を

凶

手

乙

町

で

ゐ

る

が

、

比

抑

制

に

於

τ
は

部

除

臼

L

V
A

見

出

さ

品

か

I
b

、

他

H

別

に

之

生

後

求

す

る

ζ

と
、

通

し

、

滋

に

は

ま

と

し

τ
諜

制

限

ど

筒

人

法

則

合

由

経

僚

に

加

す

る

貰

際

的

荊

切

な

る

問

題

に

申

み

少

し

〈

鯛

れ

τ
凡

北

い

。

大

都

布

の

幹

組

街

路

に

而

す

4

匂

述

築

を

防

火

構

諮

り

永

久

建

築

花

・

争

し

め

る

こ

と

は

引

制

限

の

基

礎

で

め

る

か

ら

若

し

汎

宵

施

の

際

岬

桝

上

前

入

に

m

n

痛

を

興

へ

g

る

も

申

と

す

れ

ば

引

制

限

は

輿

拾

の

迎

ふ

る

Z

こ

み

ピ

な

り

抗

ち

に

賀

行

出

事

ゐ

中

日

で

め

る

。

然

る

に

我

隙

申

-

般

一

耽

骨

は

朝

野

の

別

な

f

此

点

に

酬

し

何

等

の

浬

u

m

t

市

せ

や

略

刊

さ

な

し

に

司

、

出

久

の

不

安

定

の

ほ

旧

民

一

か

採

算

上

布

盆

な

る

ゐ

の

正

安

斯

し

て

腐

る

よ

コ

で

め

る

。

飲

に

若

し

怯

休

に

よ

り

て

泳

久

的

肪

火

構

遣

の

山

県

屈

に

改

む

を

命

性

ん

正

す

る

も

、

市

民

は

一

弾

に

県

無

法

な

る

ぞ

叫

よ

こ

ピ

で

め

み

ふ

古

忠

は

れ

る

。

之

れ

吾

入

の

深

f

遺

械

と

す

る

Z

-

7

の

で

め

る
。

大

都

市

的

幹

線

街

路

に

而

す

る

姶

築

は

ま

と

し

τ

w

w

移

川

〔

管

業

広

傭

又

は

職

衆

都

務

〉

に

供

せ

ら

る

当

を

阿

川

24 

ぜ

す

'
ω

か

依

に

.

建

物

自

築

む

賓

拠

物

一

か

管

業

上

放

支

相

償

ふ

も

り

で

な

{

T

は

な

ら

由

、

船

郡

市

災

観

四

銭

め

ピ

か

業

務

妨

磁

的

地

勢

φ

泊

め

ど

か

識

は

控

淡

な

る

な

味

自

体

磯

ぜ

か

由

湾

め

に

政

文

相

慣

は

白

よ

う

な

工

費

ぞ

投

宇

る

こ

正

は

二

一

ニ

白

物

撤

術

者

自

外

に

認

ま

れ

な

い

こ

ご

で

め

る

。

若

し

そ

れ

が

午

永

久

的

申

低

き

木

池

袋

屈

で

め

っ

花

に

し

て

も

、

或

は

工

設

の

仙

魁

企

前

一

か

少

傾

に

し

τ
資

非

家

ご

し

て

大

し

た

昔

捕

な

き

に

し

τ

b
、

誕

業

都

執

行

上

支

扮

ふ

べ

き

通

常

申

公

貸

料

が

訓

投

資

申

別

組

h

Z

な

ら

泊

よ

う

な

注

築

な

ら

ば

、

之

を

一

般

に

強

制

す

ぺ

き

性

貨

の

も

の

と

見

る

時

に

明

か

な

い

、

之

に

反

L

誕

建

物

炉

永

久

的

防

火

構

遣

の

も

り

に

し

τ
効

相

の

投

資

可

な

り

大

な

る

b

の

も

、

県

賀

川

上

の

究

貸

料

金

M

Y

卦

投

資

に

十

升

酬

。

符

ら

る

冶

も

申

ご

す

れ

ば

、

そ

れ

こ

そ

十

分

に

強

制

す

る

こ

E

白

山

採

る

も

由

ど

言

。

仰

る

。

r

J

h

r

A

は

了

皮

税

代

山

知

舶

が

主

4

L

T
蛾

如

じ

L

て

木

舶

が

次

節

に

委

聖

夜

し

っ

、

め

る

E

mし

〈

、

識

は

そ

れ

以

よ

白

謹

皮

に

木

池

袋

庄

が

鎖

筋

ヨ

μ

夕

刊

'

1

ト

又

は

銭

什

娘

克

治

田

建

築

仁

改

む

き

る

出

泌

命

に

め

る

色

町

ど

口

千

ぺ

き

幾

多

の

稗

山

公

布

す

る

の

で

み

る

。

大

都

市

り

枠

組

街

路

は

持

制

μ
百

吠

前

後

町

b

の

正

す

れ

ば

謀

れ

に

而

す

る

蛇

物

私

大

体

五

十

回

目

以

上

百

択

に

延

き

b

凹

Z

似

日

ん

し

、

乳

時

数

は

四

時

以

上

七

附

を

辿

常

ど

す

る

‘

而

L
τ

品

工

設

を

計

上

し

て

見

る

に

(

職

前

の

エ

袋

)娘

什

煤

混

む

門

エ

V

4

l

h

p

l

H

引

‘

駿

一

必

川

(

他

一

切

申

股

備

品

目

)

山

師

押

平

副

一

一

時

に

付

さ

工

盟

三

百

聞

内

外

鍬

筋

コ

y

h

y

p

l

ト

池

(

位

偏

川

上

〉

脱

却

布

市

一

却

に

付

言

エ

抜

28 

武

百

五

掛

附

内

外

25 

で

め

る

か

ら

、

A

I

依

b

に

地

所

ご

判

じ

一

白

岡

)

五

回

押

b

z

購

入

し

述

岬

阿

古

判

七

肱

川

町

銭

筋

s

y

タ

P

1

1

r
泌

物

を

築

造

し

は

り

ご

す

札

ば

某

採

算

は

次

の

通

り

古

な

る

、

地

所

購

入

袋

容

輪

五

術

的

凶

時

曲

集

長

七

拾

e

国

側

(

起

床

岬

ニ

ヰ

入

百

時

-

一

沖

武

百

五

持

聞

芭

し

τ
〉

合

計

H

O

T

-
瓜

国

而

し

τ
来

引

効

床

}

山

積

は

絶

床

而

坪

四

七

海

り

と

し

約

二

千

坪

世

相

柑

る

の

T

串

る

・

之

士

一

軒

円

甲

山

品

川

五

回

最

前

ヒ

闘

中

均

六

聞

ピ

す

札

ば

‘

一

グ

月

賃

貸

料

金

枚

入

A

札

前

試

千

凶

之

官

一

グ

年

に

掛

川

鉾

L

怯

静

岡

前

向

千

側

ど

な

る

。

県

内

投

資

に

到

し

六

法

的

利

子

花

絵

築

長

田

一

ニ

十

五

グ

年

償

却

、

屯

俊

、

駿

口

前

由

純

益

、

時

同

枕

崎

明

を

合

算

す

れ

ば

六

出

産

千

町

投

資

一

h

o

-A

雨

聞

に

到

す

る

利

子

ハ

年

六

朱

〕

添

加

国

建

築

設

七

給

高

聞

の

官

一

イ

五

グ

年

償

却

年

度

制

血

昔

前

四

氾

燈

.

殴

民

、

開

m
m抗

弘

償

却

制

州

立

浪

部

副

都

税

U

A

雑

曲

目

A

H

剖

拾

-

準

高

必

千

回

泣

引

内

比

政

史

千

閏

獄

説

金

以

上

は

唯

叫

H

二

例

に

過

ぎ

子

、

県

両

政

申

大

小

、

附

歎

の

多

少

一

及

地

務

的

簡

栄

的

仮

値

申

如

何

偲

に

よ

b

、

和

々

B
m化

め

る

べ

き

は

依

然

年

れ

ぜ

弘

、

以

上

の

数

字

は

過

不

及

な

き

岨

・

拘

叩

採

努

ι
し

て

、

何

も

ら

か

ど

目

。

へ

げ

品

質

際

よ

b

は

俄

荘

内

翰

に

凡

花

計

算

で

串

る

。

午

然

現

時

の

戦

時

相

坊

に

川

町

主

は

以

上

申

如

き

採

訴

は

ん

τ
呉

基

伎

を

29 
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失

ふ

り

で

め

る

h

T

b
若

し

之

を

賞

馳

せ

ん

己

f

h
い

ば

延

に

他

白

務

先

主

要

中

る

も

b

z

B
は

ね

ば

な

ら

向

。

]

般

枇

骨

に

於

て

は

木

造

り

二

時

将

皮

的

宇

J

A

久

燃

焼

貨

建

物

t

き

へ

新

築

す

お

こ

芭

ば

可

な

b

大

き

い

苦

痴

を

成

予

右

目

じ

、

永

久

的

防

火

構

池

町

生

々

た

る

述

築

h

z

諮

る

こ

ど

は

、

所

訟

手

m
m

の

資

産

に

τ
は

不

可

能

で

あ

る

E

L
τ

品

開

ん

正

一

一

周

h

z

だ

も

典

へ

ざ

る

風

潮

に

慣

ら

さ

れ

て

居

る

白

で

め

る

、

然

る

に

抗

保

算

上

白

問

題

を

賃

照

的

に

側

資

τる

時

は

上

惑

の

如

〈

永

久

的

構

地

物

は

切

か

に

経

済

よ

合

理

的

に

し

て

、

木

造

の

低

き

建

築

こ

そ

却

τ
不

経

植田

の

掛

で

串

る

こ

ご

が

和

解

る

申

で

串

る

。

殊

に

木

地

軸

叫

策

は

椛

飢

桝

み

た

る

後

・

。

漸

次

に

脂

質

す

べ

き

誕

命

砂

有

す

る

に

拘

ら

字

、

ヨ

ゾ

タ

9

1

ト

梢

遣

は

路

用

蒋

感

の

地

主

さ

共

に

衣

筑

に

低

出

席

な

ゐ

成

同

刊

を

曲

躍

り

縛

る

傾

向

が

眼

前

に

術

た

わ

る

日

於

て

は

、

吾

人

は

我

凶

此

一

般

を

し

て

此

武

久

建

築

が

続

桝

田

原

川

に

鴻

ふ

h

の

で

め

る

こ

ど

を

十

分

に

彼

庇

す

る

ま

で

に

叫

ば

ね

ば

な

ら

向

。

之

れ

叩

が

て

輿

拾

と

な

り

て

怯

作

制

定

を

促

す

で

め

ゐ

ふ

。

一

体

建

築

怯

規

は

晶

体

ど

し

て

陪

山

廷

に

雑

駁

白

も

り

な

高

も

.

我

嗣

税

時

の

飢

臓

な

る

初

出

紋

飽

を

救

梼

4

・

る

いH

は

先

づ

幹

線

街

路

じ

而

す

る

建

築

を

丑

部

改

築

せ

し

め

て

.

永

久

的

税

串

的

的

建

築

花

ら

し

め

る

銘

め

に

、

緊

要

比

上

も

な

い

体

大

な

る

法

典

な

の

で

串

る

。

吾

人

は

其

制

定

が

一一

測

も

以

〈

成

効

せ

ん

こ

ピ

を

問

叫

ん

で

己

ま

な

い

。

六

衛

生

工

事

.

欧

米

り

都

市

は

+

や

一

電

L

T
縦

織

系

統

め

る

術

生

怯

備

を

冶

せ

ざ

払

は

払

い

古

3

ふ

も

泊

三

で

は

な

い

、

榔

市

の

ん

て

の

施

慌

の

中

で

衛

生

陵

地

明

白

根

底

花

る

下

水

工

市

ほ

ぜ

に

重

大

な

る

白

は

な

い

の

で

晶

つ

τ
、

文

明

岡

田

市

民

は

下

水

町

不

完

全

な

る

を

以

t

一

申

恥

緑

区

考

よ

る

二

吉

、

対

ほ

目

に

文

牢

な

き

b

の

が

白

か

ら

却

下

す

る

に

等

し

缶

百

的

が

め

a
。

初

市

ピ

L

て

叫

下

水

工

事

h

T

完

成

せ

じ

u

a

-e
比

一

癖

径

の

義

絶

t

設

へ

て

厄

る

町

で

め

る

。

も

30 
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ぜ

よ

ち

欧

米

の

綿

布

も

下

水

エ

m
の

緊

要

な

る

・

乞

H

A

出

せ

し

は

最

近

三

四

十

和

旗

印

こ

ご

に

周

し

、

そ

れ

以

前

に

母

bτ

は

唯

郁

介

郁

升

随

意

に

低

地

に

向

つ

τ
揚

水

世

流

し

花

の

で

め

っ

て

1

我

閥

都

市

の

現

時

白

状

態

Z

圃

買

っ

て

阻

町

吋

な

か

っ

た

申

で

串

る

。

然

る

に

衛

生

生

型

車

・
白

進

歩

は

現

時

の

如

き

組

織

的

術

品

設

備

月

念

姿

な

る

を

認

め

、

衛

生

ヱ

都

の

準

設

は

遂

に

辺

町

設

備

佐

賀

現

せ

し

め

伐

の

で

串

ゐ

。

而

し

て

下

水

エ

mの

完

備

し

た

る

後

の

都

市

の

健

康

獄

協

は

誕

向

上

買

に

畑

出

事

な

る

も

り

め

り

て

‘

上

水

申

普

及

さ

相

待

ち

て

一

般

申

急

性

俳

設

相

問

自

拙

到

来

を

一

掃

す

る

に

去

っ

た

・

』

ご

は

現

代

文

明

の

最

も

跨

と

す

る

古

こ

ゐ

で

め

る

。

然

る

に

我

閥

申

都

市

は

帝

認

を

始

め

大

阪

‘

京

郷

町

如

き

何

れ

も

未

だ

下

水

組

織

全

完

成

す

る

に

安

ら

手

、

調

b

大

阪

は

浪

商

業

中

心

地

た

る

舵

携

に

晴

挺

式

下

水

系

統

を

有

す

れ

r

b
、

甚

H

h

不

完

全

に

し

て

之

を

現

代

申

衛

生

工

川中

申

立

場

よ

h

見

れ

ば

食

尉

な

る

間

に

合

せ

白

色

申

d
c

し

か

見

る

婦

に

行

な

い

。

近

串

坊

来

方

面

に

下

水

系

統

の

普

及

e

佐

官

施

し

つ

〉

生

れ

r

b
未

だ

以

て

我

大

阪

市

町

一

武

法

的

肝

盆

と

}

致

L

花

b

由

ピ

官

ム

こ

芭

は

六

ク

難

い

唱

で

あ

る

。

東

京

市

は

十

鍛

年

来

大

問

題

Z

し

て

対

臨

時

さ

れ

T

居

っ

た

の

で

あ

る

が

、

大

正

元

年

に

約

四

千

部

聞

の

工

費

を

以

て

全

市

に

亙

る

m

世

代

式

の

下

水

計

盤

を

賀

行

す

る

に

決

L

H
、

而

し

て

出

し

そ

の

地

b

賀

行

が

進

め

た

大

正

十

大

年

に

は

完

賦

す

る

特

で

み

つ

花

"

れ

r
色

、

途

中

色

々

の

模

峨

梓

が

趨

h

、

今

は

姑

且

な

る

叶

壷

に

逆

戻

h

を

な

し

て

居

る

よ

う

で

め

る

。

京

都

市

に

主

つ

て

は

未

だ

下

水

工

事

の

役

針

き

へ

も

出

来

て

居

な

い

・

毎

年

亦

山

巧

箆

扶

新

符

申

樽

染

病

に

蓄

し

f

嘗

め

ら

れ

て

居

る

古

品

目

ム

よ

う

な

獄

悠

で

串

る

・

名

古

屋

市

は

最

近

に

市

の

中

央

部

の

下

水

道

を

完

成

し

北

さ

首

ょ

こ

淫

で

め

る

が

全

市

に

亙

b

て

の

品

川

護

は

未

だ

出

来

な

い

の

で

め

る

。

県

他

申

都

市

に

翠

b

て

は

殖

民

地

申

二

三

31 
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都

市

士

除

き

て

は

、

殆

ん

f

下

水

工

耶

を

施

工

し

た

ι

ζ

ろ

は

な

い

の

で

，

の

っ

て

・

唯

古

事

の

闘

盤

上

共

甚

し

き

欠

陥

に

紙

付

か

ざ

る

ま

E

h

v

め

る

・

陛

界

各

岡

昭

都

市

一

か

漸

次

英

市

民

の

健

康

向

上

士

植

貨

に

保

泣

せ

ん

ど

す

る

時

代

に

‘

郷

b

咽

帆

姻

の

都

市

は

衛

生

白

危

害

防

線

申

線

本

計

賓

の

樹

立

を

怠

b

つ

弘

め

る

は

文

明

凶

民

E

L

τ

甚

r

L

5

d
議

を

既

せ

S

る

を

得

な

由

で

晶

る

・

締

罰

系

統

冊

立

と

共

に

大

下

水

や

蛇

管

下

水

白

系

統

士

定

均

都

市

晶

体

の

汚

水

準

水

を

完

全

に

排

除

す

る

叶

壷

士

樹

つ

る

-

』

ど

は

、

我

都

市

目

下

の

念

務

に

め

ら

予

や

。

品

開

L

兆

計

査

に

作

ふ

財

阪

に

影

L

T
各

部

市

z

b

に

之

を

手

控

へ

て

日

的

ゐ

郁

貨

は

我

闘

現

時

の

お

の

脱

皮

に

て

は

致

方

な

し

さ

す

る

論

者

色

事

れ

ず

、

苦

λ

は

斯

酔

る

怠

M

品

に

は

同

怠

す

る

昂

に

は

行

か

な

い

申

で

め

る

・

水

温

は

牧

益

作

ふ

が

依

に

之

を

布

段

L

‘

下

水

は

金

銭

上

の

利

益

を

生

せ

F

る

が

依

に

何

時

ま

で

色

投

錨

し

て

印

刷

み

F

ゐ

が

如

、

C

不

合

岡

崎

や

比

短

見

は

到

底

郷

市

改

良

川

壷

を

考

ふ

る

色

の

、

.

山

静

る

べ

き

窓

口

品

?

は

な

い

。

一

氏

せ

る

方

針

な

さ

部

分

的

の

施

d

u
決

し

て

真

正

の

改

良

針

査

で

は

な

い

由

で

串

る

.

衛

生

上

の
吐

血

設

は

下

水

工

事

を

兆

候

本

と

T

μ

f

b
、

住

他

に

ほ

上

本

的

符

此

を

縦

庇

せ

L

め

食

料

品

也

進

、

結

続

出

市

長

所

、

衛

生

博

抽

館

の

建

誌

等

其

附

引

円

晶

だ

事

般

に

4

b
、

到

底

此

A

H

哩
血

M

t

・
-

遮

に

謀

本

ゐ

一

也

と

セ

縛

ざ

る

を

遺

憎

Z

す

る

。

セ

改

葺

針

重

賞

摘

の

法

捜

と

財

源

都

市

改

良

申

計

壷

を

質

植

す

ゐ

に

は

そ

れ

ル

¥

法

作

の

力

じ

依

b

て

、

其

統

一

せ

る

永

泣

的

の

施

工

を

傑

縫

す

る

を

要

す

る

は

品

開

鎗

に

し

て

、

飾

人

の

利

引

M

i

L
リ

b

v
且

に

大

な

る

都

市

全

体

の

点

遠

回

副

哩

臓

を

基

礎

と

し

て

計

査

を

立

つ

る

錦

め

に

は

可

な

b

大

な

る

槽

カ

一
か

仲

は

ね

ば

む

ら

目

印

で

め

る

。

然

る

に

鼠

米

各

凶

内

部

市

改

此

計

蜜

に

H

A

る

に

、

必

予

L

-

s
法

体

申

力

金

川

ひ

A

Y

.

単

に

行

政

命

令

じ

よ

ら

比

較

的

部

品

に

大

騰

な

る

改

良

計

壷

が

貰

施

さ

れ

て

居

る

申

は

、

崎

町

入

の

権

利

忠

偲

の

筆

法

し

た

る

取

水

に

M

m

て

は

輸

相

不

可

解

の

や

う

に

b

叫

は

れ

る

。

悦

一

此

に

結

f

べ

き

は

雄

策

怯

線

的

個

別

に

し

て

、

単

に

行

政

上

山

政

鋭

に

遁

S

F
・0

掠

の

問

題

U

ぺ

ん

て

怯

伴

の

威

主

ピ

な

っ

て

必

る

4

Z

で

ゐ

る

。

豆

諸

市

町

市

長

は

成

る

域

合

仁

は

栂

市

点

溢

申

刺

盆

の

認

め

に

は

絶

大

の

樋

カ

を

以

て

簡

人

の

施

政

に

干

渉

L

抑

る

が

劃

き

、

草

は

直

木

別

加

申

ご

一

由

州

に

於

り

る

が

劃

f

、

都

市

が

改

良

工

事

司

錦

め

に

地

仮

差

益

説

L

T

賦

銀

L

m
w
ゐ

符

其

訓

練

は

少

し

b

一

定

せ

守

し

て

、

L

h

r

b

貨

統

を

場

〈

ゐ

ニ

ピ

に

於

て

は

甚

化

則

者

な

る

も

の

が

め

る

@

若

人

の

聞

〈

慮

に

よ

れ

ば

一

般

に

縄

匙

白

都

市

同

其

改

良

計

壷

貫

施

に

際

し

官

民

一

致

し

て

其

氏

効

に

努

力

す

る

ご

宮

ム

よ

と

で

め

る

、

草

木

別

加

の

或

る

訂

名

な

る

都

市

計

量

論

ポ

は

其

官

民

一

致

せ

る

都

市

改

良

品

聞

を

以

て

二

帽

の

伺

逸

気

風

ど

世

相

へ

T

M
拍

る

の

で

め

る

・

英

吉

剰

に

て

は

却

市

計

貧

訟

は

一

九

O

九

年

に

怯

作

ぜ

な

っ

て

襲

布

さ

れ

て

居

る

り

れ

ず

も

・

t

I

働

ポ

住

宅

供

ど

共

に

一

つ

申

怯

作

に

編

纂

さ

れ

た

の

で

め

っ

て

.

貨

は

市

外

的

新

開

地

の

助

監

理

'

Y

強

制

す

る

に

過

F

な

い

。

我

闘

に

M

m

"

る

東

京

市

以

政

E

依

例

の

方

が

む

し

ゐ

U

作

と

し

て

は

よ

り

以

上

質

則

的

の

・色

町

で

ゐ

る

か

も

知

孔

肉

、

而

L

τ
其

世

布

は

共

古

利

町

郷

市

計

輩

怯

A

b

-
-

一
一

J

E

年

b
u
γ

〈

匝

官

官

叩

き

礼

て

厨

る

の

で

ふ

り

る

か

句

、

部

し

抑

市

改

良

市

業

U

Y

件

前

作

の

カ

に

よ

ち

T

の

み

其

此

絞

が

暴

か

る

自

の

な

ら

ば

、

我

凶

の

帝

趨

は

A

Y

や

非

市

に

立

仮

に

比

成

績

乞

畢

り

て

応

ゐ

符

で

め

る

が

、

山

中

買

は

之

e

官

官

印

刷

す

る

を

茶

阿

ど

a

o

T
る

二

ど

が

山

車

両

.

要

す

る

に

却

市

計

査

の

賞

施

に

際

し

て

は

除

洲

の

二

三

凶

に

て

騨

ら

飽

め

ら

ゐ

、

地

初

牧

川

怯

叉

低

調

乙

に

於

て

主

ど

し

て

行

は

ゐ

注

市

街

地

臨

劉

繋

抽

司

法

を

地

色

荊

効

な

る

b

の

ご

す

る

、

東

京

市

匹

改

正

俊

樹

に

附

嵐

ぜ

る

市

民

改

革

土

地

建

物

a
n
F胤

則

(

明

治

二

十

二

年

一

月

劾

帝

)

は

初

そ

れ

に

似

よ

b

た

る

も

申

に

し

て

.

一

般

土

地

政

刈

挟

白

剤

E

E
印

刷

な

も

申

で

は

な

い

が

‘

諜

純

一-一

僚

に

川

崎

山

ん

し

め

る

「

本

則

第

一

能

品

川

胤

u

J

阿

見

上

タ

Y

毛

ノ

ρ

胤

仮

ヲ

u

y特

-

一

務

所

帯

来

三

梯

下

グ

4

-

y

e

e

・e

・

-

」

ピ

す

ふ

が

割

S

部

分

は

金

t
現

代

目

都

市

計

量

の

精

岬

ど

一

致

せ

ざ

る

私

的

で

め

る

。

此

嗣

東

京

市

臨

故

正

傾

倒

且

土

地

組

物

広

分

説

則

は

大

阪

京

都

民

び

向

島

大

医

に

於

T

特

に

必

一

皇

官

認

め

た

る

都

市

に

お

全

部

品

ご

怖

を

筑

施

す

る

よ

さ

を

御

ピ

官

ふ

法

律

案

が

純

肯

士

通

過

し

北

田

は

む

入

町

公

私

偉

快

に

威

宇

る

ピ

ニ

ろ

で

め

る

と

川

附

じ

、

J

H
λ

は

九

a

後

其

訟

仲

町

村

柑

紳

に

依

b

m樋

的

自

永

雄

針

壷

b

z

立

て

巣

賞

純

白

一

臼

色

年

{

一

連

ば

叫

ん

4

z

t
射

る

b

凶

で

め

る

・

げ

れ

ず

色

一

此

じ

一

接

会

誕

の

τ
地

帯

肱

川

且

市

街

地

阪

割

推

理

制

度

の

必

a

b

a

m
ふ

る

も

の

で

め

る

.

都

市

計

盆

ゆ

賞

施

に

件

ム

財

訴

の

問

削

阻

は

北

凡

て

回

計

貨

h

z

生

か

す

か

殺

す

か

と

官

ム

放

後

申

許

否

権

自

存

す

る

t

こ

ゐ

で

.

謀

計

安

立

袋

町

閤

婦

は

首

に

虫

泣

的

の

都

市

計

盗

b

z

苓

縮

せ

し

め

る

申

で

あ

る

‘

蓄

し

き

は

初

め

よ

b

都

市

政

良

申

計

袋

智

立

議

せ

し

め

F

る

お

集

ど

な

る

よ

ど

が

多

い

町

で

あ

る

・

H
m
ぷ

都

市

り

'

劃

〈

英

市

民

が

現

在

の

純

百

貨

を

負

債

す

る

以

外

に

、

其

・

水

温

計

笠

に

到

す

る

豊

川

b

z

十

升

に

負

憶

し

特

・0

胤

に

τ

u
、

必

ヂ

し

も

嫌

問

題

で

は

な

レ

hr
・

-

知

れ

自

が

、

花

岡

町

m

wの

蜘

〈

永

山

岨

肝

壷

申

認

め

に

負

仰

を

受

f

る

を

苦

L

u

a
に

て

は

、

部

財

政

計

壷

佐

立

つ

る

に

倒

-

揮

す

る

申

は

官

然

で

の

る

。

乍

併

附

難

な

り

ピ

て

之

士

刷

・

0

5

る

に

於

て

は

都

市

申

勝

燕

は

杢

〈

断

揺

で

②

る

か

ら

、

東

京

市

区

改

正

儲

例

は

山中

先

し

τ
英

前

進

の

克

明

士

見

出

さ

ん

所

有

什

で

め

っ

た

の

で

め

る

。

東

京

市

原

改

正

に

脅

し

て

は

法

持

は

左

町

特

別

叫

艇

を

微

銘

ず

る

二

ど

を

認

め

花

の

で

め

る

@

一

地

肌

制

地

組

一

白

砂

ノ

イ

一

平

以

内

側

H

V

験

地

ヲ

除

，

一

腎

設

設

並

a

維

持

及

川

叫

方

校

十

分

ノ

阿

以

内

一

家

昼

夜

間

止

工

品

他

勅

A

T

ヲ

以

タ

指

定

M

V

タ

M

F

屯

ノ

東

京

布

は

以

上

山

賦

課

申

外

官

布

河

内

州

地

山

下

附

T

受

H

U

其

何

持

地

4

0

政

λ

す

る

金

制

を

も

佐

川

す

る

ニ

Z

E

詐

Z

札

て

今

H

A

e

-

f

其

市

凶

改

正

を

制

行

し

て

掠

に

の

で

み

・

1

東

京

市

は

芸

部

栄

町

錦

め

に

畏

L

t
る

工

費

は

約

金

書

千

高

岡

町

P

Z

躍

も

、

京

-w
の

訓

き

大

都

市

的

市

以

改

直

結

索

に

傘

千

南

側

や

筑

千

高

幽

に

τ
は

到

底

本

宮

的

永

遠

針

聾

を

賀

行

山

串

な

い

申

は

明

か

な

訟

で

ぬ

る

.

巴

里

ド

ォ

l

ス

マ

γ

軒

壷

を

質

-

訂

す

る

錦

め

仁

約

五

信

高

聞

を

設

し

、

伯

仲

仲

u

r

-

M

億

六

千

高

制

を

投

L

t

新

街

路

削

続

早

・

を

な

し

R

ζ

ピ

ゃ

、

信

教

布

一

か

其

幹

脇

街

路

申

修

正

に

威

信

田

両

闘

を

投

下

し

つ

〉

め

る

手

ピ

・

乞

考

ム

乙

ご

上

北

町

劃

き

小

師

剛

の

賦

謀

に

て

は

、

徴

庇

的

の

針

重

責

行

は

不

可

能

宮

古

は

ね

ば

"

は

ら

ぬ

。

T

爪

日

入

は

符

持

政

正

に

挺

す

る

ヱ

告

及

下

球

温

銭

匙

じ

国

ー

す

る

色

の

は

誕

改

良

さ

れ

て

生

直

r

る

土

池

田

倒

格

脱

貨

の

鍵

砂

か

を

徴

唱

し

T

之

砂

主

併

す

す

i
町

ゼ

忠

ふ

り

で

め

る

。

並

木

剰

加

昭

二

一
一
一
回

州

は

己

に

之

を

賀

行

L

T
居

Z

Z

古

ム

叩

で

め

る

‘
・

8

さ

4

h

v

其

賦

必

町

比

心

中

は

儲

屯

に

研

究

し

τ
英

政

良

桁

踏

に

面

す

る

土

地

M

r

織

何

‘

都

布

会

休

ご

し

T

Z
続

制

と

官

ふ

嵐

に

十

九

町

其

持

掛

町

士

長

押

な

ら

し

め

る

取

は

銑

纂

で

ゐ

る

。

下

水

道

に

豆

つ

て

は

薬

品

守

橋

樋

胤

且

車

線

は

市

全

体

じ

臆

す

れ

ず

4

支

紛

的

接

指

授

は

部

支

出

酬

が

支

配

す

る

宅

地

に

於

τ
之

を

負

掬

す

る

は

曾

然

で

め

る

ど

川

柑

は

μ

ゐ

・

唯

従

軍

の

削

〈

悦

凶

の

一

般

地

主

が

都

市

が

曲

何

に

政

血

き

れ

て

も

誕

改

a
じ

A

b
生

宇

ｾ＠

∞ 
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る

利

益

を

引

己

的

掌

蓮

田

劃

〈

解

圃

押

す

る

地

主

砲

慣

性
・

JZ

祭

て

〉

胤

心

部

気

仁

其

時

代

機

運

士

清

植

し

、

市

民

的

典

正

町

牢

婦

は

榔

而

全

体

的

改

良

部

業

の

国

誠

な

・

ω

法

行

に

め

る

こ

ピ

じ

考

へ

ゐ

斯

か

る

負

酬

聞

に

甘

ん

柏

、

ん

ニ

ご

を

悠

混

ぜ

5

・0

タ

仰

な

い

γ
.

八

結

箇

攻

岡

田

却

前

は

北

改

良

計

量

の

緊

急

な

る

を

白

位

す

る

二

ピ

他

的

文

明

闘

に

比

し

で

叫

に

巡

礼

た

の

で

め

る

、

明

治

的

初

年

依

井

上

(

噂

)

候

憶

が

銀

山

崎

説

。

の

北

築

士

政

込

ぜ

し

常

附

に

在

T

は

初

挑

集

分

b

H

A

へ

L

M

F
、

金

{

庄

和

的

占

凶

作

棋

倣

に

過

ぎ

5

0
し

が

放

に

、

乱

肌

骨

を

動

か

す

じ

起

ι
ヂ

し

て

却

の

U

R

持

は

立

刑

へ

ピ

な

り

、

別

給

二

十

一

年

勅

必

に

i

b

τ

東

京

市

民

故

原

健

例

が

世

布

ち

叫

し

時

よ

b

、

班

京

市

の

み

は

誌

に

柿

市

改

良

の

蜜

鋪

h

z

削

さ

本

式

の

計

宣

賞

射

に

取

係

つ

日

目

で

め

っ

た

、

品

m

μ

r

b
政

山

町

内

ニ

=

一

λ

士

に

多

少

申

盟

加

が

串

つ

伐

に

M

り

で

、

朝

野

共

じ

刷

世

代

初

市

田

島

R

a
劇

的

趨

釦

・

ぜ

訂

依

す

る

庇

的

改

H

且

じ

依

げ

て

必

t

nめ

に

、

折

品

川

の

立

板

な

絵

作

品

除

。

具

申

U

H

州

企

m

r
る

じ

誕

ら

な

か

っ

た

の

は

返

す

ん

¥

'

U

H

M

U

吋

き

で

め

る

@

ホ

に

L

E

Z
時

恋

人

的

m

mせ

る

郷

市

計

盆

の

具

立

は

世

申

越

誕

ど

共

に

批

骨

一

般

に

陸

路

き

る

、

に

一

惑

っ

た

の

u
、

哉

凶

帥

材

確

白

神

川

め

仁

田

札

凶

刷

に

勝

ヘ

白

と

こ

ろ

で

み

・
俳

句

、

吾

λ

は

此

機

骨

に

察

ι
て

現

闘

の

骨

品

製

都

市

的

改

遣

計

色

涯

を

立

て

当

羽

賀

行

合

期

L

、

以

て

正

さ

に

叫

ら

ん

と

す

る

花

岡

の

脱

極

的

膨

w

山

政

策

ピ

一

致

す

る

ニ

ピ

を

瑚

惣

と

せ

ね

ば

は

ら

泊

、

若

し

現

凶

は

帰

第

三

流

刊

誌

の

賀

川

的

凶

ピ

揃

次

に

w

M

ち

行

〈

色

町

ピ

す

れ

ば

、

必

千

し

も

都

市

町

大

政

危

を

計

査

す

る

の

要

な

{

、

高

知

自

然

り

蹟

勢

じ

任

し

て

謹

支

が

な

い

り

で

め

ゐ

が

、

む

λ

は

取

か

る

掛

川

極

的

退

嬰

主

義

に

傾

f

こ

ど

は

山

来

日

ぃ

。
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し

て

比

る

ど

荒

H
λ

は

+

後

抑

制

は

る

方

到

に

i

h

鴻

凶

町

並

婆

都

市

政

良

の

築

士

立

τ
ゐ

か

ピ

台

ム

ニ

ど

は

、

賞

に

我

闘

の

今

後

雌

U

べ

き

文

明

街

道

白

升

舵

駄

に

於

τ
拠

品

柑

か

前

掛

か

何

れ

即

時

金

取

る

べ

き

か

-
e
広

め

る

よ

・

3

E

色

白

で

め

る

・

上

越

申

吋

副

首

は

凡

て

缶

入

を

L

T
其

ぬ

樋

路

に

λ

ら

ね

ば

な

ら

白

二

ど

を

激

ふ

る

も

の

で

み

る

-

m極

的

方

針

之

れ

即

ち

吾

入

。

-

一

副

b

越

す

こ

ピ

申

山

掠

担

い

是

タ

-e

l

で

む

{

て

は

江

ら

自

由

で

め

る

・

掴

輔

逸

都

市

川

r

設

定

一ニ

十

年

閉

じ

清

L

(

乳

母

述

を

械

貨

に

し

白

川

旅

客

々

益

便

す

る

の

岨

買

を

有

T

る

申

は

全

〈

誕

積

極

的

計

量

じ

依

る

叩

で

め

る

@

集

胸

部

市

目

今

後

の

探

る

吋

き

改

良

計

査

は

一

、

築

港

a

T

完

備

せ

L

め

て

水

誕

の

刺

凶

民

営

計

b

.

倍

近

"

を

傭

策

し

て

陸

誕

白

品

世

話

を

除

き

.

且

つ

倉

山

陣

地

務

Z

誕

健

機

閉

め

迩

焔

を

捌

滑

に

す

る

・

』

さ

つ

市

内

世

正

也

蝿

岨

岨

湖

町

積

極

的

金

輩

を

な

す

-

h

ど

一

、

街

路

系

統

申

北

緯

別

世

置

を

立

て

〉

可

及

的

沼

地

じ

誕

賞

行

舎

な

す

ニ

ピ

4

、

都

市

建

築

白

統

一

ピ

訓

練

園

田

的

信

組

を

後

出

陣

す

る

こ

ど

-

‘

栴

生

設

備

を

鑑

庇

せ

し

め

て

都

市

住

民

町

健

康

向

上

を

保

位

す

る

こ

ど

等

の

諸

問

引

自

に

し

て

誕

何

れ

の

-

を

扶

r
s匂

山

高

値

ぜ

る

組

牌

的

の

文

明

都

市

ピ

L

T
費

脱

す

る

ニ

ピ

は

出

事

な

い

的

で

め

る

.

而

し

て

此

等

の

計

径

は

川

政

上

可

能

な

る

を

聾

す

る

は

勿

酋

な

札

r
品

、

財

政

な

る

も

申

は

島

ピ

‘

正

直

m

h

M

M
目

的

色

の

に

し

て

姑

息

な

る

製

紙

休

養

的

の

も

自

己

す

る

色

、

積

極

的

水

建

国

も

の

と

す

る

色

.

-

に

英

市

眠

時

の

臥

掛

川

叫

均

劃

怖

じ

よ

る

の

で

串

る

ニ

ピ

h

z

M

司

令

市

民

と

L

T
経

済

上

自

活

動

を

捕

す

晦

に

益

々

誕

負

傷

カ

セ

僻

加
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L

得

る

も

町

な

る

を

見

越

し

τ
‘

英

都

市

・

白

年

の

践

を

推

定

し

、

其

鑑

定

申

上

に

立

案

を

な

す

べ

き

で

め

る

。

都

市

が

誕

焚

雌

針

壷

の

初

。

に

詰

b

市

外

地

h
Z
H
敬

L

E
〈

劃

き

は

、

明

か

に

瀦

極

計

量

砂

一

で

め

る

‘

豆

大

蓮

河

を

開

業

し

τ
市

外

帯

地

化

一

一

膏

に

遁

好

な

る

工

場

数

地

ど

な

す

が

劃

色

、

或

は

高

燥

な

る

郊

外

地

帯

ヤ

開

拓

し

て

霊

園

地

や

住

宅

地

士

山

陪

食

す

る

得

、

現

肢

を

一

歩

訓

躍

起

し

て

少

し

〈

永

滋

の

針

賓

を

立

つ

る

な

ら

ば

、

其

計

費

は

初

め

多

少

の

資

本

を

凶

定

す

る

色

‘

十

鰍

年

u

z

出

F

し

て

財

政

上

に

も

市

盆

な

る

結

処

士

費

ら

す

よ

Z

A
々

た

る

も

の

が

め

る

@

現

東

京

市

長

凶

民

団

岬

士

は

東

京

適

時

町

大

祭

港

z
‘

そ

れ

よ

b

口

町

出

血

牢

島

公

開

撃

し

τ
鹿

島

灘

へ

庇

過

す

る

大

漣

河

を

込

る

を

京

玖

市

水

路

の

計

置

と

せ

ね

ば

年

ら

向

ど

哨

へ

ら

る

、

の

は

.

苔

λ

ど

大

体

に

於

て

県

所

見

・

ぞ

一

に

す

る

も

の

で

ゐ

る

が

.

房

総

半

島

附

撃

の

運

河

は

処

し

て

縄

機

上

効

を

饗

す

る

b

申

な

る

や

否

や

甚

だ

肢

は

し

い

の

で

め

る

a

U

し

み

東

京

市

東

部

一

柳

田

地

に

大

混

同

を

附

撃

し

て

、

之

を

刺

岐

川

ご

紡

日

、

品

約

出

一

帽

怖

を

ヱ

場

地

阪

と

な

す

二

ど

は

赦

‘

緊

急

に

し

て

且

つ

北

越

の

叶

査

で

め

る

や

に

思

は

れ

る

@

そ

れ

に

し

て

色

班

京

市

は

何

依

に

策

港

計

量

ピ

官

ふ

都

市

量

雌

の

川

嶋

本

間

胞

を

忘

却

し

て

射

る

や

は

不

可

解

り

こ

と

で

め

る

。

斑

京

市

民

托

ゐ

島

田

は

も

ご

よ

b

幽

替

に

忠

な

ら

ん

も

申

は

、

我

帝

都

目

勝

曹

の

調

め

に

此

拍

車

針

査

申

筆

集

セ

一一

割

‘

阜

{

研

究

し

て

其

貰

行

を

期

す

べ

き

で

め

・

0

・

又

横

並

総

動

向

帽

。

計

官

宜

的

動

‘S
E

a

u

-

之

を

現

時

叩

催

に

且

遁

が

す

ニ

と

は

帝

植

の

量

展

上

甚

ど

し

き

隊

列

で

め

る

こ

ピ

セ

知

る

時

は

、

何

故

に

此

五

大

問

題

が

未

だ

に

朝

野

一

般

有

強

者

の

間

に

問

却

さ

れ

て

底

ろ

炉

は

嘆

は

し

い

衣

第

で

ゐ

る

。

震

閥

各

大

却

市

申

市

内

交

通

機

閣

の

不

完

全

な

る

現

時

白

紙

態

は

曲

何

に

し

て

之

を

聾

珂

す

る

や

.

五

日

比

に

一

歩

-
T

潜

め

E

勝

第

白

肝

壷

は

如

何

じ

し

て

之

を

慮

即

す

る

や

白

問

題

に

就

て

は

朝

野

共

ι
来

r
十

分

な

る

定

且

t
有

せ
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目

の

で

め

・

0

・

此

符

は

さ

し

官

、

大

な

る

封

u

m

t

戚

性

向

山

叩

印

刷

で

め

る

錦

め

に

、

た

ど

へ

多

少

卦

軍

大

な

る

に

誕

が

什

い

日

£

て

、

自掛

日

耐

に

市

氏

の

嘱

起

h

z

院

が

す

に

M

K

ら

な

い

か

ら

、

五
H

人

は

訓

町

の

埠

白

血

h

z

以

て

誕

緊

念

な

る

を

{

般

市

長

に

怨

へ

十

分

に

向

舞

す

る

ま

で

奮

闘

せ

ね

ば

な

ら

自

の

で

め

る

・

川

県

同

士

は

『

荒

涼

市

街

系

統

り

故

正

Z

共

じ

東

西

ど

市

北

に

地

下

値

道

雄

位

の

怠

裂

は

め

れ

r

b
、

白

骨

の

版

業

ι
よ

れ

ば

其

地

下

線

だ

り

に

五

位

高

山

岨

v

h

近

、

さ

工

豊

を

要

す

る

か

ら

、

我

脳

的

続

祷

に

て

は

先

吋

ま

づ

六

グ

厳

き

こ

と

、

思

ふ

」

ご

宮

は

れ

て

必

る

の

は

議

る

脱

皮

ま

で

は

否

λ

目

立

且

に

近

寄

り

つ

、

め

る

も

白

で

ゐ

る

。

削

民

附

士

は

技

捕

上

。

問

題

を

議

必

{

攻

究

さ

る

、

刺

便

な

か

ち

L

W
叩

情

却

下

じ

、

如

よ

由

意

比

を

指

せ

ら

る

、

A

の

は

敢

τ
之

を

批

務

す

べ

き

で

は

日

ぃ

。

む

し

み

其

建

前院

の

別

識

に

は

敏

服

す

る

の

で

め

る

が

、

互

に

τ

g

t
進

め

て

各

方

面

の

技

能

進

議

者

申

宜

且

セ

鰍

L

・

此

問

題

セ

研

究

せ

ら

れ

ん

・

』

ど

を

岬

A
t

g
る

を

得

な

い

。

大

阪

市

町

情

路

系

統

大

佐

遊

ど

共

に

地

下

鑑

道

雄

肢

は

文

宥

カ

な

る

意

見

た

る

t
失

は

同

申

で

め

る

、

抗

野

に

支

給

川

、

風

祭

川

.

本

印

川

町

三

川

智

横

断

す

る

西

部

外

織

田

街

路

は

、

什

う

し

て

b

渡

船

で

は

之

t
述

節

す

る

"

に

ゆ

か

な

い

，

M

有

川

市

は

f

y

l

p

y

y

z

内

問

に

阿

大

償

給

ピ

十

衡

の

河

成

俊

抵

を

以

て

其

遮

絡

セ

軒

っ

て

届

る

由

民

比

較

す

る

り

で

は

d

い

り

れ

ぜ

色

、

少

f

z

b

一

線

路

r

w
は

控

退

を

円

相

r
完

全

な

る

遁

肺

系

統

申

総

段

セ

企

つ

る

肉

声

U

V

ゐ

る

・

主

術

北

及

東

西

の

一

符

越

路

町

中

山

武

田

地

下

に

一

大

翻

意

変

通

横

山

酬

を

建

註

す

る

こ

E

6
其

街

路

策

遣

の

時

に

之

金

賞

施

寸

ゐ

ニ

ピ

誠

は

策

の

符

伐

る

b

の

で

晶

る

か

る

知

れ

白

。

絞

首

の

タ

キ

u

J

噌

州

、

プ

l

y

j

ア

l

y

に

於

り

る

地

下

蛾

滋

は

、

世

界

に

於

げ

る

故

前

倒

的

色

の

な

b

L

Z
官

は

れ

τ
底

ゐ

“

ぺ

其

工

技

は

一

一

肌

千

七

h

圃

じ

泊

F

な

い

V

か

ら

・

咽

叫

大

医

市

に

対

て

新

段

桁

路

第

地

の

際

ι
之

-

M

ム

頁

施

す

る

ご

す

れ

ば

・

前

北

幹

線

一

二

種

、

米

39 

.. 



北

幹

組

五

哩

さ

し

τ
、

英

工

事

事

少

凶

鍍

な

れ

ば

と

て

五

千

高

圃

内

以

ι
て

之

を

竣

エ

ぜ

し

あ

裕

る

申

で

め

る

.

比

岨

曹

は

突

飛

な

る

硝

樋

串

申

抱

〈

解

す

る

人

‘

め

る

な

ら

ん

が

、

現

時

申

趨

a

w

よ

9

締

来

由

E

冨

燥

を

打

算

す

れ

ば

最

早

斯

か

る

針

輩

同

研

究

者

念

が

ね

ば

江

ら

品

時

期

に

越

し

て

屠

る

さ

思

は

ね

ば

な

ら

ぬ

.

街

路

系

統

的

大

政

浩

U

4
・
ゃ

普

郷

市

芭

も

其

念

務

な

る

を

威

ι
っ

、

身

ゐ

る

か

ら

、

早

晩

什

時

計

輩

は

山

市

部

ょ

，

て

賞

施

色

謹

は

る

冶

で

め

ん

ふ

d

g

山

芯

は

れ

る

が

、

奇

人

の

最

も

懸

念

に

勝

へ

ざ

る

は

、

我

闘

の

各

崎

市

ど

島

大

体

ι

H

R

て

現

代

内

部

市

h

z

探

〈

理

解

ぞ

5

・

0
λ

の

書

き

二

ど

で

ゐ

る

.

凶

庇

樽

士

の

如

き

都

市

行

肢

の

梅

威

花

ゐ

人

が

『

東

京

市

は

除

b

に

倣

地

ι
波

札

E

唯

輯

立

味

に

績

が

h

v

つ

、

通

め

る

か

ら

、

高

岨

膚

健

策

“

宮

崎

岨

て

、

，

之

を

中

梱

仁

録

制

せ

し

の

岱

円

時

の

延

長

・
管

制

絡

す

る

ピ

同

時

に

其

系

統

の

轄

狸

t
な

さ

ω
ば

江

ら

品

』

Z

冒

ム

ζ

Z

・
乞

聾

書

さ

れ

て

居

る

担

き

は

担

何

に

‘

篇

t

ペ

E

S
且

で

ゐ

ゐ

。

樹

脂

系

統

的

動

埋

の

緊

念

な

る

は

別

に

問

題

じ

な

ら

品

ご

し

τ
、

東

京

市

申

=
而

摘

が

入

口

町

制

告

に

嵐

，

、

過

吉

る

4

宮

ふ

如

き

は

一

の

忠

断

で

め

る

t

u
今

益

に

費

百

信

喪

せ

自

由

で

ゐ

る

。

同

民

団曙

士

は

最

返

品

単

賞

ご

世

非

帥

鹿

野

を

厳

抵

的

じ

知

b

H

白

揖

の

じ

斯

か

る

醤

且

に

陪

ら

礼

宮

町

で

串

る

か

ら

‘

番

人

は

之

ケ

探

{

迫

窮

す

る

を

舟

ま

品

目

れ

f

・

s

.

一

般

人

士

を

誕

る

こ

と

大

な

る

を

思

ム

時

は

成

程

度

ま

で

は

其

安

全

厚

し

て

流

か

ね

ば

な

ら

ぬ

.

混

代

的

都

市

は

量

感

Z

膨

M

闘

士

以

て

其

特

融

と

す

る

の

で

め

る

。

依

に

其

地

疏

ゆ

嫌

が

り

行

〈

こ

と

は

又

自

然

り

趨

晶

君

で

な

〈

て

は

な

ら

0

.

此

じ

於

て

奇

人

は

其

街

路

系

棋

を

聾

湿

し

英

紙

H

H

を

柑

聞

の

共

慎

太

括

長

'

乞

何

凪

ま

で

も

助

成

し

て

亀

雄

平

荘

内

川

仁

陪

ら

白

よ

う

に

甥

〈

柑

裂

が

ゐ

る

。

者

L

Y
舟

飢

雑

不

狭

山

庁

士

以

τ
棋

に

而

摘

出
り

刺

川

平

光

A

W

な

る

認

め

ど

見

倣

す

な

ら

ば

.

之

料

金

t

統

計

的

島

田

字

ゼ

無

叫

し

托

る

局

瑚

首

で

め

っ

て

一

刷

即

値

さ

へ

も

な

い

の

E

め

る

。

両

軍

中

川
同

協

域

M

V

M

胃

が

上

に

・
・

民

地

械

を

判

別

す

る

山

は

w

R

梼

上

円

山
間
い
の

泊

努

で

め

っ

て

‘

花

凶

山

市

制

や

大

商

工

郁

市

に

て

も

川

慌

に

謀

傾

向

eT

4

し

て

射

ゐ

ゆ

で

め

る

。

然

し

な

が

ら

東

京

ω
訓

t

己

に

世

界

仇

般

の

密

集

捌

市

官

官

民

に

此

上

に

市

集

せ

し

め

ん

ご

す

る

こ

ど

は

助

ん

ど

吊

ぷ

り

許

会

了

Q

豆

-

u

ゐ

で

め

る

か

b

、

如

何

に

高

層

建

第

一

か

市

町

中

催

眠

誠

に

山

草

花

ピ

て

、

吾

川

で

班

京

市

山

由

周

甚

士

縮

め

る

が

訓

き

は

耶

質

上

b

不

可

能

で

め

b

z行

政

上

が

ら

色

行

ふ

凶

、

き

ニ

ご

で

は

な

い

。

街

路

系

統

叫

大

政

込

は

比

通

情

町

村

よ

り

誕

仁

抗

郊

外

地

に

ま

で

む

且

ば

S

机

ば

R

買

の

都

市

計

査

で

は

な

い

の

で

め

る

・

加

刊

凶

の

害

相

市

u
r

今

円

ま

で

英

雄

策

行

政

令

』
顧

み

ざ

り

し

は

‘

部

山

崎

怨

上

の

一

大

軸

駅

前

で

め

る

り

H

f
・

s

.

誕

に

之

-

T

機

底

的

に

鱈

ふ

る

時

は

む

し

ゐ

能

停

で

の

つ

に

よ

う

に

S

叫

は

μ

ゐ

。

其

交

通

政

策

E

の

州

係

議

山

内

交

通

情

剛

や

街

路

高

統

的

強

珂

等

的

計

壷

江

草

以

上

抽

出

策

行

政

u

r
は

。て

b

E

s
b
京

集

に

瓜

r
る

か

ら

、

生

山

中

山

b

山

冶

官

施

会

れ

て

M

加

な

い

方

U

F

U

品

川

恒

刺

で

め

っ

托

か

ど

忠

は

品

る

、

A

，

併

異

質

h

年

的

長

比

州

代

る

初

出

U

M

誕

的

流

出

余

ピ

共

に

.

血

相

官

剛

山

曲

集

は

対

色

普

f

統

一

さ

れ

て

賞

質

上

の

優

良

を

制

限

さ

れ

ね

ば

な

ら

品

の

で

め

る

e

都

市

住

築

仲

間

出
品

町

市

大

な

る

は

遊

離

判

肝

を

通

じ

r
十

分

に

包

め

ら

れ

τ
華

代

か

ら

・

X

H

λ

は

今

後

誕

制

定

ど

英

樹

μ

峰

山

活

め

に

献

身

的

の

努

力

t
怖

ん

で

は

な

-
b

品

。

処

袋

行

政

ピ

共

に

仰

市

内

内

椋

充

賞

り

一

大

開

地

位

民

術

4

位

協

に

し

て

、

攻

凶

の

各

掴

H
m

u

r

A

Y
後

A

M

a
・

謀

、

司

、

理

解

-
T

以

て

其

賀

行

士

急

が

ね

ば

な

ら

白

色

の

、

こ

に

嵐

7

る

。

攻

凶

の

都

市

は

J

水

工

中

に

於

て

m

H
品

ゐ

べ

s

b
の

占

れ

r

a
e

、

下

水

設

備

に

於

て

は

金

〈

文

明

都

市

ピ

宮

ふ

り

資

絡

が

な

い

V

Z昨

l
H

ふ

も

過

肯

E

は

な

い

・

災

紡

刷

用

と

し

て

恐

る

べ

き

岨

開

設

州

は

常

に

市

内

に

路

伏

し

て

・

市

氏

h

，

h

不

断

備

ま

し

っ

、

め

る

こ

ど

‘

幽

伺

ほ

曹

擦

な

き

郷

骨

に

強

胞

の

出

俊

す

る

ド

蜘

5

・
・

向

が

め

ゐ

。

此

符

は

現

代

文

明

闘

の

都

市

し

は

且

ゐ

ペ

炉

ら

さ

る

恥

悼

に

a

b

値

す

る

泌

買

で

あ

る

か

ら

、

脊

λ

は

A

m
葺

凶

努

h

H

h
z

此

方

面

の

雄

段

に

過

さ

し

V

れ

ば

現

凶

都

市

の

改

良

・

6

掛

川

形

俄

の

み

に

止

ま

り

挑

内

癖

充

賓

の

虚

績

を

畢

「

ゐ

ニ

ご

は

出

来

な

レ

の

で

め

る

・

世

界

#

酬

の

都

市

は

近

時

議

L

f

英

死

む

曜

を

減

少

し

っ

、

ゐ

ゐ

に

反

し

、

我

闘

の

郷

市

は

帝

都

に

於

τ
さ

へ

少

し

も

其

向

上

の

此

績

を

示

L

得

な

い

こ

Z

に

組

劃

す

れ

ば

.

此

問

雌

は

今

や

苔

人

士

温

四

酬

し

っ

、

ゐ

る

の

廓

献

に

瀬

す

る

士

知

ら

ね

ば

な

ら

由

。

耐

し

て

以

上

申

術

開

地

は

柑

帯

。

τ
一

漣

申

凱

般

を

な

し

つ

〉

都

市

計

査

の

一

大

円

枇

i

b
山

積

す

る

大

綱

で

め

る

、

其

大

綱

は

一

に

婚

つ

τ
酎

説

t

ぢ

ふ

耳

人

目

手

陣

じ

委

ね

-
b

れ

τ日的

る

白

で

め

っ

て

、

指

田

山

四
四

せ

る

強

引

カ

を

提

出

揮

す

ゐ

ご

、

弛

帥

組

荒

岨

眉

の

斌

舘

に

業

7

・

b

る

、

.

ピ

は

其

克

人

内

力

抗

曲

川

に

依

る

よ

と

を

知

ら

ね

ば

な

ら

白

.

従

草

花

嗣

民

は

削明

野

英

に

其

力

量

申

乏

し

き

に

慣

れ

て

、

都

市

軒

並

の

円

棋

に

辿

。

行

{

-

句

・

己

申

不

可

能

b

z

感

じ

、

何

附

ま

で

も

諜

寓

行

h

z

企

て

g

b
し

は

、

都

賀

上

己

U

を

約

百

る

出

情

弘

め

っ

た

ぜ

H

A

ら

れ

る

、

り

れ

ず

も

棋

凶

は

何

時

ま

で

も

新

か

る

溢

凶

世

主

義

消

極

手

段

に

の

み

観

恨

す

ぺ

、

さ

で

は

な

ν
・

陛

接

的

評

桝

U

H

地

月

並

申

傾

向

を

益

々

強

大

に

滋

指

せ

し

め

つ

も

め

h

，
、

噛

刊

同

氏

自

そ

れ

は

+

は

脅

"

の

如

き

温

々

に

る

b

の

で

は

U

ぃ

、

到

し

て

今

後

的

障

誕

期

し

て

待

つ

べ

き

も

の

あ

る

に

於

て

は

、

官

舎

自

の

引

慣

に

拘

泥

し

て

何

時

ま

で

a

b

現

紋

を

楓

縫

ず

る

に

止

ま

る

却

に

甲

か

な

い

の

で

め

る

.

別

税

の

如

き

弼

カ

性

的

大

な

る

色

の

に

向

っ

て

、

附

々

体

餐

を

之

札

耶

ピ

す

る

は

決

し

て

慌

申

得

柁

る

も

の

で

は

な

い

.

1

H

人

は

戒

嗣

の

大

都

市

は

+

M誕

聖

誕

社

径

を

擁

立

し

て

も

、

何

時

ま

で

b

其

宵

施

の

出

世

帯

な

い

粍

貧

溺

屯

色

白

で

は

な

い

こ

と

を

信

ヂ

る

色

町

で

め

る

‘

世

田

先

剣

脈

拍

同

制

野

ぜ

愉

せ

宇

陀

緊

急

な

る

大

問

題

申

解

世

世

攻

究

す

吋

き

時

期

に

ゐ

ら

φ

ゃ

。

(

恥

)

.炉

大

正

時

代

に

は

、

本

会

名

誉

賞

助

只

だ

っ

た

当

時

の

大

阪

市

助

役

、

後

に

大

阪

の

名

市

長

と

い

わ

れ

た

関

一

氏

の

講

演

蛤

旨

が

い

く

つ

か

収

録

さ

れ

て

い

る

。

「

都

市

住

宅

問

題

」

(

第

一

集

U

号

)

「

回

闘

都

市

論

」

(

第

五

集

ω
-

U

号

)

な

ど

あ

る

が

、

以

下

に

都

市

計

画

に

つ

い

て

の

財

政

観

を

復

刻

す

る

。

復

刻

論

文

「
建

築

と

社

会

」

第

三

集

一

号

(
大

正

九

年

一

月

号

)

関

一

都

市

計

画

の

財

政

観

40  

都

市

計

董

の

財

政

観

法

皐

博

士

山
間

都

市

な

る

‘

の

は

、

-一

圃

文

化

世

田

術

的

中

心

に

し

て

而

も

最

高

町

中

心

な

b

.

斯

は

、

攻

邦

に

於

て

色

、

欺

測

に

於

τ
品

、

最

‘

軍

要

級

事

札

ゐ

る

問

題

に

L
τ

‘

殊

に

、

由

明

大

阪

市

色

、

、

斯

町

問

題

骨

頂

裏

縦

し

在

b

e

而

し

τ
、

大

阪

市

町

現

紋

は

.

交

通

及

住

居

に

到

し

て

殆

u

r行

飴
B

り

の

獄

態

な

り

・

就

中

.

電

車

山

知

き

b

A

1

日

町

獄

曲

障

に

は

最

臼

十

不

充

升

に

L
τ

‘

高

速

度

の

も

の

を

必

要

ご

し

ゐ

-9

・

其

他

.

住

居

問

題

に

測

し

τ

a

b

現

今

町

抱

〈

或

一

四

冊

目

λ

に

養

L
τ

世

t

u

r

如

き

は

、

最

早

m情

也

容

さ

ぎ

る

二

と

ど

な

れ

b

o

叉

、

衛

生

問

題

に

就

て

も

、

下

水

問

題

に

剛

L

τ
も

、

尿

原

問

題

に

到

b

τ

・・

、

現

在

の

獄

態

に

て

は

、

t

南

町

大

都

市

E

し

て

行

結

b

m

-

』

と

と

な

れ

b

e

骨

量

に

於

て

、

都

市

計

量

の

聾

は

漸

次

高

聞

き

れ

捺

b

，

41  

米

利

加

回

都

市

に

て

は

、

漸

喪

都

市

計

量

b

z

行

。

、

之

に

針

L

調

々

の

努

力

を

な

し

τ
、

設

計

英

也

申

砕

を

苅

L

、

立

探

な

報

告

書

世

作

b

T

各

方

面

に

建

ら

れ

た

と

皇

、

各

市

町

市

民

は

非

常

に

欣

ぴ

、

今

に

も

第

二

的

民

主

釘

を

賞

凡

き

れ

む

と

欣

び

し

が

、

叫

τ
.
幽

用

部

町

費

用

-e
要

す

る

や

の

質

問

芭

成

b

、

股

計

者

は

之

に

針

L

T

E
底

に

客

ム

る

や

、

幾

多

白

人

々

は

新

由

設

計

者

に

到

し

て

枇

爆

を

加

へ

、

折

角

市

民

申

熱

心

b

冷

却

し

て

、

情

U

4

〈
・

8

.

t

用

申

立

援

な

る

股

計

書

は

、

徒

ら

に

展

覧

骨

に

於

り

る

隊

列

物

ご

な

b

T

、

絡

じ

聞

に

弾

む

ら

る

』

Z

申

意

味

な

る

w

舶

を

温

ペ

ゐ

9

、

遣

は

採

っ

t

以

τ
戒

健

Z

す

べ

き

問

題

也

。

世

酬

の

問

題

に

劃

す

る

我

智

積

階

級

り

唱

を

・

掃

す

る

に

董

L

ニ

箇

白

思

潮

ゐ

る

h

T

先

申

。

都

市

制

輩

怯

に

衛

生

其

他

申

羽

田

存

ヂ

る

が

、

共

に

『『

曲

目

融

』

な

る

m柄

引

を

考

慮

に

λ

る

べ

き

や

否

や

に

仰

っ

て

鰻

愉

申

生

守

る

雌

な

ら

.

a市

計

竃

に

韓

観

な

る

考

を

入

る

る

ニ

ピ

は

勿

諭

結

構

な

抑

制

引

な

る

色

.

新

申

針

蜜

は

其

肝

骨

量

の

抑

制

度

財

政

を

考

慮

せ

ば

可

な

b

ピ

由

説

正

、

4

・
は

斯

る

繁

掃

な

る

計

査

を

樹

つ

べ

き

四

時

代

に

め

ら

子

、

先

づ

、

凪

42 

箇

年

で

は

少

し

申

利

益

、

十

年

二

十

年

後

に

は

非

常

に

剰

め

る

宮

〈

g

n

z

z

q

b
ピ

思

ム

に

到

ら

む

』

z

e

都

市

軒

壷

は

一

の

m震

に

し

て

.

大

利

益

ゐ

・

0

-

m

り

同コ

語

見

E

2

R

U

b

-

今

.

大

阪

布

に

一

億

闘

を

投

じ

て

浦

々

の

古

面

に

古

川

相

改

正

申

勤

扱

を

伎

十

れ

ば

、

地

償

陣

世

L

.

全

市

千

七

百

H

W

同

時

申

上

じ

一

位

削

を

割

合

つ

れ

ば

六

m
-

十

年

ピ

す

れ

ば

六

十

伎

な

り

。

蚊

近

田

勝

町

叫

六

十

銭

の

負

備

だ

り

に

非

令

。

宅

地

に

て

は

六

』白

骨

高

岬

め

る

色

、

一

年

に

一

聞

何

十

銭

か

申

制

官

に

温

F

a

y

-

勝

貴

ゼ

。

地

慣

的

一

部

b

z

制

S

E
新

自

計

官
宜
b

z

随

行

せ

ぽ

、

口

σ

E
国

Z

2

8

官

へ

冶

如

〈

-

U

大

古

〈

虫

"
E

E

な

り

・

今

日

的

動

{

‘

路

面

斜

を

川

ふ

札

ば

速

力

を

減

a
v
.

例

へ

ば

、

大

阪

市

の

堺

筋

線

の

劃

き

一

時

間

入

十

聞

を

机

ぜ

り

。

又

、

刷

出

纏

ω
均

一

日

に

十

人

間

制

十

る

と

し

τ
、

一

日

七

十

高

万

車

九

十

郎

伝

先

づ

六

十

苅

λ

ピ

す

れ

ば

‘

賞

じ

十

慌

時

削

を

制

じ

.

A

Y

似

b

に

一

人

一

日

十

時

間

労

働

す

る

ご

ぜ

ば

.

一

前

人

申

労

働

力

を

徒

費

f

る

ご

等

し

き

勘

定

ピ

成

L

P

、

之

士

一

箇

年

に

鴨

刷

れ

ば

、

貨

に

三

百

六

十

高

人

的

努

働

刀

金

制

宇

る

割

合

と

な

る

な

り

・

故

仁

.

英

五

%

又

は

六

"

の

予

定

思

ふ

が

放

に

、

日

本

に

は

A

Y

立

扱

な

る

b

の

在

ら

g

る

な

b

。

尿

の

問

阻

じ

し

て

品

、

鍵

千

部

聞

の

鑑

担

を

要

す

。

散

に

下

水

越

は

依

然

市

税

よ

り

な

す

も

の

ど

せ

ば

.

升

は

百

年

後

結

7

す

る

こ

さ

な

る

吋

L

・

別品

の

考

ふ

る

世

障

に

煉

れ

ば

、

租

設

さ

路

間

る

特

別

負

挽

に

依

る

鼎

‘

即

ち

、

例

へ

ば

五

薗

騰

貴

す

る

さ

せ

ば

、

ニ

加

者

負

傷

せ

し

む

る

正

せ

む

鍬

、

山

附

帯

地

は

左

し

て

同

銀

な

ら

F

る

吋

L

e

〉

ヨ

雪

-
n
u

白

首

の

円

W

E

E

C

q

z
い

ふ

市

め

り

・

千

九

百

二

年

に

は

‘

λ

口

二

十

高

位

の

都

市

江

る

に

.

m

世

間

系

統

的

立

保

な

る

を

以

て

名

品

b

・

n

世

闘

を

雄

泊

る

に

官

芸

"

。

邑

・

乞

以

て

L
】

w
mz

r

の

般

は

四

百

入

高

時

(
m

。

E

共

)

MW

E

F

l

m

c

E
は

.

有

五

十

哩

よ

ら

七

十

哩

は

完

全

に

錨

袋

せ

ら

れ

串

b

て

是

は

千

九

百

年

間

出

に

着

手

さ

れ

た

る

山

中

躍

な

0

・

諜

方

法

u
.

町

公

五

節

目

白

"

号

に

升

も

‘

自

分

の

匹

に

山

宮市

る

宮

号

に

は

其

阪

の

ポ

M
Y
A
H

指

し

、

集

結

集

.

三

千

高

間

以

上

の

軍

費

を

要

せ

L

b

、

市

豊

田

品

川

挽

は

備

に

二

十

寓

聞

に

過

ぎ

F

b

言

。

而

し

て

、

芳

は

.

m
ム

凶

の

出

草

花

る

伐

に

抽

仮

申

踏

貴

を

来

し

て

其

経

賓

t

A

H

披

せ

る

な

り

・

豆

、

骨

て

‘

之

内

毛

〈

。

号

白

F

2

2

或

斯

申

現

斌

u
z

打

破

し

て

、

新

し

き

も

の

を

作

b

U

ピ

す

る

の

要

求

ピ

成

れ

b

。

而

し

て

.

之

に

到

し

て

は

.

各

日

刊

の

法

制

を

-

正

h
u

ゐ

こ

芭

必

要

な

b

・

是

に

就

い

V

て

は

先

般

，A

め

ら

れ

托

る

『

東

京

市

滋

路

改

正

健

闘

』

E

び

前

鑓

官

に

於

τ
定

め

ら

れ

伐

る

『

都

市

計

筆

法

』

『

市

府

地

建

築

物

怯

」

其

他

之

等

申

附

属

法

令

呼

に

撮

っ

E

施

行

さ

る

べ

き

な

b

。

踊

〈

の

刻

〈

法

制

の

定

め

ら

れ

π
る

こ

と

は

症

に

欣

ば

し

き

串

日

れ

と

色

‘

之

を

完

全

に

誕

川

L

T

遺

舗

な

か

h

し

む

る

ニ

ど

は

、

非

常

に

閑

難

な

る

車

問

叫

な

b

。

而

し

て

、

英

闘

爆

申

中

に

其

最

た

る

品

目
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大 正 期 の 住 宅 問 題

安 田 孝

1 . 明治期の住宅問題

わが国で都市下層階級の住宅事情が本格的 !C注目されるようになった

のは 19世紀末になってからの乙とであり . 1899年( 明治32) 横山源之助

の「日本の下庖社会」および1903年( 明治36) 農商務省工務局の「職工

事情」は ，その頃の不良住宅地区および労働者階級の住宅事情の悲惨さ

を示すものとして有名である。

明治維新による武士階層の解体，商人，職人社会の秩序の急激な解体

によって住宅事情の複雑化，多様化，および広範化がもたらされたもの

と考え られるが，極貧層の劣悪な住宅は封建時代より存在していたので

あり，明治の前半期を通じて封建的社会制度からひきつがれた前提条件

の影響も大きかったのである。川名氏によればそれは . i ( 1) 近世都市の

武家の町としての市街地形態. (2) 近世都市における商工業の発展ICとも

なう都市への人口流入の増大，借家の建設，借家比率の上昇，そして町

民間の階層分化とその典型例としての表借家と裏借家とによる身分的差

別 . (3) 家作IC対する倹約 IC関する制限と格式IC関する制限が加えられて

おり，そのため借家は質的にきわめて低いものに押し止められていた。

(4) 家持と借家との聞の封建的従属関係，および家主の借家に対する支配

の公権による 援護. (5)江戸中期から幕末にかけての凶作などを契機 とす

る良民の都市流入の増大，インフレの増進のため中下屈町民の貧窮化が

はなはだしさを加えており ，都市における貧民が増大していた。 (6) 都市

下層民は小手工業者を除いては ，小売商業やサービス業に依存するもの

が多く，市況の停滞による影響が大きく，失業状態に近い者が増大して

いた。」などとしてまとめられている。しかも明治初期の工業は江戸時

代の延長上にあって，日常生活の需要をみたす消資財の生産が手工業を

中心として展開しており ，その生産の担い手は一群の職人であった。そ

れらの職人は家内労働者の立場にあり，維新後も裏借家住いを続けてい

たのである。乙の手工業も工場制機械生産による産業部門の発展lととも

なって衰退し ，また明治15年の不況時代を通じて職人のうちから工場労

働者に転じる者と同時に車夫や日備などに転落するものが続出してい

た。乙うした職人をはじめとする下層階級者の居住地は袈借家として続

いており，その地区環境は下水は流通悪く不潔で・あり ，裏露路の上水井

は共同便所，芥溜から 2. 3 尺しか離れておらず，水は濁って臭気もは

げしく飲用に適せぬものが多かったという。当時の裏長屋の最悪のもの

として記録されている東京新銀町23番地の例では ，一戸当床面積 3坪前

後であり ，乙れに 3 人前後の家族が住んでいたととになっている。井戸

も便所も芥溜も共同で，広くもない空地にならんでいるという形態が袈

長屋の一般的機相であったとされている。そして東京では明治10年代に

コレラ， 腸チプスが流行しており ，そのため衛生実態調査が行なわれた

りしているが，予防のためには内務省より府県なと‘ へ" 便所下水芥溜ノ

構造及掃除ノ不行届ヨリ其不潔物自然飲水ニ混シ各種流行病ノ源トナ J レ

モノ" が少なくないので "修繕掃除ノ方法" をとるよう命令している。

また同12年には "廊構造並原尿汲取規則" が布告されている。

一方，市街地の形態は! 既述のどとく江戸時代からの形骸を受けつい

で，道路幅員が狭い，橋梁が弱体( 乙れは戦略的配慮による) . 港湾，

運河の未整備などの基本的欠陥を有していたのである。したがって近代

産業都市としての発展のうえで， 交通問題を中心とする都市改造が第一

の課題としてあげられており，東京，大阪などにおいて市区改正の要請

が高まったのであるが，東京市区改正怠見容でも改良事業は道路，橋梁

河川の改正にとどまっていた。そして労働者階層の住宅問題が論議の対

象となるにはほど遠いものであったが，乙の時期に形成され，拡大した

50 

労働者階層の住宅地の実態が長く都市における住宅問題の基底となって

ゆくのであ る。

乙の間，日本の資本主義は明治2J 年の日清戦争を転機として原始蓄積

期より産業資本確立期へと発展し，工場労働者は飛躍的に増大しつづけ

たが，貧困者階層もそれIC応じて増加していた。急成長による労働力の

不足で紡績会社の閣で工員の争軍事戦が展開されたのも ζ の頃である。し

かし賃金は辛うじて最低生活を支えられる程度のものであり ，一方， 労

働条件の方は徹夜作業を含む過酷なものであった。しばらく後には生活

水準の低い遠方の農村地域から出かせぎ女工を集め ，寄宿舎に収容する

ζ とが行なわれたり，また関西では「指定下宿」といわれるものがあっ

たが，いずれも居住条件が劣悪であった。その頃の事情は 「日本の下層

社会J . i 職工事情J . i 女工哀史」に詳しくえがかれているが，明治

30年には伝染病予防法の公布 ( 1922.10. 1施行) があり ，翌明治31年に

は全国細民状況調査が実施されているととなど，細民住宅問題の重要性

が意識されはじめていた。市区改正問題が論議されていた乙ろは道路，

橋梁，河川が中心であったし，建築物の都市的見地あるいは防災的見地

からの取締りもきわめて貧弱であったが，次第K社会悪としての指摘と

保護救済の対象として「細民の住宅J と「職工の住宅J K 住宅問題が窓

殺されはじめた。1912年( 明治45) 内務省地方局 「細民調査」にもと づ

く同年「細民部落改善協議会」において「居住K 関する事項( 住宅道

路，上水下水の施設，その他) J が数項の項目と並び議題とされている

のをはじめとして，生活難一般のなかにうずもれていた問題が提出され

だし ，後年の住宅対策が行われるまでの道程を歩み出していた。

JI. 大正期の住宅問題

明治後期における日本資本主義の発展と ，それにともなう都市居住者

の住宅問題は，大正 3 年 7 月から始まった第一次大戦による大戦景気に

よって一段とはげしさを加えた。 ζ の聞の都市の膨張は，たとえば大阪

市で 20年間K 100万人に近い人口増加としてあらわれているととでも想

像されよう。乙の好景気によって市民の生活函での向上がもたされる

と，狭苦しい間借生活から借家生活 lζ 移ろうとする要求が生まれたり，

またサラリ ーマン階屈の増加による住宅需要の増大があった一方で，建

築材料，労賃などが一般物価とともに上昇していたため，貸家建築が手

控えられるようになって，住宅供給は円滑に展開 しなかった。

当時の住宅不足の実態は，大阪市内における空家比率の低下によく示

されている。市内の住宅総戸数に対する空家戸数の比率は，大正 4 年の

5. 475ちから 5 年には0.485仰と急激に減少 し，以後さら に減少を続け 8 年

には0. 15%にまで低下していた。当時大阪市内外の人口は年間約10万人

の増加をみていたが，家屋の地加は 5，( 問戸内外K すぎなかったといわ

れているから ，住宅不足が大きく展開する ζ とは想定されるととろであ

るが，その要因としては前記のどとく住宅需要の増加 と住宅供給面の後

退とがあげられる。

そして，乙 のような住宅供給面での後退は一般賃金労働者に対してさ

えスラム地区への居住を余儀なくさせていた。乙の間の事情は，大正 9

年の「東京市内各区の細民窟調査」によっても知り得る。住宅不足が全

市的広がりをもって問題になっていたため，生活困窮者へのしわ寄せは

いっそうはなはだしかっ たとみられる。

一方，市街地の形態としては，都市の急激な膨張と居住環境の悪化に

対して何回か建築条例の草案が検討されながらも ，実をむすぶにいたら

ず，低収入階層の受け入れの場となった借家群にあっては，質的な向上

はほとんど望みえなかったのである。少し時代はあ とになるが， 昭和

‘  



6 ， 7年にかけて，大阪において旧市域の周辺と新市域にまたがる地域

を対象とする住宅調査が実施されている。( r実地調査の結果からみた

大阪市内の住宅」昭和 6 年 5 月- 7 年 3 月) 乙の調査の結果によると表

通りに面する住宅は43. 97ぢで過半数のお. 1% は裏家であり，平家の長屋

が全戸数の22. 2% ，2 階建の長屋が73. 37ぢであるが，建蔽率が80% をと

えるものが47. 5% にもおよび，その上北面する住宅が約20% もあるとい

う状況が記録されているから ，その環境のひどさは想像されよう。

乙ういった状況に対し 1919年( 大正 8) ， i 都市計画法J と「市街地

建築物法」の制定が行なわれた。乙の 2 法一ーとくに「建築物法」によ

り都市住宅は一応環境，建物，設備について統一的に制限規制され，衛

生上，保安上の規定をはじめてもった乙とになる。また，前記の量的住

宅問題に関しては，同じく 1919年( 大正 8) 以降いわゆる公共団体およ

び公益団体に「公益住宅」を建設させるための資金融通が計られ，さら

に1921年( 大正10) i 住宅組合法J を制定して互助的仕組を利用して中

層階級に持家を与える方策を持った。しかし，大量の住宅不足の時期に

あって政府がとった政策は， そのいずれもが大きな効果をもたらしえ

ず，一般の住宅供給は，あげて民間の貸家企業者の手にゆだねられてい

たが，民間貸家の供給は，後の恐慌期まで見送られていた。そして，量

的住宅難の激しさは家賃の値上け‘ ，敷金の増加，権利金の要求などとな

って家主対借家人の聞の紛争が多くなり，訴訟におよぶ者も増加して，

住宅争議が急増している。乙のような背景のもとに大正 8 年には東京市

で社会局が設置され，大阪市でも大正 9 年 fC社会部を新設して，その中

に住宅係を置いて市営住宅などの居住施設の管理経営，貸家貸間紹介の

係を設けて一般の貸家貸間の需給の円滑化につとめている。

明治30年代の「日本の下庖社会J ， i 職工事情」により明らかにされ

つつあった都市下庖民の住宅問題の重要性は大正年聞に入って，半世紀

以上前にすでにスタートをきっていた英国のシャフツベリ 一法 ( 1851)

にはじまるー速の不良住宅改良，住宅立法あるいは E ・ハワードの田園

都市論などの西欧の消息がよく学ばれ，いくつかの論考をみる乙とによ

って一段と意識が高められていた。片岡安「現代都市の研究J ( 1引 7) ，

佐野利器，小川市太郎「現代都市の問題J ( 1921) ，小川市太郎「住宅

及土地問題J ( 1922) ，片岡安「都市と建築J ( 1923) ，関ー「住宅問

題と都市計画」など，いずれも都市計画と都市住宅問題と銘うって，西

欧とくに英国 ・ドイツの行政および田園都市に話題を集中している。大

正年聞は日本の建築関係者にとって，はじめて住宅対策が都市の住宅建

築という形で窓識にのぼった時期であり ，都市問題としての見地，公共

的な見地と住宅建築が，住宅問題への解答として具体的に考察されてい

た。

「建築と社会」創刊前後の時期は建築学会では都市問題に関する協議会

の開催，都市計画常置委員会開催，住宅問題部会の設置など都市計画，

住宅問題 fC関する活動が盛んに行われ，建築雑誌にも住宅問題と都市に

関する論文が多く掲載されていたが， i建築と社会」でも片岡安「我国

の住宅改良第一策J i都市住宅の建設について」他，関ー「都市住宅政

策J i 都市住宅問題」をはじめとして当時の大阪の細民住宅に関する調

査記録，欧米の住宅問題，住宅政策の紹介，わが国の住宅政策に関する

提言などが多く発表されている。

乙うして，諸外国の先例 lζ 学び，わが国での調査もいくらか行われ，

いくつかの対策も試みられたが，西欧においては住居法などの住宅に重

点をおいた立法を実現させていたのにくらべると ，わが国では，住宅の

面からみると都市計画中の間接的規制あるいは中産階級 fC対する住宅供

絵の範囲内での試行経験をわずかながら行い得ただけであって，下層階

級の住宅の質改善が直接対策の日程にのぼったのは 「不良住宅地区改良

法」の公布された 1927年( 昭和 2 ) になってからである。

引用および怠考文献

・「 都 市 計 画 と 都 市 構 造 第 且 部 郡 市 問 題 IC関 す る 研 究 第 3 欝 住 宅 問 題 の 展 開 J

川名吉エ門 東京都立大学都市研究会編

.  r建築学大系 2. 都市論 ・住宅問題 IV住宅問題」

・「住宅問題入門」 早川 ，和問，西川編，有斐閣

・大 阪 市 住 宅 年 報 第 4 号 昭 和 元 年

・大阪市住宅年報 1954年
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典

ふ

る

も

り

で

は

な

い

ョ

況

に

攻

闘

に

於

て

も

入

幡

製

健

所

申

聴

工

住

宅

w

m

密

分

始

め

、

大

紡

輔

副

@

n

赴

申

親

ヱ

住

宅

待

は

到

ゐ

慮

に

集

僚

さ

れ

T

居

る

に

色

拘

ら

子

、

此

等

が

}

般

住

宅

改

良

町

焔

紡

ど

な

っ

た

ど

は

忠

は

れ

年

U

¥

之

れ

全

{

を

札

等

の

都

案

骨

量

が

自

己

専

用

の

職

工

ι
多

少

の

艇

筑

b

z

奥

ふ

る

ご

哲

ム

且

味

以

上

に

は

、

誕

綴

凪

H

仁

何

等

申

深

き

理

想

を

押

花

白

か

ら

で

め

る

。

喰

工

住

宅

を

現

組

的

に

総

同

町

す

る

に

同

、

先

づ

恐

併

を

以

τ
第

一

ど

す

る

、

而

し

て

謀

意

味

合

厳

獲

に

押

し

庚

め

τ
楠

山

住

住

の

努

暢

階

級

は

勿

給

鋤

草

川

を

以

τ

-家

伝

宜

ふ

る

め

ら

ゆ

る

階

級

に

土

で

‘

之

-r適

用

す

る

よ

う

に

せ

ね

ば

な

ら

由
、

R

官

昆

百

は

必

A

V

し

も

必

要

餓

刊

で

は

な

，

、

場

合

に

よ

札

ば

筒

人

又

は

宵

祉

に

て

之

令

続

鵬

首

す

る

も

法

支

が

な

いγ

申

で

め

る

・

茶

話

刺

に

於

ω

り

る

ピ

1

ボ

デ

I

、‘

V

9

A

ト

の

劃

き

曹

l

L

r

y

、

ピ

Y

チ

y

グ

の

如

、
さ

財

閣

法

λ

紐

凪

百

円

臓

エ

住

宅

な

ら

ば

‘

益

事

H

E

何

等

保

よ

ご

こ

ゐ

は

な

い

γ

。

信

教

市

4

e

事

骨

駆

普

の

住

宅

は

英

凶

に

於

て

最

色

ほ

効

せ

る

質

例

申

-

で

め

っ

て

、

災

住

宅

向

身

は

勿

治

共

町

地

一

般

の

縄

餐

を

b

刺

震

し

て

、

倫

放

市

の

住

宅

改

良

を

徹

底

的

に

遂

行

し

っ

、

め

る

の

叫

.

今

や

刊

日

札

も

な

き

耶

貨

で

め

る

。

臓

工

住

宅

会

得

に

よ

b

倫

敦

市

町

衛

生

紙

鎗

の

向

上

し

北

こ

ど

は

最

も

世

入

の

箆

歎

す

ゐ

古

こ

み

に

し

T

、

金

時

に

ゆ

説

階

級

以

下

の

風

紀

刷

新

に

も

畳

大

申

む、

t ¥)  

。

動

呆

セ

且

平

げ

つ

、

s

ゐ

る

官

官

ふ

ニ

ピ

で

め

る

。

而

Lτ

花

関

住

宅

四

改

良

に

さ

し

官

h

y

臥

笹

ら

し

{

思

は

る

、

，

箇

λ

鍍

務

及

品凡

曾

経

済

申

問

題

が

駄

米

白

都

市

に

T

は

、

紅

白

調

に

解

決

さ

れ

て

居

る

の

は

症

に

羨

ま

し

き

次

第

で

串

・

1

職

工

階

級

の

住

宅

益

替

を

貨

施

す

る

に

先

ち

、

必

要

な

る

先

決

問

組

は

誕

般

が

多

い

申

み

な

ら

宇

、

質

じ

於

て

b

六

ク

歓

喜

志

の

が

事

い

母

で

串

ゐ

、

其

主

な

る

・
6

の

金

集

ぐ

れ

ば

。

。

。

。

。

c

o

。

。

一
一
唖

工

住

宅

注

目

賃

施

。

。

。

。

。

。

。

二

安

信

住

宅

の

段

針

。

。

。

。

。

。

。

一

ニ

住

宅

企

業

の

保

健

等

で

め

る

、

機

工

住

宅

怯

は

英

闘

に

於

τ
一

八

九

O

年

に

怯

作

ピ

し

て

世

布

さ

料

、

制

剛

曜

其

訟

に

耶

織

L

T

各

都

市

そ

れ

作

¥

住

宅

恐

符

を

質

施

L

革

h

y

た

る

賞

桝

め

b

、

花

関

に

瓜

桜

之

h

z

適

川

す

る

は

不

可

能

な

れ

ぜ

も

.

将

"

に

於

て

は

十

分

玩

味

す

る

申

償

却

四

め

る

る

由

主

思

は

れ

る

、

本

誌

第

-

悠

節

車

拙

眠

及

第

六

娘

に

於

り

ゐ

伊

藤

怯

都

士

。

。

。

。

。

。

の

英

闘

住

居

怯

申

説

明

九

宏

容

照

き

る

、

な

ら

ば

、

閣

4

4

に

事

大

の

慮

典

b

z

典

ふ

る

で

串

・

の

ふ

。

暗

唱

工

階

級

〔
民

義

)

。

。

。

。

の

住

宅

仲

間

は

一

方

都

市

町

世

宜

主

蹴

漣

L

、

枇

官

衛

生

町

向

上

一

之

島

袋

般

の

剛

係

ふ

り

り

、

足

代

吐

骨

政

策

申

重

要

柄

引

円

申

=

じ

め

る

か

ら

、

誕

制

定

は

容

日
掛
か

ら

自

前

大

の

意

信

罰

金

沿

っ

m

b

で

事

る

。

不

車

に

し

て

我

幽

朝

野

先

貨

の

士

は

未

だ

此

の

軍

大

な

る

問

姐

由

研

先

に

入

ら

今

、

僅

か

じ

二

三

経

積

率

者

申

低

明

乞

削

〈

町

み

で

あ

る

申

は

、

会

pp

じ

必

細

い

次

第

で

め

る

。

吾

人

は

此

問

庖

M

r

戒

闘

。

一

徹

住

宅

政

審

の

先

決

問

削

で

め

る

を

場

ふ

る

毎

に

、

少

〈

Z

S

其

関

賓

曾

申

成

立

を

切

鏡

せ

ぎ

る

を

得

な

い

の

で

め

る

@

〔
-

ヱ

住

宅

謹

〕

職

工

住

宅

怯

の

明

子

は

都

市

町

貧

民

郁

絡

の

非

術

ル

比

一

的

拡

能

h

Z

}

摘

し

τ

.
新

犯

に

近

代

蒋

僚

の

精

跡

を

十

分

に

肌

帽

し

北

る

住

宅

を

建

段

ぜ

ん

ご

す

る

行

活

を

、

訟

作

に

抜

つ

τ
可

飽

な

h

し

む

こ

と

に

過

ぎ

担

4  

ぃ
。

故

に

英

行

錯

は

金

〈

闘

来

的

に

し

て

、

批

官

改

善

ど

古

ム

R

7

子

よ

O

外

に

は

何

物

を

も

合

士

宮

ゐ

色

白

で

な

〈

て

は

な

ら

白

.

其

申

錦

め

に

は

之

を

会

努

ご

し

τ
取

扱

ふ

を

最

も

使

別

ど

す

る

の

で

め

る

・

茶

園

に

於

り

る

如

{

各

崎

町

t
m

帯

資

金

に

よ

か

純

傍

S

れ

つ

も

あ

る

住

宅

経

密

な

ら

ば

、

矢

張

。

会

事

い

と

並

行

し

て

誕

法

律

申

恩

恵

を

受

f

る

こ

さ

は

出

来

る

・

然

し

な

が

ら

茶

園

に

て

は

筒

入

に

T

a

b

曹

駈

に

で

6

・

住

宅

経

併

の

計

秘

伝

な

す

も

の

に

u
、

一

般

に

此

法

律

r

a

m

L
符

る

よ

フ

に

な

っ

τ
居

る

。

叉

英

闘

の

住

宅

法

に

τ
は

住

宅

総

答

申

錦

め

に

起

債

を

な

す

こ

E

世

、

各

都

市

に

許

し

τ
め

る

外

に

、

協

入

信

配

容

者

に

誕

資

金

セ

前

貸

し

を

叫

し

得

る

の

で

め

る

、

宮

中

併

諜

超

低

は

六

十

年

万

豆

八

十

年

間

に

元

別

償

泡

舎

な

す

〈

〈

組

定

さ

れ

て

め

る

か

ら

、

挺

軒

蝿

U

の

紅

瞳

例

的

基

礎

M

Y

立

花

両

以

上

は

・

ョ

っ

か

り

平

を

下

す

締

に

ゆ

か

な

い

筈

で

め

る

@

将

し

我

捌

に

於

T

之

を

何

m

m

H
す

る

さ

し

花

な

-

b

ば

・

金

別

に

於

て

彼

よ

J

v

a

不

利

益

に

し

て

、

前

λ

経

祖

師

カ

に

於

τ
敏

ょ

。

も

低

〈

、

又

悠

築

史

に

於

T

彼

よ

り

色

低

か

ら

百

る

我

聞

に

於

て

は

、

か

、

，

る

起

債

は

m貨

に

於

て

不

可

能

ど

官

ふ

こ

と

に

締

罰

す

る

申

虞

が

串

る

。

所

栓

我

国

闘

に

於

て

は

E

R

務

問

題

の

坊

め

に

住

宅

法

官

施

は

不

可

能

に

終

る

り

で

は

な

ν

か

ど

忠

は

れ

る

、

併

し

な

が

ら

吾

人

は

決

し

て

そ

札

等

由

準

貨

を

見

τ
想

践

す

る

b

の

で

は

な

い

‘

何

ピ

な

れ

ば

拠

陀

戎

闘

の

大

都

市

は

凡

て

市

福

改

正

、

下

水

改

良

の

大

綱

梁

ご

共

に

建

築

改

訟

の

部

震

を

成

し

遂

げ

ざ

れ

ば

、

文

明

的

抑

山

E
L
τ

立

っ

こ

Z

の

出

来

な

い

境

涯

に

晶

る

申

で

、

其

等

申

事

業

申

絡

め

に

は

相

官

軍

き

負

鳴

を

M

m

u

v

れ

品

の

で

ゐ

る

@

其

負

僚

に

勝

へ

岨

ぜ

な

ら

ば

英

勝

帆

る

べ

き

時

期

を

待

つ

よ

・
9

M
昨

に

愈

は

な

い

γ

申

で

め

る

が

、

比

三

大

市

浪

は

可

及

的

合

法

に

相

並

行

し

て

其

賓

施

を

な

す

べ

き

誕

命

令

宥

つ

O

で

串

っ

て

、

裂

に

戎

六

大

都

市

叫

ん

τ
謀

計

壷

に

波

瑚

し

τ
日
出

る

白

で

串

る

。

中

に

就

て

述

築

改

遊

山

v
m梁

は

主

ご

し

て

建

築

践

の

掻

布

に

よ

，

τ
、

筒

λ

に

共

負

由

m

b

s

強

ふ

る

申

で

め

る

が

、

都

市

全

体

ど

し

て

成

る

科

皮

の

負

燃

は

必

千

L

b

之

b

z

遜

り

る

の

要

は

な

い

、

市

し

て

商

軍

中

極

阪

岨

唱

の

都

世

却

用

賂

築

は

今

や

採

算

上

合

理

的

に

其

改

遺

骨

成

し

遂

げ

得

ら

る

る

時

代

ご

な

っ

北

申

で

め

る

か

ら

、

都

市

ご

し

τ
は

其

車

工

住

宅

改

良

自

活

め

に

填

る

程

度

の

負

織

を

な

守

も

校

粍

開

健

全

戚

守

る

も

申

で

は

な

い

γ

。

依

に

住

宅

経

努

の

起

債

に

は

必

ず

し

品

、

其

企

業

申

経

済

自

み

仁

て

償

還

の

賞

伝

来

げ

し

め

る

こ

ど

金

規

定

せ

5

る

4

法

主

な

量

管

で

め

る

。

之

金

具

体

的

に

考

ふ

る

に

我

閣

の

大

都

市

が

穐

工

住

宅

金

康

管

ぜ

ん

に

叫

、

3

L
官

。

稲

々

の

困

鯵

ι
逢

着

す

る

申

で

め

る

、

即

ち

住

宅

法

制

定

の

研

究

未

だ

其

門

に

さ

へ

b

入

ら

子

、

枇

骨

政

策

白

歯

R

U

鰍

衣

之

を

耳

に

す

る

色

未

だ

一

色

具

体

的

司

事

情

酬

を

m

r
る

に

東

ら

曲

目

み

な

ら

令

、

近

代

務

串

庫

川

由

緊

念

日

る

h

z

考

ふ

る

も

申

に

軍

っ

τ

は

蕃

H

L

僅

少

な

る

が

如

昔

、

枇

骨

-

般

に

幼

稚

な

る

思

想

に

支

配

さ

る

〉

の

航

路

で

め

る

か

ら

‘

苔

人

は

先

づ

第

一

に

住

宅

改

良

問

姐

盆

輿

簡

に

魁

へ

τ
、

住

宅

怯

制

定

の

念

要

を

叫

ば

ね

ば

な

ら

自

由

で

ゐ

る

。

英

聞

に

於

τ
は

今

よ

均

三

十

三

年

以

前

に

住

宅

改

且

問

題

目

備

費

曾

が

出

来

上

b

、

其

官

昨

日

朝

野

町

大

政

泊

家

に

よ

り

τ
熱

心

に

取

援

は

れ

柁

の

み

な

ら

今

、

ジ

ヨ

y

、

バ

l

y

m

申

劃

き

熱

誠

な

る

政

治

家

に

よ

り

τ
閥

民

の

前

に

撤

祈

さ

れ

、

遣

に

闘

怯

さ

な

b

柁

る

耶

績

を

考

ふ

る

も

、

我

闘

申

現

時

の

住

宅

の

獄

践

は

何

故

に

一

般

先

覧

者

に

注

意

さ

れ

同

か

令

怪

ま

ざ

る

を

符

な

い

γ

。

三

十

三

年

前

英

首

時

昭

英

聞

各

都

市

町

衛

生

獄

態

M

可

な

ち

低

劣

申

も

の

で

串

っ

た

か

ら

、

政

治

家

由

設

怠

セ

限

い

た

の

で

串

る

り

札

ざ

ら

、

現

園

都

市

現

時

町

術

唱

獄

態

や

其

他

一

般

の

鼠

紀

問

題

は

之

宮

以

て

十

升

に

好

良

な

b

g

は

見

る

べ

か

ら

や

.

a

L

τ

延

年

漸

衣

低

下

す

る

由

縁

串

る

に

於

t

は

決

し

て

之

を

清

遁

出

来

る

絡

で

は

な

いγ

。

A

Y

に

於

て

諜

住

宅

改

普

申

途

を

稼

せ

ず

れ

ば

時

期

世

反

ふ

の

虞

が

事

る

、

吾

λ

同

一

一

割

色

早

〈

誕

問

責

骨

申

成

立

金

希

援

せ

g

る

そ

机

押

な

い

。

〔

安

慣

住

宅

の

般

凪

町

〕

は

ご

血

住

宅

改

良

問

題

申

解

決

を

早

め

る

手

段

で

め

る

、

欧

米

各

聞

に

於

て

は

到

ゐ

凪

じ

住

宅

改

良

協

骨

や

住

宅

扱

唇

曾

枇

旬

成

立

す

る

争

h

受

信

に

し

τ
衛

生

上

又

箆

務

上

告

理

的

の

住

宅

申

段

計

を

な

し

6  

英国

間巳

於

げ

る

明

グ

'

・

1

、
F

途

使

宅

-

R

例

《

Z

E

-
-キ

五

wH
m乃

考

同

F

嗣

》

3  

7  

.‘ '  

L安R t 百'1' ' ' '陣. f 11>

-rlltt 薗干の隊庶民宿f

て

之

佐

賀

地

に

極

陸

し

、

英

成

換

を

牧

め

ん

震

め

に

は

最

普

の

努

力

を

な

し

つ

〉

串

ゐ

由

で

め

る

。

最

涯

に

は

英

隣

町

内

務

塙

及

王

立

建

築

事

骨

に

於

て

も

簡

易

な

る

住

宅

の

位

計

台

懸

賞

に

て

募

集

し

つ

冶

め

る

と

官

ふ

ニ

芭

で

め

る

誕

他

簡

易

に

し

て

完

全

な

る

住

宅

の

陵

軒

は

‘

各

溜

り

協

骨

に

τ
誕

業

主

枇

骨

に

義

友

し

、

以

て

-

般

住

宅

の

改

良

を

促

準

し

つ

治

め

る

を

見

る

。

本

筋

叩

締

闘

は

最

近

茶

阿

に

於

て

和

瑚

忽

に

返

さ

も

の

ご

し

τ
畳

表

S

れ

た

る

簡

易

佐

宅

申

二

三

設

計

業

を

訴

す

.

此

怖

は

必

や

し

も

釦

何

年

る

場

合

に

・

。

適

合

す

る

も

の

さ

官

ふ

滞

で

は

な

{

、

殊

に

我

闘

の

・

血

事

風

土

気

候

及

軒

慣

其

他

総

務

上

申

聞

係

損

江

る

都

市

に

は

、

会

{

遁

A

V

L

哨

押

さ

る

も

の

な

ら

ん

も

‘

来



位

計

に

晶

ら

ゆ

る

苦

心

を

な

L

T
、

現

代

由

蒋

接

的

服

用

の

賞

者

皐

げ

、

続

誼

胴

上

衛

生

上

互

批

骨

政

買

上

に

A

W

理

的

。

目

的

に

A

V

致

ぜ

ん

ピ

努

め

つ

、

お

め

る

英

精

神

は

、

十

且

刊

に

之

h

z

m

唱

す

る

の

債

依

め

る

色

の

と

官

は

ね

ば

な

ら

旧

正

弘

住

宅

裳

進

曾

の

如

き

も

の

も

此

停

の

努

力

を

胤

離

島

有

効

に

質

問

叫

し

得

る

手

段

の

一

つ

で

め

る

・

先

年

英

嗣

申

工

業

都

市

な

る

宅

フ

フ

キ

Y

ド

市

の

郊

外

に

其

問

問

聞

を

見

、

叉

第

一

回

関

都

市

株

式

骨

魁

が

ν

ク

チ

ク

オ

1

m

国

関

郡

市

申

一

部

に

之

分

開

催

し

た

る

質

例

め

b

。

諜

方

法

に

貌

τ
は

今

此

慮

に

醇

遁

す

る

の

品

開

白

を

布

せ

F

る

・旬

、

現

賛

同

住

宅

佐

注

役

し

て

某

賞

用

上

の

良

否

ご

、

柑

概

瞳

関

上

の

岡

山

航

E

E

一

目

瞭

然

た

ら

し

め

る

こ

ご

の

、

劃

何

に

一

般

計

曹

に

到

し

て

適

切

宥

カ

な

る

か

は

約

を

怨

像

に

圃

聞

か

ち

同

申

で

め

る

。

我

聞

に

於

τ
む

主

t

L
て

刷

園

地

方

に

、

郊

外

申

去

慣

仲

間

宅

伯

雄

投

般

ん

な

る

を

見

る

、

其

設

計

且

貨

物

に

就

て

之

を

且

る

に

、

在

曜

申

家

屍

よ

b

は

害

少

池

歩

L

伐

ゐ

形

跡

を

畳

見

す

れ

r
弘

、

苔

人

申

理

想

ど

す

る

住

宅

改

良

白

目

的

Z

一

致

せ

き

る

鈷

申

書

き

を

憾

ざ

す

る

町

で

あ

る

。

此

等

は

或

る

M

W

刺

ょ

の

安

本

を

級

成

ε
し

て

出

費

す

る

が

依

に

‘

什

う

し

τ
も

徹

底

的

の

研

究

申

出

来

ぎ

る

の

は

官

然

で

め

る

申

ピ

‘

叉

一

つ

は

郊

外

住

宅

な

る

が

依

に

、

之

セ

郡

市

由

一

般

仏

宅

に

溢

刷

用

す

吋

か

ら

ざ

る

も

の

と

な

る

の

も

無

理

は

な

い

。

・

6

5

-

つ

此

慮

に

見

揺

が

す

こ

芭

甲

山

県

な

い

欠

陥

は

、

建

築

技

幅

修

申

態

度

で

め

っ

τ

.彼

等

は

、

我

闘

現

時

申

不

骨

理

不

範

演

に

し

て

且

つ

時

代

知

棋

に

陥

れ

る

住

宅

@

改

良

案

に

就

て

、

何

等

深

き

研

究

を

な

さ

な

か

っ

柁

申

で

串

る

。

欧

米

各

楓

に

τ
‘

往

時

は

職

エ

住

宅

の

曲

き

は

三

流

回

流

的

建

築

舗

若

L

f
は

山

師

的

精

負

者

に

依

っ

て

段

僻

さ

れ

た

の

で

め

る

が

、

家

騒

問

題

申

均

し

〈

な

っ

て

よ

b

、

其

設

計

に

は

可

な

り

深

哲

也

怠

を

倒

。

、

建

築

陣

鴨

池

以

外

更

に

他

に

よ

0

也

m

E

よ

り

深

き

各

崎

町

車

怖

さ

申

関

和

信

考

究

し

て

、

其

建

設

を

な

す

よ

3

に

な

っ

て

茶

花

の

は

務

質

で

串

る

。

我

聞

に

τ
は

魁

骨

}

般

が

お

軍

だ

誕

位

計

や

建

段

申

茸

大

な

る

を

費

6

F

ゐ

苅

め

、

建

集

技

情

家

U

Y

其

問

題

に

渡

m

e
白

申

込

無

理

は

な

い

り

れ

r

b
、

A

Y

は

英

順

序

を

ザ

ふ

り

時

期

で

は

な

〈

、

一

刻

る

早

f

其

底

値

酬

に

近

づ

〈

t
以

て

理

組

ピ

せ

ね

ば

な

ら

自

の

で

母

る

か

ら

、

遇

策

技

楠

袋

町

方

よ

句

池

ん

τ
此

等

叩

問

題

申

解

決

に

、

多

少

な

h

y

ど

も

貫

献

し

得

る

錦

め

に

、

被

岨

唱

の

相

官

カ

セ

緊

践

し

、

質

保

上

甚

だ

同

銀

E

ぜ

ら

れ

て

腐

る

我

闘

の

改

良

住

宅

@

陵

叫

町

に

柑

昔

、

十

升

申

努

力

を

な

す

一

へ

き

で

は

な

い

か

と

忠

は

れ

る

。

。

。

。

。

。

。

『

伎

宅

企

黛

の

保

隆

〕

は

一

面

此

問

旭

町

解

決

に

軍

大

な

る

剛

係

併

有

す

る

四

で

あ

る

、

住

宅

訟

の

制

定

は

立

さ

に

其

帳

元

で

事

る

が

、

我

凶

に

τ
は

b

5

一

歩

之

智

治

の

て

何

等

か

の

保

護

政

策

を

取

ら

ね

ば

な

ら

両

申

で

晶

る

、

英

国

に

て

は

各

郷

市

が

濁

立

経

櫨

阿

佐

以

て

英

軍

祭

に

成

効

し

つ

〉

め

る

ピ

て

、

花

園

申

都

市

が

必

宇

し

も

成

効

す

る

E

2

J

m

に

甲

か

な

い

、

有

国

明

か

に

濁

立

経

済

に

τ
は

成

効

山

家

な

レ

母

で

串

ゐ

、

県

主

な

る

連

山

は

-

m帯

構

償

申

和

子

高

5

m

一

筒

人

純

務

申

純

度

低

号

事

に

L

T

其

以

外

に

は

箇

人

衛

生

白

智

徳

低

〈

、

折

角

申

改

良

家

屋

金

認

知

さ

せ

る

端

骨

多

き

こ

ピ

ゃ

、

m

官

接

下

水

道

町

完

備

せ

ざ

る

錯

め

各

節

的

改

良

銃

口

血

申

維

持

費

を

大

な

ら

し

む

る

叫

得

数

へ

来

れ

ば

.

凡

て

経

務

上

不

利

益

な

る

踏

の

み

な

る

由

感

が

め

る

。

悲

し

闘

家

主

は

都

市

に

於

て

抗

企

業

を

保

雄

ぜ

ん

に

は

如

何

な

る

方

策

を

取

る

ぺ

草

や

は

、

可

な

り

府

組

雑

な

る

問

題

芭

な

る

昭

で

め

る

、

吾

人

は

諜

問

題

を

軒

町

拾

す

る

の

品

川

色

適

切

な

る

を

知

る

が

放

に

真

に

制

帽

を

改

め

τ
誕

方

策

を

軒

先

す

る

こ

吉

弘

し

、

此

胞

に

は

階

一

二

申

具

体

的

晴

朗

酬

を

遁

ぷ

る

に

止

め

る

。

我

闘

の

大

都

市

は

先

づ

第

一

治

に

引

所

宿

す

る

土

地

ぞ

鞍

理

L

、

市

民

改

正

の

針

盤

ピ

相

持

ち

τ
住

宅

地

砿

・

管

制

定

し

、

拠

地

障

に

於

て

先

づ

五

十

軒

万

華

百

軒

町

U

宅

住

設

令

断

行

し

.

下

級

車

n

M
響

曲

和

官

等

を

敬

m
L
.
其

成

政

骨

見

て

階

衣

に

其

針

重

を

延

長

す

る

を

第

一

策

E

す

る

。

抗

政

厳

時

代

に

於

て

費

す

正

こ

る

の

十

高

二

十

高

甲

車

E

金

は

必

十

L

b
償

還

を

同

品

川

ご

ぜ

子

、

上

叡

の

理

組

セ

中

心

Z

し

τ
其

企

家

主

運

行

す

る

を

方

針

さ

せ

担

ば

な

ら

向

。

而

し

て

鮪

か

る

企

業

は

郡

小

q

h

官

接

b

、

府

市

冊

。

住

宅

政

策

の

基

礎

ぎ

な

り

、

郡

市

住

宅

改

良

の

先

棋

Z

な

る

も

り

な

れ

ば

、

之

を

恒

忽

に

取

鋭

っ

τ
は

な

ら

ぬ

の

で

め

る

。

加

も

其

遂

行

に

は

現

時

我

闘

に

於

り

る

最

b

理

解

事

ゐ

技

桶

家

、

枇

骨

経

也

前

串

省

、

其

料

市

の

先

先

端

等

を

網

緒

せ

る

調

査

官

に

於

て

立

山

止

を

な

し

、

十

日
f

に

之

を

練

mし

て

其

官

施

に

取

係

る

u

z

m

w

ど

ず

る

。

従

来

数

次

企

て

ら

れ

た

る

大

工

協

附

嵐

の

住

宅

綿

密

の

如

き

方

法

は

、

縦

へ

経

岨

胴

上

叉

衛

生

上

多

少

の

利

便

t
笹

山

押

し

花

れ

ば

Z

て

決

L

T
斯

か

る

方

絵

に

則

つ

て

は

な

ら

自

の

で

串

る

、

何

蕗

ま

で

も

杭

阻

民

府

軍

町

住

宅

ど

し

て

併

す

こ

ど

の

山

家

る

も

の

を

立

援

し

‘

誕

路

復

に

従

W

附

す

る

よ

?

に

せ

ね

ば

な

ら

品

、

昔

L

施

設

四

泣

針

集

世

仰

ぎ

る

な

ら

ば

成

は

愚

貧

に

よ

り

歳

は

A

V

鵠

に

よ

今

金

カ

一

を

其

立

案

に

誕

百

て

成

山

県

じ

劉

遣

す

べ

き

て

め

る

。

又

節

ニ

申

方

法

Z

し

て

植

山

は

』

凡

込

町

困

拍

車

山

部

U

品

目

限

叫

M

M

Z

U

E

裂

し

、

一

況

の

市

有

地

に

叶

出

国

制

曲

市

山

部

u

m

t
雄

監

す

る

も

り

を

奨

励

す

る

金

得

策

芭

す

る

、

提

画

法

と

し

て

は

-

定

期

間

集

口

朗

読

を

弛

じ

、

無

料

に

て

水

道

を

使

用

せ

し

む

る

Z

か

、

市

芭

し

て

直

持

金

い

M

u

z

附

興

せ

g

る

農

民

に

τ
可

な

り

申

刺

便

を

典

ふ

る

こ

E

は

出

掠

る

申

で

晶

る

、

戸
線

績

曲師

〕

要

す

る

に

製

附

的

再

凶

の

佐

宅

は

全

然

其

改

地

を

な

す

べ

き

時

期

に

謹

し

τ
射

る

に

も

拘

ら

字

、

朝

野

共

に

悶

制

捜

に

挺

は

れ

T

未

に

却

の

緊

急

拡

る

に

気

付

か

ざ

る

は

廷

に

甥

は

し

き

こ

ど

で

串

る

。

之

h

z

枇

骨

衛

生

の

向

上

ょ

う

見

る

も

、

枇

宵

政

震

の

走

行

、

都

市

銀

隣

国

安

定

等

よ

b

打

算

し

τ
、

今

や

一

日

色

此

問

題

を

忽

に

出

来

な

い

り

で

あ

る

、

近

時

市

以

改

正

、

都

市

建

築

改

造

等

申

輿

拾

漸

〈

勃

興

し

来

れ

る

に

際

し

、

否

入

は

輩

に

住

宅

改

且

の

問

題

を

提

供

L

E

之

を

輿

首

じ

恕

へ

ん

さ

す

る

母

で

あ

る

.

枇

曾

先

先

の

士

は

h

M

L
〈

深

〈

襲

み

て

此

問

題

を

考

慮

す

べ

き

で

晶

る

。

〈

怨

)

復

刻

論

文

「

日

本

建

築

協

会

雑

誌

」

第

二

集

第

五

号

(
大

正

八

年

五

月

)

片

岡

安

細

民

住

宅

に

就

て

9  10 

都

市

遣

建

築

制

民

住

宅

に

就

て

ひ

ょ

一
」
一

片

岡

安

述

予

は

我

凶

冊

市

の

細

民

住

宅

に

就

て

少

し

〈

所

戚

U

4

M

Y

1

』

の

思

想

よ

り

考

指

す

吋

き

色

の

に

し

て

、

英

志

遁

べ

ん

・

返

球

細

民

住

宅

の

附

附

闘

が

各

再

門

録

的

紘

立

脚

申

地

は

政

治

、

経

櫨

師

、

風

激

そ

む

他

の

赴

合

政

策

じ

を

f

u
り

つ

、
，

ゐ

ゐ

“
拍

車

貨

に

し

て

、

巳

に

内

務

省

の

救

ゐ

h

、

決

し

τ
資

本

家

及

賞

放

階

級

的

世

由

時

心

よ

り

出

桝

側

賢

官

に

於

τ

b
斯

痕

臼

は

緊

急

の

問

阻

ご

し

て

取

晋

す

ベ

き

救

消

郡

業

に

ゐ

ら

ざ

る

な

b

、

英

聞

に

τ

は

銀

ほ

札

っ

、

め

る

を

比

る

。

子

は

都

市

的

細

民

住

宅

ψ

A

Y

よ

ヱ

ニ

十

五

年

前

(一

入

入

周

年

)

比

川

辺

は

大

に

奥

研

覧

を

救

櫨

刷

出

業

山
町

立

山

崎

よ

り

見

る

を

以

て

叫

に

し

ぎ

拾

伝

動

か

し

て

、

日

宅

問

題

閣

待

合

の

成

立

を

慌

し

日

時

代

後

れ

ど

考

へ

さ

る

を

叫
H

4

・
0

欧

米

各

閣

に

め

り

て

b

、

時

じ

大

政

拍

家

q

h

T

1

v

F

、

テ

戸

ク

卿

は

其

曾

は

四

五

十

年

前

ま

と

は

本

問

題

を

総

務

防

総

由

一

部

ご

長

ぜ

抗

L

ッ

、

英

先

帝

エ

ド

ヲ

l

v

七

世

陛

下

車

v

h

h

M

太

し

て

以

扱

U

た

れ

芝

も

、

今

U

ピ

な

h
q
τ

は

斯

か

る

資

干

n

b

L

時

宿

河

究

官

昭

一

日

ど

L

て

努

力

せ

ら

れ

し

本

集

中

心

.

世

熊

本

位

思

似

は

悦

排

的

に

一

掃

せ

ら

れ

さ

聞

〈

、

抗

後

四

五

年

官

経

τ
依

り

布

名

な

る

か

働

階

枇

宵

改

良

の

緊

急

準

的

引

、

政

治

上

り

孟

大

間

岨

ご

し

て

般

住

宅

出

来

は

挽

脅

に

現

は

れ

、

努

冊

-
品

川

明

倫

ジ

?

1

拾

指

ぜ

ら

る

、

時

代

-

h

訓

謹

し

た

る

を

知

ら

ざ

る

べ

か

ン

‘

j

l

ン

A

氏

の

釘

叫

に

よ

b

一

恭

じ

し

て

扶

仲

w

g

ら

子

。

ζ

b

L

H
M

、

少

し

な

り

ご

も

英

閥

抗

合

政

策

申

耶

柚

閉

じ

車

問

題

は

一

宮

に

之

t

v

o

m

t
は

せ

ば

『

デ

毛

タ

ク

リ

地

宇

0

4

柏

叫

比

山

知

る

所

な

b

。

今

我

闘

の

細

民

伐

宅

・

ぜ

考

ふ

る

に

方

h

、

我

々

は

先

づ

抗

第

一

沙

ご

し

て

町

市

住

宅

の

朕

態

を

改

善

す

べ

き

明

仰

の

賀

川

喝

さ

る

、
，

t

品

盟

ぜ

ざ

る

を

得

す

、

住

宅

申

改

善

を

促

h
r

す

べ

き

方

主

円

筒

協

和

日

住

宅

法

に

よ

b

て

其

品

柿

智

形

成

す

る

b

の

な

る

は

、

上

場

刊

一世
M

闘

の

官

例

に

比

る

も

、

主

険

大

陸

的

H

宅

改

幹

雄

動

に

出

国

す

る

も

別

自

の

慨

蹄

な

b

ご

す

。

而

し

τ
住

宅

改

普

的

促

地

は

中

康

問

削

軒

以

上

白

b

申

に

向

つ

τ
之

ヤ

期

待

す

る

ニ

ど

は

殆

ん

ず

念

裂

的

問

題

に

め

ら

オ

、

第

は

拠

品

市

の

最

下

科

用

組

民

仲

間

屯

の

政

良

を

以

τ
緊

A
Z

m

z
す

る
。

都

市

計

賓

が

耳

綱

E

F
ど

す

る

初

市

的

経

折

、

衛

生

誕

他

の

市

引

開

は

附

託

其

内

容

の

勤

に

於

て

斯

問

題

に

踊

れ

g

-Q

b

の

な

き

佐

知

ら

5

ゐ

べ

a

d

が

。

千

は

今

H

ま

で

我

岡

都

市

的

政

宅

改

将

に

惜

科

会

多

少

廿
引

所

比

を

蟹

茨

L

X

桂

止

ず

べ

き

湾

諜

を

布

す

れ

J

こ

も

‘

A

Y

E

に

は

唯

一

こ

の

質

例

智

康

げ

て

大

体

拾

を

溢

ペ

ん

ピ

す

。

英

闘

に

同

町

τ
は

一

入

九

O

年

経

布

砂

引

宅

訟

に

依

h

各

都

市

そ

れ

/

¥

可

成

均

的

努

力

士

な

L

E
、

従

旗

印

不

他

政

な

る

住

宅

を

取

梯

ひ

恐

慌

有

住

宅

の

建

設

b

z

企

沓

し

つ

、

み

革

、

L

は
、

同

闘

柿

市

の

必

ど

す

ゐ

臓

に

し

て

て

其

市

民

申

健

康

h

z

m

捜

し

、

風

紀

b

z

向

上

し

つ

〉

ゐ

る

賞

酬

の

鰐

L

{

a

g

去

さ

る

、

お

を

見

る

a
e

の

は

、

誕

効

臥
棋

の

除

り

に

楽

し

さ

に

驚

か

ぎ

る

金

得

Z

る

べ

し

。

抑

息

。

大

郷

市

町

細

民

住

宅

は

何

れ

の

地

に

於

て

も

恰

h

r

・
-

テ

ン

ド

タ

ッ

チ

の

如

〈

に

比

較

的

黛

都

田

市

原

田

聞

に

介

副

す

る

を

常

ご

す

、

之

れ

を

心

常

-

一

割

都

市

町

場

末

外

腕

地

柿

に

ゐ

句

L

b
、

都

市

が

真

に

膨

脹

す

る

や

拠

地

相

t

u

h

τ

新

し

き

驚

都

の

市

W

闘

を

形

成

し

漸

弐

に

之

を

外

蜘

に

繰

越

す

認

め

に

外

な

ら

子

、

而

し

て

之

都

大

柳

市

の

各

慮

ド

九

介

在

す

る

住

宅

恥

域

は

常

に

術

当

上

の

危

険

地

鼠

L

L

τ

、

叉

同

時

に

鼠

犯

の

開

閉

鎖

を

促

池

す

る

傾

向

帯

し

さ

b

的

め

る

は

、

恰

か

も

花

問

中

の

雑

草

に

等

し

き

島

の

ど

冒

ふ

ぺ

{

、

誕

地

凶

申

改

善

的

緊

急

な

る

H

跡

、

即

が

て

都

市

金

悼

の

章

編

府

池

E

一

致

す

る

が

錆

な

り

ど

す

。

我

闘

の

世

相

た

る

東

京

市

昭

細

民

住

宅

由

来

し

て

如

何

な

る

般

市

刊

に

め

ゐ

や

、

吾

人

は

其

鮮

細

を

知

る

h

T

帆刊

喜

れ

r
色

大

正

元

年

内

務

縮

湖

登

山

統

計

に

よ

り

、

東

京

及

大

阪

両

市

叩

最

低

級

の

畑

氏

住

宅

の

成

も

白

、

内

山時

d

T

也
知

る

こ

ご

ぞ

得

。

布

統

計

u

w且

京

咋

仰

に

串

b

て

は

居

す

る

も

由

は

之

を

過

剖

獄

路

ピ

世

相

へ

極

力

を

の

削

減

に

努

め

来

b

L

U

郡

賞

与

h

y

。

而

t
J
τ
そ

り

遁

群

住

居

申

斌

態

が

衛

生

上

主

風

紀

よ

甚

し

〈

都

市

の

勝

管

台

H

m

成

し

つ

、

温

め

る

は

今

は

故

叫

疑

ふ

の

除

地

な

き

事

柄

に

し

て

、

花

闘

叩

大

部

市

は

山

市

首

仰

れ

s
-
e白

恐

ゐ

ペ

き

収

臨

に

行

き

加

。

っ

、
通

品

る

ル

-
知

。

時

に

吾

人

は

訴

訟

指

令

叫

ば

百

ら

ん

ど

す

乙

b

協

は

ざ

る

は

b

。

芸

す

る

に

蒋

閣

の

都

市

ι
於

り

る

細

民

住

宅

問

題

は

枇

合

主

経

務

上

初

而

m

v

品

川

大

間

則

。

一

た

る

を

失

は

守

而

し

て

浪

故

普

の

作

品

妥

に
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大 正 - 昭 和 前 期 関 西 都 市 計 画 年 表

安 田 丑 作 〈神戸大学助手)

墓 自 有 弘 ( 神戸大学大学院生〉

蔭 山 幸 紀 ( 神戸大学大学院生)

乙の年表は， 1912年( 大正元年) から 1945年( 昭和20年) 終戦までの34年間におけるわが国の都市計

画，都市問題，住宅問題に関する事項についてとりまとめたものであり ，特に大阪を中心とした関西

の動向を明らかにする乙とに主眼をおいている。年表は大略次のような内容から構成されている。

1  ) 項目は ，大きく「都市事情 ・災害 ・一般社会J r都市政策 ・住字政策」および「建築協会」の

3 つに分れており，年どとに対照させっつ前二者については日本と関西の事象にそれぞれ分類され

ている。なお ，関西についての事項でとくに示されないものは大阪市のそれを指す。

2 )  r都市事情 ・災害 ・一般社会」には ，時代の背景となる社会事情の他，災害，国鉄 ・私鉄 ・パ

ス ・路面電車 ・地下鉄なと‘ 都市交通機関についての事項が集録されている。

3 )  r都市政策 ・住宅政策J ICは，いわゆる関係法令 ・条令などの制定，改廃，法定都市計画の適

用，計画決定，事業決定の他，各種都市調査，行政区域の変更，官公庁機構についての項目が含ま

れており ，さらに公共施設 ・公益施設などの建設事業もあげである。

4 )  r建築協会」については，その活動記録および雑誌「建築と社会」に掲載吉れた論説のうち都

市計画 ・災害 ・住宅問題に関係する主要なものについて，そのテーマ ・題目を集録している。

5) 本年表を作成するにあたって，関西の事象については ， 今回新たに「明治 ・大正大阪市史」

( 昭和 8 年刊行〉 ・ 「昭和大阪市史J ( 昭和29年刊行) ・ 「神戸市史J ( 昭和37年刊行) ・ 「西宮

市史J ( 昭和42年刊行〉 ・ 「尼崎市史J ( 昭和45年刊行〉 ・ 「奈良市史J ( 昭和45年刊行〉など各

市の市史類を中心にしてまとめたが，その他下記の文献を参考資料とした。

① 日本建築学会編. 建築学大系 2 ー鶴市陰 ・住宅問題ー 1969. 4 ( 彰国社〉

② 日本建築学会編 . 建築学大系26一都市計画一 1971. 1  ( 彰国社)

③ 東京都立大学都市研究会編 . 都市構造と都市計画 1968.  

@  早川和男他編著住宅問題入門 1968. 12 ( 有斐閣)

@  近代日本総合年表 1968.11 ( 岩波書脂)

⑤ 工学院大学都市計画研究室編 : 都市計画 ・住宅問題年表 1968目 10

① 嶋本恒雄編 大阪都市計画年表 1971. 4 ( 大阪市)

@  藤本鴛帯: 大阪府の歴史 1969.9  ( 山川出版会〕

@  八木哲治，石田普入者・兵庫県の歴史 1971. 6  ( 山川出版会〉

⑬ 赤必俊秀，山本四郎編著 : 京都府の歴史 1969. 11 ( 山川出版会)

⑪ 嶋田勝次他編 : 建築界と建築協会50年の歩み 1967. 3 r建築と社会」

と乙ろで， 乙の年表で取り扱っている大正期のわが国では，第 l 次世界大戦および戦後の好況を

背景とした工業化が進展するとともに ，大都市をや心と した市街化が急速に進んだ。一方，乙う した

資本主義の発展l C 伴う諸矛盾は大都市における都市問題 ・住宅問題と して大きくクローズアップさ

れ，大正 B 年 ICは，都市計画法 ・市街地建築物法の公布をみるに至った。乙うして，都市問題 ・住宅

問題がようやく社会的行政的にも取りあげられるようになり ，関東大震災を契機と して防災問題 ・

都市計画に対する一般の関心はいっそう強まる。また乙れを機IC，市街地を対象とし た土地区画整

理事業が実施されるようになる。関西でも ，私鉄 ・路面電車 ・パスなどの都市交通機関の発展は大

阪 ・神戸をはじめとする中心都市の構造を大きく変化させ始めた。また ，大正 6 年「関西建築協会」

が発足するとともに「関西建築協会雑誌J ( 後の「建築と社会J) を発刊するが，その誌上にも ，都市計

画 ・住宅問題についての論説が数多くみられ，当初から都市計画に対する深い関心がうかがえる 。

昭和にはいってからは，恐慌と不況に悩まされつつも工業生産額は着実に増加し ，満州事変以後

の軍需景気もあって，引き続き都市の産業は活発化 し，都市人口は増加する。一方，都市計画行政

の函では，基本的 ICは大正期のそれを踏渡しつつも ，街路事業 ・区画整理事業をはじめ各種の開発

事業が実施lζ 移されるようになる。また ，関西では乙の時期 lζ 大阪の御堂筋などの主要幹線道路の

整備が終わるとともに ，阪神聞をはじめとする私鉄沿線での住宅地の開発が急速に進む。しかし .

戦争の激化とともに都市計画行政は次第に戦時的色彩を帯びるようになり，都市計画事業も停滞し

始める 。また ，乙のごろの「建築と社会J の論調にも乙うした傾向が強くうかがえる。

大正 ・昭和前期の流れをどく大雑把にまとめると，以上のようにいう乙とができょうが，乙の時

代はわが国における都市形成および近代都市計画の展開を語るうえで見逃す乙とができない。乙の

時代の都市問題 ・住宅問題については，三輪嘉男 ，安田孝の両氏が本誌で詳しく論及されているの

で参照されたい。

乙の年表作成作業は標記の者が担当したが， 前記両氏にはいろいろど意見， ど協力をいただい

た。記して謝意を表したい。なお，項目の設定および. 事象の選択については，紙面が限られている

乙ともあって必ずしも適切とはいい難いが，もちろんその責は筆者等にある。
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合北区1 : t 1:.) ｩｊｾ通新庁予＿に移転 ， 兵Ｚ 川ｾ ｾｉ［ｾ 建築 ｊ｛ ｩｬＮ締

)Ji.I! IJ 公，( ii 。阪堺 Ｑ 正 ｕ ，ｊ｣Ｚ Ｑ ＮＡｴＮ｜ ＱＨｪｾＺ 主・大沢ｲＺ ｩｬｬｾｉｩ 曲 J 、阪，ti' .[ L堺

ＮＩ，ｉ ｜ｗｩｬ ｩｗ Ｎ 大阪 ､ ，Ｇ，Ａｴ ｬ ＺＮｩ 五組 ｉｾｉ 辿Ｎ Ｉｾ， ｨ ，ｉｩ Ａｊ［ ，正

公 帆jli イ1!411丘公会1l J ' i 収 . ，Ili 陣n 泊1正燈氾 )J

'J>;'/，IiIl軒i. 大 阪 .IJ' ，ll. tM};.'J 仲t H崎線IUJ i W. j，':j 

7 t 立山 f¥i 直汐 J I. I品 ・ldtllil に' ，It' i tを 111111. 阪

堺 ｩ ｦＱ公帆ｊＨ｛全 ｉｾｉｾｊ ｊＡＡｪ， N' 戸巾屯和引搾! 日Jilli .

神戸を佐川 ｲ る， ｉ［ ， ｲ 航路Ａ日 ｬ 飴Ｎ山ｲＮ ｾＮｾＢ｛ｊ 住 ｉ I 京都市上水道完成. 大阪日本協架. ; 1，・大阪新 世 界ルナパ- 7 1持1

・iF. II.dllll 同.illi L. J i om.  ｾｂｾｃＧ ，巾 ｮ ｬｊＯｾ泊 ｉ I  ;;:. 

1 9 1 3  I 来 京仲 間 大 火，沼津市大火，東京

大 2 I 注 川 大 火 ， 武 生 大 火 ，函館大火，

I  ，職工の住 ｽｪｦ［Ｇ と生活 ｊＨ 宇 野午 ｉｊＺｻＧ￭ｬＺｾｩ

1"1) 刊行， iE政擁護主li !fi}J 'fu'iん。

ネ ifi 川 水 /1 ｾＱｉｌ ｋＮ ｋ 送 屯Ａ日 ｬ 仇武 ｉ ? ) 間総督J(.f ， Ｑ ￮Ｑｊｩ処 築取締総 ＱＱ リ 公札 μｨｬ 総出 Ｑｾ Ｑｉ 大阪Ａ示以 処 分 市営品 ｾｩ Ｚ 俗委只設位。

［ｲｩｩ ［Ｇ ｩｩ 止 ｉ ｾｃｬｬ 己 ・ 大阪 ・ ｽ［Ｈ nII の f，! 1di i1f ｉ 限改正公 ［ｻｉｊ Ｇ ， 住 Ｒ￟ＧＧｬ ・会 ｾＮ｛Ｉ［Ｈￎｬｪ 往築条例系を答け Ｇ Ｎ

総 11H i 行なう。

大阪 d，氾n町線! 日li W. 1'<<1界，正公軌道阪市山

丸 軌 道 会 社 合IJf .. Ｑ［Ｈ 阪 ｾＱＱ 鉱支線 Ｑ ＱＮ ｾｾ品・ Ｊｾ古

11111.1泊 . 大 阪 di Rt 制 本 町 線liIl illi.I 町回線J l (

:11 .  'l'ft 8l J !aU，，} . i 凶，大阪:tt' Il 貨物愉i五を開始.

能勢1正n l剖1': ， ｾｉｉｉ＠ i  ｉ ｬｪ ｾｴｬ 兵 ｎＱ 線Ａ日 ｊ ｩｗＮ

大阪Ｎｒ王。 Ｑ 公会Ｚｩ，Ｚ・ＮＮＱ立 ， 大阪 ｉ ， Ｚｩｬｬｬ 品主 ｾＮｊＺＮ 水。 ｉ Ａ 川選 ｪｵ ｊ 経工，

ｾｉ り ＱｾＴ 突従完成 Ｎ

1 9 1 4  ｉ 渡辺符しい大ｼ坂土木主ＡＡ［ｾ長 ＥＪｉｌ 介存

大 3 I  ｾＢ此決定 Ｎ 第 Ｑ 次 世界大 Ｇｩ ｩｘＺｩＧ力発 ，

I  M11: 立'r!Uli' ，，';' 。

2

0

 

M

排シ』
火

e

'ト

l'
ン

'

引

メ

訓

同

七

約

L

一・

糸

川

一

瓦

糸

判

一

線

カ

E

-

-

一

民

-

M

J
l

利

一

木

ニ

E

q

d

V

 

-
E
-

必

“宮

内

大

1 9 1 6  

大 5

1! [i可決で| 後J . le大 演 習 笑 施

大阪也会i軌道 1:/、奈良I l i ll 制i国.

公共団体の句: 里I ! する公共m土地物( ' 1 : の佐川に| 刻 | 大阪市役所港湾球大阪市役所泌均百11 となる ，事! '

するが ｾｲＡｴ 公羽 ｪ 1  f1i物 取1&営業取締J J i . I ! I J公布。 I J  ｩ ＱＱ￯ ｬｬ￯ 区改正［Ｍｊ，Ｇ ， ｪ ｦｩＺｴ［［ Ｎ ｵ 会 ｾｕ ｴ 。

APA ・人1I. 1l i 1鉄泣! 日l辿，阪堺電気鉄j ( t 干池 ー

I'1t r: UI.l i W.  II<W，正鉱 lヒ大阪線開業，生駒ト

ンネル l別i曲.

大 阪1<">，，)' 陥主..n，j(. ，大阪米山水} 原 a也竣. r : . 大I l i . 船i I ! 防竣工，

大阪千五量運何峻工.

大阪 ､￮ｩ 抑ｾ ｊｊｩＮ Ｚｏｉｾ 盆委よｾ ｉｪｾｊｉ ー ， 大阪 ￯ Ａｩｦ 列ＩＧ［Ｉ，ｊＺ ＱｩＧｩ査委只

設［丘 ， 大阪 ｾ Ｑ 回下水道公 ＱＱＱ 起す ， 大阪市区境

芥変更部，jft 委μ ;tJt lll 。

愛 知山場経営業取締) ，J ，I ，II リ公布。

大阪，h'. l!:由i且傾l屈・ポヱヰ線. 天神1白白筋線松

山・宇治川線，九ｾ Ｎ ｉ ｾ Ｇ Ｚｪ ｩ ｬｴ 線 ｉｾＢ 曲 ， 阪神電鉄

伝法線延民特，11'. ，ｉｩｩ陣鉄道阪堺芯ｾＨ軌道 ｻ｟ｽｦｪ ｪＺ，

)Ui 幅，，，; 庄内野文科! I 別i岨，神戸 ・サン 7 ラン y

ス コ 航 路l悶Mi . 伐山事;11挺鉄逃K.K .I.I .J: .

函館大火 ， 日本建築士会創立 ， 経 ｬ 大阪職工組合 Ｑｾｪ 成同志 会設立。

済 調 資 会 談 也 ，: l I ミ京土木辿築業組

合 創 立。

工場民督官 設 itt ，工場法』血行。

大 阪 天i崎市場 ・淀川1山立 j 也にit. 立，大 阪 市 立 天 王 北 動 物 凶l別，i'i.

大阪尺 ｦＧｴｾ 山述 ｩＧｉｈｾ 起工，大阪雌披 Ｑ 品 ・ 大正 ｗｩｾｾ ‘ＰＺ Ｐ

大 ｬ 荻天渦 ＱＸｦ 物 ￯Ａ￭ｾ 品規約 Ｆ､￮ 場区域変ｾ，大阪天

保町区と jly 区 一 条Ju! - T 日外29ヵIUf 区 と 介 fil' ，

大 |仮築港利益委只会ぷj 1 ' ， I己附iliilil J:J巳 Jj Ui 。

大阪 ｲｬｩＧｪ 正難波木 ｩ ｬ ｬＫｾ ， 西野凶 ・ 稲山線開通，

f前州鉄道!日1;曲.

1917  I 住 宅 改 良 会 創 立 ，術 生 工 業 協 会 創 ! 大阪特別市l I il jJ Uj 成 |百j 盟 会 創 立 ， 淀

大 6 I  :立 r王11.代者IItl1の研 究J ( 片岡安) I 川 犬 洪 水。

ー刊 行。

大阪木 ｩｬｬ 川辺 ￎ ｉｬ ｉ ｩｊｴＮｉ ， 大阪 ｉ ［［ｾＺＩ め ｬ ザｼ量 Ｑ 暗竣」 二 ， 大阪 ｕ ＴＧ Ｑ 時前

凶 '*I :llt ，ｉｈＺ 県不況 町止め筑 ｩ ｾｄｉＨ 一 時中止 Ｎ

大阪港経界決定，大阪 ｭｬｬ ｬ￭ 改良青 ＡＧｪ 国 ， ｖ ， ｾｦｴ 会設 ｴｬｌ ｉ 協会創立Ｈ事務所片岡建築事務所

大 阪 市 臨 時i!i 営 jポJ i j ( 汲l以行なう 。 I 内 ) ，災 害 委 只 会 成 立 ，rl関 西 建築 協

会雑誌」発干IJ 。

訟 |  l  lt mt支払JZ品目需拡

大 阪 天 保 山 運 河支 線 竣工 ， 大 阪 西 野 山 公 園 ・ 清 水 谷小 公 園 祭

浴遊間 ｪ 也 ｲｾＢ ＮＡｬＺＮ大阪桜川 ｪ 旦立 Ｎ
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C3: 日 本

建 築 協 会

Ｇ ｑｾ と社会」に他載された

主婆論A

都市事情・災害 ・一般社会・ 交通関係

|刻 同 日 本

都市政策・住宅政策・ 建政事君臨
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大

3箕E箇イ布I 馬司也Z気鉄s近E阪神2

市電野回線開泊Ｎ大軌鋼ｾ，線開通Ｎ大阪北方

直通線開通，南海鉄道; j : j 衣稿師浜附開通，京

都電車市営と古る.

1919 I 横浜大火 ，米沢大火 ， 日本土木建 | 神 戸高等工業学校創立 ，淀川左岸

大 8 I築 鮪負業者迎合会設立 ，パ リ講和 | 水: ヰ予! 坊組合設札束J j x . l ! I 曜本村

ー会談開会 ，"，u，'ii!i JVI成大会J l f lfil '，北 1:外 2 カ町 より大阪市制入 を大阪府

京に五四運動起こる，協訊l会投立。l に請願。

阪神Ｎｾ Ｎ 行Ｚｲｲ鉄創立Ｎ ji( 阪電鉄城北支線特許.

都市計画法 ・市街地建築物法公布，都市計闘委

貝会f j) fiiJ 公布，道路法公布 ，大蔵省預金書11:&金

の低利融資による公占在住宅建設開始，彩、設鉄道

法・特使鉄道法を! 克し軌i立法 ・地方鉄道法を公

布 ，結絞予防法公布 司都市計画法組i行令 ・行11 di  

31ー岡寄議会令公布 ，大 Jほ'&' f l ' { 金部資金の低利融

資による公益住宅の建設開始，東京市に社会局

設置。

|見l

大阪市会特別 diilj11純H j- ，ill ; i真集 "J 決 ，大阪 di区改

良日11を設 iJJ . 大阪 di に救祈係Zit;yt ，大阪 .Ii lλ116

}J 聞に) j lfli 委μ 設 i t 大阪市会 の特別 di 制巡[liJ

Ｑｭまる，点目 ｉｬ､ｩ 区改正委 ｊｾ 会設目 。

よ阪九条 ・御蔵跡. ＢｊｪｬＧｩ ｬｾ ｾ 小公 ｬ 輔Ａ間Ｎ世Ｎ大阪本海川自白 Ｒｾ 軽 芥焼

却場殴立. 大阪中央公会堂竣工，大阪悩町揃起T . ，大阪築港工

'IQヰ間1.

大阪 jli! 支改王委員任命 ，大阪市会道路市の建議

案可決. 小中校; ; J l : Wi 完成規定il iIじE ，大阪市会第

31"1水i uM:11<T.  Ｇｉ ｾ 地工を議決 ， 大阪 ､￯ 医改正設

，:  Ｑ Ｇ ， ｩｊ，ｾ作家作成 Ｎ 大阪市 ｉ ｘＺ改正 目 立， ￬ｬ Ｇ ，ｩＱＡ Ｎ 可 Ｎ 明石市

制定地。

ｫ 阪両九［Ｚｴ， 小公 ｬ 叫 ｬ 叫 ｾ ＮＮｫ 阪 ､ ， JU..lli; i(1 wr w，; '  . 大阪，I i K博物

館 ｬｾｪ Ｎ［Ｑ Ｎ 人 阪市 託 児所 ｴ トト ｌ 大阪司 ｜ Ｖ 号鉱毒 ｮｴ［ ｴ 工事起工 Ｎ 大阪

鶴町 桜山，! i 'ト; ' wt Q芯 . λ; 阪市立児童相d 所l明tE，大阪第 3

団水道工 lq n.，大阪第 1 { } 録船1; -1. [' 1'起 l、

第 Ｑ ＱＢＱ 大会ｾ創作品情 会 Ａ日ｉｦ ｗ ｲＮ ￟､￯ Ｈｬと問題ＨＱ地

)  .  .kJEd"，z改，Eについて (1'，附'i(- ) ・デ

モ7 ラ γ ーと生t ' k (( l ' J f利 2，) . ). ;阪地内将

ｾ ，＠ ｷ 本 Ｑ 白木Ｈｉｾ ＩＮ

， ｾｾ同郷，Ｈ￭改良 ｾ ｉ￯南 町 将来 Ｈ Ｑ ＧＮ .  ( ドl i 片岡

安) . ｦ ｬｭ ， ｬｩＺｨ 両 と 巾 ＱｾＨＢｊ ｊｬ ｬ ｯｊＱ ｊＨ s ' W 郎) ，

Ｇｦｾ 同 町 住宅改 良第 ー［ 立ＨＮＱＭ Ｎ ＧＱＧ ド Ｉ J  (1'01柑安)

，大阪市内側代l主主に就て ( 1 ) ー( 3 )J (K  

U生) ，'r.s，lif 主屯問題J (f瑚・). ' r.s，li 大火

町危険 J (J¥'附' 長)，

日本雄築協会と改称・会誌を「円

本主Ｑ｜築協会制Ｈ ｾ 誌 」と 改組 。

f !.sdi と1主主li i!凶 J (阪両ltJ成紋) ， ' r.r.，li [l ;  

宅政策 J (開 設) . Ｇ ｲＮ ｾ､ｩｻ 住宅 の 建設 に 枕て

U :) ・( r )J ( 片岡安).

1920 I 東京府住宅協会設立 ，生活改善同 l 大阪経営会社創立。

大 9 I盟会第 1 回委只会開催 ，束刺 H主

Ｎ 宅協会設立 ， 全国千ｬｬＧＭ ｩｾｪ 切成述令結

成 ， 戦後第 Ｑ 次反動恐慌 Ｊｾｊ 発，日

本最初の大衆メ ー デー。

京Jit 地下鉄会社設立.

神戸姫路電気鉄道K J<.lIli.lZ. 阪神念、n: (t鉄神

戸伊丹線開通，大阪，li1l l 九条. ｴｾｩ ｬ Ａｩ 壷給線

開通。

東京左官工業組合工友金創立，東 l 大阪住宅制節共安会発足。大阪{ 昔

京浅草大火 ，函館大火 ，背小牧大 l 家人大会開 flL 大阪借家人同出1成

火 ，協調会全国俸給生活者調査実 l立。

純i ，生活改善同盟会「住宅の附取

及設備の改普」発表 ， 「現代都市

の問題J ( 佐野利緑・小川市太郎)

刊行，固有財産法公布，都市リ廃止

に関.する法律公布 ，ワ シントン軍

縮会議開催。

1921 

大 10

北大阪電鉄本線内支線開業. 司、穂鉄道 K .K赤

恕・有年間開通，南海鉄道平野線特許. 大阪

市電築港北海路直線. 償町・玉i立線. ，長川・

中之島線. 天王寺 ・阿倍野線開通. 阪急電鉄

今i 1t線開通，大軌西大寺 ・郡山11日開通.

内務省社会Ｉｾ設計 Ｎ 市街地建築物法地行令公布 ，

道路 公 ｷ 法 公 ，Ｈ ｉ ｩ ， 市街地ｾ築物法施行規則制定 ，

部rliμ |刊WI持議会令公布 ，市街地建築物法* 京 ・

大|仮 ・京自11 ・横浜・神戸 ・名古屋の 6 市に適用，

第 1 回国勢調査地行 ，鉄道院廃止 ，鉄道省設置 .

東京市内各区の細民窟調査実施。

大阪府都市計画課新設 ，大阪市 n動 'III 取締施行

規則制定，大阪市区改良部都 市計刷白11 と改称，

m市; 十周 '-1

'

央委員会 ・都市計画大阪地方委貝任

命，大阪 ､ｩｬ ぶ尿市営調査会開 ｦｉｾ ，大 |坂市会特別

市iIJ lJb直行往議案可決。

大阪Ｈｴ崎 Ｑ 品 止 ま工 Ｎ 大阪天 ｦＮｾ 山 ＱＮ｜ 鴎工 Ｇ Ｑ ＾ 起 Ｑ Ｚ Ｎ 大阪今 ｩｬｩｈｬ 営住吉

他設. 大阪常生・1品製段. 大原告崎運河峻工，大阪下両f島 海市

｢ｓ 先 ｾｉ ｴ 主 ， 大阪鶴田 ｉ ・ 玉 Ｚｂ 市営住宅越設 Ｎ

借地法 ・借家法公布， { 主毛組合法公布，内務省 ! 大阪第 1 次官11 di ｾｊ 阿白作業泊予 ， 大ｼ阪市郎市改良

社会応 6 大都市制i民集団地区調査笑施，内務省 I J I阿湖' 1i . 委民会rie止 ，都 ｉｬｪｾｊ Ｍ 向調ＱＱＧ委員江主流，

耐火ｦ，ｬ ｬｩ ｊｊＧｴ奨励を ｩ 泊Ａ捺，東京市最初の市営住宅日 Ｑ Ｚ 大阪イ ｬ 料 ｊ ［ ｾｕｊ ｊＨ ｩ 且取施行 ， 大阪 ､￯ｴｬ Ｂ￭ 1 次大阪r . J 1di 

向に竣工 ， 東京市営鉄筋プロック逃共同住宅起 ｬ 計阿 Ｇｊｾ 業［￦ ＮＱ 可Ｎ大阪 ￯ｬ￯ｬ ＧＨ 岐界変｜ｉＺＡＺ淵 ＱｩＧｦＡ ｦｴ 廃 ＱＱ Ｚ ，

エ，内務省と協調会会問弁都市3000戸家賃調住。l 市域変更訓伐 の委員設; 在 ，大阪n ! ldi ，:1 阿特別税

徴収 . 大阪」民民町外 11カ町医に九州J 1丁目外 9

カ町を加える，大阪凶区森 H，'1¥田[ 外 10カ町区に

お船町加える，大阪西区 1 条通 1 丁目外29ヵ町

区に新福崎町 1 丁目外 5 ヵ町を }JII える ，西成l l f，

ｾｊｉｦ奇町より大阪市編入を大阪府にＢ， ＧＱ 耳目 。

ｊ に阪 本。 ｬＧ 川改修 ｉ シ れ起工 Ｎ よ 阪 ， Ｑ ， ι 閃，作品 ｾｈｾｊ ｾ ￘Ｚ Ｎ .k阪鶴崎 ー平

野 ｉｬ ｪ ＧｾｾＧｦ ｅｾ ｴＺＮ姐ｾ 大阪消本焔. ［ 争中嶋ｾ ｾ ｾＮ大阪 ｾ ｴ Ｇ ｉ ＧＱ 占， ｦ￯ 常 住

Ｑ ｾ ＮｩｪＡＮ｡ＭＮ大阪市 Ｒ ｜ ［綜船 ｉｆ 工 Ｇ Ｑ Ｇ 起 ｬ 二 大 ｾ￹ｬ ｪ 札 児院 好 判開始 Ｎ

奈良上水道給水Ａ問 ｴｻ ｩ Ｎ 神 戸 ､ｩ Ｎｬｚ 凶 Ｍ Ｎｉｾ 航Ｑｕ Ｑ Ｎ､Ｚ Ｎ

会誌を「建築と社会」と改題 ，市

街地建築物法に関する講泌会開催，

改良住宅設許展覧会開 1m，生活改

造博覧会開催。

ｲ ｲＮ ｾ市計 ｉｾｩ 同 財政似 ｊ (l同一) ，r 米同に除ける

住居佐官( 1)- ( 4)J ( M.  ｔ 生ｾ Ｉ Ｎ ' 生活

改警 と我同町住宅 J (片岡安) ，英国に鈴け

る{ 主宅政取 ( 1 ) - ( 3 )， ( .k阪市発表)， 'm 

岡部ipJ ( 凶ー).

事務所移転 5 f 1 京町堀不動貯蓄ピ

J レ・9 月紛牧町I大江ピ J レ. 法制委

員会成立 ，材料委只会成立。

「都市生活と 住宅{上) ・{下) J ( 片岡安) ，r欧

止の住宅問題ι 就て{上) . (中) . (下)J ( '直木

箇太向1) . r ft : t 般的緩和政策に ついて J ( 柿崎

欽吾).



h女 円 本

都市事業・災害・一般社会・ 交通関係

Ily 
l則

建 築 協 会

ｲ ｩｊｬｾと社会 」 に 掲械 さ ｴｬｬＢ

主張論説日 オ4

都 市 政 策 ・ 住 宅 政 策 ・ 建政事鍵

ｩＡ＿ 地借 家調停法公 ［Ｈｉ ￯ ，内務省に占 ｉｈｬ￭ｾＱ ー 阿 Ｉ Ｂｪ 設 ［ι

鉄道敷設法公功r，内務省 6 大 郷TI1 に防火地区指

?と . 東京府中等ド官級{ 主宅調在尖l池. 4片山以市1も

宅 調 査 実 施 ，}Rr，¥ ditl 会}.. j 家 i'. 8000t ，に m誌の

イT無を s納豆正。

都市計画法適用 の有Ili lrtn 1 次 指 定 ( 尼 崎他 25r.11

11) )  ，市街地特殊処築物耐火椛泣 tQ lI lJ 制 定 ，市街

地建築物法の JJl. 定による工業地域内特別地医m

Jli J公 布 ，干t' 者11復興審議会官 llilJ 公荷r，司;1'r. 11復興院

設 ti1 ，東京市会都市計画事業 お よ び 特別 iliffill に

つき意見啓提出 ，特 別 都 市 計 図 法 制定 ，ガス ιJ';

業 法 公 布 ，東京 府および神奈川県の市街地建築

物 法 適 用地被内仮設建築物苦手に |知する件公布。

同制金批判j 町本法WU i I .

1922 

大 11

処 築 学 会 ・者Ildi 研究会 ・土 木 学 会

の 3 会連合で全国都 市 計 画 協 議 会

l井IHfi. r住宅及土地 問 題J (小川 rl i

太 郎 ) 刊 行 ， 対 叢 9 ヵ国条約調印，

ｬ 司勢院関 ｗｾ 湖査発表総 財 産 ＸＶＰ ｬ む

Pl と推定 ， ｾ＠ 2 次反動恐慌勃発 ，

健 康 保 険 法 公 布 ， 日 本 共1111党 制 立 ，

千手通選挙淵脊会設位。

l延l
r

H『

ad

 

1923 

大 12

土木学会災災復興に関する挫談ｻＡｾ

政 Jnおよぴ市に説11¥，r f:i τ宅問題と

都 市 計 画J ( 関ー HIHi' ，r東京 市 政

;命J ( チヤールス ・ピーアド) 刊行 ，

i  1劇'I'] ';.{'I ・( 大杉栄ら殺手n，同氏村

布11作興に 1. ' l I する詔件発耳'1) ，J}Eノ 門

九MI ニ。

大| 仮水崎Ulf ll¥家 人 組 合 成 立 . 大 阪

家主同日/.1築港会成立 ，大阪特別 di

ＱＱｾＱｾ 施要望の陳情舎を発送 ，大阪

借家人同開会結成 ，大阪鶴町借家

ａ 互助会 ｊｾ 立 ， 阪急 ・ 阪和 Ｑ Ｇ ・ 南海

沿線分汲 Il' 1;=J也| 制発，有限 :i' WJ 仮

事 Ｑ Ｇ 処 ｾ利川車 ｉｬＱ 半の組織を ｉｪ ｬ 消 。

大阪電気軌道 ・生! l l網拡鉄道介l井，新J i o: r<<欽

j( i 会社設立 ，京阪電気鉄道悔m支 線 特ar ，神

戸 ￯ｬ￯ｬ ＱＱＮ山下線開通 ， 大阪市氾鶴町線 Ｑｾｬｩ 画，大

阪 ｲｬ ｪ ｾ ＨｬＱｴＺｾ古川築港線 Ｑｾ ｬ ｩ 届 ， 大帆 ｰｹ 条町線 ・

城 東 線 ・玉造線特昨，阪 堺111. 欽牛; 線特宮下，大

阪 ｉ ｬ ｪｾ Ｑｉ 悔川 ｷ 源年圃 ｉ 線 ｲＺｬ Ｑ￬ 瓜大阪欽 ｩ 邸 ＱＱＱ｜ 川

線ｾ ， ｮ Ｇｦ，大阪， Ａ ｪＧ ｪ 正 ｬ 丑ｽＺ，ｾ ・ 息加山線開 ￬ｗ ，Ｑｉ本

航Ｎｾ堺州問 Ｑ Ｑｉｉｾ江 Ｉ｜ＯＱ 航官を ｉｾｊ ｊｲｦ ￬ ，淡路j J ， j且' ド

lIlili 村11111山川 ，大阪，li 1le丙fflll ・1高山総l悶iui .

大円本公道会設" j ' t : . 大|坂 :L - i 、建築

業k: ll イ:-1け; f ::¥i ¥1 広める の

大阪鉄道i.ll脅111 . 中村 線 特 許。阪仲間近世軌

本 線 ・支線特許，阪事1也欠本線特許. 日 本 航

'l' K  .1( . 大阪 ・別府! 日1定期航空開始，神戸姫路

1ll.気鉄道明石 ・姫路間開通， 新京阪鉄道陣島

ぷ線特許 ，ili 電話ii 良川谷町縮問; m，阪急新千

虫山線 ｬ 間 ｪ 岨 ， 大阪小 ｾＱＮ＿ 7' -' 一白動 'ltK.K.j'世

"Ji.
o  

ょや布川j ]市{制l実縄i . 大阪半年目i J ，ri 伽J m真家モ l立di 会

で可決，大阪都 市 計 画医峻決定 ，神戸町1I ，Ii RI企画

区域決定 ，大 阪 交通 取締 ml l IJ ) j 血行，大阪長柄運

iii [ に河川法適用 ，大 阪町11 市計画 Ｇ ｊ ｾ 業路而改 良受

主主者負 ｪｬｬＮ 規定 ・ 道路新設 ｊ 刷長Ｇ支・貸手すれ ｪｬｬｭｾ 主 ・

負担l 区画および負 W.金 古i( 規定公，( p，大 阪 校 川 水

利 r;1.¥J. 1f . 委只設 22. 京都市防火地区指定 . 大 阪 d，

立衛生試験所で降下媒焼館賞等 の剥 議1m始，大

阪都市計画第 l WI 下 水 道 事業認可。

終ケ II: 住宅改造博覧会開f I i ・ 0

天保111洩ti. i立て 大阪 ｈｩｬｦ ， ｩ ｬｩＧ ｩＧＮ Ｇｦｴ Ｇｴ 主￟Ｂｾ ， )、阪J . Ii ! 川，li'，i ' WeiJl

設 . 大 阪 di 古i'J l 阿 1(/ ｾ守新， ＮｬｴＮ 大阪本 ｩ ｬ ｴ 小公 Ｑ も ｬ 祈 ＱＱＱ Ｚ 昨 ￭ｨｬ 命 ｉｉｾ ｊ ，［ｾ ， I  r  f1.I l  fi 百問題を即[ ? 与えますJ (f p泌氏雌 ) ，

泌尿川改修工 f>起 1:，ｉＭｴ ｕ ，Ｉｩ処開ＱＩ品を ｊｾｗｖｉ｜ ‘ ｬ Ｇ れｲＮＱｩ似 ｨ 抽 ｦ に設 ｉ ，r  Jt 乏人とf i "t li lJ!I!i (. J・) ・( 下) . . (1由iJ ;(fft-

Ji:. I  011). 

二 人［阪特別 Ｇ ､ｩｈｾＱ 地行 ， 辿ｾ高司 ｓ di 会 で "fi h，大阪，(D

次 r.l 1､ ￯ Ｎ￬ ｬ 州事 業術協Ｎｦ ｊ ｲ ｲＦｊ ｊＱ Ｚ Ｉｊ ｾ ， 人ー阪，ｉｩ Ｇｩ［｜Ｇｬ ＧｩＧｾＨ l' f  

ＯＱ｜Ｑ 紹介事業 ｼ品 ｉｾｦ￬ ，大 阪 自11 di ，i !i 'liil ><J成|人'11りi 火 地|メ:

指 定誌、百T. 大 |以r. J ldi 計州| 幼火 J也|民生げJi 泊1J' ， :人-

阪 ､ｩ 会 ｪ ＱｊＺ ｪ 喪 ｵｲｲ 付制入 の， 込Ａ ， ｬｎＺｸＮ ａ ｾｊ と Ｎや ＱＧＱ i  dil リ'j k

J也1'<: ' ，:':jJ!U也|メ:J 行広， ｬｊＧｾ＠ di r.J l  di ，H，!，lii ｾｾＩ止 。

事 務所 移 転 立 }; ，lj ピJレ三 階， 'r.J l ili  J 卜

問委 H会 発 足 ・'It・百11復 興案 検 討。

小間急車Aill:;: 立.

10月号 r関東大震災特集号J .r f主主問題先' 1 : 町

大阪桜日公l唖 . L，f 町会I胡 忠克II'(町UTI 胡!日1，・" 大阪 ih ｜ＧｦＮｩＮｾ 動場 ｬ 淵雌 ｊＨ 臼 Ｚ 村郊祁 Ｉ ， r住吉政策論( 1: ) . ( 下 ).1

ｬ 用地，大 ｪｅｾ 盛和 ｉ 起工，大阪Ａｉｬ Ｗ り甥船 Ｑ［Ｇ [' 1¥起 1:，大阪i桁1.1，晶 I ( 楠1，;(油- 011) ，r共同住宅町総' 世.1 ( 品J W

ＢＧｾ，世， 新'1'" 川tをで. I  郎J.

1924 I  ￭Ｇ､ Ｎ ｬｧｾｾ 八戸大火，泌築学会耐火砧 ｼ 阪急 ｮＮＺ 欽立退 ｦ Ａ＿ 家人イ ｔ ぷ ｬ ， ￯ｊ｜Ｇ ＱＮ Ｑ 会設 ｬ 帝都復興院Ａ斥 ｊｉ 二 ・ 復興ｽ .. j 設泣，内務省r . l ldi j lー聞 | 大阪阪市土地区 l国i桜理組合成立 . 臨H制 t 央卸プ己 I f，11r. r委 京 都 都 市 計 画 参 考 資 料 図 liJF

大 13 I  ｾＨＷＩ＠ ｉｪｾｬｮｾＱ＠ Ｇ 助長，土地区画務埋 の ｼ 立 ， 大阪借家人 ｾｊＱ ｙＮ ｬ 成立 ， 大阪倫 ｼ 局廃止 ， 特然辿築物耐火 ｉ，ｖｩ ｪ 立施行脱ｊｬｩ ｊ 公布 ， ｩｩｬ ｬ ｬｬ ｉ 場調公委Ｎｬｾ会設 ｩ 丘 ， 大阪府知 Ｑ Ｇ ｊ ｾ より米 ｬ ぷ 阿 | 九 春 季 大 会 通 俗 講 演 会 / 1坤 に

施行災施を主123荘，帝都復興L建 築 会 l 家 人 有 ぷ 同 盟 会 成 立 ，，oji: r.II di 借家 I ｊ 也 ・ 情家臨時処理法公布 ｲ ｬ り ｪ 火 ｊ 也 ｉ 乱 ， ｩｬｩｾＱＱ Ｑ￬ｾｪｊ I  ｝Ｎ皮肉 ｾｾｬ d，' 域制〈に関し諮問，: y ! 伝統 1 次 大 阪 r.J 1 1 おける住宅の変遂とその将米 ( 武

社設立 ， 「，建築新 ｉ 朝 Ｇｉｊｩｬ ｬｆｬ Ｚ Ｇｊ ，第 Ｒ 次 ｼ 人述介保護会設、 Ｎ Ｇ｛ ， 大阪木材相互 ｼ 規則」公布 ， 同出ｼ会設立 。 ｉ 市 ｾｉ 同 ｩ Ｇ ド 業認可 ・ 台Ｕ｛｜ ，神 戸 ､￮ 用途 ｉ 也城決定。 Ｑ ｭ 五 一Ｉ。

5E政擁護巡重j) 起る ，大蔵省積金百11 I  i 1i 場 fllJ 立 。

Ａｉｉｾ銀 ・ 勧銀に復興資金貸出し ， 加 ｬ

勝目玉明三派内開成立 ，内務省工業

都 市 の 失 業 者 105，000 と発表。

。、

‘ 4  

阪神電鉄伝法線開; i I i ，大阪鉄道天王寺 ・同 比

線特許 ，阪急電鉄尼崎線 ・伊丹延長線 ・叩 陽

線 特 併，大阪鉄道路線旭化. 大阪電気軌道網

紫延長級特l I ' f . ，ti 海鉄道事l歌浦延長線特許.

新京阪鉄道新広文線特目下.

大阪都市!H函第 2 期 下水道改良。jq位指1 ' - ，大阪今: 陪 ・浮 rhl晶

幸 僻架 設 ， 大阪 中 津 川 改修工 Ｔ 竣ＺＺｃ，大阪築地別 ｩ 主計同町桜ｾＺ，

税 外 埋立l l ' i乎 ， 大 阪 小 川 賞 i主 制 政，大阪六附川汲) 1 - 工 l' I  r  ｲＮ ￟ ￯ｬｩｾ ｬ ￴ 活と 袋容 ＧＩｩ ｊＡ｣Ｎ ｊ ( 旋辺鉄雌 ) .

開 始，叩子 闘J ; j ZJJ : ，完成。
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00  

建 築 協 会

「処築と社会J に掲載されと

主妥結脱じま 日 本

都 市事情 ・災害 ・一般託会・ 交通関係

凶 日 埼玉

都市政策・住宅政策・ 漣段事喋

jJ Lj 
|刻 l羽

1 9 2 5  

大 14

建築士会建築士法案を発ぷし制定

を徒11昌，関東大量E雨， iii 1! 1! 唱築会

社創立 r住宅論J ( 佐野手IJ 日正) 刊行，

「労働者宿泊所笑査記J ( {II' 館i夫)

刊行，態商務省廃11- . ，商工'(5 ， J.災

林省設置，治安維持法公布，特j泊選

挙法公布。雑誌 r新住築」允 FIJ 。
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大阪百Il di 協会創立。

ｽＮＮＺＮｬｨｬｬｩＧ ，ｕＺＯＮＺＮ， ｾＱ 品丹持品目 ｉ 綜 ｉｾｉ 岨， Ｉ， ｐ ，ぇ，正ｾＮＨＫＮ｜

3白' IU、p，I. J也会H. (dJf ， ，;(p，・J;' ，， I・l!bj' ，正}1.(i"

fIf， ｎ り ､ Ｇｻ ｾｉ［ ケープルｕｬ ｬ Ｎｩ岨 ， ｰ， ｾｬｲ ，ｴＮＺｽ， ｦ ｩＮｩ，＠ '  

J 、f ｉｉ ｉ｜ｉｾＮｾ＠ ，;". ilr J; O:臥$l，i且k.:、 ・1たi ÎIIII: l1 t ，

大臥， ｨＧ ， ｉｕ ＮＱＧ阿 ｉ ・ ド ｉｉ ｦ，Ｎ ｊｾＨ 町線 ｈｬｬｪ 曲， J tμ111 ケ

東京都iで交通調査施行，東京市の地下鉄敷設計 l 大阪東成 - 西成阿部市械に編入，大阪 d1会特別

画成立，I U災予防評議会管制l公布，第 2 回国勢 I ｲ 有制促進案可決，大阪高 ｉｬｲｦｪｾＱ 画用途地域認可，

調在地行 失業統計語司王正実施， ｊ 友 京府社会談空 Ａ 大阪第 Ｒ 回市域 ｦｊ ｬＺｾ 比大阪都市計画地域公示 Ｎ

Ｒ ま状 況 ￭Ｇ ｊ ，ｾ 盆実施 ， Ｑ 百 ｬｩｬ 司会最初の住宅貸付開始。 ｩ 大阪第 Ｔ 回水道紘必工 ￨ ｊｾ 認可，大阪有 ｉｬｲｬｭ 岡地

城制bili 行，大阪市gi 稿者t: l1，¥j合" 大阪市失業訓:白"

封11μ ・友11::1土地区間経駐車Jl 令設立: ，jJ丙可]白iど主'{川i

』胤施t血j o

j 、I' i r.J j. !i" I'lej 吊 I Jtl I ド水道 '1. 1" 綬[ . ｾｉＧ ，Ｇ＠ 01，相 I IlJl Um' 1・'!(，完

了，) 、阪牧崎，I;' ，，'fi ，'記舗を.:(. 1:IJk!t':iJ'・4 分1品 i7 ｊＺ Ｎｾｉ 品 沙ｊ，ＡＮ ｴｾ ｾ

fLNfl品 卜よ fllt品YJ A 今日，Ij ，:，，. f('::".: 昔前. 大阪市 l 突 J)t1jl

fofi)完治 1 ・2 JりfJ r.乙川的 l品川起 ，.. 1If! 11，品 1:' J，.i"1l . fi: .'i 大阪

大阪記念博覧会開催，災災通俗，. 1/ 1.

i貨会開催/ 北丹地方の震災視察間

報告 ( 赤川憲太) 。

ープル ｉｾｉ 泊Ｎ奈良パスＧ［Ｚ，ＧＱＭ Ｑ 日 ｷＢ ｭＮ￮ｾ 瓜州 Ｑ I  I  ｯｉ ［ＧＧＧＧｦｪ と ｪｦ ・，＼，鶴町 ｉｬｪＣ［［｜ＧｦｩＧｾＺ ，Ｚ，［Ｇｩ ［Ｗｴ Ｎ ｴｍｍｾＺｉＧＺＧＭｉｉ ， ｮ ， ［ｊ Ｎｴ，＠ ｾｉｉＢ ， Ｚｊ 川ｴＡＺＨ ｈ

本耐，，!'!IIIJ'. 叫 向 払 明 報 / o曲 I  ｉＢｉ ， ｉ｜Ｇｾ ，Ｂ， ｍ の ｮ ｣ アパート 抗 ι ， ＱＢｬｩｲ ，・ Ｑ 会 ｉｉｕｾｉ 山 ｬＡ ｯＱ ｬｩｴｬ 日 ｷ ， I  ｾを ＱＺ I  r Wi:; 111I 組内統計的研究J( 楠即t Hl一郎)

協会社団法人認可される ，事務所

移転中之島江商ピ J レ。
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阪都丘3似oliKK自11.¥ι ，阪W，正野、自民 N' I，j 迅速絡

線特" 干，阪相屯v. . 立線特，; " ，阪神ltt il; 'I' {'I 剖

主線開通，阪神 ＱＧｬｩｬｬＧ ，Ｑｴ軌 ｉｾｉ 泊Ｎ

Ｑ Ｑ ＧＱ 務省社会局不衛生地区ＱｩｊＮｾ盆実施 Ｖ 大者 ｉｬ､￬ 行

政!也管特例公布，閣議決定に基づき不良住宅改

良事業に若手 ， ｩｬｬｾ 各法施行令公布，東京市社会

川社会中業 3 カ年計画 ;{i 手，内I制統計局第 i 次

家ｾ l'rJI，j  1't 1Jf.J始。

1.:1，問会 NIJI 向1.hJ品IIUI7パート止ま工.

1 9 2 7 1  銀行法公布，公五主質 1:u l 、公l I f ， ｾＧＱ＠ I 北H J 忠良。

II (.{ 2  I  1也l 全 Ilil l'il l ，li 問題会議大阪でI l flf liI ，

I  IU "，義 l付l品! 成立， ｾ ｬ 次 山ＮＡＭｦ，｛ ｴｂ

ＮｊＮ ￭ｾ ，＠ ジュネープ 3 1101軍縮会ぷ決裂

' Vdi ，正 ・J む1・I.'，t.: 帆{J-{Jト L' i"山111' ，正%以jf1ml ，占

1:( ，大P<oj， 'iサーパλi l l i r liil 始 事I'} :  oI，'，lt lnJ f':線

IHI 泊. :j・治川'，l!:主( ， ｾｉＧＩ＠ ，剖 ｭＧ ，正公 ｾｾｩ￺￯￯ 収，

大阪，h' ，t.: I1J)川っき心岡[科リ:lI j岨. N' }' oI ilhl'I Ji '}'1・

・神4也7 7 シ一介IJI. 参 'l:i:.;o，iio!ij::I..泣立，阪

ｊｊ ，ょ ［ｬｴ ｬＱＮ ｉｾｬｩｴｬｩ ，大阪 ＰＱ［ 屯 ｈ 納Ａ品筋線 ｭｬ ｩ 曲 ， J;t lill 

Ｑ Ｈ， ＱＧ［ＭＺ 阪 ｉｲｍ 起工 Ｎ 淀川貨物駅 ｉｾｬ ＮｩＧＢ .k阪dj' ，s

軒 家 桁 H l<aT総1m; 曲.

不良住宅地区改良法公布，大学令改正 di 立大学

設 ｦｲ￭ Ｇ 可能 となる ， 災災地バラック ｩｬｬ 築 ｬ 徐 ｬｾｊｊｾ ｊ 限

延期を公消i ，土地1t ' j - ' f f凶絡;VI.j i f . 法公布地行， 1坊

火地区内 flU也締処理法公布，工場付属努街合規

J!i J. }f(;;(去1¥外の政射状道路30.w; tの姑，i:t

決定。

大阪， ｦｾｪ 生 ｊａＳ どｪｊｊ￭機関線路 ｩ￬ｬ ， ｬ ｬｉ ｪ 泌 ，，｛， 大阪市会配

71<. tj; T;' l  ilit，; I阿を議決，大阪第 1 ;kr.l l di ，iI，llI j ' J ' ; $ 

￬ＮｑＮ力 ＱＱ 認可 ， 大阪生野 ・ 住之江 ・ ｾＲ 阪 ｬｩｪ ・ 減」じ

土地区 1，11川容旦II 組介設立. 大阪 di 会特別 di 制促進

裟可決. 大阪改正 dillil J尖地，神戸大日土地IR I凶

務J l U組イ十設立。

杷f量1品埼 1・. あ や 的 地 温 l占'/1也IUI.;l ，)、臥 1<1¥，九r : 内野川 rh

ＧｾｩＧ 止中 Ｎｩ Ｚｬ ￼ Ｂｴ，ＺＮ ｔ ｦｬｉｴＡｩ￬ Ｎ ，均一 ｦ￟￯ 肝 ｍｴ ＮＡＮＷ ［ＨｾｮＧ ｬＢＮ )，、阪桜山ゐi ¥2  ｾ［Ｎｴｬ＠

陥J " Jも起 L ｊ Ｎｩ｜Ｎ 無川， ＱＮ 鯨骨 ｦ￬ｊｩｕ ン ｊ ｜ 起ｌＮ大 ｾￅ 同 ［ｲｬｩｵｬｬ 山ｩｕ ｬ 路側 ｴ ・

筋線杭J : ，

神戸市都市計画制作示，大阪泌I i 川 IIHi 1i: のr.J 11打

;iI ー阿 'J' ; $ ; a，百T. 神戸 di .ij:令区新川不良{ 主官地区

改良臨時淵公会設世 ， 大阪 ￯ｬｩ 煤煙防 ｌｖ Ｎ ｾ ＮＱｴ :t! .Q 

会 ｩｴｬｴｴｬｩ ， 神戸市ヌ ｩ￭ ｾｾ ＡＺＺｪ Ｎ￬Ａｦ 戸 ｩ ｊｬ ｪ ｾｊ ｩ￬ｬｴｴ Ｇ Ｎｉｬ立系 認 可， 1投

ケ r也・立i之，11 ' 瑞 Ji:. 工、T上地区j i l I ji; 主主I¥Ml{トECt ι

r，H U i ' 宅地区法要綱を見 てJ( II' 雌合1f t ). r抜

心に触れざる住宅問題 J( 千質問 ) ，r下層防級

住宅政策町擁立 ｊＨ 糸安新 ＩｌｮｾＩｯ

事務所移転土佐期大同ビ/ レ， j 也誌

と建築 j凶俗講 iiI( 会 tlfHI V ナ') ' 1去J也)i

炭火災夫J也路公報告( 明凹 hり。

.1  H  ｾ［Ｎｲｾ Ｇ ｩ 災 ｾ Ｇｊ ・ ｲｰｊ 火とｬＮＡ｜ＧＨ， ｊ Ｈｊ｜附安Ｉ ， r  ｾｾ＠

人阪間 ［､ｪ ， ＮｉｉｾｬｪｾＱ :!即'IJ ・本，ι 1. ｾＢ掩｛ ， 大阪守山 ｊｕＮＮｬｬｩＧ￭ iI ，，ｾ，改 Ｊ Ｑ 凶 ｷ むの将 ＧｾｊＨ }' ，間安) ，r不J! IJ ，'(;J也l吐改良

工・lリ是成. Ｉｊｾ町 ｉ［Ｂｊ 松ケ崎 ｩ�ｬ ｋＡ 持瓦 ｊ 止 ， );("，;liL I.i' (，本場抗 1JUIl ι 1  Ｑ Ｏｩｊ｜ＺＡｬ ｊＨｉＮＱ 的・， ｩＩ ，［Ｈｾ［Ｉ， r  ＢＧＺ， ｉｩ とｉｩＺＧむＱｉ ＺｉｾｊＨ 峨付

保 '1、業完成， IH.¥抗1 1;'lil 品完成， $，・ 1::，)，: 1品J費1: ，jl 主i日1品峻1: I  i量)0

1 9 2 8  I 第 l lTI l C I A M総会 IJ fI <  (ラ ・サ ラ)，

1I(j3 I 三 ・一五事件，i f &*，1防 法改 :lli 公

清i ，パリ不!iW，条約に ;vt.]I :1l 。

六IJI 山 山 火 札 束 大 阪a l :佼水， 1点 ) ; ¥dil:1i 生試験所に 家出検住所UfJ lt)l， )反応 di 社

大|坂Zl i 'I' 浄化i ' i l i ! f i} j 起る。官fi. 必 「デ |会) .. ｪ 労働者 の生活改 ｾＧｧ のため 附弘前 ［ＨＱＱ 升を悠 ｩ ぬ

ザ イ ン J ｊｾ＠ FIJ 。

N'I 'oI ojlil HoIJ 'I[ K  K  ｾｉＧｩ 住 ＷＷ シ Ｍ ｋｋ の￺Ａｩ ｬ tI 

が山内車ｻｾパスの ＧｩＺＨＧｾ を ｬ 制釘［，阪 ｗ ，正 ｾｾ ・ 阪

神Irliu' ，t.:軌介fif ，Ｉ沼 ｾ， ｉ［ＧＮ ｴＮＺＧＺｾＯＺＮＩ 、 Ｑ 品線 ｉｭｩＺ 曲，

N'''JI ハス運転1*1M;， ｩｬｬ 時ｾｌＺ鉄姫路 l( ( j 岨巡転を

l制面i. ｰｬｬｬ［ｉｉ ｪＢ， ｕｬＺｩｾ 線開通，大阪新品阪線開

i曲， ｎＧｊＧ イ ＱＮＱ Ｎｴｾ Ｇ，Ｈￌ公 ｾｪ 直下ＺＺＧ Ｚｴ Ｑｾ Ｑｗ［ ， 大阪陶川貨

物。/川以! 日1ｾ｟，＠ ｾｉ り吋毎日 Ｇｊｾ［￺ 線Ａ日 ｬｩ 也大阪除

沿線 Ｑｭ 通 Ｎ大阪 ｲｬ ｊｉ 以ｔＢ， ｩｬｪ 卜 ｾ Ｇｎｲ 線開通 I  ｬＮＮｨｭｾｴｗｊ ｽ＼ＷＩ分限ｻ凶 ｾｉ［ ｔＮ， f I 本州工会ぷ此苫立

大阪 di 不良 l主毛J也iぇ指定，米_f!i" '!l!' III'  HII '  

深江 ・53江 ・l!!i 平野 ・今皐) ' ，江 ' i ' l j W，' ; 上地強

旦l ! 組イト設立，神戸市u'. 3  ｊｧ ｊ 街路・ ｊ ｩ 来日 ｼ ー 耐 えｾ， ￯ｩ ｔ ，

総千子大阪占l l i l mi l l ! i なる ，大阪市役所目Il di; n 阿部

を雌し土木部に令官 ｦＧ ，大 ｉｾ 足首 ＱＱ di  ｾＱ Ｇｉ ， ｬｴ ｪ＠ ｉｾ Ｇ Ｚｪ［ｩｬｩ 鉄道主ｪｴ［

設事業34吋，大阪 ) i Hi ' 術J i ，i1I. J3'f. 災地，神戸 di 会

￯ｬ￬ｊｾｊＧ＠ {'i 1 . 立公会主新築 ，il 'jllt Eたを可決，大阪駅11ft 近

都市計 jffij Ｇｊｾｊｬ 必口 ｊ 。

ｾＮｴ ｩｉ ｊｩ ｉ 委 Ｏ 行 ｉｬ､ｪ ｾ ｉ Ｇ 画ＺｊＺＺ Ａ必 ｽｪ 法並Ｚｬ ｴ 耐

について ・建築士法案について ・

美観地区 ・胤致地区指定促進 につ

いて， ｩｬｬｾｾ ｬｉｾ依 ＿ｩ 以皮覧会 ｮｦｬ Ａｬｩ ｖ

災社; ーとそ の子|坊など。

神戸diJ i'i:(::JIII 、γ 1: 'F ｾｪｊｪｾ＠ };，Ij  j f 河!日1.，れ ・Ji 起C，事I'J' ，li 諏訪山公 1 I  rJ I} rm市! 同胞号J. rr. ndj .i t両郁栄町一大危

l叫l剖.it ル¥Ifl ドライプウェイ完成 o 1 1理J ( 片 岡 安)0
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j也111 当< I/'IJ ，0，司会 J U〉:。

ＩＧｐ＼ｾ ￍｬ，ｻ主主ｪ｟ ｪ 白崎仁Ｎ太田，ＮＱＰＧＮ恥ＱＧＨ物 ｬ 仁報 ｉｾｉ［ 曲

ｾＮ､ｬｬＧ，ｾ飢 ｬ 目 ｬ 泊Ｎ阪 ｾｉＧｬ ｲｊ ［ｴｩＧ 、 λ 岨恥 ｬ 日 Ｑ ＱＺＮ， 人阪

山川岐 ｉｊｩ 紺 Ｑｾｬｪ 凶

[ 均十J "J tJI i{'f l i' i1'i J Ql l IJ &J I 二公イO' ，永Wltl fhl l i 物ぷl

1 1 ' 令公布地qj'， 1: !l:i. ((1村不良f i : ' - t l攻7存地 ii;t 笑 検 討

される， 1，;Ji I'11 ｾＧ［＠ r  (i ・'とWf 'l! 白J( イJ， Ｑ［ ｾＺｎｊｭｬｪ＠ 主̂。

ぬ: 小路 ・| ゾI'}; ，¥' }'，'iI :'I' 川 ・北 船 場 ，ｾｉｉ 山 ＺＧｪ 川 ・

ｽ［Ｈｗ｟ＨＮｈＩｾ ・ ｾＺＮ｜ｾ ｪｬ .'i' '  1

'

4'1'  J;.'，・1'4川 辺 ・ 今 川 ・人ー

;'; 1".) 1包lλIl lI j ｴｾ＠ J'I!Jll イTgijtι ， ｾｉｉｉ［＠ difi ，屯版業訓伐

』血h ， !;( n!I();: Ｉｾ＠ IIJ r  d  i  flj11 !i (Li1 j'. 114 ｩｾｬｩ 十 ｊ ，/、 11
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十l ・

iJ G郷 pq J i l  ｾｉｉｉ＠ i di l ニu fJ f。
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Ｇ Ｑ ＺＮ 前改 好俊覧会Ｈ滋 Ｑ Ｍ ｾ ｾｉ ｉ ｾ 社会科 ￬ ￴
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ｅ 治川 ｩ ｬＨｪ締 ｾｬＨＧ［ サ Ｑ ＡＮＷ・内ＨＢＧ， ｾｉ 防崎 Ｑ Ｇ ， l<. 人 '1'1 ラ 1 1・" ， 完成

J 、阪4、; 1'川 椛fjJCj I¥Un'i. �ｊｉＧ ・ｉｦｾ Ｑ Ｚｾｴ ， ｊ Ｎ［ｊｩ ｊｲＢｲ そ干ｽ［Ｎｾ ｉｉｦ ＡｦＮ ｉｊｊｉ ｉｬ ＧＯｾｉｊＡＨＮ＠

k 阪，性市 l 次時ゆ 1・・)，'，(:，.1.. J，P， ＰＱ ，守 ＧＯＺ｜ｾＧＨｮＨ ｩＺ Ｎｴ 均ＱＮＮね ｫＧ 111 I  2  1  JI; r泌災 (.s}i特取り'J ・4 1) ｉ［Ｎ ｲ ｾ 川主ｬＡ按 ＱＮＧ ，Ｎ

昨井地Ｉ， ｉｉｾｪ 五 ｉａＮ 'lt J，i，Jl t I 川川閥抗 ＱＮ Ｑ 州川組 ｱｴｴｾｾ 伊，Ｎ .IL五 l 取り J ' 7  )) ， Ｎ［ Ｎｲｬｭｬｬｬ 先 制川ｾ［ ，Ｍ， Ｎ ｲｈｉｉｉ 内 ｉＱ セ

1930 I 第 21"1 全 IJil lfI 1､ｩ ｩＺ ｕ 地ー会議米 ｨｾ でＡ日 ｬ

Hli 日 I  fIj: ， }l U; ( の 大 1: 600入品Il {¥-紡1&.

ＺＧ，ＧＡ､ ｗｾ だ ＧＩｕｩ ￚｩ ， ｾｾＺ［ｉｉＮＧｐｉ 私立ど ＱｩＧ ｩ ，，Ｎｎ 会Ｂ止 ［ｩｴ ｡

はいかにして改jL されるか J (1'， ｾＮｉ ・弘Ｉ

阪神Ｇ，ｌＺ欽 ＱＮｙｾｾＮｪ Ｎｈ ｊ［ を ｉｾｈｴｦ￬Ｎ ，;(阪』巨鉱 ・1わ:;(阪

$ " 迅介(/f . )に阪。:':ji主鉄i江市 1I担')r.-)， . i T，大

阪 01; パス梅11' ・.j.:町 4 J i Il : 1J 公主J : i l飴. 千野

町線れi. 1kJ ン1>峻工. 阪拘l線't'il1i 回大阪地下鉄

起 ｌ 害百急行大相 Ｑ Ｎ ， Ｑ ，川 ｦｬｬｬｬｾｪ 地Ｎ ｾ￞ｊ＠ ;，1;'" 

パス運転開始.

お :3 11111 1¥1勢ぷl1l' bIll n， 市町 ＱＱＱ 証拠・ ｊ ｾ z ; 完成 . J! U; O: I  ｫｭｬ､ｩｾ｜ 主主 ｊ 也 ＱＧＨ 指定 Ｎ IHi J: .  ( Ui l 占IIH ・{ム法 -

d  i  1.1: ｾｾ＠ )  .. )  fi:'とill ，没 10カ il : ，: h，I'j 決 定 ， 点 以 di l i ，'七 I !V_{ ｾｉ 巾 ｉｪ 位・級，Ｑｦ ｾｾｅ ・ ‘ ｮ ，Ａ， Ｎ ｩ， Ｇ￭ 水仁 ｊ 也 ＱＧＨ Il lI j  ｾ，ｾ＠ f' l( *1  L  

，J，'，j f正夫純j ，1υ Ji I'!J 会第 1  1111 J共b引り1，川目，;J日川o似i，宅 J，川J川川1り;行{住i:.(iヤ;

千伐f.'実λb地iUi ，1，;1 ｩｬＧｬｬ 会 ｾｦＧｦ､ｩ ， Ｇｌ［ 生，， Ｑ 公 ＴＱ また不良佐官 ｉ ( ; 1Tl l l l l fm"hl l l j 決定. 大 阪 川 途 地 域 第 11111変1l I .

ｊ 也 ＱＩＨ 改良・ ｪＧ［ｾｈｍ［Ｇ ｉＧ ｉｊｬ￮Ｇ の

似品 ＺＮＱＲ り ｈｬ ｊ，Ａ，ｬ Ｇ Ｎ［［｢ｾ Ｎ ｾＧｩｬｴ 川松山Ａ長崎 Ｑ 二大阪 ｦ 耳目崎新築 大

阪悔町時築 1・・1..;. 的 1.

i-l，nill ;委/ 六大目Ildi 病 院 fJL J!i J研究・

ill 築 物 の I:':j さに|民lするのf7E ，Ui 火

災と処ｾ大議 ￬ ｶＨ 会 ｩｊ ｦｈ ｉｬｩ， Jl li 1i イト1' 1!

(t.皮IlfJfIil， 40，，1人と 0: 定に| 見lする縦

覧会I l f lfm。

1931 I  t : t -地{! ?' ぶ人 1，;)¥1日l 結成， ｩ ｦＨＺｊＺＡ ｉＩｉｾ＠ 1i 統

JI({ 6  I  nillit 公布， il: l. l州 J'; 変 勃 免 例 市 lH

於iI。

大阪暴風 . f J ' ( 雪，神戸新 Ilrltl : ・大

阪f I 判長新報社・京都新| 片付1: と令併

ｌ ＢＺＺ］ Ｎ ｲＮｊｉ令 ｬｩｩｊ 新ｊｊｦ ｉ ｋｋ ［ 没立 ， 大阪 ｮｾ 水

佼水，大 阪 空 'I' H' 化及lUfi); を行なう。

書 ＧＯＺ￭［Ｈ［ＮｦｲＧｬｾ 鉄大 ｗｩ ・ ＧｪＺｩｦ￬ｬｬｬ 川 ｕｬｬｭ｝［ 曲 Ｎ ， ［｜ｾｩ 屯

鉱両院Ir4:t:A'，:(I : l 1J 世ド来へ実JJL 峻 'klt 物! 射

線開jl(j 大阪 di ，lL ｭ￭ｊＺＮｾ＠ ':j= I  I線i日!泊， ｾｉＧｊ［＠ ，1; 内

ｬＧ ｬｊＧＧＧＧＺ，集線 ＱｾＱ ｩｬＱｩ
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大阪城東線尚架天 ｔ ， ｙＧ ，［ｯ［ ｬ ，品 ｉＺｉｉｉｾｉ 辿Ｎ );i: ｲＮ Ｑｾ＠ di ト

ロリーパス巡転! 日J始. 大阪' 打線1; 町線! 日l泊.

向動車交通 Ｇｊｾ ＺＡｉＡ法公布 Ｎ of( : J : ! 産業統制法公布，

件 ＱＱＱＱＱ 統計局Ｒｮ Ｒ 次家， ｩｬＧ ，ｾＺ， ｪ Ｚ 俊夫総 ，東 京 ｼ 日市域で

不良ｻ主主包， ｏ ，ｾｦｩＺ災地。

I悔1} .  ｾ往 Ｎ kl i. /  'U. .  kl i. 1ゐ悩 淡 路 土 地 li<.jiIl j務. l "1¥

組 合 成 立 ， ;;¥ /1I ldi  伏 見 di ち27町村介f J H i 京区

伏見 l又新設， N' I i  di 行政仮設出イli 作 81><: と立る.

神戸 di 土木古11 を創設. やl' 戸 di 大Tっu也fi< 回戦 J11(

'J'; J i 完 成. 大|坂 rli 川 i主J也j戎町¥2  ＱＱＱＱ 変ｾＮ人Ｚ阪市

住宅， ｾＱ ， Ｑ ＱｩＺｫ地 Ｎ 五モ良 ｲｬｩｭｬｲｬｪｾ Ｑ ー ｉ､ｩｪｬ ， Ｈｊ 或決定， III' 戸

市立介| 夫新川不良 0: 屯改良 ' FJ i "vr下。

よ阪中央剖 ｬ 必， Ｂｊ 晶 ｉｾｊｾ ｟ ＿ＺＮ NII i  di l 1j ｾ品用、 ［ｲＮ ｪＡ 証炉 ｉ 五 Ｑ 二大阪山村

岡r .  -;古 11{lr地先月立起[ . ./、 '1'111 ロープウェー Imj 曲. 判11 i  ｲｬｩｾ 品

准鉄道敷設 I 宇治子Ｎ人阪城 公 ｬ 剖姥工Ｎ大阪市Ｇ， ｬｴｬ 長ｾ， ｜ｉ ｉｩＮｾ加山

線;あ 6 線的可¥4 刷線. ， l .

止と京 ､ＧＩＩＢＢＦ 削 ｬ ｩ ＱＵＱ 付ら ＲＰＱ 正になるＮ市街地建築 ｼ 大阪 ｲｬ￯ｾ 1 次 郎 di ｾｉ 阿 Ｇｊｾ 業更生の認可 ， 大阪市

物法地行令・地行止I I . f I I J の 改 正 ，不 動 産 融 資 及 以 1m途 地 域 第 3 同変死ーやl' 路 ・浜 い 土 地 区 商 務 J)ll

失補償法公布 。 I 組 合 成 立，大 阪 第 2 次r.r ldi 汁 商 事 業 認 ii f ，大阪

ｉｲ ， ｦ 燃側幼 ＱＱＺ 規ｦｉｉ ｈｉｾＱＵ 主総行，大阪 ＱＵ 区制を採 ｉｔｉ 。

神戸 IIi点liiJf'i.tヒffi) Ｑ ＺＱ也 Ｑ ，Ｈ ｬ､ ， ｩｾ ネ ｐｉＢｉ ， ｴ 記 ￯ ， ｽｪｌ 黒川樹祭骨 ｲ［ｊ［ｾ 完成

箭淀川卜ミ ＩＮＺＱ 品Ａ同地，情 ＮｲＮｬｴ 鍛船 ｉＺ ｾ 完成 ， / 、 rl ' 山ケープん開通.

大阪可i拘 l. ! . i 完成. 神戸市中央剖l光，h局部成. 神戸市兵庫第 l 突

拠完成 Ｎ 大阪 ｾｉＢ 布川水系改良 ＱＺＧＱＧ 起 ｌ ，ＩＮＺ阪点憤峨川 ＢＧＲＷ 作 ｉ 川

改修工 I¥:;;;i ，ｨ えじ ｦＮｾ 筑IjiH! ' i 竣工.

法制l委/ 土地区図書長時組合 ・公 開

存 置 の 件 検 討， 香里図改普{ 主毛! 専

ｾｾＡｭ ，や ＱＧ 戸鈴蘭台 ＧＱ ＰＺ Ｑ 丙 ｌ 攻科 ｦ ￬Ｚ宅展

1  Jf Jfm。

約 }JI; ・l . s築と叩; ，Idl : l 題特! 駐日 J ・r3; ぇ阪神J血}j

ｉｌ 七 四 ａ 仕慨 Ｂｾ ｊｉ 川 ｉＱ リ〕 ・ ｕｉ り， r Wt: : 改良と

XI: ，hllhifli J  ( 品川 jf!. .011) .  

' JqEI; J [ 移転倒 n ビノレ . 法制l委/ 由f

火榊泣ＧＣＮ脱税率にｼ弘 ｬ する怠ｽｾ ，'r検

討 ， f1屯 委/ 災J l J 小住宅誌 FIJ 行，

15周年記念品主ヶ丘保健住宅 l導Il Hflii

大 美 野 111[週 IHI 市住宅展; 凶{ 谷大" 位

iii( 会I l fJfli l 。



。、

c::. 

建 築 協 会

rlli 築と社会J に掲 載 さI l た

と裟論必1] み;

都市事情 ・災害 ・一般社会 ・交通関係

州
日 本

都市政策 ・住宅政 策 ・lJl:til事業

r1li l閥 l品l

ＱＹＳＳＱ 束北 三陸 地ｽｪ大 ｩ ｾＡ ｩ 止 ，住 ＱＱ 努述虫 ｬ 脱

IIs 8  I 退通告，米殺統制法公布。

大阪尚i判i。

7・{u川'，，:主I鉱道部独立して 111陥'，，:主U"j 立とな

る，大阪城東線大阪天王 ，HI]"勾匁ilt'l( 逆転1m

l!i i， ]t]$" 山陰本線全i也大阪地下鉄悔111心斎

Ｑ 晶 Ｏｬｉ ｬｦｾｊ ｪ，瓜大帆ｼ プ、 市地Hl l，¥':j 加となる ，m

1;人Wul " ，IL$" '. HJ 也1、来人.

持11市計匝i法改正 ( ml 市計画法通用と市および指

定町村に拡大) . 東京緑地計画協議会発足，アパ

ート 主主築)Jl. J!リ公布。

大阪高 ＱＱ 市 ｾｉ￯ 刈 ｊ Ｚｩ｜致地区認可 ， 大阪 ｦｲｬｬ di J  Ｑ ー断 水業 ｬ 設 Ｑｾ Ｑ￬委員会発足，法制委 Ｏ､ｩ 街地

道路新設拡策受鋭ぷ f ( Nにl期する内 務省令公.{j j ，I  '住築物法改正の件討議，自11 ｾ ｉ 委Ｏ

我孫子 ・桜川 ・中加賀屋土地区画笠早11組介成立。1: 大阪駅前務理事業に ついて ，'T-.'I 1  

山1ヒ定時BfHili. 子高光住宅即日目m:，

ｾｲｲ ｊＮｉｉは ｅ 築議 ｩ 策会開催。

大阪.1，'.阪1"] 泊Imj 曲. 大阪公l叫IIr ，世j'i:'il ピJ( ｾ ｬ ｾ｟｛Ｎ＠ N'J i山)i，IoI， m I  'IJJ りと6 JJ ¥; .に小0，' ものプラン的WJ¥: (Jt，J  

川辺川改修じ' ' ' ，f ( T¥大阪淀川 111: * 1こJ. 起 r 仲間l同地完成 I  111)( .出).

19341 第 4 回全国高1I ，Ii 問題会議米ぷて' 院l

H白9 I  f佳， 函館大火， 室戸台風. 対桜侵

略ヲミ羽声明発表，市- 人疑は事件発

覚，1; をJ: [L省 rl 玉1ｾＩｪ の牛 Ｚ Ａｩ とその強

化」を >>I i布。

山

也

J

川

，

;

4

H

叫

制

門

f

i

l

 

m

t

e

b

r

m刷

生

地

山山

北

鋭

抽

刷

'

美

可

画

定

認

計

指

の

ト

巾

に

変

剛

山

区

変

阪

地

業

大

観

いや

・

美

川

凹

ぶ

図

計

成

公

巾

A

H

ぬ

剛

州

組

之

前

理

小

川

昨

駅

前

按

阪

A

H

阪

岡

大

に

大

区

・

市

税

始

地

開

問

査

思

一

刻

小

守

ι

l

f

;

 

ぴ

生

よ

お

お

住

税

M

m

H

H

H

'
恥

E

m
-

一

山

巴

~

，

土

会

側

剛

仙

也
A

E

行

同

州

施

省

k

立

務

調

内

の

畿近

山

札

口

'

水

足

風

発

ト

〈

合

同

川
山

u

m叫

'

i

l

ー

業

'

成

営

地

結

ぃ

阜

実

A

n

動

向

組

向

減

・

一

口

市

大

ト

江

戸

空

阪

神

防

大

Ｑ 行制吹川 ｬ り ｉｉ ， ｉｭ Ｇ ，ｬＱ ｊｴｬ 凶 ｩｩｨ ， ｊ 、ｾｊｬ縦定自動車道

路〉υ' 1;.， I' l$l， N'Ji 駅:，'i; l，x o

ｾｊＧｲ［ ｯｉ ｩＮＨＨＧ ， Ｊ，品田 ｦ 繍Ａ己 ｉ Ｚ ｊ 血 ｬ メ両 ｩｴＮＧ ＱＧｉＢ ｊ ・ Ｑ 完了 大隊域 ｾｴ 公 ｬ 州制 ｬ 剖Ｎ

ｫ 阪新人倫綾 ｬ 二 ｾｴ ｩＨ ｈｾｾ 品 ｣ ・ ｬ 与起 ｊ 二大阪悔闘 ｭ 築ｉＮ Ｇ ｊ ［ その Ｒ
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1I({ll 

; . j ( : 波内治1J '・. f A法公イli ，ダl 5 凶全Ll i l

r.l li li 問題会議京 自11でIJf lfm，ニ ・二

六事件起こる， 左翼文化i剖{本一斉

検挙， .Jl u t i 反興泡 )J it ト1:1"1策会社

として B没立， u mザIj JU6fuL締結。

河内大利 l にc; !1ii よt 京阪神大水: 占: ，

点目 ＱＱ 鴨川人 ＺｈＡＮｾｾ ｩＮ，阪神防ｾｩｉ，Ｈ主＿災

地，阪神 I ; ) &i日(';1' 1燈火管制l要領設

定 r明治 ・大正大阪 di 史」完成。

阪堺3正欽戸町O.s 浜，ｾ Ｇ ｲＮＧＱｉ剖泊 Ｎ 大阪市バス峰

椛 Ｇ ｊｪ ， 占線Ａ日 ｪｪ 曲 Ｎ 大阪地 ｆｾ 悔 川 ｈｩＡ｜Ｚｉｭｬ 別 ｩ 曲 Ｎ

有11Fi  j j{ f i- fJ IJ iL 。

大日限tωfバ山(i，江土fJ，:/胤h柑111け巾1I 線l日閃11'.別;日Ji辿l曲aι' 阪!仰'1申|ド.. ，芯正s鉄u地血1 欽三

7泊与 元聞町 ｊ川 ｬ川 Ｑ日叫 ＧｉＧ ［Ｚｩ Ｇｬ 、 ｬ附［［川 ｬリ ｉｾ 始 ｩ古 ｩ ， 阪;忽L己.

ι  ｕ白ｾＧＺ討 ｦ主 ｕＧ 栄 ｴ引 ｬ附問 ｈ剖 ｬ 始.  

6) dl l rl i 監督特例 ili: 大，不良住宅地区改良法実

施， .lIミ京l仔社会諜集合住宅の，V司:伐を尖施， 2日4

回l.li l税調公施行. 第 3 凶会凶布1I ，Ii ，i li1hI 協議会院1

flli 市街地，悠築物法投施行令 ・施行規則 の改正

施行。

大阪 rli 第 4 回交 i凶，V，¥I 合f実施，大阪 rlirl' 針 ・政 :H

. 花見 ・坂本・大阪駅前 ・西川J1' ihl ' 尚) . ; : 附jli '

土地区画鍛旦11組合設立。

偽 1" 附録船i;a完成， ) に阪池復興mr，_['J>完成. i; ι111陥 大;1. 1品

完成，N'J ・rh車部J'Il.u:.l ンl湛1 : . ｾｬｬｲ［＠ ｯｉ ｩｬＧｾＱ 且山 ド ライ ブウ F  

完成， Ｇ ｎＧｊ［ ｯｉＢ与 ｉ ￟Ｚ公闘 Ｇ ￭ ｦｴ ｬ＿ｩ ｩｬｬ￬ 公 ｬ 剖 ｬ 別 ｉ 明京都 ＰＱ ，船 ｾｾｪ 山 公 ｉ＼＼ｗｉｊｉ ・ ｬ

特妹処築物脱J j IJ 公"11，* 北興業株式会社法公布. I  ｾｾｱｬ 司 ｪ ｩＡ ￬ Ａｊ尖純 ｪ ，大阪駅前建物高さ の 枇低限度以

問澗会東北地 )j/! ':J， 山漁付住宅改汚，側先委H会第 IJ 或に| 刻する大阪府令公ィt ，小阪都市日 lilllI .1・Jjj 也

l 回会合間< 0  I の住宅経営内務作作示，大阪T打者1II Ii，iI ー幽1 m各・

ｩｬ 同 Ｑ ・ ｊｾ Ｚ 業認可，大阪 ､￭ｬｬｪｪ 火地ｽ或第 ｩ 凹変Ｚ｜ｬＡ，大

阪 rli 斤li 全地域m4  Inl 俊民i，1坂布j J 上水道 rli nJ f付組

合設立 ， 大阪 ｲｬ￯ 不良 ｬｩＺ 宅地区品 ｾＱ ｦＮ尖施 ， 大阪 ｲｬｩ

釜 ＱＱＧ 御 ｉｾ 有 Ｎ !Il J 旦 ・阿波山 ・城東 ・it.j 加 mi 上

ｊ 也 ｾ￯ｩｬｩｩ 存在ｊＧ ｉ ｜ 組令設立 。
大船時・ ｪｍｪｩ ｊ，ｴｴ｜ ｊ ，ｾ完成 ， ，、 ｉｐ ｪｾＱＱ Ｑ 道路完成，来上＼Ｑ＼ ｪ ＱＺ Ｑ ン ， Ｎ ， レ

l剖M. ，!日f' f 熊野いJ (C公l剖J肯定，人ー阪 ili 也:s術 館l由航， ｎ ，ｽ［ｉｪＧｾ＠

t足先成，ｦμｾＱ ， Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ ｾ＠ ， JE巡中総峻工.

大阪市第 3 次都市計画 'l o;. m認可，大阪 rli 用途地

域第 5 回公: a : ，神戸市六 Ffl 山系一帯風致地区に

指定， 大阪市今i I!  . 北島 ・毛馬 ' [ll μ ，"取 tti ・

南ｻ主計上地区州核ＮＱＧＱ｛組合設立，布地市北 ｾｬ 災地，官。 ｩ

知 ｬ 山 Ｂ￭ ｩＡ ｾｊ 災地， i事ー似 rli Hi l仁K /jl!i 。

御Ｎ［［ ［ＺＺ 筋 ｩ Ｈｩ ｬＦ 完成 ， 大被Ａ品メ ￳ｊＮ 北 ，神 ＩＧ・住都 Ｕ ・ ｭＶｾｊＺｌＺ［ 己成， N' 

，;羽l川岬防i鹿4UL 完成， N' ， ［ｯｉ ｩ 防 Ｑ 制 ｊｊｾ 仁 ＧｊＨＮ［ 工，阪神 ｬ 水道あ ｬ

ｎｌ｛Ｇ ｊＨ 消に 大阪Ｇ ， ｬｬ ｾＨ 門学自 ｩ メし北， 神 戸港 ｍ｛ｍｊｾｾ 立必 ＢＱ 。

大阪市屯交通労働組合結成，近畿 1i選送法制定，防空法地行，コニ場 目F:!I!'l'i ・里町T公布

防 空 間 矧 ， 大 阪 交 通K K設立。 | 施行，鉄鋼工作物製造許可規J ! i J公布，家屋1'( 貸

価絡の改訂に関する勅令公布。

ｎＧｽ ・ ー二 本［ＱＡＺ ｾＢｬｬＺｮ '  ｦｾｲ 柑 台ＧｾｾＮ ｾ ｾＯｮ ｬｾｪ ，＠ };¥ 1m 

ｉ Ｇｘ川 ｉ ｬｉｉｾ打線 ［ｕＧｬｱｭｪ 瓜 ｉｲｪ 弘 ｎＧ ，［・大阪枝々紘

ｉｾｬ ｪｊｦｩ，＠ ｉ 軒桝 ｉＺ ＧＺ ｪ ，Ｃｾ線開 ｪ 曲Ｎ

自IIJI 委/ 函館大火復興に対する主tt

ふ，自11司i 武装委員会発足，函館 di

大火税務必演会開Illi ，大空への武

装民覧会開催 。

人P.i，li 的風水-gと復興，. J瑚 ・l.' Im，li I;!境 と

Jt 円改mlll lo'll ，( 都市計l由i吾以会法制l愛H会).

法Ｚｴ￬ ｬｊｾＯ 市街地建築物法に ついて ，

fi '. 官委/ 秘釜及特殊住宅街に つい

て，武装委/ 1切火 ・避難施設につ

いて 。

r都.Ii 党岐に於ける交通機関の地位，( 拘1111 ・

託ｾ， • l"i lll ) .  r).; 火に対する1m，Ii の防1布，('1'

i""'" .01;). 

法ｬｉ ￬ｬｊｾＯＱ 坊火防空建築物普及のＨＧｪＺ，

武装委 ＯｾＩｪ 火地区完成促進のＱＧ Ｑ Ｇ ，

大阪における特妹建築物) J I . JI リに|則

する，，Ｏｉ， ｩｾＨ 会 ｉｭｦｩｴ 。

S }j ¥;. ｲ ｲＮ ｬｬ ｯｉ ｩＢ ｩＧｉ Ｇ ｨ ｩｬ 主 却 ｾ ｾ［ Ｇ ｊ＠ .  rftllrhllrilllj より JI!!

Ｉ［， ＱＱＱ 瑚 へ ｊＨ ＧｉＧ ｾＨＢＢＧ Ｍ ｏ ｩｬ Ｉ ， ｲ ｲＮｲ ｬｯｬｩ ，Ｚｲ Ｑ ｉｪｯｪｻＡｩ ＱＹＱ け ｬｩ￭ｊｊ

( 'J' 付網) .

住宅委/111図住宅地見学，武装委

/ 1切EE法案討審の件，大阪 F水 に

|刻する ; 船員会，市街地往築物訟に

ついての品談会開催 。

r本州市oI ifi"むの改7γf の111-1' Illl lo'll i ' l' 野氏三) ，

r.IJI. l: のf t ' 記問題と U，'色町1'e町Jl IJ 姐，( 削山内l

1937 

IIs12 

保健所法公布地行 r住宅問題と都

市計画 J ( 1均一) 刊行，第 11h1全国者11市

美協議会開催，同際{ 主毛 :&.folll 打計

同会議開1m， '1 '  R 戦争勃免 111需

工 業ti D) J J l 法なと'!i 伐" 寺統IIi1J3法公布

同氏車内布11総l[ i) J ' u夫地主主制発表，企

画院設置，日 ｈｾ Ｑｊｦ Ｑ 坊 ｊｾ ｴＶｉ ｊￆ ，ｬＱ， ｜ ｊｉ Ｚ ｉｉ 。

阪神大風水: 占 1減Il. hl i K生活J l l i @J

開始 。

Ａ日 ｬ 両急行 ｉｕｬ ｪｽｦｩ ｌｊｾＮＯ ， Ｇ Ｎｲ Ｂｬｪｨｾ Ｎ ｲＺＺＡ連絡なるＮ大

阪#. 人tE' 止の均一パスoI i に11収. 神戸二三木曜鉄

鈴 州 ｦ ［ 三 本 ｉｉｉｊｉｾｊ 辿Ｎ地下鉄梅川天王 ， ｜Ｇｊｬ｜ Ｑ

1"'j 曲.

厚生省設世 ，陸上交通事業，l 1l，J税法公，( Ii ，ｾｉｕｊ ｉｊ［ ｉ＠

家管理法および日本発送11lKK 法地行 労働者用

共同住宅建設勧奨，市街地建築物法に空地地区

:t l J など新設 ，中央物価委只会地代家賃勝賞抑制

答 Itl。

大阪 Ili r.! ldi JI- 副街路 ・墓地下業認可，大田X: di m l i武装委/ 防空笑験，住宅委/ f t 宅

2 回| 坊火地域変更，大阪駅前区画! ' ，ff'l¥によるよ l 防護研究，都市防火必T策会開HJ¥(事11

I也使用区域指定。 1 戸 ・大阪 ・京都にて) / 木造都市防

l 火改修方法. 防空と建築展開催 。

事 ｬＧｽ ・ ￮ Ａｩ Ｏｉｐ 畑賀 ｵ 也 ｉＧＨｾ 帽子珂 ｜ＧｊＨ Ｑ［，記 ｔＮ 大阪港第 Ｒ 次修築第 Ｑ ・ ， 

JlJ J]'. Ｇｊ 与完成，状 ｢Ｑ 国 ｉ 筋道路完成 ， 大阪 ｬｭ￯ｴ￯ｾ ｬ Ｇｩｬ｢ｩ 第 Ｓ ｊＱｊ ｊ 下水道 Ｇ ｊ Ｈ

!J; 峻工.
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物資総動員計画決定発表，Llil 家総

動員法施行，名市民館 に銃後生業

斡旋F止をイ井ID[ ， ｾ＠ 6 阿全11;1者11市問

題 会議 京城 で ｉｊｦ ｈｕｌ 十ＱＺ 会・ ｲｾ 業法制

定，者11市学会員IJ 立， ｬｬｩ ｗ［ ｾ Ｎ立 Ｑｾｩ￬ 研究

会設立，国家総動以法公布。
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都市事情・災害・一般社会 ・宜通関係

円 ;;j>: |見l 1'4 

(，I ld; ザ: 会「有Ildi 不良住宅に| 持lする ｼ法 ｾｾＧｦＨ 枚方製泣 ＱＹｲ 爆発事故発 ＡｪＧＮ ， ー ｼー

文献自主主」刊行 ，1"Jil 司会住宅問題 ミ大火 ，大阪市 「本 rli に於ける 1甘

調公委員会設置 ，JUlJ .;di 勺こ土持労 家の， ｾ ｉ ， ｬ 生 ｊ 'l' lj 行。

務者の住宅難問題と一団地の( j ミ' 乞

経常」刊行，国民徴朋令公布，物

価統制令等総動員法 6車;)J <f' r公布。

決戦非常治置令公布，第 7 回全|王| 大阪 di m41UJ 戦 11寺市民生活述! fi)J災

者 ｉｬ ￯ｉｊ問題会議Ｊ京で ｉｊｾｬｭｩ ，的|時大 馳j ，弘J，fi 川1I.!!)t( でガソリン ll f転後

火，'r.J lili ef: 会 f ;;j-.: J' II f，! lrli に於ける ＧｊＧ［ 伏 先生 ，大ｼ以ｊｦ ｈｬｴｾ 指導委 Ｎ ｈ 会

判定地区淵1f. 項 blJ l1J h ， llill( ゴミ
η g民rI."位' 1¥。

ｩ ｩＧｩ新体制ｾ・綱 ， 日 ｾＡｨｄｦ 三 ＱＱｑ ｊｯｩｬＧ， Ｇ ＱｊＮ締

結 ， 大政翼賀会発会 ， ｊｴ金統 ｈｾｊ 令

公布，大円本産業報国会設ヰ" 経

大阪J島介自動"・ KK大阪，1; に統{t .iW悼'oIeV. 阪

相官鉱士合併，ljj i l J ，山下線となる ，大阪沼会t軌

j庁新 体制強? 綱案発表。 jif .  .y'I!';急行IIi封、合fJt- 1掛川急行1ti 鉄k 改紘.

六六円11m- 道路会議神戸で IJflflil ，I，;J 大阪 di tf'， 1  JUJ 市民生活新体制l運動

il'll 会解散{ 主主包営団に吸収， u本おi 災地 ， ｉＧｬｩ 大阪 ｾ ｾｉｉＧＺｾｾｪｬ 朝ｼ米襲 ， 大阪

イ Ｇａｾ 協 会設立 ， 学術振興会「片し ｉ ｴｊ也 土木 ｩｬｬｾ 工 ａ Ｇ｡ ｬ ｬ 合設立。

ブ，; ｊＱｾ＠ 111 ｩＨＨ｜ 村住宅改善， Ｂｊｉｊ 査判 ｾｾＧｦ J 刊

行，ML 粂I)..JI 器l成立 ，太平洋戦争 l別

始，物資統制令公布施行。

大阪 ・桜1:.¥Ii¥l¥'i線'，lt*開通.

第 8 凶全回目11di 問題 会議神戸で日fl 大阪港湾 illi 送業を大阪i往Jlli . :人・阪

Hi L 東京・名古屋 ・神戸空襲 ，fl ，主 i住石炭巡送 ・大阪河川述送の三社

宅問題 ｊＨ 西山ｾ ｩＱ 三Ｉ刊行 ， 衣料切 に統令。

杓1Ii 1J 夫総，翼賛選挙災地，企業主苔

保i<f'r公司r 'i ' W年の凶 l( 登録災地，

l刻1喧T¥船ネ¥'，¥':I 日] 始，大阪地下鉄大国同r. lii 凶

ｩＡｬｬｾＡ 統制法公布。
目 ｲＢ ｜ｬ ｉｾｬｪ 曲Ｎ

米京J ( . f 貸家組合述合会創立 ，Ｊ［ｾＨ＠ 近畿土木，幻 ｩｾ 統制組合設立。

I(.fli ニ也協会住宅交役相談所聞な ，

J.:.JI!:!IEj也築営団設立 ，軍需会祉法

公布 ， Ａｉｻｾｬｩ ・ 逆輸通信 Ｎ ｾ磁の Ｓ 関，tt 大欽合併，阪急J必鉄京阪電鉄合併 ，

省設程。
京阪神泊、行?i 鉄ぷ立 . 神明パス 神戸市パス

に統合. I番組鉄道国に移管加古川線として開

X . I>J 鉄桁馬線官民' 休止 . 阪神屯鉄武J事川線

'，，':r:r品l始.

「凶｛ＨＨＱ Ｑ ＰＧ ［ Ｇ， Ｑ ，曲ｾｪＨ ｊ Ｈ 阿山ｾｉｬでＩ 1・IJ 大阪市 i+n.>lと襲。

行，土木小会地下4. ! ' ; J j J : 委.H会えx-l(，

米機点京初燃理署。

阪堺 ｾ￟ 鉄 ・ 大阪， ｉｪ￭ ［ｩ に買収 ， 国鉄樹海山手線

11収. 1期間急行南海欽il 1と合併近畿日本鉄

￬ ｬＱと改両 ｴ ・ 大阪 ｉｬｪｾ ｬｴＳｩＮ ［ｪｩ 今里線開通Ｎ

本ゴ大空襲 IJH始，本土作戦1 . 1一間決 神 戸大ｾｾ。

定， ｉ 即時緊急 ｊｦｦｩ 丘ｾＮｴ公布 ， 米 ｪ ぷ ｊＺ Ｍ ＮＧ Ｑ

にj点爆投下，天皇ポツダム宣言' 豆・

; 議と降伏を放送。

都市政策 ・住宅政策 . 1I 政事業
建 築 協 会

u  ネ; |湖 i!!l 

Ｇｬｴｾと社会 ｊ に掲載された

主張命説

労働 1' I"f主泡打l 失補償制 j主要綱公布 第 5 副|五l勢 大阪市郎市計画河川改修認可，大阪 rli 公凶緑地 武装委/ 灯火管制困難の工場設備I

ぷ! 1t: : M施. 労務有住宅供給 3 カ年計画決定 ，防 ｣ ｊｾ ［ 佐詑Ｎ可 ， 大阪市交 ￬ｊＱｩ ￭ 注調資実施，大阪市上水 について，時局と建築材料展開催。

2左越2l l i 規制制定 ，木造主tt 物建築統制規] l IJ の公布， 道地殻改良事業施行 ，神戸r ! ii 灘深江土地区画議

rli iJ i  j也，建築物法及地行令 ・施行規J 1IJ 改正施行， 理事業完了 ，池田 市制尖施。

地 lt 家n統制令公布。

大阪 ｾＱＲ 飛行場設置 1i 凶111 . 訴淀川公倒l禍凶 .
r時局に於It る大阪市町住宅施設A新名種夫) .

海是正統制l国策要綱制定 ，第 5 回国勢調:丘地行 ， 大阪市ｾ［ 1回市民i調1f. 笑ddi ，大阪駅前土地区画 住宅委/ 満州移民住宅の研究 ，空

J也代家12統制l令公布，宅地建物等{ 聞l俗統制令公 経理事業竣工，神戸市木山村 rt' !fl' . 六 甲篠原 ・ 終に隙iする講演会開催，建築文化

イ'!J' ，ｉｬ ｩｬ ニｌＮｬ Ｑ 匝 ｩ 設定ＺｦＡｦＺ綱 ， 国土計画基本 ｨ 針 ｾｩ 定 六 rr 八時・御影町天下11土地区岡整理 が業完了 ， 展覧会開催。

労務. r，.u二宅処 i1j t指針発表，労務 1.. 住宅建設好l火 'I 'i :!.t工業住宅供 ml JrJ昔fI ，大阪市町会主見t. l mlI Jjz ， 

補償制 J! t 災地 ，住宅対策委員会設置 ，家hl 税法 吹田 ・洲本 ・芦屋 ・伊丹市11J i1;天地。

公布。
神戸港点部内同貿易j也骨?埋立エ "i 完成. 大阪i'. B' ¥2 ;1; t s築抗 2

期工 φ 起工 ， 大阪駅前地下道完成 ， 京百 ＱＱ 蒔 ｴｊＺｴ 下水場あ ＲＩ 胡 ｬ ｬＡ ｾｭ

事業，山 ｈ 浄水場完成，大阪瓜破公凶 ｉｾｉ 聞，京都嵐山公閣Ａ問削， f ( 主ヒ占的社会的性情A奥井f皇太郎) 司r凶民1主

務良伯母的トンネルl剖jili 城北運河完成. か; 同機構J Ｈ，ＺＧｲＮ 山ｾ｝匹 Ｉ Ｎ

都市計画法改正 ，{昔J也法 ・借家法改正，帝都li'九 住宅 ＷＲ 聞大阪支所ｉｬ ｦｬ 業 ， ｭＲ 聞大阪市 ｬ ｬＮ［，ｾ， ｴ 自，Ｉ乙 住宅委/ 応急住宅研究 ，法制委 /

述Jtt交通営団法公布 ，自己屯統制令公司li ，治的 ili 施 ，大|坂 il i住宅，VI，Jj 主地行 ，鶴mf 紋 J也・}1>>1111紋 J也 市街地ill 築物法発刊 ，武装委/ 防

送業統 ｈｮ ｊ 令制定 ， 住宅営団設立 ， 共同住宅総ｾ さ ｾ［Ｈ，ｊ ｬ､ｩ ， Ｚ ｉ ＧￏＡｬｬｩ泌 ｉｉ ｊ 。 ｾｾ長 ｭｩｬｩ 指導 ， ｉｗｾ 建築地殻に ｬ 見 ｪ

親日リ公平1)' ，1' 1家主Jl 合法公布 ，ｉｗｾ ￬Ｊ改正で泌物 する F講演会 IAfill ，Ｇ ，ｪ ｩｬＨ 防 ｾＺｴ ｩ 民主ｾＱＡｾ

政IJ fJ . 工場分散等公布。 会開催。

京都筑ix/l l公14JIHU.J.
「こl L均、ら町制1，1;住宅J ( 小野町1次J )f l).

|盗 )'MJI ，'i ;¥'W11飢 大阪m屯公供給it; .業停止 ，や11戸市小; 山村森 ・本 凶会合イjf 問題起る ，住宅委/ 集 合

11与災害保; 護法公. . { J i ，工場建築規制l区j或指定，強 山村 ｲ ｬＧ ｾ た ・ 須磨茶ｼ姐畑土地区画主主Ｚ･ｊ ｬ Ｇｊｾ Ｎ［ 位完了 ， 住宅研究，武装委/ 都市防空 ・偽

築物資配給統 ｈｾｊ 要綱発表。 大阪，Ii行政区域変更調査委貝会設置 ，第 3 回大 畿など研究 ，25周年記念12五J j 池厚

|荻di 民;llI，J1 f . 災総，泉大 i.l! ・相生m制尖}jfii 0  生住宅展開催 ，建築と| 初空展開催，

者11市防空大講演会Iil J催。

1則門トンネル開通，大阪市立少年保益所IHI .J: .  
大阪主主公凶IHll 到，五( 1i ¥I 凶京極運動公団1m凶.

l I T)'.;- rtll ，l日1" 西lHl ";'J.

東京 ・大阪両市および周辺に防空空地指定 ，i ! i 大阪市住宅交換斡焼事務を開始 ，明石鳴門海峡 四会合併問題討議統< ，住 宅 委 /

町村制および府県制改正法公布，京浜 ・中京・ トンネ ル期成|司盟会主幹備委員会を結成 ，大阪市 都 di 共 1，; ] ( 主: 宅仮装のf牛，法制l委 /

阪神 ・北九州の主妥都市を防空都市に指定し疎 二十二区に増区 ，大阪市都市疎開笑地主要綱決定， 法令発干IJの件討議絞< ，南方建築

開計画を決定 ，用途地域停止の勅令。居住用主主 兵庫県 ml 市疎開実施本書11設置 ，神戸市防災本部 展覧会開催。

物線 i終規絡告示 ，工作物築造統制規則 公布 ，W: 設置非常災苔;n画を樹立，舞鶴市出IJ 実施 。

京都市iJ 災施 工場公害及災害規則施行， 都市事長

開災地要綱発表。 京都区館地干拓完成. r住宅営団労務者住宅問題の研究j ( 矢岡鉄歳入

重要工場疎開令公布。 大阪市人口調査施行，近畿行政協議会開催 ，村1 凶会合 li t - ，新団体発足決定 ，住宅

戸i I i 困垂水 ・長凶土地区画主主; 理事栄光了。 委員会のみわずかに活動 ，その他

は活動停止 ，会誌 3 月号をもっ て

休刊。

大阪港中央突縫光hI < : . 安治川河底トンネル完成.

大阪市人口湖査地行 ，神戸市荒田 3 丁目 ・灘背 建築学会とめ合併 は当分延期する

木土地区図監理事業完了。 ことに常務会 て' 決定 。

京都伏見i住修築工事完成。



大 正 ・ 昭 和 の 建 築 運 動

竹 嶋 祥 夫

明治時代における「同民的様式J 1 < 対する関心の高まり，また議院建

築の問題，なと♂の建築文化の領域における大きな動きは，わが国の建築

の飛躍と生長を物語るものであったが，建築設計は大正 8 年の議院建築

懸賞競技案が象徴しているように大正時代に入ってからも依然としてク

ラシックの機械的模倣による様式の選択と組合せ，という方法から抜け

切る乙とはできなかった。しかしながら ，一部の人々によってではある

が，模倣や追随をしりぞけ，自我を確立し ，正しい建築観を把握しよう

とする努力が始まっていた。村野藤吾氏の「様式の上にあれJ はとの競

技案 iζ 前後して発表されたものであり ，ζ の時代の先端をいく人の建築

に対する考え方をうかがい知るととができる。乙の翌年の大正? 年，日

本の建築運動の鴨矢をなした分離派建築会が誕生した。 Iわれわれは立

つ，過去建築圏より分離し，・・… 」の宣言文にも見られるように，分離

派の特徴は当時の停滞的な建築制作の方法lζ 対して創作を標携したとと

ろにあった。形式的な言い方をすれば，ゼツエツションの思想を表現主

義の形式で日本に実現しようとした，と言えよう。との会はさきにのべ

たように先人の成果を受けつぐ面とそれを克服しようとした面があり，

それが彼らをして建築運動という形をとらせ，対外的に働きかけたとい

える。しかしなががら，第 3 回展以後，社会的に成功をおさめた反面，

その乙ろから無意味な曲線や曲面の乱用が目立ちはじめ，分離派の「創

作」と 「表現J とは形の遍歴lζ 向わなければならないのである。創意の

重視，という乙とがある程度一般に浸透し，誰もが当然の権利として認

識するようになったとすれば，つぎにはその具体的方法を示さなくては

ならない。

分離派は乙のときその役割を終ったのである。分離派結成 3年 9 カ月

後，創字社が第 1 聞の展覧会を開いた。分離派 IL触発され，分離派lζ 追

随するものとして出発したが，乙の会の意義について竹村氏は 「分離派

建築会の運動が日本lζ 於ける建築様式の鉄鎖から近代社会のための自由

な建築にまで解放するために叫ばれたと見る乙

とができるならば，創字社建築会乙そは，日本

の青年建築家が建築家居としての社会的認識を

確信するまでにその多大の努力が費やされた，

と観られるべきであろう J (文一 1 ) とのべられ

ているが，分離派と異なり ，下層技術者の集り

であり ，活動の社会的影響やそれにより同人自

身が得た成果も異なっていた。そして実際的活

動のできる立場でなかった同人達はしだいに方

向を変換していった。すなわち「建築家が建築

家としての自己の立場に自覚し始めたる ζ との

表明，その自覚を促すべき捨身提唱であろう。

封建的遺産のうちに，それと近代社会との間 IC

育てられた技術者たる建築家が，社会的個性と

しての自己の立場，若くは建築企業 IC従属する

ー単位としての自己の立場を明確にしようとし

た態度，…… J (文一 1 ) といったイデーにλ ち至ったとと ，第二は，彼ら

の創作方法が合理主義的なそれに近づいていったとと，である。ただ，

創字社の場合は合理主義的方法を階級意識と結び‘ つけるととを忘れなか

った。当時ようやく普遍的なものとなってゆく建築創作の方法としての

合理主義は，創字社の人々にしてみれば単に手段として駆使すべき題材

にすぎなかった。グロピウスのいう国際建築で代表される当時ヨ ーロツ

パの近代建築の方向は，新しい技術的アプロ ーチの方法としては日本で

全面的に受け入れられている。しかし，その反面，それの思想的な本拠

はかならずしも十分な共感を呼び起乙していないのは創字社の場合のみ

ならず，むしろ一般的傾向と認められる。おなじ事情は当時もうひとつ

の建築運動であった「日本インタ ーナショナル建築会J ICおいてもうか

がう ζ とができる。

日本インタ ーナショナル建築会は 1927年 7月，関西 lζ 在住する建築家

によって結成された( 会の内容等は，I 日本のインターナショナル建築連

動」中尾保参照) 。その結成意図について新名氏は「日本インタ ーナシ

ョナ J レ建築会の結成は，明らかにとうした時代の背景に推されたものに

は相異ないが，シュツツガJ レトの住宅博覧会その他国外に於ける新建築

運動の，直接の刺激によったものでは決しなかった。 J I構造に無理を

与えない為 I C 却って建築本来の機能の一部を犠牲にする乙とを以て，

構造の合理化と呼んでいた幼稚な構造学が，関東の大震火災の刺激によ

って，建築の機能 K 従って，自由に駆使され得る程度に漸く発達して来

た時であったとも言える。日本インタ ーナショナ J レ建築会は，むしろ ζ

うした国内的機運の下に生まれたものだと考えた方が至当であろう。」

( 文一 2) と記述されている。とのようにして生まれたインタ ーナショナ

ノレ建築会は， まず「複雑多岐なる近代都市の建築諮問題解決の鍵とし

て，まず住宅より出直すべ しJ (文一 2) となった。 ζ うした傾向は建築

における機能主義の必然的 IL 向うべき方向であり ，世界の機能主義建築

分離派建築会! 豆
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もζ の進路をとっていた。しかし ，当時の日本では，時代の流れは技術

的解決より社会経済的方面に，より多くの関心を持ち始めていた。イン

ターナショナル建築会も乙うした時代の流れにあって. i建築における

経済的社会的要素を認識し始めた乙とは会としての大きな進歩ではある

が，それは純粋に技術的立場において，建築進展の完全な指導者となる

乙との不可能さを認識する所以であった。 J (文一 2)

同会の解散はす、っと後( 正式には行なわれていないが) であるが「解

散の機運は ζ うした認識を持ち始めた時に醸成されていたJ (文一 2) と

みられる。乙うした状勢のもとに，大阪を中心にして展覧会や実際的な

活動に同人達は幅の広い活動を示しながらも，グループとしては思想的

な発展も技術上の成果も乏しいままに終らねばならなかった。

乙の時期の建築運動の主要テーマは，建築の階級性という ζ とであっ

たが，同人達は彼らの立場から建築を認識しなおし ，合理的制作方法と

結ひ‘ つけようとしたもので、あり ，その活動はもっぱらグループ内での活

動の範囲を出る乙とはできず，いわは建築の内部的問題に枕潜し同人的

活動IC終った。

創字社やインターナショナ J レ建築会は，とのような自己の成長の度合

に即した活動形式をはなれるととがなかったが. 1930年IC生まれた新興

建築家連盟は，それまでの建築運動とは異なった形をとり，乙れまでの

諸巡動を結集し，芸術と技術を統一しようとした。乙の連盟の窓図はい

わば創字社の延長であり，しかも小グループではなし得ないと乙ろまで

活動範囲を拡大しようとしたと乙ろにあった。しかしながら ，一部新聞

のデマのために，わずか 2 カ月足らずで解散のうき目を見るに至った。

かくして，分離派以後の建築運動発展の道は突如断層を経験した。

乙の後1932年に，建築の各種の面を研究してい乙うとして J A F  (日

本青年建築家連盟一後に建築科学研究会) が. MA V Q . 創字社同人，

新興建築家連盟の人々によって結成された。

乙の乙ろ ，京都において学生により D E Z A Mというグループが結成

され，研究誌「建築生産」を発表していた。その後. D E Z A M解散と

前後して，建築科学研究会. D E  Z A M両者K より現状の建築科学研究

会の内容の空虚さを批判し ，青年建築家クラブが成立した。

1933年10月27日， 東京神田で関かれた都下青年建築家の懇談会でふた

つの綱領とも言うべき言葉が採択された。

「すなわち，

1. 建築技術者の知識と文化の向上のために/

2. 相互の親睦と共同の利益のために/

というのがそれである( 文一 3) 。そしてクラフ。の基本方針として，

1. 建築上の各種の菌に発生する問題をー即ち，乙の問題とそ日 常的で

あるが，それらを科学的に研究して行く ζ と。

2. そのような研究を欲する立場におかれている広汎な主として下層建

築技術家を，技術を中心にとりあげる乙とに依って結集し，組織して行

くとと。 J (文一3 )

の方向をとった。しかしながら，①クラブ運用のまずさ，②構成員の

地位の低さ，現存知識の乏しさー乙れに対し高橋氏は . i …ー研究自体

の，殊Iζ 先進の団体の力を侠たねばならぬ研究を独力で解決せん とした

とζ ろが誤りなのである 。J . i問題はむしろ，各種の文化団体との緊

密な提携を提唱し，彼らと共に進むべきであったのだ。」はー3 ) と述

べておられる。ーなどの理由により ，忽然と消滅してしまった。

以上，主として「建築と社会J IC掲載された論文を参考あるいは引用

し，大正中期~昭和初期 IC至る建築運動を概観し ，復刻論文の位置付け

を行なったが，内容の不十分な点はお許し願いたい。

ヨl用および怠考文献

1. 剣字社建築会の新建築運動竹村新太郎建築と社会 V OL . 20. 6 

2. その時代について 一日本インターナショナル建築会の時代的背景ー

新 名 種 夫 建 築 と 社 会 V OL. 20. 6 

3.  背年建築家クラプを顧みて妄高繍 寿男 建築と社会 V OL. 20. 6 

4  日本折盟主i ¥i と我国の建築運動西山知三建築と社会 V OL. 20・6

5. 日 本 の 近 代 建 築 稲 垣 栄 三 丸 善

〔たけしま よ し お 大 阪 大学工学節建築学〉

建 築 と 社 会 昭 和12年 d 月号より
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復刻論文

「建築と社会」第20集 6号 ( 昭和12年 6月号)

歩もmなかった常時町一般

主s策.I'， 'C由討T 昌れた普鐙と

たった。分援祇同人外の1 ( '

でも分離様式とぷは;cた 11:

風に授みて行った。

中 尾 {呆

_ ' )J 米側也築家 7 'i シタ

u  f ド. ヨ f ト1¥:の 11'に

なる市岡* アルのtll 績がま

た日本町佳境I ' I - I cnとして

J J Uct c . 今日 Eζ そや悼み批

孫自11の11101<1.: 臼本の他誌抹

c:. 品揖苫 h' こそすJ t:r: i時は

儲かに一つ鷲見でゐった。

しかし It骨量穏と備する E の

ラ ｦ ，氏の作物ｉ［Ｉ，Ｎｰ磁 ｉｃ 同 日 ｉｌｦｾ 宇してそ の まま数年主誕百乱朕態 の まま経過した 。

日本インターナショナル慮篠宮の創立

その頃ｉＺ［ｬ［洲ではずをに ｍ 料 Ｎ 情 ｭ 円 合略的 ｬ 品開と位、熊島能的純枠締成 Ｎ ｉｬｴ同がｾ［直観の車

載ｻヒ等のＱｉｊａｾＺ｡［，ｉ＼が ｩｈｬ 正』しつつ ｢ った時 ｉｃ } ( 現担置から脱したク. 1 ' ' ' ' ターグロピクス氏が

ず Ｗ ソウのパウハウスの組理能的ＱｩｉＺ＿ｩを完成して ｢ た。ＢＧ Ｎ コルピ込ジエ ｌｾ は析しい組擦と

して著書や国築主示して 1世界IC呼びかけてねた。

ｉｉｉ 楽町 ｬ 廿鼻 的動向が広まりかけたととに Ａｩ，Ｈ づいた Ｖ 名の也与砲事 Ｈ ＴＧｾｦ 精 ｲ ￲ｻ Ｎ Iヒ' H! 'エ珂1

ｩ￟ 局 長 ｊｉ ｾ Ｎ ' " 本再久的. 街才; tu . 中II! I¥¥) は 1927i l'.7 月 2 日Jj ，XsIC脅し日本 f ンター ナ

:" : 1ナル也犠合設立の，' (10' と網間と生日本此ぴ叫剛IC疲占 L . f シターナ ' / 3 ナルm括的

H 本IC於ける解tたへとよ. した。

日本のインターナショナル

建築運動

「建築と社会」昭和 12年 6 月号は「近世田本注築文化運動特集」で，

日本の建築運動が紹介されている貴重な特集号である。

日 本 折 衷 主 義 と 夜 間 の 建 築 連 動 / 西 山 知 三

日本のインタ ー ナ シ ョ ナ ル 建 築 運 動 / 中 尾 保

創 字 社 建 築 会 の 新 建 築 連 動 / 竹 村 新 太 郎

1守年建築家ずラプ/ 高橋ヨf H時

日 本 工 作 文 化 迎 盟 の 結 成 と そ の 後 の 活 動 / 市 浦 鎚

などが集録されているが. 1 : . のうち以下1<:: イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 建 築 運

動の中尾蛤文を復刻する。

宜 曹 1>0 均17J I)  ( .%.Aペヲ〆ト亙ぴ外副主11'各- j J  
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日本のイ ヅタ - -}- v ヨナノレ建築運動

曹 の 事 業
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，，-r る .

常時中凶" 郎氏はじ' 1 ' . に( F . ったが発起人の一人としτ ぼポ協同の建

築京と I主見の交換を拭みて甚" の貸1，，1主将た。 'ictt と綱領の費去が日

本では認滋不足から随分汲併も芸 ｨｴｊｴＱｾ もさ ［ｌ 相常敵もつ〈りまた量生

A の普ン七ンメも晶ったがまた ζ の脅I cH. f H: ょせその誕動IC貸I主主

主した也築家も相訴に ｉｈｾ た。叫阿佐量暗示から事ＩＨのｉＪ ｴｈｦ 事た。

最 初 回 曾 員

伊晶正式、石本喜久治、本野帥: _ . . : . . 中前f 、Jj i. IPJ 也保. 新名掴夫. 上野伊三郎

件蝿合ｾ

19271f- 7月2日. 日本 f '" ターナ ショナル往主臣官が創t されて絡事」軍動主始めてから丁度

今年で満 10 :少年 tc. 1.tる。その間; 主動の設も殺しかった由陪29年30年31- "' 1 ) 三少年で官員迭

は.:k IEを散らして崎下したのもその頃で. 1933年には「骨の十Itt' lの' " ドが進せられた以ヒ

械川町j 誕動量捌ける時は却って! l i . 司自犠視を柑主主正初か ら祁; l I 1 ! : 隣らんとするも曲が現礼て

くる」といよ、見解の下IC淫動 t 一時停止して紛駁する ζ とになりその獄態のま ま今日に及

1927年' j て申建議温動骨太陽

#  ｾト〈焔Ｉ 8runo T a u t - . J 〆デ砂〆ーゾ〈燭) Eri ch .¥lcl1dd嗣 ho一一噌ー

トク%，レト〈和樹) C 町" 叫吋一一* フマ ν CJ t ) J 凶 c( Hof f m:l n n - t'J得 W

"  ( 細J I ) J an ¥¥i ls - t ' J ーパ制劇 ).1. J. P. Out - . . . . . ーν y，. C描) Petcr 

8ehrens 一一タロヒウス〈描) Wal Cer Gropi u，- ー唱ユ ルザ( 骨) And同 Lu，・cat

んでわる。

一般 日本で所m珂l下組績と備するものがi ' i 態を般し始めたのはト2生年前官、東京のEド畠!

博覧骨 ｲ｣ｾ 付る分組恨の訴掛からであるとせなければとらぬ 。勿 泊此 ｫ 樽 時代の七セア μ

ヨン式とかアール〆ーボ式などがあったが. 壬J しが本常のセセツ ν ヨンの婿岬主汲んだも

のでもなく例んでもなかった o ， ｾｕ ＱＮも謀まられて飾ったもので ｩｴ 合は無諸 建 築ＮｊＧｉＮ ｉｃ も大し

た彬響が丘かった。アール F ーがーに司王つてはお民J¥，やお1 ¥に長少の影響があったかも知; c

由。モ ［ｌ よりも日本の建積家はただボンヤリと夢のやうな ｾￎｊ からＡＮＨけ ｈｉ て多少な ｐ とも

諭岬錦見物主- ' 1 ' 、自分の E 見を苦霊長しゃうとし tHしたのは20年前倒からで、倉時の建績鼻

l亡をULてはたら自のは後精度二氏の指導的態度で畠石。氏は偉人: とるよ成品として中道に

して例Iしたが氏の磁樟itt' l fz態度がi哲央宇. . .  的左 ＱｩｾＧＱ へと嶋換しつつあった己とは民の作品

を通じても本仰とうかがふととが出来る。氏は官時の少荊: 鐙策家纏の情借りが】となったが

濯動といふ恨のものが起ら左かった。

連動らしい泌動としては Ｑ ｾＮ Ｕ 年前の分雄採の活践を以って晴元とせ在ければ主ら由。

分離首置は量生名目舟年! l ! 築家即ち日本再久治 . n !ll! 臣二 、明暗ロ捻巴 . 満滞j ( ，弓 . IJl i!I守 .

矢川』車、情阿川忠Ｈ後の ｬｩｬ ｈ ｉｬ正Ｉｾｻｲの緒氏によっ τ 組織された小さな 骨 では曇ったが Ｎ ＱＺＱＱ，

はわが建績. J ' I . 1<: ' ( f き起したセン七- { ; . ，ヨン低賃 1<: 大なるものがb った。分荷量波の主張は既

成也績の闘内から分擁して必術的続影態を飽〈まで追究するにあった。着按式銀倣 より ー

ーーーノイトラ〈米) Hi cha吋r-. : cut r:l

fMc. の曾の趣旨 IC賛同して入脅した人は

本多正i I I : :火配』 竹内>l' . l<JIl (;艇 ' ;0 ltf ISC榊p ) 刷. . . 同雄むた眠〉

ｾ栴揖 ニ三〈火鼠 ｊ 白鳥轟三111(>1( 点〉 関町i l ' e夢見正使ぷ〉 茸関車有「建珊〉

の八氏Ｈ以ＱＭＮＱ ＹＳＰ 年Ｉでその後山ＧｪＨｾ手Ｎ正 ｩ 永 ｴｩ 袋 、 ー白削秀憾Ｎ Ｇ ｾｭ＠

太郎町四氏λ 脅しその他存 fl として合の仕事主援助された人' " こ. 五t

井武峰、今事11古郎、 車 出1同忠、倒村w央闘i. 小川 J庄一郎、川口一二.

VCi 様式犬 . 高 t 岡正ー . 1'1尾J ! 彦氏唱があった。

曾が創立されるや官民は先づ新 ， ｾｉ ゃ維持 ｬ こ意見の昔霊長主連積約 ｉｃＱ Ｇ ｲ

ふは勿溢 1929年から鰻凶ーイ ンタ ーナショナル建策J l : 授i-<J しτ 新 興 盛

領自動向を示しその精神主鞍吊し ＭＩｊ 教 ｬｵｬ の腿 菅合数 ｉｰ ｬ の ｊｾ 前合主摘

すのほか1930年の側際住居協脅のk . 脅には中的" 郎氏が本官世代去し

て挙加し日本の建築の長所主 1世界に紹介し殊にバク H ウスを )li oめ?守地

でのｾ白書は 各闘 の新測記事を圏直はした 。 またとの合白の作品はを デ ル

みバク 7 :t ｊ レノｾ Ｎ :b サピラその外崎健誌に t品統芸札てしばしば附J干

3  
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を博した。その間ノ 4 トヨ氏. タクト氏の来朝ibT各地での必演はl置く世力作目を引き大

い le I . ' / ; ' 震に役立ったととは事責で島る。

目本 4 ンターナショナル建築骨の股立以来l世界的紅建築怯樹へ の踏進q: >)ilnl が明示さ IL

- 時は主暑の上で敵をもつくったが思議と技術的研究の動向が失第11 : 明瞭となるにつれて

夏I l : 多く の共感を呼びつつその暑をつづけた結果、各地lr. fH来て行〈建築の形態が明らか

に賞授されて来た。退11 : 脅の組織を袋夏して役員を世主全闘に脅nを券取したるととる貫

11: 152 名の参加を見るにいたった。( 1930年 2列〉

谷貝 17名 詞合 ｦｬＱＹ 名 で外 ｾＴ 骨Ｈｬ ｊｏ 名 主合せると 貨に ＱＹ Ｘ 名の ｊ 与数に上 った。乙の勢 力

主l吐の流' Lf t 段'，' 何人 も臥，， ＱＺＭ ，る己との ｭｾ ないといふ見通しがついたので 拘抗 菌巴の ｊ Ｇｉ ｉ ｉｉ ｉ ｉｾ

より 33年途IC運動主停止して紛叙するとととなる i己主ったのである。

蝿諮イ，，ｾーナ ジ ｊＧ ナ ｷ 建 築 Ｑ 問。 ＧＱＧＵ J l 邸から

日本4 〆# ーナ "9ナ" ' 8鍍f t o劃&111担7.1f- 7月であつれ. 同置するさすでに

I  ｵ 目 例年になる。初判 ｦ ｊＮＢ ＧｬｬＮｇＧｾ L-CU . 傘 い 時 階 蜘 酌111929年に於

て暗にi Oi 帽し. 文化由回開化白必酷性! こ劃する認識11稽' t t : なって串1: 。戎等の

生活の 買践 的動 ｦｾｊＺＧ ・鍋探止する ｩ 二件ふ建築＼Ｑ＾ ＱＱ 探 ｦｗ 官鼎 であリ過ぎる眼前回 ｡

- . : でゐる.

円 ＱＹＮ 宜 ｩＮ で ｉｈＲ 事勿泊 ｉｊ｝＼＾ 初年酬でめっす ＺｾＺＱ 玉三 ＱＹ 担年キ理、 τ 、日本Ａこ酔

げる新興連気ご新r . n<>且< 1 > 描晴ら明示して. 軒先ご創作< > 上に直に司直賛な成果

ｾＮ［ｾＱＢ リＯＱＮ ＱＡ なら口虎輯ゐ匹ずると同時に 、 量 舎 司生活 ほ点申毘聞 申 Ｑ［ 向Ｂ ＮＱＱＡＧに

負‘ ｴ 主 ｴＢ ・持って且守るこさりｾ羽 ｅ お痛感する。ゥート民 β ら 命先 に逸られ ＱＺ 宮

Ｎ￦ ｺ＾ ｾｬ にあ らゆる 意味 Ｎｃ m叫 enl manncr l sm 九砕すみ昆にI t 載らa; < ! n哩悟". ・

嗣 h ょう・

入 ・ し た I 2  5 名

井戸開宜え廊 稲 垣 芳 ) < ;(i  J守 政 古 伊現在谷: ! : . ) <

伊 勢 田 村 J j': 右 各 伊 豆 郡 J t- .t  1 < ー 今井l I I ; ｾ＠

置関ｾ Ｇｾ ｊ目 前 田 光 明 伊 謙 帯 一 今 井 一 同 措

井口大ｾＭ日 制 幹 清 停 止 尉 忠 彦 平 葦 王 . r .

件 関 係 古 P質 問 稽 古 再 開 芳 一 酉 関 朝 男

l ! i 関 任 問 島 民 百 本 重 苦 』 邑 園 女

掴 正 一 期 先 知 戸 開 和 夫 梅 木 一 郎

"!J!'" k J r. 疎 開 昆 之 助 大 久 保 小 輔 岡 関 窟 一

大佐鞠# ; 太郎 具 村 主主 奥 山 麓 之 助 大 蝿 担 三

小 川 米 一 証 摺 政 男 大 島 男 括 主 坤 直 E

大 貫 賢 旗 開 申 次 郎 若 村 文 夫 朝関u ! i 夫

書 山 拍 J 土 川 口 審 判 技 角 野 考 a 現 弘

加 村 富 太 郎 川 埴 央 審 議 酔 足 繁 雄 瑚 各 助 太 郎

4  

川 主 主 九 郎 片 111 末 男

海 上 静 一 川 関 静 雄

官 関 武 雄 吉 岡 蝿 三

官 闘 侵 攻 吉 本 一 来

高 揖 芳 雄 高 幡 太 郎

同 ' " ぬ 申 阿 瓜 三 千 児

問 中 A 瞳 9 ' 関 正 明

問 中 繁 一 問 中 庄 太 郎

竹 内 千 骨 松 竹 居 欄 太 郎

防 'T 芳 郎 主主 置 問

調 安 拍 中 島 喜 平

JIIr.川 技 中 川 松 雄

長 野 五 邸 中 西 頁 夫

中 間 住 吉 中 林 考 次

中 村 島 長 関 宮 一
イゾｾーナヨ ＧＹ ナ ｎ ｊｬＢ 第申健明者グロピ令ス昆

中 村 氏 蔵 向 弁 健 一

材 木 正 芳 宇 賞 一 郎 上 関 清 高 上 関 車 介

擦 問 秀 雄 上 野 秀 太 郎 争 犠 林 道 雄 植 村 友 雄

能 口 輔 太 郎 野 村 安 太 郎 九 鬼 . sJ 雄 久 埠 オ ー

山 崎 重 夫 山 内 副 雄 山 下 輯 三 町 入 尊 丹 三

山 口 正 成 山車 ｾｉｊ 雄 山 本 T置 矢 野 理E

矢 代 帯 三 郎 郡 市 町 山 本 袈 ー 牧 肉 祭 次 郎

松 永 恒 五 郎 晴 関 邦 二 郎 分 王 武 見 孫 本 武 貴

疎 開 研 書 幅 木 前 夫 出 山 克 三 有l ' J t 躍

小 林 荒 神 戸 七 蔵 小 林 政 一 郎 近 麗 兵 四 郎

守 内 嘩 拍 手 賀 般 安 藤 隆 正 ' 守 木 間 市

事 法 四 郎 第 麗 佐 太 郎 酒 井 靖 ー 時ｾ .  1r  

菊 井 伊 三 郎 北 川 布 衣 濁 川 策 太 郎 語 浸 十 三 二

宮 川 靖 遺 三 野 晒 皇 三 戸 谷 和 久 証 明 後 手 、

宮 崎 正 夫 宮 関 芳 喧 篠 原 責 新 正 喧

. . 音角 三 肺門商- J I l 構 木 田 二 下 野 重 責

櫓 瓜 克 巳 車 問 政 措 康 司 源 三J : ! 平 . . 末吉

絹 本 措 ー 串 本 文 "
最 晃 角 関 宜、

宣 言 E 綱 領 の 解 醜
〈同官の解F軍〉

宣 言

1.  入額の生存に基礎を置いて建築の進路主線材枕解決せんとす。

J:i J題は「人煩の生イりといふと ζ るから出褒する。人Z量生存の本般が何である曲、物質四集

合であるか観念の動きであるか。又は神由意志であるか。之怖を探究する事は吾等の目的

ではない。吾等の前広人怨の生存といふ般然たる1 l I 賓がb る。本鰻が何であるかを究める

前 ｉｾ 事責は一つであるととを認めねばなら由。苔当 ｴ は ｬｩｴ 念の搭礎を必 ｉｾ 世〈のであって本

怖を究める事も亦吾唱 の探究の一つの餅域であるかも知J しむがと悌11決して終局の 11(1'1"1:

はない。生( ( . の本慢を物質と専へても似念と場内ても、 1"ULの二年へよりするも求め作る胸部

容は一つにS請すべきである。此の俗念の前にはー切の 1 7: 1.は il' f減ずる。.tl は県を諮る。

彼却には科県もなければ付早もなくまた説教もない 。 けれどもｾｉＺＮ ｉ 己即した Ｑ ｴＮ ｾｈＺ 持つ。将

人人鎖 的 Ｎｊｉ｜がや ｉ であるかを求めるために ｈＮ せＺはそ吉 ＼ｹ，［Ｉ ｽ 主 ｊ 弗 はんとナる。科 取も判砂も ｾｩ Ｇ ［

敬も一切は此の目的のために ｉ 画 ｩｬｾ ーかの役 ｊｉ ｕＡ ｬｲ でならう ｯ <::.11.>]):味1亡沿いτ m自のi並舶

を桜本的11 : 解決せんとするものである。

1  人鎮のi且展に 11 < ひ必然的11: 生るべき級式を必放せんと- ，。

人矧は進展する。 一一ー切の現i 1 t 1:t - 刻も一施l亡止らない。必然tt.}1こ生るべき様式は. ! l IJ

ｨ に鐙僻す る。臓 ＧｩｦＢｾ ろ解線 ｉ｣ｨｾτＱ ［ＱＺ様式は司、断 Ｑ ＱＺ俊輔する。然したがらある期 ｮ ｡ を通じ

ＧｃＩＨ￘ ｑ に於て ｬ 司じｊｉＩ［態が持続するとＩｌる耳幼［Ｏｈｾる 。 ｺＺ ｉｌ は脱皮に徴しても明むかな事責

であらう。高司l は此の一つの1 "1じ械な獄態主持続するnu主目標として解容を求めんとする

といふのである。

5  日本に於付るJ : i 閣の解決l己謀本主位いて世界科肉の同志と払明l主て共同の

11的11: 向ってj J f j む

事等日本人は日本町問題を除外しては Ｍ［ｪｩ も 路み ｭ せない 。苓等は 日本民生れ日本 ｉｃｾ

l止し日本に縦しむ。 日本に於ける問題の解決の鍵E撮るものは ‘ 吾' . i ; ; 日本人でなければな

らぬ。

11' 界格闘に於ける述書昆巴也! の尖端は各の氏践に li，) つての解決と人強としての; J t. j 血性匹針

する解すきを求むる事ととのこつの目的 ｉｾ 向って集中され τ ゐる。吾等は民践のＭｉＡとして

'rlli も人矧のーfl として此I 1. >Im闘の解決ICli'J って圭0 ' 1の努力 E 挑はらねばならぬ。今IIt J'l.の

隅々に隣人の如 くｾ［Ｇｩ ! J 合ひ隣人の知< ｬｴ 糸しつつある。唱ｾｾも通商も京交もとの意味に宮

まる 。干 干埠は今民族の差 ｾｉｊ が￬Ｑｦ践する司 ｈＺ 想像する己とが ｉｬｪ 司＼ＱＱＮい。然したがら日々民各

民肢の聞が接近しつつある事は弔ム ｦ 岳地なき事貨である 。 ｪｬｴ ＮｷＮ ｢ｦ ｛ｬＱＮる人類ＱＱＮ＾ｾ財血栓は失

耳 ｾｉｃ 濃厚の度を増して行くと見る事は正しいと忠はれる。苓苛Ａは此ｬＱＮ＾ｩｊｉ ｬ日ＱＮ ＱｾＧ 匝り此 Ｐ 源主

帯血 、此の行先を求めて進まんとするもりで晶る。将可f の朋ゆるインタ ー ナシ苛ナル述築

といふ宮薬はとの意味に於てのみ成 P立つ。

綱 領

1  様式の建設には停続的形式に掠る事を排L 狭設の関民性に闘執せ寸Z 昆正な

る「ロ - 11 リア 1 ｊｉｾ 狼底を置く。

様式の述絞一一 様式は自然に生るベ〈して建設すべきものでは孟い< : 1 ( 、ふ考ι は正しい

然しながら寄需は解容を求むるために続力せねばな由。建般といふ官業は E の野力を意味

する。俳統的形式11: 憾る事を排[ ，，191世紀に富士て及も盛んに行はれた過去の様式後製J i f . 1 f j 主

否定する都世意味する。厳正なる意味に於て人磁の進展は傭統の線外 ｉｾｾ｜ づる事は同来ぬ

とι 日得る。緋来の進展は揖j E なる意味1<: 1車統J ，{ I : の池展である。 けれども形式の械製 E

はｬＡ＼してない。フヨン ＷＮｉｃ 於ける望書術核式の袋還の如曹は肢も端的にとの耳障買を示す肝 ｉｾ ｉ

の例である。

狭 義D 闘民性11 : 岡執せすz 民正なる「ローカリティ」に狼底を位〈 一一関民性といふも自に

ふり返る時書人は狭義の閥民性の解" に誤らせられる事がある。脊等は溢狭なる見解を 検

てて典正なる民主主的地色、特典i 1の上阻 J ' r . 脚せねばならぬととはいふまでもない。

2  研究及創作の範聞は建築を中心として人間の生活 ｉｾ 開ナる絶てを含む。

入間生活を聞む一切の範聞を包含する事 ｴ ｘＡＮ叫する 。述築 は干ｾｾの研究の中心であるけ

れどもソ ν1-':: 附踏する一切の家J I . . . J 製品せ の絶てをも11' 研究の範倒11 : 包合する事を仰る。

此の範聞を限りたく繍げる ｰｾｴｬｴ の Ａｵｲ［ｪ 正式の中 ＱＭＧＺＺ 成立する綿織や彫刻 ｬ 土 ｍ であるか服燃 は

{'J であるか食物は何であるか ・ Ｐ 主・よそ生活に開ナる一切は Ａｦ 守のｻ｛ｪｾの研究傾械を剛

んで限りな〈展開する。

3.  は; R 明主要せ宇。

人 々 の 官 葉

.  Illl! I1常1: 臨民的でめリ、両常1: 冊人的でわるが. 院 L剛久、民眠、人:.o聾成する 園申中で11.

室主世申i¥大串も自が. 他申ニつ九・勤まいてしま. 1，.

か〈して「イゾターナミr 曽ナル' J l ! 築の標語3 ・/! J 来て串 o.

ＱＹＲＸ ＱｦＮ ｂ 月、Ｎす β ，ｾー、ゲロヒＮ "'. 
( Waher .  G同 pi vs)

併 1923与'1:11続lこ北大地11. 全〈新 l c' 精神か ら盆 れ士散歩 ( O建築によって耳11れれ@すヲゾグ入

フラゾス入、ドイ ク人‘ ぺ ) vdf - 人スウイ 3え人‘ イ タリー人‘ ア〆噌先入、 も刻、事111: ' 事力じてゐる

1間 年 2 月‘ ア Zノド V ，IJ ::t.1Y サ ( And同 . I. Ur' Cllt )  

・ィY ターナ<; I ! I ナル建築: : : 11. Ｑ 争 ｊ Ｇｦ，Ｎ｟主義 ＺＺＺＱＱＧＧＧＧ 、古車串 ＱＺ に ｴ 仔界申軒珪集哨た Ｑ ドリ上 げるこｾＢＢＢｃＧ ＱＱ 断

じてない. 日本申司ーカ唱テイ iこ立到するさいふ' ; ' へ古句、基礎でめる 、

19百年 8 月 伊 麗 正 文

伶苦々 11箇際的計量母上に. 後々o. 骨耳ル賛視する且に、輔神的止街宜的に、相互に擬携 L . ::l使持 L

わふ司院を. : l l ! 現する@

1925Jr- 6 月 7. 弁スザラ ーク躍にて 揮 1 回国原建築骨II

後苔々 ＱＱ 日本島築 ￸ｾ 時性た‘「闘障が ｊ 建築 ｊ に向 って 取上げる二言九・それ ＱＱ 日本書籍俗、現代Ｎ｡簸串

立場から見るこ' ; ! である ‘ 事草する t oでめる.

19却 年 苦 野 雄 音

普1 I 鏡且産車匝館分11. そ申興へられれる腺題がよリ軒事的1: 1 ! t 立され. それ毒事昔前tこ解決する 1: 11'

7  
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丹て ! リ 臨時輔さなる 9 である、 ー一 向 上 ーー

・世界ら漉れる入植 申書 畢性 Ｑ Ｑ 衣 ＭＧ［ Ｑ こ温厚串ｾキ晴 ｌ ，行〈さ見る事 ＱＱ ｪｅ Lいさ思1まれる. 膏等11品

申埠れ1: " リ、此申源ら尋川、，もの行先在家めてiU うさする. 膏事申用ふるイ" 4 < ーナ ' ; 1. ナル Z

王具、宮車問此置I ! ; に於，< 1 ) み底リ立つ‘

復刻論文

「建築と社会」第19集 1号 ( 昭和11年 1月)

1929J 事8 月 本 野 情 膏

- 主位申イY ターナ" . ナヲイズ Lつつめる現時に鈴て遮叢もまず: -{ Y ターナ y ，ナヲィ r する11常

指申二三 でta踊するまでもない。

" ，却J r- '1
1  

凪 保 〈早大建築協轟揖〉
ブルーノ・タウト

*  A  ｹ ターナ γ ・ナル 撞鎮 Ｑ Ｑｊ 患なる技巧Ｎ，，ｾ三位統 ーで ｬ まな い従って 側 々 他方地方 のローヵＢ，Ｎ ィ ー ｬ 二

ょっ E そ由形明上l二L多少申豊島たさkずる申11' 11院の こさである.

' 9担年 ・l' 泌 保 〈同年 7 n  188大阪毎 B 暗闇〉

・現代目よ夜建策材料収舵 ( St ecl) ｾＭＺＺｉｉ ｙｾ リートさずヲスでわる炉な Ｑ Ｑ 制球 ＱＱ 軒畢申描少によリ

如何なる材f u' 生れて来るか知れ旬、少ユヲ W . ! Y号事ア II.I.! ｾＺＢＭａ の合金ら枯め ｓｴ･､ ゃ Ｘ 同 ｮＮ

等｀合金其他、 ゴ ι 、 ファ イ パーミｾＮＧ括時ＱＱＢ 築紛軒 唖中へ浸入ｌＢ ｃ 米 ＱＺ 二さ ＱＱ 大に性自 営 Ｑ ｬＮ ＱＱ れ町な

ら ｢ｯ ＺＺￕｾ蝿 茸申時 ｦｴ に Ｑ Ｑ そ の 構遺 ＱＱ 石、蝿 瓦 Ｘ もつ担能 ｅ 量大 限度で考案 され ＱＺ . <1) で、そ申形態

t:I :l : 二れ等申村軒か らさ主れず: 真実なも申でゐつ1: 。材料の鰻化苦嘩タ雪量によってそ こに生れる栴

塗 ｌ 自ら 蝿 ｦｴ ｌ て〈るＮ構遣が 型 Ａ ￵ ，提って Ｎ 逮策由形 ｌｾ 量って来る申旬、ＱＱＢ酷であリ 、 そ二 ＱＺ 現択ＱＱＺ

ilI! 申iJ.貨が存する b 口でわる 、通安申建築11遁. l i lこ釘いて串み合理的でわっ7ーが、今日新制軒たもっ

て過去惚点在複世するこさ 11限れる甚1ごしきも四T おる。貌択の材料<1) i I ! 能為置壷てま L めてこそ現代

建 築 と 社

A .  

' :lX'  

L T・L てlI"ilI! I1桂らに材料申機能た弄んに申みで11宜載らなさ拘。そこに 11;，t金次E 陣件1c 曹車 L

決' " 感受するも申でわる。

1: L申でな 4 てIまなら 白.

1  時択の思潮ミ此舎の製止、

2  刑唱降φ措tJ ; 1: 作ふ厳司定申生活ほ式@製止

3 批骨組曹白状況

4 遮鍍自値の棋能即ち 目的住

5 . 制軒の揖龍さ構遺

6. 土地申ローカ" テイ

7  色調.

3悼2隼 中 島 保 〈 毎 日 年鑑描喧0--=-&)

ブルーノ ・9 ウトは昭和 8 年I l : 来日 L . いろいろな調査を行なうかた

わら ，建築協会主催の講演会で，新興建築について語り ， また「ニッ

ポン文化」ゃ . r経 限 宮 」 に も 鋭 い 問 題 を 提 供 し た 国 際 建 築 家 で， 日

本 の 若 い 建 築 家 IC多くの影智を与えた。

「建 築と社会」では昭和 8 年 6 月 I C. 演 記録 ( 日本建築と西洋建築との

関係に ついての第一印象) がある が， ζ 乙では「 日本の建築家は図工 ・

吉原女郎なり 」と批判し， 建 築 家 の 著 作 権 に ふ れた寄稿文を復刻する。

隊 配

*  r4 ，..タ - + シヨ ナル」建築。標鮪

日本では 1922年 7 丹2 目、日本 4 シターナ ショナ，) I ; J ! 策脅D 絞主立宮が続初で島る。

ドイツでは1ぬ3年 8f l デツサ少のパヲハ世久で 、ク' ロピ世丸 L1 ; 主惜の間際新建築展覧骨

主いふ 君 菓 ｅ 皮切りして 、 ｲＴ ンターナショナルとｬｉＡ築 ｊＮＡＺ いふ同氏の｜ＡａＧ ｩｊ ー があった。ｾに

1925年パウハ ウスから「インタ ーナ ショナル組終」といふ術帖を賛行 した。

8  
。

1927.年f 閑際的新建築J と題する窓晶帖をヒル - <Jレスア 4 メル民が出した。

1928年 6 月ス f スのずラ ー ツ廷で「同際新也策脅議JI1.>UI一回舎合が櫨され宣言が出先。

E の 1 Ｎーナショ ナルには 、 待遇の間際的といｾＮ意味と術界化といふ窓味 とこ つの意緩を

fOi l - l 1:使 JII したもので岳る。

*  ムヅジリーニとヒット 7-

建築。場合11 : 於ける 4 ，. . ターナ ショナルと い」、行業を 、玖治的特殊な1 l . 味主持つ 4 ンタ

ー ナショナルと Ｑ ｭ 謹へて日［亦でも ｭｲ 直Ｎｵ ｾｬ 直しいナンセン丸もあったが 、ド Ｔ ツでも Ｔ タ，ｽ

ーに でもそれがあった 。 " Ｔ ツ では多少共｡［ ＫＺ［ｾｾＢｊ 分下がまき Ｇｨ 込んだので一部の 人から

;，.r，j L ，バクハウスもそれがため見終り をつげたが、 1:. 1しも認厳不足の然らしめた結泉f で

ある。去の反釣1 1 : 4 タリー では 、 -f ［，ｾーナ ν ヨナル建築脅のＮＱ｜Ｇき人 ｢ が展 Ｕｴ 世主催 した

が . 例によってファッシヨの肉11: 4 ンターナジヨナルと l主クシ会ラ，. . . ! : 抗議がl出たりで.

王子宮建築家ｩｉｬはムフソリ Ｍｾ￵ｩ 唱を展覧肯に抱いて住築の Ｔ ンタ ｆ ナ ν ヨナラ Ｔ ズ ＱＱＰ つい

てよ< i J t 明すると 、ムヅ: I ; 1t手をnって「よじわかった. 伊. kf . 1111. >建築はすべて E れに統

一しゃう J .!:II¥た。結局ヒットラは. 1 !3I r u でムヅソリーニはえらいとν、ふ鈷踏になった。

告 白木ではインタ ー ナショナル建築。ととを同際也鎖、日本間際式 、或はた1<' 近代式

等主となへてゐるがその中遁 't:''i な名摘が生れて〈るであらう。それまではや! とでもい ふが

よからう。 4 ンターナシヨル建築の日本陀於ける解決がつけばモれでよい。その制1鎚Ic lJIi

れぬ先1 1 : 邪m.. 、外れて行かねやうにしてほしいものだ。

建 築
、9

」ー 社曾

事竺暗号? 5勺空 プノレ{ ノ・タウト

日本の新聞紙上で始絡は如何なるl ! l 要きを有してゐ畠にらうか ?

日本で新聞lに建築 lニ附する論段'e' .砕いに場合 . 土こ k に脊Yもな感じを抱かされるのであ

る。誠官は“ 処録 11 c;t ム骨抜が11¥' ; 1; ，低に b う.l¥鼻科のu者の特酔獲の兵ふで b嶋¥.

やうな感Ｆ起 すしＮ盛築岳 ｅ 炉建策のことを ｾ Ｇ ｾｦＺｴ ぱ ＮξｴｴｬＡ 槌背が滞山のラテン 誌で手術に

叫して! ej 生してゐる慌に感宇るのである。

新聞紙は対んと' 全部!'2は全然只政治的報縛のみで割められてゐる。それち良質の事件の

みに就てではないのである。そこには . 毎日毎日同じ革Iが. 質際にはほんの些 .. <1こる事の

ちd化 目あれやこれやのジャーナリストや碕 ft ，大使公使. 大関. 等々の曹が反復きれて .

そんな明治Ｚ何ｾ意味し τ｢ るのか Ｎ 何車が起ころうとしてゐるのか Ｎ 職業政治家に非百る

者 に とっては殆んど了解し縦い1111. のである。

ｊ 町 ｴ して ｴｦｲｬｕｉ 紙は ＣＭＱＮ けいよなかれ職業政 ［ Ｍｦ Ｍ￬ ＺｾＡ の専用 機側 ｴ なって しまってみるのでめる

無為r ) ，はこ冶で、政治がfNJ，.J ，{lJ. 貰J 、M同人の生前に闘しfニものである事に就てぬ惜し

よう ｫ してゐるのでない。けれども日常の考慮は矢張ｾ ｾっと 喜〈 の他の事でいっぱいで

あり . え政.i E以上に. mかに iol¥に) 1 < んで吊る k 弘は主張し1ニぃ。

ιｴγｊ 静の Ｎ 首泊 ｧ ミ前 ｩζ 到してＮよｾ ，ｾ＼の興叫々有し Ｎ 之を京婆践する人々の汚ペヱＮ

P. P. 文明と文化の招t岐を鈍ってゐる。

新 ｉｈｉ が政治の外に除内世有する場合には Ｎ ユ止とその科撃が大部分ｾ，ＧｩｬＡ＾る。

聖子術はそ の衣 ｾＧｉ こ ｊ ｉ 、墨江一隅を奥へ られてゐるが Ｎ 先づ管里担 ｫ 演劇 Ｎ その［Ｑ， Ｑ こ績割ＱＨ Ｎ {Il 

しそれらは滋術としてではなし燃焼としてであって ，P. P. 紳担割栗¥. るものであり . 文

行 ｊｾ 師やマネ ー ジヤ戸， ￭ 前人ｾｾの怖を肥やすのみのむのである。そし τ 建築 は舷後に残き

れ1こ紙聞で繍i止しなりれば年らないのである。

日本艇からＨｾｾｾ 1>1: 英字新11 I 1 や折にふれてのm点の純1哨内か，ら鍛れ l i . 1011'1新聞は

全然注築批 ＧｉＧｊｾ 知らない ｫ 去へる。

バ ウ ハ ウ. x ( 1926)  

節制1は大￥な建築やm饗なa 築は無治倫縦しτ ゐるが. そのお誕の下仁、それを政計叫

9  
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築家の名b: 頭表されてゐるのを棋は未fご哨て見1: 事がない一一丙洋では乙ういふ事 l主不作

tまとされてゐるのでめる。

然し乙 の こと l二! t て新聞を攻明書することは州来与 L、。新聞は部に郁曹に則してゐるに過

ぎないのであって. 日本の建築家なる者がいつ l ' い新聞に t つては存在してゐないのでめ

る 。此意 味に Ｑｦｾ て新聞は正しい都をしてゐるのである。

"1: が日本には多数の建築家がめる。立をの中には異に有能の士もあるのである! "

そこで一一日本の建築家が二の闘の祉交界に於ける地位僻級i ' . どっか西洋の嗣. 例へ

ば英同一一そこ にはす でに百年の阪史を有する 主主英嗣住築家事合 ( " 戸ヤル インス チ

チユ 戸ト・ オプ・プ Pティッシユ ア ー キテタトＩがある一一Ｍｾ比鮫すれば般ｾｾかでみ

ろ う。

u事臣家なる職業には . 闘法によって保持きれT二昌義務と崎郡lの約京がある ι u，配信 し

なりれば江ら早い。そこで 日本人 t しては . " i Eし Z 意;' .j;にBさげる 娃築家は日本には存在

しない" ｾ去はねば Ｑ ， ら ないであろう。

勿論日本には一部に非常に英断固に建築にいをしんで白る人建が存複する。然し この人

" 1; 1 . 砲事匹上の仕事に於て . 何等図法の保 殺 を 受 〈 る 事 な し そ の責任に就ても世人は事 t

t 考 h てb ないし. そ の量士宮的地ザなるものは存在しない。でめるから建築家が何をしよ

う ｕｉ ＩｉＺｬｉｬ要脱きれで も ｢ ないし Ｎ闘家の大事業 の上には何婚の貨際上の働事をも及 ｉｲｾ

Ｑ ，ぃ。特殊な愛野者のスポ ー ツの一種ではあるが Ｎ￬ｊｴ 甑固な意味の職業とは ＧｉＧｾ れない。

職業としての 日本の建築家は、先づ乙れから見出されねば江ら" い。

建築援とそ の仕事に. 斯 < ｾ 量士 会的に下級的遊説的地 位 を輿へること の 危険き は. 日本

に於ては他のどの聞に於付るより色危険極まる ι k でiI; 品。

この闘士をその背に のせてゐる鎗が. そのー格りで都市を破損しf二i 次にしf二り する

事 な奇様. 量l i ' 新格によって静まらぜょう主するつ色 hなの1: ろうか ?

近代以前の菅大出厄があっ fニ。然しその官時鈴の背には只一つの大きな村がのっかつて

7>1ニ只過ぎな かっ1: 。今 日では日本は精巧なる俊道網. 軍事しき電話、自動車 . 電車. 等々

を有し . 人口百高の都市を有する文明闘である。然しこれ等のすべては . 工観技術のすべ

てをそのカ タスト ｣｟ フへ の闘争 に傾 倒するにあら宇んぱ Ｎ 往時の叫Ｚ館ょｾ ｾ非常に敏感

で品品。

然し 日本では、こういふことは殆ん E やってゐない。こういふ事 l二就て は. 昔の方が現

在よ b 色絵糧事 t のカ>! ' 量Eしてゐる 。例へば 、京都では、 その昔太閤秀吉に依ってi量られ

に壊援は . 京都の水容を悉 t 防禦してゐ fこし. 群馬臓では . 甘舟行のあっfこ河の航路> ! ' 今

日砂'I.! ! < して耐水毎tこ流砂で埋まるに委せて. i可水の海への洗下を困難 iこしてゐる。

日本はその近代化を務 h としてゐるが. こういう方向に就ては反到 な乙 k をやって居 b

官官寺の技術の段階にも建しτ ゐないではないか。

画鮒の大火. 1 1 - < の火災 . 胎風. 1935年の洪水 t 地袋. 等 . ，ト日 のカタストロ 戸フは往

時よりち悪性で激烈である かの如< 1こ見える? 1923年の東京の震災の再現の危険に身者曝

すことを雑か世する色の Zf?

糊図. 新橋から上野に到る恐怖は . あの時よ b 色、よ b恐るべきものとなるでゐるう。

クそれが建策と何の関係があるんで すか? ク

私は日本の人b' らこうし1ニ賀Ill) 1t'受付. そ れに嫌って 、! l l l Hは何ぞやと云』、事 l二つい

τ の日本人の完全なる無担Bを鶴〈のである。

棋の経験じよれば . 日本人にとっては. 建築とは建物の法飾の事でめる。感染家でふ

多分一度低は平面簡をか t 事官許されるのにらう。日本では建築に際して乙ういふ ')I ft' 云

」、" x 氏のデザイシ一一 x x 氏袋町' これは ドイツ で建築家 × 氏によりて娃築 さる" と

云ふのと大分3もってゐる。つま b 日本の建築家は刷工であって. まれに自分で事務所を布

してゐるが . 事〈 の場合間負人に震はれfこl劃エである 。然 ら宇むば彼は揃譲又はそれに似

ＱＺ 様 Ｑｾ 事をして生活してゐるのでｩｉ［ってＮ時々小さな家を製闘するのである。

然しＮ建築家が述策すると云ふことはＮ彼が完全に科製的 Ｑ こＮ技術的にＮｾ術的に製闘

し ｔ こ盛物に到して Ｎ ｾ任を負ふ耳ＧＮＮ意味するのである。彼は然る後自身Ｎその ＱＱ ＺＧＱ Ｑ の す べ

てに於吋る部下の責任に任せ' ねl i ' . ら立い。

どが. 彼のI t i 利と議紛が . 法樟によって陥保されτ ゐないならば. 彼: はこの功，Tft' ii ふこ

とが出来ない。彼の蚊計副及建築は. コツピ 戸 ライ トセ有ぜねばなら江い。彼の許可な t

しては積表する ことふ 他民流用する事ふ復製する司ｾ t， Ｎ 酢 きれＧＮい ので Ｑｾ ( てはな ら

τ. 、、。

簿作物輸娃は Ｎ 現代的閑 寂 に於ては ｾ飼 さる べ き犯 罪でめるが Ｎ n本では . あまり に L

日常茶飯事日立ってゐて、“ 建苦臣家" が伎の同業のな しずニ計剣1 < ' 失敬する ーーー彼日必ね色

しないで 2 ツソ 9 ｾＭーと云ム 程Ａｊｦ ｬ 二迄謹してゐる。一一 ｬ 値利に 伴って義務が投生する。

ドイツでは . 建装闘頃に際しτ は. しばしば建築家が第一 l二逮捕される 。建築散布市型車 x-

として 、最島耳1大 1，る. i itf: Z ' 引すると云ム. . I &tJ)町の意見によってである。こ〉に既に主主築

放に; 目白人以上の- ) ( i R 掛さを置かれてゐる事が現はれてゐる。えその行E誌に ついてはー

慣例主義初生以て .tl l 築ヰ: は同法上 . ｾＱ￭ ｾ 人の ｬ ゴ こ立 つ。 哀れなる 従 者 の 如〈に 昔背 負 人の

下に 立っと云ム Ｑ ＱＱ は Ｎ位 里高Ｇｾ ｾの 特質主全然 ｦｾ はれる事である。

円 本の鼠めにｻ同遣さるべ き である ｉ 担の民的組織Ｇ長なる色のは Ｎ 彼の ｕｾ 起に酬して全然責

任ｚＧ負ム。そ の 司 ｦ は依然仙 の ｴｬｬｾ の ｊ 珂 ｉ ｱｪ にも糊 心主 有ぜ しめる郁と江ｾ . この事丈りでも

よって J"Lて燐京の火災士洋砧に彼の主主艇に矧捜せしめ' . い司I と江る 。えそのJ a>t>に. 彼の

処泌をその近隣Aξ の都市 の一機成分子 k 見る こと ':;. 1';' る。常然彼は 、金慌の1耳 都市の

ｽ区制Ｎ及古川，量仰を卸 Ｈ Ｑ ［Ｑ に建築すペ吾かを考究 す ベ暑でｩｉ［ｾ蹄風 、 地従 Ｎ 火災Ｎ洪水に

闘してはＮ能五 、 ｭｾ の堂ｾ ， 賢官舵初に榊宇べ き は晶 ＮＮｈＺｉＮ い 。

斯 t しτ 役は1直地の古siI13ITl!!' 9f iめ. 温狩 附 強 . 配 線 交 通 . 桜綻柑擬. 橋競等. ヨel s

'，!i ，1 I 射をインヂ = γ と批j j I ，しτ やらねばむらな t 、。この場合 . 岡家: &政府は敏の訟に政j!f

しι ければなら江い. 閥ヰurili の役 人は. もはや役i ' " 無税す る事は111採な い。彼等はそ の

主 ｬｾ Ｇ ｩｕ ［，｛ ｉＺＧｬｲ に側興せしめねば与 ら ｉｾ ぃ。

斯〈しτ 伎はえ役人としての思断 むくして阿符に於吋 るがTn <  高 是地1>1. 1二j fU唱され削

(1; .;. らないψ である。

こう ｴ づ Ｎｾｉ はＱＭＱ ［ 本ではま然有在しな ｨ

すべて内nの筏倣をしてゐる 鮮に . 此闘では . 先づ如何 にして ljl なる模倣. 泊随者. ｾ＠

ヅピ - 1<1の賞際の章式分{ t ' i消滅せしむべ暑か に車tτ は模倣しようとし' . ぃ。

最新の技Hi- - この場合建議ー ー の 梢 的 意 味 ｾ Ｎ 彼はま ｉ Ｚ ｪ･ 極し τ｢ ない。

斯 ｴ し τ 円本はいま ＱＺ ｾ ￟､ｭ ｊｬＩＮＮ有してゐ年 ｌ 、。閉ｩＱＧｩさ れに研究 虫の中でＮ恰 も側 人の

軒害者( の削 <1こY I ¥濁でその事 ie勉強 してゐるが . それは民栄でなく賞際で ない。

役所 の 作製し ＱＺ 地方 ｡ｬ 剣は計ｬ＾Ｉ者 の 名をイ ｦ し τ｢ ない。乙の計占ｾは恐ら ｴ 専門智絵皆無

の多 ｴ の 型巨人 の ｾｾｭｾ によって作製されたものと俊し ｴ 深刻 t.;.o憐絢に値する 滋人態

でｩｉ［ｾ Ｎ ｾにイ ンチキその ｢ のであ る 。

近事iのu築に蹴して私は この閣で街に闘してもm海に於て島 コム :f.:; ジョンのJ ¥"I 需を

すら 見に$ がない。l X ! しい街 k 腕 場、正 しt 解決されfこ交通量出. i E し< l l ¥てられた紀念碑

記事何一つ見1: 1I I がない。

fごから要するに. める ll¥物が何式であろうと彼れ式であろうと 紡極どうで色よいので

ある。皆勝手に立ってゐる丈吋である。

多〈 の人が未1: 'Ii" てJ Uニ司I bないl l<な bのをI I ! てる k 云五、i I ; の潟/ N. 無 fニ司111. ι ' 1こ到

って了 解ｉＮａｾる のである。

4  

そうしτ あの哀れな建業家一一樹工は. いつにい何をするのか?

彼等は多〈の本> ! ' 引っ掻きまはして印i宣告T コツピー し. ルネツサンス や奈良セコツピー

し. ，，' " プユジエ ー. ベーターベー ν ンス等々 をコツピ ーする。

希 Ｑ 量 の将棋 に依れ ば ・建築とは 曾 葉通 ｢ に、 ｾｐ Ｎ 指型車 Ｎ エ事関係者Ｎ職人 Ｎ 間負人ー 一

日本で は彼等は割i肉祭であるーーーを支配する事である。

そして建築家は ? 吉原女郎でi l ; 1 . > 。然もそれは . 伊勢紳宮のある関 . /)、姻i ' ! l 州を持つ嗣

に於ての事である。

t)、掃海州炉 . 依って以てその体大江る蕗術 ie創建しTニ慮の . 官事政なる其忽は今何虚 !

今日 は1l I 築家には何を措いても最大の考ll. ie梯ムベ事時でi I ; る。日 本の無候は . 一一例

へli W; 洲のそれとは . 全然拠って白るのである。建築家が現代資料を以て残棋を絡しに場

合 Ｎ 彼の ｭ 鋭は民に良 ｴ て Ｎ ＿＼Ｚ然寝つにものでな吋ればＧＮらない。 ｾｐ ［， . その建物カ パリ

やベル 日ン l二l l ¥てられf二時にぱ全然使用に耐へない程のもので な t てはならない。従って

同憾に . 満. 英. 例¥. の建築の模倣は . 日本では役に立 たないのであ る。

もう数ト年も fこてば ・私の乙の設が正しいと云五、取が解る ことであろう。

建築家である成の脱背紺氏は. 多分此批判官不快に思はれるであろう。路氏の鼠申告? 思

はな 吋れば. こ うしに草， ie瞥 t 意'，M' ( i可滋にあろう。 t: が又他の説者路氏は . これは拡に

とって祭持ちのよい事 ｦ ごろう ｫ 去はれるかもしれないがＮ私が日本に劃して Ｎ あまｾ Ｚ［ｊｩＺｾ底

的でないならば . 後日故闘に於て. 乙う，- ; 、事を去っfニり智いにりしにであろう。

私がこの闘で. &¥しl : tn事研究と経験の後. “ 建築家に k って何等見込みの江い闘" 主去

』、感じ を抱かない で ｓ 暗闘 する採な 西洋の Ｎｬｬｉ築家 がｩｉ［ｾ得ると は私には考へられない。

私は日本岡民とその文化を愛するが放に. 私はその現代生前の3，蹴にして . 使更すA 号

車自の何れにあ ｢ ゃを示すこ ｫ が出来るが放に Ｎ 私は左側絶ｾし江 ｌ 、。斯 ｴ して私は納骨

“ =  アポン" の戎に第二冊" : : = . ツボン文化" を省、、7こ。これは近日 明治普段から IU版 するこ

とになって居ｾ . 日本の現在の聖書術問題の正悩なる批判的解剖I)>:' i i < しにものである。その

すべては 、私がある新日本文化の可能1 t ' 1置するが放に. この緩い占量殺と同械のものである。

主主務はそこで第一に敏はれてゐる。

豊富者が車部に絹れるこ とは . いつも 術いことであるが . それによっτ 人は初出てど こが

病気であるかを知るのである。

〈少体山 1935&f! 11月28日〉

挿贈の官時? 定説勿作であって . 担何なる問題を惚第百Kが持つべきであるかを示す盛妙

に吊置する. とのジー. . . " ' : . - ' グは揖聾η るかを世計監管したのでな〈 ・地方針量誼 ilt tr

董. 暗々をもなしたので ib る。 〈上 野ｾ 三 郎氏謂 〉
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。

つ

ま

り

現

代

建

築

様

式

の

廊

滋

に

陥

h

し

原

因

は

郊

に

破

綻

せ

る

科

停

に

脱

臼

す

る

無

批

剣

な

る

金

信

頼

に

存

宇

る

の

で

め

る

。

き

れ

ば

苔

等

は

如

何

に

し

て

科

撃

を

「

ヒ

ユ

タ

マ

ナ

イ

ズ

」

す

る

か

は

白

か

ら

別

途

の

問

題

で

め

る

が

、

兎

に

角

私

は

前

述

せ

し

如

〈

「

ダ

グ

イ

y

チ

」

や

「

ガ

y

V

1

」

に

依

っ

て

体

験

せ

ら

れ

た

る

「

Y

子

Y

す

Y

A

」

の

科

準

純

一砂

ぜ

臨

引

先

高

潮

す

る

こ

E

は

此

の

問

題

に

劉

す

る

断

案

ピ

信

守

る

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

に

依

っ

て

一

貸

せ

る

久

遠

の

異

浬

に

建

築

機

式

が

奨

貧

の

生

命

を

符

‘

吾

々

人

町

闘

が

之

れ

に

嫌

っ

て

「
ヒ

寄

相

一

サ

は

、

こ

う

し

花

入

額

吉

、

腕

の

世

界

の

建

築

芭

を

皮

ま

ん

が

潟

め

、

|

|

そ

れ

は

途

い

勝

家

で

あ

ら

う

-

が

l

l
現

貨

の

世

界

か

ら

勝

家

を

仰

ぎ

し

よ

う

、

総

て

現

貨

を

歓

喜

し

‘

現

貨

の

純

一

英

性

の

上

に

人

の

響

を

打

鼓

ら

そ

う

ぞ

。

そ

れ

は

閑

人

の

義

務

で

み

る

.

国

家

的

責

任

で

み

h

世

界

人

類

共

通

の

仰

盤

で

あ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

、

五

回

等

は

や

が

て

枇

界

が

ロ

ご

う

の

様

式

を

庭

ま

ん

が

矯

め

に

、

そ

し

て

そ

れ

が

一

切

の

差

別

を

打

も

貨

か

ん

が

潟

め

に

吾

等

は

一

切

の

交

通

、

一

切

の

経

務

、

一

切

り

政

治

、

一

切

の

滋

術

総

て

一

切

の

科

皐

Z

哲

血

中

z

e

g

見

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

、

則

も

王

口

等

は

文

化

の

先

駆

者

で

め

ら

ね

ば

な

ら

ρ

。

(

入

、

入

、

十

四

)
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後

感

村

野

豆王

広司

藤

年

末

に

岡

田

孝

男

博

士

よ

り

お

手

紙

を

い

た

Y

き

そ

の

な

か

に

下

刷

の

コ

ッ

ピ

ー

が

添

へ

ら

れ

で

あ

っ

た

。

乙

の

コ

ツ

ピ

l

は

大

正

八

年

七

月

に

本

誌

の

何

号

か

に

載

っ

た

拙

稿

で

あ

る

。

題

し

て

、

「

様

式

の

上

に

あ

れ

」

と

い

ふ

。

全

く

記

憶

は

な

い

が

将

に

拙

稿

で

あ

る

。

読

ん

で

ゆ

く

う

ち

に

次

第

に

そ

の

当

時

の

と

と

が

恩

ひ

出

さ

れ

た

。

「

様

式

の

上

に

あ

れ

」

、

乙

の

「

上

に

あ

れ

」

と

い

ふ

の

は

、

ベ

ル

ン

ハ

ル

デ

l

(
?

)

と

い

ふ

人

が

書

い

た

「

ア

ボ

l

ブ

・

ザ

・

バ

ト

ル

」

か

ら

と

っ

た

も

の

で

あ

る

。

乙

の

本

は

読

ん

だ

記

憶

は

な

い

が

、

あ

と

で

邦

訳

さ

れ

た

の

で

或

は

読

ん

だ

の

で

は

な

い

か

と

恩

ふ

。

学

生

時

代

に

、

当

時

の

早

稲

田

大

学

の

総

長

で

、

後

に

、

大

限

内

閣

の

文

部

大

臣

に

な

ら

れ

た

高

田

早

苗

博

士

が

、

戦

後

の

欧

州

視

察

の

際

に

持

っ

て

帰

ら

れ

た

も

の

で

、

あ

ち

ら

で

も

、

非

常

に

評

判

に

な

っ

た

本

で

あ

る

。

総

長

は

全

校

の

学

生

を

集

め

て

帰

朝

演

説

の

際

に

と

の

本

の

内

容

に

つ

い

て

話

を

さ

れ

た

の

を

聴

い

て

感

銘

し

た

乙

と

を

覚

え

て

い

る

。

そ

れ

を

覚

え

て

居

た

の

で

つ

け

た

題

名

だ

と

息

ふ

。

つ

い

で

だ

が

、

高

田

博

士

は

若

い

頃

、

大

隈

さ

ん

に

従

っ

て

政

治

運

動

中

に

壮

士

か

ら

背

中

を

切

ら

れ

た

と

い

ふ

位

の

人

で

あ

る

が

、

見

た

と

と

ろ

、

長

身

の

貴

公

子

然

た

る

と

乙

ろ

が

あ

り

、

そ

の

風

格

は

、

日

本

芸

術

院

長

の

高

橋

誠

一

郎

先

生

に

似

て

居

た

。

私

は

、

建

築

の

乙

と

も

好

き

だ

が

、

政

治

や

思

怨

的

な

方

面

の

と

と

も

好

き

で

あ

っ

た

。

高

等

予

科

時

代

の

科

長

で

、

社

会

主

義

者

で

あ

り

、

後

の

労

州

民

党

の

委

員

長

に

な

ら

れ

た

阿

部

磯

雄

先

生

か

ら

・

つ

け

た

影

響

は

、

そ

の

後

の

私

の

人

生

観

に

決

定

的

な

感

化

を

与

へ

た

よ

う

に

恩

ふ

。

社

会

主

義

者

と

言

へ

ば

、

当

時

で

は

、

あ

と

か

ら

刑

事

が

つ

き

ま

と

う

位

に

お

そ

れ

ら

れ

て

居

た

。

而

し

、

教

育

家

と

し

て

の

阿

部

先

生

は

実

に

立

派

な

英

国

風

の

紳

士

で

、

自

か

ら

を

厳

に

し

て

他

を

許

す

と

い

っ

た

と

乙

ろ

が

あ

っ

た

。

拙

稿

の

な

か

で

、

繰

り

返

し

述

べ

て

居

る

よ

う

に

、

建

築

家

と

し

て

、

文

、

実

際

に

設

計

す

る

場

合

の

心

が

ま

え

と

し

て

、

建

築

的

諸

条

件

を

建

築

に

す

る

場

合

の

思

想

的

中

心

を

建

築

家

の

倫

理

観

に

お

い

て

い

る

と

乙

ろ

な

ど

は

、

全

く

、

阿

部

先

生

の

影

響

で

は

な

い

か

と

思

ふ

。

い

ろ

/

¥

問

題

は

あ

る

に

し

て

も

、

又

、

凡

て

と

い

ふ

の

で

は

な

い

に

し

て

も

、

当

時

に

於

て

は

、

五口

々

の

周

囲

に

、

天

下

、

国

家

が

あ

り

、

理

想

社

会

に

対

す

る

夢

が

つ

き

ま

と

っ

て

居

た

。

今

更

ら

な

が

ら

、

教

育

の

大

切

な

乙

と

を

息

ふ

。

大

正

八

年

と

言

へ

ば

今

か

ら

五

十

二

年

前

に

な

る

。

あ

れ

乙

れ

と

道

草

を

喰

っ

て

居

た

の

で

二

十

七

才

で

早

稲

田

を

出

て

、

渡

辺

節

先

生

の

事

務

所

に

入

っ

て

か

ら

二

年

目

の

二

十

八

才

の

互

に

乙

の

論

文

を

書

い

た

乙

と

に

な

る

。

今

日

か

ら

見

れ

ば

、

ぎ

乙

ち

な

い

文

章

で

、

恥

か

し

い

よ

う

な

気

も

す

る

。

学

生

時

代

は

セ

セ

ッ

シ

ョ

ン

万

能

で

通

し

た

の

に

、

渡

辺

先

生

の

と

ζ

ろ

で

は

、

新

ら

し

い

も

の

は

一

切

ま

か

り

な

ら

ぬ

と

い

ふ

の

で

、

大

抵

は

ア

メ

リ

カ

風

の

折

衷

主

義

を

や

っ

た

。

今

か

ら

見

れ

ば

良

い

勉

強

を

し

た

と

思

ふ

。

学

校

で

我

が

ま

〉

ば

か

り

し

た

の

で

随

分

苦

し

か

っ

た

。

但

し

、

ζ

の

論

文

を

書

い

た

頃

は

、

事

務

所

に

入

っ

て

二

年

目

だ

か

ら

、

ま

だ

、

仕

事

ら

し

い

仕

事

は

し

て

居

な

か

っ

た

よ

う

に

恩

ふ

。

学

生

時

代

に

ラ

ス

キ

ン

や

ウ

ィ

リ

ア

ム

・

モ

リ

ス

に

傾

到

し

、

ハ

ワ

l

ド

の

田

園

都

市

計

画

な

ど

に

虚

無

的

な

心

を

癒

し

た

。

大

正

九

年

に

分

離

派

が

出

来

た

の

だ

か

ら

、

当

時

で

も

、

そ

れ

な

り

に

建

築

論

が

吾

々

の

周

囲

に

横

行

し

、

殊

に

、

大

戦

後

の

社

会

状

態

に

は

敏

感

で

あ

っ

た

。

米

騒

動

が

あ

り

、

物

価

騰

賞

、

住

宅

問

題

な

ど

も

今

日

と

変

ら

ぬ

位

深

刻

で

あ

っ

た

。

心

の

安

定

を

得

る

に

は

、

所

詮

、

自

分

自

身

を

振

り

向

く

よ

り

外

は

な

く

、

そ

の

頃

の

精

神

的

な

動

揺

や

社

会

観

が

拍

稿

の

随

所

に

散

見

さ

れ

、

殊

に

、

マ

ッ

ハ

ツ

タ

ン

の

高

岡

山

建

築

に

名

を

借

り

て

、

乙

の

傾

向

を

否

定

す

る

よ

う

な

思

想

は

五

十

年

後

の

今

日

で

も

支

配

的

で

少

し

も

変

っ

て

居

な

い

。

つ

ま

り

、

大

量

消

費

は

必

ら

ず

し

も

、

人

閣

の

幸

福

に

つ

な

が

る

も

の

で

な

い

と

い

ふ

考

へ

に

共

通

す

る

か

ら

で

あ

る

。

思

想

的

に

未

熟

で

、

加

之

、

文

章

な

ど

も

ぎ

と

ち

な

い

の

で

、

全

く

恐

縮

の

至

極

の

患

い

も

す

る

が

、

青

年

建

築

家

村

野

藤

吾

の

ひ

た

む

き

な

一

面

を

見

る

よ

う

な

の

で

面

白

く

、

敢

え

て

、

岡

田

先

生

の

御

手

紙

に

従

っ

た

所

以

で

あ

る

。
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る

一

主

調

を

以

て

之

れ

を

災

〈

こ

Z

が

出

来

る

吉

岡

じ

〈

、

建

築

桜

式

に

闘

す

る

一

切

の

思

想

此

は

叉

此

の

前

提

を

以

て

品

川

瀬

総

合

す

る

こ

Z

が

出

来

る

。

き

ら

ば

・

現

代

は

日

品

川

に

奨

迎

h

f

e

惚

め

ん

ご

す

る

の

時

代

か

、

遇

税

に

英

理

'
ぜ

惚

め

ん

正

す

る

の

時

代

か

ご

云

へ

ば

大

観

し

て

之

れ

を

後

ポ

な

り

Z

断

言

せ

・

5

る

を

符

な

い

。

も

さ

よ

り

、

現

代

Z

難

も

、

之

れ

に

反

す

る

思

想

は

銀

ご

し

て

存

じ

て

居

る

、

り

れ

ざ

b

十

六

七

世

紀

に

「

ガ

p

v

l
」

や

「

4

1

2

γ

」

や

「

デ

タ

Y

ト

」

に

裂

は

れ

た

る

「

Y

子

ツ

す

Y

Z

」

の

精

紳

が

近

世

料

診

文

明

を

起

し

て

人

副

知

の

文

化

現

象

の

上

に

常

じ

新

ら

し

い

都

貨

を

寄

由

持

し

て

以

来

、

此

の

新

ら

し

い

事

貨

か

ら

新

ら

し

い

思

想

を

産

み

つ

〉

ゐ

る

に

於

て

は

、

現

代

の

傾

向

は

、

明

か

に

目

的

よ

h

b

過

程

の

よ

に

兵

相

揮

を

惚

め

ん

E

し

つ

〉

め

る

を

看

取

せ

ぎ

る

を

符

な

ν
。

新

ら

し

い

思

想

が

先

に

生

れ

て

而

し

τ
後

新

ら

し

い

亦

貨

が

生

予

る

な

ら

ば

、

過

程

よ

り

も

目

的

が

カ

強

い

影

響

を

建

築

現

象

の

上

に

寄

奥

す

る

で

ゐ

み

・
2

が

、

そ

れ

吉

会

〈

反

鼎

到

な

順

序

を

以

て

、

新

ら

し

い

思

想

が

生

守

る

ピ

せ

ば

目

的

に

其

刷

出

h

z

認

め

る

よ

ち

も

家

ろ

遇

税

に

菓

涯

を

認

帆

到

す

る

嗣

概

念

が

門

前

に

前

代

文

化

の

泌

裂

で

め

っ

て

一

つ

の

順

嘗

な

「

ト

タ

デ

ジ

ヨ

ナ

Y

ヌ

タ

ッ

プ

」

を

一

段

一

段

絡

み

し

め

て

行

っ

た

E

は

猛

然

の

成

行

で

め

っ

作

品

芭

云

は

ね

ば

な

ら

な

い

。

所

仰

向

濁

剣

な

ぜ

、

三

玄

ふ

E

や

建

築

的

革

命

な

吉

、

コ

ヌ

ム

E

は

近

代

科

事

が

異

に

英

の

債

低

芭

「

ア

ピ

リ

チ

1

」

芭

を

附

酬

は

す

に

至

る

迄

で

は

到

底

同盟

ま

れ

な

い

こ

Z

で

め

っ

た

の

で

め

る

。

放

に

時

代

の

仰

認

は

天

才

の

出

現

で

め

っ

た

。

時

代

は

天

才

の

出

現

に

よ

っ

て

鷲

団

関

ピ

改

革

ご

を

皐

ぴ

起

す

に

至

る

迄

一

般

民

衆

や

一

般

建

築

家

の

脳

挫

に

は

、

深

〈

体

統

的

執

若

心

が

強

固

な

美

意

認

を

構

成

し

て

居

た

の

は

蓋

し

蛍

然

の

準

寅

で

み

b

r

云

ふ

可

き

で

み

る

。

比

の

場

合

「

時

」

芭

「

カ

」

ご

は

建

築

が

宥

機

的

に

人

生

に

仰

す

る

湾

め

に

は

な

〈

て

な

ら

な

い

V

必

須

の

僚

件

で

め

っ

た

の

で

め

る

。

「

F

一

フ

ジ

ヅ

タ

」

も

‘

「

ゴ

V

ツ

タ

」

も

其

の

他

二

切

の

決

定

せ

る

過

去

の

建

築

様

式

が

一

つ

の

「

A

F

4

Y

」

ピ

な

る

に

至

る

屯

で

は

天

才

援

に

よ

っ

て

先

慢

さ

せ

ら

れ

た

成

大

な

民

衆

の

カ

吉

永

い

時

の

助

カ

ピ

目

的

の

上

に

呉

川

町

を

認

め

た

い

古

い

時

代

に

は

必

要

で

ゐ

っ

た

の

で

め

4
a

。

め

る

の

が

自

然

で

は

め

る

ま

い

か

。

例

へ

ば

五

回

人

が

近

世

初

期

に

於

け

る

産

業

献

態

に

つ

き

て

隼

ぷ

が

如

く

、

未

r
科

卒

粉

紳

の

勃

興

せ

5

る

時

代

に

於

て

は

一

つ

の

「

ギ

Y

ド

」

に

於

り

る

弟

子

淫

は

年

期

添

奈

E

し

て

茶

の

間

詳

に

彼

等

が

主

入

港

の

手

法

守

忠

貨

に

合

得

す

る

以

外

に

彼

等

が

や

が

て

来

ん

主

人

吉

し

て

の

地

位

を

採

し

め

き

る

方

策

を

知

ら

な

か

っ

π。

此

の

場

合

に

於

て

、

弟

子

遂

に

縦

割

到

に

必

要

で

め

っ

た

も

の

は

主

人

の

思

想

で

あ

う

た

。

彼

等

が

永

い

年

制

刑

事

中

会

中

に

於

り

る

惨

鎗

た

る

苦

心

は

如

何

に

し

て

主

入

の

金

思

想

の

精

一脚

を

含

仰

け

す

る

か

Z

云

ふ

容

に

此

託

さ

れ

た

古

っ

て

も

溢

雪

一

回

で

は

な

か

っ

た

。

か

〈

て

承

織

し

花

る

彼

等

の

思

想

は

「

ト

ヨ

デ

V

ヨ

y

」

の

領

域

を

股

す

る

こ

さ

が

出

来

な

か

っ

た

の

で

ゐ

る

。

従

っ

て

か

〉

る

思

想

に

育

〈

ま

れ

た

新

ら

し

い

涼

貨

は

彼

等

が

或

る

目

的

に

接

近

せ

ん

ピ

す

る

よ

。

市

き

階

級

で

め

っ

た

の

で

め

る

。

而

し

て

、

か

〉

る

時

代

に

於

り

る

建

築

絞

式

が

戦

争

や

巡

殺

や

交

貿

等

に

依

る

呉

邦

人

の

お

術

思

想

に

絢

れ

る

場

合

が

な

い

限

b

到

底

一

つ

の

殺

批

判

よ

担

超

脱

す

る

こ

芭

抽

出

は

守

し

て

彼

等

の

美

的

及

び

構

法

的

に

、

却

も

一

般

建

築

様

式

に

然

る

に

建

築

が

近

代

文

化

の

潮

流

に

排

し

て

以

来

、

英

の

構

箔

及

び

材

料

の

進

歩

芭

共

に

苔

等

が

己

に

前

節

に

於

C

述

べ

し

如

〈

美

的

観

念

の

上

に

}

大

改

革

を

起

し

た

る

こ

ピ

は

官

然

な

る

出

家

g

a

t

-
玄

は

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

。

英

に

近

代

人

の

如

何

な

る

お

術

h

科

与

の

助

げ

な

げ

れ

ば

完

成

す

る

こ

て

が

出

来

な

い

。

従

而

、

吾

人

ほ

如

何

な

る

お

術

も

思

想

も

科

み

の

助

カ

に

依

っ

て

自

由

に

接

表

す

る

こ

ど

が

出

来

笥

m

平

に

被

っ

て

之

れ

を

批

制

列

す

る

こ

ピ

が

出

来

る

様

に

な

っ

た

の

で

め

る

。

敢

に

王

口

人

は

、

E

口

入

の

白

山

の

錦

町

に

は

敢

へ

て

必

ら

全

し

も

前

代

の

手

法

や

様

式

に

被

る

こ

ぜ

の

必

要

が

少

な

f

な

っ

た

こ

ビ

は

、

今

日

所

初

「

新

し

い

と

ご

云

ふ

言

葉

が

建

築

の

意

匠

に

闘

し

て

一

般

青

年

建

築

家

の

中

に

か

な

り

強

い

枚

定

主

治

す

る

官

然

の

傾

向

を

伺

ふ

・

』

Z

に

後

る

も

削

な

る

蔀

貨

で

め

る

。

今

日

一

般

に

事

校

敬

古

川

に

於

て

「
メ

l

y

y

y

l

」

E

か

「

タ

l

・
へ

y

ト

Y

1

」

ご

云

ム

如

古

巣

の

多

〈

が

半

ば

他

修

に

依

る

出

中

師

聞

が

軽

減

せ

ら

れ

品

川

登

ご

か

計

銃

三

宮

ふ

如

き

基

本

接

線

が

重

要

放

せ

ら

る

こ

ピ

を

聯

想

す

る

時

に

、

吾

等

は

現

24 25 

代

建

築

界

の

主

湖

-
f
知

る

に

熊

〈

な

い

。

而

し

て

、

今

日

D

文

化

な

践

が

、

帰

米

に

於

て

も

亦

縫

化

せ

・

き

る

も

の

ご

せ

ば

・

比

の

傾

向

が

向

山

川

家

に

向

っ

て

進

展

す

る

獄

態

を

考

ふ

る

時

に

、

今

日

一

般

に

給

壱

ら

れ

て

居

る

Z

こ

ろ

の

主

花

t

か

立

設

定

か

に

関

す

る

織

論

の

う

ち

に

大

な

る

説

h

e
ぜ

後

見

す

る

も

の

で

ゐ

e
o

。
今

日

に

於

り

る

一

般

の

絞

式

一

滴

者

は

過

去

に

於

て

か

〈

ゐ

り

し

が

放

に

仲

間

楽

も

亦

斯

〈

あ

る

べ

し

ご

云

ひ

、

彼

等

の

議

論

は

総

て

過

去

の

事

貨

の

上

に

設

定

を

位

h
r

て

終

来

を

論

じ

.

叉

は

之

れ

を

推

断

せ

ん

し

て

居

る

の

で

め

る

。

然

る

に

吾

入

が

一

畳

二

冶

じ

た

る

如

〈

近

代

入

の

頭

の

う

ち

に

培

は

れ

た

る

科

拶

ご

共

に

援

遥

せ

る

自

由

精

紳

の

潟

め

に

吾

人

の

抗

戚

は

古

来

の

殺

を

絞

っ

て

無

限

活

動

の

範

図

を

惜

別

め

た

の

で

め

る

‘

即

も

消

極

的

に

一

定

の

規

範

に

議

h

押

し

て

居

た

吾

人

の

戚

党

や

印

象

が

積

極

的

に

活

動

す

る

こ

ピ

が

出

来

る

様

に

な

っ

た

の

で

あ

る

「

ク

冒

イ

ツ

チ

エ

」

の

所

山

「

庇

貨

の

桜

極

的

加

工

ケ

が

出

来

る

援

に

な

っ

花

の

で

め

る

。

か

〈

て

真

理

は

唱

泊

四

桂

の

う

も

に

存

千

る

放

に

な

っ

た

の

で

み

る

。

で

ゐ

る

。

か

〈

て

我

等

M

r

求

め

ん

芭

す

る

現

貨

の

様

式

は

、

個

性

に

自

由

な

る

、

而

し

て

大

腸

な

る

稜

表

以

外

に

は

め

る

ま

い

。

後

段

惑

h

A

る

如

〈

、

念

h

H

利

那

に

こ

そ

様

式

の

創

造

が

ゐ

ら

う

o

m
ひ

換

ふ

れ

ば

創

迭

は

剃

那

で

あ

ら

ね

ば

な

ら

な

い

。

斯

〈

考

へ

来

れ

ば

、

苔

等

は

現

代

に

於

げ

る

建

築

行

震

の

上

に

何

等

の

目

的

を

も

惚

ひ

る

こ

芭

が

出

家

な

い

。

苔

等

の

念

々

刻

那

の

行

A

A

は

却

も

特

成

に

し

て

、

此

の

稗

成

の

上

に

王

口

等

の

知

カ

の

み

-

帽

を

彩

げ

て

物

の

本

質

に

脅

す

る

目

指

極

正

交

渉

し

様

t

す

る

の

で

あ

る
。

切

論

す

れ

ば

現

代

建

築

時

悼

式

の

傾

向

は

何

等

の

目

的

を

も

有

せ

a

h

T

以

て

主

要

な

る

性

格

Z

す

る

‘

此

の

お

よ

り

観

察

し

て

4

Y

〆

y

y

が

剣

道

的

進

化

を

論

じ

て

『

進

化

Z

云

ふ

も

の

は

ゐ

る

特

別

の

遣

を

指

示

す

る

の

で

は

な

〈

て

終

局

h

古

川

叫

ム

Z

云

ふ

よ

り

も

家

ゐ

方

向

を

取

っ

て

、

し

か

も

其

の

泊

康

に

於

て

き

へ

も

創

造

的

な

の

で

め

る

』

芭

云

っ

て

廃

る

の

は

よ

〈

現

代

建

築

様

式

の

性

向

正

一

致

し

て

居

・
る

さ

思

ふ

の

で

め

る

。

吾

等

の

解

す

る

庭

に

依

れ

ば

、

4

Y

〆

y

y

が

郁

ふ

骨

障

の

創

造

的

準

化

仁

は

何

等

の

目

的

が

な

い

。

一

切

の

従

而

苔

人

は

か

、

ふ

る

思

似

や

研

中

叫

ん

方

法

を

以

て

し

で

は

、

到

底

英

の

解

明

押

を

得

る

こ

さ

は

出

来

な

い

の

で

の

っ

て

、

つ

ま

h

彼

等

は

目

的

の

う

ら

に

呉

川

刊

を

求

め

る

古

ν

時

代

の

聯

判

明

以

外

に

一

歩

も

出

て

底

な

い

の

で

め

a
o

。

+
句

b

近

代

の

文

化

迩

勤

の

桜

概

に

げ

で

も

知

る

も

の

に

取

っ

て

は

、

か

〉

る

議

論

は

一

一

純

不

可

解

な

る

立

場

に

め

る

b

の

Z

云

は

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

。

過

去

は

総

て

吾

等

の

一

切

が

溢

去

に

波

入

し

て

こ

そ

.

叉

、

終

家

は

総

て

五

回

等

の

一

切

が

郷

家

に

合

体

し

て

こ

そ

、

異

質

の

批

剣

が

な

し

得

、

b

る

〉

の

で

あ

っ

て

、

異

な

れ

る

時

代

に

於

り

る

吾

等

の

批

剣

は

、

決

し

て

同

時

貨

な

る

も

の

ご

は

な

ら

や

L

て

、

王

町

等

が

兵

に

批

剣

す

る

こ

芭

を

符

叉

批

剣

し

仰

廿

る

「

ア

ピ

タ

チ

1

」

主

併

す

る

も

の

は

ロ

〈

現

貨

の

み

に

閉

山

ら

る

〉

の

で

め

る

。

吾

等

の

絞

式

は

最

早

過

去

の

事

貨

の

う

ち

に

見

出

し

得

べ

き

も

の

で

な

〈

し

て

、

王

函

館

サ

自

身

の

5

ち

に

め

る

蕗

の

、

近

代

文

化

の

恵

津

が

資

格

づ

け

る

思

想

吉

、

能

力

の

う

ち

に

潜

在

し

て

、

之

れ

が

帰

来

王

国

々

の

生

涯

に

於

り

る

建

築

的

手

段

の

う

ち

に

自

由

に

表

は

る

〉

も

の

随

時

四

盟

会

成

は

来

し

て

何

れ

を

底

的

ε
し

て

進

化

す

ぺ

き

も

の

か

、

如

何

な

る

か

則

前

理

合

成

の

窮

極

か

、

如

何

な

る

が

創

池

的

進

化

の

務

晴

聞

か

を

知

る

に

苦

し

む

も

の

で

あ

る

c

紫

よ

b

務

経

す

る

鱒

成

務

広

め

る

進

化

が

め

る

可

き

筈

な

り

れ

ば

、

一

度

第

極

Z

務

泌

芭

に

行

き

つ

り

ば

、

こ

〉

に

斡

成

正

措

担

化

Z

は

会

f

な

〈

F

る

の

で

め

る

。

強

い

て

防

ム

可

〈

ん

ば

町

時

成

は

鞠

成

が

目

的

で

あ

h

輯

硬

化

は

袋

化

が

目

的

で

あ

ら

ね

ば

な

ら

向

。

念

々

刻

制

加

が

其

で

も

め

れ

ば

目

的

で

も

め

る

剃

郊

の

縛

成

芭

措

置

化

Z

を

按

無

し

て

.

終

に

何

等

の

目

的

を

b

総

出

す

る

こ

E

は

出

来

な

い

。

苔

等

が

現

代

建

築

様

式

に

劃

す

る

煩

悶

は

買

に

比

庭

に

脹

胎

す

る

の

で

ゐ

る

。

而

し

て

、

目

的

の

な

い

特

成

Z

剃

郊

の

鐙

化

か

ら

は

、

氷

遼

に

一

旦

に

倫

相

晶

、

久

法

に

存

?

る

紳

を

閉

山

U

こ

さ

は

出

来

な

い

。

制

時

成

の

目

的

に

は

湿

裂

も

な

り

れ

ば

、

砧

肝

も

な

い

唯

純

杯

の

時

却

ゐ

る

の

み

で

め

る

。

-

知

新

論

じ

来

れ

ば

.

現

代

に

於

り

る

建

築

様

式

Z

及

び

之

れ

に

開

聯

す

る

否

等

の

忠

加

か

ら

は

、

官

然

の

回

帆

路

正

し

て

、

宗

教

ご

倫

理

的

意

義

を

生

子

る

こ

ピ

は

出

来

な

い

。

若

L

.

4

Y

グ

y

y

の

哲

撃

を

以

て

、

現

代

69 
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ノ

Y

マ

Y

な

忠

忽

を

碑

畑

正

す

る

銭

的

に

深

き

考

案

-r
要

す

る

ピ

思

ふ

も

の

で

あ

る

。

競

っ

て

鼠

粋

論

者

を

見

れ

ば

苔

等

は

勿

論

常

に

有

意

義

な

る

幾

多

の

訟

を

輿

へ

ら

る

、

の

で

め

る

が

、

概

観

し

て

彼

等

の

設

は

悶

陥

で

ゐ

る

。

M

U

恨

の

自

肉

ピ

科

診

精

一

勝

一

の

登

述

に

Z

も

な

ふ

近

代

文

化

の

田

提

献

な

る

後

展

仁

枝

一江

省

に

忠

似

せ

ら

る

、

誕

の

憐

れ

む

べ

き

過

去

へ

の

執

務

ゃ

、

趣

味

性

の

偏

狭

が

、

石

ピ

煉

克

正

銭

ご

コ

ゾ

p

p

l

f

d

以

て

郡

一見

ら

に

市

川

破

風

や

尚

欄

ゃ

、

軒

の

一

μ
り

を

作

っ

て

‘

之

れ

特

訓

H

本

の

趣

味

牧

を

具

象

し

た

る

新

技

式

な

b

ピ

移

す

る

が

如

き

作

物

の

可

否

を

捻

h

v

こ

ピ

の

作

叫

が

ほ

今

日

誕

の

め

ピ

を

絡

に

れ

た

る

・

刻

書

官

且

し

蛍

然

の

趣

勢

吉

一

古

ム

べ

き

で

め

る

。

機

ム

に

初

等

数

宵

の

同

的

が

入

問

中

民

行

の

m

H耐

m

・

自

我

の

開

放

に

め

る

が

如

〈

、

海

外

文

明

の

移

入

に

依

り

て

数

宵

H

せ

b

れ

山

間

後

せ

ら

れ

た

る

日

本

は

、

従

来

の

如

〈

‘

永

久

に

精

一

脚

に

も

亦

物

質

的

に

も

欧

米

の

生

徒

で

め

っ

て

は

な

ら

な

い

。

何

人

吉

雄

も

海

外

文

明

を

模

し

海

外

文

明

に

追

従

す

る

こ

芭

が

必

ら

予

し

も

文

明

の

進

歩

で

あ

る

ご

思

惟

す

る

も

の

は

恐

ら

〈

め

る

ま

い

。

相

判

ん

V
ι
r
h
M
を

や

わ

い

r

u

r

r

t

hー

や

る

砂

恥

r

r
わ

い

ゆ

い

一

而

し

て

E

ロ

等

が

料

製

の

上

に

立

脚

し

て

建

築

上

の

笛

策

を

な

す

以

上

、

過

去

、

現

在

‘

未

来

に

於

り

る

戸

回

明

叩

山

抗

出

足

せ

る

建

築

隊

弐

に

蹴

依

す

品

開

干

の

幽

凍

な

い

。

否

、

、

、

、

、

、

、

、

、

。

。

。

。

。

。

。

。

誌

の

必

裂

な

さ

こ

正

を

述

べ

た

、

そ

れ

は

金

設

式

の

援

。

。

。

。

。

。

。

。

0

3

0

0

0

o

c

、

無

で

は

な

〈

τ
、

予

グ

V

ク

ト

で

め

る

。

か

〉

る

思

想

の

件

前

然

の

結

呆

芭

し

て

、

山

脈

式

上

の

現

象

は

無

常

で

め

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

、

一
山

し

そ

れ

は

、

現

代

日

本

に

於

り

る

様

式

上

の

不

断

な

る

昨

是

今

非

の

浮

動

で

は

な

〈

て

必

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

安

夫

れ

自

身

t

務

修

正

人

道

Z

を

以

て

入

生

に

即

し

て

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

。

。

。

o

c

。

。

。

勘

同

級

す

る

師

川

の
川

市

に

新

ら

し

き

様

式

の

創

造

で

あ

呂

、

そ

れ

は

一

貫

ぜ

る

具

製

の

随

時

な

る

「

ア

ダ

プ

-Y

1

v

ヨ

ン

」

で

め

り

、

現

貨

の

金

古

ん

で

め

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

。

兎

に

品

川

況

は

'

如

何

な

る

が

外

必

築

様

式

吉

雄

も

そ

れ

を

自

国

に

移

入

す

る

こ

ピ

に

つ

き

て

現

象

に

禽

す

る

共

的

は

別

問

題

ご

し

て

、

北

(

の

松

本

に

於

て

、

主

一

の

「

イ

ン

ユ

チ

Y

タ

ト

」

に

於

て

一

つ

の

大

な

る

疑

念

を

締

h

u

--

む

の

で

め

る

。

而

し

τ
こ

は

苔

等

の

肉

体

細

胞

や

‘

日

本

人

の

血

統

が

法

即

時

仲

間

則

や

生

活

上

の

一

切

の

僚

件

を

劉

外

的

結

婚

に

織

る

混

血

や

同

情

能

の

改

む

を

し

な

い

限

が

建

築

界

も

山

除

外

様

式

を

砂

入

し

て

以

来

己

に

鉄

十

年

を

級

、

此

の

聞

に

失

れ

た

る

犠

牲

ゃ

、

此

の

間

に

待

た

る

経

験

は

必

ら

ず

し

も

少

し

と

せ

ず

、

然

る

に

今

向

建

築

界

の

畑

山

飢

は

依

然

ご

し

て

・

桜

式

の

迭

辿

は

昨

是

今

非

の

碍

什

消

極

る

宮

勤

を

総

綴

し

て

早

出

る

扶

態

で

み

る

。

主

義

開

放

ピ

云

ο
、

叉

正

義

の

開

放

ピ

云

0

・

万

歪

絞

式

の

開

放

ご

云

ふ

も

、

夫

れ

等

は

夫

れ

自

身

が

、

他

に

針

し

て

批

剣

能

力

を

有

す

る

こ

と

に

枚

務

を

お

〈

も

の

で

め

っ

て

、

先

に

論

じ

た

る

如

〈

、

正

義

も

人

道

も

乃

至

様

式

上

の

一

切

の

問

沼

も

共

に

、

民

旅

生

四

時

や

民

族

心

理

吉

云

ム

が

'
m
き

或

る

不

可

避

な

鋭

件

の

忽

自

社

に

依

り

τ
、

全

体

ご

し

て

の

世

界

主

先

被

し

・

A

W

流

す

る

践

に

其

怠

緩

を

布

す

る

も

の

で

、

正

義

人

道

に

槌

仰

す

る

吾

等

は

、

常

然

に

も

民

族

自

決

に

誕

の

根

底

h

f

置

く

こ

Z

に

Aμ

迎

性

を

見

出

す

も

の

で

め

る

。

何

時

迄

も

他

を

模

倣

し

、

他

に

追

従

す

る

も

の

に

世

界

に

劃

し

て

全

体

芭

融

A

W

す

4

き

自

我

の

主

張

も

な

り

れ

ば

、

自

己

t

他

己

の

上

に

生

か

す

、

デ

ザ

イ

y

の

施

伝

も

め

る

ま

ν
。

則

も

批

剣

の

必

要

で

み

る

古

川

川

悦

叩

放

で

ゐ

る

。

広

は

先

に

今

日

の

文

化

現

象

が

科

準

じ

尖

h

、

此

の

疑

問

を

一

日

制

す

る

こ

ピ

は

出

来

な

い

の

で

ゐ

る

、

即

ち

批

判

に

討

す

る

溺

入

の

思

考

は

此

の

間

賞

然

起

ら

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

問

題

で

め

っ

て

、

t
w
も

全

世

界

が

、

会

々

闘

境

-

V

倣

官

邸

し

は

い

限

b

、

而

し

て

・

各

々

自

身

の

文

化

を

持

す

る

こ

さ

が

正

し

い

限

り

、

自

己

保

存

に

脅

す

る

人

類

の

定

常

な

る

欲

求

で

め

ら

ね

ば

な

ら

な

い

。

然

ら

ば

批

判

'
能

カ

は

如

何

に

し

て

裳

ふ

可

べ

き

か

、

そ

れ

は

自

倒

文

化

の

筋

道

ピ

、

自

閥

民

性

の

洞

察

に

悼

碑

ら

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

1

、

而

し

て

成

〈

日

本

様

式

ル

川

同

展

せ

し

め

て

、

H

誌

を

世

界

に

先

一

被

せ

し

め

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

、

此

仏り拘

品

化

協

に

於

τ
世

界

文

化

、

向

ム

開

削

の

世

界

各

国

の

建

築

に

討

す

る

批

剣

ピ

.

自

国

文

化

防

ふ

所

の

自

凶

建

築

の

附

展

ご

を

志

す

民

族

主

義

、

u
本

主

義

は

、

日

本

人

ご

し

て

の

現

質

的

態

命

か

ら

最

も

自

然

の

主

張

で

め

ら

ね

ば

な

ι，

必

。

そ

れ

は

銭

ご

‘

技

術

ご

、

組

織

t

、

鋭

敏

正

、

一

切

の

科

8

・
ピ

セ

布

す

る

図

民

が

其

の

作

品

忠

世

主

張

し

狩

る

現

質

的

世

界

の

必

然

的

要

求

で

ゐ

品

。

そ

れ

は

一

切

の

科

準

批

判

に

衝

す

舘

串

を

布

す

る

正

こ

み

の

岡

氏

の

み

が

忠

悦

L

符

る

繍

刺

で

は

な

20 21 

，、病“

M

e

但

し

筒

ふ

所

の

日

本

的

建

築

が

ぜ

ん

な

色

の

で

め

る

か

は

私

に

も

不

明

で

あ

る

が

、

そ

れ

は

恐

-

h

〈

今

日

以

後

脇

田

展

す

る

、

級

協

相

官

、

交

通

吉

、

科

島

・

吉

、

義

術

E

に

帆

到

す

る

我

が

建

築

家

の

正

蛍

な

る

臨

別

融

削

芭

忠

貨

な

る

究

明

E

、

而

し

て

織

っ

て

以

τ
得

ペ

き

批

判

能

カ

の

自

由

な

る

創

作

の

み

が

決

し

得

る

問

題

で

み

ら

-
コ
。

記

入

は

、

よ

b

世

界

的

な

れ

ご

云

ふ

意

味

に

於

て

世

排

主

義

務

や

.

恕

総

括

似

の

人

々

正

共

同

町

し

、

よ

り

闘

氏

的

な

れ

E

ヌ

ム

意

味

に

於

τ
問

料

論

者

や

、

山

間

統

淑

の

入

々

ピ

A

W

休

す

る

。

「

但

し

ア

プ

ノ

Y

7

y

」

な

「

3

Z

毛

ポ

y

タ

ニ

ズ

ム

」

吉

岡

随

な

る

「

ナ

ゲ

ヲ

ナ

p

ズ

ム
」

ど

の

二

つ

の

邪

滋

仁

陥

ら

な

い

鎗

め

に

、

そ

し

て

、

吾

等

の

凶

家

的

般

念

E

、

佐

川

計

的

概

念

の

上

し

.

よ

b

健

全

な

る

繍

充

を

奥

ふ

る

こ

さ

を

縛

る

の

は

‘

湖

。

批

剣

能

力

の

み

が

士

引

す

る

特

械

で

め

る
。

未

曾

有

の

議

和

倉

時

叫

に

於

て

、

戒

が

人

稲

築

b

・

世

川

抑

的

正

誕

の

H

M

す

川

な

る

織

成

者

に

依

b

て

然

観

せ

ら

れ

文

化

の

最

高

椛

威

を

跨

る

紳

士

凶

に

依

り

て

一

蹴

さ

れ

た

、

か

〈

て

正

義

の

m

柏

市

は

女

夜

叉

の

如

〈

、

五

ロ

等

の

調

関

前

に

、

山

川

恐

ろ

し

き

暴

口

院

が

絞

っ

て

配

地

る

の

で

め

る

。

五

百

等

の

行

手

に

立

ち

塞

る

一

切

の

波

硲

逃

な

る

附

筈

は

白

人

文

明

の

仮

面

ビ

、

白

人

正

義

の

自

己

機

能

の

み

で

め

る

。

他

に

総

属

し

て

居

る

民

族

に

は

、

科

削

申

も

、

枠
制

M

術

品

、

常

態

も

、

晶

弘

淫

す

・

へ

き

機

品

口

は

奥

へ

ら

れ

な

い

。

本

国

人

の

佼

押

印

山首

を

作

る

た

め

に

苦

役

せ

ら

る

〉

領

土

的

C

関

川

氏

ピ

、

四

割

邦

入

の

侮

市

民

に

答

へ

る

こ

芭

の

出

来

な

い

文

化

的

C

凶

民

に

は

、

永

久

に

科

線

的

研

究

の

品

開

格

u

な

い

の

で

め

る

。

か

、

f

o

一

切

の

か

泌

な

る

迩

命

よ

り

脱

出

せ

ん

が

潟

め

に

、

而

し

て

個

体

存

在

の

刊

由

の

犯

に

秘

め

ら

れ

た

る

も

の

〉

第

継

に

依

ち

て

、

自

己

が

他

己

の

'

コ

ち

に

m

削

和

進

展

せ

ん

が

斜

め

に

は

、

般

に

建

築

問

題

芭

…

聞

は

宇

一

切

の

自

主

的

文

化

を

有

す

る

よ

り

外

は

な

い

、

間

刷

〈

民

衆

の

う

ち

ド

文

化

'
f進

展

せ

し

む

る

よ

り

外

は

な

い

口

二

人

の

天

才

よ

h

も

卒

日

到

な

民

衆

の

究

協

を

希

鋭

せ

や

に

は

居

ら

れ

な

い

、

而

し

て

こ

は

即

ち

附

ふ

所

の

批

剣

能

力

h

g

有

す

る

閤

民

の

み

が

有

す

る

先

祭

で

は

な

V

か

。

(

入

、

七

，

十

五

、

)

様

式

の

上

に

あ

れ

!

図

、

無

目

的

な

る

現

代

建

築

滋

式

の

煩

悶

と

築

の

解

決

〈

本

項

は

瑠

柑

揖

肝

鈴

占

ハ

H

故

紙

よ

ι
費

議

し

ゃ

い

申

ι

宮
市

町

レ

仁

色

白

で

あ

る
〉

門

的

の

上

に

奥

塑

ee
惚

め

る

古

い

思

想

の

裡

に

建

築

様

式

の

本

然

が

世

間

む

か

遇

税

の

上

に

其

浬

を

忽

め

と

新

ら

し

い

思

想

に

建

築

様

式

の

刻

是

相

が

存

A

Y

る

か

。

即

も

建

築

絞

式

は

目

的

を

有

す

る

も

の

か

有

せ

ぬ

も

の

か

若

し

有

す

る

も

の

さ

せ

ば

、

之

れ

を

倫

波

に

約

し

て

、

果

し

て

如

何

の

依

他

』

在

荷

す

る

も

の

か

、

此

の

疑

問

は

往

古

よ

り

築

悔

の

底

に

絞

ば

っ

て

.

今

に

至

る

b

例

制

問

り

ざ

る

不

可

解

の

謎

で

め

る

。

建

築

様

式

に

目

的

が

ゐ

b

z
す

る

の

、

目

的

な

し

ピ

(

結

論

含

村

野

藤

五
ロ

只

す

る

に

勝

っ

て

異

な

る

か

、

目

的

な

し

ど

す

る

の

・

目

的

ゐ

り

ご

す

る

よ

b

も

異

な

る

か

、

之

れ

を

端

的

に

決

定

す

る

こ

ご

は

不

可

能

な

る

こ

さ

で

ゐ

る

。

何

ご

な

れ

ば

、

様

式

一

か

時

代

文

化

粉

榊

の

絞

維

な

る

穏

婆

串

摘

を

背

長

ご

し

T

底

屯

限

り

に

於

て

、

要

す

る

に

そ

は

英

の

時

代

の

傾

向

に

従

ム

よ

り

仕

方

が

な

い

か

ら

で

め

る

。

現

代

に

於

て

此

め

二

種

の

傾

向

を

有

す

る

人

々

が

併

存

し

て

各

々

茶

の

同

盟

に

簸

る

ピ

同

じ

〈

、

目

指

世

に

於

て

も

亦

此

の

傾

向

が

相

抗

し

て

、

一

張

一

弛

一

進

一

退

し

て

居

た

の

で

め

っ

た

。

時

代

の

傾

向

が

時

E

し

て

過

程

の

上

に

兵

却

を

認

め

ん

さ

す

る

の

多

言

E

も

あ

れ

ば

、

叉

時

芭

し

て

目

的

の

上

に

英

連

を

総

め

ん

正

す

る

の

多

量

こ

芭

も

め

る

。

人

類

の

文

化

生

活

は

目

的

が

遁

程

Z

云

へ

22 23 
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超

級

式

論

者

の

敗

一

の

依

掛

酬
は

道

徳

的

概

念

の

扱

釘

な

る

こ

さ

は

一再

三

高

測

し

花

る

巡

り

で

め

る

が

‘

間

半

に

道

徳

的

取

念

芭

一
冨

ふ

丈

り

で

は

、

め

ま

り

に

抽

象

的

な

言

葉

で

め

る
。

放

に

紅

は

b

つ

ご

具

体

的

に

斯

の

問

題

の

内

容

に

つ

き

て

研

究

す

る

必

要

.
か

あ

る

。

吾

等

の

遺

徳

先

制

惜

の

前

総

に

は

、

必

然

的

に

、

似

人

芭

し

て

の

自

M

M

に

次

で

、

一

枇

合

的

党

醒

、

次

で

凶

民

ご

し

て

の

自

炎

よ

b

世

界

人

正

し

て

の

立

械

を

考

〈

、

訟

に

初

め

て

主

口

等

は

一

個

の

人

間

ご

し

τ
の

総

合

的

な

而

-
b

極

的

て

復

維

な

自

己

怠

織

が

生

守

る

b

の

Z

信

守

る

第

一

期

じ

於

τ
王

ロ

等

に

闘

す

る

一

切

の

問

題

が

展

開

事

れ

次

で

赴

品

目

的

に

之

れ

を

餐

ひ

、

次

で

国

入

ご

し

τ
忠

出

品

し

、

最

後

に

批

界

入

ご

し

て

合

体

す

る

位

向

に

道

徳

牲

の

会

充

が

あ

る

の

で

め

る

。

t

b
す

れ

ば

、

吾

等

は

「

ア

プ

ノ

Y

T

Y

」

な

「

ヨ

旦

毛

ボ

9

タ

γ

」

Z

な

り

、

ご

も

す

れ

ば

王

ロ

等

は

極

焔

な

エ

ゴ

イ

A

Z

ト

ご

な

っ

て

世

界

的

に

も

亦

枇

品

目

的

に

も

み

ア
、

百

回

さ

な

り

、

倒

性

完

成

の

割

問

山

h

f

失

ム
・

h
z
が

め

る

。

切

論

し

て

、

吾

等

は

、

道

徳

性

の

援

問

肱

に

は

、

A

E

3

し

て

も

何

れ

の

方

向

か

ら

か

、

以

上

の

経

験

'

ぜ

踏

ま

な

権

凶

叫

什

叶

d

ポ

ご

.

他

は

世

供

給

ポ

H

A

び

市

世

排

論

4

4

で

ゐ

る

。

引

叫

は

般

b

に

、

前

者

を

闘

家

民

族

体

統

主

義

者

J

一
見

、

後

者

を

四

海

同

胞

人

道

主

義

者

ご

呼

ほ

・

コ

、

先

年

明

治

紳

宮

懸

賞

に

表

は

れ

た

る

作

品

を

前

者

の

代

表

吉

見

る

こ

芭

が

出

来

る

。

此

の

方

は

近

来

幾

分

災

の

勢

力

を

失

っ

た

採

な

削

慨

は

あ

る

が

、

問

問

然

た

る

州

統

は

A

1

向

建

築

界

に

底

涼

し

て

居

る

。

次

に

、

最

近

股

ん

に

論

守

、
b

る

〉

構

造

論

及

び

青

年

建

築

家

法

の

問

に

現

は

る

》

一

般

的

思

潮

及

び

誕

の

作

品

の

一

般

的

傾

向

は

、

後

者

に

開

削

す

る

も

の

吉

見

る

こ

ピ

が

出

来

る

、

而

し

て

図

入

芭

し

て

の

定

訟

を

お

定

す

る

意

味

に

於

て

は

、

双

方

却

(

論

な

き

が

如

き

も

、

出

甜

A

Y

る

庭

、

窮

す

る

慮

は

自

か

-b

相

反

す

る

は

査

し

蛍

然

の

勢

で

ゐ

る

、

搬

し

て

前

者

は

古

事

建

築

家

に

後

者

は

所

相

剛

山

川

し

き

建

築

家

の

，

コ

も

仁

去

は

る

、

傾

向

で

ゐ

る

‘

t

見

て

差

支

な

い

。

如

何

な

る

図

家

正

雄

も

外

幽

文

明

の

移

入

に

依

勺

て

幽

民

忠

怨

の

一

時

大

仁

動

格

す

る

こ

芭

は

思

貨

で

め

っ

て

、

間奴

吉

国

民

は

之

れ

を

袖

川

化

し

、

同

化

し

て

、

自

得

の

も

の

ご

す

る

に

民

し

、

開

捌

き

関

民

は

之

れ

が

銭

的

に

減

き

れ

た

る

こ

ご

は

、

世

斜

線

巾

ι

の

数

ふ

る

何

で

ゐ

る

り

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

は

説

な

る

推

論

で

は

な

〈

τ
、

感

賞

|

|

民

族

生

理

吉

か

民

族

心

理

等

の

動

か

す

可

か

ら

5

る

僚

件

1

l
に

立

脚

す

る

会

〈

「

ナ

チ

ユ

ヨ

と

な

現

象

の

具

体

化

で

め

る

。

米

閣

の

某

女

植

山

地

理

患

者

か

の

設

に

依

れ

ば

、

自

然

に

忠

貨

な

る

こ

ピ

は

や

が

て

文

化

生

活

の

殺

抑

制

吉

正

康

芭

を

蹄

ら

し

、

文

化

の

後

展

E

同

時

に

入

獄

は

盆

々

鼠

然

の

恩

恵

に

世

間

し

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

こ

ど

が

異

質

で

あ

る

限

b

(

文

明

協

合

発

行

地

的

環

境

ピ

人

生

を

叡

h

u

d

巳

よ

な

主

口

等

の

総

回

日

は

速

な

る

質

在

の

具

象

を

目

的

ご

し

、

確

固

た

る

邸

賃

上

に

安

住

せ

ん

ど

す

る

こ

E

に

外

な

ら

な

い

。

犯

は

、

新

〈

順

身

に

疫

反

す

る

道

徳

観

念

の

経

程

は

叉

、

建

築

昨

悼

式

の

反

面

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

て

信

子

る

も

の

で

ゐ

る

。

以

下

論

争

る

踏

の

談

式

問

題

は

、「

吾

人

は

日

本

入

な

り

」

て

ふ

意

識

に

立

脚

し

て

「

ナ

V

ヨ

ナ

y

z

タ

イ

Y

」

に

附

す

る

問

題

に

鯖

れ

ん

ご

す

る

考

へ

で

ゐ

る

。

税

制

慨

し

て

我

が

闘

の

様

式

芭

及

び

様

式

論

は

二

段

じ

R

W

鋲

す

る

こ

ご

が

出

来

よ

5

、

一

つ

は

図

締

論

索

及

び

而

し

て

比

山

間

に

み

b

て

、

我

が

間

同

民

は

今

川

ま

で

孝

に

も

強

き

M

剛

氏

で

る

る

こ

ご

か

ら

e

a

あ

し

た

の

で

め

っ

た

。

例

へ

ば

偽

滋

渡

米

及

び

夫

れ

以

後

に

於

り

る

闘

内

の

紋

況

や

、

明

治

維

新

の

世

芥

文

物

移

入

及

び

夫

れ

以

後

に

於

り

る

が

如

〈

、

茶

の

私

印

刷

一

時

大

に

勤

扱

し

た

る

民

心

b

、

や

が

て

我

が

民

性

は

共

の

刊

拙

き

に

一

A

O

T

進

め

た

以

外

に

、

一

切

の

動

絡

は

世

界

に

雄

飛

す

る

所

以

で

め

っ

た

、

此

の

表

面

に

現

は

れ

柁

る

市

中

貨

を

摘

ん

で

、

盆

々

世

界

的

に

協

進

せ

ん

Z

し

て

居

る

の

が

、

位

叩

計

主

義

者

の

獲

切

で

、

此

の

事

資

よ

h

一

歩

退

い

て

、

鼠

家

観

念

の

捧

持

を

主

張

し

て

・

民

性

を

霊

説

し

趣

味

に

燈

保

し

て

・

此

の

異

紋

な

る

近

代

的

援

展

の

う

ち

仁

要

約

し

て

居

る

の

が

得

統

主

義

者

さ

及

び

其

の

作

品

に

見

ね

る

思

想

で

ゐ

る

。

先

者

は

盆

h

y

海

外

文

明

h

v

移

入

せ

ん

芭

し

、

其

の

撚

っ

て

開

ム

世

障

は

、

「

日

本

人

の

作

翁

は

到

底

日

本

人

の

外

に

出

で

5

る

が

放

に

、

如

何

じ

海

外

時

制

式

を

移

入

し

て

も

、

そ

は

や

が

て

、

川

本

人

の

作

錦

の

閣

内

を

山

山

ぎ

る

の

み

か

・

H

本

を

し

て

盆

々

股

逃

せ

し

む

る

に

外

な

ら

な

レ
」

正

一
玄

ム

の

で

め

る

o

後

者

は

、

之

れ

じ

反

し

T

、

海

外

文

明

の

無

制

限

な

る

移

入

は

ο

16 17  

いw

て

我

が

問

。

部

の

抑

制

立

柑

舶

に

危

険

な

し

Z

せ

A

Y

、

一

台

危

険

な

h

E
す

る

も

、

岡

家

を

回

出

に

し

て

生

れ

h

M

a

o

綴

式

で

め

る

以

上

、

之

れ

を

直

ち

に

取

っ

て

用

ふ

る

は

不

A

V

迎

な

る

事

な

し

E

せ

争

、

放

に

…

除

外

の

遊

歩

せ

L

絞

式

を

つ

芭

め

て

彼

等

の

見

る

路

の

現

代

日

本

間

布

の

趣

味

z

.
民

性

を

一

致

せ

し

め

ん

が

斜

め

に

、

っ

さ

め

て

図

風

に

内

田

容

せ

ん

E

し

て

、

叫
A

h

の

添

っ

て

立

つ

路

は

柿

昨

統

の

勢

力

で

あ

る

。

吾

人

は

雨

者

の

訟

に

品

川

敬

す

べ

き

幾

多

の

貫

大

は

る

奨

迎

を

数

へ

ら

る

3

も

の

で

ゐ

る

。

然

る

に

、

滋

に

、

雨

者

の

説

じ

見

る

こ

ピ

の

出

来

な

い

或

品

質

大

な

る

問

題

が

め

る

。

そ

れ

は

則

も

「

批

剣

能

カ

」

に

劉

t

，
る

論

者

の

無

反

符

な

る

鈷

で

め

ι
。

機

ふ

じ

、

現

質

的

精

一

脚

を

注

入

せ

b

れ

、

録

制

世

せ

し

め

ら

れ

な

か

っ

た

お

迭

の

仲

間

の

各

〈

は

、

同
町
出
品

、

体

統

、

国

家

組

織

等

の

現

交

的

、

純

一

跡

的

、

情

意

的

、

質

的

方

面

を

観

守

し

て

、

徒

ら

に

官

能

生

活

の

放

縦

な

る

空

想

z

.
理

相

官

主

義

的

空

想

の

、

空

中

楼

閣

的

建

設

に

耽

っ

て

居

る

の

で

め

る

。

か

〈

て

、

蛍

然

の

傾

向

E

し

て

我

図

建

築

家

中

の

一

郊

の

人

法

は

賞

品

目

安

易

な

る

建

築

界

の

紋

態

を

制

開

板

し

て

居

る

、

古
γ

祭

主

義

者

E

な

ら

め

る

、

殊

に

蛍

時

の

日

本

吉

、

現

今

に

於

げ

る

我

閣

の

悶

際

的

地

位

及

び

思

想

界

の

紋

却

A

t

は

、

会

〈

阻

到

な

り

た

る

事

情

の

も

芭

に

低

れ

て

め

る

。

術

基

H

U

激

憾

滋

に

附

し

て

も

未

だ

必

ら

宇

し

も

我

が

図

に

泊

す

る

も

の

な

り

や

否

や

、

倫

疑

問

の

う

ち

に

め

っ

て

直

ち

に

取

っ

て

以

て

不

都

合

な

し

志

向

醐

宇

る

は

操

念

芭

い

ふ

べ

き

で

は

ゐ

る

ま

い

か

、

殊

に

一

部

主

書

官

数

信

者

中

じ

於

て

き

へ

も

図

数

樹

立

を

目

下

の

念

務

な

h

E

絶

叫

し

て

居

る

位

で

め

る

。

而

し

て

、

綴

式

じ

闘

す

る

迎

相

仙

波

の

人

々

の

思

想

b

・

丁

皮

之

れ

芭

同

様

己

決

断

の

上

に

築

か

れ

て

居

る

の

で

め

る

。

要

之

彼

等

は

過

去

の

事

貨

を

推

し

て

之

れ

を

崎

刑

事

時

じ

迄

論

及

し

桜

吉

す

れ

ぎ

も

隆

史

家

の

数

ム

る

世

間

に

依

れ

ば

我

が

園

近

代

以

前

に

於

て

移

入

さ

れ

た

る

文

明

は

或

る

固

定

ぜ

る

勤

務

少

な

き

文

切

で

あ

っ

た

。

然

る

に

、

現

域

刷

仙

の

彩

容

に

依

b

、

今

や

、

世

界

を

象

げ

て

一

切

の

思

想

は

間出

飢

し

、

一

切

的

文

化

は

動

車

惜

し

つ

冶

め

る

世

界

的

革

命

一
r

現

出

せ

ら

れ

つ

、

め

る

で

は

な

い

か

。

如

斯

動

絡

し

泌

飢

ぜ

る

思

想

は

現

に

我

が

聞

に

も

移

入

き

れ

一

般

思

想

排

や

枇

合

制

度

等

文

化

的

V

J

E

Y

ユ

タ

う

ピ

し

て

居

る

の

で

あ

る

。

彼

等

は

臼

(

日

本

民

政

の

一

円

以

花

る

よ

り

も

何

某

た

る

こ

E

に

よ

b

多

〈

の

務

h

h

o

戚

守

る

。

臼

〈

、

円

本

人

た

る

よ

り

も

入

附

た

る

こ

E

に

よ

h

多

〈

の

椛

利

及

び

義

務

を

戚

守

る

な

ど

三

玄

っ

て

居

る

の

で

め

る

。

人

間

の

思

想

も

こ

う

な

れ

ば

、

例

人

か

ら

民

族

、

又

は

、

岡

家

Z

云

ふ

現

質

的

立

脚

地

を

飛

び

越

ね

て

、

一

路

人

類

へ

飛

鈎

し

ょ

3

Z

す

る

の

で

め

っ

て

、

共

の

思

訟

は

金

〈

抽

象

稔

的

姿

想

で

あ

り

現

質

へ

の

手

級

順

序

に

無

頼

活

な

、

極

端

な

る

迎

想

主

叫

端

的

本

訟

で

め

る

。

か

の

悌

数

文

明

に

よ

り

て

一

時

大

に

動

絡

し

た

る

我

が

悶

思

想

界

も

、

や

が

て

之

れ

を

消

化

体

得

し

た

る

、

叉

基

督

鮎

棋

の

附

昨

官

却

に

よ

b

て

常

時

の

図

休

擁

護

論

岩

e

T

一

必

切

っ

て

よ

〈

今

臼

の

文

明

を

誘

致

L

た

る

が

如

〈

見

ゅ

は

、

彼

等

建

築

的

世

界

主

殺

者

の

公

に

高

丈

の

抽

出

訟

を

す

る

も

め

芭

L

て

常

仁

引

用

さ

る

る

質

例

な

る

が

‘

深

〈

彼

等

の

恩

惣

の

奥

底

に

泌

而

し

て

考

ふ

る

時

に

、

彼

等

は

貨

に

大

江

る

即

決

断

仁

陥

っ

て

居

る

こ

E

を

知

る

の

で

め

る

o

何

さ

な

れ

ば

‘

倣

数

文

明

渡

来

官

時

吋

の

世

界

忠

・

湖

吉

、

今

日

の

妹

態

芭

は

、

廿止

の

文

明

及

び

思

想

の

内

容

、

松

川

A

等

に

大

な

る

世

宜

保

(

が

ジ

ヨ

y

の

既

に

逢

若

し

て

即

応

る

が

如

き

は

、

決

し

て

、

過

去

の

棚

臨

時

都

を

推

し

て

、

之

れ

を

附

判

官

部

に

迄

断

定

す

る

E

を

詐

2

れ

な

い

V

事

情

が

ゐ

る

も

の

ど

信

手

る

、

一
枇
骨

H

心

理

の

不

断

の

衝

動

は

決

し

て

人

間

の

性

情

?

動

か

号

、

A

Y

に

は

泣

か

な

い

の

で

ゐ

る

ハ
文

明

協

官

管

行

郡

市

申

児

童

m

m
保

問

者

枇

官

接

的

研

究

〉

抑

斯

人

間

性

怖

の

縫

遜

に

|

|

人

額

の

割

引

出

L

得

る

一

切

ω
文

化

の

根

本

を

な

す

ー

ー

に

無

頓

着

に

論

守

ら

る

推

論

に

は

一

一

胤

の

岡

山

値

な

き

も

の

ご

岡

山

ふ

。

思

想

の

自

由

吉

交

池

の

至

便

ご

‘

科

修

文

明

の

「

4

Y

F

1

ナ

V

ヲ

ナ

ヌ

イ

ズ

」

Z

人

道

飢

念

の

高

潮

ご

は

相

互

ひ

に

交

錯

し

て

共

に

建

築

時

悼

式

上

世

界

的

共

通

の

タ

ノ

プ

を

生

じ

っ

〉

め

る

ニ

亡

は

近

代

建

築

界

の

特

長

t

口

見

ゆ

る

が

、

吾

等

は

斯

の

貼

に

深

き

注

怠

を

惜

別

は

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

。

国

民

性

の

自

然

に

迎

合

す

る

人

道

観

念

や

思

想

や

科

皐

を

探

究

す

る

こ

t

な

し

に

主

張

せ

ら

る

〉

人

滋

主

義

や

科

略

的

普

遍

方

川

の

深

究

に

、

研

究

者

の

紫

質

や

涜

泡

が

意

識

ゲ

宥

し

て

ゐ

る

こ

芭

に

無

級

車

市

な

る

科

修

思

想

の

慌

念

的

偲

識

の

一

形

式

に

枚

底

営

宥

す

る

.

ア

プ

71 

18 19 



げ

に

吾

等

は

近

代

文

明

の

産

ん

だ

偉

人

な

る

遊

戯

ご

し

て

、

か

〈

も

批

叙

な

る

出

来

事

h

f

記

る

す

じ

入

副

知

隆

司

犯

の

幾

頁

か

を

訓

く

に

M

M

践

し

な

い

で

あ

ろ

う

。

者

等

が

い

実

的

先

入

を

根

こ

そ

ぎ

に

も

言

取

ら

ん

芭

す

る

、

か

〈

も

偉

大

な

る

遊

戯

を

何

ん

古

書

〈

で

あ

ろ

う

。

「

旦

ト

1

ン
へ

y

デ

」

よ

り

旦

カ

4

z

p

v

1

.

ρ

l

「
マ

Z

F

バ

」

よ

り

ユ

カ

イ

z

p

v

1

・
ρ

1

。

・

天

地

根

元

の

巡

り

よ

り

見

方

4

z

p

v

1

・
ρ

1

0

吾

紺

…

寸

は

今

斯

の

相

理

加

せ

る

南

端

を

釣

照

す

る

o

聡

れ

か

新

の

偉

大

な

る

皮

肉

の

光

品

川

を

云

ひ

去

は

す

-

』

ご

が

出

来

ょ

う

か

。

喰

れ

か

斯

の

民

大

な

る

人

類

務

聞

の

跡

を

云

H

V

約

る

ニ

ピ

が

出

来

』

う

か

。

犯

は

今

夏

の

・

刻

〈

打

も

驚

〈

。

驚

き

は

や

が

て

静

か

な

心

の

抽

出

に

投

せ

ら

れ

成

激

の

波

紋

を

産

み

て
、

は

て

し

も

な

く

相

刷

悼

の

波

は

柑

閣

が

h

行

〈

。

犯

は

限

り

な

き

悲

誌

の

v

む

を

も

て

、

か

〈

も

盛

ん

な

る

入

獄

が

生

の

逃

箪

を

口

品

時

躍

る

。

そ

し

て

抵

は

耐

へ

雛

吉

郎

い

心

を

も

て

狐

跨

す

る

。

吸

々

可

愛

想

仁

彼

等

も

亦

死

地

に

向

っ

て

遊

ん

で

行

〈

の

か

!

。

こ

ピ

が

萩

b

滋

値

幅

約

で

め

h

m

m

密

な

る

現

在

主

後

者

の

立

抑

制

は

骨

誌

に

ゐ

b

，

t

主

張

し

た

。

加

ふ

る

に

滋

徳

ピ

一

致

し

な

い

こ

切

の

美

を

排

斥

し

た

抵

の

心

は

、

か

〉

る

時

代

の

奇

形

に

劉

し

τ
英

の

存

在

ピ

後

生

の

迎

尚

を

許

き

な

い

で

め

ろ

う

。

だ

が

こ

の

建

築

的

時

代

の

徳

見

を

呪

ふ

も

の

は

恐

ら

〈

此

の

世

の

中

で

松

戸

人

か

も

知

れ

な

い
。

併

し

況

は

信

A

Y

る

、

若

し

か

、

語

る

慾

築

の

主

描叫

が

永

久

に

世

界

の

表

面

Z

妥

問

Z

を

占

有

す

る

伐

に

な

れ

ば

訴

の

時

・

」

そ

入

頻

は

金

主

具

湿

の

翁

に

虐

げ

ら

れ

て

、

田

監

史

に

は

、

唯

厳

祭

芭

、

野

間

揖

ピ

、

容

闘

の

み

が

残

さ

れ

る

で

ゐ

ろ

う

。

割

品

の

錐

は

か

〉

る

奇

型

の

建

築

仁

制

到

し

て

頗

る

酷

烈

で

ゐ

る

。

そ

ん

な

も

の

は

竿

分

か

ら

折

っ

ち

ま

へ

!

。

吸

マ

ユ

タ

バ

よ

h

z

カ

イ

兵

ク

v

l

バ

1

。

五

ト

l

y

へ

ツ

デ

よ

り

旦

カ

イ

ユ

ク

V

1

〆

1

。

天

地

根

元

の

逃

b

よ

h

A

カ

イ

旦

p

v

l

〆

l

。

私

は

新

の

大

き

な

掛

照

の

ヨ

も

に

沈

面

し

て

、

此

蕗

に

も

亦

相

容

る

こ

芭

の

出

来

な

い

‘

宇

宙

の

二

一

克

的

劉

立

を

戚

壱

宇

に

は

庭

ら

れ

な

い

。

官

民

に

割

払

は

疑

ム

‘

建

築

は

、

は

た

し

て

進

歩

し

た

る

や

、

建

築

の

進

歩

ぜ

は

ゐ

ま

り

に

批

大

な

る

現

代

建

築

の

遊

戯

は

叉

め

ま

b

d

に

惨

憶

で

め

っ

た

。

彼

等

が

感

な

る

建

築

文

明

の

緩

朗

日

は

、

や

が

て

死

械

を

築

〈

こ

芭

に

気

附

か

な

か

っ

た

。

多

〈

の

人

々

の

、

血

ゃ

‘

肉

ゃ

、
M

{

H

h

官

、

下

積

み

に

し

な

が

ら

、

唯

一

人

の

資

本

家

は

微

笑

ん

で

居

る

。

冷

酷

な

る

科

附

申

者

は

計

算

に

製

り

な

き

・

』

ぜ

を

誇

っ

て

居

る

併

し

彼

等

の

血

液

の

う

ち

に

は

喰

一

繍

の

セ

Y

チ

メ

ゾ

ト

も

交

へ

な

い

。

最

b

v

ム

プ

Y

ナ

併

し

最

も

憐

れ

な

彼

等

は

「

ず

イ

エ

y

z

」
・

E

「

ヒ

ユ

P

マ

ニ

チ

1

」

古

に

無

閥

心

で

め

る

ら

し

い

。

h
y

y

チ

カ

Y

T

4

z

y

A

い

か

衡

ι
す

「

イ

グ

ア

リ

ノ

ズ

ム

」

の

凝

の

一

橋

村

い

に

も

飲

ま

ん

ピ

し

た

こ

Z

は

な

い

だ

ろ

う

。

現

代

建

築

の

か

、

ふ

る

批

視

な

る

臨

務

は

か

〉

る

無

頓

着

な

る

安

本

家

や

英

理

を

研

究

す

る

と一

文

ふ

冷

敵

な

る

科

修

者

逮

の

慮

且

悼

の

山

川

で

あ

る

。

野

に

咲

〈

一

日

輔

の

花

に

に

も

如

か

な

か

っ

花

の

は

y

官

毛

Y

の

栄

中

ば

か

り

か

、

王

ロ

等

が

臭

う

に

人

間

ら

し

い

生

活

を

す

る

匁

め

に

は

、

か

〈

偉

大

な

る

鍵

際

滅

私

寒

村

の

茅

屋

r
に

も

如

か

な

い

で

め

ろ

う

。

私

は

時

代

の

真

相

に

貯

貯

な

れ

、

そ

し

て

そ

う

す

る

一

体

何

を

怠

除

す

る

か

を

。

『

一

切

の

美

は

滋

徳

正

一

致

せ

ざ

る

可

か

ら

や

』

今

H

の

俗

で

は

一

秘

の

謎

で

ゐ

る

。

主

口

等

は

旧

制

の

継

を

背

負

。

、

今

や

迷

宮

の

前

に

作

み

て

、

氷

山

巡

の

原

を

叩

か

ん

さ

す

。

新

の

謎

!

。

然

り

新

の

謎

こ

そ

.

は

て

L

な

き

迷

路

の

奥

に

秘

め

-
b

れ

た

る

鍵

の

外

相

肝

〈

こ

芭

は

出

来

な

い

新

の

鍵

の

杷

鍛

こ

そ

‘

郊

の

鍵

の

究

輩

こ

そ

、

神

持

む

べ

き

若

き

建

築

家

遣

が

肉

を

総

ら

し

血

を

湧

か

し

て

迷

ο歩

〈

永

久

の

綱

で

め

ら

う

。

芭

ま

れ

私

は

時

代

の

推

移

Z

科

族

・

の

後

淫

に

依

る

建

築

構

造

の

遊

歩

ご

は

軍

首

位

サ

の

建

築

美

に

附

す

る

概

念

を

根

底

よ

b

改

革

し

併

而

苓

等

が

創

作

せ

ん

ご

す

る

お

術

の

世

界

は

材

料

や

初

治

や

或

は

手

訟

の

接

迭

に

依

っ

て

動

揺

し

、

此

の

幅

削

携

の

う

ち

に

や

が

て

紘

一

な

る

或

者

を

創

造

せ

ん

ピ

す

る

、

巣

の

概

念

の

根

本

E

な

る

臓

の

道

徳

に

貨

制

限

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
，
』

E

h
乞

迂

越

な

が

ら

舎

い

た

ね

b

で

め

る

。

敢

T

nR一回一

ム

迄

で

も

な

く

、

出

品

は

る

部

・

に

見

て

、

料

亭

の

R

E

遥

が

鴨

川

ら

す

建

築

上

に

於

り

る

幾

多

の

恵

み

f

R

耳

12 13 

総

す

る

じ

民

世

間

し

な

い

。

総

選

が

自

由

に

な

っ

た

こ

E

耐

火

耐

震

等

の

危

笹

に

罰

し

て

安

全

に

な

っ

た

'

』

ピ

な

ピ

は

崎

川

に

近

代

建

築

界

の

鷲

田

却

で

あ

叫

。

、

而

し

如

噺

鳴

築

界

の

回

出

獄

な

る

薮

逮

は

、

人

絹

闘

が

よ

り

連

な

る

よ

b

A

官

迎

な

る

よ

b

本

然

な

る

生

活

欲

求

を

助

長

し

、

並

流

し

、

時

的

滋

し

た

の

か

E

言

は

し

v

・

苔

舶

曹

は

『

必

ら

A

Y

し

も

然

ら

宇

』

芭

、

答

へ

ん

芭

す

る

者

で

あ

る

。

現

代

建

築

の

基

湖

に

到

す

る

犯

の

大

な

る

疑

問

は

こ

〉

に

あ

る

役 の 重 二

根 食 際 演 じ 凡

Jit . ! 、 の ¢ 従 を

す 可 役 さ て 警

告 さ る ・ 吾

所 理 ベ 自 性

の 想 か ら 質

議 申 ら 此 申

It 役 吉 の 人

凡 是 る 世 It

て れ そ l二

此 な 密 工 英

怒 り l ' ， 官 智

情 ‘ . <1) a  

申 其 即 役 の

' " 人 ち を i 1 ! .

1: 1二 筑 ' 扮 む

様

式

の

上

に

あ

れ

(下J

員

村

野

藤

五
口

合

-

、

湾

問

抽

二

、

様

式

再

現

は

愚

一策

の

み

三

、

科

替

の

進

歩

と

美

的

観

察

の

時

代

錯

獄

図

、

園

風

問

題

と

批

判

能

力

五

、

祭

目

的

な

る

現

代

建

築

様

式

の

煩

悶

と

英

の

解

樗

四

国

風

問

題

と

批

判

能

力

れ

た

る

間

短

に

つ

き

て

研

究

す

る

必

要

が

め

る

o

何

ご

l

m
ふ

迄

も

な

〈

超

様

式

芭

は

無

様

式

で

な

〈

て

超

絞

式

に

釣

す

る

花

山

議

論

は

叙

上

の

三

項

に

依

つ

て

曲

・り

な

り

に

も

路

北

一

の

立

を

警

d

れ

た

ご

思

ふ

、

然

吾

等

が

有

す

る

道

徳

概

念

の

統

一

す

る

建

築

物

識

が

入

し

、

そ

れ

は

・

見

出

引

に

依

つ

て

は

純

然

た

る

現

在

主

義

生

の

目

的

、

人

間

の

自

然

的

な

欲

求

に

楓

到

し

て

剣

断

し

者

ご

し

て

の

立

脚

地

に

於

t

、

既

成

様

式

に

桝

到

す

る

一

識

別

し

、

助

長

し

て

以

て

、

耳

目

等

に

取

b

て

「

不

断

に

種

の

否

定

的

態

度

と

も

初

わ

れ

な

レ

こ

E

は

な

い

放

に

新

ら

し

き

様

式

の

創

建

」

に

針

す

る

研

究

に

み

る

か

ら

私

は

花

の

所

拾

を

も

っ

さ

徹

底

さ

せ

る

斜

め

に

、

即

ち

で

め

る

。

以

下

の

論

文

は

、

或

る

意

味

に

於

て

超

様

式

超

様

式

論

の

根

底

を

も

っ

ご

鮮

明

す

る

た

め

に

‘

獲

さ

論

の

金

貨

定

的

解

将

ピ

も

見

ら

れ

な

い

こ

芭

も

な

い

。
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予

見

ゃ

‘

グ

冒

5

y

z

h

y

ゃ

、

む

肘

木

や

:

:

:

な

ピ

は

ギ

d

y

M

V

ヤ

や

、

ゴ

シ

ッ

ク

ゃ

、

飛

九

や

:

:

:

の

時

代

仁

於

て

は

最

も

正

し

い

r

そ

し

て

殺

も

自

然

的

の

色

の

で

め

っ

た

。

然

る

仁

、

吾

等

は

吟

も

哨

J

1

吃

市

巾

ι

嘆

y

u

v

河

崎

-
A
Y

る

で

め

ら

う

か

p

。

否

威

A

y

b

こ

ピ

は

正

嘗

で

め

ら

、

、

う

か

p

o

過

去

に

於

て

美

で

め

っ

た

b

の

色

、

現

在

で

は

必

ら

十

し

も

美

で

な

い

も

の

が

め

り

は

し

な

い

か

。

叉

溢

去

に

於

て

必

要

で

あ

っ

た

も

の

b

、

現

在

で

は

必

ら

宇

し

も

必

要

で

な

い

も

の

が

あ

り

は

し

な

レ

に

み

う

か

。

こ

は

玄

同

等

に

取

っ

て

大

に

考

ふ

可

き

問

題

で

あ

る

ご

思

ム

逝

去

に

於

て

面

倒

な

構

逃

も

、

今

日

で

は

極

め

て

節

目
患

に

出

来

る

伐

に

な

っ

た

も

の

が

め

る

‘

過

去

に

於

て

超

級

蹴倒

的

で

ゐ

つ

党

も

の

も

、

今

日

で

は

終

務

的

で

な

f

で

は

な

ら

ぬ

も

の

芭

な

っ

た

の

で

め

る

。

例

へ

ば

、

雲

肘

木

や

基

股

や

原

色

で

ゐ

〈

芯

〈

塗

っ

た

遺

物

な

ぜ

私

に

は

有

難

す

ぎ

て

日

決

し

て

美

意

識

の

動

か

な

い

も

の

今

-
v
ゐ

守

で

め

る

。

叉

大

黒

柱

に

一

尺

角

の

絡

を

周

ひ

桜

E

し

て

立

大

な

る

A

I

h

T

也

氏

古

う

E

す

る

こ

ぜ

よ

b

志

、

銭

筋

3

y

ク

9

1

F

の

柱

に

山

仲

ペ

ニ

ア

で

も

張

れ

ば

・

五

寸

角

若

し

雄

れ

か

し
v

銭

の

プ

ヨ

グ

ヅ

ト

は

家

財

氷

よ

b

a

m

美

で

な

〈

、

ベ

Y

キ

は

極

彩

色

よ

b

も

美

で

な

〈

、

五

寸

角

の

銭

筋

に

ヨ

リ

J

p

p

l

a

F
柱

は

一

ロ

八

角

の

線

柱

に

先

し

て

ブ

ロ

ポ

l

v

ヨ

y

が

惑

い

ぜ

云

は

い

γ

、

私

は

英

の

人

に

云

っ

て

や

O

た

い

。

君

は

千

年

前

に

生

れ

た

方

が

孝

一

一
服

r

l

z
。

道

巾

の

狭

い

都

合

の

官

時

中

に

、

町

を

安

中

に

延

ば

し

て

人

は

年

中

本

一

中

生

活

を

し

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

綾

な

旦

カ

イ

旦

夕

V

1

バ

ー

を

匙

て

〉

、

そ

れ

が

狭

〈

な

れ

ば

.

英

の

上

に

ザ

ん

/

1
政

み

危

ね

て

行

〈

伐

な

今

u

に

プ

ロ

ポ

1

V

ヨ

y

が

ぜ

う

の

、

ギ

P

V

ヤ

の

ォ

1

〆

1

の

プ

w

ポ

l

v

ヨ

ゾ

が

こ

う

の

、

ゴ

ジ

ツ

タ

の

何

庭

は

ぜ

う

の

、

Z

云

っ

て

る

の

は

・

貨

に

決

迦

紙

切

っ

先

こ

ぜ

で

め

る

。

放

十

尺

飴

色

上

に

ゐ

る

腕

版

の

屯

1

Y

デ

ソ

グ

が

J
5

う

あ

ら

う

古

、

バ

ラ

ベ

ア

ト

の

フ

ロ

ポ

1

ジ

ョ

Y

M

Y

少

々

一

位

ご

う

め

ん

5

z

.

そ

ん

な

も

の

は

少

し

叫

限

れ

て

見

b

や

‘

ん

〈

す

っ

ぽ

見

h

や

L

な

い

。

し

い

て

見

ょ

う

芭

思

っ

て

建

物

か

ら

離

れ

で

も

す

る

ピ

、

建

物

全

体

が

他

の

建

物

の

震

め

仁

隠

れ

て

し

ま

う

援

な

今

日

の

獄

態

に

、

ク

-

一

フ

ジ

ヅ

ク

や

、

Y

子

ツ

ナ

y

z

の

考

で

出

来

る

上

に

経

治

的

ぢ

ゃ

な

い

か

ご

云

は

，
コ

ピ

す

る

態

度

に

質

成

す

る

も

仰

で

あ

る

。

一

だ

が

、

裁

は

回

国

首

肘

木

や

溢

股

や

極

採

色

や

一

尺

角

の

線

柱

を

必

・

b

宇

し

も

必

要

吉

は

田

山

は

な

い
。

併

し

そ

れ

は

税

じ

取

b

て

史

的

考

察

の

上

に

綿

花

美

的

追

想

の

上

仁

、

巴

が

必

の

日

時

的

献

を

奏

で

る

天

伎

の

音

臨

調

を

飽

き

、

太

L

き

枝

の

図

b

に

側

同

情

す

る

家

族

制

度

の

根

義

仁

迄

も

抵

の

v

む

を

引

き

の

は

さ

ん

さ

す

る

。

に

が

、

初

貨

な

る

必

要

ピ

、

そ

し

て

、

私

の

思

惟

Z

は

協

カ

し

、

枇

合

的

要

求

ご

し

て

、

そ

こ

に

本

然

な

る

遊

徳

的

観

念

を

構

成

し

な

が

ら

、

私

の

師

叫

ん

え

の

希

望

は

ね

の

先

入

ピ

盆

恕

h

ぜ

裏

切

っ

て

、

安

川

木

を

銭

の

プ

ヨ

ク

y

ト

に

極

探

色

h
r

「・へ

Y

キ

」

や

「

y

-

-

3

」

に

、

-

尺

角

の

大

同

市

柱

h
f

五

寸

品

川

の

銭

筋

コ

ン

h
y

y

l

ト

に

代

へ

.

オ

ー

ダ

ー

や

、

7

1

チ

に

茨

は

苫

れ

た

へ

v

-

.

3

ム

ゃ

、

へ

プ

-

Y

4

の

思

想

官

、

鋭

や

ヨ

y

P

9

1

ト

で

表

は

さ

ん

ご

す

る

う

ち

に

よ

b

合

理

的

な

る

美

を

成

守

ん

ピ

す

る

も

の

で

ゐ

る

。

私

は

こ

5

し

た

い

惚

波

の

う

ち

に

、

よ

h

高

き

遜

徳

牲

の

香

を

ほ

受

し

、

よ

b

本

質

的

な

る

美

的

成

怖

を

移

ス

す

る

も

の

で

め

る

。

へ

で

小

言

や

批

併

を

す

る

な

、
b

紅

は

笑

の

人

仁

一

去

っ

て

や

b

た

い

。

君

は

先

づ

世

界

経

務

を

自

足

経

済

に

、

今

の

文

化

を

4

毛

虫

の

紋

態

に

返

へ

す

が

い

〉

1

E

。

犯

逮

の

様

式

は

こ

う

し

た

治

物

の

先

入

主

に

在

b

て

時

代

を

叙

剣

し

、

時

代

絞

式

を

建

設

せ

ん

t

し

て

バ

-

Y

ド

ク

P

Z

ピ

デ

V

ム

マ

に

陥

ら

し

め

る
。

事

賞

、

す

イ

且

y

z

の

抽

出

品

。

ピ

、

時

代

の

師

骨

化

芭

は

忠

一

巡

の

過

去

の

研

究

に

依

っ

て

獲

る

一

切

の

美

意

設

な

同

位

底

か

ら

改

革

し

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

を

要

求

す

a

匂

。

。

。

若

し

吾

等

が

、

時

代

の

真

相

に

忠

貨

で

あ

る

こ

ピ

が

総

築

行

匁

の

上

に

最

も

諮

緒

的

で

ゐ

る

な

れ

ば

い

紅

迭

は

型

や

色

な

ぜ

の

投

薬

の

問

題

よ

り

も

百

も

つ

E

割

判

事

ゃ

、

材

料

ゃ

、

之

れ

に

附

聯

す

る

総

遊

ゃ

、

怠

匠

上

の

理

論

等

の

校

本

問

題

の

研

究

に

依

っ

て

得

巾

る

形

か

色

彩

等

の

美

的

根

念

を

構

成

す

る

方

が

、

よ

h

p

本

質

的

で

且

つ

よ

b

フ

V

キ

V

プ

Y

な

も

の

で

あ

る

吉

岡

山
ふ

の

で

あ

る

。

建

築

家

は

一

面

に

於

て

科

事

者

で

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

て

云

ふ

裁

の

主

張

は

此

れ

が

匁

め

で

み

る

。

兎

8  9  

に

角

・
=

J

-

Z

ム

風

に

本

質

的

に

考

て

〈

れ

ば

今

目

玉

口

々

が

有

し

て

居

る

色

彩

や

彫

刻

や

プ

ロ

ポ

1

V

ヨ

Y

成

念

を

品

開

務

改

革

し

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

こ

E

は

勿

拾

で

め

e

Q

。
拡

に

取

b

て

英

資

な

る

美

は

道

徳

で

め

る
。

或

る

不

注

怠

な

る

建

築

家

は

一

種

の

ピ

ら

わ

れ

た

る

統

念

よ

b

出

費

し

て

線

ぜ

影

芭

の

交

錯

を

符

ん

が

翁

め

石

の

よ

に

丹

妙

な

る

意

匠

を

す

る

、

か

〈

て

待

た

る

建

築

家

の

食

畿

は

一

方

に

於

て

石

工

の

お

・

均

生

存

年

限

を

著

し

〈

短

給

す

る

の

で

あ

る

。

何

芭

一

宮

ふ

冷

階

な

建

築

家

の

遊

楽

で

ゐ

ろ

う

。

絞

ピ

定

規

ぜ

を

以

て

銭

鎖

の

奴

殺

を

叱

陀

し

、

そ

し

て

完

成

さ

れ

た

石

の

淑

を

吾

等

は

故

主

慌

仰

す

べ

き

、

?

l

y

チ

y

〆

ピ

呼

で

、

之

れ

を

F

-y

v

y

h

y

述

築

の

う

ち

に

眺

め

て

典

雅

Z

俊

庇

芭

の

讃

鮮

を

墨

寸

る

。

何

吉

一

古

ふ

惨

酔

聞

な

る

賞

讃

で

み

ろ

・

3

。

何

さ

云

ふ

み

じ

め

な

7

4

ロ

ュ

ー

で

あ

ろ

う

。

-

音

等

は

何

を

苦

し

ん

で

二

千

年

後

の

今

日

常

い

人

聞

の

生

命

を

縮

め

て

迄

で

も

石

の

凹

凸

を

か

〈

も

要

求

す

る

主

が

必

要

で

あ

ろ

5

か

?

、

併

し

或

る

人

々

の

群

は

如

期

に

し

て

改

革

さ

れ

た

る

叙

念

が

、

や

が

て

時

代

の

奨

荏

な

る

要

求

ど

し

て

‘

吾

等

が

完

全

な

る

今

日

の

一

部

分

だ

け

で

も

余

人

類

の

上

に

光

被

す

る

の

は

其

の

幸

一

蹴

増

進

の

連

動

に

参

加

す

る

珍

い

品

川

命

を

抑

〆

れ

す

る

所

以

だ

と

じ

ず

る

か

ら

で

あ

る

。

況

は

是

迄

便

宜

上

構

造

ピ

袋

飾

ど

を

別

に

し

て

論

じ

た

が

、

判

明

し

、

も

Z

一附

4

4

は

‘

そ

が

異

な

る

意

味

に

於

7

1

共

に

内

容

を

開

封

に

す

る

楽

に

外

な

ら

な

い

こ

芭

は

今

日

美

"一千

上

の

定

説

で

あ

る

。

即

ち

桃

山

叫

に

其

な

る

こ

E

所

開

2

y

z

ト

ラ

ク

チ

1

プ

ク

y

l

z

t

、

装

飾

に

奨

な

る

E

、

出

間

的

才

l

ナ

メ

y

タ

M

Y

ツ

y

l

z

ピ

は

そ

が

滋

徳

的

に

一

致

す

る

芭

云

ふ

意

味

仁

於

T

共

通

相

照

す

吾

等

が

賞

用

を

主

芭

す

る

も

亦

楽

的

憤

仰

全

力

を

注

が

む

る

、

品去

に

誕

の

総

掛

償

紙

は

同

一

で

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

。

十

抗

日

等

が

し

い

て

之

れ

を

分

離

し

波

ピ

す

る

践

に

述

築

問

題

の

破

綻

が

め

b

、

容

闘

が

め

る

。

菩

等

が

仰

れ

の

範

閣

に

自

己

の

性

格

を

見

出

色

ん

E

す

る

弘

、

要

す

る

に

、

建

築

を

し

て

誕

の

目

的

を

満

足

さ

せ

ん

が

錦

め

の

怠

味

に

於

て

、

異

質

に

時

代

の

兵

相

に

忠

貨

で

め

b

、

時

代

の

文

化

に

飛

踏

の

要

絡

を

残

さ

ん

ピ

す

る

、

m
ふ

、

そ

う

し

な

げ

れ

ば

貧

弱

に

l

z
。

だ

が

貧

弱

ピ

は

一

体

何

を

意

味

す

る

か

を

誕

の

入

港

は

知

る

ま

い

。

同

時

に

彼

等

は

y

y

チ

な

祭

飾

を

何

E

心

得

可

き

か

を

も

h
m

ら

な

い

で

め

ろ

う

。

E

目

等

は

ζ

う

し

た

「

.

川

-一

フ

ド

キ

ジ

カ

Y

ピ

ユ

タ

ア

ィ

l

」

を

現

代

建

築

の

至

る

彪

に

お

め

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

こ

芭

は

具

に

砿

迭

に

取

b

て

大

な

る

不

満

で

は

な

い

3

。

ふ

H

H

吾

等

が

訟

〈

唯

一

本

の

線

の

う

ち

に

も

深

い

人

性

の

妥

求

ピ

、

一

脚

へ

の

持

仕

ピ

、

戚

州

瑚

・己

、

そ

し

て

入

額

変

の

お

き

へ

縦

書

・

以

の

一

痛

を

合

ん

で

居

る

こ

E

を

彼

等

は

知

る

ま

ν
。

私

に

は

深

〈

刻

ま

れ

た

る

石

の

彫

刻

よ

b

も

一

皮

に

「

キ

ヤ

旦

ト

」

さ

れ

た

「

プ

v

l

y

」

な

2

y

h

y

p

l

ト

鐙

の

方

が

ピ

ん

な

に

有

凝

ν
こ

ど

で

め

み

う

。

教

へ

て

一

宮

ふ

・

割

払

は

帯

地

徳

に

一

致

し

な

い

-

切

の

炎

を

排

斥

す

る

。

苔

等

は

一

一

例

入

芭

し

て

卒

等

な

る

資

格

者

相

互

に

合

寂

し

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

・

』

芭

が

疋

蛍

で

み

る

以

上

、

一

切

の

思

索

と

行

儀

と

に

先

た

ち

て

道

徳

的

仁

鋒

縦

し

な

り

れ

ば

な

、

』

な

か

。

骨

付

む

べ

き

建

築

家

の

努

力

仁

依

っ

て

、

相

即

…

の

い

同

地

な

見

出

す

で

め

ろ

う

。

、

、

、

、

、

、

私

迭

は

、

時

折

、

必

飾

の

〈

タ

ク

す

附

い

た

構

遊

物

よ

b

L
鋭

筋

コ

y

p

p

l

ト

4

n

L

A

S

e

、

の

倉

艇

や

‘

盟

問

〈

抽

出

ら

れ

花

銭

廿

工

坊

仁

、

美

術

建

築

の

其

の

意

味

を

政

争

る

E

が

ゐ

る

の

は

よ

〈

斯

の

聞

の

前

息

を

防

一

示

す

る

も

の

で

め

る

。

似

始

入

が

二

川

酬

の

石

の

上

に

一

川

酬

の

石

を

於

い

た

エ

ト

I

Y

へ

ア

デ

は

、

m
に

入

額

が

始

τ
・知

れ

る

締

結

上

の

-

大

中

台

跡

で

ゐ

っ

た

。

そ

し

て

、

彼

等

は

此

の

ゐ

ま

b

に

ジ

ン

プ

Y

な

、

而

し

、

め

ま

b

に

A

官

制

川

な

批

般

の

上

に

、

肺

炎

の

利

紅

ぞ

靴

作

げ

τ
純

雌

し

た

。

か

〈

も

m周

知

な

る

美

的

市

出

始

的

れ

砂

川

生

活

よ

り

人

数

は

次

第

に

都

品

川

に

剣

鈍

す

る

抗

日

に

な

っ

て

以

来

、

遂

に

現

代

に

於

て

は

・

縦

に

誕

守

る

M

h

1

ト

ン

子

Y

4

ぜ

円

肝

降

し

て

、

益

中

生

活

の

奇

観

を

墨

し

な

り

れ

ば

な

ら

な

く

な

っ

た

。

か

〈

て

見

方

イ

A

V

1

ρ

l

は

奇

し

く

も

現

代

建

築

設

式

の

本

流

を

代

表

す

る

一

大

れ

m
m
ピ

し

τ

T
一

c
-
z
u
z
ι

の

蝶

塔

に

比

す

る

べ

く

、

ピ

ヨ

ミ

ヅ

ト

の

偉

大

仁

も

劣

る

ま

じ

〈

見

ね

る

。
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ぽ

問

題

に

費

し

て

勿

論

私

の

貧

弱

な

館

カ

の

よ

〈

解

決

す

る

虞

で

な

い

が

‘

之

れ

を

生

物

進

化

の

現

象

に

つ

い

て

考

察

し

て

見

る

。

進

化

Z

は

要

す

る

に

、

時

却

亡

、

遺

憾

在

、

暗

唱

境

t

に

図

る

生

物

界

の

俊

化

現

象

で

め

る

。

之

れ

が

入

源

開

計

に

於

て

は

、

一

度

進

化

し

た

る

人

類

は

永

遠

に

野

型

未

聞

の

紋

に

逆

行

す

る

E

が

出

来

な

い

こ

芭

を

笈

味

す

る

も

の

で

あ

る

。

入

商

酬

は

時

の

法

制

骨

ピ

共

に

、

誕

の

肉

体

及

び

精

一

併

の

愛

化

を

泣

旅

す

る

。

従

而

人

数

の

一

切

的

所

有

は

漸

化

し

つ

〉

山

川

隆

史

上

の

践

跡

を

標

し

つ

、
二

号

y

￥

1

不

滅

の

無

限

大

圏

を

4

9

む

の

で

み

る

。

叉

之

れ

を

人

鎖

倒

牢

的

考

妊

に

依

制

制

す

る

に

人

間

の

回

明

益

令

は

、

時

吋

ぜ

共

に

後

化

し

・

従

而

、

附

畑

一脚

M

m

組

織

や

相

官

的

能

力

に

影

響

を

及

ぼ

す

e

』

ぜ

h

f

立

綬

し

て

居

る

の

で

ゐ

る

。

層

周

府

高

に

-
Z

へ

ば

、

人

聞

は

時

が

号

よ

b

岳

、

ド

遜

フ

て

色

、

そ

は

明

か

じ

能

力

の

援

化

h

f

意

味

す

る

。

つ

ま

b

A

問

の

能

力

は

時

の

】

J

E

n

g

-

d

で

み

る

。

-

』

う

一
玄

ふ

風

な

考

へ

か

-

b

B

況

は

疑

も

な

〈

同

一

な

ら

ざ

る

人

間

の

性

情

は

同

一

な

る

様

式

セ

現

出

す

る

こ

芭

の

不

可

飽

な

る

・

』

E

'

f

一説

書

す

る

も

の

で

め

る

吉

信

宇

る

も

の

ご

し

て

成

し

得

る

限

り

の

企

闘

も

‘

絡

に

同

県

の

ゴ

ジ

ツ

ク

建

築

を

得

る

こ

ご

が

出

来

な

か

っ

た

E

云

っ

て

居

る

の

は

、

最

も

興

味

め

る

こ

Z

で

ゐ

る

。

若

し

夫

れ

様

式

再

現

正

一

京

ム

ζ

Z

が

、

開

封

世

の

、

乃

至

は

呉

邦

様

式

の

時

代

的

「

毛

デ

フ

イ

ケ

1

1
γ

ヨ

y

」

で

め

る

な

れ

ば

、

そ

は

再

現

に

ゐ

ら

守

し

て

一

析

の

模

倣

E

Z
ム

可

き

で

め

る

。

菩

等

は

か

〉

る

不

徹

底

な

る

m

k

協

に

蕊

術

の

名

士

冠

す

る

二

ご

を

恥

g

r

z

M

U
ム

。

そ

し

て

害

等

は

か

〉

る

過

去

の

特

権

に

到

し

て

、

五

回

等

の

ド

グ

守

を

加

へ

る

'

』

ご

の

借

越

を

田

山

ム

も

の

で

ゐ

る

。

線

ご

色

ご

の

特

異

な

交

錯

の

資

ら

す

い

み

じ

き

旋

枠

の

う

ち

に

洗

面

し

て

、

そ

こ

に

、

時

代

の

所

有

す

る

特

有

な

一

切

の

世

相

d

f

追

想

す

る

時

じ

、

吾

等

は

か

〉

る

思

等

に

札

以

後

の

盟

み

を

断

つ

ま

で

も

な

〈

、

十

入

世

の

終

り

に

於

て

・

H

M

色

刷

相

絡

に

、

且

つ

肢

も

熱

心

に

、

誕

の

不

可

飽

な

る

-

-

ご

を

立

授

さ

れ

て

居

る

の

で

ゐ

る

。

然

り

、

紫

袋

に

鯨

〈

典

雄

の

宮

は

‘

三

千

年

の

昔

、

ア

ク

ロ

ポ

リ

A

の

丘

上

に

建

て

ら

れ

て

こ

そ

、

英

の

「

F

-
ア

V

ツ

ク

」

で

め

h

待

た

。

北

駄

の

陪

雲

を

衝

い

て

高

〈

光

る

寺

院

の

尖

塔

を

望

ん

で

、

訂

ち

つ

ぎ

う

善

男

普

宅

め

る

。

何

ピ

な

れ

ば

。

経

鬼

平

謝

照

の

研

究

は

相

官

併

の

作

用

に

惣

へ

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

か

ら

で

あ

る

。

叉

絞

式

再

現

に

附

す

る

研

究

者

の

側

よ

り

観

察

し

て

研

究

者

の

個

性

は

必

ら

宇

そ

の

研

究

に

影

響

を

及

ぽ

す

も

の

で

め

る

。

問

糊

り

研

究

者

の

似

性

ば

m

r

b
で

な

〈

、

を

の

時

代

芭

時

代

思

潮

芭

も

研

究

に

影

響

h

z

及

ぼ

す

こ

芭

は

到

底

ま

ぬ

か

れ

な

い

事

で

あ

る

か

ら

、

其

の

時

代

を

維

れ

て

他

の

時

代

に

後

生

し

た

る

様

式

を

再

現

し

緩

芭

し

て

も

・

人

間

の

個

性

を

全

然

波

却

す

る

こ

ピ

が

出

来

な

い

限

り

、

史

的

研

究

の

立

犠

よ

り

見

る

も

不

可

能

の

事

に

腐

す

る

。

要

す

る

に

、

時

代

を

異

に

し

て

は

、

人

間

の

総

治

的

封

印

山

内

容

が

同

一

封

照

に

到

し

て

一

致

し

得

な

い

取

は

、

様

式

蒋

現

論

者

に

制

到

し

、

彼

等

の

計

蛍

ω
無

意

義

E

不

必

裂

を

跨

っ

て

俄

布

h

E

Z
ふ

べ

き

で

は

め

る

ま

い

か

。

十

入

世

紀

に

於

げ

る

優

秀

作

怯

る

英

闘

の

建

築

家

蓬

は

斯

の

問

題

に

衡

す

る

最

も

適

切

な

る

失

敗

の

緩

厳

を

数

へ

て

庭

品

。

W
M

時

、

彼

等

は

め

ら

ゆ

る

史

的

考

殿

Z

、

一

切

の

伽

相

続

な

る

施

行

ピ

を

以

て

忠

貨

に

ゴ

V

ヅ

ク

建

築

の

再

現

を

企

て

た

の

で

み

つ

花

。

然

る

に

此

の

人

間

女

に

天

簡

を

数

へ

、

一

切

の

権

力

よ

b

脱

し

て

市

民

の

紡

織

を

数

へ

た

る

卑

畿

の

揮

官

主

、

そ

れ

は

総

て

、

す

の

ゴ

V

ツ

ク

建

築

の

み

が

う

り

る

血

管

れ

で

め

っ

た

。

時

は

移

り

入

叉

去

b

、

民

族

は

滅

び

凶

墳

は

検

b

、

世

界

は

抽

出

皮

ご

な

く

晶

体

私

様

変

の

夢

を

に

ざ

り

て

、

今

は

A

Z

H

の

影

だ

に

刷

川

め

字

。

比

の

時

に

方

・り

段

式

の

再

現

、

そ

れ

は

到

底

不

可

能

な

る

計

蛮

で

め

る

、

を

借

地

で

め

る

、

無

怠

後

で

め

る

・

憐

れ

U

ぺ

き

執

着

の

叶

松

山

師

で

め

る

。

驚

〈

ぺ

〈

沌

鱒

な

る

建

築

家

等

ょ

。

議

郷

は

大

災

博

物

柑

陣

内

の

フ

-

一

フ

グ

メ

ン

ト

骨

組

み

合

せ

τ
、

プ

ロ

ポ

l

v

ヲ

ゾ

の

正

し

い

γ

バ

l

z

ベ

F

チ

l

ブ

を

見

様

ご

し

て

、

卿

等

の

偉

い

手

を

以

て

す

る

こ

ご

を

止

め

よ

、

そ

れ

で

英

の

ク

ay

v

y

ク

は

流

れ

て

来

な

い

。

そ

れ

で

其

の

ゴ

γ

ヅ

ク

も

現

れ

て

来

な

い

。

前

脚

術

的

夏

巡

に

制

到

す

る

「

デ

五

カ

V

ヅ

デ

』

は

、

こ

う

し

た

思

か

な

る

附

阪

か

ら

侵

入

す

る

の

に
。

引

払

は

斯

の

意

味

を

も

っ

E

僚

出

帆

す

る

。

そ

し

て

借

越

な

る

未

来

振

の

様

式

論

者

に

向

っ

て

、

王

国

等

が

過

去

の

様

式

再

現

論

者

に

適

用

し

た

る

一

切

の

言

葉

を

英

の

ま

〉

提

供

し

て

、

英

の

操

念

な

る

を

峻

ふ

。

4  5  

引

払

は

厳

格

な

る

プ

V

ゼ

Y

ず

旦

ト

で

め

る

。

現

在

に

生

の

享

制

捜

を

質

成

す

る

現

が

主

義

者

吾

等

に

、

過

去

二

米

閣

不

の

建

築

様

式

を

奥

へ

ん

ざ

す

る

こ

ピ

は

不

必

妥

で

あ

る

、

世

帯

ろ

罪

悪

で

あ

る

。

紙

〈

可

〈

無

頓

着

な

る

美

的

夢

遊

病

者

等

ょ

、

郷

仙

寺

は

貨

に

幸

一
一
服
で

め

る

、

併

し

偶

然

で

め

る

、

郷

土

は

具

に

流

大

で

め

る

、

併

し

罪

人

で

め

る
。

吸

一

切

の

技

用

ご

努

力

，
A

旬、

な

計

算

内

外

に

奴

線

を

苦

使

L

、

定

規

ピ

餓

鎖

の

苦

痛

か

-
b

生

れ

た

、

F

F

Y

V

ツ

ク

の

屯

l

y

デ

y

〆

や

ア

カ

Y

す

旦

や

:

の

強

烈

は

る

陰

影

の

う

ち

か

ら

、

主

白

等

は

、

A

O

Y

け

何

を

戚

A

Y

る

か

、

沈

W

加

古

、

磁

波

芭

、

表

部

川

z
・

そ

し

て

、

最

も

恐

ろ

し

き

悲

哀

E

を

痛

威

す

る

外

に

.

h

y

p

v

ア

タ

袋

術

の

鵬

胴

ら

す

何

等

の

恵

奥

を

も

受

付

絞

と

し

な

い

の

で

め

る

経

済

問

題

や

崎

労

働

問

題

に

吾

等

の

最

も

純

な

る

純

紬

刊

の

一

部

を

デ

ポ

l

ト

せ

ん

Z

す

る

現

代

に

、

こ

う

し

た

毛

1

Y

デ

ク

ゃ

、

7

-

p

y

ナ

デ

ゼ

、

今

も

山

川

強

制

せ

ん

ピ

す

る

の

は

、

何

百

一

式

ふ

恐

ろ

し

い

7

4
冒

ユ

1

で

φ

ら

う

か

。

況

は

柑

府

系

ピ

一

E

ふ

言

葉

が

甚

だ

し

〈

猫

断

的

限

定

的

で

め

る

ピ

思

ム

者

で

め

る

。

併

し

若

し

、

五

回

等

の

努

力

さ

修

養

ピ

を

以

て

・

追

求

し

、

憧

仰

し

て

止

ま

な

い

迎

怨

が

崎

川

市

ゆ

を

な

除

す

る

な

れ

ば

‘

そ

れ

は

私

に

取

h

て

傘

一

加

で

め

る

。

吾

郎

刊

の

邸

業

h

z

途

行

す

る

唯

一

の

予

l

チ

1

プ

で

め

る

。

紘

は

こ

・

2

し

花

理

想

を

考

へ

な

い

現

花

論

者

で

な

い

こ

ピ

を

悦

ぶ

。

凡

そ

宜

口

等

に

取

り

て

最

も

必

要

な

る

も

の

は

‘

総

て

完

全

な

る

今

u
で

め

る

。

之

れ

に

依

り

て

五口

等

は

生

の

叫

凶

足

す

質

成

し

、

現

想

へ

の

叩

叫

進

を

生

命

宇

り

ら

れ

る

の

で

め

る

。

過

去

は

総

て

骨

反

で

め

h

、

山

川

古

都

は

総

て

肢

彩

に

溢

ぎ

な

い

。

共

に

私

に

以

h

T

、

そ

は

、

成

附

の

浪

曲

目

で

め

b

、

本

市

胞

な

る

必

要

に

過

ぎ

な

い

。

題

し

ら

宇

に

民

日

っ

、

散

ゅ

に

L

花

そ

却

も

比

中

e
o

夏

ロ

級

車

集

。

b

t
け

れ

ば

様

式

の

上

に

あ

れ

)

 

中(

 

五
日

ff 

員

村

野

藤

て

海

路

-

て

様

式

存

続

ば

且

国

策

の

み

z
・

U

H

患

の

進

歩

と

龍

詩

的

視

察

の

時

代

錯

銀

頭

、

園

風

問

題

と

批

判

能

力

五

‘

無

目

的

な

る

現

代

建

築

様

式

の

煩

悶

と

英

の

解

樗

ナ

イ

エ

Y

旦

の

薮

逮

芝

、

社

晶

口

山

肌

態

の

進

化

芭

は

共

に

供

に

建

築

の

内

容

争

動

か

し

、

内

容

の

動

格

は

様

式

を

動

か

し

・

絞

式

の

勤

務

は

構

造

Z

美

的

意

後

の

割

変

化

を

意

味

す

る

様

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

本

は

今

斯

の

意

味

』

友

情

調

充

す

る

。

或

る

時

代

の

建

築

的

要

素

は

、

英

の

時

代

の

手

漆

か

惜

骨

造

か

装

備

に

依

る

こ

ピ

を

以

T

、

最

も

幸

漏

に

し

て

且

つ

正

嘗

な

る

こ

芭

で

め

る

吉

田

山

ふ

。

例

へ

ば

ア

-
F

Y

-品

、

科

患

の

進

歩

と

実

的

観

念

の

時

代

錯

祭

換

言

す

れ

ば

綴

式

は

時

代

思

漸

ピ

地

方

的

民

族

的

精

静

の

緩

総

で

あ

る

。

反

映

で

あ

る

。

必

要

は

遂

に

構

迭

の

進

歩

を

促

し

た

。

之

れ

を

動

か

し

た

る

も

の

は

云

ふ

迄

も

な

〈

科

準

の

進

歩

吉

之

れ

仁

吉

も

な

ふ

一

砿

晶

口

組

織

の

由

民

化

、

一

枇

晶

口

妹

抽

出

の

進

歩

ピ

之

れ

じ

E

も

な

ふ

科

拳

の

竣

遂

で

め

る

。

而

し

て

之

れ

は

終

て

入

頼

回

の

自

由

本

能

の

援

現

で

め

っ

た

の

で

あ

る

B  
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復

刻

論

文

「

日

本

建

築

協

会

雑

誌

」

第

二

集

五

号

t
八

号

(
大

正

八

年

五

月

t

八

月

)

村

藤

豆

ロ

野

の

上

に

あ

れ

様

式

大

正

八

年

の

青

年

建

築

家

と

し

て

の

村

野

藤

吾

氏

の

思

想

を

知

る

歴

史

的

文

章

で

あ

る

。

E

の

正

月

〈

昭

和

四

十

七

年

一

月

)

に

村

野

先

生

よ

り

「

銃

後

感

」

を

い

た

だ

い

た

の

で

、

復

刻

の

う

し

ろ

に

の

せ

た

。

様

式

の

上

に

あ

れ

( 上}

合

fl 

村

聖子

藤

五
日

-

、

序

翁

=

、

儀

式

再

現

は

皿

国

策

の

み

豆

、

科

容

の

進

歩

と

美

的

観

念

の

防

代

錯

誤

回

、

園

風

問

題

と

批

判

能

力

玉

、

祭

目

的

な

る

現

代

建

築

緩

式

の

煩

悶

と

其

の

終

回

押

白

、

序

詩

様

式

の

上

仁

あ

れ

!

。

様

式

に

関

す

る

一

切

の

悶

蝋

掛

か

ら

超

然

た

れ

!

。

王

口

盤

寸

は

様

式

の

上

に

只

戚

省

の

能

力

し

か

も

た

な

い

も

の

で

み

る

。

に

か

ら

、

既

に

過

ぎ

去

っ

た

様

式

で

も

亦

現

代

の

様

式

で

も

、

模

式

ご

云

ム

様

式

の

、

}

切

の

既

日

比

率

貨

の

模

災

ゃ

、

一
再

現

ゃ

、

復

活

な

ざ

て

云

ふ

、

ご

ら

わ

れ

た

る

行

錯

を

止

せ

!

。

そ

れ

は

み

ず

、

M

a
怠

畿

で

め

る

。

鉦

…

盆

で

あ

る

‘

否

罪

悪

で

め

る

。

そ

れ

よ

b

も

自

分

自

か

ら

ゆ

思

峰

山

の

島

国

遥

z

‘

観

念

の

毛

1

-
フ

9

ゼ

l

V

2

y

に

白

か

ら

の

自

由

怠

志

に

採

れ

!

、

Z

-

Z

ム

の

が

抵

の

結

論

で

ゐ

る

。

私

の

守

色

r

?

で

め

る

。

新

の

結

論

は

は

た

し

て

克

也

な

b

ゃ

。

新

の

結

論

の

。

兵

相

は

何

で

め

る

か

を

窮

訴

す

る

鴛

め

に

、

花

は

山

主

の

削

序

に

従

っ

て

之

れ

を

研

究

し

τ
見

よ

F

フ

。

本

は

幅

削

の

芯

味

を

も

っ

て

ね

の

奨

う

の

心

の

音

楽

で

総

得

し

て

見

ょ

う

か

。

一

冗

米

況

は

「

刊

悼

式

」

E

Z
ム

む

の

を

定

義

す

る

訴

に

つ

い

て

は

、

不

必

妥

ピ

す

る

も

の

で

み

-

。

、

否

相

…

広

務

ご

す

ゐ

も

の

で

は

め

る

が

口

ハ

本

の

推

論

上

便

宜

の

錫

め

に

、

況

は

絞

式

に

開

聞

す

る

過

去

の

聯

惣

や

概

念

'

f

a

d

o

己

的

て

次

の

如

〈

定

義

す

る

。

だ

が

、

之

れ

を

脱

衣

仁

迄

特

定

し

符

る

か

ざ

'

コ

か

は

、

明

品

自

身

じ

も

不

可

解

で

み

る
。

『

桜

式

ピ

は

構

造

ご

袋

餅

ピ

の

或

乙

時

冶

な

る

み

A

Y

ガ

ニ

ゼ

I

V

ヲ

Y

で

め

る

』

。

苔

等

は

「

何

身

絞

式

」

ピ

云

ム

己

完

拙

凶

作

を

仰

川
め

L

以

前

に

、

吾

郎

守

は

、

苔

等

の

建

築

的

意

匠

h

z

構

成

す

べ

き

一

切

ω
成

慌

に

忠

貨

で

め

り

僚

刊

の

「

オ

Y

ガ

ニ

ゼ

l

v

ヨ

y

に

む

等

の

修

部

世

に

依

っ

て

符

た

る

理

想

(

或

は

観

念

)

を

以

て

之

れ

を

「

オ

Y

ガ

ナ

イ

ズ

」

仕

伐

ご

す

る

も

ゆ

で

め

る

。

正
時
間

川

な

附

ひ

方

か

知

ら

な

い

が

、

貨

を

云

へ

ば

段

式

芭

一

冨

ふ

も

の

が

何

で

め

ら

う

ピ

、

そ

れ

は

況

の

附

寸

る

、
、

す

こ

ど

を

符

ゐ

が

、

又

如

何

に

し

て

全

人

同

州

全

よ

り

認

な

る

、

h

e

h

v

純

一

な

る

、

日

品

い

境

地

へ

歩

ま

し

h

u

ゐ

か

ピ

云

ム

、

私

の

建

築

家

ご

L

て

の

義

務

を

は

た

す

こ

ど

で

め

る

。

つ

ま

P

ね

は

、

議

出

も

植

を

知

h

、

之

れ

'
J

Z

知

る

こ

ご

に

依

っ

て

終

始

し

・

況

の

修

都

世

じ

依

っ

て

科

た

る

、

構

造

ピ

、

災

怖

さ

、

而

し

て

之

れ

を

統

一

す

る

或

る

迎

怨

を

以

て

、

な

の

建

築

行

震

の

最

初

の

出

品

世

町

z

l

桜

ピ

す

る

も

の

で

め

る

。

私

の

怠

庇

す

る

も

の

に

ざ

ん

な

も

の

が

出

来

る

か

わ

か

-

h

な

い

1

。

そ

れ

が

F

9

v

g

p

に

行

か

う

Z

、

そ

れ

が

ヨ

ジ

ヅ

F

に

川

町

ら

・

コ

ご

、

そ

れ

が

叉

Y

乎

ツ

ア

Y

旦

に

合

体

し

談

ピ

‘

乃

至

は

4

A

凶

式

で

あ

ら

-

コ

イ

ス

淘

迎

式

で

あ

b

う

吉

、

そ

れ

は

見

る

人

身

の

繍

刺

ご

‘

M

判

断

芭

に

勝

手

に

任

せ

る

。

只

忍

は

、

経

列

せ

ら

れ

花

る

一

切

の

建

築

後

件

乞

忠

貨

に

体

得

す

る

、

だ

が

之

れ

h

z

d

y

t

コ
中

A

Y

ガ

ナ

イ

ズ

す

る

か

は

抵

の

穣

利

で

め

る

。

数

一{

H

Z

遺

徳

ご

が

明仙

の

本

性

-
M

4

・

割

払

の

袋

魂

を

め

ざ

め

き

し

て

く

れ

る

時

に

自

公

寸

る

拡

の

義

務

で

め

る
。

ニ

、

様

式

再

現

は

愚

策

の

み

ご

ニ

ろ

で

ば

な

い

。

そ

ん

な

こ

ピ

は

部

一
態

船

や

品

川

幅

四

原

点

梢

越

の

閃

仕

誌

に

過

ぎ

な

い

γ

。

オ

l

〆

1

の

高

き

が

抗

径

の

幾

修

め

ら

う

ど

、

ベ

デ

J

v

a

r

の

品

川

皮

が

幾

度

め

ら

う

E

、

す

イ

T

ν

ク

タ

の

旅

向

が

ピ

ん

な

風

で

み

・

?

コ

Z

、

そ

れ

は

私

に

取

っ

て

大

し

た

剛

山

似

の

め

る

志

の

ど

は

な

ら

な

い

、

此

頃

の

撲

に

鋭

や

2

y

F

y

l

ト

で

機

械

的

に

、

も

つ

ピ

痛

切

に

云

へ

ば

生

衆

的

に

、

さ

し

/

¥

諮

っ

て

行

か

う

ご

す

る

m

m

態

で

は

、

そ

ん

な

而

倒

な

、

l

l

而

し

、

一

郊

の

古

典

的

な

食

抜

的

な

官

僚

懇

者

遣

に

は

そ

れ

は

一

種

の

物

扱

り

と

す

る

か

も

知

れ

な

い

賞

貨

な

も

の

で

②

ら

う

が

、

l

l

蔀

柄

を

忘

れ

ま

い

1

正

す

る

銭

め

に

は

、

軸

跡

副

担

細

心

な

詮

怠

ピ

努

カ

ピ

セ

要

す

る

の

で

め

る

。

か

〈

τ
、

混

迷

の

心

の

舷

か

ら

舟

生

絞

と

す

る

最

も

自

然

的

な

、

そ

し

て

本

質

的

な

美

的

犯

限

は

、

ぞ

れ

が

、

成

長

の

聞

も

な

〈

枯

れ

て
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日本建築協会住宅コンペの

歩み

大正10年 (1921 Ｉｾ昭和 Ｘ 年 ＨＱＹＳＳＩ

坂 本 勝 比 古

1. 日本建築協会住宅コンペの史的位置

すみ切った空から陽光がふりそそぐ晩秋のある休日 ，わた くしは阪急

沿線桜井にある桜ケ丘住宅地を訪れてみた。乙の住宅地は，日本建築協

会にと って記念すべき画期的な事業が行なわれた場所として，かねてか

ら聞きおよんでいたと ζ ろであるが，初めて乙の地を訪れてみて，わた

くしは今さらのように大正時代の住宅建築がもっわが国住宅建築史上の

重要性について認識を新たにした次第である。それはとの住宅地ILかつ

て建てられた一連の住宅建築がほ とんどそのままの姿で，しかも全く明

るい雰囲気のなかに生きつづ. けていたからである。

そ乙 ICは明治時代の格式張った洋風の大邸宅や，和洋両館の併存型，

そして擬洋風がかったぎ ζ ちない和洋折衷住宅の名残りはみられなかっ

た。そ ζ にあるのは，新らしい 日本の都市中流住宅が理想としたモダー

ンでスマ ー トな，住宅改良の意欲IC燃えて作られた一群の住宅建築の姿

であった。わたくしは乙の住宅建築群を通じて，大正デモクラシー と呼

ばれた当時の自由と繁栄の古きよ き時代を感じとる乙とができたのであ

る。

乙の住宅群は，正確にいうと大正11年11月開催された日本建築協会主

催， i住宅改造博覧会」に建てられたものであり，乙のとき約 5. 0∞ 坪

の住宅敷地IC，27戸のいろいろなタイプの住宅作品が出品されたのであ

る。その内訳は，宗建築事務所 1 戸， 片岡建築事務所 2 戸，横河工務所 1

戸，葛野建築事務所 l 戸， 真水三橋建築事務所 l 戸，竹中工務庖 2 戸，

大林組 2 戸，鴻池組 l 戸，橋本組 l 戸，銭高組 1戸，横団組 I 戸， 清水

組 1戸， あめりか屋 1戸，ヤ マト フ. ロック 1戸，田村地所部 l 戸，大阪

住宅経営K K 1 戸IC加えて日本建築協会から 8 戸が出品展示された。協

会から出品されたものは，いずれも協会主催の第 1 回および第 3 回改良

住宅懸賞設計図案の入選案か らえ らばれたものである。とのように コン

ペの入選集を実際に建てる方針で懸賞設計を行なった例は，住宅建築の

場合，わが国では乙れが最初ではないかと思われる。

大正6 年創立された日本建築協会が第 l 集第 5 号( 大正 7 年 1月〉で，

" 社会政策と住居改良" と題した一文は，住宅改良IC対する協会の積極

的な意志表示を行なったもの として注目される。
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|第 一 回 懸 賞 募 集 |

第一回改良住宅股針第一等 当 選 大 正10年

( 股計者 谷 本 甲 子 三〉
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|第 二 回 懸 賞 募 集 |

第二回改良住宅股針第一等当選

〈留置十者 中 村 一 秀 〕

周平面図怪

| 第 三 回 懸 賞 募 集 |

第三国改良住宅股軒第一等 当 選 大 正11年

( 股計者 大 原 芳 知 )

周平面図炉
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それによると "社会政策として国家及自治体の施設は甚だ多岐に亘

り，救貧問題を始め労働取引所の活用，老衰者への給与，強制保険の実

施等挙げて数ふべからざると! i la，近時漸く切迫せんとする都市住居の欠

陥を救済するを以て，最大急要の施設となす。- ・・家屋の設備不良ならん

か，吾人の健康は常R : 危殆lζ 瀕するなり ，又其状態陰欝不快に沈滞せんか

吾人の家庭は如何にして其健全なる平和を維持すべきや，居は心を移す

とは古来言ひ伝ふると乙ろにして，吾人生活の幸福を左右する根源は，

実lζ 其住居の適不適にある乙とを知らざるべからず，真実なる社会救済

の政策は徹底的に其家屋改良を実現するに在り，我国の識者何故に此問

題に想到せざるや " 0 (1建築と社会J 第 1 ｾ 集第 Ｕ 号よりＩとある。

乙のような住宅改良に対するなみなみならぬ気慨が，たんに主張のみ

にとどまらず，住宅改良を目的とするコンペとして現われ，さらに一大

デモンストレーションとして" 住宅改造博覧会" にまで発展していった

とみるべきであろう 。

日本建築協会の住宅コンペの歩みを顧みると，大正 9 年大阪住宅経営

株式会社より委託を受けて，連続 4 戸建の都市住宅コンペを始めたのを

皮切りに，大正10年中頃から同11年初めにかけての約半才の聞に，連続

して 3 回にわたる住宅コンペを，協会独自の立場で行なっている。

乙の意味はわが国住宅コンペ史上かなり重要であって，乙のとき選ば

れた20数点の入選案は，当時の一般市民が住宅に求めていた住宅改良の

理想の方向を示すものとして注目しなければならないであろう。また乙

れ以後，たとえば昭和 2 年 6 月 "将来の日本の住居" と題した住宅に関

する懸賞論文の募集をはじめとして，後掲のどとく ，昭和 8 年まで18回

におよぶ多くの住宅コンペの実施は ，いかに日本建築協会が，都市，近

郊住宅の改良に熱意をもって取り組んでいたかを示す，貴重な業績と考

えるととができるのである 。

乙の時期以降，他の住宅コンペで・行なわれているものは，まず，大正 4

年 9 月実施された報知新開社主催の「住宅競技設計」を最初として，大

正 5 年12月，同 8 年 1<:: 行なわれた住宅改良会主催のコンペ，大正10年東

京土地住宅K K主催の" 新住宅図案懸賞募集" などがあり ，昭和にはい

って，大阪毎日新聞社主催「大毎懸賞募集健康住宅設計J ( 昭和 3 年 7 月) ，

東京朝日新聞社主催の「朝日中小住宅建築設計競技J ( 昭和 4 年) ，また

大正13年 5 月設立された同潤会の行なった コンペ，第 1 回 15 室以内の

新住宅設計J( 昭和 6 年) ，第 2 回「職工向分譲住宅設計図案募集J ( 昭和

7 年)， 第 3 回「工場労務者向住宅J ( 昭和 10年) などがあるが，住宅コ

ンペを首尾一貫して行なっているのは日本建築協会のみのようである。

住宅展については，ほぼ同時期の大正11年東京平和博覧会，住宅展示

会が行なわれているが， ζ れは出品希望者を募つての作品展示であった

ため ，その意図は本協会のそれと少しく異なったものであった。

したがって大正後半から昭和前期にかけて行なわれた日本建築協会主

催または受託，協賛コンペの経緯は，わが国近代都市住宅発展過程のな

かで重要な史的位置を占めるものであり ，その出発点とな った桜ケ丘住

宅改造博1<:: 出品された作品の実例を現在にみる乙とができるのは，大変

興味深いものがあるといえるのである。

2. 大 正 期 の 住 宅 改 良

さて，建築協会が行なってきたとれらの数々のコンペは ，いずれも都

市独立中流住宅または小住宅程度の規模のもので，延坪35坪内外，建坪

で20坪前後のものが大半を占めており，住宅改造博における建築協会の

意図も" 現代の国民生活に適応した中流の住宅を実現して，柳か国民生

活の文化向上1<:: 資益する処ありたいというのが本博覧会の目的である "

としている。乙れはわが国の住宅が近代化していく過程で，中小住宅に

その改良の方法が盛り込まれてこそ本当の進歩発展がみられるものであ

って，明治時代の大邸宅の洋風化とは全く違った意味で乙の時期の動き

をは援しなければならないのである。

したがって，大正時代後半におけるコンペの入選作やその審査評をみ

てうかがえる乙とは，わが国の都市に急速に増大する人口による住宅難
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の緩和や，また， あらたにふえつつある中産階級層の住宅対策につい

て，いかなる方式の住宅が適当であるのか，その規模，構造，設備とと

もに間取り ，平面の機能を追究することによって，念願であるわが国住

宅の改造，近代化を計っている乙とは明らかなと乙ろである。ただとの

ような場合においても大きな問題として提起されていたものはなにかと

いうと ，伝統的な坐式生活形態を椅子式生活形態に転換させようとする

ととに対する困難性であった。

乙の問題について，住宅改造博出品住宅についての日本建築協会の態

度について，前述Iζ 引続き乙れをみると，

「現代の生活は旧来の居坐式因習から進んで侍子式生活を採り入れや

うとしてゐる乙とは争はれない傾である。殊1<:: 中流生活を営むものは，

日常の勤務に侍子を使用し，洋服を着用しつ』活動して居る男子は ，家

1<:: 帰って畳の上に安逸を欲するよりは居坐の遺風にむしろ苦痛を感じて

来た。殊に将来の国民である児童に於て然りである。従って現代の住宅

は居坐の生活に加へて侍子生活も採り入れやうとしつつあるのである。

唯老人並びに婦人達の習慣が此の傾向に対して尚苦痛を訴へて居るため

に，一足飛びR : 侍子式生活を丸呑みにするととが出来ないのである。従

って今回の住宅改造は其調和を如何R : 計らんとするかが問題である。併

し居住者の内容に斯く二つの相反せる傾向を有するために此両者の要求

を満足せしむる手段として折衷の具体案を提出するのは止むを得ない。

従来の和風住宅を改良して漸次に此目的を逮せんとする方法は最も温

健な着実な運動であらう。夫れと同時に外来の洋風住宅を大騰に利用し

て之れを近代生活に活用しようとするの方法も決して無意義な研究では

ない。前者は消極的であり，後者は積極的である。今回の住宅は後者の

方針が大部分を占めている。改造住宅の名の起る所以である。」

乙れは和式，洋式の二重生活をしいられるようにな っていた当時の生

活環境を，一戸の住宅のなかでいかに解決すべきかという問題であり ，

ζ れの解決が住宅改良のポイントとなるものであると考えられていた。

したがって，いきなり洋風椅子式生活を基本とする急進的改良案と坐式

生活形態を保持して漸進的改良を計る案とが当時の応募作品のなかに見

出せるのである。

ζ の傾向を大正10- 1 1年の 3 回のコンペの概評からうかがうと ，

I  ，."""，，，，:u....."'" I従来の住宅に多少

急進的改良案 |  漸進的改良案 |の改良を加える

第 l 回コンペ I 1割 I  8割 I  1苦手l

第 2 回コンペ I 4 割 I  5 割 I  1 塁手l

第 3 回コンペ I Ｘｾｊ＠

となっており ，急進的改良案が大半を占めるにいたっている。乙れは

審査員の意向を応募者たちが意識した結果ともみられるが，椅子式生活

への指向を当時の建築技術者たちが住宅改良の第一手段としていた乙と

がわかる。

大正 4 年の報知新聞コンペでの入選案は， 条件が純日本風である乙と

の関係もあって，客間，居間，茶ノ聞など畳敷きの和室を中心としたプ

ランであり ，翌 5 年の住宅改良会主催の コンべでは "和洋いづれの様式

たるを問わず， 中流改良住宅" である条件ながら . その入選案の多く

は，応接室のみを洋風とし，他の諸室は和室である漸進的な改良案であ

った。しかし同 8年の同会主催コンべでは ，外観，平面とも洋風を主体

としたものとかわり，本協会の コンペでも椅子式生活を主体とした積極

的な住宅改良案が出される ζ ととなる。

乙うして ，住宅の平面計画のうえでも ，動線の集約化と，居室部と作

業室部との分離を計るうえで効果の高い ，いわゆる中廊下形式の採用 ，

洋風住宅の平面計画上効率の高い広間型の導入，洋風広接閣の付加，さ

らに居間，茶の間など家族団らんの場の重視，そして台所の改善など，

今日のわれわれの住宅機能とも関係の深い平面計画上の斬新なアイデア

が，乙の ときつぎつぎに考案されている。

3. 建 築 協 会 コ ン ペ の 特 色

建築協会の コンペは年代JI買に乙れをみると大要後掲の通りであるが，



日本建築協会主催または後後住宅懸賞設計競技一覧 大 正 9 年 ( 1920) - 昭和は年( 1939)

名 称、 i 主催または後援者 | 応 募 締 切 |

改良住宅設計懸賞募集
大日本阪住建築宅協経会営K K

大正

? 年 2 月 10日

第 l 回改良住宅懸賞図案募集 ( 日桜本ケ建丘築住協宅会改造博〉 10年 8 月31 日

第 2 回改良住宅懸賞図案募集 同 上 10年 10月

第 3 回改良住宅懸賞図案募集

( 桜ケ丘周住宅上改造博〉

11年 1月31日

阪堺電鉄回国住宅懸賞募集
同年

懸賞論文募集「将来の臼本の住居」 日本建築協会

昭和

2 年 6 月30日

サンマ ーハ ウス設計図案懸賞募集 同 上 4 年 4 月 10日

貸家住宅懸賞募集 同 上 4 年 7 月

大阪鉄道株式会社住宅競技設計 3 年

住宅室内設備設計図案懸賞募集

ii 審i

5 年 7 月25日

香里園改善住宅設計図案懸賞募集 6 年 7 月 15日

小住宅設計図案懸賞募集( 神戸鈴蘭台〉 6 年 6 月30日

メートル法賞募iζ 依集る実用安価小住宅設

計図案懸

日本建築協会 7 年 5 月 10日

大美野田園都市住宅設計図案募集 7 年 8 月

緑ケ丘保健住宅 7 年 8 月

実際ニ建ツ Jレ往宅設計図案懸賞募集 日本建築協会 7 年 8 月

東豊中住宅競技設計 7 年 11月

阪和上野芝住宅設計図案懸賞募集 日本建築協会 8 年 1月 15日

13年 2 月 15日

そのなかで・着惣のかわったものをみると ，懸賞論文募集として "将来の

日本の住居" がある。乙の一等当選論文加藤善吉の論文をみると ， i 将

来の日本の住居なるものは， 2，6∞有余年の間育くまれたる伝統的日本

民族性を基調として形成されるべきものでなければならないと述べ，住

宅の改良は都市計画上の地域計画( リジ ョナ J レ・プラン ニング〉をたて

る乙とが前提である乙とを力説するが，住宅供給対策と して「ア パート

メントは適当でなく，元来わが国の民族性の理想は一家族ー構の住宅に

あり ，その理想達成のため地域性の有効なる活用と区劃整理の断行，近

代文明 Ir . 於ける文化と自然との融合，都市と回国との結合の必要」を述

べている 。

また昭和 7 年 5 月に行なわれた「メ ー トJ レ法I r . よる実用安価小住宅設

計図案懸賞募集」 も協会が行な った数多くの住宅コンペのなかでもユニ

ークなもののひ とつとい えるであろう。 ζ れは市街地建築物法施行令の

改正により ，メート ノレ法の採用に呼応して試みられたもので，当時とし

て時宜を得た企爾であり ，全国各地から 341 案という多数の応募がみら

れる。

建築協会は昭和 6 年から 8 年にかけてと くに集中してい くつかのコン

ペを行な ってい るが，乙れらのコンペの入選案について，当時三越住宅

部におられた岡田孝男氏は ，6 つの設計競技の応募案のなかから 40案を

還び，その内容を "小住宅プランの研究" と題して分析している。 ζ の

研究の主意は多くの住宅コンペの当落の決定に当って，たんに審査員の

主観的判断lr. たよ るのではなく ，科学的分析的判断iζ よるべきであると

し，そのために多くの入選案のデーターを解析したものである。

設 計 要 項 | 家 族 |敷 地 |工 費 |応募数

連続 4 戸建
112. 5坪 15，0∞ 円 104通

市延坪街地35坪における 1戸建住家

主人女主人中1人，担子1， 婦主供，婦老2  

四 坪

約

118i亘

2 階建

6，0∞円

市長街屋地延に建l∞設坪す以べ内き改2良階4建戸建
120坪 12，0∞ 円 日8通

郊坪外数地任における 1戸ま建た住は平家

子計供5 ~2 8 人

1回坪 12，∞0円 124通

意 2 階建 家

問空題についての取材は自 由

想的事柄も差支えなし

木建坪造平20家坪建以内

l ∞以坪内 経済的な

る乙と

57通

室中流内程の度設計の住宅における

丘延3上0坪お内よ外び山，木腹造の建平 地
10以0坪内 3，50以0円内

l ∞内坪外 4， ∞以o円内

大阪のJlレ∞近」n郊法f木，記入寸法すべて「メ

ート
300nf  2，500円 341通

建坪 造 2 階建

50通

30坪以内
約 10内0坪外 2，400円 111通

また30坪前後の小住宅のプランを論ずるに 当って，居室部( 居間，茶

ノ間，寝室，子供室，サンルーム， 応接室) 作業室部( 便所，化粧室，

浴室，台所 ，女中室) 通路室都 ( 玄関，広間，廊 下，階段) ! r. 分け，そ

のうち居室部と作業室部の聞に通路のあるものはもっとも便利なプ ラン

であり ， 乙れは小住宅にも っとも適当するから優秀な プラ ンが多く ，40 

案中の大半は乙れであると述べているが， 乙のプランは ，いわゆる中廊

下形式の平面形であるといえる。そ してこの科学的分析によると ，その

優劣は必ずしも入選案順位通りではないとしている。

日本建築協会が，昭和 6 年 6 月から同 8 年 1月までの約 1 カ年半の聞

に，主催， 後援を含めて実! r . 8件の小住宅コンペを行なっている乙と

や，大正ω年の連続 3 固にわたる改良住宅コンペやまた協会のコンペが

住宅のみに限ら れていた事 情を加味してみて も，その息の長い住宅改良

への熱意を感じとる乙とができる。

また ，事実， B 本建築協会が大正後半か る昭和の前期，第 2 次大戦ま

での期間わが国都市住宅発展Ir . 果してきた役割りは ，以上Ir . 述べた住宅

コンペの歩みを通じてみても明確に位置付けできるものであるととを深

く感じるのである。

文 献

" 建築と社会" パックナンパー大正6 年~昭和 8 年

岡国孝男「小住宅プランの研究{11，(2) J 建築と社会昭和8 年， 4 .F.1 ， 6 月号

( さかもと かつひ E 神戸市住宅局学校建役課長・エ博〉
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創刊号発刊当初の編集を通じて
松 井 昭 光

「建築と社会J は創刊号を「関西建築協会雑誌、」と称していた。編集

担当者は，編集理事として，葛野壮一郎，武田五一，宗兵蔵の三氏が選

ばれ，編集補として，佐藤四郎，本野精吾，波江悌夫の三氏が選ばれて

いる 。須藤真金氏 も波江 ・佐藤両氏から編集補としてやらないかとさそ

われたが，間もなく帰京されたため ，実質的にはできなかった。大正 6

年 7 月23日の編集会を兼ねた臨時役員会で，とのスタッフで雑誌編集の

具体化が相談されている 。cr 関西建築協会雑誌」創刊号の会報より)

第 3 集( 大正 9 年) あたりから ，編集理事には，池田実，葛野壮一郎，

吉井長七が選ばれ，編集補には波江悌夫，佐藤四郎，江村郊郁がなって

いる 。実際的な編集の仕事は第 l 集から江村郊郁が当っ ておられた。

大正11年どろには，竹腰健造，中西甚作，野呂長四郎の各氏が編集理

事となっている 。12年ICは，設楽貞雄，宮本金七. 13年ICは，佐藤彰美，

本多二郎，伊藤正文 らがなられている。

会誌発刊の模様については，第 2 号の「会報」にはつぎのように記さ

れている 。

rl. 本会雑誌は是を r関西建築協会雑誌』と名づけ初号を大正 6 年 9

月15日刊行する事を得たり 。1. 初号発刊の際直ちに会員に配付し同時

に建築学会正会員諸氏，各新聞社，各学会及各種協会並びに建築 IC関係

ある各学校各専門業者及び各府県知名有力者へ寄附発送し置きたり。

創 立 の 頃 の 話 一第1回編集の思い出一

佐 藤 四 郎

私が家族をつれて初めて大阪の土を踏んだのは大正 6 年 2 月24日の朝

であったが，東天下茶屋の松虫塚 IC適当な家を見つけてそとに引き移っ

たのが26日のとと であった。あくる 27日はじめて正式に事務所に出動し

た。私は横浜市役所から大阪の茂野村建築事務所に籍を移したのだが，

その乙ろの茂野村建築事務所というのは渡辺橋の北詰を西にはいったと

乙ろで赤煉瓦造 3 階建の 2 階の川に面したとても感じのよい室であっ

た。与えられた製図板に向ってちょっと煙草を喫っていると，片岡事務

所の波江悌夫君がたづねてくれた 。今夜片岡さんの招待で堂島の魚岩と

いう料理庖 IC大阪の建築家が大勢集るから君 も出ろ というのだ。 2 階の

大広間に 30人あまりの人が並んでいた。酒もうまいし ， 料理もうまい

し，わけで芸妓がきれいなので，さすがに大阪は凄いなと感服する 。乙

のとき東京に建築学会のあるように 大阪にも何か建築家の団体がほし

い，建築学会はあまり学術的に偏しているから，乙ちらはもっと社会的

な建築の面を開拓してい乙うぢゃないかという説が出て満場の咽釆を博

した 。

それから乙の誌が各方面でいろいろと研究され. 3月30日の夜中之島

の大阪ホテ J レで、関西建築協会の創立に関する議案を討議した。 ζ のとき

は魚岩のときよりもさらに大勢な位で京大の武田さんや住友の日高さん

なども見えたのである。

4 月10日の夜，堂島の電気倶楽部で関西建築協会第 l 回例会を開い

た。それから毎月 13日どろに乙の電気倶楽部で例会を開いたのである。

乙のどろはま だ建築協会の頭花関西という文字をいただいていた。

ζ の前後IC. 毎週水曜日の夕方から道頓掘のあまりはやらない瑚排庖

で水曜会というのがあった。 10時すさまで関西建築協会のあらゆる面に

ついて忌J陣ない意見をたたかわしたもので，あるときなどは婦人の建築

家が将来出現して入会を申込んできたときに それを会員に認めるか どう

か，と いう乙 とで一晩中大議論をして結局まとまった結論を得られなか

った乙ともある。水曜会に集った人々は池田実. n野壮一郎，大林賢四

郎，石田信夫，安井武雄，波江悌夫，木子七郎，浜野三郎，今林彦太郎

82 

1  初号発刊後祝電または祝辞を送 られたる諸氏多し」とある。

「発刊の辞」に ついては . 50周年記念号の拙稿 rr建築と社会』の変遷」

のなかに集録したが，重要資料なので再び復刻する 。 r関西」をとり，

「日本」を冠して. r日本建築協会雑誌」と改題されたのは ，第 2 集第

l 号からであり ，さらに . r建築と社会」 と改題さ れたのは第 3 集の大

正 9 年 1月号よりであるが，そのこつの「改題」のととばを復刻して掲

げる ζ とにする 。

参考までに ，その当時の「目次」と 「巻頭の ζ とば」のいくつかも復

刻する。

なお，創刊号の発行部数については，永らくわからなかったので，昨

年11月上旬，東京の弁ノ頭公園の近くにある莱病院に入院中の佐藤四郎

さんをお見舞した折に ，ζ のζ とについてたずねてみた とζ ろ. r5∞部

ぐらいかな」 という返事であった。 c名誉正会員 ・佐藤四郎さんは89才

になられたが，入院療養中とはいえ，お元気で何より です。生存正会員

で一番年長と思います。〉

大正 6 年の第 1 回編集の乙ろの思い出について，佐藤四郎さんが，

「建築と社会J 昭和33年 1月号にくわしく警かれているので，同氏の許

可を得て，以下転載させていただく。創立の動きについては，後掲の

「会報J を参照ねがいたい。機文と人脈を知る上で貴重な資料である。

などの諸君でそれと私と位でいつも 4. 5 人の顔は見えていた。

7 月13日の電気倶楽部における例会で雑誌発刊の ζ とが議決され，た

またま私がかつて東大の木薬会雑誌を編鰐してお った ととから ，波江君

が編輯委員lζ 私が編絹補佐というような乙と IC任命された。 19日片岡事

務所で第 1 回の編輯会議を開き ，片岡さんの紹介でその日の中に内淡路

町の大阪活版所にゆき雑誌印刷の乙とにつきいろいろ交渉したが，要領

を得ないで帰える。 ＲＳ 日片 岡事務所で役員会だ。片岡 ， 波江 ，池 田 Ｎ ｾ

野，武田の諸先生と私とで，雑誌の表紙の図案は武田先生にお願いする

ととにさめる。 24日大阪活版所 lζ 原稿用紙の印刷をたのむ。 25日電気倶

楽部で臨時例会を開いたが，天神祭なので 81申となっても人が集らない

定員に足らぬというので協議会とし専ら雑誌発刊の乙とについて協議す

るζ とにした。

8 月 1 日，南良人町の関西印刷所にゆき，岡本氏に面会して雑誌のと

とを相談したが，乙 ζ も要領を得ない。6 日市田オフセット ICゆき ，長

谷川氏 lζ 面会し表紙の印刷の乙とで意見をきき ，そのかえりに谷田活版

所 IC立寄る。ととも駄目だ。どとの印刷屋でも新らしい良い活字を充分

に持っていないので，高級な雑誌の印刷は責任をもって引受ける乙とが

できないというのである。大阪の文化面というものは他の生活面に対 し

てずい分ひどくおくれているものだと嘆かわしくなる。 8 日IC原稿用紙

ができてきたが成績よろしからず。 9 日須藤まがね君と三有社とい う印

刷屋へゆく。 ζ ζ でポイン ト活字の新らしいのが沢山あるというので雑

誌印刷のととが漸く軌道にのる。 10日片岡さんの紹介で工業の日本編輯

主任の江村君というのが訪ねてくれる 。乙の人から大阪の印刷屋のとと

でいろいろ注意すべき有益な話をきく。 11 日片岡事務所で役員会あり ，

雑誌に関するいままでの経過を報告する。 13日電気倶楽部にて関西建築

協会の例会あり ，武田さんから表紙の図案をうけとる。すばら しいでき

栄えでとてもうれしく思う。 3色版は東京の田中にたのむ とととする 。

とのようにして原稿整理のととは波江君と江村君とにお願いし，校正

その他の印刷所直接の乙とに私があたり ，大正 6 年 9 月lζ ，あの気品の

ある高雅な関西建築協会雑誌第 l 号が乙の世 IC生れたのである。現在の

「建築と社会」の前身である。

< r 述築と社会」昭和33年 1 月号よ り〉
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ん

ご

期

す

。

天

下

有

識

の

士

、

幸

に

此

の

誠

意

に

同

情

し

、

斯

の

い

や

業

の

成

功

に

協

力

せ

ら

る

、

ゐ

ら

ば

、

笠

濁

り

我

が

閥

西

建

築

協

舎

の

利

盆

の

み

な

る

な

ら

ん

や

。

本

誌

は

本

協

曾

活

動

の

一

部

隊

に

過

ぎ

ず

三

雄

も

、

英

趣

旨

は

本

協

舎

の

目

的

途

行

の

一

機

関

に

し

て

、

今

後

紙

面

に

現

は

る

二

黙

誠

な

る

努

力

は

漸

を

逐

ふ

て

一

枇

舎

を

刺

戟

し

、

五ロ

人

同

志

の

目

的

の

一

部

が

蓬

せ

ら

る

冶

日

の

ゐ

ら

ん

事

を

確

信

し

て

疑

は

ず

。

教

て

抱

資

の

一

端

を

述

ぺ

て

揖

刊

行

の

僻

さ

な

す

一
玄
割

問

。

創刊号表紙創刊号・ 第 1集第 1号 (大正 B年 9月)

Il-- 一一一7li
改

曾枇三築建

題
改

題

之

辞

我

関

西

建

築

協

曾

は

現

代

枇

舎

の

新

時

運

に

促

さ

れ

て

狐

々

の

墜

を

翠

げ

た

る

以

来

、

既

に

意

義

あ

る

二

星

霜

を

閲

し

、

幾

多

の

萱

策

ご

若

宜

な

る

期

国

を

賀

行

し

、

世

上

識

者

の

多

大

な

る

後

援

ご

合

員

各

自

の

熱

烈

な

る

努

力

、

こ

に

育

ま

れ

て

、

A

A

1

ゃ

確

買

な

る

基

礎

ご

遠

大

な

る

抱

査

を

把

持

し

て

盆

々

計

台

に

貢

献

す

る

庭

あ

ら

ん

ご

す

。

顧

れ

ば

我

協

舎

は

関

西

在

住

の

建

築

家

の

協

熔

経

営

仁

採

り

て

其

端

を

張

せ

し

さ

眠

、

既

に

本

舎

の

内

容

ご

本

舎

の

事

業

は

漸

を

遁

ふ

て

輪

廓

を

大

に

し

来

り

、

翠

に

深

重

な

る

意

義

を

体

現

せ

る

我

通

栴

『

関

西

』

の

二

字

を

保

留

し

悲

に

質

名

『

日

本

」

を

加

冠

す

る

の

機

運

到

来

せ

る

守

瓶

一

服

せ

ざ

ら

ん

ご

す

る

も

得

べ

か

ら

ず

0

・

時

な

る

哉

、

卒

和

到

来

の

第

一

年

、

朝

暗

雲

清

ら

な

る

大

正

八

年

初

頭

に

於

て

我

『

閲

西

建

築

協

合

』

は

、

元

服

改

名

し

て

「

日

本

建

築

協

命

日

一ど

な

μ

u

e

我

依

変

信

頼

す

る

現

代

枇

合

の

識

者

は

莞

爾

ご

し

て

名

付

親

た

る

こ

ご

を

快

諾

せ

ら

る

〉

を

信

じ

て

疑

は

ざ

る

也

斯

く

し

て

我

協

合

唯

一

の

機

関

雑

諸

た

る

『

闘

西

建

築

協

曾

雑

誌

』

も

其

多

難

多

事

な

り

し

一

年

有

牛

、

其

奮

闘

努

力

の

宜

績

を

経

歴

し

て

藍

に

『

日

本

建

築

協

合

雑

誌

一

の

題

名

を

授

り

ら

れ

た

り

。

さ

ら

ば

名

{

立

相

・
協

ム

本

誌

の

勝

来

は

益

堅

{

立

な

る

禁

展

を

遂

げ

ん

こ

ご

期

し

て

待

つ

べ

き

也

。

玄

に

前

途

を

蹴

一

脇

し

て

改

題

の

辞

ご

な

す

云

爾

。

-F

 

十

回

・

妖
町
議

制

〈

附

り

て

、

脇

陣

蜘

長

へ

に

燦

た

る

の

搬

め

一

り

し

抽

出

融

制

後

第

一

次

の

去

来

は

、

貨

に、

我

日

本

一

建

築

協

舎

の

依

命

も

、

世

界

の

遊
山
述

t

共

仁

一

縦

一

進

を

劃

し

た

る

是

も

思

出

多

吉

原

畿

な

り

し

e

Z
」

一

世
恒
時

‘

我

舎

名

及

び

我

誌

の

革

新

世

宣

し

代

る

に

一

例

り

て

、

補

者

の

事

〈

は

之

官

諒

さ

せ

ら

れ

し

広

一

な

る

を

信

宇

。

而

し

て

、

夙

〈

も

今

後

花

業

第

二

一

次

迎

森

仁

方

h

ッ

、

顧

み

て

叫

臨

界

の

凡

ゆ

る

方

商

に

一

於

り

る

鑓

値

"

は

.

慨

に

M

M

往

三

百

宥

徐

日

の

時

間

一

に

於

て

す

ら

既

に

世

紀

世

累

ね

た

る

ド

等

し

か

ら

一

u

t
す

る

も

の

め

り

、

我

等

少

〈

ご

ち

亦

須

・

b

一

〈

斯

の

進

迷

に

協

合

τ
乙

蕗

築

'

t

h

U

ば

②

ら

子

。

一

き

れ

ば

、

我

的

問

品

目

活

動

の

機

関

た

り

其

表

現

た

る

一

『

H

本

建

築

協

品
目
雑

誌
』

は

滋

に

再

び

誌

名

を

疋

一

新

し

て

、

一

府

、

一

位

晶

目

的

絢

接

を

期

す

る

の

名

賀

一

相

充

嘗

せ

む

こ

t

h

z

薬

ふ

Z

共

に

‘

暖

乎

た

る

縦

一

進

的

機

運

に

先

む

守

ん

こ

さ

を

欲

す

、

叫

枯

れ

、

安

一

に

、

我

誌

名

を

復

ぴ

変

改

す

る

所

以

山

也

。
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第

霊

輯

第

萱

続

自

次

。

繕

大住大新新

阪友阪裟袋

市銀靭せき

電行日るれ

梅大新欧つ

田阪間米治

車市本のゐ

庫船枇こる

及 場 大 中

四 支 都 ノ

橋 底 市 島

交 鹿ー

叉 合帯

鈷 践 の

の 制主主

市 笠

竜

用

建

物

円
一
-
一
色
紙
}

護

明j

の

辞

:

・

・

・

:

:

:

:

・

:

:

:

:

:

・

・

・

:

j

i

-

-

①

都

市

大

火

の

危

険

j

J

J

・

-

:

:

:

:

;

:

官

民

:

片

岡

安

①

家

相

問

答

:

:

j

i

-

-

:

:

:

:

:

:

・

官

民

・

葛

野

社

一

郎

@

紳

殿

建

築

三

角

天

ヶ

原

:

:

:

;

:

:

:

:

:

:

:

官

民

・

波

江

悌

夫

・

@

都

市

三

建

築

-

-

-

-

j

i

-

-

-

-

:

・

:

・

・

:

・

:

・

@

議

院

建

築

調

査

曾

に

就

て

;

:

:

・

:

-

j

i

-

-

:

・・

准

敬

コ

ン

ク

リ

ト

曾

員

大

• 

空

中

の

庭

園

須

藤

iJt 

産

分

倉

庫

の

爆

護

事

件

調

査

報

告

書

:

・

・

:

:

:

側

聞

錦

曾

報

:

・

:

:

・

・

@

図

序

:

:

-

z

国

本

舎

の

創

立

-
z
i
-
-
-

回

第

一

回

例

曾

i

・

・

:

:

回

特

別

径

員

曾

回

第

二

回

例

曾

i

i

:

E

i

-

-
-
回

第

三

回

例

曾

・

・

:

i

z

-

-

:

:

・

・

回

特

別

市

内

事

舎

四

第

四

回

例

曾

i

i

z

-

-

・

・

:

・

図

臨

時

役

員

曾

:

-

i

f

-

-

:

:

:

回

臨

時

例

合

廃

、

団

秋

山

小

林

海

底

・

・

・

・

・

・

図

伊

藤

喜

荷

庖

{以

上
前

一宵
)

一

回

建

築

事

務

所

案

内

・

:

・

回

建

築

清

食

業

者

案

内

-

-

図

須

交

官

問

曾

-

-

-

-

-
-
-
-

-

図

鈴

尾

和

助

薦

底

E

i

--

回

米

踊

貿

易

舎

匙

・

・

・・・

・

回

大

阪

窯

零

曾

一

匙

:

-

S

ロム

}

図

売

蔵

省

三

・

・

・

・

・

・

・

・

図

様

包

メ

ン

ト

曾

枇

・

・
・

・
・

・

回

み

よ

し

粗

大

阪

支

庖

一

回

高

田

市

岡

晶

回

・

・・・

・

:

:

回

大

阪

M

R

H

m

商

曾

{
以

上

穫

さ

/

回

コ

ル

ク

工

業

合

資

舎

一

匙

〔

裏

表

紙

切

日

本

建

築

協

曾

雑

臆

第

一

一
鳳

輯

第

九

掠

闘

次

、

大

阪

市

臨

合

配

景

闘

{

大

阪

市

係

職

業

紹

介

所

ム

建

築

の

勃

興

寸

』

枕

労

働

問

題

-

.

ム

都

市

住

宅

の

建

設

に

就

て

(

下

〉

・

・・

・・

・

・

舎

艮

・

・

片

岡

安

・

・

・
ニ

ム

一

位

合

的

感

情

に

就

て

(

上

)

・

・

・

・

鴻

一

説

説

法

畢

悟

士

・

・

佐

々

木

惣

一

・

・

・
九

ム

都

市

研

究

の

必

要

(

下

)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

蜘

市

制

究

肺

・

・

内

田

嘉

吉

・

・

一
一
ニ

ム

都

市

計

蜜

に

聞

す

る

法

制

(

二

)

・

・

・

・

・

・

・

酬

が

.

時

間

・

池

田

宏

・

・一

入

ム

都

市

計

筆

に

就

τ

g

u

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
内

務

事

H

Z

a

-

-

吉

村

昔

・

・
二

回

ム

住

宅

問

題

三

田

園

都

市

(

C

)

・

・

・

・

・

・

・

・

m

m

H

m

-

一ニ

宅

勘

-

-

-

-
一

九

(

三

色

版

)

ロ

(

自

一

至

入

)

A

本

邦

現

代

住

宅

改

良

の

施

工

法

会

一

7

・

・

・

品

目

長

・

・

小

笠

原

州問

・

・

=

ヱハ

A

女

涜

の

住

宅

観

-

-

-

.

.

.

.

.

 

日

新

し

〈

住

宅

を

建

τ
る

入

仁

・

・

・

・

・

・

・

一

四

即

位

争

川

・

・

加

藤

常

子

女

史

際

・

・

四

ニ

ロ

西

浮

か

よ

れ

の

幹

事

し

物

喰

ひ

は

考

へ

も

の

・

・

・

嫡

草

」

・・

中

位

繁

子

談

・・

四

六

ム

街

道

樹

論

(

一

-

一

}

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

耐

別

即

時

d

-

-大

屋

霊

域

・

・

五

一

ム

朝

鮮

営

林

廠

所

管

の

森

林

一

斑

(

ニ

)

・

・

・

曾

良

-

e

谷

民

事

・・

玄

六

ム

都

市

ご

枇

舎

施

設

(

英

一

-

一

)

・

ロ

北

米

合

衆

国

に

於

砂

金

住

居

舵

曾

法

人

・

・

・

・

合

員

M

T

生

・

六

三

口

大

阪

市

H

営

破

叫

来

日
和
介

所

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・

・

・

・

・

・・

・

江

村

郊

郁

・

・

六

九

。

京

都

古

建

築

観

(

十

三

)

?

・

・

・

・

・

・

・

・

・

特

削

M

E

m

-

-
伊

・

藤

清

道

・

・

入

ニ

ム

調

査

・

・

・・

円

直

樹

渡

市

大

火

線

災

家

屋

に

附

す

る

側

資

(

R

)

・

.

口

大

阪

市

路

市

繍

W

-村

下

水

道

調

査

綱

要

(

二

)

・

.....•.

.

.

.. 

・

・

・

・

・

・

・

・

九

O

ム

時

報

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

九

四

A

含

報

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

一

O

ニ

A

編

輯

た

よ

り

・

.

.

.

 

附

録

ム
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要 急 之 備 防 害 災

近

時

、

天

災

地

川

慢

の

人

収

の

似

維

持

な

る

ご

奥

に

m

h
繁

か

ら

・

こ

す

る

は

、

泉

し

て

如

何

な

る

理

由

な

る

乎

、

之

を

会

〈

刈

除

し

仰

ぎ

る

ま

で

も

、

卒

時

に

於

て

其

準

備

を

毅

へ

置

付

ば

少

〈

三

も

其

災

禍

の

大

字

は

免

れ

得

ぺ

き

も

の

に

あ

ら

ざ

る

な

き

乎

。

古

代

、

科

副

都

千

的

智

識

の

幼

稚

な

り

し

時

期

に

於

て

は

、

其

根

本

的

解

決

の

途

な

か

り

し

も

、

現

時

の

科

曲

学

は

、

自

然

原

則

の

解

剖

に

由

り

て

漸

〈

英

性

質

を

追

窮

す

る

を

得

。

隠

っ

て

天

境

地

即

興

に

封

す

る

準

備

を

講

ず

る

こ

ご

必

し

も

不

可

能

に

は

あ

ら

ず

、

事

ろ

、

合

理

的

の

も

の

さ

理

解

し

得

る

に

至

れ

り

。

然

る

に

、

唯

目

前

の

比

一

事

に

艦

艇

し

て

天

地

自

然

の

大

数

を

格

へ

ず

、

人

智

の

可

能

な

る

防

備

を

怠

り

災

耐

の

獲

る

に

治

び

-

初

め

て

驚

倒

す

る

が

如

き

現

時

の

風

潮

は

、

維

れ

、

決

し

て

満

足

す

ぺ

き

紋

態

に

は

あ

ら

ざ

る

ぺ

し

、

洪

水

に

て

堤

防

の

決

壊

す

る

は

現

代

科

皐

の

恥

辱

に

し

て

、

回

帯

寛

文

明

的

施

設

の

足

ら

ざ

る

を

立

詮

し

、

i

回

開

風

到

る

毎

に

建

物

の

倒

壊

人

畜

の

死

傷

を

生

ず

る

は

、

中

古

の

盛

期

由

来

だ

改

善

せ

ら

れ

5

る

を

質

調

臨

す

る

に

ゐ

ら

ず

や

文

明

の

空

気

は

精

紳

的

に

叉

物

質

的

に

時

々

刻

々

向

上

せ

ざ

れ

ば

之

を

清

新

な

ら

し

む

る

-

』

さ

を

得

ず

。

然

る

に

今

や

文

明

は

、

片

輪

的

に

行

き

詰

り

、

底

滞

し

て

腐

敗

せ

ん

Z

し

っ

‘

ゐ

る

に

際

し

、

頻

々

ご

し

て

災

害

の

到

る

は

、

正

に

是

れ

天

の

警

告

に

め

ら

ざ

る

な

き

乎

。

古

来

、

天

唆

地

異

は

、

人

事

不

正

の

戒

め

三

し

て

知

ら

る

?

も

の

、

近

時

殊

更

に

火

災

水

難

風

害

其

他

の

災

疫

繁

か

ら

ん

ご

す

る

を

賭

て

、

五

口

人

は

閤

民

一

般

の

挺

診

な

る

覚

醒

を

期

待

せ

ざ

る

を

得

ず

。

円

耽

舎

前

紋

の

事

一

三

し

て

天

地

の

命

這

に

司

配

さ

れ

ざ

る

は

莫

し

。

之

れ

大

般

に

格

へ

根

本

に

鑑

τ
。

勉

め

て

災

害

防

備

の

念

要

を

忘

れ

ぎ

ら

ん

こ

ご

を

要

す

。

良改居住と貨政曾鮭

“社

骨

内

政

策

、

ア

し

て

岡

家

及

自

治

体

の

昨

施

設

は

持

た

多

岐

に

立

り

、

救

貧

問

題

を

始

め

労

働

取

引

所

の

活

用

、

老

衰

者

へ

の

給

興

、

強

制

保

険

の

賀

施

等

暴

げ

て

数

ふ

べ

か

ら

す

ご

雄

、

近

時

漸

く

切

迫

せ

ん

ご

す

る

都

市

住

居

の

欠

陥

を

救

済

す

る

を

以

て

、

最

大

急

要

の

施

設

ご

な

す

散

米

の

文

明

圏

に

て

は

住

居

改

良

は

初

め

議

蕃

的

事

業

ご

し

て

之

を

取

扱

ひ

し

も

今

は

国

家

最

大

須

要

の

問

題

ご

し

て

固

法

上

合

理

的

に

其

経

営

に

腐

心

す

る

の

時

期

に

塗

せ

り

、

殊

に

英

吉

利

の

如

き

は

一

入

入

四

年

の

有

名

な

る

住

居

問

題

調

査

舎

の

設

置

以

来

、

社

合

政

策

の

最

大

項

目

ご

し

て

之

を

研

究

し

、

迭

に

努

働

者

住

宅

法

'

伊

』

制

定

し

、

都

市

住

宅

の

改

良

を

強

制

す

る

こ

、

、

:

せ

り

。

家

屋

の

設

備

不

良

な

ら

ん

か

、

吾

人

の

健

康

は

常

に

危

殆

に

瀕

す

る

な

り

、

又

其

放

態

陰

穆

不

快

に

沈

滞

せ

ん

か

吾

人

の

家

庭

は

如

何

に

し

て

其

健

全

な

る

卒

和

を

維

持

す

べ

き

や

、

居

は

心

h

z

移

す

ご

は

古

来

言

ひ

侍

ふ

る

ご

と

ろ

に

し

て

吾

人

生

活

の

幸

一

噛

を

左

右

す

る

根

源

は

、

買

に

其

住

居

の

遁

不

遁

に

あ

る

こ

ご

を

知

ら

ざ

る

べ

か

ら

ず

、

毘

責

な

る

J

粧

台

救

済

の

政

策

は

徹

底

的

に

其

家

屋

攻

良

を

賓

現

す

る

に

在

り

、

我

園

の

一

識

者

何

故

に

此

問

題

に

想

到

せ

ざ

る

や

。
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同

叩

市

改

良

沌

川

高

は

一込

代

文

川

℃

世

田

L

ト

い

る

一

大

潮

況

に

・

・

.

.
 

二

を

人

類

の

生

存

よ

り

見

μ

ば

、

保

大

な

る

謡

音

工

し

て

敵

廻

す

へ

〈

、

之

を

園

家

の

稜

展

よ

り

計

る

に

、

叉

必

然

的

積

極

詩

集

た

る

を

失

は

ざ

る

べ

し

。

欧

米

の

文

明

園

は

数

十

年

来

、

孜

々

、

こ

し

て

其

経

営

に

熱

中

し

、

今

や

各

方

面

に

著

し

き

効

果

を

奉

げ

つ

〉

あ

り

さ

雄

も

、

日

進

月

歩

の

科

事

慮

用

の

推

移

に

後

h

H

ざ

ら

ん

都

が

矯

め

に

は

、

盆

其

計

苗

の

改

善

ご

内

容

充

賞

に

腐

心

・

し

て

市

以

て

国

連

の

前

途

に

燦

然

た

る

光

明

を

賓

現

せ

ん

さ

せ

.
5

る

哉

は

な

し

。

我

国

の

都

市

は

、

維

新

以

来

多

少

其

面

白

を

攻

め

良

た

り

す

』

難

色

、

何

れ

も

部

分

的

の

修

飾

に

過

ぎ

.
7
し

て

何

等

之

の

統

一

な

く

、

叉

科

祭

賂

周

の

根

帯

に

胸

打

い

ざ

る

も

の

多

く

機

到

底

現

代

の

文

明

都

市

た

る

の

要

素

そ

具

備

す

る

も

の

ご

言

運

ム

能

は

ず

1

.

所

謂

過

渡

文

明

の

有

ら

ゆ

る

欠

陥

を

暴

露

す

る

時

一
一
も

の

な

り

c

吾

人

は

此

次

大

戦

乱

の

影

響

に

よ

り

、

我

国

府

威

一
一
・来

の

登

展

計

脅

に

封

し

其

急

遁

を

感

ず

る

ご

奥

に

、

我

国

現

…

s

b時

の

都

市

欣

態

に

一

大

改

良

金

施

こ

す

の

急

務

な

る

そ

愁

へ

.

き

る

を

得

ず

。

幸

な

る

か

な

、

近

時

吾

人

の

希

望

は

漸

く

枇

舎

の

反

響

を

惹

起

し

、

各

方

面

に

其

急

要

を

唱

ふ

る

を

開

く

に

主

的

作

り

吾

人

は

此

機

運

熟

成

に

乗

じ

、

其

計

蓄

の

研

究

を

重

ね

、

其

賞

施

の

方

法

を

樹

立

し

、

以

て

園

家

の

前

塗

に

幸

福

な

る

大

綱

令

建

設

せ

ざ

る

べ

か

ら

ず

。

都

市

建

築

の

-

載

の

火

災

仁

A

K

H
仁

E

T

a

-

S

E

A

-

'

i

に

裳

め

つ

〉

あ

る

辛

酸

な

り

。

之

を

到

献

に

勧

す

-

一る

a

L

h

州

知

代

の

事

責

に

見

る

も

、

其

幅

四

々

た

る

度

蚊

ご

被

害

の

英

太

な

る

は

殆

ん

ざ

数

ふ

る

に

暇

あ

ら

ず

。

殊

に

震

災

に

件

ふ

火

災

都

の

如

き

、

海

臓

に

依

る

惨

渦

の

如

き

、

或

は

同

時

風

襲

米

の

潟

め

に

生

ず

る

嬰

滅

破

損

は

到

底

之

を

自

然

の

運

命

ご

し

て

吾

市

人

の

柑

刑

公

舎

諦

悟

せ

し

む

る

も

の

に

あ

ら

ず

。

現

代

の

科

祭

主

は

殆

ん

て

徹

底

的

に

其

被

害

を

克

か

れ

し

む

る

の

進

歩

を

見

芸

大

る

に

拘

ら

ず

、

吾

人

は

何

故

に

向

ほ

古

来

の

因

襲

に

捉

は

寵

れ

、

斯

か

る

窮

状

に

満

足

せ

ざ

る

を

得

ざ

る

乎

。

吾

人

は

菅

2

自

然

の

暴

力

に

蛾

罪

さ

れ

て

何

時

ま

で

も

之

を

巡

命

ご

し

て

改

看

過

ぜ

ざ

る

を

仰

さ

る

子

。

否

、

時

代

は

己

に

到

着

し

て

吾

人

の

覚

醒

念

材

担

す

る

こ

ご

急

な

り

、

世

界

の

潮

流

は

我

都

造

市

を

其

渦

中

r

L

吸

引

し

之

e

T

磁

減

せ

ず

ん

ば

己

ま

さ

ら

ん

ご

う

す

‘

幸

な

る

か

な

、

近

時

我

凶

民

も

漸

く

排

源

の

迷

夢

よ

り

G

覚

め

て

、

軽

便

荷

旦

の

都

市

を

文

明

的

堅

寛

永

遠

の

科

率

的

機

組

織

に

改

造

す

る

の

機

巡

に

際

合

し

、

朝

野

奉

っ

て

都

市

計

聾

の

調

貨

に

熱

中

す

る

に

至

れ

り

。

古

来

蚊

千

年

間

五

日

人

の

運

安

寧

幸

福

舎

保

護

す

る

に

足

ら

ざ

る

都

市

建

築

も

蕊

に

始

め

て

其

根

本

的

改

造

の

曙

光

を

凌

見

す

。

吾

人

は

此

機

曾

全

治

せ

ず

堅

賀

な

る

都

市

娃

築

の

建

設

に

封

し

て

至

大

の

努

力

を

掛

川

ざ

る

一

か

ら

ず

。

之

れ

即

い

ず

τ祭

賞

な

る

闘

家

後

展

の

本

理

な

れ

ば

な

り

c
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創刊号会報復刻の一部

会

eョ
幸良

序

大

正

の

御

代

政

ふ

れ

ば

口

や

ム

ハ

畿

、

甲

貨

の

夏

畝

洲

の

大

股

配

勃

授

し

て

・

ふ

り

腕

に

三

年

、

ム

ー

や

世

凶

介

の

儲

て

ふ

凶

ら

取

り

て

此

の

大

破

測

の

渦

中

に

容

さ

込

主

れ

つ

弘

前

途

続

々

亦

淡

々

。

何

人

か

田

市

・

し

て

此

大

惨

劇

の

大

剛

闘

や

徐

言

・

し

得

る

も

の

や

て

。

車

代

愈

隆

U

日

一

度

山

東

の

一

角

に

砲

火

飛

ぴ

、

南

洋

の

遠

州

冊

い

砲

品

広

島

中

り

六

る

も

日

制

汁

叫

闘

の

脈

る

怠

亦

獄

彫

な

く

太

平

洋

の

波

引

混

同

す

る

峯

に

平

和

の

描

州

国

同

静

か

な

る

、

皆

貝

じ

弔

武

威

八

紘

に

娠

ひ

日

一

成

品

市

圃

の

的

別

途

門

は
・

4

げ

々

ぷ

ろ

春

の

海

に

似

ト

h

り

。

文

武

は

並

び

進

ま

ざ

る

べ

か

ら

ず

。

武

動

赫

々

た

る

品

市

凶

の

反

一幽

は

如

何

一

等

凶

の

内

容

巣

・

し

て

如

何

大

八

M
m

や

溺

ら

す

文

化

の

光

は

繭

洋

の

魚

厨

ル

U

冒

か

・
し

得

る

弔

舌

0

3

外

交

に

内

品

川

に

科

墜

に

文

U

E

に

教

育

に

宗

教

に

哲

還

に

音

楽

に

、

は

た

亦

商

業

界

の

前

途

m

F

工

業

併

の

判

官

紋

m

F

思

ひ

牛

山

口

じ

治

ぐ

る

L

の

多

々

恢

-d

然

リ

。

吾

建

築

芥

の

趨

努

亦

-

一

層

の

努

力

ル

要

す

‘

一

言

以

て

之

れ

や

掩

へ

ば

「

混

沌

六

り

が

何

則

治

家

一

代

の

建

築

弁

口

所

矧

池

波

期

ε
・
し

て

活

動

-
L

K

る

も

の

汲

々

乎

ぜで

し

て

泰

西

建

築

衡

の

輸

入

阻

鳴

に

努

力

-

L

K

る

O

野

村

一

郎

久

保

関

小

三

廊

山

本

銀

之

進

O

山

図

的

m

O

吉

本

久

古

口

O

松

岡

亥

作

O

松

本

高

象

藤

田

旭

之

助

舟

続

審

一

政

井

厚

ニ

O

小

林

悉

天

沼

俊

一

O

佐

藤

彰

美

O

佐

藤

四

郎

O

北

村

耕

途

O

水

子

七

廊

。

光

安

椛

之

助

。

設

一

禦

貞

雄

(

畑

町

…

)

本

野

鱗

古

口

瀬

戸

女

吾

創

立

委

員

五

名

は

三

月

十

七

日

夜

曾

合

の

結

果

有

カ

な

る

剛

体

ら

組

織

し

て

親

睦

か

計

リ

併

ゼ

て

建

築

界

の

興

陵

じ

就

点

、

各

自

の

意

見

ら

交

換

・

し

前

途

の

方

針

や

確

立

ゼ

ん

六

め

次

の

曾

則

祭

や

作

成

・

し

之

れ

や

諸

氏

に

配

布

・

し

更

に

曾

A

口

・

し

て

一

同

の

同

怠

ル

得

ん

Z

す

議

案

合

名

本

合

回

忌

関

西

建

築

川

町

築

部

ご

務

す

目

的

合

員

相

互

の

親

睦

や

計

り

併

ゼ

て

建

築

制

介

の

興

住

凡

に

就

告

常

に

各

自

の

意

見

ル

交

換

す

る

ら

以

て

目

的

ご

す

告白

H

A

廿

同

分

建

築

艇

中

曾

正

H

H

の

闘

凶

在

住

者

や

以

て

組

ね

す

何一

・
し

曾

A

ロ

の

場

合

に

山

建

築

耐

申

告

ロ

一

一

般

企

ロ

園

長

ら

も

招

待

す

る

事

な

る

べ

L

金

五

日

毎

月

(

十

三

日

)

一

回

例

舎

ご

・
し

て

茶

話

曾

ル

関

‘身

、

春

秋

二

季

に

大

倉

や

開

催

す

(

務

演

曾

及

晩

餐

曾

)

役

員

理

官

'

一志

名

ら

選

曲

移

・

し

庶

務

舎

一計

九

‘

司

ら

・

し

む

理

事

の

互

選

・

い

4

り

理

事

長

与

選

定

す

、

役

員

の

任

鉱

山

一

年

三

・
し

内

三

名

ル

牛

矧

毎

に

改

選

す

ー。
昔、

の

時

機

也

‘

ム

ー

や

袋

耳

且

け

は

一

一

鴨

・
し
つ

h

わ

る

也

問

符

・し

つ

h

わ

る

也

否

念

鰐

・

し

つ

弘

め

ろ

也

さ

は

れ

大

野

の

問

問

'

川

に

着

眼

・

し

つ

A

わ

る

の

談

者

や

除

ν

て

口

多

〈

ぼ

鈍

…

我

都

世

中

也

ロ

ハ

管

治

去

の

「

ス

ケ

ー

ル

」

ら

以

て

現

夜

ら

測

ら

ん

ご

す

唯

制

定

明

治

後

期

の

順

潮

に

品

川

ル

放

て

ろ

也

而

・

し

て

』

川

中

の

税

夫

多

く

H

H

夢

や

低

い

て

太

平

や

伐

く

c

関

川

聞

の

述

築

家

口

多

く

は

駄

駅

間

品

川

の

水

夫

=

忠

一

な

る

な

か

リ

・

』

や

も

知

れ

T

、

世

に

「

打

C

ぽ

響

く

-

の

訴

に

崎

県

連

ん

リ

E

ゼ

ぽ

関

西

の

建

築

家

は

賀

に

太

平

の

春

樹

F

ら

驚

か

さ

れ

て

刷

臨

め

六

ろ

也

放

の

洋

ル

洗

ふ

波

は

凶

の

洋

ら

も

打

つ

一

一

波

起

リ

て

市

内

波

伴

ふ

ご

か

や

、

汎

ん

や

品

川

中

の

水

夫

ら

や

。

叫

臨

め

れ

'
h

る

も

の

口

血

児

ら

ざ

る

べ

か

ら

ず

、

大

正

の

建

築

併

の

前

途

之

ら

如

何

に

す

べ

与

、
乎

、

知

ら

千

建

築

家

は

自

己

の

た

め

に

建

築

ル

政

て

っ

、

満

足

す

.

へ

告

か

何

平

、

建

築

家

ロ

め

ま

リ

に

闘

前

の

事

務

に

吸

々

2

・
し

て

自

我

的

小

天

地

に

腕

時

州

し

つ

、

わ

る

に

わ

ち

ざ

る

な

与

、
乎

、

A

1

須

ら

く

刷

版

凶

介

ら

大

じ

・

し

て

桝

枇

舎

的

に

活

路

ル

ボ

む

ろ

要

な

告

や

否

。

進

ん

で

口

陶

民

や

指

導

・

し

て

闘

家

的

建

築

の

建

設

に

努

力

す

.

へ

告

に

非

ざ

る

か

、

斯

く

・

し

て

建

築

簸

口

白

例

や

限

れ

て

祉

曾

ご

接

筒

L

剛

氏

ご

同

化

・

し

て

以

て

大

正

の

建

築

や

建

設

す

る

の

念

務

与

認

め

ず

や

、

岡

市

・

し

て

然

ら

ぱ

同

志

の

糾

A

口

や

採

り

意

思

ら

統

遜

・

し

て

各

自

の

小

我

や

捨

て

一

致

問

開

結

情

掘

っ

て

以

て

祉

含

ら

指

導

す

べ

品

、

臨

休

の

組

紘

代

笠

一
従

事

な

ら

ん

や

。

線

道

口

白

か

ら

来

る

。

蓋
・

し

天

念

な

る

な

か

ら

ん

や

関

西

の

建

築

家

代

東

風

吹

く

丁

己

の

二

月

以

来

維

に

服

す

Z

琴

線

の

如

く

今

夏

ら

に

過

去

ら

顧

み

て

前

途

の

掛

制

緩

や

期

す

る

に

一

致

M

L

り

、

斯

非

同

定

4

リ

多

事

な

ら

ざ

る

や

得

ず

、

斯

く

・

し

て

耳

回

開

聞

凶

建

築

制

帥

骨

ロ

日 舎 五 の 出創
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ロ

桜

花

笑

ま

ん

ど

す

る

三

月

下

旬

孤

々

の

援

や

慰

ぐ

お

に

至

る

。
本

曾

の

創

立

(
前

記

)

関

凶

建

築

家

の

有

志

口

大

正

大

年

の

二

月

以

来

春

夢

附

朕

漸

く

制

限

め

て

各

々

期

す

品

広

わ

り

・
し
が

訣

f

れ

ぽ

斯

舛

の

前

途

ら

日

開

ら

ざ

る

な

-
e

¥

さ

れ

ぼ

に

わ

F

片

阿

波

江

耐

氏

の

名

に

4

り

て

一

片

の

僚

交

飛

ぶ

こ

ε
五

十

二

枚

剣

ゼ

す

・

し

て

北

川

胞

魚

者

僚

に

曾

7

S

建

築

嗣

m

p

b

ロ

正

員

の

闘

凶

花

伎

者

貨

に

三

十

布

九

名

要

二

関

陀

パ-

建

築

家

の

閉

山

結

ら

係

り

相

互

の

意

凶

ル

や

疎

通

L

T

E
祭

併

の

向

上

品

目

配

世

ル

期

す

品

に

在

リ

C

H

旧

っ

て

五

名

の

委

員

与

問

事

げ

て

創

玄

家

や

委

M

加

す

ろ

に

孟

れ

り

。

省

日

世

H

A

ロ

の

案

内

や

後

ゼ

・

し

氏

名

左

の

如

-
L

O

Hは

出

胤

者

、

。

は

創

立

委

員

(

イ

ロ

ハ

臥

」

一

弁

九

平

丹念

池

間

交

O

石

田

信

夫

O

今

林

彦

太

郎

伊

都

良

古

口

O

原

問

俊

雄

O

浅

野

三

郎

O

橋

本

勉

O

長

谷

部

鋭

士口

O

徳

永

続

。

大

林

M

A

四

郎

O

小

笠

原

斜

。

猷

鐘

傘

O

滋

塗

街

。

片

岡

安

河

合

‘

冷

蔵

O

河

合

幾

次

O

加

議

谷

航

太

郎

O

宮

崎

野

批

一

郎

O

金

刺

森

太

郎

亀

問

中

ホ

吉

O

凶

中

動

O

問

中

大

作

O

開

中

幽

耳

首

相

。

武

間

五

一

O

宗

兵

歳

。

波

江

悌

夫

O

中

筒

甚

作

O

氷

瀬

狂

三

O

内

藤

太

郎

O

村

井

三

}

品

目

O

牛

村

監

M

E

出

合

員

、

食

分

建

築

曲

牢

曾

正

員

の

欄

間

定

住

者

に

限

る

但
・

し

曾

合

の

場

合

・

い

は

一

般

有

志

に

も

及

ぼ

す

.

、

ご

め

る

べ
・
し

含

合

、

毎

月

十

三

日

例

曾

ー

マ

開

晶

、

春

秋

二

季

大

曾

や

催

す

合

員

、

毎

月

金

五

十

銭

ご

す

役

員

、

理

硲

長

一

名

、

理

事

四

名

や

選

血

事

す

、

役

員

の

任

期

氏

一

年

ε
す

、

理

事

の

改

選

は

牛

開

閉

毎

・

い

牛

鍛

ご

し

引

争

捕

限

会

、

再

選

す

る

や

得

ず

役

員

理

事

長

片

岡

安

@

理

事

武

郎

五

一

@

池

田

賀

@

官

崎

野

批

一

郎

ω

宗

兵

滋

@

吹

動設

集

長

雄

@

波

江

悦

夫

@

宮

日

武

同

五

一

氏

の

後

識

に

・み

り

十

年

前

4

サ

鐙

崎

原

・

し

官

探

れ

る

闘

凶

建

築

家

の

曾

A

日

な

り

・

し

「

オ

キ

ナ

」

舎

や

解

散

・

し

本

協

曾

に

合

併

ゼ

ん

事

与

附

議

し

町

田

舎

良

一

同

の

賛

成

に

て

直

ち

に

解

散

・

し

某

所

有

財

産

六

り

L

A

R

凶

十

三

凶

O

一
ニ

銭

守

本

曾

に

寄

附

す

る

・

に

決

議

ゼ

り

ぬ

同

誌

批

一

郎

氏

の

賢
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昭和前期の編集を通じて( 対談)

当時の編集人 の 人脈

M まず，昭和のはじめあたりの「建築と社会」の編集の人脈からお閲

きしたい と思いま す。

0  昭和のは じめ乙ろの協会の編集係は江村恒ーという人でした。江村

さんは号を郊都といい俳句 もやるし ，詩も作るという多芸の人でした。

その乙ろの編集に携わる人というのは，そういうタイプの多芸の士が多

かったよう で，ゆっ くり した もので した。江村さんは創刊号から昭和 2

年までやって，昭和 3年からは鷹取陽君が，その係り となりましたが，

江村さんは協会を辞してから 「デザイン」という建築雑誌を発行 し，イ

ンタ ーナショナル建築会の記事を多くのせていま した。 4 年位続きまし

たかな。昭和11年からは鷹取君にかわって小板常男君が編集i係になり，

第二次大戦まで続いたと思いま す。

M 編集委員はどうで したか。

0  編集委員は波江悌夫，本間乙彦，池田谷久吉さんなどが，昭和 2 ，

3 ， 4 年どろまでや られた と思います。昭和 6 年には村野藤吾さんも編

集委員でした。高橋栄治さんもまとめ役として， 7 年， 8 年，9 年どろ

尽力された と思います。新名種夫さんや私も ，その ζ ろから戦争が始ま

るまで編集に関係しました。

M 吉田信武さんも編集委員でしたね。

。そうです。吉田 さん，ほかに伊藤正文さん，三浦尚史さん，本多正道

さん，桐本楠雅さん，堀口甚吉さん，宮田秀穂さんなどがありました。

特 集 形 式

M と乙ろで，大正時代は都市問題や住宅問題などが盛んになり ，雑誌

も自由投稿形式でバ ラエティーがありま したが，昭和になってから ，特

集形式が出てきましたね，そのいきさつを伺いたいのですが。

0  特集号を出すようになったのは昭和 4 年からです。毎月出すように

なっています。たとえば， 4 年の 1月は「御大礼記念号j. 2月は「震災

予防j . 3 月は 「レストラン j. 4 月は「郷土建築j. 5 月は「小住宅j ， 6  

月も「小住宅j ， 7月は 「都市美観j . 8 月は「貸家建築j . 9 月は「商庖

建築j . 10月は「林泉と庭園 j .11月は「照明と暖房j. 12月は「防火建築」

というように，昭和 4 年から始まり . 5 年も毎月特集号がつづ. き . 6 年 も

そうです。 とくに 6 年は年度初めに年間の特集計画を発表しています。

すなわち 2 月は 「震災と建築j . 3月は 「保健と建築j. 4月は「小住宅j.

5 月は 「郷土建築j . 6 月は 「建築実務j . 7月は 「新興建築j . 8 月は 「小

売庖と百貨庖j . 9月は 「小住宅j . 10.月は「映函館j . 11月は「都市問題j .

12月は「高層建築」と発表して関連原稿を募っています。実施は乙の予

告どおりで したが. 12月号に「劇場建築」を特集し . i高層建築」は翌

年の l 月に とりあげています。乙のように特集の予定を年度初めに発表

したというのが他に例がないと思います。その後 7 年も 8 年も 9 年 も10

年も毎月特集号を出していますね。

新 興 建 築の紹介

M 昭和 7 年の「創立15周年記念号j . 昭和 6 年と 8 年に新興建築特集が

ありますね，乙の時分，新興建築が問題となったんじゃないかと恩いま

すが，ζ のへんの事情を ー。

o  6 年 7月号， 7年の 4 月号， 8年の 6 月号などに特集しています

ね。当時は，おもにドイツ ，オランダなど北欧の新興建築が問題になっ

ていました。協会でも国際建築の欄を設けて，外国雑誌から目ぼしいも

のを選び転載 しています。

岡 田 孝 男

松 井 昭 光 ( 聞き手}

M 岡田さんは「新建築j IC多くのドイツ建築家の紹介記事を書いてお

られますね。

0  私は大正同年に 「新建築」が大阪で創刊され，昭和 5 年に東京に移転

するまで，編集を引受けていましたが，その関係で， ドイツの建築家IC

雑誌を送って文通し，その作品や文献を送ってもらって 「新建築j IC連

載していました。 ワノレター ・グロピウス，エリッヒ・メンデJ レゾーン，

ハンス ・ペJ レチッヒ ，ベータ ー・ ベーレンス， J .  J. P. アウト，エミ

- )レ ・ファーレンカンプなどと直接文通して資料を もらったんですが，

メン デルゾー ンK最近の建築の写真を送ってくれという と，掲載料を出

せといってきました。今の金にすると 1;枚 5.α 氾円位ですかね。 10マル

ク請求してきたんです。当時 1 円が 2 7)レク ， 1 ドルが 2 円でした。珍

らしい写真だったので払って載せましたが，グロピウス やペルチツヒな

どからは沢山の資料をもらい ましたが， 乙んなととはありませんでし

た。昭和 2 年から 4 年までのとろです。

M タウ トも 「建築と社会」に寄稿していますね。

o  11年の l 月号に「建築と社会」と題して，上野伊三郎さんの翻訳で

寄稿していますが，当時の日本の建築界を批評して「建築家 ? は吉原女

郎である」とまで極論 していますね。その要旨は，①日本の建築家はヨ

ピーを平気でやる。乙れは許さ れない乙 とだ。②日本では新聞に新しい

建築作品が掲載されるときに， その設計者の名が書いてない。西洋で

は，乙 ういう乙とは無作法であるとされている。③ドイツでは建築物に

故障が起った場合，最初に訴え られるのは建築家だが，日 本ではそうで

ないらしい。建築家が社会から認められていない証左だ，と痛いと乙ろ

を衝いています。当時より 35年を経た今日にも一部通用する論で，残念

な乙 とですね。( 乙の寄稿文は本憶に復刻しました〉

イ ンターナショナル建 築 運 動のこと

M インタ ーナショナル建築会が， 当時，関西を中心として起きてま す

ね。それについて…一。

0  関東では分離派建築会，創字社運動などがありましたが，関西では

日本インタ ーナ ショナル建築会が唯一の建築運動で、すね。

M メンバーは……。

0  上野伊三郎，本野精吾，中西六郎，伊藤正文，新名種夫，中尾保，

本多正道などの諸氏です。

M 中西さんは当時 ヨーロッパにいて，撒を飛ばして外人建築家も会員

にした ということ ですが一…。

0  中西さんはフランスから帰 って早々の乙ろだったと恩います。

M 結成大会は京都でや ったと記録にありますが，京都のどとでしょう

か。

0  京都の上野さんの家でやったと 聞いてます。上野さんは，ウィーン

で結婚したリッチ夫人と家庭を作っていま した。 リッチ夫人は室内装飾

家で，そのデザイン した壁紙を見た乙と があります。

M だれが主だったので しょ う。

0  本野さん伊藤さん中尾さ んなと‘ が主だったと思います。もっとも，

会の綱領のネタは，当時，パウハウス叢書の第 1; 巻のグ ロピウスの著書

I NT E RNAT I ONAL E  A R C HI T E K T UR です。新建築社でも ， 乙

のパウハウス叢書を取次いで沢山売 りま した。定価は 3 円25銭でした。

日本インターナショナル建築運動は関西でもあまり重視されず，若い建

築家もついていかなかったので， いつのまにか下火になりました。
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京都市庁舎 ( 大正15年~昭和 2 年〉 近代建築園時より

甲子園ホテル ( 昭和 4年- 5 年) 近代建築薗鰭より 山 邑 邸 (1971年12月 1 日撮彫: 松井昭光)

同潤会アパートメントハウス( 左・ 渋谷代宮山の配置図，右: 宵山アパー ト外観) r建築と社会」昭和 2 年 8 月号 朝 日ビルデ ィング 「建築と社会」昭和 6 年12見号

関西風水害特集

M 特集号としては，昭和 9 年Ici 関西風水害特集」をやっていますね。

o  9 年11月号です。あのとき ，天王寺の五重塔が倒れました。木造で

した。それを天沼先生が復原されまして，できあがったのが昭和15年で・

す。そうした ら20年の空襲で焼けたんですよ。今のは鉄骨鉄板造です。

M 室戸台風ですね，神戸もやられたんですか。

。阪神間もひどくやられました。堺あたりでは街の中まで船があが

り，いすわったととがありました。送電線の鉄塔はみなおじぎしてい ま

したよ。協会からも調査に行っています。

都市武装特集

M 7 年 3 月に「国防と建築J ， 9 年 7 月に「都市武装」の特集があり

ますね， そのへんの話を……。

。i建築と社会J のパックナンバーを見ると，昭和 7年どろか ら大東

亜戦突入の気配が見えますね。 9 年 7月号Ic は， 県知事，関市長，片岡

会長武田先生，池田賀氏，林大将，植田中将，古荘中将，寺内師団長，

井関，大佐などの勇ましい論文があり ，つづいて武装都市促進運動が起

乙されて， その展覧会部の部長に村野さん，幹事lζ 私がなり，三越で一

大展覧会を開催 しています。また雑誌の原稿や写真の検問が始まり， 11 

年 8 月号には「大阪懲兵隊検閲済第 8 号」と して，中の島地区の写真が
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載っています。 11年12月号にはロンドン空襲の実例， 12年 1月号lζ は防

空建築，3月lCは空港と防空などの記事が現われます。

当時の新しい建築について

M では当時の新しい建築について，お聞かせ顔いましょう。当時朝日

ヒツレ，阪急ヒツレ，南海ピJ レ，ガスピノレ，十合など，つぎつぎと建ってい

ますね。

0  昭和 2 年から始めますか。めぼしいものだけあげると，昭和 2 年，

京都市庁舎は武田五一先生の作。大阪の堺筋 IC建った中央郵便局は分離

派の山田守氏の作で異彩を放っていましたが，今はとり乙ぼたれてあり

ません。京都の円山公園の祇園閣は伊東忠太先生の作，祇園祭の鉾を形

と‘ ったもので，当時の評判はあまりよくなかったようです。今もありま

す。東京では代宮山のアパート ができてますね。同潤会のアパー トで，

R Cのアパー トとしては初期のものでしょう。東京朝日新聞社は石本喜

久治さんの作。横に筋が沢山はいっていて見ばえの良い建物でした。当

時メンデノレゾーンがああいうスタイルでやっていましたので， ある人

が， i あれはメンデJ レゾーンのゾーンだよ」といったそうです。

昭和 3年には東大図書館，東京中央郵便局，石本さんの白木屋百貨居。

昭和 4 年には佐藤功一先生の日比谷公会堂，司法省の小菅刑務所，古

字国貸さんの神戸商工会議所，京都の南座。



大 阪 瓦 斯 ピ ｽ ｾデ ィン グ

大阪減天守閣 近代建築薗諦より 大阪株式取引所

M 昭和 5 年は甲子園ホテルがありますね。

。そうです。甲子園ホテルは，ライ トの弟子の遠藤新さんの設計で，

南信さんが協働しておられま した。南さんには子供がなく ，奥さんと二

人で芦屋の山の手の見はら しのよい借家に住んで、おられました。満州 IC

おられた ζ とがあるので奥 さんは支那料理が上手でした。新建築の吉岡

さんや，元良勲さん と 「南信亭( なん しんでい) の支那料理」といって，

たび、たび遊ひ、にいきま したが，そのと きにラ イトの設計であるといって

山色別邸を案内 してもらって見た 乙と があります。馬の背のような傾斜

地に建っていましたが，電話工事が粗末だったのか漏電すると乙ろがあ

り，改修工事中で した。室内は少し陰気な感じがして，床が地盤Iζ 密着

しているので高床 ( C住み慣れた日本人にはむかないのか，ほとんど住ん

でおられなかったようでした。生活様式の途いは悲しいものですね。ラ

イトとし ては自信のある作だったで しよ うに。それから住友 ヒツレも乙の

年に第二期工事が終って完成 しま したね。

昭和 6 年には竹中工務庖設計施工の朝日 ビJ レがあります。設計は技師

長 ( ? ) の石川純一郎さんで，ステ ンレスステ ィーJ レやアルミ をふんだ

んに使つての初めての 目新し い建物です。当時竹中工務庖の山脇専務，

との人は茶人でク ラシックな人ですが. i石川君の設計は金がかかりす

ぎて賛成できないが，朝日 新聞社のお声がかかりなので仕方がない」と

嘆いておられた と聞いています。それから乙の年 IC大阪城の天主閣がで

京都朝 日会館 「建築と社会」昭和 10年 6月号

「建築と社会」昭和 8 年 7 月号

「建築と社会」昭和 10年 6 月号

きました。市役所の建築課長だった波江悌夫さんがいろいろ資料を集め

てカを入れたもので，鉄骨鉄筋，当時の建築資は35万と開きましたが設

備費なと入れて40万ともいわれます。今の金にすると 8 億です。強度計

算した人によると，石垣が弱くてそれにもたせる乙とができぬので，石

垣よりも ，す、っと後退して柱を建て，カンティレバ ーを出して外壁を受

け，石垣は遊ばせてあるとのととでした。これがR Cで城を造ったはじ

めで，その後日本全国K 多くの R Cの械が建っています。天草，熊本，

伏見，名古屋，会津若松城など。

M 阪急ビソレと朝日 ヒ、J レの特集が 7 年 2 月号』ζ ありますが，阪急ビ J レは

昭和 7 年ですか。

。昭和 6 年で・す。

M 阪急ビノレのホ ーJ レの天井に伊東忠太先生図案の鳳鼠などの絵があり

ますね。ガスヒソレは何年ですか。

0  ガス ビJ レは 8 年です。安井武雄さんの傑作ですね。あれは実践精算

式で大林組の施工です。配管は銅管を使ったゼイタクなビJ レと評判で し

た。乙の年』ζ 京都美術館もできました。

9 年lζ は新大阪ホ テJ レ， 京都文化研究所，大丸百貨庖の完成などがあ

ります。

昭和 10年! とは十合，京都朝日会館，大阪株式取引所がありますね。

京都の朝日会館は，石川純一郎さんの設計で，河原町の道路側 lζ は窓
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3岐に』置がある纏舎に111ひられる 臼タイフとM じ〈作

摘す， Ｑ 邑，Ｂｬｉｴ賓ｾとる。

'1lii1業 26 のうちげのただ 1<>治ζ ゆタイ?である.

E タイプの例( >; 闘がt市刈併にあるもの〉

耐に遣のある衛合にmひられるが凶にItt めるお

舎にもしげし11111ひむれる。鰭のF限延l.n' !l! O

タイプの担金行さ作鍵合意 Ｈ ｩ ｪ 起りで泊 ｂ 各部が，ｷｾ

f日中高ナる o ＼＼Ａｾｩ ほ ｄＮ イツと肉織である

が淑市の方向に主要常をとると&がIH祭る誌で

12  D ，イ?に!fる.包>: 11が実鬼門にあたる

と去って媛がられるζ.. ・"る.

ＲＶ 輩小ｾ 21 の2 ;t i : Cのタイフで". .

勉備は}怖に誼のある場合)IJひ υ れるが. 'が"の如

(j艇に遣のゐる吻合にも し11 し11) " ひられる。

U  タイプは杭タイプ&同じ〈耐側に>; 側. . る

ので僻織として1Il ..べ也市側がそれだけ滅ずる ζ

とになり布、舵合であるo ｊ ｵＭｾｴｉｉにぷ 鯛 があるため

拘入1"るたびに加筆得.. 曜かれる不利があ! I . X

l必自民: ' $1: 中断して語路徳治めるので小住宅では勾・

f電信趨4ーがある.

，.，院のうち1. 31 の2 業がζ" タイ?である.

l' タイ プの例(玄m到がにゐるもの〉

凶に泣あるお露合に川ひられる.入日温もう少し北に

繰るものを G タイプと1"る。 f 隣 0'1¥ナ〉

1，' .. .f ずも( :タイフも A タイフの俊民作稜脅111

北側，、樹脂lJ ti 7l.t:!!1必議は耐側、'"旭，慢置を

とる。伺して' "路協はその"' rHAるから最‘ プ，

::'-11作りタナぃ。

26 刻展n うち 9. 14. 22. 26の4 繋が ζ のタイプであ

y  7. 8.  16. J2の ' 1長がむタイ? で.，る.

小住宅プランの研究 岡田孝男氏 「建築と社会」昭和 8 年 6月号より

がなく ，一面の壁lζ 特殊ペンキで絵が描かれています。大胆な設計で，

道を通る人も仰いで見て驚いたふ のです。株式取引所は竹腰健造さんの

設計で，工事中 lζ タト壁の石張りがき まり，花筒石を薄く 鋸引きして貼り

つけてあるとき きました。

十合は村野藤吾さんの設計で，縦繁の線を強調 したトラパーティン貼

りのスッキリしたデザイン として一時代を劃した建物でしょうね。

昭和初期の懸賞募集

M 協会の紋章は昭和 7 年 6 月 lζ 当選発表があり. 1  ｾ等は小清水仙之助

という人です。昭和 8 年 6 月号に大阪のシ ピッ クセンタ ーの懸賞募集が

ありますが，都市計画の懸賞募集は大阪で・は乙れが初めてでしょうね。

昭和の 6. 7.  8 年どろは小住宅の懸賞募集が盛んだったようですが，

乙れについて・ ・・・0

0  昭和の 6 - 8 年どろは電鉄会社がその沿線の開発のために，住宅地

を造成して，オトリの住宅を10- 日戸位建てる乙とが流行しました。そ

の住宅の懸賞募集に建築協会 も一枚加わって募集や審査をしたもので

す。私の記憶にあるものでも昭和 6 年は，①生活改善健康住宅。昭和 7

年は. @メート J レ法による小住宅，③緑ケ丘保健住宅，④大美野田園都

市住宅. @実際に建つ住宅，③上野芝住宅などの懸賞募集で，その他，

神戸鈴蘭台生活改善住宅，香里園生活改善住宅，千里山住宅，瑞光住宅

などがあると思います。

M 大正11年に阪急沿線の桜ケ丘で協会が住宅博を主催した乙とがあり

ますね。

。その 乙ろ， 東京の平和博で上野公園の中! r . 文化村が建てられました

が，どちらがさきですかね。 住宅改良会( 今の新住宅社の前身) で も6

- 8 年どろ数回小住宅の懸賞募集をしています。私の編集していた「新

建築」でも昭和 2 年 7月に小往宅の懸賞募集をしています。そしてその

年の10月に街に建つ商庖建築の募集をしましたと乙 ろ， 珍らしくドイツ

のパウハウスから Ma x B i l 1 という人が応募してきました。当時のパ

ウハウス流のトーフを切ったような実用一点張りの形でしたが，プラン

もよいので 3 等(ζ 当選し . 50マルクを送った 乙と覚えてい ます。おそら
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く外国の建築家が日本の募集に応募したのはこれが初めてでしょうね。

パウハウスには「新建築」を毎月送っていま したから ，それを見て応募

したのでし ょう。プランの書き込みは日本文字だったので調べる と， 当

時パウハウス に学んでいた東京美術学校の水谷武彦 さんが日本文字を書

いてくれたとの乙とでした。

小 住 宅 の 研 究

M 岡田さんは昭和 8 年の 4 月号と 6 月号! r . 小住宅のプランの研究とい

う論文を書いておられますね。

。あのとろは，さっき申しましたように，小住宅の企画が盛んで，多

くの懸賞募集があり ，私も三越住宅建築部に勤めていましたので，たび

たびその審査員 とし て引っぱり出されま した。そ して多くの当選案を見

ているうちに，共通したある物を見出し，当選案40から，帰納的に種々

の法則のよ うなものを引き出し，逆にそれを応用して良いプランを作る

方法や，プランの良否を見分ける方法を考案したものです。当時は有力

な建築家は小住宅の研究など眼中になか った時代でしたから ，乙の種の

研究は他にはありませんでした。後 !C. 大阪女専の家政科の学生にζ の

方法で、小住宅のフ。ランを作らせたという報告を女専( 今の大阪女子大)

の鷲弁先生が 「建築と社会J ! r . 投稿された ととがあります。

協 会 の 事 業 一 映 画 製 作 一

。協会で、映画をつくったととがありますよ 。 i愛の設計図」 という題

で 3巻物 2.5∞フィート 。内容は懸賞募集 したもの。松竹，日活，大映

など数字土に入札させ， P.  C .  L.  ( 写真科学研究所〉が落札して作った

んです。昭和 9 年ですo

M フィ ルムそのものを事務局で見たとと がありますよ，空襲が出てく

るんじ ゃないですか。

0  そうで、す当時は空襲とか武装都市と かいいまして， 戦争においおい

近づいているんですよ。まだ協会にあるなら一度見たいものですね。

M 昭和初期の「建築と社会」の編集を通じて，いろ いろ興味深い話を

提供くださいまして，ありがとう どざい ました。



大正・昭和前期の都市計画の人脈 一 輪 嘉 男

大阪府の都市計画，建築行政で大正，昭和前期にわたって活躍され，

現在日本都市学会の会長として，また中沢建築事務所長として，益々元

気でご活躍の中沢誠一郎先生を，松井氏とともに訪問し，主として大正

昭和前期の大阪の都市計画界の人脈についておききした乙とを中心とし

てまと めた。なお本稿は前述した 「大正 ・昭和前期の都市問題」の続篇

となるもので時間不足のため不十分なと 乙ろがあり，追加訂正いただけ

れば幸いである。( 下表参照)

片岡会長と田尻東京市長との出合い

大正 5 年12月11: ，片岡会長が「現代都市の研究」を出されたが，田尻

稲次郎東京市長は乙れに注目し ，大正 6 年lζ片岡氏を東京 iζ よんだ。乙

のとき「日本 も近代的な都市計画をやらなくてはいけない」という国民

市長の意見に，片岡氏は 「建築規制を是非いれてほしい」と申し入れ

た。そして大正 7 年に都市計画調査会が発足し，内務大臣水野錬太郎が

会長となり，田尻市長，佐野利器，片岡安，関ーなどが委員となってつ

くった答市には，都市建築法の制定は目下の急務なるをもって，当局は

速かにその案を起算し，本会IL諮問されたいと述べてあった。そ乙で都

市計画課は特別委員であった片岡安，佐野利器，岡田文次の三氏とはか

り，建築法案を作成して都市計画法案とと もに，床次竹二郎内務大臣を

会長とする都市計画調査会に諮問 し， 大正 8 年IL公布された。

都市計画に対する市民運動

最初，都市計画主管部局を定めなければならなくなったとき ，乙れを

土木局にすべきか，地方局か，衛生局かと省議は容易に決定をみなかっ

たが，結局乙れらを総合して計画すると乙ろから大臣官房におかれる乙

とと なった。府県では内務部に都市計画課がおかれるとともに，箸察部

11 : 建築課がおかれた。従来自分の土地に自分の金で建てる建築物 11: ，役

所からとやかく干渉される乙とはないという考え方も強かったので，市

街地建築物法lζ 対する抵抗も相当強い ものがあった。前回多聞都市計画

課長は，i 乙の法律は箸察部で執行するのであるが，普通の型車察事務とは

大阪を主とした都市計画界の人脈 (大正・昭和初期)

全く様子が違っているものであるから ，窓口の事務は可略の上I[ 日H 事に

して，一般の人々に不快の念を起させないようにしなければならない」

といっている。昭和前期の都市計画に対する市民運動として，昭和 7 年

御堂筋の工事中，家はほとんどたちのいたが，なかに受益者負担金の問

題で，拡巾されても受益していない理由を行政裁判所に申し出て行政訴

証を起して問題となっていた。また地域制の指定変更によって不適格建

築物となったのが ， 既得権としての ＱＰ 年の猶余期間を，昭和 ＲｾＳ 年の

不況で延長し てほしいという 要望が強しついに猶余期間が 20年にな

り，さらに緩和規定として撤廃されるという企業者側の抵抗運動が強か

った。最近では工場跡地買収基金が設けられ，自治体で買上げる余裕が

できてきたのκ 比べると ，当時は逆に工場の要望 leよって地域制を再変

更せざるをえなかった場合もあった。

土地区画整理の進展

都市計画は建築物を対象とした規制と ，多くは道路の築造による事業

IL よって計画を実現していくが，予算11 : しばられてなかなか進まなかっ

た。大正，昭和前期11 : 活躍したのが土地区画整理で，大正年代IL は大阪，

京都で 2 . 3 の組合ができたのが，昭和になると名古屋を中心に各地で、

盛んに組合が結成され，乙の組合組織による郊外地の開発整備が大きく

進み，乙れによって相当大きな公共用地が確保された。昭和凶年以後

は，戦時色も強まって土地価格統制令によって組合施行の魅力はなくな

り. 公共団体によって都市計画の上から必要度の高いものが土地区整理

を行なったにすぎなかった。名古屋の都市計画地方委員会は石川栄耀ら

を中心として，県の都市計画関係職員および土地区画整理事業関係者な

どの相互連携，事務研究機関として大正同年に，都市創作会を発足さ

せ，機関誌「都市創作」を大正同年 9 月に創刊させ，下村海南とともに

台湾の都市行政を担当した黒谷了太郎氏のもとで名古屋の都市計画の立

案や土地区画整理に活躍していた。

- 内務省大臣F 都市計画課長 池田宏 (大 7 . 5) → 前回多間→ 山県治郎

内務省都市計画局長 山県治郎 (大11. 5) ー→長岡隆一郎ー→堀切善次郎 園圃圃' 防空局施設課( 昭16) ( 防空研

• I  究所) ( のち建築課〉

内務省大臣宮房都市計画課長 篠原英太郎 (大13. 12)園時( 防空法成立) 内務省計画局都市計画課( 昭12) .. . . . . 国土局計画課

事

戦災復興院( 昭20)

・大阪府内務部都市計画課長 内山進之助 (大 9) ー→勝又愛治郎 (大10) ー→小幡豊治 (大11. 2) ー→平賀周 (大11. 10) 内藤清三郎 (大12)

畢

大阪府土木部都市計画課長 王国昇次郎 (昭 3 ) ー→ j工部清夫 (昭 5 ) ー→i中野信 (昭 6) ー→川崎勇 ( 昭7 ) ー→赤間文三 (昭10)

一→内海清 (昭14.ω ー→那須時夫 (昭14. 9) ー→小牧孝雄( 昭15) ー→平山秀雄 (昭16)

・大阪府警察部建築課長 池田 実 (大 9 ) ー→津田敏雄 (大12) ー→中沢誠一郎 (昭 7 ) ー→井上信ニ f 昭14) ー→堀井啓二《昭17)

E  技師中西甚作 玉置豊次郎 |  伊東五郎

ー 平井三郎 松井清之助 ↓  桐本橋雅

中沢誠一郎¥、 落藤藤吉 内務省計画局

愛知県建築課長( 大12) 防空研究所

大阪府警察す施設課長 堀井啓ニ (昭18) → 餅 酷 ( 附 )

大阪府土木部建築課長( 昭21)

大村己代治

・都市計画大阪地方委員会

第 2 技術課長( 昭14)

↓  

防空研究所長( 昭17)

( 事務官〉 大須賀厳 ( のち丸亀市長) (大 9) ー→磯村 遠ー→?

( 技師) 土木 内山新之助一→大木外次郎ー→?

建築 宮本長治ー→鳥井信一→亀井幸次郎一歩吉田信武

公園 大屋霊域ー→森一→ ?

( 技手) 加藤善吉一→田中清志 ( のち倉敷市助役)

・大阪市市区改正部長 : 杉山清次郎 (大 7 . 5 ) ー→直木倫太郎 (大 7. 9)

'  
都市計画部長: 直木倫太郎 (大 9. 4) ー→坂出鳴海 (大13)

畢

土木部長 : 畠 重治 (昭 3) ー→福留並喜 (昭 9) ー→ ?
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2 日 I  時半- 4 時

参加者 21名

設計 ・監理 日本競馬施設株式会社

岡安井建築設計事務所

京都競馬場スタン ド増築その

他工事共同企業体

岡大林組 ・鹿島建設附 ・戸田

建設附

竣工開館後の南 0 8 プラザ並びに竹林会館の

見学会

16日 9 時- ] ] 時

参加者 34名

南os プラザ夢諜工事

設計・ ・施工 側竹中工務庖

竹林会館( 竹林寺建立工事〉

設 計 平井建築設計事務所

施 工 側 竹 中 工 務 底

| 忘 年

16日 6 1時- 8 1侍 於 太 閤国

恒例により会員有志より多大の賛助後援を受

けて盛大に開催，寄贈景品も多数に上り ，余

興も盛りたくさんで盛会をきわめた。

当日の出席者 390名

8 日 4 時- 5 時 於 会 館 3 階会議室

建設省大臣宮房文書課建設事務宮小林袈裟雄

氏ICより，協会の業務および財産状況などに

ついて検査を実施 された。

6 日 O時- 1 時半於大阪建設業協会

出席者各団体事務局員 9 名

議 事 第12回関西都市 ・住宅会議の残務処理lζ

ついて打合せ

4会 連 合 工 事 請 負 契 約 約 款 改 正 委 員 会 1

15日 l  時半- 4 時半於日本建築学会

出席者堀井委員長ほか 5 名

益団幹事より中建審専門委員会の状況報告の

あと ，工事請負契約改正について怠見交換。

〔個人会員 20名〕

天 野 紀 子 ・ )11 野 良 平 村 上 忠 雄

大 沢 軍 平 I 総 村 修 三 i 森 元 良 久

加 藤 照 明 。 総 本 博 雄 a 安 田 勝 美

川 出 勉 三 谷 真 喜 子 : 初 生 涛 .I!.

小 必 正 宏 : 水 谷 広 治 : 伊 下 文 男

堂 島 孝 司 j 水 村 俊 彦 米 沢 時 雄

林 吉 之 i 向 原 辰 夫

経理女子事務員 1名

20- 30才， 経験を問いません。

給与は当方規程に よる。

お心当りの方があればお世話下さい。

日本建築協会事務局 06- 231- 9648 

建 築 8団 体 事 務 局 打 合 会

. 6.  

コc;:

建 設 省 の 業 務 検 査

集

2 ;f.土〕

fli 所 側ニホンポイラ

12月 の 入 会 者 ( 敬称略)

4 名) ( 氏名省略)

親懇

工

募

〔団体会員

側市来崎盛築

〔准会員

施

4月号 「都市交通問題」特集編集幹事会

6  B  4 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西 村 正 輝，伊藤和雄，両特別幹事

ほか 3 名

議事 「都市交通問題( 仮称) J 特集企画について

委 員 会

13日 4 時- 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鳥 田 委 員長ほか 6 名

議事11) 正月号= i 冬季オリンピックと札幌」特

集経過報告

(2)2月 号 = i 600号記念号」報告

(3) 3 月 号 = i インテリヤ」特集報告

(4)4月 号 = i 都市交通問題」企画一幹事会

案をもとに

(5)5 月 号 = i 水利用」特集幹事会について

(6)6月号以降の企画について

建築への コンピュータ一利用講習会反省会

6 日 6 s寺- 8 時 半 於 太 簡 園

出 席 者 谷 口 ・白井正副委員長ほか 5 名

受講者より寄せられた アンケ ート を基に講習

会の反省と乙んどの事業企画について検討を

行い反省会終了後同所において懇親会を開催

し7こ。

住宅展，総務合同小委員会

9 B  5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者湯浅委員ほか 8 名

議事( 1 ) 住宅展および、総務小委員会主査互選につ

いて

(2)小委員会活動企蘭について

住宅資料，スライド合同小委員会

14日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者高野委員ほか 6 名

議事(1) 住宅資料，スライ ド各小委員会の主査互

選について

(2)小委員会の活動企蘭について

3時- 4 時 於 会 館 集 会 室

塚本，福田正副会長， 小林委員長

尾亀，問中各副委員長ほか 5 名

議事( 1 ) 委員長，副委員長互選について

(2)委員会の活動方針について

京都競馬場スタンド繕築その他工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿支

部共催)

建築基礎工法と実例幹事会

7 日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山肩委員長. 111口幹事

議割 1)製本状況なと・について

(2)講習会企画について

意匠計画部会

10日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者小林委員長ほか 3名

議事住宅の矩形図の出版企画について

4 企 .
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見学会小委員会

1  B  6 時- 7時半 於会館 3 階会議室

出席者 堤副委員長，金子幹事ほか 3名

議事(1)11月に実施した見学会の報告

(2)12月- 47年 2月の見学会企画について

(3) 3月以降の見学会について

(4) 昭和46年度役員 ，委員の見学 と懇続会lζ

ついて

月間の動き

若い会員の集い小委員会

2 日 6 時- 8 時 半 於 な か い わ

出席 者 柳 副 委 員長 ・奥尾幹事ほか 7 名

議事(1)第 7回「船のできるまでをみる会J の事

業企画について

(2) 47年第 l 回「日本伝統工芸をみる会」の

事業企画について

(3) 次年度の事業計画について

会議終了後同所において忘年怒車覧会を開催し

fこ。

広報小委員会

3 日 6 1時- 7時20分 於会館集会室

出席者三品副委員長，問中幹事ほか 6 名

議事(1)11月24日に開催された総合設計制度の説

明会について

(2)第m回 ( 2月- 3月) 展示写真の実胞企

画について

(3)第 2 回各種説明会の実姥企画について

(4)本年度創立記念日の集いの実施企画につ

いて

(5)会員余伎縦の開催時期などについて

委 員 会

16日 4 1時半- 5 時 於 太 閤 図

出 席 者 北垣委員長，大橋. m回，田村，

三品 ，柳各副委員長，ほか 3 幹事

議事(1) 各小委員会の事業報告

(2)12月- 2月までの事業企画について

(3)本年度の442員企画について

5 時- 5 時半 於太樹図

塚本，松村，福田正副会長ほか

14理事

議事(1) 1月定例理事会休会の件

(2)通常総会開催の件

(3) 叙勲候補者推せんの件

(4) 入退会者承認の件

(5) 報告事項

日本建築協会

昭和46年12月分

. 6.  
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設 備 部 門

電子計算機が駆使する

キエレベータシステムダブ‘ ルデ、ツ

雄回

高層ビ J レにおいて，居住者 ・来訪者が主として入って来る階( 複数の

場合もあり得る〉から上階に対し，よいサーピスを受けるためには，十

分なエレベータ輸送能力が必要である。

30階級の超高層ヒリレにおいて，その要求を満足させるため iζ は，15階

級の高層ヒりレにおける昇降機占有面積( シャフト ・ロビー ・機械室面積

の合計) の約 2倍の面積が必要となる。( 表一 1 ，表- 2参照)

ただし ，上記の数値は表面上のもので，低j苗用エベレ ータ直上部の高

居ゾーンにおける利用状況，高層用エレベータロビー直下部の低層ゾー

ンにおける利用価値などを考慮に入れた場合には，もっと大幅な実質増

加となる。乙の増加率は， ＱＲ 階 ｾＱＵ 階を ｬ 単位とする等差数列的な傾 向

を本質的に持っているので， ω階級や1∞階級の超高居ピJ レにおいては，

15階級高層ピルにおける昇降機占有面積のおのおの 4 倍， 7 倍程度とな

る乙とが推測できる。したがって，超高層ビルのプラニングにあたって

は， i 昇降機占有面積の増加傾向を極力抑制しながら，必要にして十分

な輸送能力を，いかにして確保するかJ という問題が大きくク ローズア

ップされてきた。

乙の問題に対して，従来は エレベータ昇降速

度の高速化とゾーニ ング方式のみに頼り ，広い

視野からの討議はなされなかったようである

が， 昇降速度5∞m/ mi nが実用化の段階にはい

り，ば)()m/ mi nの実現する日も間近くなりつつ

あるアメリカにおいては ，種々のアングノレから

「垂直交通システム」として， ζ の問題が意欲

的 lζ 検討されるようになってきた。

乙のような背景のもとに ， S K Y  L OBBY  

S Y S T E MとDOUBL E DE C K  E L E VA T OR  

S Y ST E Mの両者が，超高層時代のホ ープとし

て誕生し ，実施の絡につき つつある。

前者は，現在建設中の WOR L D T R A DE  

C E NT E R  T OWE R  BUI L DI NG (l lO- S T O 

R Y， N E W Y ORK) なと‘ において具体化しつ

つあるように，主としてω階級以上の超高層ビ

J レに適応性が大であると恩われる。

乙乙では，岡大林組が数年前よりミニマムス

ペース論を展開 し，十分検討 し討議をつ くした

結果，三菱電機附と共同開発して，現在 「大阪

大林ビル」において建設中のDOUBL E DE C K  

E L E V ATO R  S Y S T E M (O. D. D. システム) を

伊Hc とりながら ， DOUBL E  DE C K  E L E V A 

T OR  S Y S T E MS  (D.  D. シス テム) の現状，

ある程度までの詳細，問題点，将来の動向などを紹介する。

ダブルデッキエレベータシステムによる昇降機占有面積

の節約と 輸 送 能 力 の 改 善

ｾ＠ 2. 

スペース論ミニマムｾ＠ 1. 

エレベータシステム選択に対する従来の 一般基準は，つぎに述べる

i 5 分間輸送力」と「平均待時間J の 2 要素であり ，占有面積lζ 関する

考察は一般的には行なわれていなかったようである。 しか しながら乙の

考察は超高層ヒツレにおいては，不可欠な要素である乙とが一般的に認識

されつつある。

(1)  5 分間輸送力一一量

1 エレベータシステムが 5 分聞に輸送できる人員を，サービス対象人

員lζ 対するパーセンテ ージで表現したものである。事務所用貸 ピJ レは，

通常 ＱＱ ＵＧぢ ｾ ＱＵ ＵＧぢが現在の一応の基準 となっている。

(2) 平均待時間一一質

乗客が呼釦を押してから ，かどが来るまでの時間の平均値の乙とで平

均運転間隔の%と見る乙とができ る。

事務所用貸 ビノレでは，20秒までは良，25秒までは可，30秒以上では悪

いサービスと いえる。ただし乙れは，日 本における現状であり ，アメリ

昇降織占有面積

床面積 守 司 五比( % )

l 台当 り

サービス床面積

( oi )  

K A  136，695 40 3. 420 

36 

11. 7ω 8. 6 3. 505 367 10. 5 
3  

H  105. 694 26 4，060 

40 

9. 096 8. 6 2. 458 264 10. 7 

3  

K O  38，640 12 3. 120 

26  

2. 833 7.3  1. 380 145 10. 5 
2  

U  52. ∞s  14 3. 7∞ 
31  

4. 236 8. 15 1. 576 160. 4 10.3 
2  

※ O H  43. 744 9  4. 860 

30 

3.045 6.9  1. 367 109 8.0  

2  

| 昇 降 機 占 有 面 積 | タ ヮ 二 副 輔 に お け る

階数 I ＺＭｴＭｦｾｾｾｾ ｟ｾ ｾ＠ 1 各 種

ｼ 句 宇ｼ芳 子 ｼ 切 ｾｉ 占マ ｅ ｆｬ ｔ 必ず
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サービス床面積は中問機織室を含みペントハウスを含まない。

タワ ー書官僚準陪は最下層ゾーンにおける害者元を示す。

? 誌はダブルデッキエレベー タシステムを示す。
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図- 1 0 . 0 . システムの乗降図

運 行 方 式
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レ
D.D. 運行 S . D. D. 運行 S . D運行

図- 2 運行方式の種類

94 

凡 伊j

口 上 部 か ご

( サービス中)

.  下部かご

(サービス中)

}={ かごは停止するが

扉は開閉しない

カにおいてはおのおのより 5 秒減じた数字が一般的基準となっている。

との問題IC対して うa w Y OR K の C ONS UL T I NG E NGI NE E RS  

である C ONSENTI NI AS S OCI AT E Sはつぎのような見解を発表して

いる 。一一- DOUBL E  DE C K  E L E V AT OR  S Y S T E M はと くに50階

以上の高い ，幅の狭いピ J レで， 1階あたりの収容人員が多い場合に適し

ており ，床面積の3096節約，輸送能力25%- 5096アップが可能である。

具体的に示せば，50階建ビルでは34台の普通形エレ ベータと同等の輸

送能力を， 24台のダブルデッキエレベータで確保する乙とができる。ま

た，具体例として， 80階建の S TA NDA RD  OI L  (I NDI ANA)  BUI L  

DI NG ( 建設中) に おいて，必要とされるエレベータの台数を76台より

40台に減 らした乙とを報告している。

O.D. D システムの場合は，表- 2 1ζ 示すように昇降機占有面積が約

20%節約できている。また ， 1台あたりの輸送能力は表- 3 1 L 示すよう

に約80%程度向上する見込で-ある。

ｾ＠ 3. 構造 と 運 行 方 式

ダフ" ) レデッキエレベータのかどは， 1個の大きなかど枠IL ，一般エレ

ベータかど室と同じ形状の，おのおの独立したかとー室を上下 2 段IC取付

けてあり，上下のかと室の床は建物の上下に隣接する 2 つの階床と一致

して停止し， 2 つの階より同時に乗降できる構造になっている。

その遂行状況の大要は 図一 1Iとより推測していただけるはずである

が，O. D. D. システムにおいては，図- 2 l L 示すように， 3種類の遂行

方式を具備しているのでその大要を述べる。

(1) ダブルデッキ運行 ( D. D. 運行〉

主として朝夕のラッシュ時IL適用する遂行方式で，一周あたりの全停

止数は図- 2 のどとく 14固である。

(2)  シングルデッキ運行 ( S. D. 運行〉

下のかどは休止して扉の開閉は行なわず，上のかごのみで普通形エレ

ベータとまったく同様の遂行をする。交通関散時に適用する遂行方式

で， 1周あたりの全停止数は，図- 2 の場合30回である。

(3)  セミ・ダフi ) レデッキ運行 ( S . D. D. 運行)

l 階， B l 階からの乗客および l 階，B l 階へ降りる乗客には ，D. D.  

運行と同様のサ ービスをする。その他の階からの乗客および乗場釦の呼

びで一旦停止した後の 1 階， Bl 階からの乗客には ，S . D.遂行と同様の

サービスとなる。 11司あたりの全停止数は，図- 2の場合，27回である。

ｾＴ Ｎ＠ O. D. D. 方 式 に お け る 運 行 制 御 方 式

(1)  運行方式

図- 3 は週日における平均的な速転パーターン ・運行方式の適用状況

の予想図である。乙の切替動作は各種の交通情報および時間的要素によ

り自動的に行なわれ，かっ切替えに伴う D. D. 方式特有の予告放送 ・案

内盤表示の変更 ・かど内操作盤の作動規制なども，必要な T i me l agを

経た後，自動的にフォローする。

(2)  平均待時間

表- 3は， D. D. 運転時の平均待時間を，また表- 4はS. D. 迩転時の

それを示す。両者の間は相当な開きがあり ，とくに高層ゾーンにおいて

はもっとも条件のょいときでも ，待時間が50%程度 S. D. 運転時におい

て長くなっている。また乙れは，絶対値としても先IC述べた一般的基準

値の最大許容値であり ，よいサ ービスとはいえない。実はとの点がD. D.

方式における最大の問題点であり ，ウイ ークポイントであるともいえよ

う。乙の点を改善するために ，つぎに述べる O. D. D. 群管理システム

を開発して，表- 4 l L 示すように ，ある程度まで待時間を短縮できる成

算を得ている。

(3) O. D. D. 群管理システム

制御システムは，普通形エレベータi L 多用されているパタ ーンセレク

ト形群管理制御機器，ディジタノレ形電子計算機，およびその周辺機器よ

り構成されている。前者は，運転パータン選択と端末機器の制御! r . 後

者は，かど割当制御，出発階偏重制御，各種交通情報記録などの新しく



開発された付加動作 lC使用される。両者の有機的結合により， 表- 4 の

どとく 18%- 14 %の待時間短縮達成の見込みであるが，正確な交通情報

の収録とその解析により待時間30%短縮を達成できるような画期的手法

の開発を電子計算機f L 期待している現状である。

ｾ ＵＮ＠ D. D. エ レ ベ ー タ の 経 済 性

輸送能力向上 ・昇降機占有面積の減少などの効果を定量的に取扱っ

て . D. D. システムの昇降機当初建設費の経済的な許容限界を試算する。

個々の計画 IC際しては ，確実なデータを基礎にして，より正確な経済

比較がなされるはずであるが，乙乙では下記の基本式および、統計値 ・仮

定値を使用して，基本計画ステップにおける討議資料として使用できる

程度の数値を求めるととを目的とした。

そとで，基本式

Ns '  P s;' 三No ・P Oー α s C ・・ ・…  …. . . . ・ H ・……・・ .. .・H ・.. (1)  

とおく。乙とに，

Ns  S . D. エ レベ ータの所要台数

No  D. D. エ レベータの所要台数

PS  S. D. エ レベ ータの単価

P O D. D. エ レベ ータの単価

日 D . D . システム設置による占有面積減少率

s  : 昇降機占有面積比

C  : 建築全建設費

(1)式に (Ns / No = 3 / 2  

Is  = 0. 09 

ｾ｡＠ = 0. 20  

を代入し，変形すると，

P o/ P s孟1. 5十 0. 027/ ( Ns ・Ps / C) … … ・ … … … … ・・・ ・(2)

となる。

そ乙で，昇降機建設費の全建設費 lζ 対する値を変化させていった場合

のD . D. エ レベータの経済上の許容価格を図- 41ζ 示す。

また，今度は

(1) 式 IC { Ns / No=  3 / 2  

Is  = 0.09 

ｾ ｎｳ Ｇ＠ P s/ C=O. 08 

を代入し ，変形すると，

P o/ P s孟1. 5+ 1. 69α …・… - …  ……・…・…・・ ・…・・…. . . . ・ H ・(3)

となる。

そ乙で，占有面積減少率を変化させていった場合の. D. D. エ レベー

タの経済上の許容価格を図- 5 1ζ 示す。

両図より明らかなように . D. Dエレベー タ l 台あたりの建設単価は，

S. D. エ レベ ータのそれの 1.8- 2.0倍程度が経済的に許容される最高限

度であると ，概算的にはいえよう。

実際の建設価格は，日本において一例しかなく，更に研究開発費的要素

がはいっているので，参考価格とI はいい難いが. ! まぼ乙の限界内である。

ｾ＠ 6. エ レ ベ ー タ に 託 す 夢

技術者の描く夢のエレベ ータとは， どんなものであろうか ?

各階の エレベータロビーのいる人の脳波をキャッチして，その行先希

望階を知り ，そのデータを集積して，時々刻々の全体需要を把握して，

もっとも能率のよい運行方法を ，短いインタ ーパノレごとに算出し，最適

なかど割当を行なう ーーとい ったものではなかろうか。

乙れは，現在のエレクトロニツク技術ではおよびもつかない ζ とであ

るが， しかし夢の内容を分析するとつぎの三要素が考えられる。

A .  [ " 行先希望階別の人数の判別」

B.  [ " 上記情報の早期登録」

C.  [ " 迅速なる演算機構と指示」

A Iζ 関 しては，現行は乗客が l 人でも 10人でも押釦 l 個で表現される

ので，人数の判定はできない。しかし乙れは. vi si bl e な手法 ・音響的

注 1 O. D. D. システムの数値は. D. D. 運行時におけるものを示す。

※ 1  5分間嶋送力 IC相当する平常時の全愉送量

※ 2  他システムのシミュレイションによる計算結果よ りの推測値

運行 |運転パ

方式 |ターン

時 主り

8. 00 9. 00 10. 00 11. 0012. 00 13. 00 14.00 15.00 16.00 17. 00 18. 00 19. 00 

閑散

S .D  

平常

|超批・イ

D. D. IDNデマント

ゾーン割当

昼食時

図- 3 運行方式・運転パターンの選択予想図 ( 0 . 0 . 0. システム)

内

U
• 

。，‘

ー

Po  

Ps 1. 9  

円。 0. 027

- ー = .1. 5十一一一一一一一-

PS  些 色一

C  

1. 8  

1. 7  

L  

5  6  7  8  9  10 11 12 13 

昇降機建設費

X IOO  ( %) → 

会建設費

図- 4 昇降機建段段備と 0 . 0 エレベータ単価との経済上の相関

2  

採算可能範濁

b

H

 

20 25 30 35 40 

(  1- _ Q D 形占有面積

lー ) XI OO( %) → 

S .D 形占有面積

図- s 0 . 0 .形による昇降機占有面積減少率と0 . 0 .エレベーヲ単価との経済上の相関
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手法などを併用する乙とにより ，可能ではなかろうか。

B !ζ 関しては，現行は乗客がか乙、に乗り乙んでから行先希望階を制御

系に登録しているが，乙れをエレベ ータホーノレで蜜録する乙と lとすれば，

どうだろ う。情報は平均待時間と乗込所婆時間の和だけ早く制御系! r . 登

録され，狭いかど内での萱録のわずらわしさからも解放されるであろう。

登録方法 については ， 広い視野より再検討したい。 c o mmu ni c at i on

k は t ac t i l e なもの， or al なもの ，また v i s ual なものなどがある。

or al  c o mmu n i c a t i o n  s y s t e m は，非常に近い将来K おいて，昇降機

制御 lζ 導入されるのではなかろうか。

C I C関しては，記憶容量 8 K 語- 1 6 K語程度( 1 ノて ンクあたり) の定子

計算機で処理できる可能性は ，非常に大きいと思われる。以上のように恩

考を進めていくと，夢に近づく可能性はかなりあるといえるようである。

それではもし ， 実現した場合どれほど輸送能力が猶加するであろう

か。シミュレイションを行なっても ，インプットするデータが未知であ

るので無意味に近いが，前記の事項を類推するひとつの手がかりになる

情報があるので紹介する。

最近完成した 15階建ピル ( 6 台， 1 パンク) に おいて，朝のピーク時

のみオペレ ータ付運転をエレベータ管理人の指揮の下で行ない，非常に

能率よく乗客を捌いている例がある。 その輸送能力を実測したととろ ，

もっとも進歩した群管理システムのアップピーク用パータン時K おける

輸送能力( 計算値) の約309ぢ増であった 。との事実は，群管理システ ム

のパタ ーンのなかでも，非常に好評な「ハ ー ドアップピ ークパタ ーン」

ですら，なお309ぢの改善余地が残っている乙とを示唆している。

その他のパタ ーンにおいては ，よりいっそう大きな改善の可能性があ

るといえるのではなかろうか。乙のような夢を描いて . O . D . D . システ

ムでは正確な交通情報を収録し，分析する乙と により ，各呼びに対し「重

み」の要素を付加する演算手法により，理想 I C近づ乙うと努力している。

具体的にいえば，電子計算機の演算機能 ・比較機能を駆使して，エ レベ

ータ最適化制御を果たす乙とにより ，D . D . 方式のウィークポイントを

補い，輸送能力強化のメリットのみを享受するために，電子計算機による

付加動作を開発している。乙の技術は，普通形エレベ ータに適用しでも

十二分 IC機能を発揮して，所要台数の削減IC効果あるもの と恩われる。

ｾ＠ 7. D. D. システムの設置例

D . D . システムの設置例を表- 5 ! C，また O . D . D システムの機器

詳細を表- 6 1ζ 示す。
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衰 - 5 D .  D .システムの般置gtl

建 物 名 称 | 所 在 名 称 | 用 途 昨 年 月 | 延 部 | 階 数 | 四 台 数 ・その他

T I ME- L J F E  C HI CA G O  事務所 1970.3  65. 870 地上30 F

B UI L DI NG 

CJOK HBN UHILADNINCO  G  

B OS T ON 施工中

C A NA DI A N T R ON T  

"  

IBNADNUK STORF I AL  

C O M 

ME R C E  

S TーやmA R D OIL  C HI C A GO 

"  
地上80F

B( IUNIDLIDAINNAG 〉

大 阪 大 林 ピ ル 大阪市 事務所 施工中 50. 292 

地地下上332FF  

表 - 6 O .  D .  D .方式の詳細仕様

| 高 層 用
低 層 用

Jロs、
数 4  

-ロ，.. 4  
Aロa、

容量( 定員) 2. 700k9 (20人 x 2 )  2. 7∞k9 (20人x 2)  

速 度 240 m/分 150 m/分

電 動 織 容 量 77 K W  55 K W  

停 止 箇 所 16 箇所 15 箇所

制 御 方 式 (方 式 : 電子計算機による力一割当 ・優先制御

ベース・ 4 カーオートセレクト，マターンオート

制御用計算機 ME L C O M・350/5 F  1 セ γ ト

M廿b  

量 8 K語

補助紀協容量・ 32K籍

芸事考文献

段工業 V OL . 1 6 - NQ4 . V OL . 1 7ーぬ 4

最近のエレベータ ・エスカレータ( 木村武雄氏〉

建築陵情 超高膚ピルにおける エレベータ設備計画( 樋ロ成弘氏ほか)

新建築大阪大林ヒ勺レ陵情計画( 縮大成氏ほか〉

カタログ各種各社発行

F OR UM- OC T OB E R - 1 9 7 0  T E C H NOL OG Y  

C ONS UL T I NG E NGI NE E R  

低層: 6台台(( 26人× 2〉〉

高層 : 6-1l- (21人 x 2

DABCE4拍 -……1L111  - 4伯，醐醐4柵醐88880合台台s台t印fff，C《《〈tbute 2/勾お包2j33zmr刷mm，人n人A人人タaiuiXx x  X  x  a  n  n  n  z  23 

2)  

2) 

2)  

2)  

〈袋一 6 怠照)

P L A NNI NG D OU B L E  D E C K  E L E V A T OR  

S Y ST E MS  ( W. H. WU H R MA Nほか)

( よしだ みつお K K大林組役備郎 ・技術士〉
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共同研究都市の開発的保存 4

鳴海邦碩

はじめに

1970年の万国博を契機に、大阪では阪神高速道路をはじめとする高速道路

や幹線道路の整備が重点的に行なわれたが、こうした高架道路の建設によ

って、大阪も発展する現代都市にふさわしい景観をもつようになった。 こ

とに中之島付近の阪神高速道路などの高架道路が入りみだれる景観は、ま

さに生産と流通のための巨大な装誼を恩わせる 。西山州三氏はこれを称し

て* スパゲティをまきちらした都市砂という 。

経済的に停滞しているといわれる京都も例外ではない。交通の混乱は、各

地で立体交叉による処理を余儀なくさせており、東山五条の五条バイ パ ス

や、嵐山高架道路がその例である 。 これらの高架道路の建設にあたっては、

景観保全の観点から設置反対運動が見られたが、結局なしくずしに建設は

実施きれてしまった。

都市が経済的に発展するためには、都市を生産と流通のための装置としな

ければならないという考えがある 。 それはある意味では正しいが、装置化

は、スパゲティをまきちらす砂ことによってのみ達成できるわけではない。

こういう手法は都市の景観をガラリと変えてしまうものである。

都市は人間が住み、生活する場でもある 。装置化の優先した都市の環境の

中で生活することは、まさに工場の中で生活していることと同じではない

だろうか。都市の施設構成およびその景観においても *職住分離砂 がなさ

れる必要がある 。 というよりもむしろ、都市は人間の生活が展開する舞台

としてのあり方が優先して考えられるべきではないか。

この観点からすれば、古い伝統をもっ都市・チューリ ッヒにおいて検討さ

れ、すでに決定案とな っている、シール地区計画一都心地下高速道路の計

画ーは非常に興味深いものである 。今回はこの計画の紹介を中心に述べて

写真一 1 中之島付近の景観 (都市計画慨袈 ・大阪市より )

川 の 下 の 高 速 道 路

図- 1

みた い。

チ ュ ー リ ツ ヒ ・ シ ー ル 地 区計 画の 背 景

シール地区 の Ｂｾ￟ 心地下高速道路。の計画にはふたつの側面がある 。 ひとつ

は都心地区の自動車交通のネ ッ トワークの再編成による、都心空間の歩行

者への解放であり、ひとつは、自動車道の地下化によるオープンスペース

の確保および景観の保全である 。前者については、このシリーズの第 2 回

目で紹介したヨーテポリをはじめ、エ y セン、ケルン、コペンハーゲン、

ロッテJ レダムなどの多くの都市の都心において実施されている。伝統的な

都心の形態をできるだけ保存し、なおかつ現代的な都市利用の行動様式に

対応させる目的で交通システムが構成されている。都心を環状の自動車道

路が囲み、ここから中へは一方通行のサービス道路によって導入され、都

心 のかなり のスペースが島状 の歩行者空間となる。サービス道路に沿って

パーキ ングス ペースが配遣されており、人々はここから目的地へは徒歩や

パス、路面電車で行くことになる 。

後者の手法によ って実施された例には、シュツッツガノレトの川、さな城の

広場砂 がある 。 このエリアはシュツ ッツガルトの都心であり、宮殿や庭園

など の古い地設と、銀行や商庖などの新しい施設とが一体となっているエ

リアである 。高速道路がこのエリアの地下を通っており、地上はサービス

車および路面電車が走っている 。新しい絡設は人工土地の広場によっても

結びつけ られている 。路面電車も近〈地下に移すことが計画されている 。

ここでは歩行者空間をつくり出すことがそのまま、景観の保全にも役立っ

ている のである 。 チューリ ッヒのシール地区計画はこれらのふたつゐ 手法

をさ らにおし進めたものであるということができょ う。

図- 2 中世のチューリッヒ 参考文献 ( 5 ) より
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図- 3 鳥かん図 図- 5 道路断面図 2

シュツ ッツガルト "/J 、さな城の広場砂 参考文献 ( 2 ) より

チ ュ ー リ ッ ヒ 概 観

チューリッヒは人口t3万を数えるスイス最大の都市である 。 チューリ ッヒ

はリマート 川の問岸に発展し、その経済的な基盤は中世に確立したといえ

る。 中世にはリ 7
ート川の東岸部分は大市街、西岸部分は小市街と呼ばれ

た。大市街は今日も中世の面影を残しており、市庁舎、教会を中心とし市

街が形成され、 16 - 18世紀に建て られた民家の多 くは、美術骨董品庖やレ

ストラ ン、カフェとなり、若者や観光客 の集まる活気のある街とな ってい

る。小市街の北にはチューリ ッヒ駅があり、ここから駅通りがチューリ ッヒ

湖岸まで通じており、両側には銀行や商庖が立ち並び、商業、金融の一大

中心となっている 。 この東の地区は小市街であり、教会を中心 に中t止的な

市街を形成している 。 旧市街 の束はすぐチューリ ッヒ丘がはじまり、大学、

高等学校、美術館など のある文化地区、さらにその上は州立病院を中心と

した医療地設地区となっている 。 |日市街の西には業務地区が位置し、さ ら

にシール川| を越えて、兵舎地区、その南は下層労働者 の住居地区で、下町

を形成している 。 チューリ ッヒi却j をはさむ東西の斜面は、高級住宅地であ

り、ことに東の斜面が、日照 の点から、立地が優勢である 。

チ ュ ー リ ッ ヒ ・ 都 心 の 発 展

シール川はチューリ ッヒ湖の西側に並行する谷から流れ落ち、チューリ ッ

ヒ駅のすぐ北でリマート川と合流する川である 。 これは小さな川であり、

その景観は優れているとはし、えないが、その述続性と美しい樹木は、都市

計画上重要な役割りをはたしうる 。ここは都心に近いにもかかわらず建て込

んでいず、都心の発展をうけとめうる唯一 の大きなスペースである 。 ここ

はおそかれはやかれ都心に統合されることが予想 される 。 この地区をンー

ル地区と呼ぶ。

1962年に図の高速道路体系 の一環として、チューリ ッヒの高速道路の計画

が談会で承認された 。都心地区では、高速道路はシール川に沿って建設さ

れるが、これは必然的にシール地区の空間的条件を決定することとなる 。

この変化は新しい都心の環境形成にあっ てきわめて霊要である。

チューリ y ヒ市およびチューリ ッヒ州、|では、 1966年から高速道路設置を前

提として、シール地区の計画を検討してきた。 以下はこの計画と検討の経

過 をまとめた報告位、PLANUNG SI HLRAUM" を中心 に、都市の保存と

開発のケーススタディーを紹介しようとするものである 。 図- 6

シール地区計画

1. 計画の前提条件

既存の街路網と、都市高速道路 の機能を区別し、おのお の を快適でスムー
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A  チューリーッヒ，胡

日 リマート川

C  シール川

D. 中心業務地区

E . シール地区

F . 旧市街

G  教育 ・文化地区

H  医療施設地区

I  国鉄

J  兵舎地区

L  下町

M 高級住宅地



1  高架高速道路 - Si hl ー

2  二層式高速道路

3  地下高速道路 - Ci t y一

4 . 地下高速道路 - Ausser s ihl ー

図- 7 高速道路 4 つの案 参考文献 ( 1) ょっ

写真一 2 地 下 高 速 道 路 、 ussersi hド' によるシール地区計画模型 参考文献( 1 ) より

ズな交通とするためにつぎのことが必要である。①高速道路から都心の地

区街路網への直接の連結はとらない。②高速道路に直接連結された巨大な

パーキング・ピ 1レを設け、都心にきた自動車は、完全なコントロールシス

テムによって、最短距離で空いたパーキング ・ロ y トに導かれる。

都心に向かう高速道路は、都市環状道路に結ばれる。通勤交通、訪問交通

および一部のサービス交通は、高速道路から直接パーキング・ ロットへ 出入

りする。パーキング ・ビルは都心の周辺に位置し、人々はここから徒歩や

路面電車、パス、タクシーを利用して目的地にいくことになる。このため

13，000台分のパーキング ・ビJ レを段階的に建設することが必要である。

こうした交通システムの再編成にもかかわらず、既存の街路網から、すべ

ての自動車交通を排除してしまうことは非常にむずかしく、 これは地区的

なサービスのために利用されることになろう。しかし、いくつかの街路は

歩行者と路面電車専用となり、歩行者空間のネ ッ トワークが形成される。

(筆者注 : すでに駅前通りは路面電車以外の車柄交通が排除きれ、歩行者

空間とな っている 。)

2 . シール地区高速道路の 4 つの案

高速道路の形態について、いくつかの案が検討されたが、 結果的に 4 つめ

案が最後に残 った。 ふたつの案は高架式て¥他のふたつは地下式てe ある。

どの案がよいかを最終的に決定するために、おのおのの案にしたがって開

発計画を展開させてみることによって、その効果を検討してみる こととな

った 。 これ らの 4 つの笑は以下に示してある 。

4 つの案について、都心 の発展の可能性、空間的な明噺さ、空間的な連続

性、建設費の問題、長期的 なコス ト・ベネフィ ッ トの分析などによる検討

がなされ、結果的に計画委員会は地下高速道路案 ( Aus s er s i hl ) を推薦す

ることにな った。

建設費が最も高いにもかかわらずこの案が選ばれたのは 、公共的な利益を

最優先したからである。地下の高速道路およびこれに直結するパーキング

・ピルは、都心の交通を緩和 し、さらにはシール地区をオープン・スペー

スとして解放する 。 ここは公共施設を中心とし、種々の都心的 な施設の敷

地とし、計画的都心発展をはかるとともに、リクリェーションのための空

間としても利用されうる 。高速道路を高架とすれば、その下を歩行者が通

れるというも のの、空間的な断絶をひきお こすこととなり、必然的に高速

道路の両側に表裏のはっきりした空間をつくってしまう 。裏となった空間

は、よくあるように環境の悪化をきたすお それがあり、そうなればこ の地

区の再開発の意味が薄れてしまうだろう 。地下式高速道路の建設は、シー

ル地区再開発のみならず、チューリ ッヒ市の都心の健全な発展の出発点と

なるも の として 、計画委員会において推薦案として決定され、さらに、こ

れが市および政府の談会において承認された。

計画案 1 . 高架高速道路、Si hl 。

高速道路はシール川の上に地上 から 10mのところに位置する。 地区道路は

地上レベルにあり、歩行者道はこれらのふたつのレベルの聞のブ リッジと

なる 。将来の都市鉄道のスペースは、古い川床上にとることができる 。 こ

の計画は河川エリアの大々的な改造を必要とする 。住居地区 を多層 の交通

施設から守る防御線として、高速道路に並行して、壁のような建築が計画

される 。新しい都心と古い都心との歩行者の連結はよく解決されていない。

この計画は段階的な実現がむずかしい。 というのは、 川に関係するすべて

の工事、運河の開設、都市鉄道へのスペースの準備、新しい地区道路、附

属建築物、歩行者道のプリ y ジ、しかも高速道路に並行する建物がスクリ

ー ンとして完成 dてはじめて計画が達成することになるからである 。

計画案 2 . 多層高速道路

この案は 2 方向の高速道路を地上より 10m、16mのふたつのレベルに分け、

二層にするものである 。 3 つのパ ーキング ・ビルとはうまく連結され、地

上 の道路は保存され、川岸は歩行者のため のプロムナードとして利用される 。

高速道路は建物と無関係にたてられるが、これは都市計画上不利である 。

高速道路と隣接 の建物が同時建設されなければ、これまで都市の発展にお

いて無視されていたエリアをい っそう無視することにもなりかねないし 、

これは土地所有者の反対をひきおこす大きな原因となろう 。

この案はシール川 の西の地区との連続性の点において、心理的な障害とな

り、連結の手法も不十分である 。

計画案 3. 地下高速道路、Ci ty"

この案では、高速道路 はシール川の右岸 に位置し、 1. 4 k mの トンネノレとな

る。 業務ビルの地下 の 2，000 台のパーキング ・ロ ッ トが高速道路と直結さ

れる 。 しかし、中央駅の北では 、プロムナード ・エリアに墓地があるため、
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高速道路は高架となる。地下化によって、シール川の土手は公園となる。

古い都心と新しい都心は、うま く土手のプ ロムナードに連結することがで

きる。川の東西を結ぶ歩行者道と土手のプロムナードの交叉の周辺には、

商業施設よ りも文化的公共的施設を配置する。地上レベルはプロムナード

とし、 l 階のレベルは、買物 のための歩行者道 となる。 小さ な方の 川は埋

めたてられる 。私有地にはあまり くい こま ず建設できるが、すべての土地

の所有者は市の指導にしたがって、土地を整備する段階で参加する必要が

ある。

計画案 4 地下高速道路 、usser s i hl 砂

この案は推薦案として決定した もので、 トンネルは 川の左の土手の下にあ

る。パー キング ・ピルのひとつは、既存のスポーツ施設に建てられねばな

らないため、スポーツ施設を移設する必要がある 。( 筆者注: ドイツおよび

スイスの都市では、都市内の公有地は、地下駐車場を設置する という条件

で、安〈民間に払 い下げら れる。 スポーツ施設は多くの場合州有地である 。)

地下式はシール地区をそこなわず、川はオー プンのまま保存される。都心

の発展は、高速道路の建設にかかわりなく行なわれうる。古い樹木が土手

のプロムナードの一部に移植される 。 この案はむしろ文化施設をもった緑

地帯の計函といえよ う。

古い都心と新しい都心との聞のスペースは、 一体として計画することがで

き、新しい都心の発展を適切に誘導することができょう 。歩行者道が、都

心施設からシ ール地区 に、まるで橋頭盤のようにのびてくる。この案は、

都市計画にとって 、きわめてフ レキシピリティに富んだものである。

都市計画的な建設は 、多くの段階 を必要とする ものであり、おのおのの段

階において、できるだけ機能的に完結して いることが必要である。建設の

プログラム上からも、この案がもっとも適切である。

シール地区の再開発に関連して、チューリ ッヒ駅の再開発のアイデア ・コ

ンペが行な われ、 1971年のはじめに当選案が決定された。( 筆者注 : 駅の再

開発は日本と同様に国 の管轄であり計画は別途 にされる。) チューリッ ヒ駅

の再開発はここ 4 、 5 年のうちになされることが予想される 。地下高速道

路の建設は、駅の再開発にあわせ て行なわ れ、数年後には、新しいチュー

リッヒの都心の交通システムが完成することになるようである 。

おわりに

ヨーロ ッパ では、都市の開発において非常に保守的である 。パ リの旧市街

では、新しい建築物を建てることがほとんど許きれないし、 ドイツの多く

の都市では、第 2 次世界大戦でその大半が破壊されたが、積極的にその復

元をすすめている 。それは教会や城、宮殿と いった建物のみならず、一般

の住宅についてもしかりである。執念深いまでの保存や再建の動きは、ホメ

タポリ ズム。を生み出す日本人にはなかなか理解できない。

先日、都市の発展に ついて、 ドイツからきている留学生と話しあったのだ

が、彼はつぎのようにいう 。「都市は永い時間をかけて造っていくものだ。

少し づつ住みよく、少しづつ美しく、少しつ' つ機能的に、古い建物が完墜

であるとはし、えな いが、新し い建物がそれ以上にょいという保障はどこに

もない。公共建築が機能的に使いものにならなくなり新しいものとすると

きは 、設計競技によ ってもっともすぐれた案を採用する。都市は永い時間

をかけて醸成していく人間集団の芸術作品なのだ。 日本の都市は使いすて

の都市のようだ。これは仏教的な思想のためですか? J 逆に、こんな質問

がかえってきたが、確かにそういう側面はあろう 。し かし、これを く石の

文化、木と紙の文化〉という 風 に簡単に 片づけてしまう ことはできまい。

生産や流通のシステムはメタポリ ック に発展することが考えられるが、人

聞の日常的な生活 は、 そのようには変化 しないだろう。人聞の日常的な生

活を中心に考えれば、ヨー ロッパ流の着実な環境形成の思想の方に理があ

るといえよう 。

日本の都市は、経済発展のための施設を 中心 として開発され、人間の生活

のためのよりよい構成という点については、なかなかかえりみられなかっ

た。緑地や川や原 っばといった空間は、役に立たないものとして、つぎつ

ぎに埋め られて いった。しかし、こうした空間こそ、人聞の日常的な生活

のよりよい環境の構成に不可欠である 。 これからの日本の都市においては、

これまで無用視されてきた空閉め重要性を考え、これを保存あるいは再び

創り出していく必要がある 。チューリッヒのシール地区の計画は、このひ

とつ の事例として紹介 したものである。

なお シール地区計画の報告書ーP L A NUN G SI HL R AU Mー は、大阪市公園

部、宮崎研一氏の提供によるも のである。 紙面 をかりてお礼を述べたい。
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写真一 3 シール川現況駅が見え る 参考文献( 1 ) より

写真 4  リマー 卜川 両俸の旧市街 参考文献 ( 6 ) より
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祝 6 0 0号 建 築 と 社 会

f ? ?務Z A. R. 1 建 築 事 務 所

7 9 1 7 - 7 9 7 2  

同
代表取締役社長 亀 井 晃 治

事 務 所 大 阪 市 南 区 谷 町 八 丁 目 8 - 2 電話 06 (768) 1405 

アトリエ 東大阪市上石切町二丁目 1，451- 35 電話 07437 (3) 6137 

RI A建築綜合研究所大阪支庄

所 長 山 口 文 象

支 庖 長 山 家 啓 助

大阪 ・大阪市北区太融寺町33 大阪合同ビル 406 電話 312- 9  1  5  4  

東京・ 270- 5  8  6  1  名古屋 " 262- 3  9  4  1  

後
株式会社朝日建築事務所

代表取締役所長 長
屋

芳依

戸ヰ

大 阪 市 東 区 内 本 町 橋 詰 町39番 地 T  E  L  06( 941) 3928 

株式会社東建築設計事務所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神橋筋 3 - 6  8  三海ビル 電話 (358)5598 ・3497

株式会社 井上久雄建築設計事務所

代表取締役 井 上 久 雄

千550 大阪市西区京町堀 1丁目 38 千島ビル電話大阪 06 (443) 7338附7325

株式会社伊東建築設計事務所

a-
q
a
 

a

9

 

n

d

 

a
ι
τ
 

F

O

 

話

也

郎

電

正

、

氷

山
光

東

原

日

伊

竹

リ通町

役

役

幸

締

区

晴

締

速

寸

Z

良

代

取

市

阪大

101 



祝 6 0 0号 建 築 と 社 会 1 9 1 7 - 1 9 7 2

株式会社今西建築デザインルーム

代表取締役 今 西 茂 雄

T  E  L  541 - 3  0  5  1  - 3  

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

量.J..，・P

毛

3 五

日

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 28(第 10森ビル ) T  E  L  ( 03)  501 - 0286 

大阪出張所 大阪市東区本町 1 - 24( ニ ュ ー ホ ン 7 チビル ) T  E  L  (06)  271 - 0257 

九 州 出 張 所 福 岡 市 大 字 三 宅 字 銭 通 2 0  9  - 1  T  E  L  (092)  54一1493

岐 阜 連 絡 所 岐 阜 県 各 務 原 市 鵜 沼 8 0  3  4  T  E  L  (0583)  82- 3429 

E  
株式会社岩崎建築設計事務所

代表取締役

専務取締役

山
石崎

山奇

徹

弘岩

本 社 奈 良 市 法 蓮 立 花 町 1 0 4 6 番 地 電 話 0742 (22)  2  2  1  7 番

奈良事務所 奈良市大森町57・3(奈良県淡協会館 4 階) 電話 0742(22)2283代表 - 4

④ 
株式会社栄和設計事務所

取締役ネ1: 以 小 泉 善 重

本 社 大 阪 Ili 'Iu'; 品医，; 主白浜辿 4 Ti l 14 T E L  大|坂 (452) 1651 代 表

株式会社 海上静一建築事務所

所 長 ?毎 上 静

大 阪 市 東 区 博 労 町 2 4  1  中博ピル 4 F  

T E L  261 ・ 4 4  2  8  - 96 2  7  1 ・ 1 1  4  9  

T  5  4  1  
t  

目

株式会社 教 育 施 設 研 究 所

中 尾 彦取 締 役 社 長

大阪事務所長

石Lよ」

崎 ヲム

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 舟 町11 第11森ビル内 T E  L  03(591) 4281代

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 立 売 堀北通 2 の27 大信ビル内 T E  L  06( 531 ) 0913 

札帆事務所仙台事務所広ぬｾ務所福岡事務所 ( 541 )  7301 
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祝 6 0 0号 建 築 と 社 会 7 9 7 7 - - 1 9 7 2

1. 共 同 設 計 株 式 会 社

取締役社長 飯 田 精 次 郎

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 9 電話 06(364) 5836f何

(468) 1878 

東 京 事 務 所 東 京 都 渋 谷 区 西 原 1丁 目35番 1号 電話 03

(466)  1  5  0  3  

株式会社小林得志建築事務所

代表取締役 小 林 得
士

心

大阪市北区堂島 北町2幡 地 (藤 田ビ ル内)

T E L  (341 ) 5 6 5 8  ( 代表)

株式会社坂倉建築研究所

代表取締役 西 j畢 文 隆

東京事務所 〒107 東京都港区赤坂 9 - 5  - 1  2  T  E  L  03- 403-3551(代表)

大阪事務所 〒550 大阪市西区京町堀 2 - 1  2  2  T  E  L  06- 443-0021(代表)

@  
株式会社昭和設計事務所

代表取締役社長

代表取締役専務

岡

林

本 行

唯

主主

Eコ

夫

設計・監理 大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通 1- 8 四 ツ 橋 ビ ル T E L代表 532一 o 4  1  5  

神 戸 事 務 所 神戸市主主合区八幡通 5 - 6 久 徳 ビ ル T E  L 078- 251ー 0 6 5 1  

姫 路 事 務 所 姫 路 市 竪 町 54 番 地 滝 川 ピ ル T E L 姫 路 24- 2  9  2  6  

姫 路事 務 所 長 河 野 望 蔵

高木建築デザインスタジオ

所長 高 木 茂 雄

、
大阪市南区心斉橋 筋 一 丁 目 ー の 二 心 ー ビ ル 電 話 大 阪 (06)252 ・8355

8356 

株式会社竹内建築事務所

代表取締役

専務取締役

内 藤

林

真

茂

大阪市南区長堀橋筋 2 丁 目35の 1 ( 日亜ビ ル) 電話 (211 )2706- 8 番
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1 9 1 7 - - 1 9 7 2  建 築 と 社 会祝 6 0 0号

所務事築建橘

重

電 話 06 ( 781)  ω3 7  

電 話 07437 (  3 )  2401 

春f喬

東 大 阪 市 御 厨 1

奈良県生駒市新旭ケ丘

6  

長所

本庖

分室

所務事築建

田中

小西

取締役社長

株式会社

i  
山甲

電話 (532) 4051大代表

電話( 加) 9301代表

電話 (211) 4  0  3  5  

電話 (22) 5373- 4 香

小 西

大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0  

東京都千代田区神田鍛冶町3 ノ3( 大木ピル内)

名古屋市中区丸の内l の8番39号( 三信ピル内)

大津市梅林1丁目4番15号( 滋賀県教育会館内)

本 社

東 京 事 務 所

名古屋事務所

大 津 事 務 所

言十

ん

又

ミ

w

P

R

圃

園

一

=

唱

「

ヰ

/

白

u

F

自

u

F

-

-

-

-

E

太

五

慶

徳

大建
一
一
一

大

取 締 役 社 長

取 締 役 副 社 長

取 締 役 副 社 長

株 式 会 社

電 話 06 ( H l )  9351 針。

電 話 06 (441)  9351 間

電言舌 03 (572)  4595 判

定 話 052(221 ) 8566 間

電 話 093 (52)  4285 開

大 阪 市 西 区 京 国 丁 堀 2 丁 目 7 5 番 地

大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 7 5 番 地

東 京 都 港 区 新 橋 1丁 目 10番 7号 ( 大 和 銀 行 新 橋 ビ ル )

名 古 屋 市 中 区 丸 ノ 内 2 丁 目 2 番 1 5 号 ( 東 照 ピ ル )

北 九 州 市 小 倉 区 魚 町 4 丁 目 3 番 8 号 ( 九 源 ピ ル )

本 社

大 阪 本 社

東 京 本 社

名 古 屋 事 務 所

九 州 事 務 所

建築研究所地域計画株式会社

司泰輪長所

T E L  075 (711 ) 2161附

T E L  03 (591 )  0 6 8 2  

京都市左京区下鴨上川原町69番地 植物園電停前

東 京 都 港 区 芝 西 久 保 明 舟 町 14番 地 博 友 ピ ル

本社事務所

東京事務所

東 畑 建 築 事 務 所
株式会社

ム.

謙

電 話 大 阪 (06) 202- 0391

電 話 東 京 ( 03) 58ト 1251

電話名古屋 (052) 571- 8471 

畑

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  

東京都千代田区永田町2( 永田町ピル)

名古屋市中村区堀内町2( 堀内ピル)

北 九 州 支 所 ・ 大 分 支 所

東
代表取締役

本 社

大 阪 事 務 所

東 京 事 務 所

名古屋事務所

富松建築設計事務所株式会社

ーム-

/ ¥ 助松
宮

田
取締役社長

0734 ( 31)  0106附電話和歌山市北坂ノ上丁一
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祝 6 0 0号 建 築 と 社 会 1 9 7 7 - 1 9 7 2

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所

中
i

 

l

 

--E
，
，
，

 

匠

大阪市北区浪花町38新興ビル 電話 (371 )  3  6  5  1  

宝 塚 市 米 谷 字 石 田 18 電話宝塚 ( 36) 2391番

株 式 会 社 . 日
3重

吾1 " ¥

5 叉 言十

取締役社長 塚 本 猛 次

大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 3 8 番 地 電話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表)

株式会社
日 邦 建 築 企 画 設 計

代表取締役
中本す

藍包

五三

大阪市北区梅ヶ校町 l 1. 4  関西ビル 干 530

電話 06 (35兄) 1  7  6  7 ・9. 6 9  7  

株式会社三 上 建 築 事 務 所

取締役社長
上 清

本 社 水 戸 市 大 町 3 丁目 4 番45号 電話0292 ( 24)  0606 

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町 2 一 7 (佐藤ピル内 ) 電 話 03 (253) 2894 

H 一世- u. "1.::;Jヨ10""合・ニ H ニ叶 . τ まず 7 h → ....... 

株式会社安井建築設 計 事 務 所

代表取鱗役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 電話01) (943)1371 ( 大代)

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 電話的 (q43) J 371 ( 大代)

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 丁 目 1 番 地 震 諮 問 (261) 5101 ( 代)

名古屋事務所 名 古 屋 市 中 区 錦 3 丁目 2 4 香( 日本生命ピル) 電話OS2(961)  181i 1( 代)

神 戸 事 務 所 神戸市生田区三宮町2丁目 18番地( 阪神相E ビル) 電話078 (321) 1533( 代)

ル州事務所 福岡市渡辺通 3 丁目 6 番地( 福岡フコク生命館) 電話092 (75) 3  5  6  8  

株式会社 U" A. 建 築 事 務 所

代表取締役

専務取締役

上 回 良 治

浅 井 潤

大 阪 市 東 区 谷 町 5 - .3 0( 新野村ビル) 電話? の8- 2  9  4  1  - 2  

一 一 一 一
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祝 6 0 0号 建 築 と 社 会 7 9 7 7 - 7 9 7 2

。〉
アイエム換気工業株式会社

代表取締役
松 岡 晃 良R

本 社 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町1183番地 干556 電 話 大 阪 06 (561)  3901大代表

@  

主

同

門盛 建 材 株 式
ふ

玄社

取締役社長
青 盛 繁 男

本 社 広 島 市 鉄 砲 町 5 - 1  6  T  E  L  21 - 2  2  8  1  

営 業 所 福 岡 ・ 岡 山 ・ 松 江 ・ 下 関

③ 
浅 海 電 気 株 式 会 社

電気設備工事設計施工

代表取締役 浅 海 正 雄

本 社

東 京 支 社

札 幌 支 庖

名 古 屋 支 l苫

福 岡 支 庖

営 業 所

出 B長 戸斤

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 22番 地 電 話 代 表 06( 362) 8701

東 京 都 新 宿 区 戸 塚2丁 目 95番 7号 電 話 代 表 03 ( 200) 5911

千 代 田 生 命 ビ ル 内

札 幌 市 北 三 条 東 2 丁 目 2 電 話 代 表 011( 261 )  1441 

名 古 屋 市 北 区 水 尊 師T l 丁 目 42 - 1 電 話 代 表 052( 911 )  4381 

偲 岡 市 今 泉 2 丁 目 4 番 20 号 電 話 代 表 092 ( 74) 4343

旭 川 営 業 所ー 姫 路 営 業 所 広 島 営 業 所 高 松 営 業 所

苫 小 牧 出 張 所 浜 松 出 張 所 光 出 張 所

。e 株式会社 井 上 浄 夫 商 応

取締役社長 井 上 浄 夫

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 1  0  1 電 話 441- 8531 ( 代)

支 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 4 - 2  - 2 電 話 551- 6  7  5  6  

⑧

 

大阪アスフアルト事業協同組合

保 証 年 限 仕 様 に よ る

アスフアルト防水工事

'  

大阪市城東区西嶋野 6 丁目 4 3  ( 工盛社内 )

T  E  L  961- 4460 ・962- 1288

大島応用化学工業株式会社

取締役社長
田 中 政

東大阪市新庄 114番地 06 (782)  4171- 3 ・ 6 7 3 4 - 8

東 京 名 古 屋 広 島 宇 部 大 牟 田 高 松

四 日 市 新 居 浜 岡 山 川 崎
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1 9 1 7 - - 1 9 7 2  
建 築 と 社 会祝 6 0 0号

庖商業
窒

岸
-----EE

・

E

・---

E

E

E

，
F

 

株式会社

⑪

 

夫

T E L 大阪06 代 (532) 0461 

T E L  姫E各 0792 (82)  0999 

繁岸

大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98 番 地

姫路市北条口 1 2 6 番地( 住友生命ビル )

l

 

l

 

-
-
'
a

r

 

代表取締役

本 庖

営 業 所

陶 磁 タ イ ル ・ オ リ エ ン タ ル モ ザ イ コ

( 陶磁・ガラスを主材とする壁画構成・立体権威)

A ' h  

ｾ＠衛Ｉｾ＠々タ8  開
⑦ 

9  1  3  1  ( 代表)(443)  屯話大阪市岡区 ｩ ｉｲＭ￮ ｴ 回 ｾｴ ｊｩｬｩ 1 ノ 1 9  ( オカダビル)

t:t 
-e陶

E 翠語ぜ者指指z  

"  
京。

6 9 2  1 番06 (761)  電 話
本 社 540 大阪市東区上町13番地

営 業 所 東 京 、 名 古 屋 、 福 岡

工 場 ・八尾

年限仕様による

ア ス フア ル ト 防水 工 事

工 盛 社

ライオン印

株式会社

大阪アスフアルト事業協同組合

大阪市城東区西嶋野 6 丁目 43(工盛社内)

(961) 4 4 6 0  

(962)  1  2  8  8  

大阪市城東区西鴫野 6 丁目 4 3  

電 話 大 阪 (961)  4  4  6  0  

(962)  1  2  8  8  

ル ー フ イ ン グ

フ ェ ル ト

ル ー フ イ ン グ

ル ー フ イ ン グ

ルーフイグン

ル ー フ イ ン グ

ル ー フ イング

名
I::t 

n口

アスフアルト

アスフアルト

特 殊

A 絶 縁 用

B ベ ー ス 用

C ミネラル

D エフロン

製

電話大阪

合同特許建材工業株式会社
市

F

h

齢

他

国

V

ポ

d

w

E

W

一期

T  E  L  06(702)  7814 代 表

T  E  L  06(701)  1  7  3  5  

大阪市東住吉区駒 川町 3 - 5  4  

大 阪 市 東 住 吉 区 喜 連 町 5 2 7

東 京 、 名 古 屋 、 四 国 、 九 州 |

本 社 ・営 業 所

大阪喜連工場

出 張 所

アタリル エ パ ー サ ン ド

エマルンヨノ吹付

アタリルエマル y ョμ ェ"  ロ ー J レ

ロ ー ラ ー 仕 上 用 壷 軒

セ〆ント* ' 防本耽付剤 ソリジットスタイン

所業工水J青
株式会社

明

m話 06( 372) 2851 ( 代表) - 7 帯

電 話 03 (551) 8  0  4  1  (ftJ 

電 話 0276( 6) 3394( 代 表) - Ｖｾ 件

氾話 0853 (21)  1  2  8  5 昏

包括 0857 (23)  5  0  5  1  - 2 番

電話 0286 (61)  0  9  3  0 番

従話 04785 (2)  2  3  7  5 帯

清 水 愛

大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁 目 14 需 地

東京都中央区八丁堀4の11の7 ( 神谷ビル5階)

詳 馬 県 邑 楽 郡 大 泉 町 大 字 吉 田 2 0  6  6  

J : ， ¥ 般 県 出 雲 市 今 市 本 町

Ｈｾ取市縦谷 Ｑ 7 町 1 番 地

栃 木 県 宇 都 宮 市 御 幸 本 町 4736 ー 12

千 葉 県 君 津 市 人 見 池 回 1 7 5 - 2 3

代表取締役

干 531

干 104

干 370-05

〒 693

干 680

〒 320

干 299- 17

本 社

東 京 支 応

群 馬 出 張 所

出 雲 出 張 所

鳥取吐ｾｾ所

字書E富市* 所

君 ｩｾ 出張所

⑫ 

冷・暖房・各種流

体配管・設計施工
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祝 6 0 0号 建 築 と 社 会 7 9 7 7 - - 1 9 7 2  

φ  
株 式 会 社

大 イ弗

取締役社長 佐 藤 四 郎

京都市東山区今熊野大仰池田町九番地ノ九電代 0'15 ( 541)  3344 

東京営業所: 東京都渋谷区上原 1 丁目 2 9  電 03 (467)  1  6  4  1  

A  
中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

取締役社長 木 下 作

防水工事
本 社 名 古 屋 市 千 種 区 若 水 町 3 - 2 6 電話 052 ( 761) 6181 ( 代)

営 業 所 東 京 都 中 央 区 銀 座 7 丁 目10- 5  電話 03 ( 571) 5229( 代)

⑧ 友 困 工 業 株 式 会 社

取締役社長 友 田 俊 夫

本社 千 534 大阪市都島区都島中通 3丁目 3番 6号 大 阪 電 話 06 (921) 0331 - 6  

株 式 会 社 平 川 鉄 五 pJt

取締役社長 平 川 久

M P ボ イ ラ ー 排 煙 脱 硫 装 置
本 社 ・ 大 阪 工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 - 1l ｾ電話大阪 ＨＴＵＸＩＸＶＸＱ 代

熱 媒 ヒ タ 排水処理装置

東 京 支 l苫 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 ー 7 城 辺 橋 ビ ル 電 話 東 京 272)2721代

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 栄 4 - 1  - 1  中日ビノレ 電 話 名 古 屋 (262)2451代

ウエル 7 ク レ ー ン 波 厚 廃 水 福 岡 出 張 所 福 岡 市 大 名 1 - 1  - 3  石 井 ビ ル 屯 話 福 岡 (76) 31 46 

( 鋳鉄裂小型ポイラ 焼却処理装置
札 幌 出 張 所 札 幌 市 北二 条西 2 - 8 ー 1 引 j斉 ビ ル 電 話 札 似 (281)2851- 2

仙 台 述 絡 所 仙 台 市 中 央 2 一 7 - 30 角 川 | ビ ル 電 話 仙 台 22)  6646 

滋 賀 工 場 滋 賀 県 野 洲 郡 野 洲 町 大 字 三上 2 3  0 8 逗 話 野 洲 ( 7 )  1450代

⑮ 

-ーー・4・‘

島 工 業 株 式 会 社
、ーーーーー. . .  

タ イ ガ - - f:1l 

特殊ルーフィング

J レ ー フ イ ン ク

フ ェ ル ト

タ ー フ ェ J レト

取締役社長 大 西 徳 二 郎

本 社 伊 予 三 島 市 宮 川 1 丁目 8 番25号 電 話 0896 ③4420番

第 一 工 場 伊 予 三 島 市 宮 )11 1 丁 目 7 番30号 電 話 0896 ③5094番

第二工場伊予三島市朝日 1 丁目 7 番16号 電 話 0896 ③3856番

続矢橋大理石商腐大阪支庖

取締役支庖長 北 垣
土

土

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 ( 野村ビル) T  E  L  202- 4  9  0  5  

本 社 岐 阜 T E  L0584- 71- 121l 東京支庖 T  E  L03- 214- 3561 

名古屋支庖 T  E  L052- 561- 3441 営 業 所 福 岡 ・ 広 島 ・札幌
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祝 6 0 0号 建 築 と 社 会 7 9 7 7 - - 1 9 7 2  

株式会社 大 和 商 会

取締役社長 j畢 井 。多

大阪市南区高津町 4番丁73 電話 代 表 大 阪06 (631)  6221番

T R A DE  MA R K  

安
f五込

逮霊f 田 株 式 ネ土
ア シ パネ 印

取締役社長 安 田 嘉 ま住

本 社 大 阪 市 南 区 末 吉 橋 i泊 ー 丁 目 一 七 番 地 電 話 大 阪06(251 )7091 

東京営業所 東京都 中央区日本橋本町四のーの六( ニンジンビル七階) 電話 東京03(242) 1741 

同司

b JlI : 1 

--・.11

ウレタン・エポキシ系

合 成 ゴ ム 塗 膜 防 水 剤j

一一一責任施工一一一

ヨパレヂシZ 業株式会社

モ ル タ ル で 埋 め な い

省 力 化 し た

コ ン ク リ ー ト 型 枠 倍 付

金 具

取締役社長 原 ム
浮

本 社 大 阪 市 浪 速 区 桜 川 5 丁目 2 番地の 8 田 坂 ビ ル 電 話 o  6  ( 561) 6601( 代)

出 張 所 名 古 屋 市 北 区 清 水 町 6 の 4 電 話 052 ( 911 )  6  8  0  1  

建築写真・カラー撮影

合名会社つねなりすたじお

大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 4  0  電話 (231) 0  1  4  1 ・ 7 7 8 1  

⑥ 

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日本エレベータ工業 K. K.  

代 表 取 締 役 長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 僑 筋 六丁目 天 六 阪 急 ビ ル 電 話 06 (351)  4927附

東京営業所 東京都北区田端町 3 1 1 東 京 建 築 興 業 ピ ル 電 話 03 (822 )  0995附

工 場 大 阪 市 東 淀 川 氏 小 松 中 illi 5 丁目 6 1 ' 1 干地電話 06 ( 328 )  0363間

⑭ 

関 西 燦 属 工 業 株 式 会 紅

〈 営 業

J::l 

口口 目〉

本 社 大 阪 市 住 背 l玄 万 代 *6 丁 目 3 1J.I: J也

T E L : 6 7 2 - 1  2  8  1  ( 大代表 )

出 版 所 点 京 営 業 所 ・名古 屋 ・広 烏 ・福 岡 ・徳 島

工 場 和 泉 ・堺 ・才s古 屋

テレッＺＷ～ Ｚ ｾキ ｴ ｎｏＮＵＲＶ Ｍ ＷＶＸＸ 平日よ;u :フ品 NO.538- 5898

空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 ・ 施 工

各 種 送 排 風 機 ・ 空 調 機 器

公 害 防 止 装 置 ・ 風 力 輸 送 装 置

設計・製作
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1 9 1 7 - 1 9 7 2  建 築 と 社 会祝 6 0 0号

子士会式株
手ｾ
nぇ建本日

⑧ 
政

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  電 話 大 阪 06(261) 7  5  9  1  - 6  

東京都中央区日本橋兜町 2 - 37 電 話 東 京 03(669) 1  6  6  1  - 6  

名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・仙 台 ・千 葉 ・広 島 ・ 四 国

重田生長ヰ土

社

庖

所業

本

支

営

社

A

令

官

郎

式株

= ル

員又建--・・・岨圃.不

z  
五
ロ

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 4 丁目 8 ｾ＠ 550 電 話 大 阪 (06) 541 - 5534代表・9301代表

東京都新宿区西新宿 4 丁 目5 番 2 号 ⑮ 160 電 話 東 京 (03) 377- 5  1  7  1 代 表

名古屋市 中 区千代田 Ｔ 丁目 ＱＱ 番 ＱＷ 号 ｾ 460 電話名古屋 (052) 321- 8  4  8  1 代表

大 垣 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 姫 路 ・ 博 多 ・ 大 分

口山取締役社長

社

庖

本

支

底務工m
m
 

準

A

市

出張所

株式含社

⑮ 
男良田米代表取締役

大 阪 (06) 771一7771代表T E L  大 阪 市 天王 寺区 逢 坂 上 ノ町 7社本

日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

締役社長 花 村 茂 彦 取締役支社長 山 漫 敏 郎

株式

会社
<@t  

電 話 (231) 8171(代)

電 話03(961)1691(代)

電 話078(29)0541- 2  

電 話075(463)0 6  8  3  

大阪市東区淡路町 1丁目 14( 八千代ビレ)

東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8  

神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 5 丁目 6 一 l

京 都 市 右 京 区 鳴 滝 本 町 1 1  - 4  

大阪支社

本 社

神戸支局

京都支局

社聞新
ヨル

瓦又建刊

大阪で唯一の

盟 日面三

雄
昼主

. . s乙山中取締役社長

電 話 202- 6861(代表)( 東洋ビル)大 阪 市 東 区 高 麗 橋 1丁目 3大 阪 本 社

日刊建設通信関西支社
株式

会社

9彰
中田代表取締役会長

良日
オミ=

フF木
常務取締役支社長

4  4  5  1代表(444) 電 話8  6  堀町
吉

小区西市|波大

杜 ・ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1  本 8  5  8  1代表
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(502) 電 話1  - 4  



昭和46年度通産省技術研究助成金受領

ｾＧＷミ訂ラＭｊｬＭＺＧＭｾＩｦ ＷＧｌ
建築構造の大型化に、機能美と恒久性能を発揮する長尺板施工

* 平板、波型及び特殊型の規格寸法

カ ラ フ ル な 美 し い 仕 上 げ と 、 く さ ら

な い 、 わ れ な い 、 大 島 化 学 の ひ ま く

て っ ば ん
'l:l 式 働 巾 明2 ピγ チ"/.

平板 ( S ) 910- 1.800 63. 5 

S  - 63波 700 63. 5 

M - 76波 685 76 

L - 130i庄 650 130 

V ，一115i，度 690 115  

V，ー 135i.庄 675 135 

V，一 178i，庄 712 178  

W - 500波 500 250 

8 - 150i庄 600 150 

山高" 弘 山 数

16 12 .5 

18 10 .5 

36 5. 5 

35 

42 5. 5 

38 5  

130 3  

33 5  

布I 姿

コイ J レ

長 尺

"  

"  

"  

"  

"  

"  

"  

而す酉愛スタンダードメタノレ

ニ ュ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ル

結露防止に

* スパンドレル各経成型施工も致します。

オ ー シ マ ボ ー ロ メ タ ル

固 定 式 通 風 器 ・ 強 力 フ ァ ン 通 風 器 ・

連 続 式 通 風 装 置 ・ 屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 昔

樋 材 ・ 水 切 材 等 に 使 用 す る

領褒議診

ョ・・Ａｬ ｾＱ ・・ＮＺＺＱＮＮ・］・ ｅ ・曲目ヨ圃ＮＡ可・・・ ｨ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 〒 5 7  8  東 大 阪 市 新 庄 1 1  4 番 地 電 話 06 ( 782)  4171 代 ・6734代

支 l苫 〒 7 9 2 新 居 浜 市 西 原 町 I T 目 電 倍0897 ( 33)  8  5  6  1  ( 代)

営 鍵 所 東 京 ( 電 ) 03 ( 580)  6  0  6  1  ( 代 ) 宇 都 ( 電 ) 0836'  ( 21)  6  6  0  8  

名 古 屋 ( 電 ) 052(  241)  8588代 ・5141 高 松 ( 電 ) 0878 ( 31)  4  4  9  7  

四 日 市 ( 電 ) 0593 ( 45)  1  0  0  5  大 牟 田 ( 電 ) 09445(  4  )  0  1  1  1- 2  

広 島 ( 電 ) 0822 ( 48)  3  8  1  8( 代 ) 作 集 所 岡 山 ・ 川 崎 ・ 広 島 ・ 宇 部

申 ・ 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 各 種 シ ャ ッ タ ー

金 属 製 雨 戸 ( イ レ ン ド 〉

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 来 区 谷 町 5 - 3 0新 野 村 ピ ル T  E  L  06 ( 762)  5 8 6  1 代 表

支 眉 : 東 京 03 (  543)  22 81 ・名 古 屋 052( 331 ) 6171 ・大 阪 06 ( 352 )4571 ・京 都 075(  313 )  8641  

営 業 所 : 盛 岡 ・郡 山 ・ い わ き ・ 水 戸 ・ 横 浜 ・浜 松 ・岡 崎・津・富山・舞鶴 ・大 津・堺 ・尼 崎 ・神 戸 ・広 島 ・ 福 岡 他 全 間 各 地

111 



信用&>6技術ど伝統の

7X771LトZ車専 業 大J吉

誓言矢保商庖
大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364・代表 o 2  0  6  - 9  

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 争11( i  di・'1:_1111)(: 北以狭通 4 - 1  ( 英干11 ビル )

Iι 川町 村111; ( 331  0881- 3  

支 底 大阪 di 北l〆車ii 牧Ul T50( 堂 ビ ル 5 階 502号室 )

'.l!:，rli 大阪 ( 364)  2031  - 4  

倉 庫 神戸市イ) イi - P<: 八幡i l ! i 1  - 5  ( 石市; 221 2923)  

陸屋根防水には ぬ 込l 式 特許 絶縁 工 法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

訓 ＭＷＱ 込Ｍｾ古ｾ帯
山ミ) 苧 ヲ q イト

奥山化工業株式曾紅

本 社 東 京 都 中 央 医 銀 座 8 - 4 ー 11 屯話 (571) 2703- 4・2370・4064・0264

大 阪 出 桜 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 り 2- 3- 1 "正話 (921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  '，[，活 (811) 3  6  6  0  .  3  1  0  4  

札 脱 出 張 所 札 帆 市 北 三 条 来 四 丁 目 氾 訴 (231) 7  5  1  1  

| 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥
新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

112 

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2 了日5番22号

屯 話 (981) 0615 - 0  618 



空 間 設 備 の 頁

空 気 関 和 設 備

設 計施 工

衛 生 設 備

設 計 ・施 工

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

郡 朝 日 三 業 社

東京都港区芝浜松町 2 ー7 電話 (434) 6171 (大代)

大阪市東淀川区加島町 375 電話 ( 302) 2271 ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・ 神 戸

三建設備工業株式奮祉ゆ-

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 1 0 - 30  電 話 (922) 6 2 5 1 ( 代 )

東 京 都中央 区 日本 橋 嬬 毅町 2 - 22  電 話 ( 667) 3431( 大代 )

名 古 屋 ・仙台・ 札 幌 ・広 島 ・福 岡・ 金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

大阪支J吉

本 社

支 社

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 巳

大阪市西区江戸地 1 - 6 0  電話 (441 )  8231代表

点 ボ ー名 古 h l . 大 阪 . k.¥ 開

札 映 ・ 仙 台 ー 金 沢 ー 広 ぬ

盛岡・新 Ｗｾｾ Ｎ 償浜・富山・ｾ悶・ ｍ 井・京町 Ｑｉ ・神戸・
岡 山 ・ 高 松 熊 本 鹿 児 島

社

広

所

所

禦

張

本

支

営

出

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
三 業 空 調

- 1" 社・本 J.ti 大 阪 市 北 区 町 田 町 16 番 地 包 括( 363) 大代表 1371

土 山東京姉千代目区神国小川町 2丁目 l 番 地 電 話( 292) 代 表7751

rt 品 市 紙 屋 町 l 丁目 2 番 22号 電 話 ( ＴＷＩ 代表 ＴＵｾＵ

縞岡市大名 Ｑ 丁目 Ｘ 番 ＱＲ 号ｦｉＱ ｡ｾＨ 76) 代 表3795

H斤名山) ; ，' .  .，;， 111 ・ 制 作 ・京 部 ・例I P ・松 2工

冷 暖 房 Y  符 柿 サ ッ シ

給排水、衛生木道 £孟 環 境 衛 生 施 設

電 気 r::._三 一 荷 役 速 搬 機 械

厨 房 7 圃ー園、? 化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支1吉長 j賓川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 ( 202) 代表3071

本 底 東 京 ・ 日 比 谷 ・三情ピル

支 底名古屋、婦問、本l耕、広島、仙台、富山

出 張 所 備 浜、金沢、静岡、高松

設 計施 工

生

気

水・律i

房・ 換

排

冷

車吉

町量

1式会社

大 阪 城 口 研 究 所

取 締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7 l 51( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和大 路 正 面上ル 電 話 京 都561局4945( 代)

神戸市生田区下山手通六/ ー ・1出納t t
i
341 局 5 8 9 2

株 式

会 社

リ1<

社

A 、

Z ミ
工 業 株 式賀須

ＧＺ［ｾ・ｾ ・ ｈ｛ 日 ・ｾｾ調和設備・給排水衛生 ｅ 宣告傭・ 塗 著書般備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 有 機 / j 丸11- . 製 作 ・施 工

建材社

株 式

会 社! EE}苫コー
衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 l 丁 目 1 4  

腐 一 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

出張所一 高 松 ・ 北 九 州

本社 ・東京支臨 z 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑧ (572) 7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑧(203) 3721 代

名古屋支臨= 名古屋市中区錦 2 - 2 - 13 ⑨ (211)  1535 代

出張所= 札 眺・仙 台 盟 問 金 沢 ・神 戸

広 島・怯 山・福 岡 パ ン コ y ク

f

⑧
ザ

支

営 業 所一 千 葉 ・ 償 浜 ・広 仏

冷 凍 冷 蔵

精 研 冷 機 撤 去 露 柱

地 盤 凍 結空 気 調 和

⑧ 
社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

宇凶' J rt常業所

金 ｾｋ ，Ｚ［ｾＧ業Ｂ斤
悩 J I ' 出帰，iJ斤

品位出悦，iJ斤

|判 ILJ 出 張 所

混 湿 度 調 型 車 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 地 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪『打」ヒ l，z ｲＮｾ＠ fII町T 3  0  "包 括 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 点 点 郷 千 代 m1，z ) L ノ内 3 - 3- 1(新* 京ピル)

ｾｬｲ＠ ffi孟 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  (イ' t)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

ttL J舌 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 * 1夫 東 門 前 町 3 - 6  

11i: J舌 ( 971) 3  6  2  1  

仙 台 文 前

名 占 民 文 fお

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 i.昆 湿 度 空 気 関 手 口 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 - 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 底 東京初千代悶区 ) L 町内 2 の 4 の 1 :iL e" J レ6 7 6 号

'''''Lr活 212( 代 )3751

大同ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札線市北十条西 1 8 丁目 3 6 番地 電話 61( 代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の 5 番 2 9 号千代田ピル 5 1 4 号

電話 261(代、ω 41

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681(代) 1781

大 阪 庫 大 阪 市 西 区 土 佐 場 通 l の l

水 ili . 衛 生 . B.量冷房 ・其f也管 E 事

設 計 立E hi臣 工

( 旧高雌久孝司革fYi ii ，斤)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 ms 千 代 間 区 大 F 町 2 の 8 Ifi . i 也( 日本ピ J レ)

t笹 J 5 東 京 ( 270) 7  4  1  1  書 ( 代 必 )

キω' Jrt rn州大j曲西4 !"f，I Ｑ ＮｦＡￆｊｯ｢ ｬｩ 銀ピルぽ， ＡＮ ｦｪ 札制ｾＺ， ＷＡＩＶ
金 川 市 川 l品;J ｾｦ＠ 2 佐 1 6  ｾｽ＠ Ｎ ，ＱＮＱ， ＱＯ Ｚ 金 ［Ｏｾ 包 ＧＲＰＷＮ Ｑ
払¥ Jt- .n i . 却嘗 2 (f) 1  ... tt ，;/: ｒｾ＠ Jf 1!J 24. !6 

.:'，'j ｴｾ＠ rti 2 癖 ! " 9  .，l.t，l/i ＮＺＮＺ［ｉ［Ｚｾ Ａｩ ｉＹＵ＠
ｉｾｊ＠ 111 市大f J ¥ 3  8  ( ) の 1 .，1.1，1/: ｉｾｊ 山 Ｒ ＨＱ［＾Ｔ ＸＶ
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空 開 設 備 の 買

平' " 互業株式会社@  
品ｾ

一←

日差 ・冷 房 ・空 気 品i温 度 調 整 装 置

設 計 胞 工

室副
fi!!! 高回

設 計 ・ 施 工

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北阪急ビ J レ9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支庖

大阪市西区江戸時話 通 2 の 2T  E  L  ＨＴＴ Ｑ Ｉｾ 的 Ｑ ＹＹＴ Ｎ ( 443)  (f勺0331干土本

空 気 調 和 ・ 恒 温 恒 湿 ・冷 凍 ・ 冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不ニ熱挙工業株式舎粧

新日本空調株式会社

著書

大阪市南区! 順慶 町 2 - 5  0  電話 261 - 2436( jlj 

東京都大凹区西馬込 l ー 2 - 1  電話 773- 1231(f1j

銀 座 ・ 浜 絵 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

本 庖

東京支庖

営 象 所

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 ー 2 5  ( 新大ヒソレ)

電話 (06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館 )

電話 (03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・九 州 ・広 島 ・ 札 鋭 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

阪 支 1宵

本社 ・東京支庖

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 理 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工

空 気 調 和 設 備

号凡計施工

換 気 ・ 除 塵 設 備 員 又

r mODAI Rっ

ネ土

大阪市西区京 町綱 l 丁目 6 2  電話(443) 代 表8161- 9  

名古屋市中村区水主町 1町 1 2  電話(541) 09ε6( 551)1665

東京都港区赤坂 2 丁目 3 - 1 2・

赤坂ピークピル 5 階 電話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田区北長狼通 7丁目 1"' 1 電話 (341) 1778 .  4386 

..o. 

':z:t 式株業田山

本 社

支 底

出張所

東 洋 製 工 業 格 式 会 祉 大 隊 安 倍

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  (562) 1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ‘ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ ・サ ッ シ ・ドア・シャ y タ ー

設 計 ・製 作 ・ 施 工

銅 機 株 式 会 社

大 阪市東区高麗橋 5 - 4 5  ( 興銀ピル別館 )

電 大 阪 代 (202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 塁

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 黍

東京都港区西麻布 4 - 15- 23( 第 5 興和ピル)

電 東 京 代 (409) 0  1  5  1 番

屋 ・ 仙 台

理 研

大 阪 支 庖

本社・工場

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

電話(681) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37(天満橋北詰)

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431 - 3  

大津市打出浜 13 - 15 電話 0775 @ 9  7 3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

会 社

社

大 阪 営 鎌 所

⑨ 

本

空 調 事 業 部四日市営集所

犬 調書 出 張 所

津 営 集 所
古名庖支

Ｒ 毛ｾｾ震 ｓ 観 ｓ給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷房 設 備

d・r:"t・.......

③母語長嶺耕;

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ＱＱＺＮＮＮ可 ｾｊｾｵ Ｚｴ了直

Ci"iO. 

36: を西原衛生工業所大阪庖

電館大阪( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大阪市大淀区中湾南 ilil4丁目 11

出 張 所 = 京

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 関 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 (351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) (代 表) 5  1  5  1  

支唐出張所 名 古 屋 ・福 岡・札幌・仙台・ 高 松 ・広 島

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

製 作

長 尾 正 大

本 社 大阪市大淀区天神構筋六 (天六阪魚ビル) ( 351) 4927代

大阪営業所 ( 351) 4927代 サービス事業所 ( 328)  0364代

東京営業所 ( 822) 0995代 工 喝 ( 328) 0363代

社本
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電 気 設 備 の 頁

社
A

Q

E

 

朝社

社

本社営集所

*  

社

東京支社

本

支 庖

営 業 所

京書Z営集所

会 社

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高興情五丁目 二八番地電話大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 国 区 西 神 田 1 丁目 4 番地 5 号

支 社 札 械 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 償 浜 ・静 岡 ・ 富 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取締役社長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L (06)  452- 1  1  5  1 (代)

大阪市此花区恩1 ' 1 : 南之町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  (代 )

A

Q

一

Aエ藤エ太 陽

本

電力工事本部

社

設 計 ・ 施 工

A

S

A

 

式

司'

株

電 気 工 事

信
一
刈電本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 'f 江 東 之 町 三 「 日 a 五

電話大阪( 9 : l l ) 代表 7 3 4 1 - 5

0 3 8 8 ' 2 1 9 :1  

大開阪t市h械'J( l東l証E反'野fi.工3束拒之田町f ミ丁目一一 屯泊大阪( 刺句州:1川1

5奈寺良県f御卸1所i苛庁市1御卸周J通1曲』 η :乃16 () "屯世. !抗占川1術副卸hドl庁 :1 ｾＨￌＨ量抑 ｽηＷＧＱ ＲＡお ＡＩ Ａリ }  

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東阪急ピル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東 京・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・大阪南・神戸 ・広 島 ・九')+1

ふ

一

品式

英信

業 株

原粟

エ

取締役社長

原栗

ー詮

資 材 倉 庫

奈良営黛所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 キ白 星 町 1 丁目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反 田6丁目 25番11号( 樋 島 ビル)

電 話 東 京 (491) 1746 (492)0182 ・03ω

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・名 古 屋

工情

興

敏

晶
又事工

告

別電

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 樽 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E  L  代 表 (385) 1  8  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (885) 1  8  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 葛 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (811) 1  1  8  5  

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 芝 松 町 1 丁 目 2 2  

包 括 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9 5 - 7

電 話 (200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 帆 ・ 福 岡

旭 川 ・浜 松 ・ 姫 路 ・ 広 島 ・高 松

社一一
一

株 式 会 社

社

J 苫

本

支

夫

大 阪 市 北 区 紛 笠 岡r 5  0  (堂 ピ ル 7 階)

屯 治 ⑪ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 21ft! 也

電 Jii @  1  4  7  8  (代)

川 崎 ・4目 隠 原 ・ 勝 ・ 悩 山

林代表取締役

4土本

庖支
営業所

群出 張 所
出 張 所

三 宝 電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 制 笠 町 五 O ( 堂 ピル 三階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻 孝 ピル )

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・堺 市 ・高 槻 市 ・姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

宇 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・ 吸 冷 房 ・空 間 工 事 股冒十施ヱ

A

Q

一

A00 

実中田取締役社長キ土本

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 過 1 丁 目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・名 古 足 ・lム 仏 ・福 岡

社本
事土支

営 業所

営業所
市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪南・札眺 ・名古屋 ・凶日市・松山・徳山

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 得 ケ 校 目T 5  6 番' 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・京 邸 ・ 草 津 ・ 俗 岡 ・水 島 ・ 福 岡

社

電 気 工 事 ・ 雷十 装 工 事 ・ 設 計 施 工

..6.. 

':z:;;' 

取締役社長

社 大

東京支，，1;

本

社本

3主 庖

嘗業所 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

ー ・

奉 仕 感 謝 の 底

特許申講中・完全滑止タイル

宮

冗発
巳

川

・哨ヨ

a

q

E

V

 

E

，
，
 イタ

ス

S

江

S

サ

S

( カタロ グ進呈)

⑪: :  11) .i 手窯意識J i

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98番 地( 靭本町バス停前 )

電 話 大 阪 0 6 ( 532) 代 0 4 6  1  

姫路営業所 姫路市北条口 12 6 番地 ( 住友生命保険ビル 3 階)

電 話 姫 路0972 ( 82)  0  9  9  9  

. 内 念 宮 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 脂 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 ( 702) 代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 ・今 治 ・福 岡

窓誰ト、紋帳、日際、壁紙室内装飾級焼、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ. Vト発売元

⑥ 亀 井 株 式 含 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電 顕 大 阪 (251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

⑩ 
ト弓 1 ・ヒューム窄

ペン手しーチ・ミ〉束、lレ

曾

立

日

商

抗

山

幸

一

肌

-

-

一

諮

問

Standard 

@七扇

Board &Slate 

現相

大1 Z I X曹 6柄 85

K A N D A N  

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設 計 施 工

<sDI句 諸時会意

特許 内外式電動ベンチレーター

---=三二

特許 内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

/ 戸

.白
色 内外建材株式会社

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 通 1 - 25 (相 生 ピ )1，)  

T  E  L  (441 ) 3983- 5 ・4396

大 阪 工 場 大 阪 市 城 東 区 実 主 因 町 1 - 1  4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 都 工 場 京 都 市 東 山 区 山 科 東 野 井 よ 町

T E し075 ( 581 )  0  1  2  6  
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• 

や 3

曲目i

近代建築の要求する

N. G. C. 式

工

内外: 2 業株式会経

工 場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番 地

ス チ ー ル

j 7 J レミ

ス テ ン レ ス

サ 、ソ ユノ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

• ド ア ー ハ ン ガ ー

炉内立
套32 三 高 製 作 所

対馬
特 許 11¥ f 異 武

ステンレス・アルミニウム

防火シャ" ，9 -

圭; J "l .

面又 言十

製 イ乍

施 ヨニ

11¥俣シャ11/ ' 1- 工業株式会社大阪支庖

石 綿 セ メ ン ト の 最 高 水 準 を 行 く f ノ
建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気 室 、 発 電

所 、 配 電 室 、 製 鋼 、 ガ ラ ス 工 場 の 壁 、 製 糖 、

アスベストJω ャ
製 油 製 薬 工 場 の 床 、 ス カ ー ト 壁 な ど に 最 適。

A s bes to  Ba r r i ev ( 硬質有利1板 )

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社@  
( 主カタログ)
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， 

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

-

+

'

畠

e

・

・

す

ジ

か

・

.

新

い

す

ジ

・

四

香

・

・

七

宝

・

・

舗

蹄

紛

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毛見る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソレ'JI 〆

q ィ5，z，

コート

( 特長)

建 材 の 頁

全固有名建材底又は当社へ

⑧ 

ｾ新興壁材工業Ｈ株Ｉ
寺F 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番地 T E L 大 阪 ( 672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

領 岡 市 上 牟 図 八 回 町 2 6 の 1 T E L 福岡 ( 41)  

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐耐

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541) 5757 

営 業 所 東京・高槻・明石・姫路・四国・中国

イ寸i & 音水火

A • 

- r  
--

社

..-0、

ｾ＠

付盤

膏 株 式
j歴柏 原

.. 

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  2  4  
。

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

つ
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建 材 の 頁

特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤

クリプトン

ι. ' :6コ， ， .. 
( 標 準 型 )

( 早 強 型 )
型 枠 剥 離 剤

R  
(遅 延 型 )

セパール

! 6a : 3: : J  三段ブロック

其 の 他 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑮持戸高ゐ株式袋E d i t f j : ; - 187!

タ然えない

オフ才L 右ご、、

傍 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

t皮キ反 先見柊号 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

オリ工 ｕ ヲル ￟ｾｊｾ 製造株式会祖
本 社 兵 庫 県 尼崎 市 昭和 南 通 り 3-26松 本 ビ ノ レ 電 話 大 阪(412) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5丁 目 6番 32号 電 話 蕨 (42)  3115- 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 (488) 1081代 表

九 州 支 I吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八幡 (69)2831- 4  

名 古 屋 支1吉 及 エ 渇 名 古 屋市 中 村 区 泥 江町 1の24第 2中経ビノレ 電 話 名 古 屋(581) 2781-4
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モルタル・コンクリー卜用

本マノール| りJ 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 佑 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

申A E 効 栄 に よ り 適 量 の 盗 気 を 述 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・ ブ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

申 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 村 等 の l腐 蝕 ・ 腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 防 温 効 力 は 恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

ｚＲ ＺＺＱＭｾＨ セメント臨海 ｉｊＩＮ %. ，. : : 11- 1. .  漂泊杭エ)

関 東 営 集 所

東 北 営 鎌 所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 肋 材 綜 合 メ ー カ 一

株式l ! ! ! . . . . 1:11::  I 島，ー.......島

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 宮E
東 京 (774)  4111代 表

ヨ定滅県 1: iJ li rli 大田r 1  2 1 3  哩E I:i 甫 ( 21 ) 5 1 8 9  

福 ぬ 県 福 山 市 下 型 f 寺 下 途 原 e  福 仏 (  34 )  7  1  1  1  

ご一報次第
盛 岡 営 業 所 岩手県盛| 湖市南太通 3 - 1 2 - 5 0  官E 盛|出l (  24 )  0  2  1  3  

大 阪 営 業 所 大 阪 d，点成| メ: 以， 1  '  ..j>: 2  - 17 - 26 
大 阪 (971)  4  7  6  5  カタログ進呈します

T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振動・騒音を完全に追放しました. グ

・ 主 な 特 長

1. ネ ジ 込 力 を 杭 押 込 力 に 変 え る の で 完 全 無 j bdi) J 無 版 ? ? で す。

2.根 入 i乏 さ が 長 〈 安 定 し た 立 件 杭 が 施 工 山 米 ま す 。

3. ス ラ イ ム の 沈 杭 は あ り ま せ ん 。

4. 完 全 に 」 正 持 層 に 岩 沼 さ せ る の で 大 き な 文 作 ブJ が WH手，'1¥ ; f ミます。

5 . M米 で も ヤ ト イ キ え てい納 め ら れ 地 下 主 の あ る 必 : き た に 力 企j盛です。

ｾ株式副主Ｚ誌智 Ｑ こ務開
. 本 社 大 阪 "i J U以 内 腿 俄 2 の 20( ，:":j l 1 f ! 新ピル) T  E  L 大 阪 (202)3233( ! U

. 名 古 屋支 l苫 f'，， 'iJ 1" { 山中 lベ錦 ! - 3 - 2 ( 削 減 ビ ル )

. 福 岡 支 1苫 !..，."判 "i .  Ｎｉ｜、以 Ｑ ー ＱＵ Ｍ ＳＳ Ｈ 司ｾ保 ｩｬｬ 崎ビルＩ

・ 営 難 所 以 J ; ( ' ｉｾｰｬ 吋 ・ ＧＱＺＧ IlJ . /.ム 1: .¥' 熊本・血児1:.¥ ・ 工 場 人:1以 . Ｚｲ ｬ｣ｬｪ ，ｾ・ Ｑ ＱｬＡＮ ｾｇｊ［ｾ＠
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全く新しい床タイルです

三 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビF ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。塩 ピ の 他 に最 近開発さ

れ た 新 しい 共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 副 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協 同 組 合 員 が責任をもって施工いたします

三 星ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

責任 施工 の 出来る協組員が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三 星 ピ サ ロ ン の 新 し い 色 調 、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

イ ンテリアデザインに要求される個性的な床造り

には欠かせません。東 京 浜 松 町 の 超 高 層 世 界 貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレ ベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン ミ

はその模様がフランスの画家ピサロのタ ッチに似

ていることから、名付ーけられたものです。

東 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

〈専 用 品〉
ピヨ日こsv m 

女規格= 333. 3 X 333. 3 X 2 弘 9 枚 1m'

333. 3 X 333. 3 X 3 弘 9 枚 I m'  

女 色 数 = 18色

女侃li 格 = 2 弘 j亨占fi' ，1，200円 1 m' (300m' 以ヒ)

3  'うもJ 平品 1，800 p:j  I  01'  (300m' 以上)

小部屋割j 増 ・ 階段 4 0 %日製 造元 = 田島 応 用 化 エ 株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1

電話 (866)  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 i の 7 4  
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・ 昭和 Ｔ Ｗ 年 Ｒ 月 ＲＵ 日発行Ｈ毎月 ｬ 回 ＲＵ 日 発行Ｉ ・ Ｘ Ｑｪ 手 限 Ｔ 年 Ｓ 月 ＱＹ 日第 Ｓｾ 重郵便物認可

- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン ク を 採 用 し た 耐 久 品

Ｍ 本 Ｑ 日は特に 各 ｦｊｬ ｬ 品 の 材 料を Ｑ 吟 ｬ 床し 、 表面が ｾ ｾ ｩ

び 主 い よ う ポ ン デ ラ イ ジ ン グ1JO工 を 地 し た 仁

に防 錆 塗 装 をしております。

Ｎ 焼付主主装仕上Ｚ｜Ｇｾ品の 他 に 、 他の持 出 し吊の腕

音1¥( 吊 込 後 l手から露出 す る 部 分) に s U  S  27 

( 18. 8) ス テ ン レ ス 製 へ ア ー ラ イ ン 仕 上 の化粧

カバーを付け て あ り ま す。

・ 回 転 部 分 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ 及 び ス ラ ス ト

ベ ア リ ン グ を i伏入してあります。

・別 製の設計一製作 をも歓迎fX します。

- 弊 社 製立 枠 付

ピ ポ y 卜 ヒ ン ジ

1;1: 

実 用 新 案 登 録

第 5 17316号 の

:lLヰ辛tこはイ可 Iv ら

低 触 致 し て お η

ま せ ん 。

55 5  
本社 大阪市生野区巽矢柄町 151 ｾ Ｈ ＰＶ Ｉ ＷＵＱ Ｍ ＳＶＵＳ Ｍ Ｕ Ｏ 東京出張所 東京都墨田区本所2 ー 11 ー 11 ｾ Ｈ ＰＳ Ｉ ＶＲＳ Ｍ ＷＶＷＷ＠

Ｇｾ 既目レーヨに ⑨ ラバ一
本 格 ラ ノ て ー の ふ み 心 地

W a ll t o W a ll 用 カ ー ペ ッ トの 本格 派 〈 来 リ ・グ レ ー

ス 〉 に ラ パ ー パ ソ ク が い よ い よ登 場 M

4  rnrn J写 の 良 質 ラ パ ー

へ た り を 長 日 ら な い ク ソ ン ヨ ン ' 性

い つ ま で も 続 く 似clll 重な 踏 み 心、土也

伸 び 納 み の な い 抜 群 の 寸 法 安 定性

Jl [  1)  . カ ー ペ ッ トセメ ン ト又 は 束 リ ・O. I. C テ ー プ ( 両

而 テ ー プ ) で の 簡 単 な 施工 グ レー ス ラ パ ー は 本格 派

のみに言午さ れ る ユ ウ ユ ウ設 計 で す。

- グレー スラパー

<G C R ) 紫 材 / テ イ ジ ン ナ イ ロ ン N  - 6 1  100% パ イ ル 長 4 剛 司 ラ ，1" -

l享4 mm寸，去/ 巾 182町 長 さ 20 明 ( 各 乱 尺 ) 価 格4 ，200同 / m' 色 数 基

準 色 18色

- グレース

<G C J ) 紫 材 / テ イ ジ ン ナ イ ロ ン N - 61  100% ノ マ イ ル 長 4 m m } レ プ

バ イ ル 寸 法 / 巾9 1 = 1 8 2 =  273同 364町 長 さ 3 0 m ( 各舌L尺 )

価 格3 ，800同 / m' 色 数 基 準 色 18色( 別，主色54色 )

床 材 の 総 合 メ ーカー

② 東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

東京営業部東京都港区芝琴平町 3 3番 地 琴 平 町 東 洋 ビ ル

大阪営業部大阪市東区京橋 l 丁目 7 番 o M M ビル 7 階

名古屋営業所 名古屋市中区錦2丁目 2番13号名古屋センターピル8階

福岡営業所 福岡市博多駅前2丁目 9番28号福岡商工会議所ビル9階

圃 ご入会のお申込は 社団法人 日本建築協会 干 541 大阪市東区北，兵3 37 電 話 大 阪( 06)231 ・9648 ・9649 .  9640 振 替 口 座 大 阪39975番
定価 300 円 ( 送料共)


